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はじめに

歯学部の授業内容は歯科大学学長・歯学部長会議で定めた「歯科医学教授要綱」にそって行

われており、さらに授業方法は担当教員一人ひとりの創意、工夫に委ねられている。したがっ

て、それぞれの科目の授業の特色を知って出席することが、授業を実り多いものにするのに欠

かせない。 

「シラバス」syllabus（授業計画書）とは、学生諸君が初めて出会う授業に戸惑わないよ

う、その内容や方法をあらかじめ伝え、一方通行ではない、大学らしい授業を行うために各担

当者により執筆されたガイドブックである。 

ここに盛られているのは、授業の概要及び位置づけ、授業の到達目標、授業の方法、教科書

と参考書、成績評価の方法、注意事項、それに順を追った授業計画である。「シラバス」に目

を通すことによって、担当教員がこの授業によって何を伝えようとしているのか、どういう進

め方をするのか、学生に何を準備して授業に参加してほしいと期待しているかがわかるはずで

ある。授業を受ける前に熟読すれば、効果的な予習の役に立ち、また復習や試験勉強の格好の

ガイドにもなる。教員の要求する準備をして授業に臨めば、共通のベースに立脚した質疑応答

が活発に行われ、双方向的な授業の展開が可能になるだろう。 

さらに、全学的な授業評価アンケートも実施しているので、学生側からの意思表示もより明

確にできると考える。 

なお、臨床実習を開始するに十分な知識の有無を問う共用試験（CBT・OSCE）は、教育ガイ

ドラインである歯学教育モデル・コア・カリキュラムに対応し実施されている。 

臨床実習に関しては、別に用意した詳細な「臨床開始前実習の手引」及び「臨床実習の手

引」が「シラバス」に相当するので、本冊子には含まれていない。 

授業を受けるにあたって、該当科目の「シラバス」を十分に活用し、下記の歯学部の理念を

念頭に、教育目標を達成してほしい。 

歯学部の理念 

基本的教養と幅広い歯科口腔医学専門知識を修得し、今後の歯科口腔医学、歯科口腔医療を

切り拓くとともに社会に信頼される歯科医師および研究者を養成する。 

歯学部の教育目標 

（1） 責任感、社会性を持ち、歯科医師としての倫理観と豊かな人間性を身につけている。

（2） コミュニケーション能力と協調性を身につけている。

（3） 生命科学へのリサーチマインドを身につけている。

（4） 離島等の地域歯科医療について、保健・医療・福祉の側面から総合的に考えることが

できる。

（5） 先進的な歯科口腔医療に対応できる幅広い知識と基本的技能を身につけている。

アクセシビリティ

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得

る社会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等

のサポートについては、各授業の担当教員または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご

相談ください。 

アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先

（TEL）095-819-2006 （E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp 

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp
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令和７年度歯学部行事予定表 

－ 前 期 － 

学年開始 ４月 １日（火）

入学式  ４月 ２日（水） 

新入生学部オリエンテーション ４月 ３日（木） 

授業開始（１年） ４月 ７日（月）

授業開始（２～６年） ４月 １日（火）

臨床開始前実習（５年）   ５月 ２日（火）～１０月２日（木） 

ＣＢＴ（５年）   ６月１２日（木） 

ＯＳＣＥ（５年）   ７月１２日（土）

定期試験時間割発表 ７月１０日（木）

授業終了（１年）  ７月２９日（火） 

授業終了（２～４年）  ７月２８日（月） 

授業終了（５年）   ７月１８日（金） 

定期試験期間（１年） ８月 ４日（月）～ ５日（火） 

定期試験期間（２～４年）  ７月２３日（水）～８月４日（月） 

定期試験期間（５年）  ８月１８日（月）～２２日（金）

夏季休業（１年） ８月 ６日（水）～ ９月２６日（金）

夏季休業（２～４年） ８月 ５日（火）～ ９月２６日（金）

夏季休業（５年） ７月２２日（火）～ ８月１５日（金）

 ８月２５日（月）～ ９月２２日（月）

ＣＢＴ追再試験（５年）   ８月 ５日（火） 

ＯＳＣＥ追再試験（５年）  ８月２３日（土）

追試験時間割発表（１年） ８月 ８日（金）

追試験時間割発表（２～４年） ８月 ７日（木）

追試験時間割発表（５年） ８月２５日（月）

追試験期間（１年） ８月１８日（月）～１９日（火）

追試験期間（２～４年） ８月１８日（月）～１９日（火）

追試験期間（５年） ８月２６日（火）～２７日（水）

再試験期間（１年） ８月２５日（月）～２６日（火）

再試験期間（２～４年） ８月２５日（月）～２７日（水）

再試験期間（５年） ９月 １日（月）～ ３日（水）

前期成績発表 １０月の指定する日 



－ 後 期 － 

授業開始 ９月２９日（月）

臨床実習（５年）   １０月 ６日（月）～翌年度９月末 

解剖体慰霊祭   １０月２３日（木） 

歯学部祭 １１月上旬～中旬頃 

冬季休業（１～４年）  １２月２４日（水）～１月２日（金） 

定期試験時間割発表 １月１６日（金）

授業終了（１年） ２月 ２日（月）

授業終了（２～４年） ２月 ２日（月）

定期試験期間（１年）  ２月 ３日（月）、９日（月） 

定期試験期間（２～４年） ２月 ３日（火）～９日（月） 

追試験時間割発表（１年） ２月 ６日（金） 

追試験時間割発表（２～４年） ２月１０日（火） 

追試験期間（１年） ２月１０日（火）、１６日（月） 

追試験期間（２～４年） ２月１２日（木）～１３日（金） 

再試験期間（１年） ２月１７日（火）、２４日（火） 

再試験期間（２～４年） ２月１８日（水）～２０日（金） 

卒業式 ３月２５日（水）

学年終了 ３月３１日（火）

後期成績発表 ３月の指定する日



前期：4月7日（月）～8月5日（火） 後期：9月29日（月）～2月9日（月）

1Q：4月7日～6月10日（6月9日除く） 3Q：9月29日～12月1日

2Q：6月9日～8月5日（6月10日除く） 4Q：12月2日～2月9日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ９月 28 29 30 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 1 2 3 26 27 28 29 30 31 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6 7 30 1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13 14 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21 14 15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 21 22 23 24 25 26 27

29 30 1 2 3 4 5 28 29 30 31 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 31 1 2 25 26 27 28 29 30 31

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

10 11 12 13 14 15 16 8 9 10 11 12 13 14

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28

31 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 7

7 8 9 10 11 12 13 8 9 10 11 12 13 14

14 15 16 17 18 19 20 15 16 17 18 19 20 21

21 22 23 24 25 26 27 22 23 24 25 26 27 28

28 後期29 後期30 29 30 31

回数 - 15 15 - - - - 回数 - 15 15 - - - -

注：9月29日（月）は後期の授業開始日

休業日等（1/20(火)は共通テスト試験監督等振替、1/23(金)は学校推薦型選抜Ⅱ当日）

授業日

補講日（補講を実施しない場合は定期試験日として利用可能）

振替日：11/4(火)は月曜日の授業を実施

定期試験日

追試験日

再試験日

入学式、教養教育オリエンテーション

学部オリエンテーション

注：１年次授業は月～火曜日が専門教育、水～金曜日は教養教育である。

　１年次の教養教育の授業開始日は４月９日（水）から。

３月

２月

令和７年度歯学部カレンダー（１年次）

R７年
４月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

R７年
１月

８月

５月

６月



前期：4月1日（火）～8月4日（月） 後期：9月29日（月）～2月9日（月）

1Q：4月1日～6月3日（5月28～30日を除く） 3Q：9月29日～12月1日（11月26～28日を除く）

2Q：5月28日～8月4日（6月2䠈3日を除く） 4Q：11月26日～2月9日（12月1日は除く）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ９月 28 29 30 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 1 2 3 26 27 28 29 30 31 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6 7 30 1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13 14 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21 14 15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 21 22 23 24 25 26 27

29 30 1 2 3 4 5 28 29 30 31 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 31 1 2 25 26 27 28 29 30 31

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

10 11 12 13 14 15 16 8 9 10 11 12 13 14

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28

31 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 7

7 8 9 10 11 12 13 8 9 10 11 12 13 14

14 15 16 17 18 19 20 15 16 17 18 19 20 21

21 22 23 24 25 26 27 22 23 24 25 26 27 28

28 後期29 後期30 29 30 31

回数 - 15 15 15 15 15 - 回数 - 15 15 15 15 15 -

注：9月29日（月）は後期の授業開始日

休業日等（1/20(火)は共通テスト試験監督等振替、1/23(金)は学校推薦型選抜Ⅱ当日）

授業日

補講日（補講を実施しない場合は定期試験日として利用可能）

振替日：11/4(火)は月曜日の授業を実施

定期試験日

追試験日

再試験日

８月 ２月

９月 ３月

令和７年度歯学部カレンダー（２～４年次）

R７年
４月 １０月

５月 １１月

６月 １２月

７月

R７年
１月



前期：4月1日（火）～9月26日（金） 後期：9月29日（月）～3月31日（火）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ９月 28 29 30 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 1 2 3 26 27 28 29 30 31 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6 7 30 1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13 14 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21 14 15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 21 22 23 24 25 26 27

29 30 1 2 3 4 5 28 29 30 31 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 31 1 2 25 26 27 28 29 30 31

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

10 11 12 13 14 15 16 8 9 10 11 12 13 14

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28

31 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 7

7 8 9 10 11 12 13 8 9 10 11 12 13 14

14 15 16 17 18 19 20 15 16 17 18 19 20 21

21 22 23 24 25 26 27 22 23 24 25 26 27 28

28 29 30 29 30 31

授業日

定期試験日

追試験日

再試験日

㻯㻮㼀試験日（前日の6月11日（水）༗後は㻯㻮㼀య験テスト）

㻯㻮㼀追再試験日

㻻㻿㻯㻱試験日

㻻㻿㻯㻱追再試験日

８月 ２月

９月 ３月

令和７年度歯学部カレンダー（５年次）

R７年
４月 １０月

５月 １１月

６月 １２月

７月

R７年
１月
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講２䞉䞉䞉講⩏ᐊ３䠞（㻯Ჷ３㝵） 実５䠞䞉䞉䞉実⩦ᐊ５䠞（㻯Ჷ５㝵） ་２講䞉䞉䞉་学部➨２講⩏ᐊ

講６䠝䞉䞉䞉講⩏ᐊ６䠝（㻯Ჷ６㝵） 実５䠟䞉䞉䞉実⩦ᐊ５䠟（㻯Ჷ５㝵） ་１実䞉䞉䞉་学部➨１実⩦ᐊ

講６䠞䞉䞉䞉講⩏ᐊ６䠞（㻯Ჷ６㝵） 歯ゎ実䞉䞉䞉歯学部ゎ๗実⩦ᐊ（䠝Ჷ７㝵）

᫬㛫๭
90ศ授業 60ศ授業
1校᫬　8：50-10：20 1校᫬　8：50-9：50
2校᫬　10：30-12：00 2校᫬　10：00-11：00
3校᫬　13：00-14：30 3校᫬　11：10-12：10
4校᫬　14：40-16：10 4校᫬　13：00-14：00
5校᫬　16：20-17：50 5校᫬　14：10-15：10

6校᫬　15：20-16：20
7校᫬　16：30-17：30
8校᫬　17：40-18：40

（令和7年度）歯学部授業᫬㛫๭

（　前　期　）（㻌１Q䞉２Q㻌）

日

䊠 Ⅱ 䊢 䊣 䊤

曜 8㻦50 10㻦20 16㻦20 17㻦50

1 2 3 4 5 6 7 8

10㻦30 12㻦00 13㻦00 14㻦30 14㻦40 16㻦10

16㻦30 17㻦30 17㻦40 18㻦40

月

歯⛉学の䛯䜑の≀⌮⛉学
（講３䠞）

⣽⬊⏕≀学入門䊠（講３䠞） 歯学ᒎᮃ（講３䠞） 㦵学ཬ䜃ྠ実⩦（歯ゎ実䞉講３䠞䞉་２講䞉་１実） ึ年次䝉䝭䝘ー（ᩥ教䞉ᆏᮏ）

13㻦00 14㻦00 14㻦10 15㻦10 15㻦20 16㻦208㻦50 9㻦50 10㻦00 11㻦00 11㻦10 12㻦10

⑓⌮学⥲ㄽཬ䜃ྠ実⩦(講３㻭䞉実５䠞）

歯⛉▹ṇ学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝䞉⮫４䠞） ண㜵歯⛉学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝䞉⮫４䠞） ᇶ♏歯学◊✲

⤫合⛉┠（講６䠞）

⮫ᗋ実⩦ ᇶ♏歯学㍯講（講３䠝）

教養教育 教養教育（඲学䝰䝆䝳ー䝹Ⅱ） 教養教育

ᚤ⏕≀学䞉ཱྀ⭍ᚤ⏕≀学（講３䠝） ⸆⌮学ཬ䜃ྠ実⩦（講３䠝䞉実５䠟）

水

教養教育

⏕⌮学（講３䠞）/⏕⌮学実⩦（実５䠟）

歯⛉⌮ᕤ学䊠/歯⛉⌮ᕤ学Ⅱ/歯⛉⌮ᕤ学䊢（講３䠝） ཱྀ⭍⤌⧊学ཬ䜃ྠ実⩦（講３䠝䞉実５䠞）

歯⛉▹ṇ学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝） ಖᏑಟ᚟学（講６䠝） ಖᏑಟ᚟学実⩦（⮫４䠞）

⤫合⛉┠（講６䠞） 歯学◊✲

火

(1Q)学ෆ䞉学እ᪩期య験実⩦
/(2Q)歯⛉་ᖌの䝁ン䝢テンシー䊠（講３䠞）

⣽⬊⏕≀学䝥䝷䜽シス（講３䠞） ึ年次䝉䝭䝘ー（ᩥ教䞉ᆏᮏ）

教養教育 教養教育（඲学䝰䝆䝳ー䝹Ⅱ） 教養教育

⸆⌮学ཬ䜃ྠ実⩦
（講３䠝䞉実５䠟）

（1Q)ᚤ⏕≀学䞉ཱྀ⭍ᚤ⏕≀学（講３䠝）䠋
（2Q)⑓⌮学⥲ㄽཬ䜃ྠ実⩦（講３㻭䡡実５㻮）

(1Q)⅏ᐖཱྀ⭍་学
/(2Q)ᑠඣ歯⛉学䞉ᑠඣ歯⛉学実⩦（講６䠝）

歯ෆ἞⒪学（講６䠝） 歯ෆ἞⒪学実⩦（⮫４䠞）

⤫合⛉┠（講６䠞）

⮫ᗋ実⩦ 歯学◊✲

⮫ᗋ実⩦

⤫合⛉┠（講６䠞）

⮫ᗋ実⩦

金

教養教育

⏕໬学（講３䠞） Ⓨ⏕学（講３䠞） ⏕⌮学（講３䠞）/⏕⌮学実験（実５䠟）

木

教養教育

ゎ๗学ཬ䜃ྠ実⩦（講３䠞䞉歯ゎ実）
歯⛉་ᖌの䝁ン䝢テン

シーⅡ（講３㻮）

ෆ⛉学⥲ㄽ（講３䠝） 歯⛉ᮾὒ་学（講３䠝）䠋㻿㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼒㼕㼏㻌㼍㼚㼐㻌㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔（講３䠝）

㞀ᐖ⪅歯⛉学（講６䠝）
歯⛉་ᖌの䝁ン䝢テンシー䊣

（講６䠝） ෙᶫ⩏歯学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝䞉⮫４䠞）

⤫合⛉┠（講６䠞）

⮫ᗋ実⩦ ᇶ♏歯学㍯講（講３䠝）

䈜 教ᐊྡと␎ㄒのᑐᛂは௨ୗのと䛚䜚。

እ⛉学⥲ㄽ（講３䠝） ཱྀ⭍ゎ๗学ཬ䜃ྠ実⩦（歯ゎ実䞉講３㻭） 䝁䝭䝳䝙テ䜱ー教育䡡実⩦（講３䠝） （1Q)ᇶ♏歯学◊✲ᴫㄽ（講３䠝）䠋（2Q)ᇶ♏歯学◊✲

歯⛉㯞㓉学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝） 　᭷ᗋ⩏歯補⥛学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠝䞉⮫４䠞）



校᫬

年次

1

2

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

4

5

6

1

2

4

5

6

1

2

3

4

5

6

講３䠝䞉䞉䞉講⩏ᐊ３䠝（㻯Ჷ３㝵） 実５䠝䞉䞉䞉実⩦ᐊ５䠝（㻯Ჷ５㝵） ⮫４䠞䞉䞉䞉⮫ᗋ実⩦ᐊ４䠞（㻯Ჷ４㝵）

講３䠞䞉䞉䞉講⩏ᐊ３䠞（㻯Ჷ３㝵） 実５䠞䞉䞉䞉実⩦ᐊ５䠞（㻯Ჷ５㝵） ་ゎ実䞉䞉䞉་学部ゎ๗実⩦ᐊ

講６䠝䞉䞉䞉講⩏ᐊ６䠝（㻯Ჷ６㝵） 実５䠟䞉䞉䞉実⩦ᐊ５䠟（㻯Ჷ５㝵） ་講４䞉䞉䞉་学部➨４講⩏ᐊ（⑓㝔２㝵）

講６䠞䞉䞉䞉講⩏ᐊ６䠞（㻯Ჷ６㝵） 歯ゎ実䞉䞉䞉歯学部ゎ๗実⩦ᐊ（䠝Ჷ７㝵）

᫬㛫๭
90ศ授業 60ศ授業
1校᫬　8：50-10：20 1校᫬　8：50-9：50
2校᫬　10：30-12：00 2校᫬　10：00-11：00
3校᫬　13：00-14：30 3校᫬　11：10-12：10
4校᫬　14：40-16：10 4校᫬　13：00-14：00
5校᫬　16：20-17：50 5校᫬　14：10-15：10

6校᫬　15：20-16：20
7校᫬　16：30-17：30
8校᫬　17：40-18：40

（令和7年度）歯学部授業᫬㛫๭

（　後　期　）（㻌３Q䞉４Q㻌）

曜
日

䊠 Ⅱ 䊢 䊣 䊤
8㻦50 10㻦20 16㻦20 17㻦50

1 2 3 4 5 6 7 8
10㻦30 12㻦00 13㻦00 14㻦30 14㻦40 16㻦10

16㻦30 17㻦30 17㻦40 18㻦40

月

⣽⬊⏕≀学入門Ⅱ（講３䠞） 歯学ᒎᮃ（講３䠞）

㛗ᓮ኱学䜾䝻ーカ䝹䜲ン䝍ーンシ䝑䝥䞉䝥䝻䜾䝷䝮（講6䠞）

13㻦00 14㻦00 14㻦10 15㻦10 15㻦20 16㻦208㻦50 9㻦50 10㻦00 11㻦00 11㻦10 12㻦10

歯࿘⑓学（講6㻭）
⤫合⛉┠䚾ス䝫ー䝒歯学䚿/
⤫合⛉┠䚾⥲合歯⛉学䊠䚿

（講6䠝）
歯࿘⑓学実⩦（⮫４䠞） ᇶ♏歯学◊✲

㛗ᓮ኱学䜾䝻ーカ䝹䜲ン䝍ーンシ䝑䝥䞉䝥䝻䜾䝷䝮（オン䝷䜲ン⮬୺学⩦）

3 ෆ⛉学ྛㄽ㻌(講３䠝） ᚤ⏕≀学䞉ཱྀ⭍ᚤ⏕≀学
(講３䠝）

እ⛉学ྛㄽ（講３䠝）
㞄᥋་学Ⅱ(講３䠝）

（4Q)歯⛉ἲ་学(講３䠝）

火

　学ෆ䞉学እ᪩期య験実⩦（講３䠞）

㛗ᓮ኱学䜾䝻ーカ䝹䜲ン䝍ーンシ䝑䝥䞉䝥䝻䜾䝷䝮（講6䠞）

⮫ᗋ実⩦ 歯学◊✲

(3Q)䝁ン䝢テンシー䊤
/⮫ᗋ歯学䝉䝭䝘ー（講６㻮）

⮫ᗋ実⩦

(3䠭)㛗ᓮ኱学䜾䝻ーカ䝹䜲ン䝍ーンシ䝑䝥䞉䝥䝻䜾䝷䝮(講6䠞)

3
（3Q）㞄᥋་学䊢（講３䠝）

水

教養教育

(3䠭)㛗ᓮ኱学䜾䝻ーカ䝹䜲ン䝍ーンシ䝑䝥䞉䝥䝻䜾䝷䝮（オン䝷䜲ン⮬୺学⩦）

3 㞄᥋་学䊠䞉Ⅱ（講３䠝）
(4Q)㞄᥋་学Ⅱ（講３䠝）

(3Q)
歯⛉་⒪⟶⌮学（講３㻮）

（3Q）ཱྀ⭍ᚤ⏕≀学実⩦（講３䠝䞉実5㻭)

（4Q)㞄᥋་学䊠䞉Ⅱ（講３䠝） （4Q)⾨⏕学ཬ䜃ྠ実⩦（講３㻭䞉実5㻭） 㞄᥋་学䊠(講３䠝）

2

⮫ᗋ実⩦䠋㧗次ཱྀ⭍་⒪学

䈜 教ᐊྡと␎ㄒのᑐᛂは௨ୗのと䛚䜚。

⮫ᗋ実⩦

ᇶ♏歯学◊✲

ཱྀ⭍እ⛉学Ⅱཬ䜃ྠ実⩦（講6㻭䞉⮫４䠞） 　᭷ᗋ⩏歯補⥛学ཬ䜃ྠ実⩦（講6㻭䞉⮫４䠞）

金

教養教育（䝥䝷䝛䝍リー䝦䝹ス䊠） 教養教育

⤌⧊学ཬ䜃ྠ実⩦（講６㻮䞉実５䠞）

歯⛉⸆⌮学（講３䠝）/ཱྀ⭍⏕⌮学（講３㻭） ཱྀ⭍⏕໬学（講３䠝）

⮫ᗋ実⩦䠋㧗次ཱྀ⭍་⒪学
(3Q)
歯⛉་⒪⟶⌮学（講３㻮）

⮫ᗋ実⩦䠋
་ဴ学䞉་⒪೔⌮（་学部グᛕ講ᇽ）（9/26(金)䞉10/17(金)の２日㛫）

⮫ᗋ実⩦䠋㧗次ཱྀ⭍་⒪学
(3Q)
歯⛉་⒪⟶⌮学（講３㻮）

木

教養教育（䝥䝷䝛䝍リー䝦䝹ス䊠） 教養教育

ෙᶫ⩏歯学ཬ䜃ྠ実⩦（講6䠝䞉⮫４䠞）

⤫合⛉┠䚾⮫ᗋゎ๗学䚿（講６䠝䞉歯ゎ実䞉་ゎ実） ཱྀ⭍እ⛉学䊠ཬ䜃ྠ実⩦（講6㻭䞉⮫４䠞） 実㊶⮫ᗋ歯⛉ⱥ఍ヰ（講6㻭）

⮫ᗋ実⩦

（3Q)歯⛉⌮ᕤ学実験（講３䠝䞉実５䠟）

㧗㱋⪅歯⛉学（講6䠝） ᑠඣ歯⛉学/ᑠඣ歯⛉学実⩦（講6䠝䞉⮫４䠞）

(3Q)
歯⛉་⒪⟶⌮学（講3㻭）

⮫ᗋ実⩦䠋㧗次ཱྀ⭍་⒪学

(3Q)
歯⛉་⒪⟶⌮学（講3䠝）

⮫ᗋ実⩦䠋㧗次ཱྀ⭍་⒪学

(3Q)་学⤫ィ学/(4Q)䝁ン䝢
テンシー䊢（講3䠝）

ཱྀ⭍⑓⌮学ཬ䜃ྠ実⩦(講3䠝㻌䞉実５䠞）

（4Q）ゎ๗学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠞䞉歯ゎ実䞉་ゎ実）

⮫ᗋ歯学◊✲ᴫㄽ（講6䠝）

ゎ๗学ཬ䜃ྠ実⩦（講６䠞䞉歯ゎ実䞉་ゎ実）

歯⛉ᨺᑕ⥺学ཬ䜃ྠ実⩦（講6㻭）

⏕໬学実験（実５䠝）
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年度 2025 学期 1Q 曜日・校時  火・1～2 必修選択  必修 単位数  （3.5） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064401 

DNGD11011098 

学内・学外早期体験実習/（Early Exposure） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義・実習形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等)    科目分類   総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム 角 忠輝、近藤好夫、久松徳子、多田浩晃、住田吉慶、入江浩一郎、吉田教明、藤田優子、吉村篤利、 

ニバス科目等) 澤瀬 隆、村田比呂司、平 曜輔、山田朋弘、角 美佐、讃岐拓郎、他 

授業の概要 

歯学部の臨床分野の様子を早期に見学し、今後の講義・実習への学習意欲を高める。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯学に興味をもち、今後の歯学部の講義・実習の学習意欲を高める。 

個別行動目標 SBOs： 

○医療職として必要な態度をもつことができる。

○大学病院の歯科臨床（歯科診療部門）の実情を説明できる。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

C-1-1

C-1-3

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ８：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。 

ＤＰ９：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

ＤＰ１０：離島へき地をはじめとする地域・国際社会に貢献する強い意思を持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

臨床歯学分野の見学を中心にローテートする。 

授業内容 

1-2 回目 オリエンテーション，総合歯科臨床教育学（口腔検診）、

3 回目 歯周歯内治療学

4-5 回目 歯科麻酔学、口腔診断・情報科学（歯科放射線学）

6-8 回目 歯科矯正学、小児歯科学

9-10 回目 口腔保健学、口腔顎顔面外科学

11-13 回目 口腔インプラント学、歯科補綴学、歯科補綴学（修復学）

14 回目 先進口腔医療開発学

キーワード 歯科部門，早期体験 

教科書・教材・参考書 なし 

準等 

成績評価の方法・基 レポートにより評価する。

また、授業への貢献度も評価の対象とする。

受講要件(履修条件) 医療関係者としての態度を重視するので，原則欠席，遅刻は認めない。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 第１回目は、説明と患者体験実習として６年生による口腔検診を受ける。 

による授業科目

実務経験のある教員 ・角 忠輝／長崎大学病院における実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床の実情

を説明する

・近藤 好夫／長崎大学病院における実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床の実

情を説明する

・久松 徳子／長崎大学病院における実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床の実

情を説明する

・多田 浩晃／長崎大学病院における実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床の実

情を説明する

・吉村 篤利／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床

の実情を説明する

・讃岐 拓郎／長崎大学病院における歯科麻酔診療業務を継続中／診療経験を活かし、各分野

における臨床の実情を説明する

・角 美佐／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／診療経験を活かし、各分野におけ

る臨床の実情を説明する
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・吉田 教明／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床

の実情を説明する

・藤田 優子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／診療経験を活かし、各分野における

臨床の実情を説明する

・入江 浩一郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床の実情を説明する

・山田 朋弘／長崎大学病院における口腔外科診療業務を継続中／診療経験を活かし、各分野

における臨床の実情を説明する

・澤瀬 隆／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床の

実情を説明する

・村田 比呂司／長崎大学病院における歯科補綴診療業務を継続中／診療経験を活かし、各分

野における臨床の実情を説明する

・平 曜輔／長崎大学病院における歯科補綴診療業務を継続中／診療経験を活かし、各分野に

おける臨床の実情を説明する

・住田 吉慶／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床

の実情を説明する
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

オリエンテーション，総合歯科臨床教育学（口腔検診）

2限：歯周歯内治療学

1限：歯科麻酔学

2限：口腔診断・情報科学（歯科放射線学）

1～3限　 講義室3B

歯科矯正学、小児歯科学　合同 スキルスラボ

  　　　※白衣を持参すること 臨床実習室4A

1限：口腔保健学

2限：口腔顎顔面外科学

1～3限　

口腔インプラント学、歯科補綴学、歯科補綴学（修復学）　合同

3限：先進口腔医療開発学

学内早期体験実習　日程表

1-2回 4 8 火 1～2 各教員 講義室3B

講義室3B

4-5回 4 22 火 1～2 各教員 講義室3B

3回 4 15 火 2 各教員

6-8回 5 13 火 1～3

講義室3B

各教員

各教員 講義室3B

9-10回 5 20 火 1～2 各教員

11-13回 5 27 火 1～3

講義室3B14回 6 10 火 3 各教員
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時  火・2～7 必修選択  必修 単位数  （3.5） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064401 

DNGD11011098 

学内・学外早期体験実習/（Early Exposure） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義・実習形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等)      科目分類   総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00/学生 12～13 名に１名の教

員をチューターとして配属しているので、実習期間中は連絡を密にとること。 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

歯学部教員，大学病院教職員，学外非常勤講師 

授業の概要 

専門的知識の乏しい１年次に地域歯科医療の最前線である開業歯科医院および病院歯科等へ出向き、先入観のない視点か

ら歯科医療を見つめ、今後の専門教育への動機付けとする。 

また歯科と連携を図らなければならない多職種（看護師，栄養士，作業療法士など）の業務を体験，理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科医療を理解し、専門教育に興味をもつ。 

個別行動目標 SBOs： 

 1 社会的に歯科医師に求められているものを議論できる。 

 2 各自の将来の歯科医師像を想像することができる。 

 3 患者中心の多職種連携を体感する。 

 4 医療職として必要な態度をもつことができる。 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-1-3)、 A-4-2) 

A-1-3)、 A-4-2) 

A-1-2)、 A-5-1)-①、②、③ 

A-4-1) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ８：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。 

ＤＰ９：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

ＤＰ１０：離島へき地をはじめとする地域・国際社会に貢献する強い意思を持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

受け入れ歯科医院等へ学生が出向き、指定の時間を診療室での見学を行い、診療設備、歯科医師-患者-スタッフ間でのコミ

ュニケーションの重要性を観察する。また、長崎市の歯科医療の実態や歯科以外のコメディカル・コデンタルの業務を見聞す

る。 

授業内容 

1 回目  オリエンテーション１・多職種による講義１ 

2 回目  多職種による講義２ 

3 回目  学外実習１ 

4 回目  学外実習２ 

5 回目  グループ討論と発表会１ 

6 回目  学内・学外実習３ 

7 回目  学内・学外実習４ 

8 回目  学内・学外実習５ 

9 回目  学内・学外実習６ 

10 回目  学内・学外実習７ 

11 回目  グループ討論と発表会２ 

12 回目  グループ討論と発表会３ 

13 回目  多職種による講義３ 

14 回目  多職種による講義４ 

15 回目  まとめ（学内・学外体験実習振り返り・総括） 

キーワード 臨床現場、多職種連携、歯科医師像 

教科書・教材・参考書 なし 

成績評価の方法・基

準等 

事前・事後レポート、最後の発表会も内容及び最終報告レポートを加味して評価する。 

また、授業への貢献度も評価の対象とする。 
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受講要件(履修条件) 医療関係者としての態度を重視するので，原則欠席，遅刻は認めない． 

特に 1 回目のオリエンテーションを受けてない学生は学外実習には参加させない。 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

学研災に必ず加入すること。入学時に指示された予防接種を接種すること。 

長崎県歯科医師会や大学病院看護部等の全面的な後援のもとに実施可能となっているので、配属先

の歯科医院および病院等に失礼のないように十分注意する。（挨拶、態度、時間厳守） 

実務経験のある教員

による授業科目 

・市内の歯科医院等／市中の歯科医院での一般歯科診療を見学、体験させることで地域歯科医療の

現場を理解させる実習を行っている。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

2

3 オリエンテーション

4 にしの歯科クリニック　西野啓至先生

5 冨永歯科クリニック　冨永尚宏先生

6 感染制御教育センター　藤田あゆみ先生

7

2

3 安全管理部　栗原慎太郎先生

4 にのみや歯科　二宮秀明先生

5 添野歯科医院　添野光洋先生

6

7 渡辺歯科医院　渡邊芳明先生

2

3

４～７ 予備

2

3

４～７ 予備

2

3

４～７ 予備

2

3 ダイバーシティー推進センター　門脇知子先生

4

5

6 薬剤部　坂元利彰先生

7 歯科衛生室　牧野亜紀子先生

2

3

4 中央技工室　福井淳一先生

5

6

7

2

3

４～７ まとめ(学内・学外体験実習振り返り・総括）

1 13 火

多職種による講義　４

非常勤講師 講義室3B

講義室3B

12 23 火 歯学部教員 講義室3B

講義室3B

グループ討論と発表会　１

１１回 12 16 火
グループ討論と発表会　２

歯学部教員 講義室3B

グループ討論と発表会　３

１５回 1 27 火

まとめ（学内・学外体験実習振り返り・総括）

教務委員長

講義室3B

１４回

講義室3B

８回 11 25 火
大学病院

市内歯科医院
講義室3B

講義室3B

７回 11 18 火
大学病院

市内歯科医院
２～７ 学内・学外実習　４

２～７ 学内・学外実習　５

９回 12 2 火 ２～７

歯学部教員 講義室3B

６回 11 11 火 ２～７ 学内・学外実習　３
大学病院

市内歯科医院

５回 10 28 火

講義室3B

講義室3B

３回 10 14 火 市内歯科医院
薬学部
講義室１B

２回 10 7 火 非常勤講師

２～７ 学外実習　１

４回 10 21 火 ２～７ 学外実習　２ 市内歯科医院

１３回 1 6 火 非常勤講師

多職種による講義　３

学内・学外実習　６
大学病院

市内歯科医院

１０回 12 9 火

１２回

２～７ 学内・学外実習　７
大学病院

市内歯科医院

火30

多職種による講義　２

91回
教務委員長
非常勤講師

日程表

オリエンテーション・多職種による講義　１

講義室3B

薬学部
講義室１B
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年度 2025 学期 通年 曜日・校時  前期：月・3 後期：月・3 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064403 

DNGD11021098 

歯学展望/（Dental Outlook） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム 中村渉、門脇 知子、片瀬直樹、哲翁ふみ、バラネザハド、筑波隆幸、伊藤公成、小山田常一、山下裕美、

ニバス科目等) 松下祐樹、入江浩一郎、吉田教明、藤田優子、吉村篤利、澤瀬隆、村田比呂司、平 曜輔、住田吉慶、山

田朋弘、角美佐、讃岐拓郎、久松徳子、真方信明、非常勤講師 

授業の概要 

歯科医師になるため、これから 6 年間学ぶ歯学教育・研究の専門的内容を分かりやすく説明し、歯学生としての自覚を養う。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

6 年間学ぶ歯学教育・研究の専門的内容を理解し、歯学生としての

自覚を養う。 

個別行動目標 SBOs： 

1 歯学教育・研究の基本的な概要を説明できる。 

2 基礎及び臨床科目の基本的な内容を説明できる。 

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ５：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

ＤＰ６：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を 

継続できる。 

授業方法（学習指導法） 

歯学教育・研究・臨床に関する主要テーマについて、主に歯学部の教員によるオムニバス方式の講義を行う。 

授業内容 

（前期） （後期） 

1 回目 長崎大学歯学部の教育 1 回目 保存修復学部門 

2 回目 予備日 2 回目 歯周歯内治療学分野 

3 回目 生体材料学分野 3 回目 口腔保健学分野 

4 回目 歯科薬理学分野 4 回目 歯科矯正学分野 

5 回目 口腔病理学分野 5 回目 口腔診断・情報科学分野 

6 回目 口腔病原微生物学分野 6 回目 特別講義 

7 回目 加齢口腔生理学分野 7 回目 先進口腔医療開発学分野 

8 回目 フロンティア口腔科学分野 8 回目 口腔顎顔面外科学分野 

9 回目 分子腫瘍生物学分野 9 回目 予備日 

10 回目 顎顔面解剖学分野 10 回目 歯科麻酔学分野 

11 回目 硬組織発生再生学分野 11 回目 摂食嚥下リハビリテーション学 

12 回目 歯科法医学分野 12 回目 特殊歯科総合治療部 

13 回目 小児歯科学分野 13 回目 特別講義 

14 回目 口腔インプラント学分野 14 回目 歯科補綴学分野 

15 回目 予備日 15 回目 予備日 

キーワード

 教科書・教材・参考書 なし 

準等 

成績評価の方法・基 前期・後期の定期試験期間中に求める講義内容に関するレポートで評価する。 

また、授業への貢献度も評価の対象とする。 

 受講要件(履修条件) 全体を通じて総授業数の 2/3 以上の出席が求められる。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 歯学部に入学した、将来歯科医師になる歯学生としての自覚を養ってほしい。 

卒業後、国民に有益・有用な歯科医師となるよう入学時から真摯な態度で学習してほしい。 
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による授業科目 

実務経験のある教員 ・門脇 知子/九州大学病院における診療実務経験臨床経験を活かし歯学教育・研究に係る基礎

知識を教授する。

・片瀬 直樹/長崎大学病院での口腔病理専門医としての実務経験/基礎医学である病理学と臨

床医学の病理診断学との関連を病理業務の経験を含めて解説する。

・哲翁 ふみ/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・山下 裕美/剖検、検案時及び生体鑑定における実務経験/法医実務経験を活かし社会医学と

しての歯科法医学に係る基礎知識を教授する。

・入江 浩一郎/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床

に係る基礎知識を教授する。

・吉村 篤利/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・平 曜輔/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に係

る基礎知識を教授する。

・吉田 教明/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・澤瀬 隆/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に係

る基礎知識を教授する。

・藤田 優子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／診療経験を活かし、各分野における

臨床的研究の指導を行う。

・村田 比呂司/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床

に係る基礎知識を教授する。

・住田 吉慶/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・山田 朋弘/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・角 美佐/長崎大学病院における診療実務経験臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に係る

基礎知識を教授する。

・讃岐 拓郎/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に係

る基礎知識を教授する。

・久松 徳子/長崎大学病院における診療実務経験臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に係

る基礎知識を教授する。

・真方 信明/長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯学教育・研究の臨床に

係る基礎知識を教授する。

・永田 康浩/医師としての診療実務経験/臨床経験を活かし地域医療に関する基礎知識を教授

する。

・松下 祐樹/東京医科歯科大学病院・長崎大学病院における診療実務経験/臨床経験を活かし歯

学教育・研究の臨床に係る基礎知識を教授する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

予備日

長崎大学歯学部の教育

本学歯学部のディプロマ・ポリシー、教育の概要等について説明する。

生体材料学分野

生体材料と歯科材料

　歯科医療に果たす歯科材料の役割

歯科薬理学分野

薬はリスク

　薬理学とはどのような学問か

口腔病理学分野

病理学の役割

病理診断の実際

口腔病原微生物学分野

口腔細菌の意義

口腔常在菌の役割、口腔細菌と疾患

加齢口腔生理学分野

生体リズムの生理学

生体リズムを制御する体内時計の神経回路と生理学的意義について概説する。

フロンティア口腔科学分野

「口腔生化学」って？

生体・口腔内の生命現象を分子レベルで明らかにする学問への挑戦

分子腫瘍生物学分野

「がん」をどのように研究するか，その試みを紹介する。

顎顔面解剖学分野

解剖学と人類学

硬組織発生再生学分野

骨の幹細胞がどのように骨の再生に貢献し、がんを引き起こすのか、

骨の幹細胞の運命を追跡する。

歯科法医学分野

歯科法医学とは

小児歯科学分野
小児の歯科診療

　小児と成人の違い、小児歯科とは

口腔インプラント学分野

人工物で作る歯

　人工物による歯質・歯牙欠損の修復・回復

予備日

講義室3B

15回 7 28 月 3 講義室3B

14回 7 14 月 3 澤瀬　隆

講義室3B

13回 7 7 月 3 藤田　優子 講義室3B

12回 6 30 月 3 山下　裕美

講義室3B

11回 6 23 月 3 松下　祐樹 講義室3B

10回 6 16 月 3 小山田常一

講義室3B

9回 6 9 月 3 伊藤　公成 講義室3B

8回 6 2 月 3 門脇　知子

7回 5 26 月 3 中村　渉 講義室3B

講義室3B

6回 5 19 月 3 哲翁　ふみ 講義室3B

5回 5 12 月 3 片瀬　直樹

4回 4 28 月 3 筑波　隆幸 講義室3B

講義室3B

3回 4 21 月 3 バラネザハド　有礼左 講義室3B

2回 4 14 月 3 学部長

日程表

1回 4 7 月 3 講義室3B
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

保存修復学部門

う蝕をはじめとする歯の疾患と治療

　接着材を使ったできるだけ歯を削らない治療

歯周歯内治療学分野

歯周疾患と治療

　歯周疾患とは？現状と未来

口腔保健学分野

予防歯科と全身の健康

　全身の健康につながる歯科保健

歯科矯正学分野

矯正歯科の未来

　美と機能のトータルなハーモニーを生み出す矯正治療

口腔診断・情報科学分野

歯科・口腔領域の画像診断

　最新の画像診断とその役割

特別講義

歯科医療の未来とイノベーション

先進口腔医療開発学分野

臨床研究とトランスレーショナル・リサーチ

口腔領域の再生医療開発

口腔顎顔面外科学分野

口腔外科の臨床と研究

　安全・確実な治療を目指して

予備日

歯科麻酔学分野

歯科医療と全身管理

摂食嚥下リハビリテーション学

摂食嚥下リハビリテーションについて

特殊歯科総合治療部

障害者の歯科診療

特別講義

これからの地域医療連携で歯科に求められること

歯科補綴学分野

歯科補綴学と健康長寿

　有床義歯の役割

予備日

日程表

1回 9 29 月 3 平　曜輔 講義室3B

C棟１階
講義室1B

3回 10 20 月 3 入江浩一郎 講義室3B

2回 10 6 月 3 吉村　篤利

講義室3B

5回 11 4 火 3 角　美佐 講義室3B

4回 10 27 月 3 吉田　教明

講義室3B

7回 11 17 月 3 住田　吉慶 講義室3B

6回 11 10 月 3 米澤　大地

C棟１階
講義室1B

9回 12 8 月 3 講義室3B

8回 12 1 月 3 山田　朋弘

講義室3B

11回 12 22 月 3 久松　徳子 講義室3B

10回 12 15 月 3 讃岐拓郎

講義室3B

13回 1 19 月 3 永田 康浩 講義室3B

12回 1 5 月 3 真方　信明

講義室3B

15回 2 2 月 3 講義室3B

14回 1 26 月 3 村田　比呂司
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 年度 2025  学期 前期 曜日・校時  金 4～5（一部５～６） 必修選択  必修 単位数  0.5 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

2506４408 

科目ナンバリング・コード DNGD11041098 

コミュニティー教育・実習/(Community education・practice)

対象年次  ３年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 非常勤講師（岡幸江、西川研、山口和浩、片山健太、岩本諭） 

授業の概要及び位置づけ 

本授業が提案するのは現代において分断された仕事と価値意識を「つなぐ」知であり、それによる「全体的視野の獲得」です。

他の歯学部授業のなかでは経験できない、みなさんの経験に基づく思考と学びの時間の提供を、意識していきます。 

授業到達目標 

一般目標 GIO: 

コミュニティにおける多様な人々との対話の重要性を理解し、対話に臨みその力量を

形成していく構えを身に着ける

個別行動目標 SBOs 

１ 多様な価値観を持つ人で形成される、コミュニティとは何かを提起する 

を獲得する 

３ コミュニティのかかわりの中に生きる自己を新たに認識する 

５ 対話への新たな経験と、さらなる対話への構えを獲得する 

６ 市民としての歯科医師のありようについて考える 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カ

リキュラム】

Ａ-4-1-①,② 

２ 異なる経験を持つ人の生きざまを想起し、その社会的位置にへの新たな認識 Ａ-4-1-①,② 

Ａ-4-1-①,② 

４ スキル的に獲得する知にとどまらない、対話と経験から獲得する知を理解する Ａ-4-1-①,② 

Ａ-4-1-①,② 

Ａ-4-1-①,② 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ７：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

 ＤＰ８：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。 

ＤＰ９：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

本講義では、みなさん自身の日々の生活のなかから「暮らしのまなざし」や暮らしをなりたたせる「関わりのまなざし」をほりおこし

ていくことからスタートします。そのうえで、実社会において困難をかかえる人・困難をかかえる地域とむきあうとりくみ、こうした

「実践」の底に流れる「もうひとつの知」について提示していきます。授業のなかでは、そうした提示をどう受け止め合うのかをお

互いに交し合うための工夫にも、皆さんとの対話を通して、可能なかぎりとりくんでいきます。 

授業内容 

第 1 回目 5 月９日 4-5 時限目：オリエンテーション －社会を感じる・隣人を感じる（担当：岡幸江（九州大学）） 

第 2 回目 5 月９日 5-6 時限目：暮らしとしてのボランティア ー山本いま子さんの姿から（担当：岡） 

第 3 回目 ５月 16 日 4-5 時限目：対人援助とコミュニケーションー聞こえない人々との出会い 

（担当：西川研（長崎県聴覚障害者情報センター）） 

第 4 回目 ５月 23 日 4-5 時限目:生と死にむきあう（担当：山口和浩（NPO 法人自死遺族支援ネットワーク Re 代表） 

第 5 回目 5 月 30 日 4-5 時限目：かっちぇてという場と子どもたち （担当：片山健太（自然と暮らしの学校「手つなぐ」）） 

第 6 回目 6 月６日 4-5 時限目：仲間とともに「日常」をつくる（担当：岩本諭（斜面地・空き家活用団体つくる代表）） 

第 7 回目 6 月 13 日 4-5 時限目：未来への地域のつながりの変化を考える（担当：岡、片山） 

第 8 回目 6 月 13 日 5-6 時限目：振り返りとシェア（担当：岡、片山、岩本） 

キーワード 実践における「もうひとつの知」 

 教科書・教材・参考書 教科書 なし 
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準等 

成績評価の方法・基 出席、レポートで評価する。（レポートの評価は教務委員長が行う。） 

受講要件(履修条件) 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

による授業科目

実務経験のある教員 ・西川 研（第 3 回）／手話通訳士としての活動／手話通訳士としての活動経験や体験をもとに講義

を実施する。

・山口 和浩（第４回）／NPO 法人における自殺対策、遺族支援等の活動／NPO 補人での活動経

験や体験を基に講義を実施する。

・片山 健太（第 5,7,8 回）／ＮＰＯ法人等における子ども・大人の場づくり活動／支援活動の経験を

基に“ひと”との関わり合いについて教授する。

・岩本 諭（第 6,8 回）／NPO 法人におけるまちづくり支援活動／支援活動の経験を基に“ひと”との

関わり合いについて教授する
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

オリエンテーション　－社会を感じる・隣人を感じる

暮らしとしてのボランティア　ー山本いま子さんの姿から

対人援助とコミュニケーションー聞こえない人々との出会い

生と死に向き合う

かっちぇてという場と子どもたち 

仲間とともに「日常」をつくる

未来への地域のつながりの変化を考える

振り返りとシェア

４限：13：00～14：00　、　5限：14：10～15：10

講義室3A8回 6 13 金 5-6
岡、片山、

岩本

講義室3A

7回 6 13 金 4-5 岡、片山 講義室3A

6回 6 6 金 4-5 岩本

講義室3A

5回 5 30 金 4-5 片山 講義室3A

4回 5 23 金 4-5 山口

講義室3A

3回 5 16 金 4-5 西川 講義室3A

2回 5 9 金 5-6 岡

1回 5 9 金 4-5 岡 講義室3A
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  木・3－7（時間割を参照） 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064409 

DNGD11051941 

歯科東洋医学/（Oriental Dental Medicine） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 忠輝/sumi@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/随時 ※来室前に確認のこと 

担当教員(オム 角 忠輝，前川靖裕（非常勤講師），亀山敦史（非常勤講師），多田浩晃，池田裕明（腫瘍医学），林 眞実

ニバス科目等) （非常勤講師），戸田一雄（非常勤講師），田頭澄人（非常勤講師），筑波隆幸，坂井詠子，最上祥子（非常

勤講師）  

授業の概要 

 東洋医学では，人は大自然（大宇宙）のなかの一つで， 自然界のすべてのものと，お互いに関連し，影響しあっているとみな

している。西洋医学では，組織，器官はそれぞれ独立して異なるものとするが，東洋医学では，異なった機能を持ちながらも全

体として有機的につながりをもった共有体とされている。その根底となる思想が陰陽論と五行論である。このような東洋医学の理

論的背景を認識しつつ実際の東洋医学的治療法の主な方法を，座学および体験を通して学習する。 

授業到達目標 

よび態度を修得する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 東洋医学体系の基礎理論と診断法を説明できる。

2. 各種東洋医学的治療法（鍼灸・漢方）のメカニズムを説明できる。

3. エイジングや免疫に及ぼす東洋医学的治療法の役割を説明できる。

4. 経絡および歯科領域で重要な経穴の部位を列挙し，説明できる。

5. 漢方の歴史的背景に関心を持つ。

6. 各種代替医療を列挙し，その概要を説明できる。

一般目標 GIO: 患者満足度の高い良質な歯科医療を提供するために，東洋医学の概 【平成 28 年度歯学教育モデル・コ

念を西洋医学に対比して理解し，統合医療を実践するために必要な基本的知識，お ア・カリキュラム】

（直接該当するコアカリ番号は無い

が平成 28 年度より「薬物」の定義に

（和漢薬を含む）と付記されている）

C-6 生体と薬物

C-6-1) 薬物と医薬品

C-6-2) 薬理作用

C-6-3) 薬物の適用と体内動態

C-6-4) 薬物の副作用と有害作用

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

輪講形式。スライド，ビデオ等を用いて講義する。必要に応じて実地学習を取り入れる。プリント等は必要な時に配布する。ア

クティブラーニングにおいては，グループ学習の他，発表討論を行う。

授業内容 

 1 回目 統合医療学総論 

 2 回目 日本人は何故冷え性になったのか？１ 

 3 回目 日本人は何故冷え性になったのか？２ 

 4 回目 補完代替医学１ 

 5 回目 補完代替医学２ 

6 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）１ 

 7 目目 がん免疫治療の最前線 

8 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）２ 

 9 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）３ 

10 回目 薬膳料理１ 

11 回目 薬膳料理２ 

12 回目 耳鍼法，アロマセラピー 

13 回目 鍼鎮痛のメカニズム 

14 回目 歯科鍼灸 

15 回目 鍼灸の実際 

16 回目 抗加齢科学 

17 回目 漢方薬理 

18 回目 漢方最前線 

キーワード 東洋医学，伝統医学，代替医学，統合医療，鍼，灸，漢方，薬膳，アロマセラピー，EBM 
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 教科書・教材・参考書 参考書： 歯科漢方医学，歯科漢方医学教育協議会監修，永末書店 

続今日からあなたも口腔漢方医，王宝禮・王龍三編，医歯薬出版 

入門歯科東洋医学（第 2 版），日本歯科東洋医学会編 

準等 

成績評価の方法・基 出席率，講義内の小テスト，アクティブラーニングへの参加態度，および筆記試験またはレポートにより

総合的に評価する。 

 受講要件(履修条件) 授業に出席した時数が授業を行った時数の 3 分の 2 に達しない場合，成績評価の対象とならない。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 東洋医学関係の一般書に目を通しておくことが望ましい。学外講師による講義は日頃接することので

きない貴重な機会であり，礼を失することが無いように心がけること。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・角 忠輝（第 1 回）/大学病院における歯科診療行為/自らの診療経験を元に，統合医療の概念につ

いて講義およびアクティブラーニング形式の授業を行っている

・前川 靖裕（第 2・3 回）/診療所における診療行為/自らの診療経験を元に，漢方の概念について講

義形式の授業を行っている

・亀山 敦史（第 4・5 回）/大学病院における歯科診療行為/大学病院における診療行為を元に統合医

療の概念と実際について講義形式の授業を行っている

・多田 浩晃（第 6・8・9 回）/大学病院等における診療行為/大学病院における歯科診療行為自らの診

療経験を元に，統合医療の概念について講義およびアクティブラーニング形式の授業を行っている

・池田 裕明（第 7 回）/大学病院等における診療行為/自らの診療経験を元に，がん免疫治療につい

ての講義を行っている。

・田頭 澄人（第 15 回）/歯科診療所における歯科診療行為/鍼灸師の資格を持つ当該教員が，鍼灸

理論・実際の歯科医療への応用について実習形式で授業を行っている。

・最上祥子（第 18 回）/研究職/製薬会社での研究職の経験を活かし，漢方薬理の基本について講義

形式の授業を行っている。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

統合医療学総論

日本人は何故冷え性になったのか？１

日本人は何故冷え性になったのか？２

補完代替医学１

補完代替医学２

先人から学ぶ漢方の知恵１

がん免疫治療の最前線

先人から学ぶ漢方の知恵２

先人から学ぶ漢方の知恵３

薬膳料理１

薬膳料理２

耳鍼法、アロマセラピー

鍼鎮痛のメカニズム

歯科鍼灸

鍼灸の実際

抗加齢科学

漢方薬理

漢方最前線

木 4 筑波隆幸 講義室3A

木 4

講義室3A17回 6 26 木 5 坂井詠子

最上祥子 講義室3A18回 7 3

16回 6 26

6 19 木 6

講義室3A

14回

木 7 田頭澄人15回 6 19

講義室3A

6 19 木 5

戸田一雄 講義室3A

15

5 木 5

5 29 木 4

木 6

11回 6 林　眞実

5 29

13回

6 19 木 4

戸田一雄 講義室3A

12回 戸田一雄 講義室3A

3

多田浩晃 講義室3A

6回 5

講義室3A

3回 5 14 水 7

木 4 亀山敦史

前川靖裕 講義室3A

多田浩晃 講義室3A

池田裕明 講義室3A

8回

7回 5 22 木

10回 6 5 木 4 林　眞実 講義室3A

木 5 講義室3A多田浩晃9回

講義室3A

日程表

1回 5 8 木 3 角　忠輝 講義室3A

講義室3A2回 5 14 水 6 前川靖裕

5回 5 15 木 5 亀山敦史

4回 5 15
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 木・3 ～7 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25064417 

科目ナンバリング・コード DNGD11031098 

Scientific and Practical English 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp /生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/授業後に当日の担当者に質問する

こと。 

ニバス科目等)

担当教員(オム 渡邊郁哉、バラネザハド・アリレザ、David Atwood （非常勤講師）、 

授業の概要及び位置づけ 

本科目で学ぶのは、英語のリテラシーである。専門知識を学習するうえで不可欠な基礎的語学力を自己点検する。その上で、

基本的な英語のリテラシーを学ぶ。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

国際化に対応した歯科医師養成を目指す。 

個別行動目標 SBOs： 

ョン英語能力を身に付ける

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

基本的な英語の知識・技能を習得し、国際コミュニケーシ 該当なし 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ６:多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を継続できる。 

授業方法（学習指導法） 

3 年次に再受験が必須の TOEIC 試験について、試験内容の概要説明や試験対策（Listening and Reading）を行う。 

授業内容 

1 回目 ＴＯＥＩＣ試験内容の概要 

2 回目 ＴＯＥＩＣ対策① 

3 回目 ＴＯＥＩＣ対策② 

4 回目 ＴＯＥＩＣ対策③ 

5 回目 ＴＯＥＩＣ対策④ 

6 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑤ 

7 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑥ 

8 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑦ 

9 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑧ 

10 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑨ 

11 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑩ 

12 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑪ 

13 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑫ 

14 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑬ 

15 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑭

16 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑮ 

17 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑯ 

18 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑰ 

19 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑱ 

20 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑲ 

21 回目 ＴＯＥＩＣ対策⑳ 

22 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉑ 

23 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉒ 

24 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉓ 

25 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉔ 

26 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉕ 

27 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉖ 

28 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉗ 

29 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉘ 

30 回目 ＴＯＥＩＣ対策㉙（アンケートなど) 

キーワード 実践英語 

 教科書・教材・参考書 TOEIC 新公式問題集３，４，５，６ 

準等 

成績評価の方法・基 ＴＯＩＥＣ本試験にて評価する。 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席を受験資格とする。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ TOEIC 対策は Web Class と併用したハイブリッド型クラスとする。各自課題など期限までに On-line で

提出を済ませること。 

による授業科目 

実務経験のある教員 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題15回 5 1 木 6
David

Atwood
講義室3A

講義室3A14回 5 1 木 5
David

Atwood

13回 5 1 木 4
David

Atwood
講義室3A

講義室3A12回 4 24 木 6
David

Atwood

11回 4 24 木 5
David

Atwood
講義室3A

講義室3A10回 4 24 木 4
David

Atwood

9回 4 17 木 6
David

Atwood
講義室3A

講義室3A8回 4 17 木 5
David

Atwood

7回 4 17 木 4
David

Atwood
講義室3A

講義室3A6回 4 10 木 6
David

Atwood

5回 4 10 木 5
David

Atwood
講義室3A

講義室3A4回 4 10 木 4
David

Atwood

3回 4 3 木 6
David

Atwood
講義室6B

講義室6B2回 4 3 木 5
David

Atwood

日程表

1回 4 3 木 4
David

Atwood
講義室6B
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題7 10 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

30回

29回 7 10 木 5

7 10 木 4
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

28回

27回 6 26 木 7

6 26 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

26回

25回 6 26 木 3

6 12 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

24回

23回 6 12 木 5

6 12 木 4
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

22回

21回 6 5 木 8

6 5 木 7
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

20回

19回 6 5 木 6

5 8 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

18回

17回 5 8 木 5

5 8 木 4
David

Atwood
講義室3A

日程表

16回
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年度 2025 学期 2Q 曜日・校時 火・1～2 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064418 

DNGD11071098 

歯科医師のコンピテンシーⅠ/（Competence for Dentist I） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 忠輝/sumi@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 角 忠輝，平田創一郎（非常勤講師 東京歯科大学） 

授業の概要 

歯科医師として求められる基本的な資質と能力を身につけるために，各学年においてスパイラル形式で講義，実習を積み重ね

て行く。 

一般目標 GIO： 

における倫理を遵守するために、その

に関する知識と態度を身に付ける。 

ての深い認識を有し、人の命と健康を

覚する。 

3 発展し続ける歯科医学の中で必要

な知識を身に付け、根拠に基づいた

医療(evidence-based medicine 

<EBM>)を基盤に、経験も踏まえなが

る。 

個別行動目標 SBOs： 

右記のコアカリキュラム参照 

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1 医療、歯科医療及び医学・歯学研究 PR:プロフェッショナリズム(Professionalism) 

重要性を理解し、医療倫理・研究倫理 C-1 医の倫理、生命倫理と患者中心の歯科医療

患者中心の歯科医療を提供するために、プロフェッショナリズムを身に付ける。

2 豊かな人間性と生命の尊厳につい C-2 課題探求と解決能力

発展し続ける歯科医学の中で必要な知識を身に付け、疫学と根拠に基づいた医療

守る歯科医師としての義務と責任を自 (EBM)を基盤に、広い症候、病態、疾患に対応する。

C-3 医療の質と患者安全の確保

患者の安全を最優先に確保した上で、良質な歯科医療を提供するために必要な知

識を身に付ける。

C-4 健康と社会、環境

将来にわたり質の高い医療を継続して提供するために、その実践に必要な幅広い

ら、幅広い症候・病態・疾患に対応す 知識を身につけ、変化に対応する能力を涵養する。

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ７：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 講義，グループ討議など 

授業内容 

1 回目 コンピテンシーとは，歯科医学教育とは，学修のあり方 入門 

2 回目 歯学教育モデル・コア・カリキュラム 

3 回目 プロフェションとは 

4 回目 歯科医師としての責務と裁量 （プロフェショナリズム） 

5 回目 医と生命倫理 １ 

6 回目 医と生命倫理 ２ 

7 回目 長崎大学医学部原爆復興 80 周年記念講演会 

8 回目 長崎大学医学部原爆復興 80 周年記念講演会 

キーワード 倫理，プロフェッショナリズム，歯科医師 

教科書・教材・参考書 参考書：プロフェッションワークブック（日本歯科医学教育学会編 医歯薬出版） 

等 

成績評価の方法・基準 レポート，グループ討議を中心に，必要に応じて筆記試験も行う

受講要件(履修条件) 自身の健康管理も歯科医師として必須事項である．したがって，学生健康診断未受
験の学生には単位を与えない 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・角 忠輝（第 1〜4・7・8 回）/長崎大学病院における歯科臨床/医療倫理についての講義

・平田 創一郎（第 5・6 回）/元厚生労働省医政局歯科保健課歯科医師臨床研修専門官、総

務課医療安全推進室・経済課併任/厚生労働省での勤務経験を元に医療行政の仕組みにつ

いて講義形式の授業を行っている。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

2 歯学教育モデル・コア・カリキュラム

日程表

1回 6 17 火 1 コンピテンシーとは，歯科医学教育とは，学修のあり方 入門 角　忠輝 講義室3B

2 歯科医師としての責務と裁量 （プロフェショナリズム）

角　忠輝 講義室3B

3回 6 24 火 1 プロフェッションとは 角　忠輝 講義室3B

2回 6 17 火

2 医と生命倫理 ２

角　忠輝 講義室3B

5回 7 1 火 1 医と生命倫理 １ 平田創一郎 講義室3B

4回 6 24 火

平田創一郎 講義室3B

角　忠輝
医学部

記念講堂

6回 7 1 火

7回 7 14 月 5 長崎大学医学部原爆復興80周年記念講演会

角　忠輝
医学部

記念講堂
8回 7 14 月 6 長崎大学医学部原爆復興80周年記念講演会
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年度 2025 学期 1～2Q 曜日・校時 2 年次/木・6 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064419 

DNGD11081098 

歯科医師のコンピテンシーⅡ/（ Competence for Dentist II） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

住田吉慶/ y-sumita@nagasaki-u.ac.jp/ 先進口腔医療開発学分野教授室/ 095-819-7706/ 火曜日 13～17 時 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 住田吉慶(先進口腔医療開発学分野)、山下利佳（口腔管理センター）、井隆司（先進口腔医療開発学

分野） 

授業の概要 

歯科医師として求められる基本的な資質と能力を身につけるために，各学年においてスパイラル形式で授業を積み重ねる 

一般目標 GIO： 

1 患者の安全を最優先し、常に患者中心の立場

に立つとともに、患者の主体的治療参加を促す

ために、患者の権利を熟知し、その現状と問題

点を理解する。 

2 豊かな人間性と生命の尊厳についての深い認

識を有し、人の命と健康を守る歯科医師として

の義務と責任を自覚する。 

3 信頼される安全・安心な歯科医療を提供する

ために、医療上の事故等(インシデントや医療関 

連感染を含む)は日常的に起こる可能性がある

ことを認識し、過去の事例に学び、事故を防止

し、患者の安全確保を最優先するために必要な

知識を身に付ける。 

個別行動目標 SBOs： 

右記コアカリキュラム参照 

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

ＤＰ７：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

ＤＰ８：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義、グループ発表、ビデオ学習、確認テスト、レポート作成 

医療安全概論，課題提示 

WHO Multi-professional Patient Safety Curriculum Guide 
Topic1 What is Patient Safety? 
Topic2 Why applying human factors ins important for patient safety 
Topic3 Systems and the effect of complexity on patient care 
Topic4 Being an effective team player 
Topic5 Learning from errors to prevent harm

キーワード インフォームド・コンセント，医療安全，医療事故

教科書・教材・参考書 WHO Multi-professional Patient Safety Curriculum Guide 

http://apps.who.int/iris/bitstream/10665/44641/3/9789241501958_jpn.pdf?ua=1://&ua=1 

等 

成績評価の方法・基準 課題発表，レポート，確認テスト、授業出席状況や受講態度を中心に，必要に応じて筆記試

験を行う 

受講要件(履修条件) 全 8 回の授業回であるので、出席回数 2/3 以上の要件を満たすには 6 回以上の授業回への出

席が単位取得には必要である。 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

実務経験のある教員に

よる授業科目 

住田 吉慶／名古屋大学・長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実

務／口腔外科学や臨床研究、医療安全についての講義

山下 利佳／長崎大学病院における診療経験、医療安全の実務／歯科補綴学、口腔管理、

医療安全についての講義

井 隆司／長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務／口腔外科学

や臨床研究、医療安全についての講義

23



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

医療安全概説

医療安全の実際Ⅰ
（Topic１ What is Patient Safety?）・課題提示

医療安全の実際Ⅱ

（ビデオ学習）

課題発表準備

（確認テスト・グループ学習）

課題発表Ⅰ・Ⅱ

（Topic2 Why applying human factors ins important for patient safety
（Topic３  Systems and the effect of complexity on patient care）
課題発表Ⅲ・Ⅳ

（Topic４ Being an effective team player）
（Topic５ Learning from errors to prevent harm）
医療安全の実際Ⅲ

（医療安全の基本知識と実際・大学病院での取り組みなど）

授業のまとめ

（レポート作成） 講義室3B8回 7 10 木 6 住田

講義室3B

7回 7 3 木 6 山下 講義室3B

6回 6 26 木 6 住田・井

講義室3B

5回 6 19 木 6 ） 住田・井 講義室3B

4回 6 5 木 6 住田

6 住田 講義室3B

3回 5 29 木 6 井 講義室3B

2回 5 22 木 6 井 講義室3B

日程表

1回 5 15 木
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年度 2025 学期 4Q 曜日・校時  火・1 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064420 

DNGD11091098 

歯科医師のコンピテンシーⅢ/（ Competence for Dentist III ） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

山田朋弘/t-yamada@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 階口腔顎顔面外科学分野教授室/095-819-7698（内 7698）/随時 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 山田朋弘 

授業の概要 

歯科医師として求められる基本的な資質と能力を身につけるために，各学年においてスパイラル形式で授業を積み重ねる 

一般目標 GIO： 

ラルアーツを身に付ける。

2 患者および医療者にとって、良質で安

全な医療を提供する事，とくに院内感染

対策について理解する 

個別行動目標 SBOs： 

右記参照 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1 科学や社会の中で歯科医学・医療だ A-2-2) 学修の在り方

けでなく様々な情報を客観的・批判的に 1 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点

取捨選択して統合 整理し、表現する基 を抽出できる。

本的能力(知識、技能、態度・習慣)・リベ 2 得られた情報を統合し、客観的・批判的に整理して自分の考えを分かりやすく表

現できる。

3 実験・実習の内容を決められた様式にしたがって文書と口頭で発表できる。

A-6-1) 安全性の確保

6 医療関連感染の原因と対策を概説できる

7 薬剤耐性に配慮した適切な抗菌薬使用ができる （ARM, AMS）。

8 歯科医療における事故の具体例を列挙できる。

A-6-3) 医療従事者の健康と安全

1 医療従事者の健康管理(予防接種を含む)の重要性を説明できる

2 標準予防策を説明できる。

3 感染経路別予防策を説明できる。

4 針刺し事故等に遭遇した際の対処の仕方を説明できる。

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

ＤＰ９：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

講義，グループ討議，など 

1. 院内感染対策 1 医療関連感染とは

2. 院内感染対策 2 標準予防策，問題となる微生物

3. 院内感染対策 3 耐性菌問題（AMR）

4. 課題発表

5. まとめ

キーワード 学術論文，EMB，院内感染，スタンダードプレコーション，AMR 

教科書・教材・参考書 参考書：公衆衛生がみえる 2020-2021 （Medic Media, ISBN978-4-89632-687-1） 

病院感染対策ガイドライン（じほう）， 

院内感染対策実践マニュアル（永末書店） 

WHO Multi-professional Patient Safety Curriculum Guide 

http://apps.who.int/iris/bitstream/10665/44641/3/9789241501958_jpn.pdf?ua=1://&ua=1 
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等 

成績評価の方法・基準 出席，プレゼンテーション等を中心に評価する。必要に応じて試験も行う 

受講要件(履修条件) 自身の健康管理も歯科医師として必須事項である．したがって，学生健康診断未受
験の学生には単位を与えない 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・山田 朋弘／長崎大学病院にて臨床業務に従事／臨床経験に基づいた院内感染対策/医療安

全について教授する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

講義　院内感染対策、医療関連感染とは

グループワーク

グループワーク

プレゼンテーション

プレゼンテーション

なし

まとめ

講義室3Ａ

講義室3Ａ8回 1 28 水 1 山田

7回 1 27 火 1 山田

5回 1 6 火 1

講義室3Ａ6回 1 13 火 1 山田

山田 講義室3Ａ

講義室3Ａ

山田 講義室3Ａ

4回 12 23 火 1

1 イントロダクション，課題提示 山田 講義室3Ａ

3回 12 16 火 1 山田

2回 12 9 火 1 山田 講義室3Ａ

1回 12 2 火
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年 度 2025 学 期 1・2Q 曜日・校時 4年次/木・3 必修選択 必修 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード

授業科目名/(英語名) 

25064421 

DNGD11101098 

歯科医師のコンピテンシーⅣ/（ Competence for Dentist IV） 

対象年次 4年次 講義形態  講義形式 教室 講義室6A 

対象学生(クラス等)  4年次 科目分類  総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

住田吉慶/ y-sumita@nagasaki-u.ac.jp/ 先進口腔医療開発学分野教授室/ 095-819-7706/ 火曜日13時～17時 

担当教員(オムニバ

ス科目等)

住田吉慶（先進口腔医療開発学分野）、五月女さき子（口腔保健学分野）、井隆司（先進口腔医療開発学分野）、

黒嶋伸一郎（北海道大学）、朝比奈泉（順天堂大学）、相田潤（東京医科歯科大学）、各務秀明（愛知医科大学） 

授業の概要 

歯科医師として求められる基本的な資質と能力を身につけるために，各学年においてスパイラル形式で授業を積み重ねる 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

医療、歯科医療および医学・歯学研究における倫理を遵守するために、

を中心に） 

個別行動目標SBOs： 

1 医の倫理と生命倫理の歴史経過と諸問題を概説できる。  

 

 

4 医学研究に関する倫理的問題を説明できる。  

5 情報倫理に関わる問題を説明できる。 

6 研究を、医学・医療の発展や患者利益の増進を目的に配慮できる。 

その重要性を理解し、 医療倫理に関する知識を身につける。（研究倫理 【平成28年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-1-1）、G-5-①

A-1-1）

2 医の倫理に関する規範・国際規範(ヘルシンキ宣言等)を概説できる。 A-1-1）

3 臨床(生と死に関わる問題を含む)に関する倫理的問題を説明できる。A-8-1）

A-9-1)

A-8-1)、A-9-1)

対応するディプロマポリシー 

DP5:歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

DP7:患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

DP11:未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義、ビデオ学習、レポート作成など 

授業内容 

１回目： 臨床研究概説（臨床研究とは）／医療倫理（医の倫理・生命倫理） 

２回目： 臨床研究総論 

３回目： 臨床研究各論Ⅰ （研究倫理） 

４回目： 臨床研究各論Ⅱ （研究の枠組みと研究デザイン） 

５回目： 臨床研究各論Ⅲ （非臨床試験から臨床試験・治験の進め方） 

６回目： 臨床研究各論Ⅳ （安全性の確保・法規制・再生医療等確保法や臨床研究法下での臨床研究） 

７回目： 診療における Evidence-Based Dentistry (EBD) Ⅰ 

８回目： 診療における Evidence-Based Dentistry (EBD) Ⅱ 

９回目： 介入研究の実際Ⅰ （口腔領域で実施されている臨床試験や治験） 

１０回目： 臨床研究各論Ⅴ （研究の企画：クリニカルクエスチョンからリサーチクエスチョンへ） 

１１回目： 臨床研究論文の統計解釈 

１２回目： 研究計画書と説明同意書作成、被験者への説明の実際 

１３回目： 介入研究の実際Ⅰ （再生医療で実施されている臨床試験） 

１４回目： 観察研究の実際 （口腔領域で実際されている観察研究） 

１５回目： まとめ （トランスレーショナルリサーチ／リバーストランスレーショナルリサーチ） 

キーワード 研究倫理，情報倫理 

教科書・教材・参考書 授業資料など 
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成績評価の方法・基準

等 

レポート作成，授業出席状況、受講態度等を中心に，必要に応じて筆記試験も行う

受講要件(履修条件) 単位取得には、課題レポートの提出、および2/3以上の授業回の出席が要件となる。 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

実務経験のある教員に

よる授業科目 

住田 吉慶／名古屋大学・長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務／

再生医療研究・臨床研究や研究倫理についての講義 

五月女 さき子／長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務／頭頸部腫

瘍研究・口腔外科学についての講義 

黒嶋 伸一郎／長崎大学の病院補綴科における診療経験、歯科医学研究の実務／細胞治療研

究・口腔インプラント学についての講義 

井 隆司／長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務／再生医療研究・

口腔外科学や臨床研究についての講義 

朝比奈 泉／東京医科歯科大学・長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の

実務／再生医療研究・口腔外科学についての講義 

相田 潤／東北大学・東京医科歯科大学の病院臨床研究部門における実務経験、歯科医学研究

の実務／統計学的研究・臨床研究や統計学についての講義 

各務秀明／東京大学、松本歯科大学、愛知医科大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医

学研究の実務／口腔領域の臨床試験についての講義 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

1回 4 3 木 3

臨床研究概説 （医学の発展における臨床研究の重要性を説明できる。）
・（医の倫理・生命倫理） 医と生命の倫理の原則を概説できる。
・患者の権利、国際的な医療倫理に関する宣言を説明できる。

・歯科医師の責務を説明できる。

住田 講義室６A

2回 4 10 木 3
臨床研究総論
・EBMを実践する上での臨床研究の必要性を概説できる。 住田 講義室６A

3回 4 17 木 3

臨床研究各論Ⅰ（研究倫理）
・臨床研究に関する歴史上の重要事項から生じてきた倫理的な諸問題を解
決するための研究倫理・生命倫理について説明できる。
・ヒト医学研究の倫理指針について説明できる。

住田 講義室６A

4回 4 24 木 3

臨床研究各論Ⅱ（臨床研究の枠組みと研究デザイン）
・基礎研究、臨床研究、臨床試験、治験を説明できる。
・医療技術や医薬品、医療機器開発の流れが説明できる。
・研究デザインを概説できる。

住田 講義室６A

5回 5 1 木 3
臨床研究各論Ⅲ（非臨床試験から臨床試験・治験の進め方）
・CMCや非臨床研究開発について概説できる。
・臨床試験や治験の相について概説できる。

住田 講義室６A

6回 5 8 木 3

臨床研究各論Ⅳ（安全性の確保・法規制・再生医療安全確保法や臨床研究
法での臨床研究）
・有害事象と副作用を説明できる。
・GCPについて説明できる。

住田 講義室６A

7回 5 15 木 3
診療におけるEvidence-Based Dentistry (EBD）Ⅰ
・診療の中でのEBDの確保について概説できる。
・臨床ガイドライン、メタアナリシス、システマティックレビューを概説できる。

黒嶋（北
海道大
学）

講義室６A

8回 5 22 木 3
診療におけるEvidence-Based Dentistry (EBD）Ⅱ
・診療の中でのEBDの確保について概説できる。
・臨床ガイドライン、メタアナリシス、システマティックレビューを概説できる。

黒嶋（北
海道大
学）

講義室６A

9回 5 29 木 3
介入研究の実際Ⅰ
・口腔領域で実施されている臨床試験を説明できる。

朝比奈
（順天堂
大学）

講義室６A

10回 6 5 木 3

臨床研究各論Ⅴ（研究の企画：クリニカルクエスチョンCQからリサーチクエス
チョンRQへ）
・CQとRQを概説できる。

RQ・ から研究立案までの流れを概説できる。

井 講義室６A

11回 6 12 木 3
臨床研究論文の統計解釈
・臨床研究論文のデータを理解するための統計の重要事項を理解する。

相田
（東京医
科歯科
大学）

講義室６A

12回 6 19 木 3
研究計画書と説明同意文書作成、被験者への説明の実際
・計画書や説明同文書作成上の重要点を説明できる。
・被験者への説明で重要な点を説明できる。

住田 講義室６A

13回 6 26 木 3
介入研究の実際Ⅱ
・口腔領域で実施されている臨床試験を説明できる。

各務

科大学）
（愛知医 講義室６A

14回 7 3 木 3
観察研究の実際
・口腔領域で実施されている様々な観察研究を説明できる。

五月女 講義室６A

15回 7 10 木 3
まとめ

できる。
・トランスレーショナルリサーチとリバーストランスレーショナルリサーチを概説 住田 講義室６A

16回 7 17 木 3 予備日

日程表
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年 度 2025 学 期 3Q 曜日・校時  火・7 必修選択 必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード

授業科目名/(英語名) 

25064422 

DNGD11111098 

歯科医師のコンピテンシーⅤ/（ Competence for Dentist V） 

対象年次 5 年次 講義形態 講義形式 教室 講義室 3Ａ 

対象学生(クラス等) 科目分類 総合科目 

担当教員(科目責任者) / Eメールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 忠輝/sumi@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内7750）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 角 忠輝 

授業の概要 

歯科医師として求められる基本的な資質と能力を身につけるために，各学年においてスパイラル形式で授業を積み重ねる 

授業到達目標

一般目標 GIO： 

医療人として求められる社会的役割を担い、地域社会と国際社会に貢

献する。 

個別行動目標 SBOs： 

下記参照 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

下記参照 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ６：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を継

続できる。 

ＤＰ９：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

ＤＰ10：離島へき地をはじめとする地域・国際社会に貢献する強い意思を持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

講義，グループ討議，実習（見学）など 

A-4-2) 患者と歯科医師の関係

1 患者と家族の精神的・身体的苦痛に十分配慮できる。

2 患者に分かりやすい言葉で対話できる。

3 患者の心理的・社会的背景や自立した生活を送るための課題を把握し、抱える問題点を抽出・ 整理できる。

4 医療行為は患者と歯科医師との高度な信頼関係を基礎とする契約に基づいていることを説明で 35 きる。

5 患者の要望(診察・転医・紹介)への対処の仕方を説明できる。

6 患者のプライバシーに配慮できる。

7 患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱ができる。

A-7-1) 地域医療への貢献

1 地域社会(へき地・離島を含む)における歯科医療の現状について概説できる。

2 医療計画(医療圏、基準病床数、地域医療支援病院、病院・診療所・薬局の連携等)および地域医療構想について説明でき

る。

3 地域包括ケアシステムの概念を理解し、地域における、保健(地域保健、母子保健、成人・高齢者保健、精神保健、学校保

健)・医療・福祉・介護の分野間および多職種間(行政を含む)の連携の必要性について説明できる。

4 地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を身に付ける。

5 地域における、訪問歯科診療、救急医療および離島・へき地医療の体制を説明できる。

6 災害医療(災害時保健医療、医療救護班、災害派遣医療チーム(Disaster Medical Assistance Team <DMAT>)、災害拠点病

院、トリアージ等)について説明できる。

A-7-2) 国際医療への貢献

1 患者の文化的背景を尊重し、異なる言語に対応することができる。

2 地域医療の中での国際化を把握し、価値観の多様性を尊重した医療の実践に配慮することがで きる。

3 保健、医療に関する国際的課題について理解し、説明できる。

4 日本の医療の特徴を理解し、国際社会への貢献の意義を理解している。

5 医療に関わる国際協力の重要性を理解し、仕組みについて説明できる。

キーワード 離島医療，地域包括ケア，災害医療，臨床研究， EBM 

教科書・教材・参考書 
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成績評価の方法・基準

等 

レポート，ポートフォリオ等を中心に，必要に応じて筆記試験も行う

受講要件(履修条件) 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・未定/現役歯科医師が歯科医院における実務経験/歯科医院における診療経験を元に地域医療

に関する講義を実施する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

日程表

1回 9 30 火 7 地域歯科医療概説① 角町　正勝 講義室3A

松尾　剛 講義室6B

3回 10 14 火 7 地域歯科医療概説② （長崎県歯科医師会） 松永　敏浩 講義室6B

2回 10 7 火 7 地域歯科医療概説①

石田　豊 講義室3A

5回 10 28 火 7 地域歯科医療概説② （長崎県歯科医師会） 吉田　敏 講義室3A

4回 10 21 火 7 地域歯科医療概説② （長崎県歯科医師会）

東　義隆 講義室3A

7回 11 11 火 7 地域歯科医療概説② （長崎県歯科医師会） 松谷　康平 講義室3A

6回 11 4 火 7 地域歯科医療概説② （長崎県歯科医師会）

高﨑　智也 講義室3A8回 12 16 火 7 地域歯科医療概説①
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口腔生命科学総論（1年次生、2年次生、3年次生） 

 

（１）骨学及び同実習          （1年）・・・・・・・・・・・35 

（２）解剖学及び同実習         （2年）・・・・・・・・・・・37 

（３）発生学              （2年）・・・・・・・・・・・43 

（４）組織学及び同実習         （2年）・・・・・・・・・・・46 

（５）生理学              （2年）・・・・・・・・・・・49 

（６）生理学実習             （2年）・・・・・・・・・・・52 

（７）生化学              （2年）・・・・・・・・・・・55 

（８）生化学実験            （2年）・・・・・・・・・・・57 

（９）歯科理工学Ⅰ           （3年）・・・・・・・・・・・59 

（10）歯科理工学Ⅱ           （3年）・・・・・・・・・・・61 

（11）歯科理工学Ⅲ           （3年）・・・・・・・・・・・63 

（12）病理学総論及び同実習       （3年）・・・・・・・・・・・65 

（13）微生物学・口腔微生物学      （3年）・・・・・・・・・・・70 

（14）薬理学及び同実習         （3年）・・・・・・・・・・・74 

（15）歯科学のための物理科学      （1年）・・・・・・・・・・・78 

（16）細胞生物学プラクシス       （1年）・・・・・・・・・・・81 

（17）細胞生物学入門Ⅰ         （1年）・・・・・・・・・・・83 

（18）細胞生物学入門Ⅱ         （1年）・・・・・・・・・・・85 

 



年度 2025 学期 1Q 曜日・校時 月・4～6 必修選択  必修 単位数  0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014119 

DNGD22011901 

骨学及び同実習/（Osteology and Practice） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  歯学部解剖実習室、歯学部講義室 3B、 

 医学部第 2 講義室、医学部第 1・2 実習室 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

小山田常一 /oyamada@nagasaki-u.ac.jp /顎顔面解剖学分野セミナー室/095-819-7627/火、金 16：30～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 歯学部：小山田常一 oyamada@ 

医学部：高村敬子、佐伯和信、村井清人、遠藤大輔 

授業の概要 

系統解剖学の基礎である骨格系について理解する。骨格系の構成とその機能について把握した上で、各骨の詳細な形態・構造

について理解する。靭帯・関節・筋・脈管・神経・体腔などとの関係を考慮に入れて、骨の形態・構造を理解していくことが重要であ

る。特に受動的運動器官として、靭帯・関節・筋との機能的関係について、運動学の立場から理解を深めることが不可欠である。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

骨格系について、関節・筋・神経・血管・内臓･感覚器などとの関連性を

含めて理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

（１） 骨格系の構成を説明できる。

（２） 各骨の形態と構造を機能的観点から説明できる。

（３） 各骨の連結様式について説明できる。

（４） 関節の構造と運動様式について説明できる。

（５） 筋の起始・停止について説明できる。

的関係について 3 次元的に説明できる。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-3-1-2-1

A-3-1-2-1

A-3-1-2-1

A-3-1-2-1

A-3-1-3-1

（６） 脳・脳神経・視覚器・聴覚器・鼻腔・口腔・咽頭と頭蓋骨との形態学 A-3-2-2, A-3-2-3, A-3-2-6, A-3-2-8

対応するディプロマポリシー 

DP1：歯科口腔医学に関する基礎知識を身につけている。 

DP7：患者中心の歯科口腔医学を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義で理解した内容を、人体骨格標本を用いた骨学実習で視察・触察し、3 次元的構造を理解する。プリント、スライド、標本、

iOS アプリ等を使用する。 

授業内容 

1-3 回目 骨学（講義・実習）解剖学総論と骨学総論、

4-6 回目 骨学【医学部 1 年と共修】（講義・実習）上肢の骨・脊椎

7-9 回目 骨学【医学部 1 年と共修】（講義・実習）下肢の骨・胸郭

10-12 回目 骨学【医学部 1年と共修】（講義・実習）頭蓋①

13-15 回目 骨学【医学部 1年と共修】（講義・実習）頭蓋②

16-18 回目 骨学（講義）まとめ、骨学実習のまとめ及び筆記試験

キーワード 骨学、骨格、関節、運動器 

 教科書・教材・参考書 教科書：プロメテウス解剖学 エッセンシャルテキスト 第 2 版（Anne M. Gilroy 著、中野隆ら訳、医学書院） 

参考書：分担解剖学（森於兎ら著、金原出版）、骨学実習の手引き（寺田春水ら著、南山堂）等 

※実習内容は、教科書の内容に限定されることはないものとする。

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験を行い、総合評価が 100 点満点で 60 点以上の者を合格とする。なお、総合評価は筆記試験に

提出物の評価を加味して総合的に判定する。また必要に応じて、追加の試験を行う。 

※試験内容は、教科書の内容に限定されることはないものとする。

受講要件(履修条件) 講義・実習には毎回出席し、ノートを取ること。質問は随時受け付けるが、オフィスアワーでも受け付ける。

面談の際はあらかじめメールで時間調整を行うこと。 

備考(学生へのメッセージ) 参考書などで十分に予習を行っておくこと。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・小山田 常一／歯科医師として歯科医院での実務経験／歯科医院での実務経験を基に講義･実習指

導を行う。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

月

月

5 12

16～18回 5 26

4 21 月7～9回

4 骨学（講義） まとめ

骨学（講義） 頭蓋②
【医学部1年と共修】

骨学（講義） 頭蓋①
【医学部1年と共修】

5～6 骨学実習のまとめ及び筆記試験

4

4

5～6
骨学（実習）  頭蓋①
【医学部1年と共修】

5～6
骨学（実習）  頭蓋②
【医学部1年と共修】

小山田常一
解剖実習室
または講義室3B

4
骨学（講義） 上肢の骨・脊椎
【医学部1年と共修】

小山田常一 第2講義室（医）

小山田常一 第2講義室（医）

小山田常一
解剖実習室
または講義室3B

遠藤大輔 第2講義室（医）

骨学（実習） 下肢の骨・胸郭
【医学部1年と共修】

小山田常一
高村敬子
佐伯和信
村井清人
遠藤大輔

第1・2実習室（医）

第2講義室（医）

日程表

1～3回 4 7 月 4～6 骨学（講義・実習） 解剖学総論と骨学総論 小山田常一
解剖実習室
または講義室3B

第1・2実習室（医）5～6

13～15回

5～6
骨学（実習） 上肢の骨・脊椎
【医学部1年と共修】

小山田常一
高村敬子
佐伯和信
村井清人
遠藤大輔

4
骨学（講義） 下肢の骨・胸郭
【医学部1年と共修】

遠藤大輔

4～6回 4 14 月

10～12回 4 28 月
小山田常一
高村敬子
佐伯和信
村井清人
遠藤大輔

第1・2実習室（医）

小山田常一
高村敬子
佐伯和信
村井清人
遠藤大輔

第1・2実習室（医）
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年度 2025 学期 通年 曜日・校時 1・2Q 木・1～5，3Q 木 1～7， 

4Q 水～木・1～7 

必修選択  必修 単位数  6 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014101 

DNGD22021901 

解剖学及び同実習/（Human Anatomy and Dissection Practice） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義・実習形式 教室 歯学部解剖実習室、医学部解剖実習室、 

講義室 3B、講義室 6B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

小山田常一 /oyamada@nagasaki-u.ac.jp /顎顔面解剖学分野セミナー室/095-819-7627/火、金 16：30～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 小山田常一 oyamada@、真鍋義孝 manabe@ 

授業の概要 

骨格、筋、血管、神経より構成される運動器の構造と機能を理解する。また、胸部内臓、腹部内臓、骨盤内臓の外景、相互の

立体的位置関係さらに血管及び神経の分布を明らかにし、人体構造の理解への基礎を作る。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

人体の各系統解剖について深く理解した上で、解剖学実習によって各

系統の知識を統合し、臨床に応用可能な 3 次元立体構造を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

用語を理解する。

体幹の骨格の形態学的特徴と連結を理解し、説明できる。

(3) 頭頸部、体幹、体肢の筋の形態学的特徴を観察し、筋の起始、停

止、支配神経、作用を説明できる。

(4) 頭頸部、体幹、体肢の動静脈系を観察し、それらの名称、走行、分

布が正確に説明できる。

(5) 脳神経、脊髄神経の走行と分布を観察し、それらの走行、分布、機

能を説明できる。自律神経の分布を観察し、機能が理解できる。

(6) 頸部、胸部、腹部、骨盤内臓の位置、相互関係、外景、内景を観

察し、その構造及び機能の概略を説明できる。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

(1) 人体構造を表現する解剖学一般用語、人体の各部と体位を示す A-3-1-2-1, A-3-2-1, A-3-3-1

(2) 骨の形態学的分類及び関節の種類を列記できる。頭頸部、体肢、 A-3-1-2-1, A-3-2-2, A-3-2-8, A-3-3-8

A-3-1-3-3, A-3-2-3, A-3-2-4, A-3-3-3, A-3-

3-4

A-3-1-4-1, A-3-1-4-2, A-3-1-4-3, A-3-1-4-6,

A-3-2-5

A-3-1-5-1, A-3-1-5-2, A-3-1-5-3, A-3-1-5-4,

A-3-1-6-1, A-3-1-6-2, A-3-2-6, A-3-2-7

A-3-1-7-1, A-3-1-7-2, A-3-1-8-1, A-3-1-8-2,

A-3-1-9-1, A-3-1-10-1, A-3-1-11-1, A-3-2-

12, A-3-2-13, A-3-2-15

対応するディプロマポリシー 

DP1：歯科口腔医学に関する基礎知識を身につけている。 

DP7：患者中心の歯科口腔医学を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義によって知識を修得し、実習によって知識の確認を行う。講義及び実習は系統解剖学と局所解剖学を織りまぜながら行う。

教室作成の冊子を配付する。適宜、プリント、スライド等を使用する。講義は、原則として標本または模型を提示しながら行う。 

授業内容 

全 208 校時を次の配分で行う。（各授業日時等は日程表を参照） 

第 1・第 2 クォーターでは解剖学総論に始まり、骨学、筋系・関節学、循環器系、消化器系、呼吸器系、泌尿生殖器系、内

分泌系、神経系、感覚器系をそれぞれの総論・各論に関して解説する。 

循環器系 12 回に関しては非常勤講師の真鍋担当として、最新の研究成果を含めて解説する。 

またこれらと並行して、骨学実習（10 回）では、人体骨格標本等を通して、骨の形態、体幹構造、位置関係並びに、脈管

系・筋系との関連を観察及び描写することで理解を深める。 

第 3・第 4 クォーターの系統解剖学実習（130 回）では、体表観察に始まり、自らの手で徐々に深部へと解き開いていく事

で、三次元的に人体の形態、構造、各器官の位置関係、関連性についての知識修得を目指すと共に、医療に携わることの

難しさ、重要性と倫理観について体得する。 

キーワード 人体解剖、系統解剖学、生命の尊厳 
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教科書・教材・参考書 教科書：口腔解剖学（脇田稔ら監修、医歯薬出版株式会社）、 

  解剖実習の手引き（寺田春水ら著、南山堂） 

参考書：分担解剖学（森 於兎ら著、金原出版）、グレイ解剖学 (学生版) 塩田浩平他訳 エルゼビ

アジャパン、歯科学生のための解剖学実習（小林茂夫ら著、南江堂）、骨学実習の手引き（寺田春

水ら著、南山堂）等

※講義内容は、参考書の内容に限定されることはないものとする。

等 

成績評価の方法・基準 各系統の講義について筆記試験を行う。実習への取り組みと理解度について実習試験（骨学実

習・中間試問、最終試問等）を行う。筆記試験に実習試験（骨学実習・中間試問・最終試問）及び

提出物を加味して総合的に評価を行い、成績が１００点満点中６０点以上の者を合格とする。また必

要に応じて追加の試験を行う。※ 試験内容は、参考書の内容に限定されることはないものとする。 

受講要件(履修条件) 講義には毎回出席し、ノートを取ること。質問は随時受け付けるが、オフィスアワーでも受け付ける。

面談の際はあらかじめメールで時間調整を行うこと。 

備考(学生へのメッセージ) 参考書などで十分に予習を行っておくこと。 

る授業科目 

実務経験のある教員によ ・小山田 常一／歯科医師として歯科医院での実務経験／歯科医院での実務経験を基に講義･実

習指導を行う。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室
解剖学総論（1～４）
人体の構成、人体の区分、方向用語、骨学の総論

筋系・関節学（１）
筋系の総論、筋系の各論（体幹の筋）
骨の連結の種類と構造、顎関節の構造
骨学実習（1～5）
人体骨格標本等を通して、骨の形態、体幹構造、
位置関係並びに、脈管系・筋系との関連を観察及び描写
骨学実習（6～10）
人体骨格標本等を通して、骨の形態、体幹構造、
位置関係並びに、脈管系・筋系との関連を観察及び描写

骨学実習 筆記試験

筋系・関節学（2～5）
筋系の総論、筋系の各論（体幹の筋）
骨の連結の種類と構造、顎関節の構造
筋系・関節学（6）
筋系の総論、筋系の各論（体幹の筋）
骨の連結の種類と構造、顎関節の構造
消化器系（１～2）
消化器系の各論（咽頭、食道、胃、肝臓、膵臓、小腸、大腸）

循環器系（1～2）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論
消化器系（3～5）
消化器系の各論（咽頭、食道、胃、肝臓、膵臓、小腸、大腸）

循環器系（3～4）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論
消化器系（6～8）
消化器系の各論（咽頭、食道、胃、肝臓、膵臓、小腸、大腸）

循環器系（5～6）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論
消化器系（9）
消化器系の各論（咽頭、食道、胃、肝臓、膵臓、小腸、大腸）

呼吸器系（1～2）
呼吸器系の総論、
各論（鼻腔、喉頭、気管、気管支、肺、胸膜、縦隔）
循環器系（7～8）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論

講義室3B または
解剖実習室

2～3 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

31～35回 5 15 木

1～3 小山田常一

26～30回 5 8 木

1～3 小山田常一

36～40回 5 22 木

1 小山田常一

1 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

21～25回 5 1 木 2～3 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

解剖実習室（歯）

16～20回 4 24 木

1 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

2～5 小山田常一

11～15回 4 17 木 1～5 小山田常一

講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

6～10回 4 10 木 1～5 小山田常一 解剖実習室（歯）

日程表

1～5回 4 3 木

1～4 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

5 小山田常一
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

筆記試験1

呼吸器系(3～4）
呼吸器系の総論、
各論（鼻腔、喉頭、気管、気管支、肺、胸膜、縦隔）
循環器系（9～10）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論
泌尿生殖器系（1～3）
泌尿器、生殖器

循環器系（11～12）
循環器系の総論、心臓、心膜、
体循環と肺循環及び動脈系の総論、各論
泌尿生殖器系（4）
泌尿器、生殖器

神経系（１～4）
中枢神経系の総論と内景、
末梢神経（総論、脊髄神経の各論と脳神経）、自律神経の各論

筆記試験2

神経系（5～8）
中枢神経系の総論と内景、
末梢神経（総論、脊髄神経の各論と脳神経）、自律神経の各論
神経系（9～11）
中枢神経系の総論と内景、
末梢神経（総論、脊髄神経の各論と脳神経）、自律神経の各論
感覚器系（1～2）
視覚器、平衡聴覚器

感覚器系（3～5）
視覚器、平衡聴覚器

内分泌系（1～2）
内分泌系の総論、
各論（下垂体、松果体、甲状腺、上皮小体、副腎　等）

筆記試験3

総括

66～70回 7 3 木

1～3 小山田常一

講義室3B または
解剖実習室

2～5 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

4～5 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

71～75回 7 10 木

1 小山田常一

61～65回 6 26 木

1～3 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

4～5 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

56～60回 6 19 木

1 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

2～5 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

51～55回 6 12 木

1 小山田常一

46～50回 6 5 木

1～3 小山田常一

講義室3B または
解剖実習室

2～5 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

講義室3B または
解剖実習室

2～3 小山田常一
講義室3B または
解剖実習室

4～5 真鍋義孝
講義室3B または
解剖実習室

41～45回 5 29 木

1 小山田常一
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

系統解剖学実習（1）

系統解剖学実習（2）

系統解剖学実習（3）

系統解剖学実習（4）

系統解剖学実習（5）

系統解剖学実習（6）

系統解剖学実習（7）

系統解剖学実習（8）

系統解剖学実習（9）

系統解剖学実習（10）

系統解剖学実習（11）

系統解剖学実習（12）

系統解剖学実習（13）

系統解剖学実習（14）

系統解剖学実習（15）

系統解剖学実習（16）

系統解剖学実習（17）

系統解剖学実習（18）

系統解剖学実習（19）

系統解剖学実習（20）

系統解剖学実習（21）

日程表

76～82回 10 16 木

1～3 小山田常一 解剖実習室（歯）実習前講義

4～7

90～96回 11 6 木

1～3

小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
オリエンテーション

83～89回 10 30 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）

小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）前面の皮切・皮剥、皮下結合組織の除去、皮神経・皮静脈・浅筋膜
の剖出

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）前面浅層（表情筋、耳下腺神経叢、頚神経叢、腋窩、上肢屈側、
下肢伸側　等）剖出

前面の皮切・皮剥、皮下結合組織の除去、皮神経・皮静脈・浅筋膜
の剖出

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）前面の皮切・皮剥、皮下結合組織の除去、皮神経・皮静脈・浅筋膜
の剖出

解剖実習室（医）前面浅層（表情筋、耳下腺神経叢、頚神経叢、腋窩、上肢屈側、
下肢伸側　等）剖出

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）前面浅層（表情筋、耳下腺神経叢、頚神経叢、腋窩、上肢屈側、
下肢伸側　等）剖出

97～103回 11 13 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
剖査の確認

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）背面の皮切・皮剥、皮下結合組織除去、皮神経・皮静脈・
浅筋膜の剖出、浅層の剖査

104～110回 11 20 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）背面の皮切・皮剥、皮下結合組織除去、皮神経・皮静脈・
浅筋膜の剖出、浅層の剖査

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）背面の皮切・皮剥、皮下結合組織除去、皮神経・皮静脈・
浅筋膜の剖出、浅層の剖査

111～117回 11 26 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
胸壁、腹壁の披開、各部の剖査

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）胸部内臓の摘出・剖査、腹部内臓の摘出・剖査、上肢屈側、
下肢伸側の剖査

118～124回 11 27 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）胸部内臓の摘出・剖査、腹部内臓の摘出・剖査、上肢屈側、
下肢伸側の剖査

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）胸部内臓の摘出・剖査、腹部内臓の摘出・剖査、上肢屈側、
下肢伸側の剖査

125～131回 12 3 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）胸部内臓の摘出・剖査、腹部内臓の摘出・剖査、上肢屈側、
下肢伸側の剖査

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
剖査の確認

132～138回 12 4 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
中間口頭試問

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
中間口頭試問

139～145回 12 10 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）背面の剖査、頭蓋腔内面の観察、固有背筋群の剖査、
会陰部の皮剥、肛門部の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）背面の剖査、頭蓋腔内面の観察、固有背筋群の剖査、
会陰部の皮剥、肛門部の剖査　等

146～152回 12 11 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室
系統解剖学実習（22）

系統解剖学実習（23）

系統解剖学実習（24）

系統解剖学実習（25）

系統解剖学実習（26）

系統解剖学実習（27）

系統解剖学実習（28）

系統解剖学実習（29）

系統解剖学実習（30）

系統解剖学実習（31）

系統解剖学実習（32）

系統解剖学実習（33）

系統解剖学実習（34）

系統解剖学実習（35）

系統解剖学実習（36）

系統解剖学実習（37）

解剖実習室（医）前面の剖査、頭部離断、頭部切半、縦隔の剖査、
骨盤内部の剖査、上肢離断、上肢・下肢の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）前面の剖査、頭部離断、頭部切半、縦隔の剖査、
骨盤内部の剖査、上肢離断、上肢・下肢の剖査　等

153～159回 12 17 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）脊髄の摘出、頭頸部の剖査、骨盤の切半、骨盤内臓の剖査、
下肢離断、上肢・下肢の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）脊髄の摘出、頭頸部の剖査、骨盤の切半、骨盤内臓の剖査、
下肢離断、上肢・下肢の剖査　等

160～166回 12 18 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）頭頸部（咽頭・鼻腔・口腔・喉頭）の剖査、骨盤内臓の剖査、
上肢・下肢の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）眼瞼・結膜・涙嚢・涙腺の剖査、眼窩の剖査、外耳・中耳・
内耳の剖査、各部の細部の剖査　等

167～173回 1 7 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）頭頸部（咀嚼筋・側頭下窩・顎関節・副鼻腔・翼口蓋窩）の剖査、
骨盤内臓の剖査、上肢・下肢の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）眼瞼・結膜・涙嚢・涙腺の剖査、眼窩の剖査、外耳・中耳・
内耳の剖査、各部の細部の剖査　等

174～180回 1 8 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）眼瞼・結膜・涙嚢・涙腺の剖査、眼窩の剖査、外耳・中耳・
内耳の剖査、各部の細部の剖査　等

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
剖査の確認

181～187回 1 14 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
剖査の確認

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
剖査の確認

188～194回 1 15 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
全身細部の剖査及び総括（最終試問を含む）

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
全身細部の剖査及び総括（最終試問を含む）

195～201回 1 21 水

1～3
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
総括的な剖査、関節の剖査

4～7
小山田常一
真鍋義孝

解剖実習室（医）
納棺式

202～208回 1 22 木

1～3
小山田常一
真鍋義孝
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 金・3  必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014102 

DNGD22031901 

発生学/（Embryology） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

松下祐樹/yukimatsushita@nagasaki-u.ac.jp /教授室 /095-819-7630（内 7630）/17：00～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 松下祐樹、森石武史、野口東美、山口博之（非常勤講師） 

授業の概要 

人体の構造の知識・理解の上に、受精卵から諸器官が形成される“過程”と“メカニズム”に関する基礎的知識を習得

し、人体の正常な構造と機能の“成り立ち”に関して理解を深めることを目的とする。 

授業到達目標  

一般目標 GIO： 

する様々な先天異常や疾患の発症メカニズムを理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

１．原始生殖細胞、卵子・精子の形成、性の決定機構、染色体異常による先天異常を説明できる。 

２．排卵、受精、卵割、胚盤胞、着床、卵巣・子宮の組織変化を説明できる。 

３．二層性胚盤、三層性胚盤の形成および栄養膜の発達を説明できる。 

できる。 

 

６．骨・軟骨の形成機構、頭蓋・四肢・脊柱の形成、四肢発生の分子的制御を説明できる。 

を説明できる。 

８．心臓ループの形成、心房・心室・心球への分化、心房・心室中隔形成、胎児循環を説明できる。 

９．鰓弓由来の骨・筋・血管・神経、鰓弓・鰓溝・咽頭嚢由来の諸器官の形成を説明できる。 

１０．顔面・舌・上顎骨・下顎骨の形成発育、歯の発生の概略を説明できる。 

神経の発生を説明できる。 

皮・真皮・毛・汗腺・乳腺の発生を説明できる。 

【令和 4 年度歯

学教育モデル・

人体の構造における肉眼解剖学的・顕微解剖学的な諸器官形態についての基本的な形態形成過 コア・カリキュラ

程を系統発生また個体発生学的に説明できるとともに、その分子的制御機構およびその異常に起因 ム】

A-2-1-1, 6, 7

A-2-1-1, 5

A-2-1-1

４．外胚葉(神経管)、中胚葉(体節分節・体節)、内胚葉及び神経堤細胞からの組織・器官形成を説明 A-2-1-1

５．胎児の発育、胎盤の変化、先天異常の原因、出生前診断の種々の方法、胎児治療を説明できる。 A-2-1-1, 6, 7

A-2-4-4, 6

A-2-1-1, 3

７．筋板からの筋パターン形成、上分節・下分節・頭部・顔面の筋形成、漿膜・胸心膜・横隔膜の形成 A-2-1-1, 2, 3

A-2-1-1, 4

A-2-1-1, 2

A-2-4-2

A-2-1-1, 2

A-2-4-2, 3, 4

１１．脳胞の形成、神経細胞の分化と脊髄の発生、髄脳・後脳・中脳・間脳・終脳の発生、脳神経・自律 A-2-1-1, 4

１２．内耳・中耳・外耳の発生、網膜・虹彩・毛様体・水晶体・脈絡膜・強膜・角膜・硝子体の発生、表 A-2-1-1, 4

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ１:歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

教科書を中心に、授業中に配布するプリントを用いて、パワーポイントを用いた講義を行う。 

授業内容 

 1 回目 生殖子形成  9 回目 筋系と体腔 

 2 回目 発生第 1 週  10 回目 特別講義 

 3 回目 発生第 2 週、第 3 週  11 回目 頭・頸部-1 

 4 回目 胚子期  12 回目 頭・頸部-2 

 5 回目 胎児期、先天異常と出生前診断  13 回目 心臓と脈管 

 6 回目 総論のまとめ 

発生初期から胎児期までを整理し、統合

的に理解を深める。 

 14 回目 中枢神経系 

 7 回目 骨格系  15 回目 平衡聴覚器、視覚器、外皮系 

 8 回目 四肢発生 

キーワード 生殖子発生、細胞分化、組織発生、器官形成、胎盤形成、発生の分子的制御、発生異常 

教科書・教材・参考書 教科書：ラングマン人体発生学（安田峯生・山田重人訳、メディカル・サイエンス・インター

ナショナル）

参考書：人体発生学講義ノート 第 2 版（塩田浩平著、金芳堂）

成績評価の方法・基準等 中間試験および定期試験の成績で評価する。 
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受講要件(履修条件) なし 

備考(学生へのメッセージ) 図・説明・文章をもとに、組織が作られる様子を頭の中でイメージするようにしてください。 

教科書を中心に授業中に配布するプリントを用いて授業を進めるため、各自で教科書を準

備してください。 

実務経験のある教員による授業科目 松下 祐樹／神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科、東京医科歯科大学歯学部附属病

院顎顔面外科、長崎大学病院口腔外科における歯科・口腔外科診療の実務経験を踏ま

え、人体の諸器官の発生過程とその異常に起因する様々な先天異常や疾患に関する講

義を行う。 

山口 博之／東京医科歯科大学歯学部附属病院矯正歯科における歯科診療の実務経験

を踏まえ、人体の諸器官の発生過程とその異常に起因する様々な先天異常や疾患に関す

る講義を行う。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

生殖子形成

原始生殖細胞、卵子・精子の形成、性の決定機構、染色体異常による

先天異常について理解する。

発生第1週

排卵、受精、卵割、胚盤胞、着床、卵巣・子宮の組織変化について理解する。

発生第2週、第3週

発生第2週におこる二層性胚盤の形成、発生第3週におこる三層性胚盤の

形成および栄養膜の発達について理解する。

胚子期

外胚葉(神経管)、中胚葉(体節分節・体節)、内胚葉及び神経堤細胞からの

組織・器官形成について理解する。

胎児期、先天異常と出生前診断

胎児の発育、胎盤の変化、先天異常の原因、出生前診断の種々の方法、胎

児治療について理解する。

総論のまとめ

発生初期から胎児期までを整理し、統合的に理解を深める。

骨格系

骨・軟骨の形成機構、頭蓋・四肢・脊柱の形成について理解する。

四肢発生

四肢発生の分子的制御について理解する。

筋系と体腔

筋板からの筋パターン形成、上分節・下分節・頭部・顔面の筋形成、

漿膜・胸心膜・横隔膜の形成について理解する。

特別講義

細胞だってコミュニケーションが大切！？

〜細胞のアンテナのお話〜

頭・頸部-1

鰓弓由来の骨・筋・血管・神経、鰓弓・鰓溝・咽頭嚢由来の諸器官の形成

について理解する。

頭・頸部-2

顔面・舌・上顎骨・下顎骨の形成発育、歯の発生の概略について理解する。

心臓と脈管

心臓ループの形成、心房・心室・心球への分化、心房・心室中隔形成、

胎児循環について理解する。

中枢神経系

脳胞の形成、神経細胞の分化と脊髄の発生、髄脳・後脳・中脳・間脳・終脳

の発生、脳神経・自律神経の発生について理解する。

平衡聴覚器、視覚器、外皮系

内耳・中耳・外耳の発生、網膜・虹彩・毛様体・水晶体・脈絡膜・強膜・角膜・

硝子体の発生、表皮・真皮・毛・汗腺・乳腺の発生について理解する。

1回 4 4 金 3
松下
森石
野口

講義室3B

3回 4 18 金 3
松下
森石
野口

講義室3B

11 金 3
松下
森石
野口

講義室3B

講義室3B

5回 5 2 金 3

2回 4

松下
森石
野口

講義室3B

4回 4 25 金 3
松下
森石
野口

8回 5 23 金 3

講義室3B

7回 5 16 金 3
松下
森石
野口

講義室3B

6回 5 9 金 3
松下
森石
野口

松下
森石
野口

6 金 3

松下
森石
野口

講義室3B

松下
森石
野口

講義室3B

松下
山口

9回 5 30 金 3

講義室3B

10回 6 講義室3B

松下
山口

13 金 3

12回 6 20 金 3

11回 6

松下
山口

講義室3B

講義室3B

松下
森石
野口

講義室3B

13回 6 27 金 3

講義室3B15回 7 11 金 3
松下
森石
野口

14回 7 4 金 3
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年度 2025 学期 3・４Q 曜日・校時 金・1～7 必修選択  必修 単位数  3 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014103 

DNGD22041901 

組織学及び同実習/（Histology and Practice） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6B、実習室 5B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

松下祐樹/yukimatsushita@nagasaki-u.ac.jp /教授室 /095-819-7630（内 7632）/17：00～18：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 講義：松下祐樹、森石武史、野口東美、折笠紫音（非常勤講師）、奥山紘平（非常勤講師） 

実習：松下祐樹、森石武史、野口東美 

授業の概要 

組織学とは、顕微鏡を用いて正常組織の構造と機能を解析する学問である。本科目では、将来歯科医師として病理変化を

正確に判断できるように、正常な細胞組織の構造や形態に関する知識の習得を目指す。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

人体諸器官の正常な構造及び生理的機能とその機序を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 上皮組織の形態、機能及び分布を説明できる。

2. 皮膚と粘膜の基本的な構造と機能を説明できる。

3. 腺の構造と分布及び分泌機構を説明できる。

4. 支持組織の分類と構成する細胞と細胞間質を説明できる。

5. 骨と軟骨の組織構造と構成する細胞を説明できる。

明できる。

7. 筋組織の分類と分布を説明できる。

8. 筋細胞の構造と筋収縮の機序を説明できる。

10. 体性神経系と自律神経系の構造と機能を説明できる。

11. 体性感覚の受容器の構造と機能を説明できる。

12. 肝臓、胆嚢及び膵臓の構造と機能を説明できる。

13. 気道系の構造と機能を説明できる。

14. 肺の構造・機能と呼吸運動を説明できる。

15. 内分泌器官・組織の構造と機能及びホルモンの種類、作用と異常を説明できる。

16. 腎臓、尿管、膀胱及び尿道の構造と機能を説明できる。

17. 男性生殖器と女性生殖器の構造と機能を説明できる。

【令和4 年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】

A-3-1-1-1

A-3-1-1-2

A-3-1-1-3

A-3-1-2-2

A-3-1-2-1, 3, 5

6. 骨発生（軟骨内骨化と膜内骨化）、骨成長及びリモデリングの機序と調節機構を説 A-3-1-2-1, 4, 5

A-3-1-3-1

A-3-1-3-2

9. 造血器官や血液、心臓・血管など循環器系、リンパ系の構造と機能を説明できる。 A-3-1-4-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7

A-3-1-5-2, 3, 4

A-3-1-6-1, 2

A-3-1-7-2

A-3-1-8-1

A-3-1-8-2

A-3-1-9-1, 2

A-3-1-10-1

A-3-1-11-1

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ１:歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

パワーポイントとプリントを用いた講義、および組織標本の観察とスケッチを行う。 

授業内容 

 1 回目： 組織学とは・組織標本の作り方と顕微鏡  9 回目： リンパ性器官 （リンパ節・胸腺･脾臓）

 2 回目： 上皮組織  10 回目： 消化器系付属器官 （肝臓･胆嚢･膵臓） 

 3 回目： 支持組織 （結合組織）  11 回目： 呼吸器系 （喉頭・気管・肺） 

 4 回目： 支持組織 （軟骨・骨）  12 回目： 泌尿器系 （腎臓・尿管） 

5 回目： 筋組織  13 回目： 生殖器系 （精巣・卵巣） 

6 回目： 神経組織  14 回目： 内分泌系 （下垂体･甲状腺･副腎） 

 7 回目： 循環器系 （血液･リンパ液・血管）  15 回目： 感覚器系 （手掌･眼球・内耳） 

 8 回目： 総論のまとめ 

キーワード 細胞、組織、器官、顕微鏡 

教科書・教材・参考書 教科書：入門組織学（牛木辰男著、南江堂） 

参考書：標準組織学総論・各論（藤田恒夫、藤田尚男著、医学書院） 

 バーチャルスライド口腔組織学（田畑純著、羊土社） 

   バーチャルスライド組織学（駒崎伸二著、羊土社） 

教材：授業プリント、ヒトおよび各種動物の組織標本 

成績評価の方法・基準等 筆記試験と実習試験を、それぞれ中間試験と定期試験に分けて行う。また、実習のミニテストやス

ケッチの評価も行い、総合的に評価する。詳細は講義開始時、および LACS で提示する。実習試

験はパワーポイントによる出題形式で行う。

受講要件(履修条件) なし 
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 備考(学生へのメッセージ) 教科書を読み、各回の授業内容を予習しておきましょう。 

教科書・図譜の写真や図だけを見て覚えるのではなく、組織標本を自分の目で観察することで、

細胞・組織の種類や構造を識別できるようになって下さい。 

実務経験のある教員による授業科目 ・松下 祐樹／神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科、東京医科歯科大学歯学部附属病院顎

顔面外科、長崎大学病院口腔外科における歯科・口腔外科診療の実務経験を踏まえ、組織学

に関する講義を行う。

・折笠 紫音／東京医科歯科大学歯学部附属病院むし歯科における歯科診療の実務経験を踏

まえ、組織学に関する講義を行う。

・奥山 紘平／東京医科歯科大学歯学部附属病院顎顔面外科、長崎大学病院口腔外科におけ

る歯科・口腔外科診療の実務経験を踏まえ、組織学に関する講義を行う。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

組織学総論：組織学とは・組織標本の作り方と顕微鏡

講義：組織学の概説、顕微鏡観察のための標本の作り方、顕微鏡の種類

実習：顕微鏡の使い方

組織学総論：上皮組織

講義：上皮組織の分類、構成する細胞の組織学的と特徴

実習：各種上皮組織の標本の顕微鏡観察

組織学総論：支持組織（結合組織）

講義：結合組織の分類、構成成分および機能

実習：各種結合組織の標本の顕微鏡観察

組織学総論：支持組織（軟骨・骨）

講義：軟骨の分類と構成成分の特徴、骨組織の特徴、軟骨と骨の形成過程

実習：各種軟骨組織および骨組織の標本の顕微鏡観察

組織学総論：筋組織

講義：筋組織の分類、組織学的特徴および機能

実習：各種筋組織の標本の顕微鏡観察

組織学総論：神経組織

講義：神経細胞体、神経線維、膠細胞の組織学的特徴と機能

実習：神経組織の標本の顕微鏡観察

組織学総論：脈管系・血液･骨髄

講義：血液細胞の組織学的特徴・機能・発生、血管・リンパ管の組織学的特徴

実習：血液塗抹標本の顕微鏡観察

組織学総論のまとめ

組織学各論：リンパ性器官

講義：リンパ性器官の組織学的特徴と機能

実習：リンパ節、胸腺、脾臓の標本の顕微鏡観察

組織学各論：消化管付属器

講義：肝臓、胆嚢、膵臓の組織学的特徴と機能

実習：肝臓、胆嚢、膵臓の標本の顕微鏡観察

組織学各論：呼吸器系

講義：気道を構成する呼吸器官の組織学的特徴

実習：喉頭、気管、肺の標本の顕微鏡観察

組織学各論：泌尿器系

講義：泌尿器の組織学的特徴と機能

実習：腎臓と尿管の標本の顕微鏡観察

組織学各論：生殖器系

講義：精巣と卵巣の組織学的特徴と機能

実習：精巣と卵巣の標本の顕微鏡観察

組織学各論：内分泌系

講義：内分泌器官の組織学的特徴と機能

実習：下垂体、甲状腺、副腎の標本の顕微鏡観察

組織学各論：皮膚・感覚器系

講義：皮膚および感覚器系の組織学的特徴

実習：手掌と眼球の標本の顕微鏡観察

日程表

1回 10 3 金 1-7
松下・森石・

野口
講義室6B・
実習室5B

3回 10 17 金 1-7
松下・森石・

野口
講義室6B・
実習室5B

2回 10 10 金 1-7
松下・森石・

野口
実習室5B

松下・森石・
折笠

講義室6B・
実習室5B

4回 10 24 金 1-7
松下・森石・

野口
実習室5B

5回 10 31 金 1-7

松下・森石・
野口

講義室6B・
実習室5B

6回 11 7 金 1-7
松下・森石・

野口

21 金 1-7
松下・森石・

野口

講義室6B・
実習室5B

7回 11 14 金 1-7

実習室5B

9回 11 28 金 1-7
松下・森石・

奥山
実習室5B

8回 11

講義室6B・
実習室5B

11回 12 12 金 1-7
松下・森石・

奥山
講義室6B・
実習室5B

10回 12 5 金 1-7
松下・森石・

奥山

松下・森石・
野口

16 金 1-7
松下・森石・

折笠

講義室6B・
実習室5B

松下・森石・
野口

講義室6B・
実習室5B

12回 12 19 金 1-7

1-7
松下・森石・

野口

13回 1 9 金 1-7

講義室6B・
実習室5B

14回 1
講義室6B・
実習室5B

15回 1 30 金
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・1～3 or 金・4～6 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014104 

DNGD22051902 

生理学（Physiology） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

中村渉/wataru_nakamura@nagasaki-u.ac.jp /A 棟 4 階 401 号室/095-819-7636（内 7636）/16：00～18：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 中村渉 

授業の概要 

身体を構成する細胞、組織と器官の機能を理解し、生体として統合的に理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科口腔医学において、全身の正常な機能を知り、疾患の予防・診断

を適切に行い、機能維持を図れるようになるために、生体の特性を理解

する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 生命科学者としの探求心を養成する。

2. 能動的な学びへの鍛錬を行う。

3. 生体を構成する細胞、組織と器官の機能を理解する。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1. A-8-1)

2. A-9-1)

3. C-3-3), C-3-4), E-2-1), E-2-2)

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

教員-学生相互のアクティブラーニングにより、世界水準の生理学教科書を通読する。 

授業内容 

①1～3 回目 生理学序説   ４月 ２日（水） 中村 渉 

②4～6 回目 細胞機能の基礎   ４月 ４日（金） 中村 渉 

③7～9 回目 血液・心臓・循環  ４月 ９日（水） 中村 渉 

④10～12 回目 神経伝達  ４月１１日（金） 中村 渉 

⑤13～15 回目 自律神経・内分泌  ４月１６日（水）  中村 渉 

⑥16～18 回目 生殖・水分調整  ４月１８日（金）  中村 渉 

⑦19～21 回目 呼吸・環境生理  ４月２３日（水） 中村 渉 

⑧22～24 回目 中枢神経 ４月２５日（金） 中村 渉 

⑨25～27 回目 温度・血糖調節  ５月 ７日（水） 中村 渉 

⑩28～30 回目 生理学(講義・実習)まとめ  ６月１８日（水） 中村 渉・内田仁司 

キーワード ホメオスタシス，神経，興奮，反射，感覚，運動，脳，心臓，血管，肺，腎臓，ホルモン

教科書・教材・参考書 th教科書： Guyton and Hall Textbook of Medical Physiology 14  Edition 

参考書： 

1. 標準生理学、第 9 版、本間研一監修、医学書院

2. 基礎歯科生理学、第 7 版、岩田・井上・舩橋・加藤編、医歯薬出版

成績評価の方法・基準等 期末試験の成績により評価する。 

受講要件(履修条件) なし 

 備考(学生へのメッセージ) 世界中で読まれている「Guyton Physiology」を通読しましょう。 

 実務経験のある教員による授業科目 中村 渉/ 北海道大学病院歯科診療センターにおける歯科臨床実務経験/小児障がい者歯科

臨床実務経験に基づき生理学講義を担当する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

中村　渉 講義室3B

21回 4 23 水 3 生理学⑦呼吸器系の環境生理学 中村　渉 講義室3B

20回 4 23 水 2 生理学⑦血液中のガス運搬，呼吸運動の調節機序，酸塩基平衡

中村　渉 講義室3B

19回 4 23 水 1 生理学⑦呼吸器系：肺の構造と機能 中村　渉 講義室3B

18回 4 18 金 6 生理学⑥女性生殖器系の構造と機能

中村　渉 講義室3B

17回 4 18 金 5 生理学⑥男性生殖器系の構造と機能 中村　渉 講義室3B

16回 4 18 金 4 生理学⑥体液-腎臓系の構造と機能

中村　渉 講義室3B

15回 4 16 水 3 生理学⑤内分泌系の構造と機能 中村　渉 講義室3B

14回 4 16 水 2 生理学⑤自律神経系の構造と機能

中村　渉 講義室3B

13回 4 16 水 1
生理学⑤遺伝子の基本構造・機能とタンパク質の合成

中村　渉 講義室3B

12回 4 11 金 6 生理学④神経筋接合部の生理学と筋収縮機構

中村　渉 講義室3B

11回 4 11 金 5 生理学④神経シナプスの構造，神経筋接合部の構造と機能 中村　渉 講義室3B

10回 4 11 金 4 生理学④興奮伝導機構、活動電位、伝導速度、神経線維の分類

中村　渉 講義室3B

9回 4 9 水 3 生理学③血行力学、動脈血圧、微小循環、循環調節、特殊部位の循環 中村　渉 講義室3B

8回 4 9 水 2 生理学③全身各部の血流量、血管系の機能的区分

中村　渉 講義室3B

7回 4 9 水 1 生理学③心臓の構造と機能 中村　渉 講義室3B

6回 4 4 金 6 生理学②血液成分，赤血球の働き，白血球の働き，血液型，血液凝固機序

中村　渉 講義室3B

5回 4 4 金 5 生理学②神経細胞の構造と機能 中村　渉 講義室3B

4回 4 4 金 4 生理学②細胞の基本構造と機能

中村　渉 講義室3B

3回 4 2 水 3 生理学①細胞間および細胞内の恒常性維持機構 中村　渉 講義室3B

2回 4 2 水 2 生理学①生理学概論、ホメオスタシスと動的恒常性

日程表

1回 4 2 水 1 生理学①生理学概論、生理学の位置づけ 中村　渉 講義室3B
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

29回 6 18 水 2 生理学⑩生理学(講義・実習）まとめ２

28回 6 18 水 1 生理学⑩生理学(講義・実習）まとめ１

中村　渉・内田仁司 講義室3B

30回 6 18 水 3 生理学⑩生理学(講義・実習）まとめ３

中村　渉 講義室3B

27回 5 7 水 3 生理学⑨血糖調節機構 中村　渉 講義室3B

26回 5 7 水 2 生理学⑨中枢性体温調節機構

中村　渉・内田仁司 講義室3B

中村　渉・内田仁司 講義室3B

中村　渉 講義室3B

25回 5 7 水 1 生理学⑨末梢性体温調節機構 中村　渉 講義室3B

24回 4 25 金 6 生理学⑧体性感覚の構成と機能

中村　渉 講義室3B

23回 4 25 金 5 生理学⑧特殊感覚器系の構成と機能 中村　渉 講義室3B

22回 4 25 金 4 生理学⑧中枢神経系と末梢神経系の構成と機能
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・1～3 or 金・4～6 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014126 

DNGD22061902 

生理学実習/ （Physiology Practice） 

対象年次 2 年次 講義形態  実習形式 教室  実習室 5C、講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

中村渉/wataru_nakamura@nagasaki-u.ac.jp /A 棟 4 階 25 号室/095-819-7636（内 7636）/16：00～18：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 中村渉、内田仁司 

授業の概要 

身体を構成する細胞、組織と器官の機能を理解し、生体として統合的に理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科口腔医学において、全身の正常な機能を知り、疾患の予防・診

断を適切に行い、機能維持を図れるようになるために、生体の特性を

理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 生命科学者としの探求心を養成する。

2. 能動的な学びへの鍛錬を行う。

3. 生体を構成する細胞、組織と器官の機能を理解する。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1. A-8-1)

2. A-9-1)

3. C-3-3), C-3-4), E-2-1), E-2-2)

授業方法（学習指導法） 

3 グループに分かれ、6 課題をローテーションする。 

授業内容 

① オリエンテーション ５月 ９日（金）４～６ 担当：中村・内田 

② １-１ 「外分泌 am」「内分泌 am」「循環 am」 ５月１４日（水）１～３ 担当：中村・内田 

③ １-２ 「外分泌 pm」「内分泌 pm」「循環 pm」 ５月１６日（金）４～６ 担当：中村・内田 

④ １-３ 「外分泌 am」「内分泌 am」「循環 am」 ５月２１日（水）１～３ 担当：中村・内田 

⑤ ２-１ 「外分泌 pm」「内分泌 pm」「循環 pm」 ５月２３日（金）４～６ 担当：中村・内田 

⑥ ２-２ 「外分泌 am」「内分泌 am」「循環 am」 ５月２８日（水）１～３ 担当：中村・内田 

⑦ ２-３ 「外分泌 pm」「内分泌 pm」「循環 pm」 ５月３０日（金）４～６ 担当：中村・内田 

⑧ 発表割り振り・レポート作成 ６月 ４日（水）１～３ 担当：中村・内田 

⑨ 実習成果発表会 ６月１１日（水）１～３ 担当：中村・内田 

⑩ 生理学（講義・実習）総括問題演習 ６月１３日（金）４～６ 担当：中村・内田 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

キーワード 内分泌、生体リズム、感覚、呼吸・循環、酵素 

 教科書・教材・参考書 各実習用レジメを配布する。 

参考書 
th１ Guyton and Hall Textbook of Medical Physiology 14  Edition 

２ 基礎歯科生理学、第 7 版、岩田・井上・舩橋・加藤編、医歯薬出版 

３ 新訂生理学実習書、日本生理学会教育委員会、南江堂 

４ 標準生理学、第 9 版、本間研一監修、医学書院 

準等 

成績評価の方法・基 レポート・実習に臨む姿勢（特に遅刻および無断欠席は減点の対象とする）と定期試験の成績により評

価する。

 受講要件(履修条件) なし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 1） 3 グループに分かれ、6 課題についてローテーションする。

２） 事前に実験項目を参考書等で予習し、実験の目的・方法を理解しておくこと。

による授業科目 

実務経験のある教員 中村 渉/北海道大学病院歯科診療センターにおける歯科臨床実務経験/小児障がい者歯科臨床実

務経験に基づき生理学実習を担当する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

生理学実習①オリエンテーション1

生理学実習を行う際の注意事項について説明する。

生理学実習①オリエンテーション2

レジメを配付し、各実験の内容および手順を解説する。

生理学実習①オリエンテーション3

レジメを配付し、各実験の内容および手順を解説する。

実習室5A/C18回 5 28 水 3
中村渉・内田

仁司

5 28 水 2
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

実習室5A/C

16回 5 28 水 1

生理学実習⑥（2-2）
3グループに分かれ「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習説明
「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習

中村渉・内田
仁司

実習室5A/C

17回

15回 5 23 金 6
中村渉・内田

仁司

5 23 金 5
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

実習室5A/C

13回 5 23 金 4

生理学実習⑤（2-1）
3グループに分かれ「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習説明
「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習

中村渉・内田
仁司

実習室5A/C

14回

12回 5 21 水 3
中村渉・内田

仁司

5 21 水 2
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

実習室5A/C

10回 5 21 水 1

生理学実習④（1-3）
3グループに分かれ「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習説明
「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習

中村渉・内田
仁司

実習室5A/C

11回

9回 5 16 金 6
中村渉・内田

仁司

実習室5A/C

8回 5 16 金 5
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

3
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

7回 5 16 金 4

生理学実習③（1-2）
3グループに分かれ「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習説明
「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習

中村渉・内田
仁司

中村渉・内田
仁司

実習室5A/C

5回 5 14 水 2
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

4回 5 14 水 1

生理学実習②実習（1-1）
3グループに分かれ「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習説明
「外分泌am」「内分泌am」「循環am」に関する実習

6回 5 14 水

3回 5 9 金 6
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

2回 5 9 金 5
中村渉・内田

仁司

日程表

1回 5 9 金 4
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

実習室5A/C
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

講義室3B

中村渉 講義室3B

29回 6 13 金 5 生理学実習⑩（講義・実習）総括問題演習2 中村渉

28回 6 13 金 4 生理学実習⑩（講義・実習）総括問題演習1

講義室3B

30回 6 13 金 6 生理学実習⑩（講義・実習）総括問題演習3 中村渉

中村渉 講義室3B

27回 6 11 水 3 生理学実習⑨成果プレゼンテーション３　「循環am/pm」 中村渉 講義室3B

26回 6 11 水 2 生理学実習⑨成果プレゼンテーション２　「内分泌am/pm」

25回 6 11 水 1 生理学実習⑨成果プレゼンテーション１「外分泌am/pm」 中村渉 講義室3B

24回 6 4 水 3 中村渉

6 4 水 2 中村渉 実習室5A/C

実習室5A/C

22回 6 4 水 1

生理学実習⑧データ解析
各項目で作成したレポートまとめ、プレゼンテーションの割り振り、各班プレゼン
テーションの作成を行う。

中村渉 実習室5A/C

23回

21回 5 30 金 6
中村渉・内田

仁司

実習室5A/C

5 30 金 5
中村渉・内田

仁司
実習室5A/C

19回 5 30 金 4

生理学実習⑦（2-3）
3グループに分かれ「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習説明
「外分泌pm」「内分泌pm」「循環pm」に関する実習

中村渉・内田
仁司

実習室5A/C

20回
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 金・1～2 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014106 

DNGD22071905 

生化学/ （Biochemistry） 

対象年次 2 年次 講義形態  講義・演習形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー  

伊藤公成 / itok@nagasaki-u.ac.jp / A 棟 7 階 707 号室 / 095-819-7487（内 7487） / 12：00～13：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 伊藤公成/itok@，大谷昇平/s-otani@ 

武田弘資 （非常勤講師/医歯薬系（薬）教授）/takeda-k@ 

授業の概要 

生命現象の基本となる生体分子の構造と機能，及び生化学反応の原理や代謝反応を学び，生命活動を分子レベルの現象とし

て理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO：一般目標 GIO： 生化学の知識を習得するとともに、科学的論理的な考

え方の重要性を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

(1) アミノ酸，単糖，脂肪酸，ヌクレオチドの構造や代謝系を説明できる。

(3) 基礎的な化学平衡，化学反応速度論，熱力学を説明できる。

(4) 遺伝情報の流れを説明できる。

(5) 細胞内微小構造とその間での物質やエネルギーの移動を説明できる。

(6) ミトコンドリアの構造と機能を説明できる。

【令和４年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】

A-1-1, A-1-2, A-1-3

(2) それらの重合体である生体高分子の構造と機能，及びその代謝系を説明できる。 A-1-1, A-1-2, A-1-3

A-1-1, A-1-2

A-1-1, A-1-2, A-1-3, A-1-4

A-1-2, A-1-3, A-1-4, A-1-5

A-1-2, A-1-4, A-1-5

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１： 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

２つの教科書の内容を中心にプロジェクターを用いたアクティブラーニング。 

１年次 細胞生物学入門で既習の章は演習問題が中心となる。 

授業内容 
1 回目 細胞：生命の基本単位 細胞の化学成分 伊藤 公成 

2 回目 糖質・脂質の基本 伊藤 公成 

3 回目 酵素 大谷 昇平 

4 回目 ビタミン 大谷 昇平 

5 回目 糖質の代謝-１ 伊藤 公成 

6 回目 糖質の代謝-２ 伊藤 公成 

7 回目 脂質の代謝-１ 伊藤 公成 

8 回目 脂質の代謝-２ 伊藤 公成 

9 回目 DNA と染色体 伊藤 公成 

10 回目 DNA の複製と修復 伊藤 公成 

11 回目 DNA からタンパク質へ 伊藤 公成 

12 回目 アミノ酸の代謝 伊藤 公成 

13 回目 モノヌクレオチドの代謝 伊藤 公成 

14 回目 （特別講義） ミトコンドリアの生化学 武田 弘資 

15 回目 現在の組換え DNA 技術 伊藤 公成 

キーワード 生体高分子，遺伝子，酵素，核酸，タンパク質，糖質，脂質 

教科書・教材・参考書 教科書： Essential 細胞生物学 （南江堂） 

シンプル生化学 （南江堂）

参考書： メディカル化学: 医歯薬系のための基礎化学 （裳華房） 

口腔生化学 （医歯薬出版） 

成績評価の方法・基準等 2 回の筆記試験で評価する。 

受講要件(履修条件) なし 

 備考(学生へのメッセージ) 教科書や LACS での予習復習が重要。 

 実務経験のある教員による授業科目 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

Essential 細胞生物学 １, 2

細胞：生命の基本単位　細胞の化学成分

シンプル生化学 2, 3

糖質・脂質の基本

シンプル生化学　6

酵素

シンプル生化学　7

ビタミン

シンプル生化学　10

糖質の代謝-１

シンプル生化学　10

糖質の代謝-２

シンプル生化学　11

脂質の代謝-１

シンプル生化学　11

脂質の代謝-２

Essential 細胞生物学 5

DNAと染色体 

Essential 細胞生物学 6

DNAの複製と修復 

Essential 細胞生物学 7

DNAからタンパク質へ

シンプル生化学　12

アミノ酸の代謝

シンプル生化学　13

モノヌクレオチドの代謝

Essential 細胞生物学 10

現在の組換えDNA技術

1回 4 4 金 1, 2 伊藤公成 講義室3B

講義室3B

2回 4 11 金 1, 2 伊藤公成 講義室3B

25 金 1, 2

3回 4 18 金 1, 2 大谷昇平

大谷昇平 講義室3B

5回 5 2 金 1, 2 伊藤公成 講義室3B

4回 4

伊藤公成 講義室3B

6回 5 9 金 1, 2

23 金 1, 2

伊藤公成 講義室3B

7回 5 16 金 1, 2

伊藤公成 講義室3B

9回 5 30 金 1, 2 伊藤公成 講義室3B

8回 5

伊藤公成 講義室3B

10回 6 6 金 1, 2

20 金 1, 2

伊藤公成 講義室3B

11回 6 13 金 1, 2

伊藤公成 講義室3B

13回 6 27 金 1, 2 伊藤公成 講義室3B

12回 6

14回 7 4 金 1, 2 武田弘資 講義室3B

伊藤公成 講義室3B

特別講義
ミトコンドリアの生化学

15回 7 11 金 1, 2
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 火・4～6 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014107 

DNGD22081905 

生化学実験/（Practice of Biochemistry） 

対象年次 2 年次 講義形態  実習形式 教室  実習室 5A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー  

伊藤公成 / itok@nagasaki-u.ac.jp / A 棟 7 階 707 号室 / 095-819-7487（内 7487） / 12：00～13：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 伊藤公成/itok@，大谷昇平/s-otani@，上野智也/uenot@ 

授業の概要 

分光測光法，ゲルクロマトグラフィー，タンパク質の SDS-PAGE，PCR による遺伝子増幅を実践し，その技術を身につける。 

ライフサイエンスの発展に寄与してきた基本的な実験手技を経験し，その原理を理解し，重要性を実感する。

実験ノート・レポートの作成を通じて，論理性を養う。

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

実験を通して，論理的な考え方の重要性を理解し，科学的に証明する 

能力を身につける。 

個別行動目標 SBOs： 

1.各実習内容を説明できる。

2.生化学の基礎的技術を用いて実験が遂行できる。

3.実験結果をまとめ，レポートや口頭で発表できる。

【令和４年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】

A-1-1, A-1-2, A-1-3

A-1-1, A-1-2, A-1-3, C-1-3

C-1-3, E-6-1

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１： 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

グループによる実験を行う。実験内容を理解と整理のため，実験後，期日までにレポートを提出する。 

授業内容 

 1 回目 オリエンテーション：実習に関するガイダンス，実験器具の準備

 2 回目 分光光度計の使用法を学び，分光測光法の原理を理解する。 

 3 回目 ゲルクロマトグラフィーの原理と手法を学ぶ。 

 4 回目 SDS ポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-PAGE）の理論を学ぶ。 

 5 回目 SDS-PAGE の手技を学ぶ。 

 6 回目 遺伝子型の決定と PCR 法について学ぶ。 

 7 回目 PCR 法の手技について学ぶ。 

 8 回目 増幅 DNA をアガロースゲルで電気泳動し，遺伝子型を判別する方法を学ぶ 

 

 

9 回目 追加実験・再実験 

10 回目 実験・実習のまとめ 

キーワード 定量実験，PCR，クロマトグラフィー，ゲル電気泳動，分光光度計 

 教科書・教材・参考書 教科書：オリジナルの生化学実験テキストを配布 

参考書：Essential 細胞生物学 （南江堂），シンプル生化学 （南江堂） 

成績評価の方法・基

準等 
レポートおよび定期試験により評価する。

 受講要件(履修条件) なし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 事前に実習書を読み，実習の意味と流れをつかむ。実習手順のプロトコールを作成し，実習に臨むこ

と。 

実務経験のある教員

による授業科目 
該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

オリエンテーション

実習器具や装置の取り扱い方，レポートの書き方等のガイダンス

実習器具や装置の準備

（Aグループ）分光測光法

溶液の希釈法や分光光度計の使用法を学び，測定法の原理を理解する。

（Bグループ）SDS電気泳動法によるタンパク質の分子量決定１

還元及び非還元状態で電気泳動を行う。

（Aグループ）ゲルクロマトグラフィー

ゲルクロマトグラフィーで混合物を分離する。

（Bグループ）SDS電気泳動法によるタンパク質の分子量決定２

ゲル上でタンパク質を染色し，検出・観察する。

（Aグループ）SDS電気泳動法によるタンパク質の分子量決定１

還元及び非還元状態で電気泳動を行う。

（Bグループ）分光測光法

溶液の希釈法や分光光度計の使用法を学び，測定法の原理を理解する。

（Aグループ）SDS電気泳動法によるタンパク質の分子量決定２

ゲル上でタンパク質を染色し，検出・観察する。

（Bグループ）ゲルクロマトグラフィー

ゲルクロマトグラフィーで混合物を分離する。

PCRと遺伝子型決定についての説明

　ゲノムDNAの調製と表現型・遺伝子型１

細胞からDNAを精製し，PCRにより遺伝子を増幅する。

　ゲノムDNAの調製と表現型・遺伝子型２

制限酵素処理及びアガロースゲル電気泳動を行い，遺伝子型を判定する。

追加実験および再実験

実験・実習のまとめ　（予備日）

実習室５A

伊藤

上野
大谷 実習室５A

伊藤

上野
大谷 実習室５A10回 12 16 火 4～6

1回 10 7 火 4～6

10 21 火 4～6
伊藤

上野

火 4～6
伊藤
大谷
上野

14

大谷 実習室５A

2回 10

4回 10 28 火 4～6
伊藤

上野

3回

伊藤

上野
大谷 実習室５A

大谷 実習室５A

5回 11 11 火 4～6
伊藤

上野
大谷 実習室５A

11 25 火 4～6

6回 11 18 火 4～6

講義室6B

8回 12 2 火 4～6
伊藤

上野
大谷 実習室５A

伊藤
大谷
上野

7回

実習室５A9回 12 9 火 4～6
伊藤
大谷
上野
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・1 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014108 

DNGD22101985 

歯科理工学Ⅰ/ （Dental Materials Science and Engineering Ⅰ） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/金曜 15：00～17：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 渡邊郁哉、阿部薫明、バラネザハド有礼左 

授業の概要 

歯科材料の組成，構造，特性を通して材料選択の指針を理解させるとともに，歯科材料ならびに器械・器具類の適切な取り扱

い方法に関する正しい知識を身につけさせる。これにより，臨床家としての材料選択や使用方法に関する価値判断ができるよう

になるものであり，患者ならびに医療スタッフへの説得力ある説明が可能になる。 

様々な修復物の作製工程で必要になる各種の歯科材料，器械・器具類に関する基本的知識を習得する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

 歯科理工学という歯科医療における材料および器機・器具についての基礎科学と応用

科学に関する学問を習得する 

個別行動目標 SBOs： 

○ 歯科材料の基本的性質（物理的性質，機械的性質，化学的性質）を説明できる。

〇 接着の機構，接着強さの測定法，接着部材の破壊様式を説明できる。

○ 模型用材料，埋没材，歯科用陶材の組成，性質，成形技術を説明できる。

○ 修復物の技工技術を使用機器と関連づけて説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コ

ア・カリキュラム】

D-1

D-2

D-1, D-2

D-1, D-2

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ11:未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

授業中に配付するプリントと教科書に基づいて講義する。課題を与えてレポートの提出を求めることがある。 

授業内容 

1 回目：歯科材料の物理的性質について説明する。① 

2 回目：歯科材料の機械的性質について説明する。②（１） 

3 回目：歯科材料の機械的性質について説明する。③（２） 

4 回目：歯科材料の化学的性質について説明する。④ 

5 回目：歯科用合金の性質を考察する上で重要な二元合金の状態図を解説する。 

6 回目：接着の機構，接着強さの測定法，および接着部材の破壊様式を解説する。 

7 回目：模型用材料の種類，所要性質，硬化機構，性質を説明する。① 

8 回目：模型用材料の種類，所要性質，硬化機構，性質を説明する。② 

9 回目：歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。① 

10 回目：歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。② 

11 回目：歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。③ 

12 回目：特殊な歯科用材料について解説する。 

13 回目：特殊な歯科用材料について解説する。 

14 回目：歯科用陶材の分類，組成，物性，成形技術を解説する。① 

15 回目：歯科用陶材の分類，組成，物性，成形技術を解説する。② 

キーワード 歯科材料，状態図，接着，模型用材料，埋没材，レジン，陶材 

教科書・教材・参考書 ○スタンダード歯科理工学，学建書院

○スキンナー歯科材料学（上，中，下），医歯薬出版

○歯科材料学事典，山根正次監修，学建書院

○コア歯科理工学，医歯薬出版

○歯科理工学教育用語集，医歯薬出版

成績評価の方法・基準等 筆記試験（100%）で評価する。追試験（特別な理由がある場合のみ１回）と再試験を実施する。再

試験の評価は本試験の結果を考慮する。 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席を受験資格とする。 

 備考(学生へのメッセージ) 予習と復習を確実に実行すること。授業中に配付するプリントと教科書を中心に授業を進めるが，

理解を深めるために各自で参考書等を準備すること。 

実務経験のある教員による授業科目 該当しない。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯科材料の一般的性質①

歯科材料の物理的性質について説明する。

歯科材料の一般的性質②

歯科材料の機械的性質について説明する。(1)

歯科材料の一般的性質③

歯科材料の機械的性質について説明する。(2)

歯科材料の一般的性質④

歯科材料の化学的性質について説明する。

合金の状態図

歯科用合金の性質を考察する上で重要な二元合金の状態図を解説する。

材料の接着

接着の機構，接着強さの測定法，および接着部材の破壊様式を解説する。

模型用材料①

模型用材料の種類，所要性質，硬化機構，性質を説明する。

模型用材料②

模型用材料の種類，所要性質，硬化機構，性質を説明する。

埋没材①

歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。

埋没材②

歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。

埋没材③

歯科用埋没材の種類，所要性質，組成，硬化機構，取扱方法を説明する。

特殊な歯科用材料

特殊な歯科用材料について解説する。

特殊な歯科用材料

特殊な歯科用材料について解説する。

歯科用陶材①

歯科用陶材の分類，組成，物性，成形技術を解説する。①

歯科用陶材②

歯科用陶材の分類，組成，物性，成形技術を解説する。②

9 水 1 阿部 講義室３A

1回 4 2 水 1 阿部 講義室３A

3回 4 16 水 1 阿部 講義室３A

2回 4

阿部 講義室３A

4回 4 23 水 1 阿部

7 水 1 阿部

講義室３A

5回 4 30 水 1

講義室３A

7回 5 14 水 1 阿部 講義室３A

6回 5

阿部 講義室３A

8回 5 21 水 1 阿部

4 水 1 阿部

講義室３A

9回 5 28 水 1

講義室３A

11回 6 11 水 1 阿部 講義室３A

10回 6

バラネザハド 講義室３A

12回 6 18 水 1 バラネザハド

2 水 1 阿部

講義室３A

13回 6 25 水 1

講義室３A

講義室３A

14回 7

15回 7 9 水 1 阿部
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・2 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014109 

DNGD22091985 

歯科理工学Ⅱ/ （Dental Materials Science and Engineering Ⅱ） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室３A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/金曜 15：00～17：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 渡邊郁哉、阿部薫明 

授業の概要 

種々の歯科材料の機械的，物理的，化学的性質を正しく理解するために必要な基礎的知識を身につける。また，歯科精密鋳

造法と鋳造関連諸材料の特性を理解する。 

口腔内や口腔外で使用される種々の歯科材料の性質を正しく理解し，優れた性質を引き出すために必要な基礎知識を習得す

る。／種々の歯科材料や生体材料の組成，構造，性質を説明できる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

 歯科理工学という歯科医療における材料および器機・器具についての基礎科

学と応用科学に関する学問を習得する 

個別行動目標 SBOs： 

○ 歯科材料と生体材料（金属材料，セラミック材料，高分子材料，複合材料）

の構造と特徴を説明できる。

○ 歯科精密鋳造法の原理と特徴，鋳造欠陥の防止法を説明できる。

○ 各種歯科材料の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

D-1, D-2

D-1, D-2

D-1, D-2

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ11:未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

授業中に配付するプリントに基づいて講義する。理解を深めるため，OHP や液晶プロジェクターなどを適宜利用する。授業中に

質問したり，課題を与えてレポート提出を求める場合がある。 

授業内容 

1 回目：歯科材料と生体材料について概説し，歯科材料の所要性質を解説する。 

2 回目：印象材の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。① 

3 回目：印象材の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。② 

4 回目：歯科用ワックスの種類，所要性質，取扱方法を説明する。 

5 回目：歯科精密鋳造の工程と種々の鋳造法について説明する。 

6 回目：合金の融解方法と鋳造収縮の要因を説明するとともに，鋳造収縮を補償するための具体的方法を解説する。 

7 回目：鋳造欠陥の種類，成因，およびその防止策を解説する。 

8 回目：成形修復材料の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。① 

9 回目：成形修復材料の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。② 

10 回目：予防歯科材料と歯冠補綴用材料の概要，種類，所要性質，取扱い方法を説明する。 

11 回目：人工歯根，骨補填材料の種類と所要性質について説明する。 

12 回目：合着・接着用材料（歯科用セメント）の種類と用途，所要性質を説明する。① 

13 回目：合着・接着用材料（歯科用セメント）の種類と用途，所要性質を説明する。②  

14 回目：義歯用材料の概要，種類，所要性質，取扱方法について解説する。①  

15 回目：義歯用材料の概要，種類，所要性質，取扱方法について解説する。② 

キーワード 歯科材料，生体材料，接着，陶材，骨補填材料，歯科精密鋳造 

教科書・教材・参考書 ○スタンダード歯科理工学，学建書院

○スキンナー歯科材料学（上，中，下），医歯薬出版

○歯科材料学事典，山根正次監修，学建書院

○コア歯科理工学，医歯薬出版

○歯科理工学教育用語集，医歯薬出版

成績評価の方法・基準等 筆記試験（100%）で評価する。追試験（特別な理由がある場合のみ１回）と再試験を実施する。再

試験の評価は本試験の結果を考慮する。 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席を受験資格とする。 

 備考(学生へのメッセージ) 予習と復習を確実に実行すること。授業中に配布するプリントを中心に授業を進めるが，理解を深

めるために各自で教科書や参考書を準備すること。 

 実務経験のある教員による授業科目 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯科材料概論

歯科材料と生体材料について概説し，歯科材料の所要性質を解説する。

印象材①

印象材の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。

印象材②

印象材の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。

歯科用ワックス

歯科用ワックスの種類，所要性質，取扱方法を説明する。

歯科精密鋳造法

歯科精密鋳造の工程と種々の鋳造法について説明する。

合金の融解・鋳造収縮

合金の融解方法と鋳造法について説明する。鋳造収縮の要因を説明すると

ともに、鋳造収縮を補償するための具体的方法を解説する。

鋳造欠陥

鋳造欠陥の種類，成因，およびその防止策を解説する。

成形修復材料①

成形修復材料の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。

成形修復材料②

成形修復材料の種類，組成，硬化機構，性質，取扱方法を説明する。

予防歯科材料と歯冠補綴用レジン材料

予防歯科材料の概要，種類，所要性質について説明する。

歯科用レジン材料の種類，所要性質，硬化機構，取扱方法を説明する。

人工歯根と骨補填材料

人工歯根，骨補填材料の種類と所要性質について説明する。

合着・接着用材料・歯科用セメント①

合着・接着用材料（歯科用セメント）の種類と用途，所要性質を説明する。

合着・接着用材料・歯科用セメント②

合着・接着用材料（歯科用セメント）の種類と用途，所要性質を説明する。

義歯用材料①

義歯用材料の概要，種類，所要性質，取扱方法について解説する。

義歯用材料②

義歯用材料の概要，種類，所要性質，取扱方法について解説する。

9 水 2 渡邊 講義室3A

日程表

1回 4 2 水 2 渡邊 講義室3A

3回 4 16 水 2 渡邊 講義室3A

2回 4

渡邊 講義室3A

4回 4 23 水 2

7 水 2

渡邊 講義室3A

5回 4 30 水 2

渡邊 講義室3A

7回 5 14 水 2 渡邊 講義室3A

6回 5

渡邊 講義室3A

8回 5 21 水 2

4 水 2

渡邊 講義室3A

9回 5 28 水 2

渡邊 講義室3A

11回 6 11 水 2 渡邊 講義室3A

10回 6

渡邊 講義室3A

12回 6 18 水 2

2 水 2

渡邊 講義室3A

13回 6 25 水 2

渡邊 講義室3A

講義室3A

14回 7

15回 7 9 水 2 渡邊
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・3 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014110 

DNGD22111985 

歯科理工学Ⅲ/ （Dental Materials Science and Engineering Ⅲ） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室３A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/金曜 15：00～17：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 渡邊郁哉、阿部薫明 

授業の概要 

日進月歩する歯科材料，機械・器具ならびに技工技術について，科学的な判断力と応用能力を高めることを目標とする。 

金合金，金銀パラジウム合金，チタンなどの各種修復用合金の諸性質と，優れた性能を引き出すための正しい取り扱い方につ

いて学ぶ。さらに，技工技術の点で重要なろう付けや研磨方法を理解するための基礎知識を身につける。／各種歯科用合金

の組成，性質，用途，利点・欠点，熱処理法等が説明できる。ろう付けや研磨作業を行う上で注意すべき点を説明できる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科理工学という歯科医療における材料および器機・器具についての基礎科学

と応用科学に関する学問を習得する 

個別行動目標 SBOs： 

○歯科用金属材料の種類と性質，ならびに適切な取り扱い方を説明できる。

○切削，研磨，摩耗の理論を説明できる。

○歯科用金属材料の接合方法を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】

D-1, D-2

D-1, D-2

D-1, D-2

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ11:未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

授業中に配布するプリントと教科書を中心に講義を進める。課題を与えてレポートを提出させることがある。 

授業内容 

1 回目：金属の接合方法の種類とそれぞれの原理，特徴を説明する。① 

2 回目：金属の接合方法の種類とそれぞれの原理，特徴を説明する。② 

3 回目：切削と研磨の理論を説明し，研磨材の種類と補綴物の研磨法を説明する。 

4 回目：歯科用純チタンとチタン合金の用途，特徴，性質を説明する。 

5 回目：鋳造用金合金の分類，性質，用途を説明するとともに，各種添加元素の効果を説明する。 

6 回目：鋳造用金合金の熱処理法と，熱処理に伴う機械的性質の変化を説明する。 

7 回目：歯科用金属材料としての銀の特徴を説明するとともに，耐硫化性の改善法を説明する。 

8 回目：金銀パラジウム合金と低融銀合金の種類と性質，取り扱い上の注意点を説明する。 

9 回目：陶材焼付用合金の分類，所要性質，陶材／合金間の接合機構を説明する。 

10 回目：歯科用非貴金属合金の分類，用途，組成，性質などを説明する。① 

11 回目：歯科用磁性材料の分類、用途，特徴，性質を説明する。 

12 回目：歯科用非貴金属合金の分類，用途，組成，性質などを説明する。② 

13 回目：歯内療法関連材料の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。 

14 回目：歯科矯正用材料の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。 

15 回目：歯科用器械の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。 

キーワード 金属材料，ろう付け，研磨，摩耗 

教科書・教材・参考書 ○スタンダード歯科理工学，学建書院

○R.W. Phillips, Skinner’s Science of Dental Materials, W.B. Saunders Company

○Craig’s Restorative Dental Materials, Mosby Elsevier

○歯科材料学事典，学建書院

○歯科理工学教育用語集，医歯薬出版

成績評価の方法・基準等 筆記試験（100%）で評価する。追試験（特別な理由がある場合のみ１回）と再試験を実施する。再

試験の評価は本試験の結果を考慮する。 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席を受験資格とする。 

 備考(学生へのメッセージ) 予習と復習を確実に実行すること。授業中に配布するプリントを中心に授業を進めるが，理解を深

めるために各自で教科書や参考書を準備すること。 

実務経験のある教員による授業科目 該当しない。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

金属の接合①

金属の接合方法を説明する。

金属の接合②

金属の接合方法を説明する。

切削と研磨 

切削と研磨の理論を説明し，研磨材の種類と補綴物の研磨法を説明する。

チタンとチタン合金

歯科用純チタンとチタン合金の用途，特徴，性質を説明する。

金合金①

鋳造用金合金の分類，性質，用途を説明するとともに，各種添加元素の効果を

説明する。

金合金②

鋳造用金合金の熱処理法と，熱処理に伴う機械的性質の変化を説明する。

銀合金

歯科用金属材料としての銀の特徴を説明するとともに，耐硫化性の改善法を

説明する。

金銀パラジウム合金と低融銀合金

金銀パラジウム合金と低融銀合金の種類と性質，取り扱い上の注意点を

説明する。

陶材焼付用合金

陶材焼付用合金の分類，所要性質，陶材／合金間の接合機構を説明する。

非貴金属合金①

歯科用非貴金属合金の分類，用途，組成，性質などを説明する。

歯科用磁性材料

歯科用磁性材料の分類、用途，特徴，性質を説明する。

非貴金属合金②

歯科用非貴金属合金の分類，用途，組成，性質などを説明する。

歯内療法関連材料

歯内療法関連材料の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。

歯科矯正用材料

歯科矯正用材料の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。

歯科用器械

歯科用器械の種類、所要性質、取り扱い方法を説明する。

9 水 3 渡邊 講義室３A

1回 4 2 水 3 渡邊 講義室３A

3回 4 16 水 3 渡邊 講義室３A

2回 4

阿部 講義室３A

4回 4 23 水 3

7 水 3

渡邊 講義室３A

5回 4 30 水 3

阿部 講義室３A

7回 5 14 水 3 阿部 講義室３A

6回 5

阿部 講義室３A

8回 5 21 水 3

4 水 3

阿部 講義室３A

9回 5 28 水 3

阿部 講義室３A

11回 6 11 水 3 渡邊 講義室３A

10回 6

渡邊 講義室３A

12回 6 18 水 3

2 水 3

阿部 講義室３A

13回 6 25 水 3

渡邊 講義室３A

講義室３A

14回 7

15回 7 9 水 3 渡邊
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 火・1Q: 4～6，2Q: 2～6 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014117 

DNGD22121909 

病理学総論及び同実習/（General Pathology Lecture and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A、実習室 5B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

片瀬 直樹/katase@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 A 棟 1 階口腔病理学分野准教授室/095-819-7645（内 7645）/17：00～18：30 

ニバス科目等)

担当教員(オム 片瀬直樹、永野健一、藤田修一 

授業の概要及び位置づけ 

歯科を含めた医療の従事者または研究者になるためには、「病気」を十分に理解することが必要である。病理学は病気の原

因、異常が生じる機構、機能・構造上の変化、病気の経過を解明する学問である。病理学総論の講義では、顎口腔領域に限定

せず、代表的な全身での疾患を取り上げながら、基本的な病理変化を解説する。実習では講義した種々の疾患の病理組織標

本の顕微鏡像の観察を通して、組織・細胞レベルでその成り立ちを理解する。講義と実習は互いにリンクしており、講義内容を

実習の組織標本で確かめ、理解を深める。この授業で示す全身でみられる疾患の基本的病理変化は、口腔領域での疾患でも

起こっている。従って本授業は後期で学ぶ「口腔病理学及び同実習」で学習する疾患の理解にも必要である。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

では各種疾病の組織学的変化を病理学的に解釈する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 病因を分類し、それによる疾患を列挙できる。

2. 遺伝性疾患について説明できる。

3. 奇形を分類し、疾患例を列挙できる。

4. 萎縮・変性・壊死・アポトーシスを理解し、疾患との関係を説明できる。

5. 物質代謝異常と代表的疾患を説明できる。

6. 肥大・過形成・化生・再生・肉芽組織・創傷治癒・異物の処理（器質化を

含む）を説明できる。

7. 充血・うっ血・虚血・出血・血栓症・塞栓症・梗塞・高血圧・ショック・傍側循

環・浮腫を説明できる。

8. 炎症の定義を理解し、炎症の変遷、諸型の臨床的・組織学的特徴を説

明できる。

9. アレルギー・自己免疫疾患・免疫不全症・移植と拒絶反応を説明できる。

10. 腫瘍の定義を理解し、腫瘍の形態・動態、発生を説明できる。

11. 腫瘍を分類し、組織型を列挙できる。

12. 老化と個体死を説明できる。

病理学総論の講義では、疾病の原因・発生機構・病態・予後を理解する。実習 【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】

C-5-1)-②

C-5-1)-①

C-5-1)-①

C-5-2)-①～④, C-2-3)-④

C-5-2)-②, E-6

C-5-3)-①～⑤

C-5-4)-①～⑥, E-6-①

C-5-5)-①～④, E-2-4)-(3)-②

C-4-2)-③, C-4-2)-⑤・⑥, E-6

C-5-6)-①・②・④・⑥

C-5-6)-⑤

C-5-7)-①

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

病理学総論として、基本的病態の概念を講義し、各種疾患の原因・成り立ち・病態を解説する。実習標本の観察を通して疾

患の成り立ちや臨床病態などについて総合的に考えさせる。講義、実習によって学生が授業で得た知識を深め、将来の臨床

医学で役立てることができるように指導する。講義ではプリント、液晶プロジェクター、板書を併用し、口頭で授業を進める。プリ

ントは授業前に LACS に提示するので各自、印刷して授業に持参すること。実習はバーチャルスライドの学生間に差異のない

画像によって行う。バーチャルスライドが使用不可の場合は、配布された標本の顕微鏡観察を行う。いずれもスケッチをとり、そ

の所見を記載する。スタッフは実習に先立ちその日の実習標本を解説する。学生は資料を LACS から印刷して持参し、不明な

点は随時教員に質問すること。実習中にそれまでに終了した講義分の小テストを行うことがある。
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授業内容 

講義の内容のサブテーマ、実習標本は次ページからの日程別シラバスを参照 

L (Lecture): 講義（講義室 3A 及び 3B）、P (Practice): 実習（実習室５B） 

1 週 L1,2 病理学序論 L3 病因論 

2 週 L4 病因論 L5,6 染色体・遺伝子及び発生の異常 

3 週 L7 染色体・遺伝子及び発生の異常 L8,9 細胞・組織傷害 

4 週 L10, 11 修復と再生 L12 代謝異常 

5 週 P1～3 実習方法説明、細胞・組織傷害 

6 週 L13 代謝異常 L14,15 循環障害 

7 週 P4～6 細胞・組織障害、修復と再生 

8 週 L16 循環障害 P7～9 循環障害 

9 週 L17, 18 炎症 P10～12 循環障害 

10 週 L19 炎症 L20 感染症 P13～15 炎症 

11 週 L21 感染症 L22 免疫異常 P16～18 炎症 

12 週 L23 免疫異常 L24 免疫異常 P19～21 炎症、感染症、免疫異常 

13 週 L25, 26 腫瘍 P22～24 腫瘍 

14 週 L27,28 腫瘍 P25～27 腫瘍 

15 週 L29 病理組織検査の実際 L30 老化と個体死 P28～30 腫瘍 

キーワード 病因、染色体・遺伝子異常、発生異常、細胞・組織傷害、代謝障害、修復と再生、循環障害、炎症、感

染症、免疫異常、腫瘍、老化と個体死、病理検査、病理組織標本作製法 

 教科書・教材・参考書 １．標準病理学 第 7 版 （医学書院） 

2．ロビンス基礎病理学 原著 10 版 (エルセビア・ジャパン) 

3. カラー ルービン病理学 （西村書店）

4．組織病理アトラス（文光堂） など一般的な病理組織学アトラス

授業で配布するプリント及び実習標本画像とその解説は事前に LACS に公開するため、予習・復習に

適宜利用することが可能

準等 

成績評価の方法・基 主に定期試験（筆記試験）の得点で評価する。必要に応じて小テストを実施し、その成績も考慮する。 

 受講要件(履修条件) 定期試験の受験資格：授業回数の 3/4 以上の出席 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 病理学を理解する上で、「正常」を対象とする解剖学、組織学などの基礎知識が必要となります。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・片瀬 直樹/長崎大学病院での病理診断実務経験/長崎大学病院での病理診断業務の勤務経験を

もとに、臨床病理診断学上重要なポイントを踏まえて病理学の解説を行うとともに、医療人としてふさ

わしい態度を習得させる。

・永野健一／長崎大学病院での病理診断実務経験／長崎大学病院での病理診断業務経験を元に、

疾患による組織学的変化の解説を行い、医療者として必要な知識、学習態度を習得させる。

・藤田 修一/長崎大学熱帯医学研究所での病理解剖業務と長崎大学病院での病理業務（組織診

断・細胞診）/病理解剖並びに病理診断科・病理部での組織診断・細胞診の実務経験をもとに、疾患

の基本的病理変化を解説する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

病理学序論

・ 病理学とは

・ 人体病理学と実験病理学

臨床医学としての病理診断学

・ 生検、術中迅速診断、病理解剖

・ コンパニオン診断、ゲノム医療

病因論

・ 病気の原因

病因論

・ 内因

・ 外因

染色体・遺伝子および発生の異常

・ 遺伝子、染色体の基礎

染色体・遺伝子および発生の異常

・ 染色体異常とその関連疾患

・ 常染色体の異常、性染色体の異常

染色体・遺伝子および発生の異常

・ 遺伝子異常とその関連疾患

・ 常染色体顕性遺伝病、常染色体潜性遺伝病

細胞・組織障害

・ 細胞・組織障害の概念

・ 退行性病変

細胞・組織障害

・ 萎縮、変性

・ 細胞死（壊死とアポトーシス）

修復と再生

・ 修復と再生の概念、肥大と過形成

・ 進行性病変

修復と再生

・ 化生、再生

・ 肉芽組織、創傷治癒、異物の処理

代謝異常

・ 糖質代謝障害、蛋白質代謝障害、核酸代謝障害、脂質代謝障害

代謝異常

・ 無機質代謝障害、生体内色素代謝障害

循環障害

・ 正常循環の概要

・ 充血、うっ血、虚血

循環障害

・ 出血、血栓症、塞栓症、梗塞

・ 水腫（浮腫）、傍側循環（側副循環）

循環障害

・ ショック、播種性血管内凝固症候群、高血圧症

炎症

・ 定義と5大徴候

・ 炎症性滲出とケミカルメディエータ

炎症

・ 炎症での組織学的変化

・ 急性炎と慢性炎

炎症

・ 炎症の分類と諸型

日程表　講義

1回 4 1 火 4 片瀬 講義室3A

講義室3A

3回 4 1 火 6 講義室3A

2回 4 1 火 5 片瀬

片瀬

講義室３A

5回 4 8 火 5

片瀬

講義室３A

4回 4 8 火 4

片瀬

片瀬

片瀬

講義室３A

7回 4 15 火 4 講義室３A

6回 4 8 火 6 片瀬

講義室３A

9回 4 15 火 6 片瀬 講義室３A

8回 4 15 火 5

片瀬

講義室３A

11回 4 22 火 5

片瀬

講義室３A

10回 4 22 火 4

片瀬

片瀬

講義室３A

13回 5 20 火 4

片瀬

講義室３A

12回 4 22 火 6

片瀬

講義室３A

15回 5 20 火 6 講義室３A

14回 5 20 火 5

片瀬

片瀬

講義室３A

17回 6 10 火 2

片瀬

講義室３A

16回 6 3 火 3

片瀬

講義室３A

19回 6 17 火 2 講義室３A

18回 6 10 火 3
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感染症

・ 感染症とは

・ 感染防御機構

感染症

・ 感染症各論

免疫異常

・ 免疫の概要

・ アレルギー

免疫異常

・ 自己免疫疾患

・ 後天性免疫不全症候群

免疫異常

・ 移植

・ 拒絶反応と移植片対宿主病

腫瘍

・ 腫瘍の定義

・ 腫瘍の形態と動態

腫瘍

・ 良性腫瘍と悪性腫瘍

・ 腫瘍の原因と発生

腫瘍

・ がん遺伝子とがん抑制遺伝子

・ 悪性腫瘍の進行度分類

腫瘍

・ 腫瘍の組織学的分類

・ 腫瘍の各組織型

病理組織検査の実際

・ 病理組織標本作製法

老化と個体死

・ フレイル、ロコモティブシンドローム、サルコペニア

・ 心臓死、脳死、死後変化

藤田

片瀬

講義室３A

21回 6 24 火 2

片瀬

講義室３A

20回 6 17 火 3

片瀬

片瀬

講義室３A

23回 7 1 火 2

片瀬

講義室３A

22回 6 24 火 3

講義室３A

25回 7 8 火 2

片瀬

講義室３A

24回 7 1 火 3

片瀬

片瀬

講義室３A

27回 7 15 火 2 講義室３A

26回 7 8 火 3 片瀬

講義室３A30回 7 22 火 3 片瀬

講義室３A

29回 7 22 火 2 講義室３A

28回 7 15 火 3
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

病理学実習説明、細胞・組織傷害

・ 黄疸、アミロイドーシス、異所性石灰化、過角化症

細胞・組織障害、修復と再生

・ 褐色萎縮

・ 前立腺肥大、扁平上皮化生、異物性肉芽腫、石綿症

循環障害

・ 肝うっ血、肺うっ血・水腫・出血、食道静脈瘤、大動脈粥状硬化症

循環障害

・ 血栓症、新鮮心筋梗塞、陳旧性心筋梗塞、腎梗塞、肺出血性梗塞

炎症

・ 慢性活動性肝炎、線維素性心外膜炎、皮膚膿瘍、虫垂炎、肝硬変

炎症

・ 気管支肺炎、間質性肺炎、胃消化性潰瘍、扁桃炎、肺結核

炎症、感染症、免疫異常

・ サルコイドーシス、腎カンジダ症、肺巨細胞性封入体症

・ 橋本病、リウマチ性心筋炎

腫瘍

・ 大腸腺腫症、大腸腺癌、皮膚基底細胞癌、食道扁平上皮癌、

肺乳頭腺癌、胃低分化腺癌

腫瘍

・ 胃印環細胞癌、肝細胞癌、腺癌肝転移、甲状腺乳頭癌リンパ節転移、

神経鞘腫、乳腺線維腺腫

腫瘍

・ 骨肉腫、平滑筋腫、平滑筋肉腫、悪性黒色腫、多発性骨髄腫、

悪性リンパ腫

実習室5B
片瀬
永野

日程表　実習

1～3回 5 13 火 4～6 実習室5B
片瀬
永野

4～6回 5 27 火 4～6

実習室5B
片瀬
永野

7～9回 6 3 火 4～6 実習室5B
片瀬
永野

10～12回 6 10 火 4～6

実習室5B
片瀬
永野

13～15回 6 17 火 4～6 実習室5B
片瀬
永野

16～18回 6 24 火 4～6

実習室5B
片瀬
永野

19～21回 7 1 火 4～6 実習室5B
片瀬
永野

22～24回 7 8 火 4～6

実習室5B
片瀬
永野

25～27回 7 15 火 4～6 実習室5B
片瀬
永野

28～30回 7 22 火 4～6
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年度 2025 学期 通年（1･2Q） 曜日・校時 1Q 月火・2～3, 

２Q  月・2～3 

必修選択  必修 単位数 4（通年） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014116 

DNGD22131981 

微生物学・口腔微生物学/ （Microbiology・Oral Microbiology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

内藤真理子/mnaito@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階口腔病原微生物学分野/095-819-7649（内 7649）/17：00～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 内藤真理子, 哲翁ふみ、 

授業の概要 

１）微生物の種類と特性を理解する。２）寄生・感染と生体の防御機構を理解する。３）防御の補助手段としての滅菌、消毒及び

化学療法を理解する。

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

病原微生物の特徴と宿主の防御反応を理解する。また感染症対策の手技と抗生物

質を含む化学療法薬の作用機序を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

染機構と病原性を説明する。 

2. 感染症の種類、予防、診断及び治療を説明する。

3. 滅菌と消毒の意義、種類及び原理を説明する。

4. 化学療法の原理、化学療法薬の作用機序、薬剤耐性機序を説明する。

（免疫）1. 自然免疫と獲得免疫の機構とその異同、さらに粘膜免疫を説明する。 

2. 免疫担当細胞の種類と働き、抗原提示機能と免疫寛容を説明する。

3. アレルギー疾患の種類、発症機序及び病態を説明する。

4. 免疫不全症・自己免疫疾患の種類、発症機序及び病態を説明する。

5. ワクチンの意義と種類、特徴及び副反応を説明する。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コ

ア・カリキュラム】

（感染）1. 細菌、真菌、ウイルス及び原虫の基本的な構造と性状、さらにヒトに対する感 C-4-1)

C-4-1)

C-4-1)

C-4-1)

C-4-2)

C-4-2)

C-4-2)

C-4-2)

C-4-2)

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクター及び板書を中心とした講義を行う。毎回、重要語句を空欄にしたプリントを配布、講義内容を書き込んでいく

ことで各々が要点整理を行う。また、各自の理解度の確認を兼ねた LACS テストと学生による発表会を行う。 

授業内容 

1- 4 回目 生物の歴史と発展、微生物の基礎、微生物の分類と性状(基本構造)について説明する。

5- 8 回目 微生物の遺伝学： 微生物遺伝子の進化と変化、微生物遺伝子の応用について説明する。

感染制御： 感染症の検出と診断、感染と発病のメカニズム、感染の免疫について説明する。 

9-10 回目 発表会１：歴史的に重要な感染症について発表、説明する。

11-14 回目 滅菌と消毒：物理的方法、科学的方法、薬剤による消毒について説明する。

15-18 回目 感染症の治療： 化学療法と化学療法薬 化学療法薬の作用機序について説明する。

薬剤耐性： 薬剤耐性化の仕組みと化学療法薬の臨床的使用について説明する。 

19-20 回目 発表会 2：免疫の種類と免疫関連疾患について発表、説明する。

21-24 回目 免疫の基礎： 自然免疫、微生物の認識と排除機構について補体系を含めて説明する。

25-28 回目 体液性免疫、細胞性免疫、粘膜免疫、過敏症（アレルギー）、について説明する。

29-30 回目 発表会 3：主要な感染症について（細菌性疾患）について発表、説明する。

31-33 回目 免疫不全、自己免疫疾患、ワクチンによる感染予防について説明する。

34-37 回目 各論：グラム陽性球菌： レンサ球菌属、ブドウ球菌属に含まれる病原細菌とその感染症について説明する。

38-39 回目 各論：グラム陽性桿菌とグラム陰性球菌、グラム陰性桿菌に含まれる病原細菌について説明する。

 特に非芽胞形成性の病原菌について説明する。 

40-41 回目 発表会 4：主要な感染症について（ウイルス性疾患）について発表、説明する。

42-45 回目 各論：グラム陰性桿菌、らせん菌に属する病原菌とその感染症について説明する。

キーワード 感染・微生物・免疫 

教科書・教材・参考書 戸田新細菌学、口腔微生物学・免疫学 

成績評価の方法・基準等 微生物学・口腔微生物学・免疫学についての試験、同実習におけるレポート、課題発表等の評価

を総合して評価する。 

受講要件(履修条件) 前期での講義への出席が 2/3 以上 

容、学生へのメッセージ) 

備考(事前・事後学習の内 必ず受講前に教科書を用いて予習をすること。また知識の定着の為に受講時に配布された資料

を用い、内容の復習を行うこと。歯科口腔疾患の中で齲蝕、歯周病などの感染症は大きな位置を

占めている。その原因となる微生物についてしっかりと学修して頂きたい。 

実務経験のある教員による授業科目  
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年度 2025 学期 通年（3・4Q） 曜日・校時 月・3 必修選択  必修 単位数 4（通年） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014116 

DNGD22131981 

微生物学・口腔微生物学/ （Microbiology・Oral Microbiology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

内藤真理子/mnaito@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階口腔病原微生物学分野/095-819-7649（内 7649）/17：00～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 内藤真理子、哲翁ふみ、小松澤均（非常勤講師） 、大原直也（非常勤講師） 

授業の概要 

１）微生物の種類と特性を理解する。２）寄生・感染と生体の防御機構を理解する。３）防御の補助手段としての滅菌、消毒及び

化学療法を理解する。

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

病原微生物の特徴と宿主の防御反応を理解する。またワクチンを含めた感染症

対策の手技と抗生物質を含む化学療法薬の作用機序を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

感染機構と病原性を説明する。 

2. 感染症の種類、予防、診断及び治療を説明する。

3. 滅菌と消毒の意義、種類及び原理を説明する。

4. 化学療法の原理、化学療法薬の作用機序、薬剤耐性機序を説明する。

5. 歯周病、う蝕の発症機序を説明する。

（免疫）1. ワクチンの意義と種類、特徴及び副反応を説明する。 

【平成28 年度歯学教育モデル・コア・カ

リキュラム】

（感染）1. 細菌、真菌、ウイルス及び原虫の基本的な構造と性状、さらにヒトに対する C-4-1)

C-4-1)

C-4-1)

C-4-1)

C-4-2)

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクター及び板書を中心とした講義を行う。毎回、重要語句を空欄にしたプリントを配布、講義内容を書き込んでいく

ことで各々が要点整理を行う。また、出席と各自の理解度の確認を兼ねた LACS テストも行う。 

授業内容 

46 回目 有芽胞細菌とその感染症について説明する。特産生する毒素の作用機序について説明する・ 

47 回目 各論：主要な抗酸菌感染症について、説明する。また免疫反応についての総括を行う。

48 回目 う蝕における微生物の役割について説明する。とくにミュータンスレンサ球菌のう蝕原性について説明する。  

49 回目 性感染症を引き起こす細菌についてその病態を含めて説明する。 

50 回目 口腔の常在微生物叢; 人体の正常フローラ、特に口腔内微生物、口腔免疫について説明する。 

51 回目 デンタルプラーク：形成と機能、特徴について説明する。 

52 回目 歯周病における微生物の役割について説明する。特に red complex について説明する。 

53 回目 う蝕、歯周病の免疫学、病因論に基づいた予防と治療について説明する。 

54 回目 マイコプラズマ、クラミジア、リケッチア、による感染症と病原真菌、原虫について説明する。 

55 回目 ウイルスの特性、構造、分類について説明する。  

56 回目 ウイルスの増殖機構、抗ウイルス剤、インターフェロンについて説明する。 

57 回目 ヘルペスウイルス科、ピコルナウイルス科、オルトミクソウイルス科、パラミクソウイルス科、レオウイルス科に含まれ 

るウイルスについて説明する。  

58 回目 カリシウイルス科に含まれるウイルスおよび肝炎ウイルスについて説明する。 

59 回目 がんウイルスについてとくにパピローマウイルス科、レトロウイルス科に含まれるウイルスについて説明する。 

60 回目 口腔関連感染症、口腔微生物と全身疾患について説明する。 

キーワード 感染・微生物・免疫 

教科書・教材・参考書 戸田新細菌学、口腔微生物学・免疫学 

成績評価の方法・基準等 微生物学・口腔微生物学・免疫学についての試験、同実習におけるレポート、課題発表等の評価

を総合して評価する。 

受講要件(履修条件) 後期での講義への出席が 2/3 以上 

容、学生へのメッセージ) 

備考(事前・事後学習の内 必ず受講前に教科書を用いて予習をすること。また知識の定着の為に受講時に配布された資料

を用い、内容の復習を行うこと。歯科口腔疾患の中で齲蝕、歯周病などの感染症は大きな位置を

占めている。その原因となる微生物についてしっかりと学修して頂きたい。 

 実務経験のある教員による授業科目 大原 直也/国立感染症研究所にて結核対策および研究に従事した経験あり/日本の結核の対

策および研究に携わった経験をもとに、微生物学の各論として結核についての解説を行う 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

微生物の歴史と発展、微生物の基礎について説明する。

微生物の分類と性状：　

細菌の基本構造、物質代謝について説明する。

微生物の分類と性状：　

ウイルス、真菌、原虫について説明する。

微生物の遺伝学：

微生物遺伝子の進化と変化、微生物遺伝子の応用について説明する。

感染制御：　感染と発病のメカニズム、感染の免疫について説明する。

発表会１：歴史的に重要な感染症

滅菌と消毒：

物理的方法、科学的方法、薬剤による消毒について説明する。

感染症の検出と診断、感染における病原因子について説明する。

感染症の治療：

化学療法と化学療法薬　化学療法薬の作用機序について説明する。

薬剤耐性：　

薬剤耐性化の仕組みと化学療法薬の臨床的使用について説明する。

発表会2：免疫の種類と免疫関連疾患

免疫の基礎：

自然免疫、微生物の認識と排除機構について補体系を含めて説明する。

自然免疫から獲得免疫：

抗原処理と提示、免疫担当細胞について説明する。

体液性免疫について説明する。

細胞性免疫、粘膜免疫について説明する。

過敏症（アレルギー）について説明する。

発表会3：主要な感染症について（細菌性疾患１）

免疫不全、自己免疫疾患について説明する。

ワクチンによる感染予防について説明する。

ワクチンの問題点と副反応、抗原非特異的免疫療法について説明する。

各論：グラム陽性球菌：

レンサ球菌属に含まれる病原細菌とその感染症について説明する。

各論：グラム陽性球菌：

ブドウ球菌属に含まれる病原細菌とその感染症について説明する。

発表会4：主要な感染症について（ウイルス性疾患）

各論：グラム陽性桿菌とグラム陰性球菌：

非芽胞形成性グラム陽性桿菌、グラム陰性桿菌に含まれる病原細菌について

説明する。

各論：グラム陰性桿菌：

腸内細菌科に含まれる菌について説明する。また含まれる病原微生物（大腸

菌、コレラ菌等）について説明する。

各論：グラム陰性桿菌、らせん菌

らせん菌、緑膿菌、百日咳菌、レジオネラ等の病原菌にについて説明する。 講義室3A

42,43回

44,45回 7 28 月 4、5 内藤

内藤 講義室3A

38,39回 6 30 月 2、３

7 14 月 2、３

内藤 講義室3A

40,41回 7 7 月 2、３

内藤 講義室3A

36,37回 6 23 月 2、３ 内藤 講義室3A

34,35回

内藤 講義室3A

31回 6 3 火 2

6 16 月 2、３

内藤 講義室3A

32,33回 6 9 月 2、３

内藤 講義室3A

29,30回 6 2 月 2、３ 内藤 講義室3A

27,28回

内藤 講義室3A

23,24回 5 20 火 2、３

5 27 火 2、３

内藤 講義室3A

25,26回 5 26 月 2、３

内藤 講義室3A

21,22回 5 19 月 2、３ 内藤 講義室3A

19,20回

内藤 講義室3A

15,16回 4 28 月 2、３

5 13 火 2、３

内藤 講義室3A

17,18回 5 12 月 2、３

内藤 講義室3A

13,14回 4 22 火 2、３ 内藤 講義室3A

11,12回

哲翁 講義室3A

7,8回 4 14 月 2、３

4 21 月 2、３

内藤 講義室3A

9,10回 4 15 火 2、３

哲翁 講義室3A

日程表

1,2回 4 1 火 2、３ 内藤 講義室3A

5,6回 4 8 火 2、３ 内藤 講義室3A

3,4回 4 7 月 2、３ 内藤 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

有芽胞細菌とその感染症について説明する。とくに破傷風菌とボツリヌス菌に

ついてはその産生毒素の作用機構について説明する。

抗酸菌の特徴とその感染症：　結核菌とらい菌について説明する。

う蝕における微生物の役割について説明する。

とくにミュータンスレンサ球菌のう蝕原性について説明する。　

性感染症を引き起こす細菌についてその病態を含めて説明する。

口腔の常在微生物叢

人体の正常フローラ、特に口腔内微生物について説明する。

また口腔における免疫についても説明する。

デンタルプラーク：形成と機能、特徴について説明する。

歯周病における微生物の役割について説明する。

歯周病関連細菌について、とくにP. gingivalis, A. actinomycetemcomitans,
T. forsythiaについて説明する。
う蝕、歯周病の免疫学、病因論に基づいた予防と治療について説明する。

マイコプラズマ、クラミジア、リケッチア、による感染症と病原真菌、原虫につい

て説明する。

ウイルスの特性、構造、分類について説明する。

ウイルスの増殖機構、抗ウイルス剤、インターフェロンについて説明する。

ヘルペスウイルス科、ピコルナウイルス科、オルトミクソウイルス科、パラミクソウ

イルス科、レオウイルス科に含まれるウイルスについて説明する。

カリシウイルス科に含まれるウイルスおよび肝炎ウイルスについて説明する。

がんウイルスについてとくにパピローマウイルス科、レトロウイルス科に含まれる

ウイルスについて説明する。

口腔関連感染症、口腔微生物と全身疾患について説明する。

講義室3A

60回 2 2 月 3 内藤 講義室3A

59回 1 26 月 3 哲翁

講義室3A

58回 1 19 月 3 哲翁 講義室3A

57回 1 5 月 3 内藤

講義室3A

56回 12 22 月 3 内藤 講義室3A

55回 12 15 月 3 内藤

実習室５A

54回 12 8 月 3 内藤
薬学部
講義室１B

53回 12 1 月 3 内藤

講義室3A

52回 11 17 月 3 内藤 講義室3A

51回 11 10 月 3 内藤

講義室3A

50回 11 4 火 3 内藤 講義室3A

49回 10 27 月 3 内藤

48回 10 20 月 3 小松澤 講義室3A

47回 10 6 月 3 大原

日程表

46回 9 29 月 3 内藤 講義室3A

講義室１D

73



年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 月・4～6 火・1 必修選択  必修 単位数 2 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25014118 

科目ナンバリング・コード DNGD22141904 

薬理学及び同実習/ （Pharmacology and it’s experiments） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A、実習室 5C 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

筑波隆幸/tsuta@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 A 棟 5 階歯科薬理学分野教授室/095-819-7652（内 7652）/17：00～18：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 筑波隆幸、坂井詠子、佐藤友昭 （鹿児島大学教授） 

授業の概要 

薬物を生体に投与した時の生体の反応、すなわち薬理作用を学び、その作用の発現や機序を論理的に理解することを目標に

する。これらの知識は将来、医療における薬物治療の基盤となる。 

授業到達目標: 

一般目標 GIO： 

薬物の生体に対する作用（薬力学）と薬物を分解、排泄する現象（薬物動

態学）を理解し、病気の治療に役立てる知識を得ることを目標とする 

個別行動目標 SBOs： 

1.医薬品の分類ならびに薬物と医薬品との関係を理解し説明できる。

2.薬物の作用に関する基本的事項を理解し説明できる。

3.種々の方法で適用された薬物の生体内運命を理解し説明できる。

5.小児，妊婦，高齢者への薬物適用上の注意を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】

C-6-1)-①～③,

C-6-2)-①～⑤

C-6-3)-①～②,

4.薬物の副作用・有害作用の種類とその予防対策を理解し説明できる。 C-6-4)-①～②

C-6-3)-②, E-1-4)-(1)-⑤,⑥

対応するディプロマポリシー 

DP1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

DP３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクターおよび板書を中心とした講義を行なう｡教科書を用いるので，該当する項目に関して予習をしてもらいたい。 

授業内容 （講義） 

1 回目 【総論】薬理学序論    19 回目 薬物と医薬品（２） 59 回目 腎臓・泌尿系薬理（2） 

2 回目 薬理作用の機序   20 回目 【各論】末梢神経薬理（１）  60 回目 まとめ及び問題演習 

3 回目 用量と薬理作用  21 回目 末梢神経薬理（２）  

4 回目 生理活性物質  22 回目 末梢神経薬理（３）      （実習） 

5 回目 細胞内情報伝達（１）  23 回目 末梢神経薬理（４）      29-31 回目 生物学的検定法（１－３）

6 回目 細胞内情報伝達（２）  24 回目中枢神経薬理（１）  33-35 回目中枢神経興奮薬・抑制薬（１－３）

7 回目 受容体と薬物（１）  25 回目 中枢神経薬理（２） 37-39 回目神経筋接合部の薬物（１－３）

8 回目 受容体と薬物（２）  26 回目 中枢神経薬理（３） 41-43 回目自律神経薬理（１－３）

9 回目 イオンチャネルと薬物   27 回目 中枢神経薬理（４） 45-47 回目 薬物による疼痛除去（１－３）

10 回目 酵素と薬物  28 回目 局所麻酔薬  49-51 回目  防腐薬・腐食薬（１－３）

11 回目 トランスポーターと薬物 32 回目 内分泌系薬理  52 回目 発表会の準備と注意点

12 回目 薬物動態（１）  36 回目 消化器系薬理 53-55 回目実習発表会（１－３）

13 回目 薬物動態（２）  40 回目 循環器系薬理 

14 回目 薬物動態（３）  44 回目 オータコイド  

15 回目 薬物の作用因子  48 回目 平滑筋薬理  

16 回目 薬物の連用と併用、相互作用 56 回目 ビタミン 

17 回目 副作用と有害作用  57 回目 救急薬理 

18 回目 薬物と医薬品（１）  58 回目 腎臓・泌尿系薬理（1） 

キーワード 薬物，薬理作用，作用機序 

 教科書・教材・参考書 教科書：現代歯科薬理学（第 7 版）：医歯薬出版 実習書：配布する 

成績評価の方法 3 年前期末の定期試験で，筆記試験を行ない，60 点以上得点すれば合格である｡ 

受講要件(履修条件) 講義は 2/3 以上の出席が必要。実習は特別な理由がない限り、欠席をしないこと 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 授業は原則的にシラバスに沿って行う｡講義で受けた知識を、薬理学実験において，君たちの手で確

認する｡講義の邪魔になると判断したときには，厳格に対応します。お互い気持ちの良い講義・実習に

なるように，協力をお願いします｡ 

による授業科目 

実務経験のある教員 なし 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

䛆⥲論䛇薬理学序論

薬理学の歴史、薬理学のᴫᛕ、薬理学䛿䛹䛖い䛖学問䛷䛒るのか

薬理作用の機序

薬理作用のᵝᘧ、薬理作用の分類について

用㔞と薬理作用

用㔞䇷反応᭤⥺、᭷ຠ㔞、୰毒㔞、⮴Ṛ㔞、㻱㻰50、㻸㻰50,治療ಀᩘ

生理ά性物質

⚄⤒伝㐩物質・オー䝍コイド・䝩ル䝰ン・サイ䝖カイン・成㛗因子について

細胞内᝟ሗ伝㐩（１）

細胞内᝟ሗ伝㐩（䠎）

ཷ容体と薬物（１）

薬物とཷ容体のᴫᛕおよ䜃その᝟ሗ伝㐩について

ཷ容体と薬物（䠎）

薬物とཷ容体のᴫᛕおよ䜃その᝟ሗ伝㐩について

イオンチ䝱ネルと薬物

イオンチ䝱ネルに作用する薬物とその機構について

㓝⣲と薬物

㓝⣲に作用する薬物とその機構について

䝖ランス䝫ー䝍ーと薬物

䝖ランス䝫ー䝍ーに作用する薬物とその機構について

薬物ືែ（１）

薬物ືែ学のᴫᛕ、生体膜㏻過機構、薬物䝖ランス䝫ー䝍ー、

薬物ືែ（䠎）

薬物の㐺用について

薬物ືែ（３）

体内における薬物のື䛝を྾཰、分ᕸ、代謝、排ἥの各ẁ㝵について

薬物の作用因子

薬物耐性、⬺感作、薬物౫Ꮡ、薬物の⵳✚について

薬物の連用とే用、┦஫作用

༠ຊ作用、ᣕ抗作用、薬物の┦஫作用、薬ຊ学的┦஫作用、

薬物ືែ学的┦஫作用について

副作用と᭷ᐖ作用　

୍⯡的᭷ᐖ作用、ṑ科㡿ᇦにおける副作用と᭷ᐖ作用、

副作用の予▱と回㑊

薬物と་薬ရ（１）

་薬ရの㐺応、㛤発およ䜃薬ᐖについて

薬物と་薬ရ（䠎）

་薬ရの㐺応、㛤発およ䜃薬ᐖについて

䛆各論䛇ᮎᲈ⚄⤒系薬理（１）

ᮎᲈ⚄⤒系の分類20回 5 13 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

ᆏ஭ 講義室3A

17回 5 12 月 4

19回 5 12 月 6

⟃Ἴ 講義室3A

18回 5 12 月 5

ᆏ஭ 講義室3A

16回 4 28 月 6 ⟃Ἴ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

13回 4 22 火 1

15回 4 28 月 5

⟃Ἴ 講義室3A

14回 4 28 月 4

⟃Ἴ 講義室3A

12回 4 21 月 6 ⟃Ἴ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

9回 4 15 火 1

11回 4 21 月 5

⟃Ἴ 講義室3A

10回 4 21 月 4

⟃Ἴ 講義室3A

8回 4 14 月 6 ⟃Ἴ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

5回 4 8 火 1

7回 4 14 月 5

⟃Ἴ 講義室3A

6回 4 14 月 4

⟃Ἴ 講義室3A

4回 4 7 月 6 ⟃Ἴ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

1回 4 1 火 1

3回 4 7 月 5

⟃Ἴ 講義室3A

2回 4 7 月 4

⟃Ἴ 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ᮎᲈ⚄⤒系薬理（䠎）

⚄⤒⠇、⚄⤒➽᥋ྜ㒊に作用する薬物について

ᮎᲈ⚄⤒系薬理（３）

コ䝸ン作ື性⚄⤒、コ䝸ン作ື性薬物、コ䝸ン作ື性ຠᯝ㐽断薬について

ᮎᲈ⚄⤒系薬理（䠐）

アドレ䝘䝸ン作ື性⚄⤒、アドレ䝘䝸ン作ື性薬物、

アドレ䝘䝸ン作ື性ຠᯝ㐽断薬について

୰ᯡ⚄⤒薬理（１）　

全㌟㯞㓉薬、アルコール、ദ╀薬およ䜃㙠㟼薬について

୰ᯡ⚄⤒薬理（䠎）

㯞薬性㙠③薬、ྥ⢭⚄薬について

୰ᯡ⚄⤒薬理（３）

୰ᯡ⚄⤒⯆ዧ薬、䝟ー䜻ン䝋ン病治療薬について

୰ᯡ⚄⤒薬理（䠐）

⬻ᚠ⎔代謝ᨵၿ薬、抗⑵࿈薬について

ᒁᡤ㯞㓉薬

ᒁᡤ㯞㓉薬の作用機序と臨床応用、使用時のὀព点について

ᐇ⩦のὀព点

生物学的検ᐃ法（１）

全㌟㯞㓉薬ᢞ୚によるア䝑䝥アンド䝎ウン法のᐇ㦂

生物学的検ᐃ法（䠎）

㻱㻰50、㻌㻸㻰50のィ⟬、副作用の予▱と回㑊

生物学的検ᐃ法（３）

薬物のే用ຠᯝ、┦஌作用、┦ຍ作用についてのᐇ㦂

内分Ἢ系薬理

代表的な䝩ル䝰ンと䠈それらの過๫症およ䜃Ḟஈ症䠈

䝩ル䝰ン〇剤㻌について

୰ᯡ⚄⤒⯆ዧ薬・ᢚ制薬（１）

୰ᯡ⚄⤒ᢚ制薬（全㌟㯞㓉薬）を作用䛥せた時のຠᯝをほᐹする

୰ᯡ⚄⤒⯆ዧ薬・ᢚ制薬（䠎）

୰ᯡ⚄⤒ᢚ制薬（全㌟㯞㓉薬）を作用䛥せた時のຠᯝをほᐹする

୰ᯡ⚄⤒⯆ዧ薬・ᢚ制薬（３）

୰ᯡ⚄⤒ᢚ制薬（全㌟㯞㓉薬）を作用䛥せた時のຠᯝをほᐹする

消化ჾ系薬理

消化䝩ル䝰ン、೺⫶薬、消化薬、₽⒆治療薬、ୗ⑩薬

⚄⤒➽᥋ྜ㒊の薬物（１）

㦵᱁➽を用いて、ア䝉チルコ䝸ンによる཰⦰作用をほᐹする。

⚄⤒➽᥋ྜ㒊の薬物（2）

㦵᱁➽を用いて、ア䝉チルコ䝸ン㜼ᐖ薬によるᢚ制ຠᯝをほᐹする。

⚄⤒➽᥋ྜ㒊の薬物（３）

㦵᱁➽を用いて、ア䝉チルコ䝸ン㜼ᐖ薬によるᢚ制ຠᯝをほᐹする。 全教員

ᚠ⎔系薬理

ᚰ不全治療薬、不ᩚ⬦治療薬、⊃ᚰ症治療薬、㧗⾑ᅽ薬治療薬について40回 6 17 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

全教員 ᐇ⩦室5㻯

37回 6 16 月 4

39回 6 16 月 6

全教員 ᐇ⩦室5㻯

38回 6 16 月 5

ᐇ⩦室5㻯

36回 6 10 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

全教員 ᐇ⩦室5㻯

33回 6 9 月 4

35回 6 9 月 6

全教員 ᐇ⩦室5㻯

34回 6 9 月 5

全教員 ᐇ⩦室5㻯

32回 6 3 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

全教員 ᐇ⩦室5㻯

29回 6 2 月 4

31回 6 2 月 6

全教員 ᐇ⩦室5㻯

30回 6 2 月 5

全教員 ᐇ⩦室5㻯

28回 5 27 火 1 ᆏ஭ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

25回 5 26 月 4

27回 5 26 月 6

⟃Ἴ 講義室3A

26回 5 26 月 5

⟃Ἴ 講義室3A

24回 5 20 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

⟃Ἴ 講義室3A

21回 5 19 月 4

23回 5 19 月 6

⟃Ἴ 講義室3A

22回 5 19 月 5

⟃Ἴ 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

自ᚊ⚄⤒薬理（１）

䝬グ䝚ス法を用いて、ᖹ⁥➽に自ᚊ⚄⤒系に作用する

ᖹ⁥➽཰⦰作用をほᐹする

自ᚊ⚄⤒薬理（䠎）

䝬グ䝚ス法を用いて、ᖹ⁥➽に自ᚊ⚄⤒系に作用する

ᖹ⁥➽ᘱ⦆作用をほᐹする

自ᚊ⚄⤒薬理（３）

䝬グ䝚ス法を用いて、ᖹ⁥➽に自ᚊ⚄⤒系に作用する

ᖹ⁥➽ᘱ⦆作用をほᐹする

オー䝍コイド

オー䝍コイドと䛿ఱか、化学反応、生ྜ成、生体内のᙺ๭について

生体ア䝭ン、䜶イコサ䝜イド、䝫䝸䝨䝥チド類について

薬物による⑊③除ཤ（１）

ື物を用いて、㯞薬性㙠③薬、ゎ⇕性㙠③薬の㐪いをほᐹする

薬物による⑊③除ཤ（䠎）

ື物を用いて、ᒁᡤ㯞㓉薬とその┦஌作用をほᐹする

薬物による⑊③除ཤ（３）

ື物を用いて、ᒁᡤ㯞㓉薬とその┦஌作用をほᐹする

ᖹ⁥➽・࿧྾➽薬理

ᖹ⁥➽に作用する生理ά性物質と薬理、࿧྾⯆ዧ薬、

࿧྾㙠㟼薬について

防⭉薬・⭉㣗薬（１）

㓟、アルカ䝸、重㔠属、䝣䜵䝜ール類、アル䝕䝠ド類、

䝝䝻䝀ン等の消毒薬の粘膜にᑐする作用をほᐹする

防⭉薬・⭉㣗薬（䠎）

大⭣㦵からのカル䝅䝳ウム⁐出と䝣䝑化物によるᢚ制をほᐹする

防⭉薬・⭉㣗薬（３）

大⭣㦵からのカル䝅䝳ウム⁐出と䝣䝑化物によるᢚ制をほᐹする

発表会の‽ഛとὀព点・グルー䝥分け　進⾜ಀ、発表の㡰␒等を䛝める

ᐇ⩦発表会（１）

生物学的検ᐃ法、୰ᯡ⚄⤒⯆ዧ薬に関する発表と質␲応⟅

ᐇ⩦発表会（䠎）

୰ᯡ⚄⤒ᢚ制薬、自ᚊ⚄⤒薬理に関する発表と質␲応⟅

発表と質␲応⟅

ᐇ⩦発表会（3）

薬物による⑊③除ཤ、防⭉薬およ䜃⭉㣗薬に関する発表と質␲応⟅

䝡䝍䝭ン　

䝡䝍䝭ンのᴫ説、⬡⁐性䝡䝍䝭ン、Ỉ⁐性䝡䝍䝭ンについて

ᩆᛴ薬理

ᩆᛴ時に使用する薬物、ᩆᛴ用薬物と㐺応症

⭈⮚・Ἢᒀ系薬理　（1）

⭈⮚、体液に関する薬理、Ἢᒀჾ系䛷使用する薬物について

⭈⮚・Ἢᒀ系薬理　（䠎）

⭈⮚、体液に関する薬理、Ἢᒀჾ系䛷使用する薬物について

まとめཬ䜃問題₇⩦

講義室3A

全教員 ᐇ⩦室5㻯

全教員 ᐇ⩦室5㻯

60回 7 28 月 6 ⟃Ἴ

58回 7 28 月 2 బ藤 講義室3A

57回 7 22 火 1

講義室3A59回 7 28 月 3 బ藤

⟃Ἴ 講義室3A

56回 7 15 火 1 ᆏ஭ 講義室3A

全教員 講義室3A

53回 7 14 月 4

55回 7 14 月 6

全教員 講義室3A

54回 7 14 月 5

全教員 講義室3A

52回 7 8 火 1 ᆏ஭ 講義室3A

ᐇ⩦室5㻯

49回 7 7 月 4

51回 7 7 月 6

全教員 ᐇ⩦室5㻯

50回 7 7 月 5 全教員

48回 7 1 火 1 ᆏ஭ 講義室3A

47回 6 30 月 6 全教員 ᐇ⩦室5㻯

44回 6 24 火 1 ⟃Ἴ 講義室3A

ᐇ⩦室5㻯

46回 6 30 月 5

45回 6 30 月 4 全教員

全教員 ᐇ⩦室5㻯

41回 6 23 月 4

43回 6 23 月 6

全教員 ᐇ⩦室5㻯

42回 6 23 月 5

全教員 ᐇ⩦室5㻯
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 年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  月・1 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

 

25064416 

科目ナンバリング・コード DNMC22011098 

授業科目名/(英語名) 歯科学のための物理科学/（Physical Science for Dentistry） 

対象年次 １年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 歯学部 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 美佐/misa@nagasaki-u.ac.jp/口腔診断・情報科学分野 医局/095-819-7709 （PHS 98912）/16 時〜 

目等) 

担当教員(オムニバス科 第 1 部：角 美佐, 第 2 部：田代 茂樹, 第 3 部：阿部 薫明, 第 4 部：村田 比呂司 

授業の概要 

歯科学（歯科放射線学, 歯科理工学, 歯科補綴学）を学ぶために必要な物理科学の講義を行い, 歯科学における物理科学

的な理解を深める。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科学（歯科放射線学, 歯科理工学, 歯科補綴学）を学ぶために必要

な物理科学の理解を深める。 

個別行動目標 SBOs： 

○ 磁気共鳴撮像法の原理を説明できる。

○ 基礎放射線学や生物物理科学の基礎を説明できる。

○ 歯科材料学の基礎を説明できる。

○ レオロジーの基礎を説明できる。

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

D-2-5-9

D-2-5-1〜3

B-1-1〜3

B-2-2

対応するディプロマポリシー 

DP1: 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクター, パソコン（LACS）, プリント類の配付, 板書などにより授業を進める。また, 理解度を測るため小テストを 

実施し, 担当教員によっては課題レポートの提出を求める。 

授業内容 

（概要） 

本授業は次の 4 部から構成されている。 

第 1 部（第 1〜4 回）： 角 美佐  磁気共鳴撮像法の原理について解説する。 

第 2 部（第 5〜8 回）： 田代 茂樹  歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学について解説する。 

第 3 部（第 9〜12 回）： 阿部 薫明 歯科材料科学を理解するために必要になる基礎的な物理科学について解説する。 

第 4 部（第 13〜15 回）： 村田 比呂司  歯科材料の物性評価に必要なレオロジーについて解説する。 

（内容） 

1 回目： 磁気共鳴撮像法の基礎（１） 講義 

2 回目： 磁気共鳴撮像法の基礎（２） 講義 

3 回目： 磁気共鳴撮像法の基礎（３） 講義 

4 回目： 磁気共鳴撮像法の基礎（４） 講義と小テスト 

5 回目： 歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学に関する講義と小テスト（１） 

6 回目： 歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学に関する講義と小テスト（２） 

7 回目： 歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学に関する講義と小テスト（３），レポート提出 

8 回目： 歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学に関する講義と小テスト（４） 

9 回目： 歯科材料科学の基礎（１） 講義と小テスト 

10 回目： 歯科材料科学の基礎（２） 講義と小テスト 

11 回目： 歯科材料科学の基礎（３） 講義と小テスト 

12 回目： 歯科材料科学の基礎（４） 講義と小テスト 

13 回目： レオロジーの基礎（１） 講義と小テスト 

14 回目： レオロジーの基礎（２）と応用（１） 講義と小テスト 

15 回目： レオロジーの応用（２） 講義と小テスト 

キーワード 磁気共鳴撮像法, 基礎放射線学, 生物物理科学, 歯科材料科学, レオロジー 

考書 

教科書・教材・参 教材としてプリント等を配付することがある。 

法・基準等 

成 績 評 価 の 方 4 名の担当教員が, 授業中に実施する小テストや課題レポート等により, それぞれ 25 点満点で評価し, 各

教員の評価において 15 点以上を合格とする。4 名の合計点（100 点満点）で最終評価する。 

条件) 

受講要件(履修 4 名の各教員の講義を 2 回以上かつ全体の 2/3 以上出席しなければ, 成績評価の対象とならない。 
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ッセージ) 

備考(学生へのメ 教材として配付された資料がある場合は確実に予習・復習して授業と小テストに臨むこと。 

科目 

実務経験のある ・角 美佐（第 1〜4 回）/長崎大学病院における画像診断業務/最も重要な画像診断モダリティである MRI

教員による授業 の原理を理解するために必要な核磁気共鳴に関する講義を行う

・村田 比呂司（第 13〜15 回）/長崎大学病院における歯科補綴診療業務/歯科補綴学を学ぶ上で必要

なレオロジーに関する講義を行う
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

磁気共鳴撮像法の基礎（１）

核磁気共鳴現象について

磁気共鳴撮像法の基礎（２）

緩和現象について

磁気共鳴撮像法の基礎（３）

MRIにおけるコントラストについて

磁気共鳴撮像法の基礎（４）

小テストを行う。

基礎放射線学，生物物理科学を中心とした講義，演習（１）

歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学についてLACSを用いて講義し，

理解度を確認するための小テストを行う。

基礎放射線学，生物物理科学を中心とした講義，演習（２）

歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学についてLACSを用いて講義し，

理解度を確認するための小テストを行う。レポート課題の提示を行う。

基礎放射線学，生物物理科学を中心とした講義，演習（３）

歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学についてLACSを用いて講義し，

理解度を確認するための計算問題テストを行う。レポートを提出。

基礎放射線学，生物物理科学を中心とした講義，演習（４）

歯科学，生物学研究に必要な基礎的な物理科学についてLACSを用いて講義し，

理解度を確認するための疑似国試問題テストを行う。

歯科材料科学の基礎（１）

歯科材料科学を理解するために必要になる基礎的な物理科学について

解説する。小テストを行う。

歯科材料科学の基礎（２）

歯科材料科学を理解するために必要になる基礎的な物理科学について

解説する。小テストを行う。

歯科材料科学の基礎（３）

歯科材料科学を理解するために必要になる基礎的な物理科学について

解説する。小テストを行う。

歯科材料科学の基礎（４）

歯科材料科学を理解するために必要になる基礎的な物理科学について

解説する。小テストを行う。

レオロジーの基礎（１）

弾性, 粘性について

小テストを行う。

レオロジーの基礎（２）と応用（１）

静的粘弾性及び動的粘弾性、歯科材料への応用

小テストを行う。

レオロジーの応用（２）

歯科材料への応用及びバイオレオロジー

小テストを行う。

日程表

1回 4 7 月 1 角 講義室3B

講義室3B

3回 4 21 月 1 角 講義室3B

2回 4 14 月 1 角

講義室3B

5回 5 12 月 1 田代 講義室3B

4回 4 28 火 1 角

講義室3B

7回 5 26 月 1 田代 講義室3B

6回 5 19 月 1 田代

講義室3B

9回 6 9 月 1 阿部 講義室3B

8回 6 2 月 1 田代

講義室3B

11回 6 23 月 1 阿部 講義室3B

10回 6 16 月 1 阿部

講義室3B

13回 7 7 月 1 村田 講義室3B

12回 6 30 月 1 阿部

講義室3B

15回 7 28 月 1 村田 講義室3B

14回 7 14 月 1 村田
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 年度 2025  学期 1・2Q 曜日・校時  火・4～5 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25064404 

科目ナンバリング・コード ＤＮＭＣ11011098 

細胞生物学プラクシス/（Praxis of Cell Biology） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義・発表形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

伊藤公成/itok@nagasaki-u.ac.jp/A 棟 7 階 707 号室/095-819-7487（内 7487）/12：00～13：00 

担当教員(オム 小山田常一/oyamada@、上野智也/uenot@、筑波隆幸/tsuta@、 

ニバス科目等) 野口東美/az-noguchi@、中村渉/wataru_nakamura@、門脇知子/tomokok@、伊藤公成/itok@ 

授業の概要 

基礎歯科医学を学ぶ上で基本となる細胞生物学について演習形式で学習し、理解を深める。 

授業到達目標 

細胞の営みの概略を理解し、説明できる。 

一般目標 GIO：細胞生物学を中心に、大学で習得すべきライフサイエンス

に関する基礎知識を身に付ける。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 細胞機能の基本を説明する。

2. 細胞構造の基本を説明する。

3. 組織の発生、個体機能の基本を説明する。

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-2-1, -2, -3, A-2-1, -2, -3

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ１１：未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

細胞生物学に関するテーマについて、小グループで自学自習し、その結果を発表し討論する。 

授業内容 

1.2 回目 顎顔面解剖学： 顎顔面領域の形態と変化； 講義と発表 

3.4 回目 分子腫瘍生物学： データサイエンスから読み解く生物学； 講義と発表 

5.6 回目 歯科薬理学： 膜の構造および膜を通した輸送； 演習と発表 

7.8 回目 加齢口腔生理学： 体内時計が制御する「規則正しい生活」； 演習と発表 

9.10 回目 フロンティア生命科学： 細胞内オルガネラとその機能； 演習と発表 

11.12 回目 硬組織発生再生学： 染色体と細胞核のダイナミクス および遺伝子音楽のハーモニー； 講義と発表 

13～15 回目 分子腫瘍生物学： 正常細胞とがん細胞； 講義と発表 

キーワード 細胞生物学、分子生物学、生化学、分子遺伝学 

 教科書・教材・参考書 Essential 細胞生物学 （南江堂） 

準等 

成績評価の方法・基 授業への積極的な参加状況、成果発表の良否及びレポートを総合的に判断し評価する。 

受講要件(履修条件) 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 図書館を利用し、関連図書や引用文献を読み、理解を深めること。 

発表や討論には積極的に参加すること。 

質問等は講義終了後あるいは直接担当教員を訪ねてください。 

による授業科目 

実務経験のある教員 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

体内時計の神経科学／演習

体内時計の生理学／発表

細胞内オルガネラとその機能／演習

細胞内オルガネラとその機能／発表

正常細胞とがん細胞／講義

正常細胞とがん細胞／発表

小山田常一 講義室3B

小山田常一 講義室3B

上野智也 講義室3B

筑波隆幸 講義室3B

上野智也 講義室3B

筑波隆幸 講義室3B

6 3 火 4～5 講義室3B中村渉

中村渉

17 火 4～59回 6

7回

8回 6 10 火 4～5 講義室3B

火 4～5

染色体と細胞核のダイナミクス および遺伝子音楽のハーモニー／講義

門脇知子 講義室3B

門脇知子 講義室3B

11回 7 1 火 4～5 講義室3B

10回 6 24

講義室3B

12回 7 8 火 1～2 染色体と細胞核のダイナミクス および遺伝子音楽のハーモニー／発表

22 火 4～5

講義室3B

13回 7 15 火 4～5

伊藤公成 講義室3B

講義室3B

14回 7

伊藤公成15回 7 29 火 4～5 正常細胞とがん細胞／発表

野口東美

野口東美

1回 4 8 火 4～5 顎顔面領域の形態と変化／講義

2回 4 15 火 4～5 顎顔面領域の形態と変化／発表

3回 4 22 火 4～5 データサイエンスから読み解く生物学／講義

4回 5 13 火 4～5 データサイエンスから読み解く生物学／発表

5回 5 20 火 4～5 膜の構造および膜を通した輸送体／演習

6回 5 27 火 4～5 膜の構造および膜を通した輸送体／発表

伊藤公成

82



年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  月・2 火・2 (4 回目) 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064406 

DNMC11021098 

細胞生物学入門Ⅰ/（Essential Cell l Biology Ⅰ） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

伊藤公成/itok@nagasaki-u.ac.jp/A 棟 7 階 707 号室/095-819-7487（内 7487）/12：00～13：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 大谷昇平/s-otani@，佐藤啓子/satou@，上野智也/uenot@，伊藤公成/itok@ 

授業の概要 

歯科医学を学ぶ上で基本となる細胞生物学について理解する。 

授業到達目標 

細胞の構造・機能の概略を理解し、説明できる。 

一般目標 GIO：細胞生物学を中心に、大学で習得すべきライフ

サイエンスに関する基礎知識を身に付ける。

個別行動目標 SBOs： 

1．細胞機能の基本を理解する。

2．細胞構造の基本を理解する。

3．組織、個体機能の基本を理解する。

4．生命科学の解析法の基本を理解する

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-2-1, -2, -3, A-2-1, -2, -3

A-1-3-5, -6

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクター及び板書を中心とし、教科書に沿って単元ごとに講義を行う。教科書を用いるので、該当する項目に関して

予習をしてきてください。 

授業内容 

1 回目 細胞：生命の基本単位： 細胞について，研究対象としてのモデル生物について学ぶ （1 章） 

2, 3 回目 細胞の化学成分： 生命体はすべて化学と物理学の法則に従う。細胞を構成する分子の化学とそれらの相互作用

の基礎を学ぶ （2 章） 

4, 5 回目 エネルギー, 触媒作用, 生合成： 生物におけるエネルギー変換に必須である酵素の触媒作用について学ぶ 

（3 章）。 

6～８ 回目 タンパク質の構造と機能， DNA と染色体： タンパク質の構造はアミノ酸配列によって決まることを理解し，個々

のタンパク質の機能と密接に関連することを学ぶ (4 章) DNA と染色体の構造について学ぶ（5 章） 

９, 10 回目 DNA の複製と修復: DNA 複製と DNA 修復の機構について学ぶ (6 章) 

11～13 回目 DNA からタンパク質へ，遺伝子発現の調節: 細胞がゲノム DNA を読み取るしくみを学ぶ (7 章) 転写因子の

重要性について学ぶ （8 章） 

14, 15 回目 遺伝子の構造と機能解析： 現在のライフサイエンスで使用される遺伝子解析手法について学ぶ （10 章） 

キーワード 細胞、遺伝子、タンパク質 

 教科書・教材・参考書 Essential 細胞生物学 （南江堂） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験期間中に行う筆記試験の得点により評価する。 

受講要件(履修条件) 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 教科書に沿って進められるので，必ず予習をしておくこと。また、質問等は講義終了後あるいは直接担

当教員の部屋を訪ねてください。 

による授業科目 

実務経験のある教員 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

15回 7 28 月 2 講義室3B

14 月 2

遺伝子の構造と機能解析：　現在のライフサイエンスで使用される遺伝子解析
手法について学ぶ （10章）。

講義室3B

伊藤公成

講義室3B

2

14回 7

12回 6 30 月

13回 7 7 月

11回 6 23 月 2 講義室3B

DNAからタンパク質へ，遺伝子発現の調節: 細胞がゲノムDNAを読み取るしく
みを学ぶ (7章)。　転写因子の重要性について学ぶ （8章）。

伊藤公成

2 講義室3B

講義室3B

16 月 2

講義室3B

講義室3B

2

上野智也

10回 6

8回 6 2 月

9回 6 9 月

7回 5 26 月 講義室3B
タンパク質の構造と機能，DNAと染色体：タンパク質の構造はアミノ酸配

することを学ぶ (4章)。DNAと染色体の構造について学ぶ（5章)。
2 列によって決まることを理解し，個々のタンパク質の機能と密接に関連 佐藤啓子

講義室3B

19 月 2

大谷昇平

講義室3B

講義室3B

2

エネルギー, 触媒作用, 生合成：　生物におけるエネルギー変換に必須である
酵素の触媒作用について学ぶ （3章）。

5回 5 12 月 2

28 月

2
細胞：生命の基本単位：　細胞について、研究対象としてのモデル生物につい
て学ぶ （1章）。

伊藤公成 講義室3B

6回 5

4回 4

講義室3B

2 講義室3B3回 4 21 月

1回 4 7 月

2回 4 14 月 2

細胞の化学成分： 生命体はすべて化学と物理学の法則に従う。細胞を構成す
る分子の化学とそれらの相互作用の基礎を学ぶ （2章）。

伊藤公成

2

DNAの複製と修復: DNA複製とDNA修復の機構について学ぶ (6章)。
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時  月・2 火・2 (5 回目) 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064407 

DNMC11031098 

細胞生物学入門Ⅱ/（Essential Cell Biology Ⅱ） 

対象年次 1 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

伊藤公成/itok@nagasaki-u.ac.jp/A 棟 7 階 707 号室/095-819-7487（内 7487）/12：00～13：00 

担当教員(オム 坂井詠子/eiko-s@、永野健一/k-nagano@、森石武史/moriishi@、 門脇知子/tomokok@、 

ニバス科目等) 片瀬直樹/katase@、 伊藤公成/itok@ 

授業の概要 

歯科医学を学ぶ上で基本となる細胞生物学について理解する。 

授業到達目標 

細胞の構造・機能の概略を理解し、説明できる。 

一般目標 GIO：細胞生物学を中心に、大学で習得すべきライフ

サイエンスに関する基礎知識を身に付ける。

個別行動目標 SBOs： 

1．細胞機能の基本を理解する。

2．細胞構造の基本を理解する。

3．組織、個体機能の基本を理解する。

4．生命科学の解析法の基本を理解する

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-1-1, -2, -3, -4, -5

A-2-1, -2, -3, A-2-1, -2, -3

A-1-3-5, -6

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクター及び板書を中心とし、教科書に沿って単元ごとに講義を行う。教科書を用いるので、該当する項目に関して

予習をしてきてください。 

授業内容 

1, 2 回目 膜の構造について学ぶ (11 章) 

3, 4 回目 膜輸送について学ぶ (12 章) 

5, 6 回目 細胞が食物からエネルギーを得るしくみ：生物におけるエネルギー獲得経路とは何か, またそれらが整然と制御さ 

れていることを学ぶ (13 章) 

7 回目 ミトコンドリアにおけるエネルギー生産： 生物はどのようにしてエネルギー変換機構を獲得したのか, そのエネルギー 

獲得における膜の役割について学ぶ (14 章) 

8, 9 回目 細胞内区画と細胞内輸送： 細胞小器官の機能とそれぞれの小器官にタンパク質が輸送されていくしくみを学ぶ 

(15 章) 

10, 11 回目 細胞の情報伝達、細胞骨格について学ぶ (16, 17 章) 

12, 13 回目 細胞周期と細胞分裂について学ぶ (18 章) 

14, 15 回目 がん化のメカニズムとがん遺伝子・がん抑制遺伝子について学ぶ （20 章） 

キーワード 細胞、遺伝子、タンパク質 

 教科書・教材・参考書 Essential 細胞生物学 （南江堂） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験期間中に行う筆記試験の得点により評価する。 

受講要件(履修条件) 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 教科書に沿って進められるので、必ず予習をしておくこと。また、質問等は講義終了後あるいは直接担

当教員の部屋を訪ねてください。 

による授業科目 

実務経験のある教員 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

15回 2 2 月 2 講義室3B

講義室3B

26 月 2

がん化のメカニズムとがん遺伝子・がん抑制遺伝子について学ぶ（20章）

伊藤公成

講義室3B

伊藤公成

講義室3B

2

細胞周期と細胞分裂（18章）

13回 1 19 月 2

14回 1

12回 1 5 月

11回 12 22 月 2 講義室3B

C棟１階
講義室１B

15 月 2

細胞の情報伝達，細胞骨格（16,17章）

門脇知子

C棟１階
講義室１B

片瀬直樹

講義室3B

2

細胞内区画と細胞内輸送:　細胞小器官の機能とそれぞれの小器官にタンパ
ク質が輸送されていくしくみを学ぶ（15章）

9回 12 8 月 2

10回 12

8回 12 1 月

7回 11 17 月 4 講義室3B

11 4 火 2

6回 11 講義室3B

C棟１階
講義室１B

講義室3B

ミトコンドリアと葉緑体におけるエネルギー生産:　生物はどのようにしてエネル
ギー変換機構を獲得したのか。そのエネルギー獲得における膜の役割につい
て学ぶ（14章）

森石武史

講義室3B

坂井詠子

森石武史

講義室3B

永野健一

日程表

1回 9 29 月

講義室3B

膜の構造:　脂質二重層，膜タンパク質（11章）

膜輸送:　搬体タンパク質とその機能，イオンチャネルと膜電位，神経細胞のイ
オンチャネルとシグナル伝達（12章）

2

2回

細胞が食物からエネルギーを得るしくみ:　生物におけるエネルギー獲得経路
とは何か，またそれらは整然と制御されていることを学ぶ（13章）

4回 10 27 月 2

10 月 2

5回

3回 10 20 月 2

10 6 月 2
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口腔生命科学各論Ⅰ（3年次生） 

 

（１）口腔解剖学及び同実習       （3年）・・・・・・・・・・・ 88 

（２）口腔組織学及び同実習       （3年）・・・・・・・・・・・ 90 

（３）口腔生理学            （3年）・・・・・・・・・・・ 93 

（４）口腔生化学            （3年）・・・・・・・・・・・195 

（５）歯科理工学実験          （3年）・・・・・・・・・・・ 98  

（６）口腔病理学及び同実習        （3年）・・・・・・・・・・・101  

（７）口腔微生物学実習         （3年）・・・・・・・・・・・105  

（８）歯科薬理学            （3年）・・・・・・・・・・・107 

（９）医学統計学            （3年）・・・・・・・・・・・109  

（10）歯科法医学            （3年）・・・・・・・・・・・111  

 



年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 金・2～3 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024201 

科目ナンバリング・コード DNGD22151981 

口腔解剖学及び同実習/ （Oral Anatomy and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  歯学部 解剖実習室、講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

小山田常一 /oyamada@nagasaki-u.ac.jp /顎顔面解剖学分野セミナー室/095-819-7627/火、金 16：30～18：00 

担当教員(オムニバス科目等) 小山田常一 oyamada@ 

授業の概要 

口腔領域の基本構造並びに諸器官の相互位置関係を解剖学的に学習する。あわせて、病態や機能と関連付けて思考する

ことができる応用力を養う。また、天然歯の鑑別を通して歯の形態や咬合などの理解を深める。ヒトの歯の一般的な形態を理

解し、各歯種の特徴、各歯種間の相違点及び歯種内で各歯を識別する能力を養う。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

ヒトの歯の形態について、歯列、歯種間、歯種内における各歯の解

剖学的特徴を理解したうえで、さらに歯の配列と咬合、歯の異常と年

齢的変化について理解する。

個別行動目標 SBOs： 

（１） 歯の構造と機能を説明できる。

（２） 各歯の特徴を説明できる。

（３） 歯種を鑑別できる。

（４） 歯と顎骨の進化について説明できる。

（５） 乳歯と永久歯の違いを説明できる。

（６） 咬合の定義を説明できる。

（７） 歯の退化について説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

E-2-2)-④, E-3-1)-②

対応するディプロマポリシー 

DP1：歯科口腔医学に関する基礎知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

義及び歯の鑑別を行う。適宜、プリント、模型、スライド等を使用する。原則として標本または模型を提示しながら行う。 

授業内容 

1-2 回目 歯の解剖学総論 (1)

3-4 回目 歯の解剖学総論 (2)

5-6 回目 永久歯（切歯）の形態

7-8 回目 永久歯（犬歯）の形態

9-10 回目 永久歯（小臼歯）の形態 (1)

11-12 回目 永久歯（小臼歯）の形態 (2)

13-14 回目 永久歯（大臼歯）の形態 (1)

15-16 回目 永久歯（大臼歯）の形態 (2)

17-18 回目 乳歯の形態 (1)

19-20 回目 乳歯の形態 (2)

21-22 回目 歯の配列と咬合

23-24 回目 歯の異常と歯の年齢的変化

25-27 回目 天然歯の観察と歯種の鑑別実習 (1)

28-30 回目 天然歯の観察と歯種の鑑別実習 (2)

31-33 回目 天然歯の観察と歯種の鑑別実習 (3)

34-36 回目 口腔解剖学のまとめ及び筆記・鑑別試験

教科書・教材・参考書 教科書：歯の解剖学（藤田恒太郎著、金原出版） 

参考書：歯の解剖学入門（赤井三千男ら著、医歯薬出版） 

等 

成績評価の方法・基準 ３年次前期試験期間中に筆記試験、歯の鑑別試験を行い、成績が１００点満点で６０点以上の者を合

格とする。 

受講要件(履修条件) 講義には毎回出席し、ノートを取ること。質問は随時受け付けるが、オフィスアワーでも受け付ける。

面談の際はあらかじめメールで時間調整を行うこと。 

備考(学生へのメッセージ) 教科書、参考書などで充分予習を行っておくこと。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・小山田 常一／歯科医師として歯科医院での実務経験／歯科医院での実務経験を基に講義･実

習指導を行う。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯の解剖学総論（１）

歯の解剖学総論（２）

永久歯（切歯）の形態

永久歯（犬歯）の形態

永久歯（小臼歯）の形態(1)

永久歯（小臼歯）の形態(2)

永久歯（大臼歯）の形態(1)

永久歯（大臼歯）の形態(2)

乳歯の形態(1)

乳歯の形態(2)

歯の配列と咬合

歯の異常と歯の年齢的変化

天然歯の観察と歯種の鑑別実習(1)

天然歯の観察と歯種の鑑別実習(2)

天然歯の観察と歯種の鑑別実習(3)

口腔解剖学のまとめ及び筆記・鑑別試験

講義室3A34～36回 7 25 金 1～3 小山田常一

解剖実習室（歯）

31～33回 7 11 金 1～3 小山田常一 解剖実習室（歯）

28～30回 7 4 金 1～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）

25～27回 6 27 金 1～3 小山田常一 解剖実習室（歯）

23～24回 6 20 金 2～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）

21～22回 6 13 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

19～20回 6 6 金 2～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）

17～18回 5 30 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

15～16回 5 23 金 2～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）

13～14回 5 16 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

11～12回 5 9 金 2～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）

9～10回 5 2 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

7～8回 4 25 金 2～3 小山田常一

講義室3A または
解剖実習室（歯）歯の種類と名称、歯の記号、歯式、方向用語、各部の名称、

歯に共通する特徴など

5～6回 4 18 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

3～4回 4 11 金 2～3 小山田常一

日程表

1～2回 4 4 金 2～3 小山田常一
講義室3A または
解剖実習室（歯）

歯とは何か、歯の保持、歯の機能、外形、内部構造、歯周組
織など
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 水・4～7 必修選択  必修 単位数 2 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024202 

科目ナンバリング・コード DNGD22161981 

口腔組織学及び同実習/ （Oral Histology and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A（一部３B）、実習室 5B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

松下祐樹/yukimatsushita@nagasaki-u.ac.jp /教授室 /095-819-7630（内 7632）/17：00～18：00 

担当教員(オム 講義：松下祐樹、森石武史、野口東美、新井祐貴（非常勤講師） 

ニバス科目等) 実習：松下祐樹、森石武史、野口東美 

授業の概要 

組織学とは、顕微鏡を用いて正常組織の構造と機能を解析する学問である。口腔組織学では、将来歯科医師として病理変

化を正確に判断できるように、口腔内組織と口腔周囲組織の正常な構造と機能に関する知識の習得を目指す。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

頭頸部、口腔、及び隣接領域、消化管の基本的な構造と機能を理解する。 

歯と歯周組織の常態を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 消化管の基本構造、消化機能及び調節機構を説明できる。

2. 扁桃の構造、分布及び機能を説明できる。

3. 口唇と口腔粘膜の分類と特徴を説明できる。

4. 舌の構造と機能を説明できる。

5. 唾液腺の構造、機能及び分泌調節機序を説明できる。

6. 味覚器の構造と分布、味覚の受容と伝達機構を説明できる。

7. 歯の発生、発育及び交換の過程と変化を説明できる。

び構成成分を説明できる。

9. 歯髄の構造と機能を説明できる。

10. 歯周組織の発生、構造及び機能を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】

C-3-4)-(7)-①

E-2-1)-⑳

E-2-2)-②

E-2-2)-③

E-2-2)-⑥

E-2-2)-⑩

E-3-1)-①

8. 歯（乳歯、根未完成歯、幼若永久歯を含む）の硬組織の構造、機能及 E-3-1)-④

E-3-1)-⑤

E-3-1)-⑥

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ１:歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

パワーポイントとプリントを用いた講義、および組織標本の観察とスケッチを行う。 

授業内容 

1 回目 消化管①－食道・胃（講義・実習） 

講義：消化管の基本構造と食道および胃の構造的、機能的特徴 

実習：ヒト食道・噴門・胃底・幽門の標本の顕微鏡観察 

2 回目 消化管②－小腸・大腸（講義・実習） 

講義：小腸と大腸の構造的、機能的特徴 

実習：ヒト十二指腸・回腸・空腸・虫垂・結腸の標本の顕微鏡観察 

3 回目 口腔諸器官①－口腔粘膜・舌・扁桃（講義・実習） 

講義：口腔粘膜、舌（味蕾）、扁桃の構造的、機能的特徴 

  実習：ヒト口唇・頬・舌・硬口蓋、モルモット舌の標本の顕微鏡観察 

4 回目 口腔諸器官②－唾液腺（講義・実習） 

講義：唾液腺の基本構造、大唾液腺と小唾液腺の組織学的特徴・機能的相違点 

実習：ヒト大唾液腺（耳下腺・顎下腺・舌下腺）の標本の顕微鏡観察 

5 回目 消化管・口腔諸器官の総括①：消化管・口腔諸器官のまとめ 

6 回目 消化管・口腔諸器官の総括②：消化管・口腔諸器官についての知識の確認 

7 回目 歯の発生①（講義・実習） 

講義：歯の発生の概略、歯牙組織の起源、歯胚発生段階の分類、歯胚発生における上皮間葉相互作用と分子調節 

実習：ヒト８週胎児歯胚およびマウス歯胚の標本の顕微鏡観察 

8 回目 歯の発生②（講義・実習） 

講義：歯冠形成過程における象牙質・エナメル質の形成過程 

実習：ヒト４ヶ月および 6 ヶ月胎児の歯胚脱灰標本の顕微鏡観察 

9 回目 歯の発生③（講義・実習） 

講義：歯根と歯周組織の発生、歯根・歯周組織形成におけるヘルトヴィッヒの上皮鞘と歯小嚢の役割 

実習：ヒト６ヶ月胎児歯胚脱灰標本およびマウス歯胚脱灰標本の顕微鏡観察 

10 回目 エナメル質（講義・実習） 

講義：エナメル小柱の組織学的特徴、エネメル質に特徴的な構造（エナメル紡錘・エナメル叢等）、成長線（横紋等） 

実習：ヒト歯牙研磨標本の顕微鏡観察 

11 回目 象牙質・歯髄（講義） 

象牙細管と基質からなる象牙質の基本構造、場所による象牙質の分類、石灰化に起因する構造・成長線 90



歯髄の組織学的特徴（象牙質形成層と固有歯髄） 

12 回目 象牙質・歯髄（実習） 

ヒト歯牙研磨標本および脱灰標本の顕微鏡観察

13 回目 歯周組織・顎関節（講義） 

歯周組織の組織学的特徴、歯根膜を介した歯と歯槽骨の結合様式の構造的理解、顎関節の組織学的特徴 

14 回目 歯周組織（実習） 

ヒト歯牙脱灰標本の顕微鏡観察

15 回目 歯・歯周組織・顎関節の総括：歯・歯周組織・顎関節の発生および組織学的特徴のまとめ 

キーワード 口腔軟組織、消化管、歯胚、歯牙組織、顕微鏡 

 教科書・教材・参考書 教科書：入門組織学 改訂第 2 版（牛木辰男著、南江堂）、口腔の発生と組織（田畑純著、南山堂） 

参考書：カラーアトラス口腔組織発生学（磯川桂太郎ら編、わかば出版）  

口腔組織･発生学 第 2 版（脇田稔ら編、医歯薬出版） 

バーチャルスライド口腔組織学（田畑純ら著、羊土社） 

教材：授業プリント、ヒトおよび各種動物の組織標本 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験と実習試験を、それぞれ中間試験と定期試験に分けて行う。また、実習のミニテストやスケッ

チの評価も行い、総合的に評価する。詳細は講義開始時、および LACS で提示する。実習試験はパワ

ーポイントによる出題形式で行う。

 受講要件(履修条件) なし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ ２年次の組織学をよく復習しておきましょう。 

実務経験のある教員

による授業科目 

・松下 祐樹／神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科、東京医科歯科大学歯学部附属病院顎顔面

外科、長崎大学病院口腔外科における歯科・口腔外科診療の実務経験／歯科・口腔外科診療の実

務経験を踏まえ、口腔組織・発生学に関する講義を行う。

・新井 祐貴／東京医科歯科大学歯学部附属病院義歯外来における歯科診療の実務経験／歯科診

療の実務経験を踏まえ、口腔組織・発生学に関する講義を行う。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

消化管①－食道・胃

講義：消化管の基本構造と食道および胃の構造的、機能的特徴

実習：ヒト食道・噴門・胃底・幽門の標本の顕微鏡観察

消化管②－小腸・大腸

講義：小腸と大腸の構造的、機能的特徴

実習：ヒト十二指腸・回腸・空腸・虫垂・結腸の標本の顕微鏡観察

口腔諸器官①－口腔粘膜・舌・扁桃

講義：口腔粘膜、舌（味蕾）、扁桃の構造的、機能的特徴

実習：ヒト口唇・頬・舌・硬口蓋、モルモット舌の標本の顕微鏡観察

口腔諸器官②－唾液腺

講義：唾液腺の基本構造と大唾液腺と小唾液腺の組織学的特徴

実習：ヒト大唾液腺（耳下腺・顎下腺・舌下腺）の標本の顕微鏡観察

消化管・口腔諸器官の総括①

消化管（食道・胃・小腸・大腸）についてのまとめ

口腔諸器官（口腔粘膜・舌・扁桃・唾液腺）についてのまとめ

消化管・口腔諸器官の総括②

消化管および口腔諸器官に関する知識の確認

歯の発生①

講義：歯の発生の概略、歯牙組織の起源、歯胚の初期発生

実習：ヒト８週胎児歯胚およびマウス歯胚の標本の顕微鏡観察

歯の発生②

講義：歯冠形成過程

実習：ヒト４ヶ月および6ヶ月胎児の歯胚脱灰標本の顕微鏡観察

歯の発生③

講義：歯根形成過程

実習：ヒト６ヶ月胎児歯胚脱灰標本およびマウス歯胚脱灰標本の顕微鏡観察

エナメル質

講義：エナメル質の組織学的特徴

実習：ヒト歯牙研磨標本の顕微鏡観察

象牙質・歯髄（講義）

講義：象牙質と歯髄の組織学的特徴

象牙質・歯髄（実習）

実習：ヒト歯牙研磨標本および脱灰標本の顕微鏡観察

歯周組織・顎関節（講義）

講義：歯周組織（セメント質・歯根膜・歯槽骨・歯肉）、顎関節の組織学的特徴

歯周組織（実習）

実習：ヒト歯牙脱灰標本における歯周組織の顕微鏡観察

歯・歯周組織・顎関節の総括

歯・歯周組織・顎関節の発生および組織学的特徴のまとめ
講義室3A・
実習室5B

15回 7 9 水 4～7
松下・森石・

野口

松下・森石・
野口

講義室3A

12回 6 18 水 4～7
松下・森石・

野口

14回 7 2 水 4～7
松下・森石・

野口

実習室5B

13回 6 25 水 4～7

実習室5B

11回 6 11 水 4～7
松下・森石・

野口
講義室3A

新井
松下・森石・ 講義室3A・

実習室5B

8回 5 22 木 4～7
新井

10回 6 4 水 4～7
野口

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

9回 5 28 水 4～7

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

7回 5 21 水 4～7
新井

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

野口
松下・森石・ 講義室3A・

実習室5B

4回 4 23 水 4～7
野口

6回 5 7 水 4～7
野口

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

5回 4 30 水 4～7

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

日程表

1回 4 2 水 4～7
野口

松下・森石・ 講義室3B・
実習室5B

3回 4 16 水 4～7
野口

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B

2回 4 9 水 4～7
野口

松下・森石・ 講義室3A・
実習室5B
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 金・2～3 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25024203 

DNGD22171982 

口腔生理学/ （Oral physiology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A（一部３B） 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

中村渉/wataru_nakamura@nagasaki-u.ac.jp /A 棟 4 階 401 号室/095-819-7638（内 7636）/16：00～18：00 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

中村 渉、内田仁司、田原優（広島大学）上野尚雄（国立がん研究センター中央病院）、小柳 悟（九州

大学薬学部）、柏﨑晴彦 (九大歯学部）、大島昇平(北大歯学部）、三嶋博之（原爆後障害医療研究所） 

金山健夫（国立がん研究センター中央病院） 

授業の概要 

 

口腔顔面部位の組織と器官の正常な機能を理解し，これらを生体として統合的に理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科口腔医学において、口腔領域の正常な機能を知り、疾患の予防・診断

を適切に行い、機能維持を図れるようになるために、生体の特性を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

 1. 生命科学者としの探求心を養成する。 

 2. 能動的な学びへの鍛錬を行う。 

 3. 顎顔面口腔領域を構成する細胞、組織と器官の機能を理解する。 

 

 

【平成 28年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

 

1. A-8-1) 

2. A-9-1) 

3. C-3-3), C-3-4), E-2-1), E-2-2) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクターや板書で授業を進め，必要に応じてプリントを配布する。 

授業内容 

1 回目 １０月 ３日（金）     加齢口腔生理学序論      

2 回目 １０月１０日（金）     唾液腺と唾液         

3 回目 １０月１７日（金）     時間栄養学          

4 回目 １０月２４日（金）     発声・言語          

5 回目 １０月３１日（金）     臨床加齢口腔生理学      

6 回目 １１月 ７日（金）     高齢者の生理学的特徴     

7 回目 １１月１４日（金）     味覚          

8 回目 １１月２１日（金）     咀嚼・嚥下          

9 回目 １１月２８日（金）     顎位・顎運動         

10 回目 １２月 ５日（金）     口腔機能と時間生理学     

11 回目  １２月１２日（金）     痛覚        

12 回目 １２月１９日（金）     口腔遺伝学          

13 回目  １月 ９日（金）     口腔生理学から生涯歯科学へ  

14 回目  １月１６日（金）     口腔生理学問題演習      

15 回目   １月３０日（金）     加齢口腔生理学まとめ     

キーワード 嚥下，唾液，消化酵素，栄養素，嗅覚，味覚，歯痛，発声，顎運動 

教科書・教材・参考書 教科書 :  基礎歯科生理学 第 7 版，岩田・井上・舩橋・加藤編，医歯薬出版 

参考書１:  Guyton and Hall Textbook of Medical Physiology 13th Edition 

参考書２： 標準生理学 第 9 版，本間研一監修，医学書院 

成績評価の方法・基

準等 

期末試験の成績により評価する。 

受講要件(履修条件) なし 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

生理学を復習しておくこと。 

実務経験のある教員

による授業科目 

・中村 渉/北海道大学病院歯科診療センターにおける歯科臨床実務経験/小児障がい者歯科臨床 

実務経験に基づき口腔生理学講義を担当する。 

・上野 尚雄/国立がん研究センターでの歯科臨床実務経験/国立がん研究センター歯科医長の立場

より、臨床加齢口腔生理学の講義を担当している。 

・三嶋 博之/北海道大学病院歯科診療センターにおける歯科臨床実務経験/口腔外科臨床実務経

験に基づき口腔生理学講義を担当する。 

・柏﨑 晴彦/九州大学病院高齢者歯科における歯科臨床実務経験/高齢者歯科臨床実務経験に基

づき口腔生理学講義を担当する。 

・大島 昇平/北海道大学病院歯科診療センターにおける歯科臨床実務経験/小児障がい者歯科臨

床実務経験に基づき口腔生理学の講義を担当する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

中村渉 講義室3A

15回 1 30 金
2～3
(II)

口腔生理学まとめ
中村渉

/内田仁司
講義室3A

14回 1 16 金
2～3
(II)

口腔生理学問題演習

三嶋博之
（長崎大原研）

講義室3A

13回 1 9 金
2～3
(II)

加齢口腔生理学（成長と発達から機能変容） 中村渉 講義室3A

12回 12 19 金
2～3
(II)

口腔生理を制御する分子遺伝学

中村孝博
(明治大学農学

部）
講義室3A

11回 12 12 金
2～3
(II)

痛覚の生理メカニズム
小柳悟

（九大薬学部）
講義室3A

10回 12 5 金
2～3
(II)

口腔機能と時間生理学

大島昇平
(北大歯学部）

講義室6B

9回 11 28 金
2～3
(II)

顎位・顎運動・顎反射の生理機構
金山健夫

(国立がんセン
ター中央病院）

講義室6B

8回 11 21 金
2～3
(II)

咀嚼・嚥下の概念，咀嚼・嚥下運動のメカニズムと調節

柏﨑　晴彦
(九大歯学部）

講義室3A

7回 11 14 金
2～3
(II)

味覚：味の受容機構と情報伝達 内田　仁司 講義室3A

6回 11 7 金
2～3
(II)

口腔機能の加齢変化と全身管理

徳田　功
（立命館大）

講義室6B

5回 10 31 金
2～3
(II)

口腔機能の臨床的加齢変化
上野尚雄

（国立がんセン
ター中央病院）

講義室3B

4回 10 24 金
2～3
(II)

発声の機序、共鳴と構音について

内田　仁司 講義室6B

3回 10 17 金
2～3
(II)

時間栄養学
田原優

(広島大学）
講義室3A

2回 10 10 金
2～3
(II)

唾液の生理的機能/唾液の分泌機序

日程表

1回 10 3 金
2～3
(II)

口腔生理学序論 中村渉 講義室3B
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 年度 2025 学期 3・４Q 曜日・校時 金・4～5 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024204 

科目ナンバリング・コード DNGD22181982 

口腔生化学/（Oral Biochemistry） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

門脇知子/tomokok@nagasaki-u.ac.jp / A 棟 2 階フロンティア口腔科学分野教授室/095-819-8504（内 8504）/月-金曜 13：

00～18：00 

担当教員(オム 門脇知子、佐藤啓子、小野寺貴恵、岡元邦彰（非常勤講師/岡山大・教授）、武部克希（非常勤講師/岡山

ニバス科目等) 大・助教） 

授業の概要 

細胞生物学入門、生化学で学んだ知識を元に、口腔領域、結合組織、硬組織に関する生化学を理解する。 

授業到達目標 

方の重要性を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 分子の構造の特徴と、その結果発揮しうる機能の関係を説明できる。

2. 硬組織の発生と進化を説明できる。

3. 結合組織の構造、機能、成分、及びそれらの特徴を説明できる。

4. 硬組織の構造、石灰化と吸収のメカニズムを説明できる。

5. 血清カルシウムの恒常性とその調節機構を説明できる。

6. 唾液成分の働きと齲蝕のメカニズムを説明できる。

7. 炎症と免疫及び発がん機構を説明できる。

一般目標 GIO： 口腔生化学の知識を習得するとともに、科学的論理的な考え 【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), C-2-3)

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), C-2-3)

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), C-2-3)

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), C-2-3)

A-8-1), A-9-1), C-2-1), C-2-4), C-3-4)

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), E-2-2)

A-8-1), A-9-1), C-1-1), C-2-1), C-2-3)

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１： 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

教科書の内容を中心に、プロジェクターや板書を用いた講義を行う。必要に応じてプリントを配布する。予習、復習に LACS を

活用する場合もある。 

授業内容 

1 回目 1 章 口腔機能の分子・細胞生物学的理解のために 門脇 知子 

2 回目 4 章 結合組織と上皮組織の生化学 1 門脇 知子 

3 回目 4 章 結合組織と上皮組織の生化学 2 門脇 知子 

4 回目 5 章 骨、歯と歯周組織の有機成分とその代謝 門脇 知子 

5 回目 6 章 骨と歯の無機成分と石灰化の機構 小野寺貴恵 

6 回目 8 章 

3 章 

血清カルシウムの恒常性とその調節機構 1 

骨と歯の進化と形づくりの分子メカニズム 

門脇 知子 

7 回目 8 章 

3 章 

血清カルシウムの恒常性とその調節機構２ 

骨と歯の進化と形づくりの分子メカニズム 

門脇 知子 

8 回目 7 章 硬組織の形成と吸収のしくみ 岡元 邦彰 

9 回目 9 章 唾液の生化学 門脇 知子 

10 回目 10 章 プラークの生化学 佐藤 啓子 

11 回目 11 章 齲蝕の生化学 佐藤 啓子 

12 回目 12 章 炎症と免疫 門脇 知子 

13 回目 2 章 がんはどうしてできるか 門脇 知子 

  14 回目 特別講義 タンパク質の構造と機能 武部 克希 

15 回目 総括 口腔生化学演習 門脇・佐藤 

キーワード 結合組織、硬組織、コラーゲン、カルシウム、ヒドロキシアパタイト、酵素反応、齲蝕、免疫、発がん 

 教科書・教材・参考書 教科書：口腔生化学 第６版 早川太郎他 著 （医歯薬出版） (2018 年発行) 

参考書：唾液 歯と口腔の健康 （医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験および講義前後に提出する課題レポート、小テストを総合的に評価する。 

受講要件(履修条件) なし 
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ージ) 

備考(学生へのメッセ 重要な事項は小テストが実施される。必要に応じてレポ-トを提出する。 

教科書での予習復習が必須。 

による授業科目 

実務経験のある教員 門脇知子/ 九州大学病院における歯科臨床実務経験/歯周病科臨床実務経験に基づき口腔生化学

講義を担当する。 

佐藤啓子/ 九州大学病院および開業医における歯科臨床実務経験/義歯補綴科臨床実務経験に基

づき口腔生化学講義を担当する。 

岡元邦彰/ 宮崎大学医学部付属病院における歯科臨床実務経験/口腔外科臨床実務経験に基づき

口腔生化学講義を担当する。 

武部克希/ 大阪大学歯学部付属病院における歯科臨床実務経験/口腔外科臨床実務経験に基づき

口腔生化学講義を担当する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

1章

口腔機能の分子・細胞生物学的理解のために

4章

結合組織と上皮組織の生化学 1

4章

結合組織と上皮組織の生化学 2

5章

骨，歯と歯周組織の有機成分とその代謝

6章

骨と歯の無機成分と石灰化の機構

７章

硬組織の形成と吸収のしくみ

９章

唾液の生化学

10章

プラークの生化学

11章

齲蝕の生化学

１2章

炎症と免疫

2章

がんはどうしてできるか

特別講義

「タンパク質の構造と機能」

総括

口腔生化学演習
門脇 知子
佐藤 啓子

16 金 4～5

講義室3A

12回 12 19 金 4～5

武部 克希 講義室3A

講義室3A

9 金 4～5 門脇 知子

金

14回 1

15回 1 30 4～5

講義室3A

13回 1

門脇 知子

金 4～5 門脇 知子 講義室3A

8回 11 21 金 4～5 岡元 邦彰 講義室6B

9回 11 28

講義室3A

11回 12 12 金 4～5

佐藤 啓子

佐藤 啓子 講義室1C

10回 12 5 金 4～5

講義室3A

7回 11 14 金 4～5 門脇 知子 講義室3A

6回

8章　血清カルシウムの恒常性とその調節機構 ２
3章　骨と歯の進化と形づくりの分子メカニズム

11 7 金 4～5 門脇 知子
8章　血清カルシウムの恒常性とその調節機構 １
3章　骨と歯の進化と形づくりの分子メカニズム

小野寺貴恵 講義室3A

金 4～5

5回 10 31 金 4～5

4回 10 24 門脇 知子 講義室6A

日程表

1回 10 3 金

講義室3A

10 金 4～5 門脇 知子 講義室6B2回 10

4～5 門脇 知子 講義室3B

3回 10 17 金 4～5 門脇 知子
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 水・4～7 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024205 

科目ナンバリング・コード DNGD22191985 

歯科理工学実験/ （Laboratory Works of Dental Materials Science） 

対象年次 3 年次 講義形態  実験形式 教室  実習室 5C・講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/金曜 15：00～17：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 渡邊郁哉、阿部薫明、バラネザハド有礼左、岩沼健児（非常勤講師） 

授業の概要 

各種歯科材料の成分，構造，特性，硬化反応などを理解するとともに，材料の適切な選択基準や取り扱い方法を身につける。 

歯科診療のチームリーダーとしての歯科医師が把握していなければならない種々の歯科材料について実習し，知識を確実に

自分のものとするための実験科目である。 

歯科材料の性質をよく理解し，その特性を活かした使用が出来るようになるための技能を確実に身につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

 歯科医療における材料ついての各種実験を行い、歯科材料の基礎

科学と応用科学に関する学問を習得する 

個別行動目標 SBOs： 

○各種の歯科材料の成分，硬化反応，特性などを説明できる。

○歯科材料の使用上ならびに保管上の注意点を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

D-1, D-2

D-1, D-2

○修復物作製に必要な器械・器具類を正しく取り扱うことが出来る。 D-1, D-2

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ11:未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

クラス全体を５班に分け，週ごとに実験テーマをローテーションする。担当教員の指導のもとに，主として修復物の作製工程で用

いられる種々の歯科材料の硬化過程および加熱過程における物性変化を測定し，各自でレポートを作成する。

授業内容 

五つの実験テーマを各担当教員が同時に開設しており，各グループは毎週それぞれのテーマの実験を行う。 

１回目： 

歯科理工学実験の内容ならびに実施要領を説明し，実験に対する心構えを喚起する。さらに実験データのまとめ方，ならびに

レポートの作成方法について解説する。

２回目～6 回目：グループ別実験

テーマ①：歯科用レジンの餅状化時間と重合反応

テーマ②：アルジネート印象材のゲル化時間，弾性印象材の弾性比較と硬化挙動

テーマ③：歯科用石膏の硬化時間

テーマ④：歯科用石膏系埋没材の硬化膨張，吸水膨張，歯科用石膏の水和反応の観察

テーマ⑤：歯科用埋没材の熱膨張

7 回目：

グループごとに選択した実験テーマについて，得られた実験結果や考察等をクラス全体に対して液晶プロジェクターなどを用い

て発表し，質疑応答する。

キーワード 歯科材料，石膏，埋没材，印象材，レジン，ワックス 
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 教科書・教材・参考書 ○歯科理工学実験書，長崎大学・生体材料学分野

○スタンダード歯科理工学, 学建書院

○Craig’s Restorative Dental Materials, Mosby Elsevier

○歯科材料学事典，学建書院

○歯科理工学教育用語集，医歯薬出版

準等 

成績評価の方法・基 それぞれの実験テーマに対してレポートを提出させ，採点評価する（90%）。また，グループ別発表会を

別個に評価する（10%）。レポートは実験内容の理解度ならびに測定データが十分に議論されているか

などを中心に評価する。 

 受講要件(履修条件) 実験を実施しなければレポートを作成できないため，必ず出席すること。正当な理由がある場合は，再

実験を認める。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 配布する歯科理工学実験書を必ず予習しておくことが重要である。 

による授業科目 

実務経験のある教員 岩沼 健児／現役歯科医師が歯科医院における実務経験／自身の診療経験を活かし歯科材料の適

切な選択基準や取り扱いについて指導する 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

オリエンテーション

歯科理工学実験の内容ならびに実施要領を説明し，実験への心構えを喚起

する。実験データのまとめ方ならびにレポートの作成方法について解説する。

歯科材料の性質①

五つの実験テーマを同時開設しており，５班に分けた各班が週ごとに実験テー

マを順番に回り，消化する。テーマ①：歯科用レジンの餅状化時間と重合反応

歯科材料の性質②

テーマ②：アルジネート印象材のゲル化時間，弾性印象材の弾性比較と

硬化挙動

歯科材料の性質③

テーマ③：歯科用石膏の硬化時間

歯科材料の性質④

テーマ④：歯科用石膏系埋没材の硬化膨張，吸水膨張，歯科用石膏の水和

反応の観察

歯科材料の性質⑤

テーマ⑤：歯科用埋没材の熱膨張

歯科材料の性質①～⑤

まとめ

歯科材料の性質①～⑤

実験結果と考察について各グループで液晶プロジェクターを用いて

プレゼンテーションする。

日程表

1回 10 1 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

実習室5C

3回 10 15 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

2回 10 8 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

5回 10 29 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

4回 10 22 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

7回 11 12 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

実習室5C

6回 11 5 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼

講義室3A8回 11 19 水 4～7
渡邊・阿部・
バラ・岩沼
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 火・2～5 必修選択  必修 単位数 2 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024212 

科目ナンバリング・コード DNGD22201981 

口腔病理学及び同実習/ （Oral Pathology and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3Ａ、実習室 5B 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

片瀬 直樹/katase@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 A 棟 1 階口腔病理学分野准教授室/095-819-7645（内 7645）/17：00～18：30 

ニバス科目等)

担当教員(オム 片瀬直樹、永野健一、藤田修一 

授業の概要及び位置づけ 

前期の「病理学総論及び同実習」で学習した、病因、病理発生、病態、予後の基本的知識をもとに、病理学各論として顎口

腔領域の疾患を解説する。4 年次以降に学ぶ臨床科目に直接関係しており、実際の歯科医療で遭遇する顎口腔領域の疾患の

知識を習得することは極めて重要である。講義の進行にあわせて病理組織実習を行うが、実習は単に病理診断をつけることで

はなく、各疾患の講義内容を標本で確かめ、理解を深めることを目的とする。顎口腔病変の病理組織像は CBT や国家試験で

視覚素材として用いられるので、十分に学修すること。本授業は基礎歯科医学と臨床歯科医学の橋渡しと位置づけられる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

口腔病理学の講義では、歯科医療に関係する顎口腔領域の疾病の原因・発

生機構・病態・予後を理解する。実習では各種顎・口腔疾病の組織学的変化

を病理学的に解釈する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 唾液腺の非上皮性並びに腫瘍性疾患を列挙し、説明できる。

2. 口腔粘膜疾患を原因別に分類し、それぞれを説明できる。

3. 歯の発育異常を列挙できる。

4. 歯の機械的・化学的損傷を説明できる。

5. 歯の沈着物と着色を説明できる。

6. 抜歯創の治癒過程と合併症を説明できる。

7. 齲蝕の臨床的特徴、エナメル質齲蝕・象牙質齲蝕・セメント質齲蝕を説明

できる。

8. 象牙質とセメント質の増生、歯髄と歯根膜の石灰化を説明できる。

9. 歯髄の病変を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明できる。

10. 根尖部歯周組織の病変を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明で

きる。

11. 辺縁性歯周組織の病変を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明で

きる。

12. エプーリスを説明できる。

13. 骨、顎関節病変を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明できる。

14. 口腔領域の奇形を列挙し、発生を説明できる。

15. 顎口腔領域の老化を説明できる。

16. 顎口腔領域の嚢胞を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明でき

る。

17. 歯原性腫瘍を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説明できる。

18. 顎口腔領域の非歯原性腫瘍を分類し、臨床的・病理組織学的特徴を説

明できる。

19. 口腔潜在的悪性疾患と上皮性異形成を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】

E-2-4)-(8)-②～⑦, E-2-4)-(10)-⑨,

E-2-4)-(11)-⑤

E-2-4)-(4)-①・②, E-2-4)-(3)-②・⑥・⑦,

E-2-4)-(10)-①～③・⑤・⑦・⑨・⑩

E-3-1)-③

E-3-2)-①, E-3-3)-(1)-①

E-3-2)-④

C-5-3)-④, E-2-4)-(3)-①・④

E-3-3)-(1)-①

C-5-3)-②, C-5-2)-②

E-3-2)-②, E-3-3)-(2)-①

E-3-2)-②, E-3-3)-(2)-①

E-3-2)-③, E-3-3)-(3)-①

E-2-4)-(4)-①

E-2-4)-(3)-⑥, E-2-4)-(7)-①・②,

E-2-4)-(10)-⑥・⑦, E-2-4)-(2)-③・④

E-2-4)-(1)-①・②

E-2-3)-④

E-2-4)-(5)-①・②

E-2-4)-(6)-①～④

E-2-4)-(6)-①～④, E-2-4)-(10)-④

C-5-6)-③, E-2-4)-(6)-⑤～⑥

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義ではプリント、液晶プロジェクター、板書を併用し、口頭で授業を進める。プリントは授業前に LACS に提示するので各

自、印刷して講義に持参すること。実習はバーチャルスライドの学生間に差異のない画像によって行う。バーチャルスライドが使

用不可の場合は、配布された標本の顕微鏡観察を行う。いずれもスケッチをとり、その所見を記載する。スタッフは実習に先立

ちその日の実習標本を解説する。学生は資料を LACS から印刷して持参し、不明な点は随時教員に質問すること。実習中にそ

れまでに終了した講義分の小テストを行うことがある。 
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授業内容 

講義の内容のサブテーマ、実習標本は次ページからの日程別シラバスを参照 

L (Lecture): 講義（講義室 3A）、P (Practice): 実習（実習室５B） 

1 週 L1 歯の発育異常  L2 歯の機械的・化学的損傷 L3 齲蝕 L4 象牙質とセメント質の増

生、歯髄の石灰化 

 2 週 L5 歯髄の病変 P1～3 齲蝕、歯髄炎 

3 週 L6 根尖部歯周組織の病変 P4～6 根尖性歯周炎と関連疾患 

4 週 L7,8 辺縁部歯周組織の病変 P7～9 辺縁性歯周炎、エプーリス、歯肉増殖症 

5 週 L9 口腔粘膜疾患 L10 口腔の発育異常 P9〜10 口腔粘膜疾患 

6 週 L11 口腔癌 L12 口腔軟組織の腫瘍 

瘍性病変 

L13 顎骨・顎関節の非腫 L14 顎骨・顎関節の非歯原性

腫瘍と腫瘍様病変 

7 週 P11～14 口腔癌と口腔軟組織の腫瘍 

8 週 L15 顎骨・顎関節の非歯原性腫瘍と腫瘍様病変 P15～17 顎骨・顎関節の病変 

9 週 L16,17 唾液腺疾患 P18,19 唾液腺非腫瘍性疾患 

10 週 L18 唾液腺腫瘍 P20〜22 唾液腺腫瘍 

11 週 L19 細胞診と口腔病変の細胞像 P23〜25 唾液腺腫瘍 

12 週 L20 口腔領域の嚢胞 P26～28 口腔領域の嚢胞 

13 週 L21 口腔領域の嚢胞 P29～31 口腔領域の嚢胞 

14 週 L22〜24 歯原性腫瘍 P32～34 歯原性腫瘍 

15 週 P35～37 歯原性腫瘍 

キーワード 歯の発育異常、歯の機械的・化学的損傷、齲蝕、歯髄炎、根尖性歯周炎、辺縁性歯周炎、顎骨・

顎関節病変、口腔領域の奇形、粘膜疾患、唾液腺疾患、嚢胞、腫瘍、老化、細胞診 

教科書・教材・参考書 1. 新口腔病理学 第 3 版 下野正基、高田隆編 （医歯薬出版）

2. Oral and Maxillofacial Pathology. 3rd ed. Neville BW, et al., eds. (Saunders, Elsevier)

3. 口腔病理アトラス 第 2 版 高木實 編 （医歯薬出版）

4. 口腔病理カラーアトラス 第 2 版 石川梧郎 編 （文光堂）

授業で配布するプリント及び実習標本画像とその解説は事前に LACS に公開するため、予習・復

習に適宜利用することが可能

成績評価の方法・基準等 主に定期試験（筆記試験）の得点で評価するが、小テストの成績も考慮する。 

受講要件(履修条件) 定期試験の受験資格：授業回数の 3/4 以上の出席 

 備考(学生へのメッセージ) 病理学総論の授業内容を理解しておくこと。 

授業科目 

実務経験のある教員による ・片瀬 直樹／長崎大学病院での病理診断実務経験／長崎大学病院での病理診断業務の勤務

経験をもとに、臨床病理診断学上重要なポイントを踏まえて病理学の解説を行うとともに、医療人

としてふさわしい態度を習得させる。

・永野健一／長崎大学病院での病理診断実務経験／長崎大学病院での病理診断業務経験を元

に、疾患による組織学的変化の解説を行い、医療者として必要な知識、学習態度を習得させる。

・藤田 修一／長崎大学病院での病理診断実務経験／病理診断科・病理部で行っている病理診

断をもとに口腔疾患の組織学的変化を解説する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

歯の発育異常

・　大きさ、形、構造、数、萌出、位置、咬合の異常

歯の機械的・化学的損傷、歯の沈着物と着色

・　咬耗、摩耗、アブフラクション、歯折、侵蝕症

・　ペリクル、プラーク、歯石、着色

齲触

・　病因、誘因、分類

・　エナメル質齲触、象牙質齲触

齲触、象牙質とセメント質の増生、歯髄の石灰化

・　セメント質齲蝕

・　第二・第三象牙質、象牙質粒、セメント質粒

歯髄の病変、根尖部歯周組織の病変

・　歯髄病変の原因、退行性病変、歯髄充血、歯髄炎、歯髄壊疽

・　根尖部膿瘍の進展

根尖部歯周組織の病変

・　原因、分類、根尖性歯周炎の各型

・　抜歯創の治癒過程、抜歯の合併症、歯性病巣感染

辺縁部歯周組織の病変

・　歯周組織の構造　・　歯周炎の原因

・　辺縁部歯周組織病変の分類、歯肉炎

辺縁部歯周組織の病変、歯科治療に伴う病変

・　慢性歯周炎の進行過程　・　慢性歯周炎と全身疾患の関連

・　エプーリス、薬物性歯肉増殖症　・　慢性歯周炎の治療

口腔粘膜疾患

・　色素沈着、感染症、アフタ性口内炎

・　角化性病変、皮膚科的疾患、歯科治療に関連した口内炎

口腔の発育異常

・　口腔顎顔面領域の発生と口唇裂、口蓋裂、口腔顔面に異常をきたす症候群

・　口唇、舌、頬粘膜の奇形、フォーダイス顆粒

口腔癌

・　口腔潜在的悪性疾患と上皮性異形成

・　軟組織の腫瘍と腫瘍様病変

口腔軟組織の腫瘍

・　顎口腔領域の非歯原性腫瘍の由来と分類

・　良性腫瘍と腫瘍様病変

顎骨・顎関節の非腫瘍性病変

・　顎骨の骨折、骨髄炎、放射線骨壊死、MRONJ

・　顎関節の病変

顎骨・顎関節の非歯原性腫瘍と腫瘍様病変

・　線維性異形成症

・　骨形成病変、軟骨形成性病変

顎骨・顎関節の非歯原性腫瘍と腫瘍様病変

・  巨細胞性病変

・　円形細胞腫瘍

唾液腺疾患

・　唾液腺の正常構造

唾液腺疾患

・　唾液腺の非腫瘍性疾患

唾液腺疾患

・　唾液腺の腫瘍性疾患

細胞診と口腔病変の細胞像

・　細胞診概説

・　口腔病変の細胞像

口腔領域の嚢胞

・　囊胞の定義、分類

・　歯原性囊胞

口腔領域の嚢胞

・　非歯原性囊胞

・　顎骨内偽嚢胞

歯原性腫瘍

・　歯原性腫瘍の特徴と分類

歯原性腫瘍

・　歯原性腫瘍の特徴と分類

・　良性腫瘍

歯原性腫瘍

・　悪性腫瘍

顎口腔領域の加齢変化

・　老化のメカニズム、サルコペニアとフレイル

・　歯と歯周組織の変化・　顎骨、粘膜、唾液腺の変化

講義室3Ａ

25回 1 13 火 5 片瀬 講義室3Ａ

24回 1 13 火 4 片瀬

講義室3Ａ

23回 1 13 火 3 片瀬 講義室3Ａ

22回 1 13 火 2 片瀬

講義室3Ａ

21回 1 6 火 2 片瀬 講義室3Ａ

20回 12 23 火 2 片瀬

講義室3Ａ

19回 12 16 火 2 藤田 講義室3Ａ

18回 12 9 火 2 片瀬

講義室3Ａ

17回 12 2 火 3 片瀬 講義室3Ａ

16回 12 2 火 2 片瀬

講義室3Ａ

15回 11 25 火 2 片瀬 講義室3Ａ

14回 11 11 火 5 片瀬

講義室3Ａ

13回 11 11 火 4 片瀬 講義室3Ａ

12回 11 11 火 3 片瀬

講義室3Ａ

11回 11 11 火 2 片瀬 講義室3Ａ

10回 10 28 火 3 片瀬

講義室3Ａ

9回 10 28 火 2 片瀬 講義室3Ａ

8回 10 21 火 3 片瀬

実習室５B

7回 10 21 火 2 片瀬 講義室6Ａ

6回 10 14 火 2 片瀬

講義室3Ａ

5回 10 7 火 2 片瀬 実習室５B

4回 9 30 火 5 片瀬

3回 9 30 火 4 片瀬 講義室3Ａ

2回 9 30 火 3 片瀬

日程表　講義

1回 9 30 火 2 片瀬 講義室3Ａ

講義室3Ａ
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

齲蝕、歯髄炎、象牙質・セメント質の増生

・ 齲蝕、急性化膿性歯髄炎、慢性潰瘍性歯髄炎、セメント質増生、

象牙質粒、びまん性石灰化、セメント質粒

根尖性歯周炎と関連疾患

・ 慢性根尖性化膿性歯周炎、歯肉膿瘍、歯性上顎洞炎、歯根肉芽腫、

歯根嚢胞

辺縁性歯周炎、エプーリス、歯肉増殖症

・ 辺縁性歯周炎、肉芽腫性エプーリス、骨形成性エプーリス、

フェニトイン歯肉増殖症

口腔粘膜病変

・ アミロイドーシス、扁平苔癬、天疱瘡、類天疱瘡、カンジダ症、褥瘡性潰瘍

口腔癌と口腔軟組織の腫瘍

・ 扁平上皮乳頭腫、血管腫、神経線維腫、脂肪腫、上皮性異形成、

　扁平上皮癌、扁平上皮癌リンパ節転移

顎骨・顎関節の病変

・ 骨髄炎、線維性異形成症、骨腫、セメント質骨性異形成症、

・ セメント質骨形成線維腫、巨細胞性肉芽腫、

非腫瘍性唾液腺疾患

・ 急性耳下腺炎、慢性顎下腺炎、唾石症、粘液嚢胞

唾液腺腫瘍

・多形腺腫、ワルチン腫瘍、基底細胞腺腫、オンコサイト腫瘍

唾液腺腫瘍

・腺房細胞癌、粘表皮癌、腺様嚢胞癌、多形腺腫由来癌

口腔領域の嚢胞

・ 含歯性嚢胞、歯原性角化嚢胞、石灰化歯原性嚢胞、鼻口蓋管嚢胞

口腔領域の嚢胞

・ 術後性上顎嚢胞、類皮嚢胞、甲状舌管嚢胞、鰓嚢胞（リンパ上皮性嚢胞）、

歯原性腫瘍

・ エナメル上皮腫、腺腫様歯原性腫瘍、石灰化上皮性歯原性腫瘍、

エナメル上皮線維腫

歯原性腫瘍

・ 歯牙腫（複雑型・集合型）、セメント芽細胞腫、歯原性粘液腫、
エナメル上皮線維肉腫

永野

永野
片瀬 実習室

5B
35～37回 1 27 火 3～5

1 20 火 3～5
片瀬 実習室

5B
32～34回

日程表　実習

1～3回 10 7 火 3～5
実習室

5B
片瀬
永野

実習室
5B

片瀬
永野

4～6回 10 14 火 3～5
実習室

5B
片瀬
永野

7～8回 10 21 火 4〜5

実習室
5B

片瀬
永野

9～10回 10 28 火 4〜5
実習室

5B
片瀬
永野

11～14回 11 18 火 2〜5

実習室
5B

片瀬
永野

15～17回 11 25 火 3～5
実習室

5B
片瀬
永野

18～19回 12 2 火 4～5

実習室
5B

片瀬
永野

20～22回 12 9 火 3～5
実習室

5B
片瀬
永野

23～25回 12 16 火 3～5

実習室
5B

片瀬
永野

26～28回 12 23 火 3～5
実習室

5B
片瀬
永野

29～31回 1 6 火 3～5
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 木・2～6 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024209 

科目ナンバリング・コード DNGD22211981 

口腔微生物学実習/ （Oral Pathology and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  実習形式 教室  実習室 5A  講義室 3A 

対象学生(クラス等) 科目分類  口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

内藤真理子/mnaito@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 5 階口腔病原微生物学分野/095-819-7649（内 7649）/17：00～18：00 

ニバス科目等)

担当教員(オム 内藤真理子、哲翁ふみ 

授業の概要 

1.微生物の種類と特性を理解する。

2.寄生・感染と生体の防御機構を理解する。

3.防御の補助手段としての滅菌、消毒及び化学療法を理解する。

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科口腔疾患のなか大きな位置を占める感染症の原因となる微生物につい

て、その特徴を理解し、それらの取扱いを習得する。さらに感染予防の基本手

技を身に着ける。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 細菌、真菌、ウイルス及び原虫の基本的な構造と性状を説明する。

らに病原菌の取り扱い、培養ができる。これらの基本的な手技を実施する。

を説明する。また自己の菌を分離培養、薬剤耐性を検査する。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】

C-4-1)

2. 代表的な病原菌、および口腔内細菌、真菌を分離培養、染色、観察する。 C-4-1)

3. 清潔と不潔の区別及び滅菌と消毒の意義、種類及び原理を説明する。さ C-4-1)

5. 化学療法の目的と原理及び化学療法薬の作用機序並びに薬剤耐性機序 C-4-1)

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

教員の指導のもとで、実際に微生物（病原微生物を含む）を培養、各種の検査を実施する。また顕微鏡を用いた形態観察など

の実習を行う。また各自の理解度を確認する為にレポートを課す。 

授業内容 

1 回目 細菌の染色法（1）：Staphylococcus aureus (グラム陽性菌)と Escherichia coli（グラム陰性菌）を材料として使用し、細菌 

染色の基本となるグラム染色を行う。また墨汁による歯垢の陰影染色を行い各自の歯垢の構成細菌を観察する。 

2 回目 細菌の染色法（2）：枯草菌で芽胞染色、BCG 菌で抗酸染色を行う。歯垢細菌を陰性染色にて観察する。 

菌数測定法：唾液を用いて段階希釈を行い、培養後にコロニー数をカウントすることで生菌数を測定する。 

手洗い実習：医療従事者として必修の手洗い方法を習得させる。蛍光クリームを用いて、各自手洗い後の洗い残しを観 

察、各自の問題点を認識させる。そのうえで正しい手洗い方法を習得させる。 
3 回目 鼻腔からのブドウ球菌分離：鼻腔からのサンプルをブドウ球菌選択培地に塗抹し、ブドウ球菌を選択培養する。 

オキサシリンディスクを使用し、ＭＲＳＡかどうかを鑑別する。

4 回目 口腔レンサ球菌：口腔からの歯垢等のサンプルをから口腔レンサ球菌を分離、生化学的性状から菌種を同定する。 

5 回目 歯周病原菌の培養：口腔内の歯周病原菌として特に重要な P. gingivalis, A.actinomycetemcomitans, F. nucleatum を 

用い血液寒天培地での嫌気培養を行う。グラム染色で菌の形態を観察する。 

6 回目 真菌の培養：口腔内の真菌としてとくに重要な C. albicans について口腔から分離、厚膜胞子を観察する。 

7 回目 実習テスト （染色、観察実技） 

キーワード 感染・微生物・免疫 

 教科書・教材・参考書 実習書を配布する。 

準等 

成績評価の方法・基 微生物学・口腔微生物学・免疫学についての試験、同実習におけるレポート、実習実技テスト等の評

価を総合して評価する。 

 受講要件(履修条件) 白衣を各自で準備すること。すべての課題レポートを期限内に提出すること。 

セージ)

備考(事前・事後学習 必ず受講前に実習書を用いて予習をすること。またあらかじめレポート課題の資料収集をおこなってお

の内容、学生へのメッ くこと。また知識の定着の為に返却されたレポートを用いて内容の復習を行うこと。歯科口腔疾患のな

かでう蝕、歯周病などの感染症は大きな位置を占めている。その原因となる微生物についてしっかりと

学修していただきたい。 

による授業科目 

実務経験のある教員 該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

細菌の染色法（１）：Staphylococcus aureus (グラム陽性菌)とEscherichia coli

（グラム陰性菌）を材料として使用し、細菌染色の基本となるグラム染色を行う。

また墨汁による歯垢の陰影染色を行い各自の歯垢の構成細菌を観察する。

 細菌の染色法（２）：枯草菌で芽胞染色、BCG菌で抗酸染色を行う。歯垢細菌

陰性染色にて観察する。菌数測定法：唾液を用いて段階希釈を行い、培養後

にコロニー数をカウントすることで生菌数を測定する。

鼻腔からのブドウ球菌分離：鼻腔からのサンプルをブドウ球菌選択培地に塗抹

し、ブドウ球菌を選択培養する。オキサシリンディスクを使用し、ＭＲＳＡかどうか

を鑑別する。

口腔レンサ球菌分離同定：口腔からの歯垢等のサンプルをMitis-Salivarius培地

に塗抹し、口腔レンサ球菌を分離し、生化学的性状から菌種を同定する。

歯周病原菌の培養：口腔内の歯周病原菌として特に重要なP. gingivalis,

A.actinomycetemcomitans, F. nucleatumを用い血液寒天培地での嫌気培養を

行う。グラム染色で菌の形態を観察する。

真菌の培養：口腔内の真菌としてとくに重要なC. albicansについて口腔からの

サンプルをカンジダGE培地に塗抹し、分離する。コーンミール培地を用いて培

養し、厚膜胞子を観察する。

実習テスト（染色、観察実技試験を含む）

10:30開始

実習室5A

7回 11 20 木 2～6 内藤・哲翁 講義室3A

6回 11 13 木 2～6 内藤・哲翁

実習室5A

5回 11 6 木 2～6

2回 10

内藤・哲翁 実習室5A

4回 10 30 木 2～6 内藤・哲翁

2～6 内藤・哲翁 実習室5A

3回 10 16 木 2～6 内藤・哲翁 実習室5A

9 木 2～6 内藤・哲翁 実習室5A

日程表

1回 10 2 木
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 金・1～2 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

 

授業科目名/(英語名) 

25024210 

科目ナンバリング・コード DNGD22221982 

歯科薬理学/ （Dental Pharmacology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A（一部３B） 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

筑波隆幸/tsuta@nagasaki-u.ac.jp/A 棟５階歯科薬理学分野教授室/095-819-7652（内 7652）/17:00～18:00 

バス科目等) 

担当教員(オムニ 筑波 隆幸、坂井 詠子、兼松 隆（非常勤講師・九州大学・教授）、山口 優 

授業の概要 

薬理学の講義と連続性を持つが，痛みを止める薬物，抗感染症薬，止血薬，各種消毒薬，歯科専用薬物などを臨床との関連

性を持たせながら講義する｡登院前教育の一環として重視し、歯科臨床において使用頻度の高い薬物について，薬理作用と作

用機序を論理的に理解することをねらいとする｡ 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

動態学）を理解し、病気の治療に役立てる知識を得ることを目標とする 

個別行動目標 SBOs： 

1.化学療法の目的，原理および作用機序を理解し説明できる。 

2.血液の凝固機序および止血薬について理解し説明できる。 

3.滅菌と消毒の意義，原理および代表的な薬物を理解し説明できる。 

4.歯科治療時に留意すべき服用薬物を説明できる。 

5.歯内療法，歯周治療および、う蝕予防に用いる薬物を説明できる。 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

薬物の生体に対する作用（薬力学）と薬物を分解、排泄する現象（薬物 C-6-2)-①～⑤, C-6-4)-② 

C-6-2)-①～⑤, E-1-4)-(4)-② 

C-6-2)-①～⑤, E-1-5)-⑥, ⑧ 

C-6-2)-①～⑤, C-6-3)-① 

C-6-2)-①～⑤, C-6-3)-① 

対応するディプロマポリシー 

DP1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

DP３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

液晶プロジェクターおよび板書を中心とした講義を行う｡教科書を用いるので，該当する項目に関して予習をしてもらいたい。古

くなった記載は講義時間内に修正し，プリントを配布して，新しく確実になった情報の追加を行う｡ 

授業内容 

1 回目 化学療法薬（１）：総論、作用機序、副作用と副現象  

2 回目 化学療法薬（２）：抗感染症薬、抗結核薬，抗真菌薬，抗ウイルス薬 

3 回目 化学療法薬（３）：抗悪性腫瘍薬 

4 回目 炎症総論、ステロイド性抗炎症薬，非ステロイド性抗炎症薬、消炎酵素剤 

5 回目 免疫機能に影響する薬物、免疫抑制薬 
6 回目 血液凝固：血液凝固機構概論、血栓症とその治療法 
7 回目 止血薬と抗凝固薬：止血法および全身性止血薬と局所性止血薬 
8 回目 特別講義 兼松 隆 先生 （九州大学・教授）  
9 回目 硬組織の薬理：歯と骨の病態薬理学，Ca ホメオスタシス，Ca 摂取と骨吸収，骨粗鬆症の予防と治療 

10 回目 消毒薬：フェノール類，アルコール類，アルデヒド類，ハロゲン，及びハロゲン含有化合物，酸化剤 

11 回目 腐食薬、収斂薬、重金属化合物、金属拮抗薬、界面活性剤、植物性揮発油類 

12 回目 口腔粘膜および唾液腺に作用する薬物 

13 回目 歯内療法の薬物 
14 回目 歯周疾患の薬物、抗う蝕薬，口腔用特殊薬物 

15 回目 まとめ 

キーワード 薬物，薬理作用，作用機序 

 教科書・教材・参考書 教科書：現代歯科薬理学（第 7 版）：医歯薬出版 

参考書：1.講義に際して示すが，なるべく出版年度の新しい各種参考書を利用の事｡ 

2.図書館にも関連参考書を所蔵している｡ 

3.薬理学講座にも所蔵しているので，利用を申し出てください。 

準等 

成績評価の方法・基 3 年後期末の定期試験で，筆記試験を行い，60 点以上得点すれば合格である｡本科目は，３年後期中

に合格する事が必要である。再試験は 1 回行う｡本試験の満点は 100 点，再試験以降の満点は 60 点

とする｡ 

受講要件(履修条件) 講義は 2/3 以上の出席が必要。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 液晶プロジェクターおよび板書を中心とした講義を行う｡教科書を用いるので，該当する項目に関して

予習をしてもらいたい。古くなった記載は講義時間内に修正し，プリントを配布して，新しく確実になっ

た情報の追加を行う｡授業はシラバスに沿って行うが，毎年若干の変更を余儀なくされる｡講義の邪魔

になると判断したときには，厳格に対応します。気持ちの良い講義になるように、協力をお願いします｡ 

による授業科目 

実務経験のある教員 山口 優/歯科医院における診療経験／一般歯科において実際に薬剤がどのように使用されているか

の実践的な情報提供を行う。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

化学療法薬（１）

総論、作用機序、副作用と副現象、各種抗生物質について

化学療法薬（２）

抗感染症薬、ニューキノロン薬、抗結核薬、抗真菌薬、

抗ウイルス薬について

化学療法薬（３）

抗悪性腫瘍薬について

抗炎症薬

ステロイド性抗炎症薬，非ステロイド性抗炎症薬

免疫機能に関する薬物

免疫抑制薬、免疫機能活性化薬

血液凝固

血液凝固機構概論、血栓症とその治療法

（血液が血管内で凝固しないのはなぜか。血管外ではなぜ凝固するのか。）

止血薬と抗凝血薬

止血法および全身性止血薬と局所性止血薬

（抜歯後の止血をどう考えるのか。薬物はどのように止血に関与するか。）

特別講義

細胞内情報伝達と薬理作用

硬組織の薬理

歯と骨の病態薬理学，Caホメオスタシス，Ca摂取と骨吸収，

骨粗鬆症の予防と治療

消毒薬

消毒薬総論，消毒効果を左右する因子，消毒力の評価

腐食薬、収斂薬

消毒薬各論：フェノール類、アルコール類，アルデヒド類，ハロゲン類

酸化剤、重金属化合物，界面活性剤, 植物性揮発油類

口腔粘膜治療薬、唾液腺作用薬

口腔粘膜疾患に用いられる薬物および唾液腺に作用する薬物

歯科専用薬物（１）

歯内療法に使用する薬物について

歯科専用薬物（２）

歯周疾患に用いる薬物，う蝕の予防に用いる薬物，口腔用特殊薬物

歯科薬理学まとめ

総復習と問題演習 講義室3A

14回 1

15回 1 30 金
1～2
(Ⅰ)

筑波

山口 講義室3A

12回 12 19 金
1～2
(Ⅰ)

筑波

16 金
1～2
(Ⅰ)

山口

講義室3A

13回 1 9 金
1～2
(Ⅰ)

講義室3A

11回 12 12 金
1～2
(Ⅰ)

坂井 講義室3A

10回 12

坂井 講義室6B

8回 11 21 金
1～2
(Ⅰ)

兼松

5 金
1～2
(Ⅰ)

坂井

講義室6B

9回 11 28 金
1～2
(Ⅰ)

講義室3A

7回 11 14 金
1～2
(Ⅰ)

坂井 講義室3A

6回 11

筑波 講義室3B

4回 10 24 金
1～2
(Ⅰ)

筑波

7 金
1～2
(Ⅰ)

坂井

講義室6B

5回 10 31 金
1～2
(Ⅰ)

講義室3A

日程表

1回 10 3 金
1～2
(Ⅰ)

筑波 講義室3B

3回 10 17 金
1～2
(Ⅰ)

筑波 講義室3A

2回 10 10 金
1～2
(Ⅰ)

筑波 講義室6B
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 火・1 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25024211 

DNGD22231098 

医学統計学/ （Statistics in Medicine） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3Ａ 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

佐藤 俊太朗/shuntarosato@nagasaki-u.ac.jp/病院臨床研究センター/095-819-7194/随時 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

佐藤俊太朗（長崎大学病院） 

 

授業の概要 

 

医学論文の多くは研究対象標本から得られた事実（データ）に基づいて報告される。履修によってデータの成り立ち･見かたが

できるようになる。それによって、科学論文への理解が深まる。医学的問題を対象とした統計学と疫学の基礎を学ぶことにより、

統計学的思考力や判断力、および疫学研究手法の習得を意図する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

統計学と疫学の基礎を学ぶことにより、統計学的思考力や判断力、および疫学

研究手法の習得をする。 

個別行動目標 SBOs： 

1.データの種類とその要約について説明できる。推定と検定を説明できる。 

2. 連続、カテゴリカルデータの群比較を説明できる。相関と回帰分析を説明で
きる。 

3.母集団と標本との関係が説明できる。疫学研究の手法について説明できる。 

 

 

 

 

【平成 28年度歯学教育モデル・コア・カリキュ 

ラム】 

B-4-2) 

B-4-2) 

 

B-4-1), B-4-3) 

 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１:歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ５：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドを用いた授業形式。理解度の確認のため学生への質問、ならびにレポート課題を課す。 

授業内容 

 

1 回目 イントロダクション，研究を分類する，データセットを作る 

2 回目 記述統計 

3 回目 母集団と標本集団，仮説検定 

4 回目 2 群の比較（連続データ） 

5 回目 2 群の比較（カテゴリカルデータ） 

6 回目 回帰分析 

7 回目 回帰分析，演習 

8 回目 演習 

 

キーワード 統計的推定・検定、母集団と標本、疫学研究 

教科書・教材・参考書 必要に応じて、講義中に指定する。 

成績評価の方法・基

準等 

毎回の課題とレポートによって総合評価する。  

受講要件(履修条件) 講義は 2/3 以上の出席が必要。 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

回数が少ないので出席には要注意 

実務経験のある教員

による授業科目 

・佐藤俊太朗／長崎大病院臨床研究センターにて統計に関する指導・助言を行っている。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

佐藤 講義室3A8回 11 25 火 1 回帰

佐藤 講義室3A

7回 11 18 火 1 比・割合・率；カイ二乗検定，Fisherの正確確率検定 佐藤 講義室3A

6回 11 11 火 1 Wilcoxon順位和検定

t検定 佐藤 講義室3A

4回 10 21 火 1 検定の考え方

5回 10 28 火 1

講義室3A

2回 10 7 火 1 母集団と標本，推定，95%信頼区間

佐藤

薬学部
講義室１B

佐藤
薬学部

講義室１B

3回 10 14 火

日程表

1回 9 30 火 1 イントロダクション，記述統計 佐藤 講義室3A

1 診断法の性能評価（感度・特異度等） 佐藤
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年度 2025 学期 4Q 曜日・校時 月・5 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25024213 

DNGD22241934 

歯科法医学/ Dental forensic medicine 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類   口腔生命科学各論Ⅰ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

山下 裕美/ hiyamashita@nagasaki-u.ac.jp/歯科法医学分野/095-819-7076（内 7076）/１２：00～13：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 山下 裕美、池松 和哉（医学部法医学）、安倍優樹（医学部法医学）、櫻田 宏一（東京科学大学法歯学）、

田中 靖彦（タナカ・デンタル・クリニック） 

授業の概要 
 
 法医学及び歯科法医学の基礎知識とその応用例を学び、将来、歯科医師としての社会貢献への関心を深め、また、死亡診断書

の記載方法や身元不明者に対する歯科所見を用いた個人識別の方法を学んでいく。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

る。 
 
個別行動目標 SBOs： 

 1．法医学・歯科法医学に関連する制度や法律を説明する。（知識；解釈） 

 2．死因論、死体現象、検案・解剖を説明する。（知識；解釈） 

 3．虐待（小児、高齢者）について理解し、歯科医師としての責務を説明す 

   る。（知識；想起） 

 4．災害時に必要な歯科医師の役割を説明する。（知識；想起） 

 5．死亡診断書の記載や症例を用いて身元不明者に対する歯科所見を用 

   いた個人識別を実施する。（技能） 

 

 

 法医学及び歯科法医学の基礎知識及びそれらに関連する法律を理解し、  

主に災害時に必要とされる歯科所見を用いた個人識別の方法を身に付け  

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

B-2-2）, B-2-3） 

C-5-7） 

B-2-2）, E-4-2）, E-5-1） 

 

B-2-2） 

B-2-3） 

対応するディプロマポリシー 

 DP1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。  

 DP7：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 
 
 プリントとスライドを用いた講義、症例についてはスライドを使用し視覚的に理解を深める。講義内容によっては、学習課題を与

え、その都度個人でその課題に取り組んでもらう。死亡診断書や歯科所見を用いた個人識別では、実際に使用している書式を用

いて作成方法を習得する。 

授業内容 
 
1 回目  総論、各論（１）検案・解剖 

2 回目  各論（2）死体現象 

3 回目  各論（3）異常環境下の障害 

4 回目  各論（4）法医学における物体検査 

5 回目  各論（5）児童虐待、損傷 

6 回目  地域における嘱託歯科医の社会活動について 

7 回目  シミュレーション実習（歯科所見を用いた個人識別） 

8 回目  シミュレーション実習（死亡診断書） 

 
キーワード 法医学、歯科法医学、死体現象、死因究明制度、個人識別、虐待 

教科書・教材・参考書 教科書： 特に指定しない 

参考書：学生のための法医学（南山堂）、法歯科医学（永末書店）、歯科検視マニュアル（生協でのみ

販売） 

等 

成績評価の方法・基準 筆記試験、レポート、出席状況等を総合的に評価し、60 点以上を合格とする。 

受講要件(履修条件) 授業に出席した時数が授業を行った時数の 3 分の 2 に達しない場合，成績評価の対象とならない。 

備考 

(学生へのメッセージ) 

歯科医師として必要な法医学及び歯科法医学の知識を習得し、その社会的役割について理解を深め

て下さい。 
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よる授業科目 

実務経験のある教員に ・山下 裕美／剖検、検案及び生体鑑定における実務経験／法医学分野で行われている剖検・検案

時の歯科所見採取や歯科治療痕を用いた個人識別、生体鑑定等の実務経験を活かして歯科法医学

に必要な知識について解説する。 

・池松 和哉／剖検、検案及び生体鑑定における実務経験／剖検・検案、生体鑑定等の実務経験か

ら歯科医師に必要な法医学的知識について解説する。 

・安倍 優樹／剖検、検案及び生体鑑定における実務経験／剖検・検案、生体鑑定等の実務経験か

ら歯科医師に必要な法医学的知識について解説する。 

・櫻田 宏一／物体検査の実務経験／法医学分野及び警察の捜査で必要とされる物体検査の実務経

験を踏まえ、歯科法医学に必要な知識について解説する。 

・田中 靖彦／警察嘱託歯科医活動における実務経験／警察嘱託歯科医活動の実務経験を踏まえ

て、地域で求められる歯科医師の役割や社会貢献について解説する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

総論

各論（１）検案・解剖

各論（2）死体現象

各論（3）異常環境下の障害

各論（4）法医学における物体検査

最新の犯罪捜査における物体検査法について

各論（5）児童虐待、損傷

地域における嘱託歯科医の社会活動について

　　　　　

　

シミュレーション実習（歯科所見を用いた個人識別）

　

　

シミュレーション実習（死亡診断書）

　

　 

日程表

1回 12 1 月 5 山下裕美 講義室6A

講義室6A

3回 12 15 月 5 池松和哉 講義室3A

2回 12 8 月 5 安倍優樹

講義室3A

5回 1 5 月 5 山下裕美 講義室3A

4回 12 22 月 5 櫻田宏一

講義室3A

7回 1 26 月 5 山下裕美 講義室3A

6回 1 19 月 5 田中靖彦

講義室3A8回 1 26 月 6 山下裕美
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口腔生命科学各論Ⅱ（3年次生、4年次生、5年次生） 

 

（１）衛生学及び同実習         （3年）・・・・・・・・・・・115 

（２）予防歯科学及び同実習       （4年）・・・・・・・・・・・119 

（３）歯科矯正学及び同実習       （4年）・・・・・・・・・・・124 

（４）小児歯科学            （4年）・・・・・・・・・・・130 

（５）小児歯科学実習          （4年）・・・・・・・・・・・132 

（６）保存修復学            （4年）・・・・・・・・・・・134 

（７）保存修復学実習           （4年）・・・・・・・・・・・137 

（８）歯内治療学            （4年）・・・・・・・・・・・140 

（９）歯内治療学実習          （4年）・・・・・・・・・・・143 

（10）歯周病学             （4年）・・・・・・・・・・・146 

（11）歯周病学実習           （4年）・・・・・・・・・・・149 

（12）冠橋義歯学及び同実習       （4年）・・・・・・・・・・・152 

（13）有床義歯補綴学及び同実習     （4年）・・・・・・・・・・・157 

（14）口腔外科学Ⅰ及び同実習      （4年）・・・・・・・・・・・162 

（15）口腔外科学Ⅱ及び同実習      （4年）・・・・・・・・・・・164 

（16）歯科放射線学及び同実習      （4年）・・・・・・・・・・・167 

（17）歯科麻酔学及び同実習       （4年）・・・・・・・・・・・170 

（18）高齢者歯科学           （4年）・・・・・・・・・・・173 

（19）障害者歯科学           （4年）・・・・・・・・・・・177 

（20）災害口腔医学           （4年）・・・・・・・・・・・180 

（21）口腔インプラント学        （5年）・・・・・・・・・・・183 

（22）摂食嚥下リハビリテーション学   （5年）・・・・・・・・・・・186 

（20）社会歯科学            （5年）・・・・・・・・・・・189 

 



年度 2025  学期 4Q 曜日・校時 木・3～6 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25034301 

DNGD33011990 

衛生学及び同実習/（Hygieiology & Public Health） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A、実習室 5A 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

入江浩一郎/iriko@nagasaki-u.ac.jp/口腔保健学分野教員室/095-819-7663（内 7663）/随時 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

入江浩一郎、川下由美子、今給黎 明、佐藤俊太朗（長崎大学病院）、佐藤美穂（熱帯医学） 高島美和

（長崎大学病院）、辻村和也（長崎県環境部） 

授業の概要 

環境衛生学、公衆衛生学、口腔衛生学、社会歯科学、予防医学など「疾患の予防」に基づく幅広い分野を学ぶ。 

個人並びに集団の健康を守り、疾病の予防をはかる知識を理解、習得させ且つ問題解決に必要な態度と能力を養う。 

健康、疾患と社会の関連、予防医学の重要性を理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

個人並びに集団の健康を守り、疾病の予防をはかる知識、態度、および能力

を養う。 

 

個別行動目標 SBOs： 

1.疾病予防と健康増進の考え方を説明できる。 

2.衛生学の基本的知識、生活環境と健康、廃棄物とその処理、環境保全と

環境対策を説明できる。 

3.人口問題と疾病統計、高齢者の現状を説明できる。 

4.医師･歯科医師の責務と医療倫理について説明できる。 

5.感染症の疫学と感染予防を説明できる。 

6.環境保健について説明できる 

 

 

 

【平成 28年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】 

 

B-1), B-3) 

B-2-4), B-3) 

 

B-2-2), B-4-2) 

A-1), B-2-1) 

B-3) 

B-2-4) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義及び実習 

授業内容 

1 回目： 衛生学、社会歯科学概論 （入江） 

2 回目： 疫学① （佐藤俊） 

3 回目： 疫学② （佐藤俊） 

4 回目： 食中毒（入江） 

5 回目： 感染症① （川下） 

6 回目： 感染症② （川下） 

7 回目： 社会と保健医療の仕組み （入江） 

8 回目： 地域保健 （入江） 

9 回目： 母子保健  （川下） 

10 回目： 学校保健 （川下） 

11 回目： 障害者福祉 （今給黎） 

12 回目： 成人保健 （入江） 

13 回目： 産業保健 （川下） 

14－15 回目： 政府統計の基幹統計調査と一般統計調査・人口統計(今給黎) 

16 回目： 健康増進法と健康日本 ２１(入江) 

17-18 回目： 自習 

19-20 回目： 特別講義（辻村） 

21 回目： 自習 

22 回目： 精神保健医療福祉 （川下） 

23 回目： 国際保健 （佐藤美） 

24 回目： 高齢者保健 （今給黎） 

25 回目： 栄養 （高島美和栄養士） 

26 回目： 自習 

27-29 回目： 衛生学実習 水質検査 （入江・川下・今給黎） 

30 回目： 自習 
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キーワード 衛生、健康、疾患、予防、栄養、疫学、感染、環境、社会 

教科書・教材・参考書 新編 衛生学・公衆衛生学 （医歯薬出版） 

成績評価の方法・基

準等 

筆記試験。口答試問、レポートを課す場合がある。 

実習を含む全授業を出題範囲とする。 

実習は必ず出席することとする。欠席した学生は必ず連絡を取ること。 

受講要件(履修条件) なし 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

非常勤講師による特別講義は礼節をわきまえること。また出席を重視する。 

実務経験のある教員

による授業科目 
・入江 浩一郎／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした実

践的な情報・知識の提供 

・川下 由美子／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした実

践的な情報・知識の提供 

・今給黎 明／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした実践

的な情報・知識の提供 

・佐藤 俊太朗／統計専門家としての経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・佐藤 美穂／海外での経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・高島 美和／栄養士としての経験を生かした実践的な情報・知識の提供 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

入江 講義室3A

今給黎 講義室3A

17回 12 18 木 7 自習 講義室３A

16回 12 18 木 6 健康増進法と健康日本21

15回 12 18 木 5 政府統計の基幹統計調査と一般統計調査・人口統計　2 今給黎 講義室3A

14回 12 18 木 4 政府統計の基幹統計調査と一般統計調査・人口統計　1

入江 講義室3A

13回 12 18 木 3 産業保健 川下 講義室3A

12回 12 11 木 6 成人保健

川下 講義室3A

11回 12 11 木 5 障害者福祉 今給黎 講義室3A

10回 12 11 木 4 学校保健

入江 講義室3A

9回 12 11 木 3 母子保健 川下 講義室3A

8回 12 4 木 6 地域保健

川下 講義室3A

7回 12 4 木 5 社会と保健医療の仕組み 入江 講義室3A

6回 12 4 木 4 感染症②

入江 講義室3A

5回 12 4 木 3 感染症① 川下 講義室3A

4回 11 27 木 6 食中毒

佐藤（俊） 講義室3A

3回 11 27 木 5 疫学② 佐藤（俊） 講義室3A

2回 11 27 木 4 疫学①

日程表

1回 11 27 木 3 衛生学、社会歯科学概論 入江 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

日程表

入江

川下

今給黎

入江

川下

今給黎

入江

川下

今給黎

講義室６B

講義室６B

今給黎 講義室3A

川下 講義室3A

辻村 講義室3A

講義室3A

30回 1 22 木 7 自習

実習室５A

29回 1 22 木 6
衛生学実習
水質測定（フッ化物イオン濃度、硬度等）

実習室５A

28回 1 22 木 5
衛生学実習
水質測定（フッ化物イオン濃度、硬度等）

27回 1 22 木 4
衛生学実習
水質測定（フッ化物イオン濃度、硬度等）

実習室５A

26回 1 22 木 3 自習

25回 1 15 木 6 栄養
学内栄養士
（高島）

講義室3A

24回 1 15 木 5 高齢者保健

23回 1 15 木 4 国際保健 佐藤（美） 講義室3A

22回 1 15 木 3 精神保健医療福祉

21回 1 8 木 6 自習 講義室3A

20回 1 8 木 5
衛生学特別講義-環境保健　2

19回 1 8 木 4
衛生学特別講義-環境保健　1

辻村 講義室3A

18回 1 8 木 3
自習
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 1・2㻽㻌 曜日・校時㻌 月・4䡚6㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 1.5㻌

科目␒ྕ㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25034302㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌 㻰N㻳㻰33021990㻌

予防ṑ科学ཬ䜃ྠᐇ⩦㻛㻌 （㻼㼞㼑㼢㼑㼚㼠㼕㼢㼑㻌㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 4 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義・ᐇ⩦形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 6A、臨床ᐇ⩦室 4㻮㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌 㻌ཱྀ⭍生࿨科学各論䊡㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ධỤᾈ୍㑻㻛㼕㼞㼕㼗o㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ཱྀ⭍ಖ೺学分㔝教員室㻛095㻙819㻙7663（内 7663）㻛㝶時㻌

担当教員㻔オム ධỤᾈ୍㑻、஬月ዪ䛥䛝子、ᕝୗ⏤⨾子、今給黎明㻌

ニ䝞ス科目等㻕㻌 非ᖖ໅講ᖌ：ᒣ本㱟生（⚄ዉᕝṑ科大学）、ᜏ▼⨾Ⓩ㔛（日本ṑ科⥲ྜ◊✲機構）、ⰼ⏣ಙᘯ（㭯ぢ大学）㻌

授業のᴫ要㻌

予防䛿་学の原点䛷䛒る。特にཱྀ⭍疾患について䛿ຠ⋡のよい予防䛜ྍ⬟䛷䛒る䛣と䛜分か䛳て䛝た。ཱྀ⭍疾患の予防について

ಶே的ア䝥䝻ーチと㞟ᅋ的、♫会的ア䝥䝻ーチを理ゎ䛧、ཱྀ⭍の೺ᗣをಖᣢ・ቑ進するためにᚲ要な▱識、ែᗘ、⬟ຊを㣴䛖。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

ṑ科疾患の予防とཱྀ⭍⟶理を理ゎする。㻌

㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

1.主なཱྀ⭍疾患（䛖⼃、ṑ࿘疾患）の予防を理ゎ䛧ている。㻌

2.ཱྀ⭍疾患の疫学とᣦᶆについて説明䛷䛝る。㻌

3.䛖⼃予防における䝣䝑化物について説明䛷䛝る。㻌

4.ಶேおよ䜃㞟ᅋレ䝧ル䛷の予防と೺ᗣ⟶理を説明䛷䛝る。㻌

5.ᆅᇦṑ科ಖ೺、ẕ子ṑ科ಖ೺、学校ṑ科ಖ೺、成ேṑ科ಖ೺、⪁ே㻌

㻌 ṑ科ಖ೺、⏘業ṑ科ಖ㝤を説明䛷䛝る。㻌

6.೺ᗣ䛵䛟䜚と㣗生ά、ᰤ㣴、ཱྀ⭍疾患と全㌟の೺ᗣについて説明䛷䛝る。㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

疾病の予防と೺ᗣ⟶理を㏻䛨てබ⾗⾨生のྥୖにດめ、೺ᗣな生άを☜ಖする。㻌 㻮㻙3㻙2㻕㻙䐟,㻌㻱㻙3㻙2㻕㻌

㻮㻙4㻙1㻕㻙䐡㻌

㻮㻙3㻙2㻕㻙䐠㻌

㻮㻙3㻙2㻕,㻌㻲㻙3㻙2㻕㻌

㻮㻙3㻙2㻕㻙䐢,㻌䐤,㻌㻲㻙3㻙2㻕㻌

㻌

㻮㻙1㻕㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬１：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する基礎的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠎：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する臨床的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

講義ཬ䜃ᐇ⩦㻌

授業内容㻌

㻌1 回目： 予防ṑ科学ᴫ論（ධỤ）㻌

㻌2 回目： 䛖⼃の病因論（ධỤ）㻌

㻌3 回目： ṑ࿘病の病因論（ධỤ）㻌

㻌4 回目： ཱྀ⭍ಖ೺と疫学（ᕝୗ）㻌

㻌㻌 㻌 㻌 㻌 5 回目： ཱྀ⭍ಖ೺のᣦᶆなら䜃にṑ科疾患ᐇែㄪᰝのᴫ要と᭱᪂の⤖ᯝについて（ධỤ）㻌

㻌6 回目： 䝥ラークコン䝖䝻ール：ཱྀ⭍䝞イオ䝣䜱ルムの形成と病原体（ධỤ）㻌

㻌7 回目： ᆅᇦಖ೺：成ேのཱྀ⭍ಖ೺（஬月ዪ）㻌

㻌8 回目： ᆅᇦಖ೺：㧗㱋⪅・᭷病⪅のཱྀ⭍ಖ೺（஬月ዪ）㻌

㻌9 回目： 䝥ラークコン䝖䝻ール：ブラ䝑䝅ング法、ṑ☻剤、Ὑཱྀ剤（ධỤ）㻌

㻌10 回目： 自⩦㻌

㻌11 回目： 䝥ラークコン䝖䝻ール：ṑཱྀ⭍Ύᤲᣦᑟ、ཱྀ⭍Ύᤲ状ែのᣦᶆ（ධỤ）㻌

㻌12 回目： 䝥ラークコン䝖䝻ール：㣧㣗（ධỤ）㻌

㻌13 回目： 㱘⼃の予防：㱘⼃の特異的予防（ᕝୗ）㻌 㻌

㻌14 回目： 㱘⼃の予防：䝣䝑化物の応用と㱘⼃予防機序（ධỤ）㻌

㻌15 回目： 㱘⼃の予防：䝣䝑化物による㱘⼃予防法とそのຠᯝ、䝣䝑化物の⃰ᗘと㔞（ධỤ）㻌

㻌16 回目： 自⩦㻌

㻌17 回目： 㱘⼃の予防：㱘⼃予防ຠᯝのホ౯と㱘⼃をホ౯するᣦᩘ（ධỤ）㻌

㻌18 回目： ᆅᇦಖ೺：ẕ子ཱྀ⭍ಖ೺（ᕝୗ）㻌

㻌19 回目： 自⩦㻌

㻌20 回目： ᆅᇦಖ೺：学校のཱྀ⭍ಖ೺（ᕝୗ）㻌 㻌

㻌21 回目： 㱘⼃άືヨ㦂（ධỤ）㻌

㻌22 回目： 特ู講義（ᜏ▼）㻌

㻌23 回目： 特ู講義（ᒣ本）㻌

㻌24 回目： 自⩦㻌
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㻌25 回目： 特ู講義 1（ⰼ⏣）㻌

㻌26 回目： 特ู講義 2（ⰼ⏣）㻌

㻌27 回目： ᆅᇦಖ೺：㞀ᐖඣ・⪅のཱྀ⭍ಖ೺（ᕝୗ）㻌

㻌28 回目： ᅜẸのཱྀ⭍ಖ೺状ἣ（஬月ዪ）㻌

㻌29 回目： 特ู講義 3（ⰼ⏣）㻌

㻌30 回目： 特ู講義 4（ⰼ⏣）㻌

㻌㻌 㻌 㻌 㻌 31 回目： 自⩦㻌

㻌32 回目： ṑ࿘病の予防（ධỤ）㻌

㻌33 回目： ཱྀ⮯の予防（ධỤ）㻌

㻌34 回目： 自⩦㻌

㻌35 回目： ཱྀ⭍の機⬟㻌

㻌36 回目： ス䝫ー䝒䝬ウス䜺ードについて（ධỤ）㻌

㻌37㻙39 回目： 予防ṑ科ᐇ⩦䐟口腔診査法㻌

㻌40㻙42 回目： 予防ṑ科ᐇ⩦䐠䝥ラークコン䝖䝻ール（ධỤ・஬月ዪ・ᕝୗ・௒⤥㯪）㻌

㻌43㻙45 回目： 予防ṑ科ᐇ⩦䐡䛖⼃άື性ヨ㦂（ධỤ・஬月ዪ・ᕝୗ・௒⤥㯪）㻌
㻌

䜻ーワード㻌 䛖⼃、ṑ࿘疾患、予防、ಖ೺、䝣䝑化物、䝥ラークコン䝖䝻ール、ᆅᇦಖ೺㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 ཱྀ⭍ಖ೺・予防ṑ科学（་ṑ薬出∧）㻌

㻌

‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・基 ➹グヨ㦂。ཱྀ⟅ヨ問、レ䝫ー䝖をㄢすሙྜ䜒䛒る。㻌

ᐇ⩦を含䜐全授業を出題⠊ᅖとする。㻌

ᐇ⩦䛿ᚲ䛪出ᖍする䛣と。Ḟᖍ䛧た学生䛿ᚲ䛪連⤡をྲྀる䛣と。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 な䛧㻌

ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉 非ᖖ໅講ᖌによる特ู講義䛿♩⠇を䜟䛝ま䛘る䛣と。また出ᖍを重どする。㻌

㼆㻻㻻㻹 等によるオンラインのྍ⬟性䜒䛒るの䛷、㻸A㻯㻿 にて☜認䛧て䛟䛰䛥い。㻌

による授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員 ・入江 浩一郎／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした実

践的な情報・知識の提供 
・五月女 さき子／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした

実践的な情報・知識の提供 
・川下 由美子／大学病院における予防歯科を主体とした実務経験／臨床の経験を生かした実

践的な情報・知識の提供 
・佐藤 美穂／海外での経験を生かした実践的な情報・知識の提供 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

予防ṑ科学ཬ䜃ྠᐇ⩦日程表

1回 4 7 月 4

予防ṑ科学ᴫ論
予防ṑ科学䛿ಶேをᑐ㇟と䛧た分㔝と㞟ᅋ䜔♫会をᑐ㇟と䛧た分㔝に大ู䛥
れ、⾨生学、♫会ṑ科学、ཱྀ⭍⾨生学、බ⾗⾨生学、予防་学な䛹ᖜᗈい分
㔝と重なる。

ධỤ 講義室6A

ධỤ 講義室6A

3回 4 7 月 6

ṑ࿘病の病因論
ṑ࿘病の発病、進⾜に関䜟るಶ体要因、病原要因、⎔ቃ要因について理ゎ
する。臨床およ䜃ᆅᇦṑ科ಖ೺⌧ሙ䛷฼用䛥れている䝸スクホ౯の特ᚩにつ
いて䜒理ゎする。

ධỤ 講義室6A

2回 4 7 月 5

䛖⼃の病因論
䛖⼃進⾜に関䜟るಶ体要因、病原要因、⎔ቃ要因について理ゎする。臨床お
よ䜃ᆅᇦṑ科ಖ೺⌧ሙ䛷฼用䛥れている䝸スクホ౯の特ᚩについて䜒理ゎす
る。

ᕝୗ 講義室6A

5回 4 14 月 5

ཱྀ⭍ಖ೺のᣦᶆなら䜃にṑ科疾患ᐇែㄪᰝのᴫ要と᭱᪂の⤖ᯝについて

ධỤ 講義室6A

4回 4 14 月 4

ཱྀ⭍ಖ೺と疫学

ධỤ 講義室6A

7回 4 21 月 4

ᆅᇦಖ೺
 成ேのཱྀ⭍ಖ೺　

 
 

஬月ዪ 講義室6A

6回 4 14 月 6

䝥ラークコン䝖䝻ール
ཱྀ⭍䝞イオ䝣䜱ルムの形成と病原体

஬月ዪ 講義室6A

9回 4 21 月 6

䝥ラークコン䝖䝻ール
ブラ䝑䝅ング法、ṑ☻剤、Ὑཱྀ剤

ධỤ 講義室6A

8回 4 21 月 5

ᆅᇦಖ೺
 㧗㱋⪅・᭷病⪅のཱྀ⭍ಖ೺　

 
 

ධỤ 講義室6A

11回 4 28 月 5

䝥ラークコン䝖䝻ール
ṑཱྀ⭍Ύᤲᣦᑟ、ཱྀ⭍Ύᤲ状ែのᣦᶆ

ධỤ 講義室6A

10回 4 28 月 4

自⩦

ධỤ 講義室6A

13回 5 12 月 4

㱘⼃の予防
㱘⼃の特異的予防（◁⢾について）

ᕝୗ 講義室6A

12回 4 28 月 6

䝥ラークコン䝖䝻ール
㣧㣗（代用⏑࿡ᩱ・特ᐃಖ೺用㣗ရ）

ධỤ 講義室6A

15回 5 12 月 6

㱘⼃の予防
䝣䝑化物による㱘⼃予防法とそのຠᯝ、䝣䝑化物の⃰ᗘと㔞

ධỤ 講義室6A

14回 5 12 月 5

㱘⼃の予防
䝣䝑化物の応用と㱘⼃予防機序
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

講義室6A

17回 5 19 月 5

㱘⼃の予防
㱘⼃予防ຠᯝのホ౯と㱘⼃をホ౯するᣦᩘ

ධỤ 講義室6A

16回 5 19 月 4

自⩦

ᕝୗ 講義室6A

19回 5 26 月 4

自⩦

講義室6A

18回 5 19 月 6

ᆅᇦಖ೺
ẕ子ཱྀ⭍ಖ೺㻔1ṓ6か月ඣ೺ᗣ診ᰝ、3ṓඣ೺ᗣ診ᰝ等㻕

ᕝୗ 講義室6A

21回 5 26 月 6

㱘⼃άື性ヨ㦂

ධỤ 講義室6A

20回 5 26 月 5

ᆅᇦಖ೺
学校のཱྀ⭍ಖ೺

講義室6A

23回 6 2 月 5 講義室6A

22回 6 2 月 4

特ู講義
ṑ科の♫会Ỵᐃ要因（೺ᗣ᱁ᕪ）について

特ู講義
䝡䝑ク䝀ー䝍とṑ科ಖ೺་療について

ᜏ▼

講義室6A

25回 6 9 月 4

特ู講義1
䛖⼃の科学と予防の᭱ඛ➃について、ཱྀ⭍䝞イオ䝣䜱ルムについて᭱᪂の᝟
ሗを学䜆。 ⰼ⏣ 講義室6A

24回 6 2 月 6

自⩦

講義室6A

27回 6 9 月 6

ᆅᇦಖ೺
㞀ᐖඣ・⪅のཱྀ⭍ಖ೺

ᕝୗ 講義室6A

26回 6 9 月 5

特ู講義2

講義室6A

29回 6 16 月 5

特ู講義3

ⰼ⏣ 講義室6A

28回 6 16 月 4

ᅜẸのཱྀ⭍ಖ೺状ἣ
ཱྀ⭍ಖ೺の⤫ィㄪᰝからみたᅜẸ・㛗ᓮ┴Ẹの೺ᗣとᰤ㣴の⌧状について

講義室6A30回 6 16 月 6

特ู講義4

ⰼ⏣

஬月ዪ

ⰼ⏣

ᒣ本
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ධỤ

஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

ධỤ

஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

ධỤ

஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦2 ධỤ

䝥ラークコン䝖䝻ール ஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦2 ධỤ

䝥ラークコン䝖䝻ール ஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦2 ධỤ

䝥ラークコン䝖䝻ール ஬月ዪ・ᕝୗ

௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦3 ධỤ

䛖⼃άື性ヨ㦂 ஬月ዪ・ᕝୗ

　 ௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦3 ධỤ

䛖⼃άື性ヨ㦂 ஬月ዪ・ᕝୗ

　 ௒⤥㯪

予防ṑ科学ᐇ⩦3 ධỤ

䛖⼃άື性ヨ㦂 ஬月ዪ・ᕝୗ

　 ௒⤥㯪

31回 6 23 月 4

ཱྀ⮯の予防

ධỤ

講義室6A

講義室6A

33回 6 23 月 6 講義室6A

32回 6 23 月 5

講義室6A

35回 6 30 月 5

ཱྀ⭍の機⬟
ၚ液の性状とその機⬟について

ᕝୗ 講義室6A

34回 6 30 月 4

自⩦

講義室6A

37回 7 7 月 4

予防ṑ科学ᐇ⩦1
ཱྀ⭍診ᰝ法（䛖⼃、ṑ࿘病、その௚）

臨床ᐇ⩦室䠐㻮

36回 6 30 月 6

ス䝫ー䝒䝬ウス䜺ードについて

ධỤ

臨床ᐇ⩦室䠐㻮

39回 7 7 月 6

予防ṑ科学ᐇ⩦1
ཱྀ⭍診ᰝ法（䛖⼃、ṑ࿘病、その௚）

臨床ᐇ⩦室䠐㻮

38回 7 7 月 5

予防ṑ科学ᐇ⩦1
ཱྀ⭍診ᰝ法（䛖⼃、ṑ࿘病、その௚）

臨床ᐇ⩦室䠐㻮

44回 7 28 月 5 臨床ᐇ⩦室䠐㻮

43回 7 28 月 4 臨床ᐇ⩦室䠐㻮

45回 7 28 月 6

臨床ᐇ⩦室䠐㻮

41回 7 14 月 5 臨床ᐇ⩦室䠐㻮

42回 7 14 月 6

40回 7 14 月 4 臨床ᐇ⩦室䠐㻮

自⩦

ṑ࿘病の予防

ධỤ
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年度 2025   学期   1・2Q 曜日・校時  月 1～3 校時，火 1～2 校時 必修選択     必修 単位数  2 単位 

授業コード 

科目ナンバリング・コード 

授業科目/(英語名) 

25034303 

DNGD33031988 

歯科矯正学及び同実習/Oｒｔｈｏｄｏｎｔｉｃｓ ＆ Orthodontic  Practice 

対象年次    ４年生 講義形態  講義及び実習 教室   講義室６Ａ，臨床実習室４Ｂ 

対象学生(クラス等)            科目分類 口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

講義：吉田教明/nori@nagasaki-u.ac.jp /矯正医局 /TEL:095-819-7667/オフィスアワー：不在時を除き毎週金曜日 17:00 以降 

実習：富永淳也/tomi226@nagasaki-u.ac.jp /教員研究室 /TEL：095-819-7669 /オフィスアワー：不在時を除き毎週金曜日 17:00 以降 

担当教員 

(オムニバス科目等) 

吉田教明，佛坂斉祉，富永淳也, 森田幸子，濱中僚, 小牧博也，吉見知子，森内絵美，菅原準二〔非

常勤講師〕， 安香譲治〔非常勤講師〕，井口修一郎〔非常勤講師〕 

授業の概要： 講義では，口腔・頭蓋・顔面領域における発生および成長発育の基礎知識を学び，矯正治療の目的，必要性，臨床的意

義を理解し，異常に対する検査，診断，治療法を理解する。実習では，矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポドント実習によるシミ

ュレーションや模型実習を通して習得する。 

一般目標 GIO：口腔・頭蓋・顔面領域における発生および成長発育について基礎

知識を習得する。矯正治療の目的，意義，診断，治療法等を理解し，また矯正臨床

に必要な基礎的な技術を身に付ける。 

個別行動目標 SBOs： 
1. 発生，成長発育の概念，正常咬合が説明できる。 

2. 不正咬合の種類，原因，病態，予防法が説明できる。 

3. 矯正治療の目的と意義を理解し，矯正診断と治療の流れ，治療法が説明できる。 

4. 関連する力学が説明できる。 

5. 装置の種類と使用目的，構造,作用機序,生体反応，適応症および製作方法が説

明できる。 

6. 矯正装置を製作できる。 

7. 矯正装置に用いる器材の名称と使い方を説明できる。 

平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ
ラム 
 
 
E-2-2), E-2-3), E-2-4) 
E-2-2), E-2-3), E-2-4), E-4-1) 
E-4-1)  
E-4-1)  
E-4-1)  
E-4-1)  
E-4-1)  
E-4-1)   

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法）： 講義，実習，e-Learning 

講義では，学生の理解度を確認するため小テスト(pre, post)を逐次実施する。 e-Learning を利用して，学生の予習・復習に

よる自主的学習意欲を高めるため講義内容および実習資料を公開する。 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 

概要：はじめに講義にて，矯正治療の歴史的流れを理解し，正常咬合とは何か，顔貌の不正，顎骨の異常形態および不正咬合の検

査法，診断法を理解する。同時に今後の矯正歯科学の新しい治療法について内容を深める。実習では，各課題で作成する装置の構造，

機能，理論，適応症などについて，配布した実習書に従って講義と実習を行い，矯正装置の製作を行う。 

授業内容 

         

2 回目:【講義 2】治療目標・治療方針・治療計画の立案 

3 回目:【講義 3】治療学概論 

4 回目:【講義 4】咬合 ① 

5 回目:【講義 5】咬合 ② 

6 回目:【講義 6】頭部 X 線規格写真分析（1） 

7 回目:【講義 7】頭部 X 線規格写真分析（2） 

8 回目:【講義 8】頭部 X 線規格写真分析（3） 

9 回目:【講義 9】頭部 X 線規格写真分析（4） 

10 回目:【講義 10】頭部 X 線規格写真分析（5） 

11 回目:【講義 11】診断,検査 ① 

12 回目:【講義 12】診断,検査 ② 

13 回目:【講義 13】成長発育 

14 回目:【講義 14】不正咬合の原因と予防① 

15 回目:【講義 15】不正咬合の原因と予防② 

16 回目:【講義 16】矯正装置 Ⅰ矯正装置の種類と特徴 

17 回目:【講義 17】矯正装置 Ⅱ器械的矯正装置 

18・19・20 回目:【実習 1】プライヤー貸出・確認，自在ろう着・線屈曲 

21 回目:【講義 18】矯正歯科治療における抜歯 

22 回目:【講義 19】矯正歯科治療における固定① 

23・24・25 回目:【実習 2】舌側弧線装置(1) 

27 回目:【講義 2１】矯正歯科治療に伴う生体反応 矯正力 

 

１回目:【講義 1】歯科矯正学の定義と歩み,矯正歯科治療の目的と意義 28・29・30 回目:【実習 4】舌側弧線装置(2) 

31 回目:【講義 22】正歯科治療における固定② 

32 回目:【講義 23】矯正用材料の特性 

33・34・35 回目:【実習 5】舌側弧線装置(3) 

36 回目:【講義 24】矯正治療に必要な力学 

37 回目:【講義 25】矯正用材料、矯正用器械、器具 

38・39・40 回目:【実習 6】舌側弧線装置(4) 

41 回目:【講義 26】乳歯列期・混合歯列期の治療① 

42 回目:【講義 27】乳歯列期・混合歯列期の治療② 

43・44・45 回目: 【実習 7】エッジワイズ装置(1) 

46 回目:【講義 28】顎変形症の矯正歯科治療 

47 回目:【講義 29】口唇・口蓋裂の矯正歯科治療 

48・49・50 回目: 【実習 8】エッジワイズ装置(2) 

51 回目:【講義 30】永久歯列期の治療① 

52 回目:【講義 31】永久歯列期の治療② 

53・54・55 回目:【実習 9】エッジワイズ装置(3) 

56 回目:【講義 32】永久歯列期の治療③ 

57 回目:【講義 33】永久歯列期の治療④ 

58・59・60 回目:【実習 10】エッジワイズ装置(4) 

61 回目:【講義 34】歯科矯正用アンカースクリュー 

62 回目:【講義 35】保定・口腔衛生管理・偶発症・併発症 

26 回目:【講義 20】矯正装置 Ⅲ機能的矯正装置 Ⅳその他の矯正装置 63・64・65 回目:【実習 9】エッジワイズ装置(5) 

キーワード 発生，成長発育，正常咬合，不正咬合の種類，原因，矯正治療の目的，矯正装置， 

舌側弧線装置, エッジワイズ装置, 機能的矯正装置, 力学 
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教科書・教材・参考書 教科書：歯科矯正学（第 6 版），医歯薬出版，飯田順一郎，葛西一貴他編 

参考書：歯科矯正マニュアル，南山堂，槇宏太郎他編  プロフィトの現代歯科矯正学，クインテッセンス出版, 

e-Learning にて実習書，講義での画像，実習デモの動画を提供する。 

成績評価の方法・基準等 講義の評価と実習の評価で行う。いずれも 60 点以上のものを合格とする。講義の評価は，定期試験時の筆記

試験で行い，LACS のテストの成績は講義の成績評価の参考とする。実習の評価は，各課題の製作物評価，実

習態度，理解度，レポートにより総合評価を行う。 

受講要件(履修条件) 定期試験は，本試験，再試験とする。出席率は学部規則に従って評価する。3/4 以上の出席で受験資格を得

る。追試験，再試験は学部規則の範囲で行う。 

ジ） 

備考（学生へのメッセー 講義の進行と実習内容を同調させるために，前半において講義を集中的に行うので予習復習が必要。 

実習では実習書を各自印刷もしくはデータで閲覧できる状態で持参すること。実習内容は前日までに e-

learning による予習を行い，LACS で実習デモの動画を必ず閲覧すること。LACS で連絡事項を掲示する。 

る授業科目 

実務経験のある教員によ ・吉田 教明／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・佛坂 斉祉／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・富永 淳也／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・森田 幸子／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・濵中 僚／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポドント

実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・小牧 博也／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・吉見 知子／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・森内 絵美／現役歯科医師の大学病院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポド

ント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・井口 修一郎／現役歯科医師の歯科医院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術をタイポ

ドント実習によるシミュレーションや模型実習を指導する。 

・菅原 準二／現役歯科医師の歯科医院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術を指導す

る。 

・安香 譲治／現役歯科医師の歯科医院における実務経験／矯正臨床に必要な基本的知識，技術を指導す

る。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容(案） 担当者 教室

【講義1】Ⅰ総論-1章 歯科矯正学の定義と歩み
                2章 矯正歯科治療の目的と意義
　歯科矯正学の歴史、目的と意義
【講義2】Ⅱ診断学-11章 治療目標・治療方針・治療計画の立案
　治療の流れ（上顎前突）診断から治療のプロセス
　　
【講義3】Ⅲ治療学-12章 治療学概論
　治療の流れ（下顎前突）診断から治療のプロセス

【講義4】Ⅰ総論-4章 咬合 ①

【講義5】Ⅰ総論-4章 咬合 ②

【講義6】Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査
　　　　　　　　　　　　　（Ⅰ・7 頭部X線規格写真分析）

【講義7】Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査
　　　　　　　　　　　　　（Ⅰ・7 頭部X線規格写真分析）

【講義8】Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査
　　　　　　　　　　　　　（Ⅰ・7 頭部X線規格写真分析）

【講義9】Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査
　　　　　　　　　　　　　（Ⅰ・7 頭部X線規格写真分析）

【講義10】Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査
　　　　　　　　　　　　　（Ⅰ・7 頭部X線規格写真分析）

【講義11】Ⅱ診断学-8章 診断
          Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査（Ⅰ・1～Ⅰ・6）
                            Ⅱ機能検査（Ⅱ・1～Ⅱ・6）
【講義12】Ⅱ診断学-8章 診断
         Ⅱ診断学-9章 検査 Ⅰ形態的検査（Ⅰ・1～Ⅰ・6）
                            Ⅱ機能検査（Ⅱ・1～Ⅱ・6）
【講義13】Ⅰ総論-3章 成長発育

【講義14】Ⅰ総論-5章 不正咬合の原因①
                6章 不正咬合の予防①

【講義15】Ⅰ総論-5章 不正咬合の原因②
                6章 不正咬合の予防②

【講義16】Ⅲ治療学-16章 矯正装置 Ⅰ矯正装置の種類と特徴

【講義17】Ⅲ治療学-16章 矯正装置 Ⅱ器械的矯正装置

講義室6A

2回 4 1 火 2 富永 講義室6A

1回 4 1 火 1 吉田

講義室6A

4回 4 7 月 2 森田 講義室6A

3回 4 2 水 1 森田

講義室6A

6回 4 8 火 1 佛坂 講義室6A

5回 4 7 月 3 森田

7回 4 8 火 2 佛坂 講義室6A

臨床実習室４Ｂ

9回 4 14 月 2 佛坂 臨床実習室４Ｂ

8回 4 14 月 1 佛坂

臨床実習室４Ｂ

11回 4 15 火 1 富永 講義室6A

10回 4 14 月 3 佛坂

講義室6A

13回 4 21 月 1 小牧 講義室6A

12回 4 15 火 2 富永

講義室6A

15回 4 21 月 3 富永 講義室6A

14回 4 21 月 2 富永

講義室6A

17回 4 22 火 2 吉見 講義室6A

16回 4 22 火 1 吉見
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容(案） 担当者 教室

【講義18】Ⅱ診断学-10章 矯正歯科治療における抜歯

　　
【講義19】Ⅲ治療学-14章 矯正歯科治療における固定①

　　

【講義20】Ⅲ治療学-16章 矯正装置 Ⅲ機能的矯正装置 Ⅳその他の矯正装置

【講義21】Ⅰ総論-7章 矯正歯科治療に伴う生体反応
         Ⅲ治療学-13章 矯正力

【講義22】Ⅲ治療学-14章 矯正歯科治療における固定②
          
　　
【講義23】Ⅲ治療学-15章 矯正用材料の特性

【講義24】Ⅲ治療学-矯正治療に必要な力学

【講義25】付録 矯正用材料、矯正用器械、器具

3

21回 5 13 火 1

月 1

富永 臨床実習室４Ｂ19回 5 12 月 2

18回 5 12 月 1
【実習1】プライヤー貸出・確認，自在ろう着・線屈曲

20回 5 12 月

24回 5 19 月 2

22回 5 13 火 2

23回 5 19

26回 5 20 火 1

月 1

25回 5 19 月 3

29回 5 26 月 2

27回 5 20 火 2

28回 5 26

31回 5 27 火 1

月 1

30回 5 26 月 3

34回 6 2 月 2

32回 5 27 火 2

33回 6 2

36回 6 3 火 1

月 1

35回 6 2 月 3

39回 6 9 月 2

37回 6 3 火 2

38回 6 9

40回 6 9 月 3

吉田 講義室6A

吉田 講義室6A

【実習2】舌側弧線装置(1)

富永 臨床実習室４Ｂ

吉田 講義室6A

小牧 講義室6A

【実習4】舌側弧線装置(3)

富永 臨床実習室４Ｂ

森田 講義室6A

濱中 講義室6A

【実習3】舌側弧線装置(2)

富永 臨床実習室４Ｂ

濱中 講義室6A

濱中 講義室6A

【実習5】舌側弧線装置(4)

富永 臨床実習室４Ｂ
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容(案） 担当者 教室

【講義26】Ⅲ治療学-17章 乳歯列期・混合歯列期の治療
                （Ⅰ・1～Ⅱ・4）

【講義27】Ⅲ治療学-17章 乳歯列期・混合歯列期の治療
                （Ⅱ・4～Ⅱ・10）

【講義28】Ⅲ治療学-20章 チーム医療の中の矯正歯科治療

          （Ⅱ 顎変形症の矯正歯科治療）

【講義29】Ⅲ治療学-20章 チーム医療の中の矯正歯科治療

          (Ⅰ口唇・口蓋裂の矯正歯科治療)

【講義30】Ⅲ治療学-18章 永久歯列期の治療（Ⅰ上顎前突Ⅱ下顎前突）

【講義31】Ⅲ治療学-18章 永久歯列期の治療（Ⅲ叢生 Ⅳ上下顎前突）

　　

【講義32】Ⅲ治療学-18章 永久歯列期の治療（Ⅴ過蓋咬合 Ⅵ開咬）

【講義33】Ⅲ治療学-18章 永久歯列期の治療

          （Ⅶ交叉咬合 Ⅷ埋伏 Ⅸ外傷）

41回 6 10 火 1

月 1

44回 6 16 月 2

42回 6 10 火 2

43回 6 16

46回 6 17 火 1

月 1

45回 6 16 月 3

49回 6 23 月 2

47回 6 17 火 2

48回 6 23

51回 6 24 火 1

月 1

50回 6 23 月 3

54回 6 30 月 2

52回 6 24 火 2

53回 6 30

56回 7 1 火 1

月 1

55回 6 30 月 3

57回 7 1 火 2

58回 7 7

森内 講義室6A

森内 講義室6A

【実習6】エッジワイズ装置(1)

富永 臨床実習室４Ｂ

小牧 講義室6A

小牧 講義室6A

【実習8】エッジワイズ装置(3)

富永 臨床実習室４Ｂ

菅原 講義室6A

森田 講義室6A

【実習7】エッジワイズ装置(2)

富永 臨床実習室４Ｂ

濱中 講義室6A

濱中 講義室6A

【実習9】エッジワイズ装置(4)
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容(案） 担当者 教室

【講義34】歯科矯正用アンカースクリューを用いた矯正歯科治療

Ⅲ治療学-14章Ⅱ・4　歯科矯正用アンカースクリューによる固定

Ⅲ治療学-22章Ⅷ　歯科矯正用アンカースクリューによる併発症

【講義35】Ⅲ治療学-19章 保定

          Ⅲ治療学-21章 矯正歯科治療における口腔衛生管理

          Ⅲ治療学-22章 矯正歯科治療に伴う偶発症・併発症

59回 7 7 月 2

61回 7 8 火 1

14 月 1

60回 7 7 月 3

65回 7 14 月 3

64回 7 14 月 2

62回 7 8 火 2

63回 7

安香 講義室6A

富永 講義室6A

【実習10】エッジワイズ装置(5)，プライヤー返却・確認

富永 臨床実習室４Ｂ

富永 臨床実習室４Ｂ
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年度 2025  学期 通年 曜日・校時 2Q水 1-2， 3・4Q水 3-7 必修選択  必修 単位数 3 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25034324 

DNGD33041988 

小児歯科学/(Pediatric Dentistry) 

対象年次 4 年次 講義形態 講義・グループワーク 教室 講義室 ６A 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論 II 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

藤田優子/y-fujita@nagasaki-u.ac.jp/小児歯科学医局/095-819-7674（内 7674）/水曜日 12：00～13：00 

担当教員(オムニ

バス科目等) 
藤田優子, 田上直美，日高 聖，川﨑華子，近藤好夫, 佐藤恭子，松尾 剛，有田光太郎, 福本 敏（九州大学） 

授業の概要 

小児の口の健康を育むための，知識，技能，態度を身につける． 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

小児の口腔の健康を維持し，健全な永

久歯列を育成するために必要な知識，

技能，態度を習得する。 

小児と成人の相違に重点を置き、小児

の特殊性を理解する。 

 

個別行動目標 SBOs： 

右欄の歯学教育コアカリキュラム参照

のこと 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

E-3-1) 歯と歯周組織の発生および構造と機能  

①歯の発生、発育および交換の過程と変化を説明できる。  ②歯種別の形態と特徴を説明で

きる。 ③遺伝的な歯の形成異常を説明できる。④歯(乳歯、幼若永久歯を含む)の硬組織の構

造、機能および構成成分を説明できる。 

E-4-2) 小児の歯科治療  

①乳歯と幼若永久歯のう蝕の特徴と予防法を説明できる。 ②乳歯と幼若永久歯のう蝕の診

察、検査と診断を説明できる。 ③乳歯と幼若永久歯の歯冠修復の目的と種類、適応症、手順

と留意点を説明できる。④歯と根未完成永久歯の歯髄炎・根尖歯周組織疾患の診察、検査と

診断を説明できる。 ⑤乳歯と根未完成永久歯の歯髄炎・根尖歯周組織疾患の処置法の種

類と適応症、手順と留意点および予後を説明できる。⑥小児の歯の外傷・粘膜疾患の診察、

検査と診断および処置法と予後を説明できる。 ⑦咬合誘導の概念を説明できる。 ⑧保隙処

置の目的と種類、適応症および留意点を説明できる。 ⑨小児患者の対応について説明でき

る。 ⑩小児の虐待の徴候と対応について説明できる。 

E-6 医師と連携するために必要な医学的知識   

②代表的医科疾患・病態および歯科診療との関連について説明できる。 ③医科疾患合併患

者の歯科治療時の注意点を説明できる。 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている. 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている. 

ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている. 

授業方法（学習指導法） 

講義，実習，調べ学習など 

授業内容 

1． 小児歯科概論 小児歯科の意義と目的 

2． 小児の心身発育 成長概論，身体発育の特徴，精神的発育，口腔機能の発達，評価法 

3． 頭蓋顔面顎の発育と異常 頭蓋の発育，顎の発育 

4． 歯の発育と異常 歯の形成，歯の形成障害，歯の異常，歯の萌出と異常 

5． 歯列咬合の発育と異常 発育段階の分類，歯列および咬合の発育異常 

6． 咬合誘導と保隙 意義と目的，診査と診断，保隙，動的咬合誘導法，口腔習癖と処置 

7． 乳歯，幼若永久歯の特徴 乳歯の形態と組織，幼若永久歯の形態と組織 

8． 小児の齲蝕と予防 乳歯や幼若永久歯の齲蝕，心身に及ぼす影響，口腔衛生指導，薬物応用法，裂溝填塞法 

9． 小児の歯周疾患 健常な歯周組織，小児歯周疾患の種類と特徴 

10．口腔管理計画 診査と診断，診療計画，患者指導，定期健診 

11．小児の歯冠修復 乳歯の歯冠修復，幼若永久歯の歯冠修復 

12．小児の歯内療法 乳歯歯髄炎の診査と診断，乳歯歯髄炎の処置法，幼若永久歯の歯内療法 

13．小児の歯の外傷 診査と診断，外傷の処置法，外傷の影響，小児の虐待とその対応 

14．小児の外科処置,粘膜疾患 抜歯，顎及び口腔軟組織の異常と疾患の処置，薬物療法 

15．心身障害児の歯科的対応 定義と口腔管理の問題点，種類と口腔所見，歯科的対応 

16．小児疾患と歯科診療 各種全身疾患に関するグループ学習 

特別講義 福本 敏（非常勤講師）  歯の発生 

 

キーワード 
小児，成長発達，口腔機能，齲蝕，咬合，外傷 
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教科書・教材・参考書 

教科書：小児歯科学第 6 版（医歯薬出版） 

参考書：小児歯科学（永末書店）第 3 版, 小児歯科学基礎・臨床実習（医歯薬出版）, 外傷歯の診断と治療

（月星光博，クインテッセンス出版）, Pediatric Dentistry 3ｒｄ Ed， (Wiley-Blackwell 2017) 

成績評価の方法・基準

等 1.小テストを 2-3 回行い、成績に反映させる。 

２.授業への積極的な参加、全体の２０％以内を限度として、評価対象とする。 

受講要件(履修条件) 
定期試験の受験条件として, 出席率７０％以上の出席が必要となる. 

備考(学生へのメッセー

ジ) 
前期は講義中心, 小児歯科学実習は後期に開始する。日程表に教科書の対応ページを示すので予習して

おくこと. 講義予定, 担当者は変更される場合あり. 詳細は追って連絡する. 

実務経験のある教員

による授業科目 

・藤田 優子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・田上 直美／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・日高 聖／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・川﨑 華子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・近藤 好夫／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・佐藤 恭子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・松尾 剛／一般歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・有田光太郎／一般歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 

・福本 敏／九州大学，東北大学小児歯科での歯科臨床経験／小児歯科学に関する講義 
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年度 2024  学期 通年 曜日・校時 2Q 水 1-2， 3・4Q 水 3-7 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034324 

科目ナンバリング・コード DNGD33041988 

小児歯科学実習/(Pediatric Dentistry Practice) 

対象年次 4 年次 講義形態 実習形式 教室 講義室 6A，実習室 4B  

対象学生(クラス等)        科目分類  口腔生命科学各論 II 

担当教員(科目責任者)/E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

藤田優子/y-fujita@nagasaki-u.ac.jp/小児歯科学医局/095-819-7674（内 7674）/水曜日 12：00～13：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 藤田優子，田上直美, 日高 聖，川﨑華子，近藤好夫, 澤瀬萌々（TA） 

授業の概要 / (500 文字) 

マネキン，模型上で小児の修復，生活歯髄切断，保隙装置製作等を行い，その基礎技術，知識を習得する. 

授業到達目標 

 

一般目標(GIO) 

小児歯科診療に必要な基本的技能，知識，態度をマネキン，模型を用い

て習得する. 

 

行動目標(SBOs) 

 1.マネキン上でラバーダム防湿ができる。 

2.模型上で乳歯の窩洞形成とコンポジットレジン充填ができる。 

 3.模型上で支台歯形成と既製金属冠が作成できる。 

 4.模型上で乳歯のフィッシャーシーラントができる。 

 5.模型上で乳歯の生活歯髄切断ができる。 

 6.乳歯のデッサンができる。 

 7.保隙装置の作成ができる。 

 8.模型上でコンポジットレジン冠修復ができる。 

 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている. 

授業方法（学習指導法） 

実習 

授業内容 

1. 実習概説 実習の概説 

2.機材整備 模型や器材の配布，点検 

3.ラバーダム防湿法 マネキン，模型上でのラバーダム防湿実習 

4.窩洞形成, レジン充填 マネキン，模型上でコンポジットレジン充填をする 

5.乳歯既成金属冠 模型上で乳歯既製金属冠の支台歯形成，適合調整を行う 

6.フィッシャーシーラント 模型上で乳歯のフィッシャーシーラントを行う 

7.乳歯生活歯髄切断 模型上で乳歯の生活歯髄切断を行う 

8.クラウンループ           模型上でクラウンループの作成を行う 

9.歯のデッサン 乳歯のデッサンを行う 

10.コンポジットレジン冠修復    マネキン，模型上でコンポジットレジン冠の支台歯形成, 修復を行う 

〇実習は後期に行います. 

〇日程はシラバス作成時時点では未定ですので，授業開始時に追って連絡します. 

また実習内容は，OSCE などにより対応するために，シラバス作成後に変更する可能性があります. 

 

結果は成績に含めるので実習帳内容等を予習してくること。 

キーワード 乳歯，ラバーダム，乳歯冠，窩洞形成，生活歯髄切断，クラウンループ, コンポジットレジン冠 

教科書・教材・参考書 事前に実習帳を電子データーで配布するので，各人プリントアウトして用意すること. 

指定の模型を購入し，1 回目に持参すること 

準等 

成績評価の方法・基 1.ステップ毎の作成物の採点 

2.インストラクターの個人評価（最大２０％まで） 

受講要件(履修条件) 実習は，出席重視なので，原則欠席は不可 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 購入した実習模型を持参すること． 

器材などは貸与するが，紛失，破損のないよう注意すること（責任が明らかな紛失，破損などに対して

は，実費弁償を求める）。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容
教科書
ページ

教員名 教室

オリエンテーション 1-4
小児の心身発育 5-32

小児の心身発育 5−32

頭蓋、顎、顔面の発育 33-44

歯の発育と異常 62-88

歯列、咬合の発育と異常 89-103

乳歯，幼若永久歯の特徴 104-117

小児の齲蝕 151-188
齲蝕の予防と進行抑制

前期のまとめ（小テスト予定）
補講

口腔機能の発達 45-61
小児への歯科的対応 118-134

小児の歯周疾患 232-246
小児の歯科診療の流れ 135-142
補講
小児の歯冠修復 194-211
小児の歯内療法 212-231

実習説明
模型実習

実習説明
模型実習

実習説明
模型実習

小児の外科
(小テスト予定）　
補講
医療安全管理 143-150
顎骨と軟組織の疾患 258-286
小児の外傷① 247-257
咬合誘導 299-337
唇顎口蓋裂 362-365
小児の外傷② 247-257
実習説明
模型実習

児童虐待 413-417
特別講義
心身障害児 338-367
実習説明
模型実習

実習説明
模型実習

小児疾患と歯科診療 369-412

前期のまとめ（小テスト予定）

補講

講義室６Ａ

83-84回 1 21 水 3～4 田上他 講義室６Ａ

78-82回 1 14 水 3～7 田上

講義室６Ａ・
臨床実習室4B

73-77回 1 7 水 3～7 藤田他
講義室６Ａ・

臨床実習室4B

68-72回 12 17 水 3～7 藤田他

講義室６Ａ・
臨床実習室4B

64-67回 12 10 水 3～6
日高
福本
田上

講義室６Ａ

59-63回 12 3 水 3～7 藤田他

講義室６Ａ

54-58回 11 26 水 3～7
日高
藤田

講義室６Ａ

50-53回 11 19 水 3～5, 7
藤田
日高

講義室６Ａ・
臨床実習室4B

45-49回 11 12 水 3～7
188-193,
287-298 日高 講義室６Ａ

40-44回 11 5 水 3～7 藤田他

講義室６Ａ・
臨床実習室4B

35-39回 10 29 水 3～7 藤田他
講義室６Ａ・

臨床実習室4B

30-34回 10 22 水 3～7 藤田他

講義室６Ａ

25-29回 10 15 水 3～7
田上
川﨑

講義室６Ａ

20-24回 10 8 水 3～7
藤田
有田

講義室６Ａ

16-19回 10 1 水 3～6
近藤
川﨑

講義室６Ａ

14-15回 7 16 水 1～2 田上他

講義室６Ａ

12-13回 7 9 水 1～2 松尾 講義室６Ａ

10-11回 7 2 水 1～2 佐藤

講義室６Ａ

8-9回 6 25 水 1～2 日高 講義室６Ａ

6-7回 6 18 水 1～2 藤田

4-5回 6 11 水 1～2 日高 講義室６Ａ

2-3回 6 4 水 1～2 田上

日程表

1回 5 28 水 1 田上 講義室６Ａ

講義室６Ａ
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 火 3 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034307 

科目ナンバリング・コード DNGD33051984 

保存修復学/ （Restorative Dentistry） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式（対面） 教室  講義室 6A 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

平 曜輔/yohsuke@nagasaki-u.ac.jp/保存修復学部門医局/095-819-7677（内 7677）/17：00～18：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 平 曜輔、山田志津香、介田 圭、江越貴文、大原直子（非常勤講師）、渥美克幸（非常勤講師） 

授業の概要および位置づけ 

 

歯の硬組織疾患に対する診査（検査）、診断、治療、予防、管理（維持）の原理、原則を学ぶ。予防、健康増進と関連した早期

発見、早期管理および MI（Minimal Intervention） Dentistry の概念を理解する。さらに、齲蝕ならびに歯質欠損に対するＭＩに

基づいた歯冠修復の方法と臨床的意義に関する知識を身に付ける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

基本を修得する。 
 
個別行動目標 SBOs： 

想起） 

を説明できる。（知識；想起） 

釈） 

5. 修復に必要な前処置の目的と意義を説明できる。（知識；解釈） 
6. 歯髄保護の意義、種類と方法を説明できる。（知識；想起） 
7. 窩洞形成の意義と方法を説明できる。（知識；解釈） 
8. 仮封の意義、種類及び特徴を説明できる。（知識；想起） 
9. 修復後の管理の目的と方法を説明できる。（知識；解釈） 
 

 

 

齲蝕および歯の硬組織疾患の病因と病態を理解し、治療の進め方の  

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1. 齲蝕その他の歯の硬組織疾患の病因と病態を説明できる。（知識； E-3-2) 

 

2. 齲蝕その他の歯の硬組織疾患の症状、検査法、診断および処置法 E-3-2), E-3-3)-(1) 

 

3. MIに基づく歯科治療の意義、臨床的対応を説明できる。（知識；解 E-3-3)-(1) 

 

4. 修復材料とその取扱い、修復法の適応を説明できる。（知識；解釈） E-3-3)-(1) 

E-3-3)-(1) 

E-3-3)-(1) 

E-3-3)-(1) 

E-3-3)-(1) 

E-3-3)-(1) 

 

対応するディプロマポリシー 

DP 2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

DP 5：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

授業方法（学習指導法） 

 

教科書を基本に、スライドや板書での講義と必要に応じてプリントを配付する。 

授業内容 

 

1 回目 序論、保存修復学の目的と変遷、歯の構造、齲蝕、修復材料の所要性質 

2 回目 齲蝕のリスクファクター、齲蝕の識別と処置法、診療姿勢、器具の持ち方、滅菌・消毒、感染予防対策 

3 回目 検査、診断、治療方針、診療設備、回転切削器械、回転切削器具、レーザー他 

4 回目 齲蝕以外の硬組織疾患と加齢変化、窩洞の分類、窩洞各部の名称、窩洞の具備条件 

5 回目 修復法の種類、特徴、適応、修復物の形態と面の性質、除痛法、隔壁法、術野隔壁、歯肉排除法、歯間分離法 

6 回目 メタルインレー修復（１）：概要、鋳造用合金、窩洞形成、印象採得、咬合採得、仮封、間接法模型 

7 回目 メタルインレー修復（２）：ろう型調整、埋没、鋳造、試適、研磨、合着・接着、予後 

8 回目 歯髄障害・歯髄保護、歯科保存修復の研究分野と大学における臨床 

9 回目 コンポジットレジン修復（１）：マトリックスレジン、フィラー、コンポジットレジンの分類、光照射器 

10 回目 一般開業医での包括的歯科診療における保存修復処置の役割、社会に対する歯科の責務と可能性、生涯学習 

11 回目 コンポジットレジン修復（２）：接着システム、適応症、修復手順 

12 回目 コンポジットレジンインレー修復、セラミックインレー修復、CAD/CAM 

13 回目 歯の漂白、ラミネートベニア修復 

14 回目 グラスアイオノマーセメント修復、アマルガム修復、高齢者の保存修復 

15 回目 修復歯の予後、補修修復、カリオロジー、MI Dentistry、アンケート 
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キーワード 硬組織疾患、予防、診査、診断、処置、管理 

教科書・教材・参考書 教科書：保存修復学２１（第六版） （永末書店） 

参考書：保存修復クリニカルガイド（第二版）（医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験時に筆記試験で評価する。１００点満点で６０点以上を合格とする。受験資格、受験回数は学

部規程に従う（再試までとする）。 

受講要件(履修条件) 口腔生命科学各論（基礎科目）の復習を必要に応じて各自で行う。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 歯質欠損に対する歯冠修復の臨床的意義と方法を理解する。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・平 曜輔／長崎大学病院ならびに兼業先診療所における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な

知識を修得するともに、さらにそれを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けること

を促す。 

・山田志津香／大学病院および兼業先診療所における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な知識

を修得するともに、さらにそれを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けることを促

す。 

・介田 圭／大学病院および歯科医院における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な知識を修得

するともに、さらにそれを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けることを促す。 

・江越貴文／大学病院および兼業先歯科医院における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な知識

を修得するともに、さらにそれを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けることを促

す。 

・大原直子／大学病院および兼業先歯科医院における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な知識

を修得するともに、さらにそれを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けることを促

す。 

・渥美克幸／歯科医院における実務経験／齲蝕治療に必要な基本的な知識を修得するともに、さらに

それを発展させるため、自らが考え行動する学習態度を身に付けることを促す。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

序論

保存修復学の目的と変遷、歯の構造

齲蝕、修復材料の所要性質
齲蝕のリスクファクター、齲蝕の識別と処置法

診療姿勢、器具の持ち方、滅菌・消毒、感染予防対策䚷

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

検査、診断、治療方針

診療設備、回転切削器械、回転切削器具、レーザー他

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

齲蝕以外の硬組織疾患と加齢変化

窩洞の分類、窩洞各部の名称、窩洞の具備条件䚷

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

修復法の種類、特徴、適応

修復物の形態と面の性質

除痛法、隔壁法、術野隔壁、歯肉排除法、歯間分離法
メタルインレー修復（１）：

概要、鋳造用合金、窩洞形成、印象採得、咬合採得、仮封、間接法模型

メタルインレー修復（２）：

ろう型調整、埋没、鋳造、試適、研磨、合着・接着、予後

歯髄障害・歯髄保護

歯科保存修復の研究分野と大学における臨床

コンポジットレジン修復（１）：

マトリックスレジン、フィラー、コンポジットレジンの分類、光照射器

開業医での包括的歯科診療における保存修復の臨床と役割

社会に対する歯科の責務と可能性、生涯学習の大切さ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
コンポジットレジン修復（２）：

接着システム、適応症、修復手順

コンポジットレジンインレー修復

セラミックインレー修復

CAD/CAM
歯の漂白

ラミネートベニア修復

グラスアイオノマーセメント修復

アマルガム修復

高齢者の保存修復

修復歯の予後、補修修復

カリオロジー、MI Dentistry、アンケート

講義室6A

15回 7 22 火 3 山田 講義室6A

14回 7 15 火 3 平

講義室6A

13回 7 8 火 3 平 講義室6A

12回 7 1 火 3 平

講義室6A

11回 6 24 火 3 平 講義室6A

10回 6 17 火 3 渥美

講義室6A

9回 6 10 火 3 江越 講義室6A

8回 6 3 火 3 大原

講義室6A

7回 5 27 火 3 平 講義室6A

6回 5 20 火 3 平

講義室6A

5回 5 13 火 3 介田 講義室6A

4回 4 22 火 3 平

3回 4 15 火 3 江越 講義室6A

2回 4 8 火 3

日程⾲

1回 4 1 火 3 平 講義室6A

介田 講義室6A
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 火・4～6 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034308 

科目ナンバリング・コード DNGD33061984 

保存修復学実習/ （Practice o㼒 Restorative Dentistry） 

対象年次 4 年次 講義形態  実習形式（対面） 教室  臨床実習室 4㻮 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

平 曜輔/yohsuke@nagasaki-u.ac.jp/保存修復学部門医局/095-819-7677（内 7677）/17：00～18：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 平 曜輔、山田志津香、介田 圭、江越貴文、ᕝஂ保 ᩔ（非常勤講師）、他 

授業の概要および位置づけ 

 

・基礎実習は、講義においてㄝ᫂された学理を理解するために行䜟れる。 

・マネキンを用いるが、実㝿に患者さ䜣を治療している≧態を想定し、ṇしい治療姿勢ならびにᢏ術の修得をᅗる。 

・病䜣でいる患者さ䜣を診るにあた䛳てのᚰ構えな䛹を身につける。 

授業到達目標 

 

一般目標 GI㻻： 

歯科医師としてのプロフ䜵ッシ䝵ナリ䝈ムおよび齲蝕その他の硬組織

疾患の保存修復処置に関する知識、ᢏ能ならびに態度を身に付け

る。 

 

個別行動目標 㻿㻮㻻s： 

能、態度） 

2. Ỉ平歯科診療姿勢を実᪋する。（ᢏ能、態度・習័） 

3. Ύ₩に配៖した᧯సがで䛝る.（ᢏ能、態度・習័） 

4. 齲蝕除ཤおよび窩洞形成を行う。（ᢏ能） 

5. 歯髄保護を実᪋する。（ᢏ能） 

6. コンポジットレジン修復を実᪋する。（ᢏ能） 

7. メタルインレー修復を実᪋する。（ᢏ能） 

8. グラスアイオノマーセメント修復を実᪋する。（ᢏ能） 

9. 歯科材料の౑用ㄝ᫂書に従䛳て、᧯సする。（ᢏ能、態度） 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1. 手用切削器具、および高・ప㏿切削器具をᏳ඲に᧯సする。（ᢏ 㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-2-2) 

 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1) 

㻲-1-2), 㻲-2-1) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1), 㻲-3-3) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1), 㻲-3-3) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1), 㻲-3-2), 㻲-3-3) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1), 㻲-3-3) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1), 㻲-3-3), 㻲-3-7) 

㻲-1-1), 㻲-1-2), 㻲-2-1), 㻲-3-1) 

対応するディプロマポリシー 

DP 2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

DP 3：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

DP 5：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

授業方法（学習指導法） 

 

原則、実習形式で行う。実習๓にインストラクターによる各回の実習内容に関するㄝ᫂を行う。 

口㢌によるㄝ᫂では理解しに䛟い手ᢏ等については、実習๓にインストラクターによるデモを行う。各ステップで受講生の理解

度を☜ㄆするとともに、実習 15 回目の実ᢏ試験によ䜚⥲括的評価を行う。 
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授業内容 

 

1 回目 器具整備、㢡模型の☜ㄆ、ルー䝨の౑用法 
2 回目 歯科用䝝ンド䝢ースのᢕ持法、⨯患歯質の除ཤ、そ髄、⿬ᒙ 
3 回目 診療姿勢、プレ䝟レーシ䝵ンプレートを用いた切削⦎習 
4 回目 インレー窩洞形成（１）：スライス式Ⅱ⣭メタルインレー窩洞形成 
5 回目 インレー窩洞形成（２）：Ⅱ⣭セラミック(コンポジットレジン）インレー窩洞形成 

   6 回目 インレー窩洞の印象採得、咬合採得、仮封 
   7 回目 CR 修復・䊤⣭ 
   8 回目 CR 修復・䊠⣭、๓回の CR䊤⣭修復の௙上䛢研磨 
   9 回目 CR 修復・䊢⣭、๓回の CR䊠⣭修復の௙上䛢研磨 

10 回目 CR 修復・Ⅱ⣭、๓回の CR䊢⣭修復の௙上䛢研磨 
11 回目 CR 修復・䊣⣭、๓回の CRⅡ⣭修復の௙上䛢研磨 

  12 回目 CR 修復・䊥⣭、๓回の CR䊣⣭修復の௙上䛢研磨 
  13 回目 CR 補修修復、๓回の CR䊥⣭修復の௙上䛢研磨 

14 回目 グラスアイオノマーセメント修復、CR 補修修復の௙上䛢研磨 
15 回目 実ᢏ試験、๓回のグラスアイオノマーセメント修復の研磨、器具の点検・回཰ 

キーワード 硬組織疾患修復法、各種修復材料、歯質保存的修復、歯髄保護 

教科書・教材・参考書 実習ᖒを౑用する：LAC㻿 䛛らファイルを䝎䜴ンロードして印ๅまたはモバイル➃末で㜀ぴ 

参考書：保存修復学２１（第六版） （永末書店） 

準等 

成績評価の方法・基 ・平常時のసရ䡗సရẖに評価する（A 䛛ら D までの 4 ẁ㝵、D は୙可）、実習態度、理解度な䛹䛛ら 

ุ定する。 

・సရの点数の䜏なら䛪、実習態度、理解しながら行䛳ている䛛な䛹も㔜要なุ定基準である。 

受講要件(履修条件) 出ᖍ 3/4 以上（原則として、や䜐を得ない場合を除䛝、欠ᖍはㄆめない。） 

ージ) 

備考(学生へのメッセ ・講義の進行と実習内容がྠ調しない㡯目があるので、༑分な予習が必要である。 

・実習୰に↓断㏥室した場合、その回はᮍ受講とする。 

・15 回目に行う実ᢏ試験を受けな䛛䛳た場合、ኻ格とする。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・平 曜輔／大学病院および兼業先歯科診療所における実務経験／保存修復実習を指導することに

よ䜚、齲蝕治療に必要な基本的な知識とᢏ術、ならびに医療にᦠ䜟る者としての䜅さ䜟しい態度を修

得する。 

・山田志津香／大学病院ならびに兼業先歯科診療所における実務経験／保存修復実習を指導する

ことによ䜚、齲蝕治療に必要な基本的な知識とᢏ術、ならびに医療にᦠ䜟る者としての䜅さ䜟しい態

度を修得する。 

・介田 圭／大学病院および歯科医院における実務経験／保存修復実習を指導することによ䜚、齲蝕

治療に必要な基本的な知識とᢏ術、ならびに医療にᦠ䜟る者としての䜅さ䜟しい態度を修得する。 

・江越貴文／大学病院および兼業先歯科医院における実務経験／保存修復実習を指導することによ

䜚、齲蝕治療に必要な基本的な知識とᢏ術、ならびに医療にᦠ䜟る者としての䜅さ䜟しい態度を修得

する。 

・ᕝஂ保 ᩔ／大学病院および歯科医院における実務経験／保存修復実習を指導することによ䜚、齲

蝕治療に必要な基本的な知識とᢏ術、ならびに医療にᦠ䜟る者としての䜅さ䜟しい態度を修得する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

器具整備、㢡模型の☜ㄆ、ルー䝨の౑用法

・基本セット、バー、㢡模型等のチ䜵ックを行う。

・౑用器具の名๓をぬえる。その㝿、類ఝの形態の物がከいのでὀ意する。

・歯科用ルー䝨の౑用法を習得する。

歯科用䝝ンド䝢ースのᢕ持法、⨯患歯質の除ཤ、そ髄、⿬ᒙ

・歯科用䝝ンド䝢ースや器材のᢕ持法を習得する。

・齲蝕の進行≧態（齲蝕෇㗹）を考៖しながら⨯患歯質の除ཤを行う。

・染Ⰽᾮによる齲蝕象∳質のุ定法を習得する。

診療姿勢、プレ䝟レーシ䝵ンプレートを用いた切削⦎習

・適切な診療姿勢を習得する。

・プレ䝟レーシ䝵ンプレートでター䝡ンの᧯సに័れる。

インレー窩洞形成(１)

・スライス式Ⅱ⣭メタルインレー窩洞の形成を行う。

・診療姿勢、ポジシ䝵ニングにὀ意すること。

インレー窩洞形成(２)

・Ⅱ⣭セラミック（コンポジットレジン）インレー窩洞の形成を行う。

・メタルインレー窩洞との㐪いを理解する。

インレー窩洞の印象採得、咬合採得、仮封

・上記の窩洞を᏶成させる。

・スライス式Ⅱ⣭メタルインレー窩洞の印象採得、咬合採得、仮封を行う。

CR修復䊤⣭

・接着性コンポジットレジン修復用窩洞を形成し光㔜合型レジンで修復する。

・接着性の意義、メカニ䝈ムを理解し、歯質の保存法を習得する。

CR修復䊠⣭

・୰ᚰᑠ窩の齲蝕が῝部まで進行していると想定し、⿬ᒙを行う。

・๓回のCR䊤⣭修復の௙上䛢研磨を行う。

CR修復䊢⣭

・၁ഃおよび⯉ഃ౽ᐅᣑ大とプラスチック〇隔壁を用いた修復を習得する。

・๓回のCR䊠⣭修復の௙上䛢研磨を行う。

CR修復Ⅱ⣭

・⮻歯㞄接面の修復に㝿し、マトリックス・リテーナーの౑用法を習得する。

・๓回のCR䊢⣭修復の௙上䛢研磨を行う。

CR修復䊣⣭

・๓歯切⦕の∦ഃ㝮ゅをྵ䜣䛰㞄接面窩洞の修復を習得する。

・๓回のCRⅡ⣭修復の௙上䛢研磨を行う。

CR修復Ⅵ級

・๓歯切⦕のシリコーンガイドを用いた修復を習得する。

・๓回のCRⅣ⣭修復の௙上䛢研磨を行う。

CR補修修復

・CRを用いた補修修復法を修得する。

・๓回のCRⅥ級修復の௙上䛢研磨を行う。

グラスアイオノマーセメント修復

・レジンῧ加型グラスアイオノマーセメントを用い、歯㢕部齲蝕の修復を行う。

・๓回のCR補修修復の௙上䛢研磨を行う。

実ᢏ試験、グラスアイオノマーセメント修復の研磨、器具の点検・回཰

・⥲括的評価のため、実ᢏ試験を行う。

・๓回のレジンῧ加型グラスアイオノマーセメント修復の研磨を行う。

・㈚୚器具であ䜚、次年度の学生も౑用するので、䛝れいにΎᤲして㏉༷。

臨床実習室4㻮

15回 7 22 火 4～6
平
他

臨床実習室4㻮

14回 7 15 火 4～6
介田
他

臨床実習室4㻮

13回 7 8 火 4～6
江越
他

臨床実習室4㻮

12回 7 1 火 4～6
山田
他

臨床実習室4㻮

11回 6 24 火 4～6
山田
他

臨床実習室4㻮

10回 6 17 火 4～6
江越
他

臨床実習室4㻮

9回 6 10 火 4～6
山田
他

臨床実習室4㻮

8回 6 3 火 4～6
江越
他

臨床実習室4㻮

7回 5 27 火 4～6
介田
他

臨床実習室4㻮

6回 5 20 火 4～6
平
他

臨床実習室4㻮

5回 5 13 火 4～6
平
他

臨床実習室4㻮

4回 4 22 火 4～6
江越
他

3回 4 15 火 4～6
介田
他

臨床実習室4㻮

2回 4 8 火 4～6
山田
他

日程⾲

1回 4 1 火 4～6
平

他
介田 臨床実習室4㻮

臨床実習室4㻮
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 Ỉ・3 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034309 

科目ナンバリング・コード DNGD33071984 

歯内治療学/ （En㼐o㼐ontology） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6䠝 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ྜྷᮧ⠜฼/ayoshi@nagasaki-u.ac.jp/歯࿘歯内治療学分野教授室/095-819-7681（内 7681）/㝶時 䈜᮶室๓に☜ㄆのこと 

ニバス科目等) 

担当教員(オム ྜྷᮧ⠜฼䠈ᒾୗᮍဏ䠈ᰡ口჆治㑻䠈ᆏ本英次㑻䠈▼崎⚽㝯䠈ᯇ⿬貴ྐ 

授業の概要 

 

齲蝕、歯冠◚ᢡ等による⅖症性病変が歯髄・᰿ᑤ歯࿘組織までἼཬした場合、歯髄の保存療法、ᢤ髄、感染᰿管治療等が行

䜟れる。これらに関する理論的⿬付けと基本的஦㡯を༑分ᢕᥱし、疾患の病態、検査（診査）法、診断、処置、経㐣に関する理

解を῝める。 

授業到達目標 

 

一般目標 GI㻻： 

歯髄・᰿ᑤ歯࿘組織に生じる疾患の原ᅉ、種類、症≧をྵ䜐具

య的内容を理解し、実㝿の検査、診断、治療法をㄝ᫂で䛝る能力

を習得する。 

 

個別行動目標 㻿㻮㻻s： 

および治療法をㄝ᫂で䛝る。 

2䠊 歯痛のᶵ序をㄝ᫂で䛝る。 

3䠊 歯髄保護の意義、種類と方法をㄝ᫂で䛝る。 

4䠊 ᰿管඘ሸの目的、時期および方法をㄝ᫂で䛝る。 

5䠊 അ発症について、種類、処置ཬび予防法をㄝ᫂で䛝る。 

で䛝る。 

7䠊 外科的歯内療法の種類と適応をㄝ᫂で䛝る。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

1䠊 歯髄・᰿ᑤ性歯࿘疾患の病ᅉと病態、症≧、検査法、診断 D-2-䐤, E-3-2)-䐠, E-3-3)-(2)-䐟 

 

E-3-2)-䐣 

E-3-3)-(1)-䐣 

E-3-3)-(2)-䐠 

E-3-3)-(2)-䐡 

6䠊 歯髄・᰿ᑤ性歯࿘疾患の治療後の治⒵ᶵ転と予後をㄝ᫂ E-3-3)-(2)-䐢 

 

E-3-3)-(2)-䐣 

8䠊 ኻά歯の変Ⰽの原ᅉ、種類および処置法をㄝ᫂で䛝る。 E-3-3)-(2)-䐤 

9䠊 歯᰿྾཰の原ᅉ、症≧、診断および処置法をㄝ᫂で䛝る。 E-3-3)-(2)-䐥 

対応するディプロマポリシー 

DP2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

基本的に教科書とスライドを用いた講義を行い、必要に応じてプリントを配付する。 

授業内容 

 

1 回目 序論：歯内治療の目的・概␎を学習 

2 回目 検査（診査）、診断：各種検査（診査）法、臨床診断名と臨床症≧ 

3 回目 歯髄除ཤ療法（１）：ᢤ髄（１）適応症、髄室開ᣑ、᰿管長 定 

4 回目 歯髄除ཤ療法（２）：ᢤ髄（２）᰿管ᣑ大・形成 

5 回目 歯髄除ཤ療法（䠏）：ᢤ髄（䠏）᰿管඘ሸ、術後経㐣 

6 回目 歯髄保存療法：㙠痛消⅖療法、間接・直接そ髄法、IPC 法、ア䝨キ䝋䝀ネーシス 

7 回目 歯髄除ཤ療法（䠐）：生ά歯髄切断法、歯髄๰യ治⒵㐣程 

8 回目 歯髄除ཤ療法（䠑）：᰿管㈞薬、᰿管Ὑί、仮封 

9 回目 歯᰿྾཰、漂白：原ᅉ、特徴、検査（診査）、外部྾཰、内部྾཰、処置、漂白法 

10 回目 感染᰿管治療（１）：適応症、᰿管内⣽菌、⣽菌検査、ア䝨キシフィケーシ䝵ン 

11 回目 感染᰿管治療（２）：᰿管消毒、᰿管඘ሸ、術後経㐣 

12 回目 അ発症、応ᛴ処置、外യ：原ᅉ、検査（診査）、処置・対応 

13 回目 外科的歯内治療、歯内䠉歯࿘疾患：᰿ᑤ切除術、歯᰿分割法な䛹、手術用㢧ᚤ㙾の฼用 

14 回目 高齢者の歯内治療：歯、歯髄および᰿ᑤ歯࿘組織の一般的特徴、歯内治療における␃意点 

15 回目 マイクロスコープを応用した歯内療法 

140

mailto:ayoshi@nagasaki-u.ac.jp


 

キーワード 歯髄・᰿ᑤ性歯࿘疾患、予防、診査、診断、処置、治⒵ᶵ転 

教科書・教材・参考書 教科書：䜶ンドドンテイクス第６版 （永末書店） 

教科書：歯内治療学第䠑版（医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験時に筆記試験で評価する。１００点満点で６０点以上を合格とする。受験資格、受験回数は学

部規程に従う（再試までとする）。 

受講要件(履修条件) 口腔生命科学基礎科目の復習を各自行う。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 歯髄と᰿ᑤ歯࿘組織に生じる疾患の概要と治療の進め方の基本を理解する。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・ྜྷᮧ ⠜฼／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ術

をスライドや動⏬を用いて解ㄝする。 

・ᒾୗ ᮍဏ／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ術

をスライドや動⏬を用いて解ㄝする。 

・ᰡ口 ჆治㑻／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ

術をスライドや動⏬を用いて解ㄝする。 

・ᆏ本英次㑻／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ術

をスライドや動⏬を用いて解ㄝする。 

・▼崎⚽㝯／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ術を

スライドや動⏬を用いて解ㄝする。 

・ᯇ⿬貴ྐ／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯内治療に必要な基本的知識䠈ᢏ術を

スライドや動⏬を用いて解ㄝする。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

序論：

歯内治療の目的と概␎を学習

検査（診査）、診断：

各種検査（診査）法、臨床診断名と臨床症≧

歯髄除去療法（１）：

ᢤ髄（１）適応症、髄室開ᣑ、᰿管長 定

歯髄除去療法（２）：

ᢤ髄（２）᰿管ᣑ大・形成

歯髄除去療法（３）：

ᢤ髄（䠏）᰿管඘ሸ、術後経㐣

歯髄保存療法：

㙠痛消⅖療法、間接・直接そ髄法、IPC法、ア䝨キ䝋䝀ネーシス

歯髄除去療法（４）：

生ά歯髄切断法、歯髄๰യ治⒵㐣程

歯髄除去療法（５）：

᰿管㈞薬、᰿管Ὑί、仮封

歯根吸収、漂白：

原ᅉ、特徴、検査（診査）、外部྾཰、内部྾཰、処置、漂白法

感染根管治療（１）：

適応症、᰿管内⣽菌、⣽菌検査、ア䝨キシフィケーシ䝵ン

感染根管治療（２）：

᰿管消毒、᰿管඘ሸ、術後経㐣

偶発症、応急処置、外傷：

原ᅉ、検査（診査）、処置・対応

外科的歯内治療、歯内䠉歯࿘疾患：

᰿ᑤ切除術、歯᰿分割法な䛹、手術用㢧ᚤ㙾の฼用

高齢者の歯内治療：

歯、歯髄および᰿ᑤ歯࿘組織の一般的特徴、歯内治療における␃意点

マイクロスコープ：

マイクロスコープを応用した歯内療法

日程⾲

1回 4 2 Ỉ 2 ྜྷᮧ 講義室6䠝

3回 4 9 Ỉ 3 ᰡ口 講義室6䠝

2回 4 2 Ỉ 3 ᒾୗ 講義室6䠝

ᰡ口 講義室6䠝

4回 4 23 Ỉ 2

30 Ỉ 3

▼崎 講義室6䠝

5回 4 23 Ỉ 3

ྜྷᮧ 講義室6䠝

7回 5 7 Ỉ 3 ᒾୗ 講義室6䠝

6回 4

ᆏ本 講義室6䠝

8回 5 14 Ỉ 3

4 Ỉ 3

ᒾୗ 講義室6䠝

9回 5 28 Ỉ 3

ᰡ口 講義室6䠝

11回 6 11 Ỉ 3 ᰡ口 講義室6䠝

10回 6

ᆏ本 講義室6䠝

12回 6 18 Ỉ 3

2 Ỉ 3

ᆏ本 講義室6䠝

13回 6 25 Ỉ 3

ྜྷᮧ 講義室6䠝

講義室6䠝

14回 7

15回 7 9 Ỉ 3 ᯇ⿬
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 Ỉ・4～6 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034310 

科目ナンバリング・コード DNGD33081984 

歯内治療学実習/（En㼐o㼐ontics practice） 

対象年次 4 年次 講義形態  実習形式 教室  臨床実習室 4㻮 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ྜྷᮧ⠜฼/ayoshi@nagasaki-u.ac.jp /歯࿘歯内治療学分野医局/095-819-7681（内 7681）/実習後 

担当教員(オムニバス科目等) 吉村篤利、岩下未咲、坂本英次郎、尾崎幸生、松裏貴史、栁口嘉治郎、大平真之 

授業の概要 

齲蝕、歯冠◚ᢡ等による⅖症性病変が歯髄・᰿ᑤ歯࿘組織までἼཬした場合、ᢤ髄、感染᰿管治療等が行䜟れる。これらに関

する基本的ᢏ術を、シミュレーシ䝵ン実習（模型実習・┦஫₇習(実習)）を㏻して習得する。 

授業到達目標 

一般目標 GI㻻： 

歯内治療に必要な検査法、診断および治療法を理解し、これらをシミュレ

ーシ䝵ン実習(模型実習・┦஫₇習(実習))を㏻して習得する。 

 

個別行動目標 㻿㻮㻻s： 

1. 歯科治療に必要な器材の準備、∦付けがで䛝る。 

2. ラバー䝎ム防‵がで䛝る。 

3. 歯髄・᰿ᑤ性歯࿘疾患の⡆単な治療を実᪋で䛝る。 

4. ᰿管長 定の必要性を患者にㄝ᫂し、実᪋で䛝る。 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

㻲-3-1)-䐠 

㻲-3-1)-䐡 

㻲-3-3)-䐡 

㻲-2-2)-䐥 

対応するディプロマポリシー 

DP2㻦歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

DP3㻦歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

髄腔歯∳模型を用いた模型実習を行う。また、歯髄診断法に関しては┦஫実習を行う。 

授業内容 

 

1 回目 オリエンテーション・器具整備・髄室開拡(1) 

2 回目 髄室開拡(2)・ブローチ綿栓作製 

3 回目 抜髄法(1) 

4 回目 抜髄法(2)・根管長測定法 

5 回目 抜髄法(3) 

6 回目 抜髄法(4)・歯髄電気診(1) 

7 回目 抜髄法(5)・歯髄電気診(2) 

8 回目 根管充塡(1)・ラバーダム防湿法(1) 

9 回目 根管充塡(2)・ラバーダム防湿法(2) 

10 回目 感染根管治療(1) 

11 回目 感染根管治療(2) 

12 回目 根管充塡(3)・根管内細菌培養検査 

13 回目 根管充塡(4) 

14 回目 エックス線写真の読影・根管充塡材の除去・隔壁形成法 

15 回目 総括的評価のための実技試験・器具整備 

 

キーワード ᢤ髄、感染᰿管治療、᰿管඘ሸ 

教科書・教材・参考書 教材として、ึ回実習時に当教室でస成した䛂歯内治療学実習ᖒ䛃を配ᕸする。 

準等 

成績評価の方法・基 実習態度、各実習㡯目における成ᯝおよび⥲括的評価のための実ᢏ試験をもとに評価を行う。 

受講要件(履修条件) 開講された実習の 4 分の 3 以上出ᖍしている者。 

ージ) 

備考（学生へのメッセ 歯内治療学は歯科臨床の᰿ᖿをなす㔜要な分野であ䜚、歯内治療の習⇍な䛟して歯科治療の成ຌは

なし得ない。実習に先❧ち、配ᕸする実習ᖒをよ䛟ㄞ䜣で内容を予習してお䛟こと。 
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による授業科目 
実務経験のある教員 ・吉村 篤利／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 
・岩下 未咲／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 

・坂本英次郎／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 
・尾崎 幸生／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 

・松裏 貴史／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 
・栁口嘉治郎／歯科保存治療室での勤務経験／抜髄や感染根管治療及び根管充填に必要な基本

知識及び術式の修得のため歯牙模型を用いて行う模型実習の指導を行う。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

オリ䜶ンテーシ䝵ン・器具整備・髄室開ᣑ（１）

䚷䚷・歯内実習用器具の㈚出・点検䚷

䚷䚷・手持ちで上㢡๓歯・ᑠ⮻歯（11, 14）の髄室開ᣑ

髄室開ᣑ（２）・䝤ローチ⥥ᰦస〇

䚷䚷・手持ちで上ୗ㢡大⮻歯（16, 46）の髄室開ᣑ

䚷䚷・䝤ローチ⥥ᰦのస成䚷

ᢤ髄法（１）

䚷䚷・上㢡๓歯（11）の髄室開ᣑ䠈およびスタン䝎ード法で᰿管ᣑ大・形成

ᢤ髄法（２）・᰿管長 定法

䚷䚷・上㢡๓歯（11）の㈞薬および仮封

䚷䚷・㟁Ẽ的᰿管長 定法

ᢤ髄法（䠏）

䚷䚷・スタン䝎ード法で上㢡⮻歯（14, 26）のᢤ髄

ᢤ髄法（䠐）・歯髄㟁Ẽ診（１）

䚷䚷・Ni-Tiファイルによる㻶Ꮠ䝤ロックの᰿管ᣑ大・形成（1, 2, 3⌜）

䚷䚷・歯髄㟁Ẽ診（┦஫実習㻧 4, 5⌜）䚷・第5回実習の⥆䛝

ᢤ髄法（䠑）・歯髄㟁Ẽ診（２）

䚷䚷・Ni-Tiファイルによる㻶Ꮠ䝤ロックの᰿管ᣑ大・形成（4, 5⌜）

䚷䚷・歯髄㟁Ẽ診（┦஫実習㻧 1, 2, 3⌜）䚷・第5回実習の⥆䛝

᰿管඘ሲ（１）・ラバー䝎ム防‵法（１）

䚷䚷・上㢡๓歯・ᑠ⮻歯（11, 14）の᰿管඘ሲ

䚷䚷・ୗ㢡ᑠ⮻歯のラバー䝎ム防‵法（1,2⌜）

᰿管඘ሲ（２）・ラバー䝎ム防‵法（２）

䚷䚷・上㢡大⮻歯（26）の᰿管඘ሲ

䚷䚷・ୗ㢡ᑠ⮻歯のラバー䝎ム防‵法（3,4,5⌜）

感染᰿管治療（１）

䚷䚷・ステップバック法でୗ㢡ᑠ⮻歯（45）の感染᰿管治療

䚷䚷・ステップバック法で上㢡大⮻歯（26）の感染᰿管治療

感染᰿管治療（２）

䚷䚷・ステップバック法でୗ㢡大⮻歯（36）の感染᰿管治療

᰿管඘ሲ（䠏）・᰿管内⣽菌ᇵ㣴検査

䚷䚷・ୗ㢡ᑠ⮻歯（45）の᰿管඘ሲ䚷・第10回実習の⥆䛝

䚷䚷・᰿管内⣽菌ᇵ㣴検査（デモの䜏）

᰿管඘ሲ（䠐）

䚷䚷・ୗ㢡大⮻歯（36）の᰿管඘ሲ

䚷䚷・上㢡大⮻歯（26）の᰿管඘ሲ

㼄⥺෗┿ㄞᙳ・᰿管඘ሲ材除ཤ・隔壁形成法

䚷䚷・㼄⥺෗┿ㄞᙳ䚷・GP䝋ルベントを用いた᰿管඘ሲ材の除ཤ

䚷䚷・フロア䝤ルレジンを用いた隔壁形成法

⥲括的評価のための実ᢏ試験・器具整備

䚷䚷・上㢡ᑠ⮻歯（14）

䚷䚷・歯内実習用器具の点検・回཰

臨床実習室4㻮15回 7 9 Ỉ 4～6 教員5名

教員5名 臨床実習室4㻮

12回 6 18 Ỉ 4～6

14回 7 2 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

13回 6 25 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

11回 6 11 Ỉ 4～6 教員5名 臨床実習室4㻮

教員5名 臨床実習室4㻮

8回 5 21 Ỉ 4～6

10回 6 4 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

9回 5 28 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

7回 5 14 Ỉ 4～6 教員5名 臨床実習室4㻮

教員5名 臨床実習室4㻮

4回 4 23 Ỉ 4～6

6回 5 7 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

5回 4 30 Ỉ 4～6

教員5名 臨床実習室4㻮

3回 4 16 Ỉ 4～6 教員5名 臨床実習室4㻮

2回 4 9 Ỉ 4～6 教員5名 臨床実習室4㻮

日程⾲

1回 4 2 Ỉ 4～6 教員5名 臨床実習室4㻮
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 3・4㻽㻌 曜日・校時㻌 月 1䡚2㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 2㻌

科目␒ྕ㻌

ド㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25034321㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コー 㻰N㻳㻰33091989㻌

ṑ࿘病学㻛（㻸㼑㼏㼠㼡㼞㼑㻌o㼒㻌㻼㼑㼞㼕o㼐o㼚㼠o㼘o㼓㼥㻌 ）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 4 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 6A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌 㻌ཱྀ⭍生࿨科学各論䊡㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ྜྷᮧ⠜฼㻛㼍㼥o㼟㼔㼕㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛㛗ᓮ大学病㝔 8 㝵ṑ࿘ṑ内治療学分㔝教授室㻛095㻙819㻙7681（内 7681）

㻛17：00䡚19：00㻌

等㻕㻌

担当教員㻔オ ྜྷᮧ⠜฼、ᒾୗᮍဏ、ᰡཱྀ჆治㑻、ᆏ本ⱥḟ㑻、すᮧⱥ⣖（非ᖖ໅講ᖌ）、㔠子㧗ኈ（非ᖖ໅

ムニ䝞ス科目 講ᖌ）、ྜྷỌὈ࿘（非ᖖ໅講ᖌ）㻌

授業のᴫ要㻌

ṑ࿘病学とṑ࿘治療学の理ゎを㧗める。ṑ࿘疾患の特ᚩを▱䜚、その治療法について学䜆。ṑ࿘組⧊のṇᖖ

と異ᖖ、ṑ࿘疾患の分類、ṑ࿘疾患の原因、ṑ࿘基本治療、ṑ࿘እ科、ṑ࿘෌生治療、メイン䝔䝘ンスについ

ての講義を⾜䛖。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

ṑ࿘疾患の原因、種類、症状を含䜐ල体的内容を理ゎ

䛧、ᐇ㝿の検ᰝ、診断、治療法を説明䛷䛝る⬟ຊを⩦得

する。㻌

㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

1.ṑ࿘組⧊のṇᖖと異ᖖの┦㐪を説明䛷䛝る。㻌

2.ṑ࿘疾患の原因を説明䛷䛝る。㻌

3.ṑ࿘疾患の治療法を説明䛷䛝る。㻌

4.ṑ࿘疾患の予防法を説明䛷䛝る。㻌

5.ṑ࿘疾患と全㌟疾患の関連を説明䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻱㻙3㻙2㻕㻙䐡、 㻌 㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻙䐠㻌

㻱㻙3㻙2㻕㻙䐡、㻌 㻱㻙3㻙2㻕㻙䐢㻌

㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻙䐡、㻌 㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻙䐢㻌

㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻙䐣㻌

㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻙䐟㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬䠎：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する臨床的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

㻌

基本的にスライドを用いた講義を⾜い、ᚲ要に応䛨て䝥䝸ン䝖を㓄௜する。㻌

授業内容㻌

1 回目㻌 ṑ࿘病学⥲論・ṇᖖṑ࿘組⧊と病的ṑ࿘組⧊㻌

2 回目㻌 ṑ࿘疾患の原因㻌

3 回目㻌 ṑ࿘組⧊検ᰝ㻌

4 回目㻌 䝥ラークコン䝖䝻ール㻔1㻕㻌 㻌

5 回目㻌 䝥ラークコン䝖䝻ール㻔2㻕㻌

6 回目㻌 ṑ࿘病と全㌟疾患・䝸スク䝣䜯ク䝍ー㻌

7 回目㻌 ス䜿ー䝸ング・ルー䝖䝥レーニング㻔1㻕㻌

8 回目㻌 ス䜿ー䝸ング・ルー䝖䝥レーニング㻔2㻕㻌

9 回目㻌 ညྜㄪᩚ・ᅛᐃ㻌

10 回目㻌 ṑ࿘病と全㌟疾患㻌

11 回目㻌 ṑ内ṑ࿘病変・᰿分ᒱ㒊病変の処⨨㻌

12 回目㻌 ṑ࿘疾患の分類・特Ṧなṑ࿘疾患㻌

13 回目㻌 ṑ࿘እ科㻔1㻕㻌

14 回目㻌 ṑ࿘እ科㻔2㻕㻌

15 回目㻌 㻹㼀㻹・ṑ࿘補⥛・メイン䝔䝘ンス㻌
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䜻ーワード㻌 ṑ࿘病、ṑ࿘疾患、ṑ࿘治療㻌

⪃᭩㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ 教科᭩：䝄・䝨䝸オドン䝖䝻ジー㻌 ➨㻌 3 ∧㻌 （Ọᮎ᭩ᗑ）、㻌 㻌 臨床ṑ࿘病学㻌➨ 3 ∧㻌 （་ṑ

薬出∧）㻌

基‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・ 学ᮇᮎに㑅ᢥまた䛿グ㏙ᘧのヨ㦂を⾜いホ౯する。㻌

௳㻕㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲ 㛤講䛥れた講義の３分の䠎௨ୖに出ᖍ䛧ている⪅㻌

䝉ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑 ṑ࿘病学䛿ṑ科་療の᰿ᖿをな䛧、またṑ科における෌生་療の୰᰾と䜒い䛘る分㔝䛷

䛒る。㻌

また㏆ᖺの学問㡿ᇦの発展䛿目ぬま䛧い。生物学に基䛵いた᭱᪂のṑ࿘病学をಟ得す

るために䜒㻌

基礎科目（ཱྀ⭍㡿ᇦ）の▱識䛿ᚲ㡲䛷䛒るの䛷、᚟⩦䛧てお䛟䛣と。㻌

教員による授業

科目㻌

実務経験のある ・吉村篤利／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。 
・岩下未咲／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。 
・ᰡཱྀ嘉治郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯

学分野の研究内容を講義する。 
・坂本英次郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯

学分野の研究内容を講義する。 
・すᮧⱥ⣖／九州大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。 
・㔠子㧗ኈ／福岡歯科大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床

歯学分野の研究内容を講義する。 
・ྜྷỌὈ࿘／福岡歯科大学病院における診療実務経験／診療経験をもとにした臨床

歯学分野の研究内容を講義する。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ṑ࿘病学⥲論・ṇᖖṑ࿘組⧊と病的ṑ࿘組⧊

ṑ࿘疾患の原因

ṑ࿘組⧊検ᰝ

䝥ラークコン䝖䝻ール㻔1㻕

䝥ラークコン䝖䝻ール㻔2㻕

ṑ࿘病と全㌟疾患・䝸スク䝣䜯ク䝍ー

ス䜿ー䝸ング・ルー䝖䝥レーニング㻔1㻕

ス䜿ー䝸ング・ルー䝖䝥レーニング㻔2㻕

ညྜㄪᩚ・ᅛᐃ

ṑ࿘病と全㌟疾患

ṑ内ṑ࿘病変・᰿分ᒱ㒊病変の処⨨

ṑ࿘疾患の分類・特Ṧなṑ࿘疾患

㻌ṑ࿘እ科㻔1㻕

㻌ṑ࿘እ科㻔2㻕

ṑ࿘▹ṇ・ṑ࿘補⥛・メイン䝔䝘ンス 講義室6A15回 1 26 月 1䡚2 ྜྷᮧ

14回 1 19 月 1䡚2

講義室6A

月 1䡚2 ྜྷỌ 講義室6A

講義室6A

1511回 12

10回 12 8 月 1䡚2

ᆏ本

すᮧ

13回 1 5 月 1䡚2 講義室6A

12回 12 22 月 1䡚2

ྜྷᮧ

ྜྷᮧ 講義室6A

㔠子 講義室6A9回 12 1 月 1䡚2

ྜྷᮧ 講義室6A

5回 10 27 月 1䡚2

講義室6A

7回 11 10 月 1䡚2 ᒾୗ 講義室6A

4䡚6 ᆏ本 講義室6A

講義室6A

4回 10 20 月 1䡚2 ᒾୗ 講義室6A

ᰡཱྀ

8回 11 17 月 1䡚2

ᰡཱྀ 講義室6A

6回 11 4 火 1䡚2

日程表

1回 9 29 月 1䡚2 ྜྷᮧ 講義室6A

3回 10 6 月 1䡚2 ྜྷᮧ

2回 9 29 月
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 月・4～6 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034322 

科目ナンバリング・コード DNGD33101989 

歯周病学実習/（Basic Training of Periodontology） 

対象年次 4 年次 講義形態  実習形式 教室  臨床実習室 4B・スキルスラボセンター 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

吉村篤利/ayoshi@nagasaki-u.ac.jp /長崎大学病院 8 階歯周歯内治療学分野教授室/095-819-7681（内 7681）/17：00～19：00 

担当教員(オムニバス科目等) 吉村篤利、岩下未咲、柳口嘉治郎、坂本英次郎、尾崎幸生、松裏貴史 

授業の概要 

 

歯周病学の知識に基づいて、病因の解析、歯周疾患の診断・治療・予防に関する手技を修得する。 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

歯周治療に必要な歯周検査、口腔衛生指導、歯周外科を理解し、その手技を

シミュレーション実習(模型実習・相互演習(実習))を通して習得する。 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

個別行動目標 SBOs： 

1. 歯周疾患の検査法を説明、実施できる。 

2. プラーク染め出し、口腔衛生指導が実施できる。 

4. 模型上で暫間固定や歯周外科を行える。 

 

 

E-3-3 

E-3-3 

3. 歯周疾患の簡単な処置（スケーリング・ルートプレーニング）を実施できる。 F-2-2, F-3-3 

E-3-3, F-3-3 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

 ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

歯周組織の診査、歯周基本治療（口腔清掃指導、スケーリング・ルートプレーニング、咬合調整）、歯周外科に関して、顎模型を用い

た実習と相互実習を行う。 

授業内容 

 

1 回目 歯周組織検査 （1） 

2 回目 歯周組織検査 （2） 

3 回目 歯周組織検査 （3） 

4 回目 プラークコントロール・モチベーション （1） 

5 回目 プラークコントロール・モチベーション （2） 

6 回目 スケーリング・ルートプレーニング （1） 

7 回目 スケーリング・ルートプレーニング （2） 

8 回目 スケーリング・ルートプレーニング （3） 

9 回目 スケーリング・ルートプレーニング （4） 

  10 回目 咬合診査と咬合調整 （1） 

11 回目 咬合診査と咬合調整 （2） 

12 回目 暫間固定 

13 回目 歯周外科 （1） 

14 回目 歯周外科 （2） 

15 回目 歯周外科 （3） 

キーワード 歯周治療学 

教科書・教材・参考書 教科書は特に使用しない。参考書は授業開始時に適当なものを紹介する。 

歯周病学基礎実習動画（日本歯周病学会監修）を実習前に確認しておくこと。 

（http://www.perio.jp/news/basic_practice.shtml） 

成績評価の方法・基準等 各実習項目の成果とレポートを参考に判定する。 

149

mailto:ayoshi@nagasaki-u.ac.jp
http://www.perio.jp/news/basic_practice.shtml


 
 

受講要件(履修条件) 開講された実習の４分の３以上出席している者。 

備考(学生へのメッセージ) 歯周治療は歯科医療の根幹をなす重要な分野であり、歯周治療の習熟なしでは歯科医療の成功はな

しえない。本実習では、歯周治療の基本である口腔清掃指導、SRP などの処置法を修得する。実習に

先立って行われる歯周病学の講義を復習しておくこと。 

る授業科目 

実務経験のある教員によ ・吉村 篤利／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，技

術を模型実習および相互実習により指導する。 
・岩下 未咲／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，技

術を模型実習および相互実習により指導する。 
・柳口 嘉治郎／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，

技術を模型実習および相互実習により指導する。 
・坂本 英次郎／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，

技術を模型実習および相互実習により指導する。 
・尾崎 幸生／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，技

術を模型実習および相互実習により指導する。 
・松裏 貴史／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，技

術を模型実習および相互実習により指導する。 
・大平 真之／現役歯科医師が病院歯科における実務経験／歯周治療に必要な基本的知識，技

術を模型実習および相互実習により指導する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

歯࿘組織検査䚷（1）

歯࿘組織検査䚷（2）

歯࿘組織検査䚷（3）

プラークコントロール・モチベーシ䝵ン䚷（1）

プラークコントロール・モチベーシ䝵ン䚷（2）

スケーリング・ルートプレーニング䚷（1）

スケーリング・ルートプレーニング䚷（2）

スケーリング・ルートプレーニング䚷（3）

スケーリング・ルートプレーニング䚷（䠐）

咬合診査と咬合調整䚷（1）

咬合診査と咬合調整䚷（２）

ᬻ間ᅛ定

歯࿘外科䚷（1）

歯࿘外科䚷（2）

歯࿘外科䚷（3）
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪15回 2 2 ᭶ 4～6 」数教員

」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

12回 1 19 ᭶ 4～6 」数教員

14回 2 2 ᭶ 1～2 」数教員

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

13回 1 26 ᭶ 4～6

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

11回 1 5 ᭶ 4～6 」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

8回 12 8 ᭶ 4～6 」数教員

10回 12 22 ᭶ 4～6 」数教員

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

9回 12 15 ᭶ 4～6

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

7回 12 1 ᭶ 4～6 」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

4回 11 4 火 4～6 」数教員

6回 11 17 ᭶ 4～6 」数教員

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

5回 11 10 ᭶ 4～6

臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

3回 10 27 ᭶ 4～6 」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

2回 10 20 ᭶ 4～6 」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪

日程⾲

1回 10 6 ᭶ 4～6 」数教員
臨床実習室4㻮
スキルスラ䝪
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 咬合のṇ常ീと咬合・࿪ᄮ障害をㄝ᫂する䠊 

ㄝ᫂する䠊䠷知識䠹 

4. 䠟䡎䠞䡎の感染予防䠈医療Ᏻ඲䠈医療೔理をㄝ᫂で䛝る䠊 䠷知識䠹 

5. 䠟䡎䠞䡎の〇స法（CAD/CAM をྵ䜐）をㄝ᫂で䛝る䠊䠷知識䠹 

採得）䠈患者᝟ሗの記㘓とఏ達䠈⿦着䠈術後管理）䠊䠷知識䠹 

ロ䝡ジ䝵ナルレストレーシ䝵ン䠈⢭ᐦ印象採得䠈咬合採得）䠊 䠷ᢏ能䠹 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

E-3-4）-(1) 䐟 

2. 䠟䡎䠞䡎の意義䠈要件䠈種類、特徴䠈臨床成績をㄝ᫂で䛝る䠊䠷知識䠹 E-3-4）-(1) 䐟 

3. 䠟䡎䠞䡎の治療ィ⏬を❧᱌するための医療面接䠈診ᐹ䠈検査䠈診断を E-3-4）-(1) 䐟 

 

E-3-4）-(1) 䐟 

E-3-4）-(1) 䐠䠈䐦䠈䐧 

6. 䠟䡎䠞䡎の臨床᧯సをㄝ᫂で䛝る（๓処置䠈ᨭྎ⠏造䠈ᨭྎ歯形成䠈 E-3-4）-(1) 䐡ࠥ䐥䠈䐨ࠥ䐫 

プロ䝡ジ䝵ナルレストレーシ䝵ン䠈印象採得䠈㢡間関ಀの記㘓（咬合  

 

7. 䠟䡎䠞䡎による補⥛治療の各基本的᧯సを実᪋で䛝る（ᨭྎ⠏造䠈プ 㻲-3-4） 䐠䠈䐡䠈䐣䠈䐤䠈䐦 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法）：講義と実習の進行を୪行して行い䠈知識に基づ䛟基本的な手ᢏをマスターする。 

授業内容：講義；対応するコアカリ㡯目 

1：クラ䜴ン䝤リッジ補⥛学の意義と目的・臨床成績；E-3-4）-(1) 䐟 

2：咬合・࿪ᄮ障害；E-3-4）-(1) 䐟 

3：診ᐹと診断と感染予防；E-3-4）-(1) 䐟 

4：治療をᕥྑするᅉ子・クラ䜴ン䝤リッジの要件；E-3-4）-(1) 䐠 

5：クラ䜴ンの種類；E-3-4）-(1) 䐠 

6：䝤リッジの種類と構成；E-3-4）-(1) 䐠 

7：クラ䜴ン䝤リッジの設ィ；E-3-4）-(1) 䐠 

8：インフ䜷ームドコンセント・๓処置；E-3-4）-(1) 䐟䐠 

9：ᨭྎ歯形成；E-3-4）-(1) 䐡䐢 

10 ᨭྎ⠏造；E-3-4）-(1) 䐡䐢 

11：印象採得；E-3-4）-(1) 䐣䐤 

12：プロ䝡ジ䝵ナルレストレーシ䝵ン・患者᝟ሗの記㘓；E-3-4）-(1) 䐣䐤 

13：咬合採得；E-3-4）-(1) 䐣䐥䐧 

10：స業模型の〇స；E-3-4）-(1) 䐦 

11：ワックス䝟ターン形成；E-3-4）-(1) 䐠 

12：埋没・鋳造・⇕処理・研磨；E-3-4）-(1) 䐠 

13：CAD/CAM によるクラ䜴ン䝤リッジの〇స；E-3-4）-(1) 䐟䐠䐦䐧 

14：⿦着・術後管理・⿦着後に発生する問題と対応；E-3-4）-(1) 䐨䐩䐪 

15：レジン๓⿦冠・コンポジットレジンジ䝱ケット冠；E-3-4）-(1) 䐠 

16：㝡材↝付冠・連⤖法（p292）；E-3-4）-(1) 䐠 

17：オールセラミックスクラ䜴ン；E-3-4）-(1) 䐠 

17：オーラルアプライアンス・高齢者要介護者の Cr㻮r 補⥛；E-5-1）-䐟䐣 

18：歯࿘病患者・㢡関⠇症患者のクラ䜴ン䝤リッジ補⥛；E-5-1）-䐟䐣  

：実習； E-3-4）-(1) 䐠,䐡,䐢,䐣,䐥,䐦,䐧䠈 

㻲-3-4） 䐠,䐡,䐣,䐤,䐦 

1：ドローイング・カー䝡ング 

2：レジン๓⿦冠ᨭྎ歯形成 

3：඲部金ᒓ冠ᨭྎ歯形成 

4：個歯トレー・個ேトレーの〇స 

5：クラ䜴ン⢭ᐦ印象䠈స業模型䠈咬合器付着 

6：レジン๓⿦冠ワックスアップ 

7：レジン๓⿦冠埋没・鋳造・研磨 

8：レジン๓⿦䠈研磨 

9：⠏造窩洞形成・印象・レジンコアの〇స 

10：䝤リッジᨭྎ歯形成 

11：䝤リッジろう着 

12：ᬻ間⿕そ冠の〇స 

13：クラ䜴ンワックスアップ 

14：CAD/CAM 冠ᨭྎ歯形成 

15：光学印象採得 

16：デジタルワックスアップ（CAD） 

17：ᶵ械加ᕤによる〇造（CAM） 

18：ไస物ᥦ出・器具㏉༷ 
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キー䝽ー䝗㻌 クラ䜴ン䝤リ䝑䝆䚸歯ෙಟ᚟䚸Ḟᦆ⿵⥛䚸固定ᛶ⿵⥛㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 㼇ㅮ⩏㼉クラ䜴ン䝤リ䝑䝆⿵⥛Ꮫ（་歯⸆ฟ∧）㼇実習㼉クラ䜴ン䝤リ䝑䝆䝔クニ䝑ク（་歯⸆ฟ∧）㻌

‽➼㻌

ᡂ⦼ホ౯䛾᪉ἲ・ᇶ ㅮ⩏䛾ᡂ⦼ホ౯䛿䠈๓ᮇ䚸ᚋᮇ定ᮇヨ㦂䛷合ྰ䜢ุ定䛩䜛䠊60 Ⅼ䛻‶䛯䛺䛔ሙ合䛿䠈෌ヨ㦂䜢୍回

⾜䛖䠊実習䛿実習ែᗘ䚸ᡂᯝ≀䜢ᇶ䛻ホ౯䜢⾜䛖䠊60 Ⅼ䛻‶䛯䛺䛔ሙ合䛿䠈㏣ຍㄢ㢟䜢ㄢ䛩䠊ヨ㦂䠈

実習䛔䛪䜜䜒 60 Ⅼ௨ୖ⋓ᚓ䛧䛯⪅䜢ᮏ科目䛾合᱁⪅と䛩䜛䠊㻌

ཷㅮせ௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 つ定㏻䜚㻌

ー䝆㻕㻌

ഛ⪃㻔Ꮫ⏕䜈䛾䝯䝑䝉 授業時間䛰䛡䛷䛿䠈ᾘ໬䛧䛝䜜䛺䛔内容䛜ྵ䜎䜜䛶䛔䜛䛾䛷ண䜑教科᭩䜢ㄞ䜣䛷䛚䛝䠈䠍ᖺ間䠈Ḟ䛛

䛥䛪ฟᖍ䛧䛶䜋䛧䛔䚹㻌

による授業科目 
実務経験のある教員 ・澤瀬 隆／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を元

に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・尾立 哲朗／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を

元に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・右藤 友督／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を

元に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・ᙇ㻌 ᬡ᪫／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を元

に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・ᑠሐ㻌 ᾴᖹ／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を

元に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・平 曜輔／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を元

に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・鎌田 幸治／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を

元に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・竹中 広登／長崎大学病院における歯科技工実務経験／大学病院におけるデジタル歯科技工

の経験を元に、冠橋義歯学に関する実習を実施する。 
・内田 悠介／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経験を

元に、冠橋義歯学に関する講義、実習を実施する。 
・佐々木 猛／現役歯科医師が歯科医院における実務経験／一般歯科臨床における包括的歯科

医療の中での歯周補綴治療について教示する 
・武田 孝之／現役歯科医師が歯科医院における実務経験／一般歯科臨床における包括的歯科

医療の中での欠損補綴治療について教示する 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

Ⅳ講義：クラウンブリッジ補綴学の意義と目的・臨床成績 澤瀬 講義室6A

Ⅴ講義：クラウンブリッジ補綴学の意義と目的・臨床成績，咬合・咀嚼障害 澤瀬 講義室6A

Ⅵ講義：咬合・咀嚼障害 澤瀬 講義室6A

Ⅶ講義：診察と診断と感染予防 尾立 講義室6A

Ⅳ講義：治療を左右する因子・クラウンブリッジの要件 尾立 講義室6A

Ⅴ講義：クラウンの種類 澤瀬 講義室6A

Ⅵ講義：レジン前装冠 澤瀬 講義室6A

Ⅶ実習：ドローイング 右藤他 臨床実習室4B

Ⅳ講義：インフォームドコンセント・前処置 尾立 講義室6A

Ⅴ講義：支台歯形成 尾立 講義室6A

Ⅳ講義：印象採得 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：プロビジョナルレストレーション・患者情報の記録と伝達 右藤 講義室6A

Ⅳ講義：顎間関係の記録（咬合採得） 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：咬合器の種類・調節 張 講義室6A

Ⅳ講義：作業用模型の製作 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：ワックスアップ 澤瀬 講義室6A

臨床実習室4B

臨床実習室4B

臨床実習室4B

右藤他

右藤他

Ⅴ-Ⅶ実習：前装冠精密印象・作業模型1

Ⅴ-Ⅶ実習：前装冠 概形印象・個歯トレー・個人トレーの製作

Ⅴ-Ⅶ実習：全部金属冠支台歯形成

Ⅵ,Ⅶ実習：カービング

Ⅴ-Ⅶ実習：レジン前装冠支台歯形成 右藤他

臨床実習室4B

臨床実習室4B

臨床実習室4B

右藤他

右藤他

臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：金属冠精密印象・作業模型2

Ⅴ-Ⅶ実習：咬合器付着・前装冠ワックスアップ1 右藤他

右藤他
8回 5

15

木 4～7

29

22

4～7

9回 5 木 4～7

6回 5

7回 5 木 4～7

4回 4 24

8

4～7

木

5回 5 1 木

木 4～7

日程表

1回 4 3 木

4～7

2回 4 10

4～7

4～7木

3回 4 17 木
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Ⅳ講義：埋没・鋳造・熱処理・研磨 尾立 講義室6A

臨床実習室4B

臨床実習室4B

講義室6A

臨床実習室4B

臨床実習室4B

臨床実習室4B

臨床実習室4B

Ⅳ,Ⅴ講義：特別講義（非常勤講師）

Ⅵ,Ⅶ実習：前装冠咬合調整・研磨・前装・提出

武田

Ⅳ-Ⅶ実習：前装冠ワックスアップ3・ワックスパターン埋没

Ⅳ-Ⅶ実習：前装冠ワックスパターン埋没・鋳造

Ⅳ-Ⅶ実習：鋳造・レジン前装1

Ⅴ-Ⅶ実習：前装冠ワックスアップ2

右藤他

右藤他

右藤他

右藤他

右藤他

Ⅳ-Ⅶ実習：前装冠レジン前装2 右藤他

木 4～7

15回 7 10 木 4～7

4～7

12

5

14回 7 木 4～7

12回 6 木

26

19

3

4～7

13回 6

11回 6 木 4～7

10回 6 木
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

Ⅳ講義：支台築造 小堤 講義室6A

Ⅳ講義：ブリッジの種類と構成 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：ブリッジの設計 澤瀬 講義室6A

Ⅴ講義：ブリッジ（従来型ブリッジ） 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：高強度コンポジットレジンブリッジ・接着ブリッジ 平 講義室6A

Ⅳ講義：陶材焼付冠 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：オールセラミックスクラウン 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：ハイブリッド型コンポジットレジンクラウン 平or右藤 講義室6A

Ⅳ講義：CAD/CAMによるクラウンブリッジの製作 右藤他 講義室6A

Ⅳ講義：口腔内試適と装着・術後管理・装着後に発生する問題とその対応 尾立 講義室6A

臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：クラウンワックスアップ3 右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：口腔内スキャナーによる印象採得 右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：マネキンを用いてCAD/CAM冠支台歯形成（小臼歯大臼歯） 右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：クラウン作業用模型製作・ワックスアップ1 右藤他 臨床実習室4B

右藤他Ⅴ-Ⅶ実習：ブリッジろう付け（デモ）・ポンティック基底面形態の観察 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：クラウンワックスアップ2 右藤他 臨床実習室4B

25回 12 4 木 4～7

右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：暫間被覆冠の製作 右藤他 臨床実習室4B

右藤他

11 20 木 4～7

24回 11 27 木 4～7

木

4～7木

木 4～7

19回 10

4～721回 11 6

22回 11 13

23 木 4～7

23回

16回 10 2 木

20回 10 30 木 4～7

18回 10

Ⅴ-Ⅶ実習：ファイバーポストを使用したレジンコア製作

4～7

17回 10 9

16 木

4～7

Ⅴ-Ⅶ実習：ブリッジ支台歯形成 右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：築造窩洞形成・精密印象・作業模型
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Ⅳ講義：口腔インプラント支台のクラウンブリッジ 澤瀬 講義室6A

Ⅳ講義：オ−ラルアプライアンス, 高齢者・要介護者におけるCｒBr 尾立 講義室6A

Ⅳ講義：歯周病患者・顎関節症患者におけるCrBr 張 講義室6A

臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：CADソフトウェアを使用した補綴装置設計2 右藤他 臨床実習室4B

Ⅴ-Ⅶ実習：CADソフトウェアを使用した補綴装置設計1 右藤他 臨床実習室4B
木 4～7

Ⅴ-Ⅶ実習：CAMの工程説明（ミリングマシン）・3Dプリンターデモ 右藤他 臨床実習室4B
28回 1 8 木 4～7

4～727回

30回 1 22 木 4～7 Ⅳ-Ⅶ実習：製作物提出，器材返却 右藤他 臨床実習室4B

Ⅳ,Ⅴ講義：特別講義（非常勤講師） 佐々木 講義室6A

Ⅵ,Ⅶ実習：製作物評価

29回 1 15 木 4～7

右藤他

12 18 木

26回 12 11
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 Ꮫᮇ㻌㏻ᖺ㻌 曜日・校時㻌 㔠・4～7㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩数㻌 4㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞リング・コー䝗㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25034325㻌

㻰N㻳㻰33121985㻌

᭷床⩏歯⿵⥛Ꮫཬ䜃ྠ実習㻛（㻼㼘㼍㼠㼑㻌㻰㼑㼚㼠㼡㼞㼑㻌㻼㼞o㼟㼠㼔o㼐o㼚㼠㼕㼏㼟）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 4 ᖺḟ㻌 ㅮ⩏ᙧែ㻌 㻌 ㅮ⩏・実習ᙧᘧ㻌 教室㻌 㻌 ㅮ⩏室 6㻭䠈臨床実習室 4B㻌

ᑐ㇟Ꮫ⏕㻔クラス➼㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目ศ㢮㻌 㻌 㻌ཱྀ⭍⏕࿨科Ꮫྛㄽ䊡㻌

ᢸᙜ教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 䝯ール䜰䝗レス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛䜸䝣䜱ス䜰䝽ー㻌

ᮧ⏣ẚ࿅ྖ㻛㼔㼙㼡㼞㼍㼠㼍㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛⑓㝔 8 㝵歯科⿵⥛Ꮫศ㔝教授室㻛095㻙819㻙7690（内 7690）㻛㔠曜㻌 17䠖00～18䠖00㻌

ス科目➼㻕㻌

ᢸᙜ教員㻔䜸䝮ニ䝞 ㅮ⩏䠖ᮧ⏣ẚ࿅ྖ䠈ཎ⏣ెᯞ䠈㫽ᕢဴᮁ䠈すᮧṇᏹ（㠀ᖖ໅ㅮᖌ）䠈஧ᕝᾈᶞ（㠀ᖖ໅ㅮᖌ）㻌 㻌

実習䠖ྜྷ⏣࿴ᘯ䠈ཎ⏣ెᯞ䠈㫽ᕢဴᮁ䠈ᒸ㷂䜂と䜏䠈᳃㻌 ᬛᗣ䠈㔝㯮⨾㯞⏤Ꮚ䠈ᮧ⏣ẚ࿅ྖ㻌 㻌

授業䛾ᴫせ㻌

歯科་ᖌと䛧䛶᭷床⩏歯䛾臨床䛻ᚲせ䛺ᇶ♏ⓗ▱㆑とᢏ⾡䜢習ᚓ䛩䜛䚹䛭䛾䛯䜑授業䛷䛿㒊ศ床⩏歯⿵⥛Ꮫ䛚䜘䜃඲㒊床⩏歯⿵

⥛Ꮫ䛾⌮ㄽ䜢⪃✲䛩䜛䚹䜎䛯実習䛷䛿⩏歯䛾ᇶᮏⓗ䛺〇సἲ䜢Ꮫ䜃䠈ᢏ⾡䜢習ᚓ䛩䜛䚹㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻䠖᭷床⩏歯䛾臨床䛻ᚲせ䛺ᇶ♏ⓗ▱㆑とᢏ⾡䜢習ᚓ䛩䜛䚹㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿B㻻㼟䠖㻌

歯䛾Ḟᦆ䠈㢡㦵・㢦㠃䛾Ḟᦆ䛻క䛖㞀ᐖ䛾✀㢮と⑓ែ䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

᭷床⩏歯䛾✀㢮䠈目ⓗ䠈ព⩏䠈≉ᚩཬ䜃㐺ᛂ⑕䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

䛾Ḟᦆ䛧䛯歯ิ䛷䛾ୗ㢡఩・ୗ㢡㐠ື䛾グ㘓ἲ䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

᭷床⩏歯䛾咬合ᵝᘧと䛭䛾ព⩏䜢ㄝ᫂䛷䛝䠈ேᕤ歯䛾㑅ᢥ䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

䛷䛝䜛䚹㻌

᭷床⩏歯䛾⿦╔䠈調整䠈䝯䜲ン䝔䝘ンスཬ䜃ಟ⌮䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌

㻌

䛆ᖹᡂ 28 ᖺᗘ歯Ꮫ教⫱モ䝕ル・コ䜰・䜹リキ䝳ラ

䝮䛇㻌

㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐟㻌 㻌

㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐠䠈䐡㻌

᭷床⩏歯䛾ᵓᡂせ⣲とᨭᣢ䠈ᢕᣢ䠈⥔ᣢ䛾ᶵᵓ୪䜃䛻タィཎ๎䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛䚹㻌 㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐢䠈䐣㻌

᭷床⩏歯〇స䛾䛯䜑䛾༳㇟᥇ᚓ・咬合᥇ᚓ䛻⏝䛔䜛ᮦᩱと᪉ἲ䜢ㄝ᫂䛷䛝䠈歯 㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐤䠈䐥㻌

㻌

調⠇ᛶ咬合ჾ䛾ᇶᮏⓗ᧯స᪉ἲ䠈䝣䜵䜲スボ䜴トランス䝣䜯ー䠈チ䜵䝑ク䝞䜲トἲ 㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐦㻌

㻌

㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐧䠈䐨㻌

᭷床⩏歯䛾〇స䛻ᚲせ䛺ᮦᩱ䛾≉ᛶとᇶᮏⓗ᧯స᪉ἲ䛚䜘䜃〇స㐣程䜢ㄝ᫂ 㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐩䠈䐪㻌

㻌

㻱㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐫䠈䐬㻌

ᑐᛂ䛩䜛䝕䜱プロ䝬䝫リシー㻌

䠠䠬２䠖歯科ཱྀ⭍་Ꮫ䛻㛵䛩䜛臨床ⓗ▱㆑䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜛䚹㻌

授業᪉ἲ（Ꮫ習ᣦᑟἲ）㻌

ㅮ⩏䛿教科᭩䛾内容䜢୰ᚰ䛻䠈䝟䝋コンとᾮᬗプロ䝆䜵ク䝍ー䜢⏝䛔䛶⾜䛔䠈ㅮ⩏㈨ᩱ䛿 㻸㻭㻯㻿 䛻䛒䛢䛶䛚䛟䚹実習䛷䛿ス䝔䝑プ䛤と

䛻䛭䛾ᴫㄝ䛜䛒䜚䠈୺せ䛺項目䛿教員䛜䝕モ♧ㄝ䛩䜛䚹㠀ᖖ໅ㅮᖌ䛻䜘䜛≉ูㅮ⩏䜒ィ⏬䛧䛶䛔䜛䚹㻌

授業内容㻌

඲㒊床⩏歯⿵⥛Ꮫ䛴䛔䛷㒊ศ床⩏歯⿵⥛Ꮫ䛾ㅮ⩏䜢⾜䛖䚹ྠ時䛻⩏歯〇స䛾実習䜒㐍⾜䛩䜛䚹㻌

㻌

1 回目㻌 㻸㻙㻲1～4䠖⥲ㄽ䠍～4㻌 㻌 16 回目㻌 㻸㻙㻼1～4䠖⥲ㄽ䠍～4㻌 㻌

2 回目㻌 㻸㻙㻲5～8䠖἞⒪䠍～4㻌 㻌 17 回目㻌 䠬㻙11䠖咬合調整䠈◊☻㻌

3 回目㻌 䠬㻙1䠖㻲㻰 ᴫᙧ༳㇟㻌 18 回目㻌 㻸㻙㻼5～8䠖⥲ㄽ 5～8㻌 㻌

4 回目㻌 㻸㻙㻲9～12䠖἞⒪ 5～8㻌 㻌  19 回目 㻼㻙12㻦ᴫᙧ༳㇟㻌診᩿⏝ᶍᆺ調整㻌 㻌

5 回目㻌 䠬㻙2䠖㻲㻰 ⢭ᐦ༳㇟䠈咬合床స〇䠈咬合᥇ᚓ䠈咬合ჾ௜╔㻌 20 回目㻌 㻸㻙㻼9～12䠖⥲ㄽ 9～10䠈἞⒪䠍～2㻌

6 回目㻌 㻸㻙㻲13～16䠖἞⒪ 9～12㻌 21 回目㻌 㻼㻙13㻦ಶேトレー䠈⿵⥛ⓗ๓ฎ⨨㻌

7 回目㻌 䠬㻙3䠖㻲㻰 ேᕤ歯᤼ิ㻌 㻌

8 回目㻌 䠬㻙4䠖㻲㻰 ேᕤ歯᤼ิ㻌

22 回目㻌 㻸㻙㻼13～16䠖἞⒪ 3～6㻌

23 回目㻌 㻼㻙14㻦༳㇟㻌ᶍᆺ䛾調整䠈䝃ベ䜲ング㻌

9 回目㻌 㻸㻙㻲17～18䠖἞⒪ 13～14㻌 24 回目㻌 㻼㻙15㻦䝤ロ䝑ク䜰䜴ト䠈リリー䝣㻌

≉ูㅮ⩏（䝞䜲䜸䝣䜱ル䝮◊✲）㻌

10 回目㻌 䠬㻙5䠖歯⫗ᙧᡂ䠈ୗ㢡⩏歯ᇙἐ㻌

25 回目㻌 㻼㻙16㻦⪏火ᶍᆺస〇㻌

26 回目㻌 㻸㻙㻼17～18䠖἞⒪ 7～8䠈㻼㻙17㻦㻌 䝽䝑クス䜰䝑プ㻌

11 回目㻌 䠬㻙6䠖ୖ㢡⩏歯ᇙἐ䠈ୗ㢡⩏歯㔜合㻌 27 回目㻌 㻼㻙18㻦ᇙἐ䠈咬合床స〇㻌

12 回目㻌 䠬㻙7䠖ୖ㢡⩏歯㔜合䠈๭䜚ฟ䛧㻌

13 回目㻌 䠬㻙8䠖リ䝬䜴ント䠈咬合調整䠈◊☻㻌

28 回目㻌 㻸㻙㻲㻼1～4䠖✀䚻䛾⩏歯 1～4㻌

29 回目㻌 㻼㻙19㻦㗪㐀䠈◊☻䠈㻌咬合᥇ᚓ㻌

14 回目 㻼㻙9䠖咬合調整䠈◊☻㻌

15 回目 㻼㻙10䠖సရᥦฟ䠈ჾලチ䜵䝑ク㻌

30 回目㻌 䠬㻙20䠖ேᕤ歯᤼ิ䠈సရᥦฟ䠈ჾලチ䜵䝑ク㻌

≉ูㅮ⩏（⿵⥛㡿ᇦ䛛䜙䛾㢡㦵෌⏕་⒪䛾ᇶ♏とᮍ᮶）㻌 㻌

㻌 㻌

ὀព䠖5 月 16 日䛿ఇ校䚸7 月 18 日䛿⿵ㅮ日㻌 㻌
㻌

䠷ὀ䠖ㅮ⩏㻌 ・・・㻌 㻸㻙㻲㻦඲㒊床⩏歯䠈㻸㻙㻼㻦㒊ศ床⩏歯䠈㻌 㻸㻙㻲㻼㻦඲㒊床⩏歯㻘㒊ศ床⩏歯ඹ㏻㻘㻌 㻌 㻼䠖実習䠹㻌

㻌 㻌 㻌 （実習・ㅮ⩏䛾㐍⾜➼䛻䜘䜚授業䛾㡰␒➼䛜ኚ᭦䛻䛺䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹䛭䛾ሙ合䛿஦๓䛻㐃⤡䛩䜛䚹）㻌
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キーワード 部分床義歯補綴学，全部床義歯補綴学，咀嚼機能，咬合 

教科書・教材・参考書 教科書： 無歯顎補綴治療学 第 4 版（市川哲雄他 編；医歯薬出版），歯学生のパーシャルデンチャー 第 7

版（志賀博他 編；医歯薬出版） 

参考書： コンプリートデンチャーテクニック 第 6 版（細井紀雄他 編；医歯薬出版），パーシャルデンチャー

テクニック 第 6 版（大久保力廣他 編；医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験（前期 1 回，後期 1 回）と実習の評価をあわせて，総合的に評価する。それぞれの評価比率は，定

期試験 80%（前期，後期それぞれ 40％），実習 20%とする。また授業への貢献度も評価の対象とする。ただし

前期試験，後期試験，実習の評価のうち，4 割未満がひとつでもあると，総評価が 6 割以上でも，再試験の対

象となる。再試験は前期と後期の全範囲とする。 

受講要件(履修条件) 前期，後期，それぞれ総授業時間の 3/4 以上の出席が求められる。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 教科書の内容は基本となるので，最低限理解する必要がある。教科書は必ず所持すること。 

実習室を使用後は整理整頓し，きれいに清掃すること。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・村田 比呂司／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／ 

臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・原田佳枝／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・鳥巣 哲朗／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・吉田 和弘／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・岡﨑ひとみ／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・森 智康／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨床

および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・野黒美麻由子／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業

／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・二川 浩樹／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・西村 正宏／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および技工作業／臨

床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

15回 7 18 金 4～7

14回 7 11 金 4～7

13回 7 4

[Ｐ-5(2)：歯肉形成，下顎義歯埋没]人工歯排列（上顎臼歯部），下顎歯肉
形成，下部埋没；金属フラスク使用（加熱重合レジン）

10回 6 13 金 4～7

11回 6 20 金 4～7

12回 6 27 金 4～7

金 4～7

講義室6A

村田
村田
鳥巣
鳥巣

原田
原田
鳥巣
鳥巣

講義室6A

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

臨床実習室4B

7回

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

9回 6 6 金

8回 5 30 金 4～7 臨床実習室4B

4～7

[Ｐ-4：FD人工歯排列]人工歯排列（下顎臼歯部，上顎臼歯部)

6回 5 9 金 4～7

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

5回

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

臨床実習室4B

5 2 金 4～7

[Ｐ-2：FD精密印象，咬合床作製，咬合採得，咬合器付着]
個人トレー作製（印象採得は説明のみ）,咬合床作製，咬合採得，咬合器
付着

[L-F13：治療９]　人工歯，人工歯排列１
[L-F14：治療10]　人工歯排列２，フレンジ
[L-F15：治療11]　歯肉形成, ろう義歯，埋没
[L-F16：治療12]　重合, 咬合器再装着

鳥巣
鳥巣
原田
原田

講義室6A

5 23 金 4～7

[Ｐ-3：FD人工歯排列]人工歯排列（上顎前歯部，下顎前歯部)]

臨床実習室4B

4回 4 25 金 4～7

[Ｐ-1：FD概形印象]実習説明，概形印象採得，診断用模型作製，作業用
模型(ゴム枠）作製

2回 4 11 金 4～7

[L-F9 :治療５]　顎間関係の記録
[L-F10：治療６]　顎間関係の記録２
[L-F11：治療７]　下顎運動の記録と咬合器装着
[L-F12：治療８]　咬合器

3回 4

[L-F5：治療１]　医療面接とインフォームドコンセント
[L-F6：治療２]　診察，検査，診断
[L-F7：治療３]　治療計画の立案，前処置
[L-F8：治療４]　印象採得，（フレンンジ）

18 金 4～7

日程表

1回 4 4 金 4～7

[L-F1：総論１]　全部床義歯，無歯顎の病因と病態
[L-F2：総論２]　全部床義歯，無歯顎の病因と病態
[L-F3：総論３]　加齢に伴う変化，補綴装置としての全部床義歯
[L-F4：総論４]　全部床義歯装着者にみられる主要症候等

村田
村田
鳥巣
鳥巣

講義室6A

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

西村

[L-F17：治療13]　咬合調整等，研磨
[L-F18：治療14]　義歯の装着，患者指導，義歯装着後の経過観察等
[Ｐ-5(1)：歯肉形成，下顎義歯埋没]人工歯排列（上顎臼歯部），下顎歯肉
形成，下部埋没；金属フラスク使用（加熱重合レジン）

講義室6A

原田
村田

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

[Ｐ-6：上顎義歯埋没，下顎義歯重合]上顎歯肉形成，上顎スプルーイン
グ，上部埋没；ゴムフラスク使用（流し込み重合レジン），下顎流蝋，分離
剤の塗布，下顎加熱重合，徐冷

[Ｐ-7：上顎義歯重合，割り出し]上顎流蝋，リリーフ，ポストダム，分離材の
塗布，流し込みレジン重合，上下顎義歯割り出し

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

臨床実習室4B

臨床実習室4B

[Ｐ-9：咬合調整，研磨]自動削合，研磨

（特別講義）バイオフィルム研究

[Ｐ-10：作品提出，器具チェック]自動削合，研磨，作品提出，器具チェッ
ク

（特別講義） 補綴領域からの顎骨再生医療の基礎と未来

臨床実習室4B

[Ｐ-8：リマウント，咬合調整，研磨]リマウント，選択削合(中心咬合位・偏心
位 )，自動削合，研磨

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田 臨床実習室4B

講義室6A

吉田・原田・鳥巣・岡
﨑・森・村田

二川

臨床実習室4B

臨床実習室4B
吉田・原田・鳥巣・岡

﨑・森・村田
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

18回 10 17 㔠 4䡚7

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮16回 10 3 㔠 4䡚7

17回 10 10 㔠 4䡚7

㼇䠬㻙11：ညྜㄪᩚ䠈◊☻㼉自ື๐ྜ䠈◊☻

㼇㻸㻙㻼1：⥲論１㼉　㒊分床義ṑ䠈࿪ᄮ系の構造䠈機⬟㐠ື
㼇㻸㻙㻼2：⥲論䠎㼉　ညྜの不ㄪ࿴䠈ṑのḞᦆによる⥅発する症状等
㼇㻸㻙㻼3：⥲論３㼉　㒊分床義ṑの構成要⣲䠈症ᆺ分類
㼇㻸㻙㻼4：⥲論䠐㼉　㒊分床義ṑの構成要⣲䠈症ᆺ分類

㫽ᕢ
㫽ᕢ
ᮧ⏣
ᮧ⏣

講義室6A

ᮧ⏣
ᮧ⏣
原⏣
原⏣

講義室6A

20回 10 31 㔠 4䡚7

㼇㻼㻙12㻦ᴫ形༳㇟㻌診断用ᶍᆺㄪᩚ㼉診断用ᶍᆺ作〇䠈サ䝧イング（予ഛ ᐃ）䠈
䜺イド䝥レーンとレス䝖䝅ー䝖の形成⦎⩦䠈義ṑ床・䝖レーのእ形⥺グධ䠈ேᕤ
ṑの᳜䛘᥮䛘

19回 10 24 㔠 4䡚7

㼇㻸㻙㻼9：⥲論䠕㼉　ᨭྎ⿦⨨（クラス䝥等）１
㼇㻸㻙㻼10：⥲論10㼉　ᨭྎ⿦⨨（クラス䝥等）䠎
㼇㻸㻙㻼11：治療１㼉　診ᐹと治療ィ⏬䠈臨床ス䝔䝑䝥
㼇㻸㻙㻼12：治療䠎㼉　๓処⨨䠈༳㇟᥇得

22回 11 14 㔠 4䡚7

㼇㻼㻙13㻦ಶே䝖レー䠈補⥛的๓処⨨㼉ಶே䝖レー〇作䠈ᶍᆺညྜ఩の☜認䠈䜺イド
䝥レーン・レス䝖䝅ー䝖形成 ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・
ᮧ⏣

講義室6A21回 11 7 㔠 4䡚7

24回 11 28 㔠 4䡚7

㼇㻼㻙15㻦ブ䝻䝑クアウ䝖䠈䝸䝸ー䝣㼉メ䝍ル䝣レーム（㖋・連⤖子）のእ形⥺グධ䠈ブ
䝻䝑クアウ䝖䠈䝸䝸ー䝣䠈」༳㇟とᇙἐᮦὀධ（耐火ᶍᆺ作〇）

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣

23回 11 21 㔠 4䡚7

㼇㻼㻙14㻦༳㇟㻌ᶍᆺのㄪᩚ䠈サ䝧イング㼉༳㇟᥇得䠈作業ᶍᆺ・㻌ᑐྜᶍᆺㄪᩚ䠈
サ䝧イング㻔本 ᐃ㻕

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮

25回 12 5 㔠 4䡚7

㼇㻼㻙16㻦耐火ᶍᆺ作〇㼉ᇙἐᮦὀධ（耐火ᶍᆺ作〇）䠈耐火ᶍᆺ䜈のእ形⥺グ
ධ䠈メ䝍ル䝣レームワ䝑クスア䝑䝥

㫽ᕢ
㫽ᕢ

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・

ᮧ⏣

27回 12 19 㔠 4䡚7

㼇㻸㻙㻼17：治療䠓㼉　๓処⨨䠈๓処⨨と䛧てのညྜㄪᩚ䠈㒊分床義ṑの༳㇟
㼇㻸㻙㻼18：治療䠔㼉　䝣レームワーク䠈ညྜ
㼇㻼㻙17㻦㻌ワ䝑クスア䝑䝥㼉メ䝍ル䝣レームワ䝑クスア䝑䝥

㼇㻼㻙18㻦ᇙἐ䠈ညྜ床作〇㼉ス䝥ルーイング䠈ᇙἐ䠈ညྜ床作〇

26回 12 12 㔠 4䡚7

㼇䠬㻙20：ேᕤṑ排ิ䠈作ရ提出䠈ჾලチ䜵䝑ク㼉ேᕤṑ排ิ䠈ṑ⫗形成䠈作ရ提
出䠈ჾලチ䜵䝑ク

㼇㻸㻙㻲㻼1：種䚻の義ṑ１㼉　ᬻ㛫䠈༶時䠈⛣⾜䠈診断用䠈治療用義ṑ䠈㔠属床義ṑ

㼇㻸㻙㻲㻼2：種䚻の義ṑ䠎㼉　オー䝞ー䝕ンチ䝱ー
㼇㻸㻙㻲㻼3：種䚻の義ṑ３㼉　イン䝥ラン䝖義ṑ䠈㢡義ṑ
㼇㻸㻙㻲㻼4：種䚻の義ṑ䠐㼉　」〇義ṑ䠈ゼ問

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮30回 1 30 㔠 4䡚7

29回 1 16 㔠 4䡚7

28回 1 9 㔠 4䡚7

原⏣
原⏣
ᮧ⏣
ᮧ⏣

講義室6A

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣

㼇㻼㻙19㻦㗪造䠈◊☻䠈㻌ညྜ᥇得㼉㗪造（䝕䝰）䠈◊☻（䝕䝰）䠈ညྜ᥇得䠈ညྜჾ
௜╔ ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮

㼇㻸㻙㻼13：治療３㼉　（サ䝧イイング）,㻌タィの⪃䛘方
㼇㻸㻙㻼14：治療䠐㼉　ညྜ᥇得䠈ேᕤṑの種類䠈ညྜჾ⿦╔
㼇㻸㻙㻼15：治療䠑㼉　ேᕤṑ排ิ䠈䜝䛖義ṑ䠈ᇙἐ䠈重ྜ䠈䝸䝬ウン䝖䠈๐ྜ䠈᏶成
㼇㻸㻙㻼16：治療䠒㼉　義ṑの⿦╔䠈患⪅ᣦᑟ䠈⤒過ほᐹ䠈義ṑ⟶理䠈ಟ理

ᮧ⏣
ᮧ⏣
原⏣
原⏣

講義室6A

講義室6A
臨床ᐇ⩦室4㻮

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮

臨床ᐇ⩦室4㻮

ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・

ᮧ⏣

㼇㻸㻙㻼5：⥲論䠑㼉　ᨭᣢ䠈ᢕᣢの⪃䛘方
㼇㻸㻙㻼6：⥲論䠒㼉　⥔ᣢの⪃䛘方䠈サ䝧イング
㼇㻸㻙㻼7：⥲論䠓㼉　ᮦᩱ䠈連⤖子１
㼇㻸㻙㻼8：⥲論䠔㼉　ᮦᩱ䠈連⤖子䠎

ྜྷ⏣・原⏣・㫽ᕢ・

ᮧ⏣
ᒸ㷂・᳃・㔝㯮⨾・ 臨床ᐇ⩦室4㻮

ᮧ⏣
ᮧ⏣
原⏣
原⏣

講義室6A
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年度 2025 学期 3・4㻽 曜日・校時 火・4～6 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034326 

科目ナンバリング・コード DNGD33131987 

口腔እ科学䊠及び同実習/ （Oral and 㻹a㼤illo㼒acial Surger㼥䊠and Practice） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6A、臨床実習室 4B 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ᒣ田᭸弘/t-㼥amada@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 階口腔顎顔面እ科学分野教授室/095-819-7698（内 7698）/㝶時 

担当教員(オム ᒣ田᭸弘、川﨑஬㑻、⥴方⤱子、大森ᬒ௓、原 ᫀኈ、⚟ᔱ大ᑗ、୕ዲኴ㑻、Ᏻ田ගభ 

ニバス科目等) ᰗ本᝷市（ᗈᓥ大学）、ᒣ田ៅ一（ᐩᒣ大学） 

授業の概要 

口腔እ科では、口腔、顎、顔面ならびにその㞄᥋⤌⧊に生䛨る⑌ᝈのうち、う⼃䜔歯࿘病、義歯、ブリッジ、歯列୙正な䛹の歯

科⑌ᝈを㝖くす䜉ての⑌ᝈをྲྀりᢅう。具体的には智歯࿘囲⅖、顎⅖、顎骨࿘囲の⻏❐⧊⅖な䛹の⅖症性⑌ᝈ、顎の骨ᢡ䜔

歯・㌾⤌⧊のእയ、顎変形症、顎関節⑌ᝈ、口腔⢓⭷⑌ᝈ、ᄞ⬊性⑌ᝈ、⚄経性⑌ᝈ、⪥下⭢を㝖くၚ液⭢⑌ᝈ、口腔⭘⒆

な䛹である。䛥らに、歯科インプラントに関連する埋ධᡭ術䜔骨ቑ㔞ᡭ術、䛥ま䛦まな全身⑌ᝈを有するᝈ者のᢤ歯をጞめとす

る౵く的歯科治療な䛹も口腔እ科で行䛳ている。口腔䜔その࿘囲に病ẼがⓎ生すると、ᑂ美的な␗常だけではなく、㣗事䜔Ⓨ

㡢・఍ヰがうまくできないな䛹の機能的な障害も生䛨うるが、治療により口腔・顎・顔面の形態䜔機能を回᚟䛥せ、೺康的な美し䛥

をྲྀりᡠすことができる。その知識、技術を⤂௓しこれからの歯科医療をඛ➃で担う歯科医師を育成することを目的とする。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

るようになる。 

個別行動目標 SBOs： 

・全身≧態について基本的な診ᐹができる。 

⟢の書き方についての基本を理解する。 

・ᢤ歯をは䛨めとする口腔እ科ᑠᡭ術を理解する。 

ᝈ，口腔に症≧を⌧す全身⑌ᝈについて説明できる。 

 

 

 

 

口腔እ科⑌ᝈの病ᅉ、病態、治療、ண᝿䛥れる経過について、基本的な説明ができ  

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カ

リキュラム】 

A-3) 

・病Ṕ⫈ྲྀ，⌧症についての診ᐹ，必要な臨床᳨ᰝ，インフ䜷ームドコンセント，処方 E-1-1), E-1-3) 

 

E-1-5) 

・口腔のඛኳ␗常，እയ，⅖症，ᄞ⬊，⭘⒆，顎関節⑌ᝈ，ၚ液⭢⑌ᝈ，⚄経性⑌ E-2-4), E-5-3) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ䠐：歯科口腔⑌ᝈを全身⑌ᝈと関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。    

           

授業方法（学習指導法） 

 

基礎的知識、臨床的知識、症౛の実㝿を実践的に講義する。 

授業内容 

 

1. 口腔እ科総論 

2.  ᡭ術の基本ᡭ技 

3.  ᢤ歯と歯ᵴ部のእ科 

4.  ᄞ⬊性⑌ᝈ 

5.  口腔⢓⭷⑌ᝈ 

6.  Ⰻ性⭘⒆と⭘⒆類ఝ⑌ᝈ 

7.  口腔⒴の⤫ᣓ的治療 

8.  ╧╀歯科 

   9.  実習（ᡭὙいと䜺ウンテクニック） 

  10.  実習（ᢤ歯） 

 

キーワード 口腔እ科学、口腔が䜣 
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教科書・教材・参考書 教科書：口腔እ科学（第 5 版） 医歯薬出版 

必ず上達 抜歯手技 堀之内康文 クインテッセンス出版 

口腔癌 桐田忠昭/原田浩之 医歯薬出版 

口腔癌診療ガイドライン 金原出版 

準等 

成績評価の方法・基 期ᮎ定期試験および実習の到達度を㚷み総合的に評価する。 

受講要件(履修条件) なし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 口腔እ科は臨床歯科医学の᰿ᖿをなし、一番䝎イナ䝭ックな分野であると考䛘る。 

学生ㅖྩにはその一➃を示し、ᑗ来にᙺ❧ててもらいたい。 

教科書等でண習をしておくと理解が῝まる。 

非常勤講師の㒔合によりシラバス内容が変更になることもあるが、第一回講義の㝿に最⤊Ỵ定のシラ

バスを㓄ᕸする。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・ᒣ田 ᭸弘／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・川﨑 ஬㑻／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・⥴方 ⤱子／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・大森 ᬒ௓／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・原 ᫀኈ／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療に

ついて教授する。 

・⚟ᔱ 大ᑗ／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・୕ዲ ኴ㑻／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 

・Ᏻ田 ගభ／㛗ᓮ大学病院にて臨床業務にᚑ事／実㝿の臨床に基䛵いた症౛の診断および治療

について教授する。 
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 金・1～3 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034327 

科目ナンバリング・コード DNGD33141987 

口腔外科学Ⅱ及び同実習/ （Oral and Maxillofacial Surgery Ⅱ and Practice） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6A、臨床実習室 4B 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

山田朋弘/t-yamada@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 階口腔顎顔面外科学分野教授室/095-819-7698（内 7698）/随時 

担当教員(オム 山田朋弘、川﨑五郎、緒方絹子、大森景介、原 昌士、福嶋大将、三好太郎、安田光佑 

ニバス科目等) 三島克章（山口大学）、夏目長門（愛知学院大学）、千足浩久（東大阪医療センター） 

授業の概要 

歯科医師として臨床現場において全人的治療を行うための基礎として、顎顔面口腔領域に発生する疾患を理解し診断

を導く思考力および判断力を養い、全身疾患をも含めた治療方針を決定する能力を身につける。口腔・顎顔面領域に

生じる先天性あるいは後天性疾患に関してその原因、症状、診断包および予後を学習し、これからの疾患の診断と、

全身状態を考慮しながら治療方針を策定できる素養、及びこれからの疾患の予防に関する知識を学習する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

口腔・顎顔面領域に発症する疾患の特徴と病因および診断・治療を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

１.全身状態の評価に基づいた口腔・顎顔面領域の診察ができる。口腔・顎顔面領

る。 

２.診察の基本（病歴聴取、現症の取り方、患者の心理）を説明できる。 

不潔の区別）を説明できる。 

４.口腔・顎顔面領域に発症する疾患（先天異常、外傷、炎症、口腔粘膜疾患、嚢

を説明できる。 

５.口腔と医科疾患の関連の関連について説明することができる。 

６.単純な抜歯、軟組織の小手術、基本的な切開、縫合、抜糸を実施できる。 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・

コア・カリキュラム】 

 

A-3， F-2-2) 

域の疾患を正しく診断し、患者の立場を尊重した治療方針・治療計画を立案でき  

 

E-1-1), E-1-3),  

３.小手術に関わる基本（適応症、禁忌、偶発症、器具の用法と基本手技，清潔・ E-1-5), E-1-6) 

 

E-2-4),E-5-3), E-6 

胞、腫瘍、顎関節疾患、唾液腺疾患、神経疾患）の種類を列挙し、症状と治療法  

 

F-1-1) 

F-3-1),F-3-2) F-3-5)， G-1-2), 

G-3 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ３：歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

スライド・ビデオを中心にすすめ、小テスト、学生による発表を取り入れ理解を深める。 

授業内容 

1.  口腔外科治療と全身管理 

 2.  先天異常と後天異常 

 3.  顎顔面の外傷 

 4.  血液疾患 

5.  炎症性疾患 

 6.  神経疾患と心因性疾患 

7.  顎関節疾患 

 8.  唾液腺疾患 

9.  口腔に症状を呈する全身疾患 

10.  実習（切開、縫合） 

11.  実習（採血等） 
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キーワード 口腔外科、診断、治療 

書 

教科書・教材・参考 口腔外科学 宮﨑正監修 医歯薬出版 

口腔の発生と組織 田畑 純 南山堂 

顎変形症の基礎知識 クインテッセンス出版 

新編 顎関節症 日本顎関節学会編 永末書店 

準等 

成績評価の方法・基 定期考査（筆記試験）により判断する（100 点満中 60 点以上を合格とする）。 

再試験は筆記試験によって合否を判断する。 

授業中の小テストは合否の判断材料とはしない。 

発表形式も授業を行うが、発表内容を採点し、定期考査に加点する。 

受講要件(履修条件) なし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 教科書等で予習をしておくと理解が深まる。 

非常勤講師の都合によりシラバス内容が変更になることもあるが、第一回講義の際に最終決定のシラ

バスを配布する。 

による授業科目 
実務経験のある教員 ・山田 朋弘／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・川﨑 五郎／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・緒方 絹子／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・大森 景介／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・原 昌士／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療に

ついて教授する。 

・福嶋 大将／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・三好 太郎／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・安田 光佑／長崎大学病院にて臨床業務に従事／実際の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 
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日程表（口腔外科Ⅰ・Ⅱ共通）

㻺㼛. ᭶ ᪥ ᭙᪥ ᰯ時 授業㡯目・授業内容 教員ྡ（㻵/㻵㻵） 教室 㻺㼛. ᭶ ᪥ ᭙᪥ ᰯ時 授業㡯目・授業内容 教員ྡ（㻵/㻵㻵） 教室

⮬習

⮬習 ⮬習

⮬習

⮬習

口腔に症≧を࿊する全
身疾患

川崎
㻵㻵

⚄⤒疾患とᚰᅉᛶ疾患

㻞0回

ᮍ定
㻵㻵

講義室6㻭 㻞㻞回

1䡚㻟

講義室6㻭 1㻞

1㻞

19 㔠

㻠䡚6

全身⟶理と歯科治療
臨床᳨査

原
㻵㻵

≉ู講義（顎顔面外യ
等）

千足浩久

㻵㻵

顎変形症

川崎
㻵

講義室6㻭 㻞㻠回

⅖症ᛶ疾患 㻞㻟回

ᮍ定
㻵

ᄞ⬊ᛶ疾患
╧╀歯科

1䡚㻟

ᰗ本᝷ᕷ
（ᗈ島大学）

㻵

㻞8

㻠䡚6 ၚᾮ⭢疾患
大森

㻵㻵

≉ู講義（╧╀歯科）

山田ៅ一
（ᐩ山大）

㻵≉ู講義（口腔⒴）

歯・歯ᵴおよび࿘ᅖ⤌⧊
の外科

ᮍ定
㻵

顎顔面の外യ
顎関⠇疾患

山田
㻵㻵

口腔⢓⭷疾患
ᮍ定

㻵
講義室6㻭

講義室6㻭

㻞回 10 㻟 㔠 1䡚㻟 ඛኳ␗常とᚋኳ␗常

山田
㻵

講義室6㻭 16回 11 㻞51回 9 㻟0
口腔外科⥲ㄽ

ⅆ 㻠䡚6 医療೔理
診断法基本

㔠 1䡚㻟 講義室6㻭11

ⅆ 㻠䡚6 ᝏᛶ⭘⒆䐠

㻟回 10 7 ⅆ 㻠䡚6
ᡭ⾡基本ᡭᢏ
࿘⾡期⟶理・ឤᰁ予㜵

山田
㻵㻵

講義室6㻭 17回

ᮍ定
㻵

講義室6㻭

㻠回 10

講義室6㻭18回 1㻞 㻞 ⅆ

講義室6㻭

5回 10 1㻠 ⅆ 㻠䡚6

ᮍ定
㻵

講義室6㻭 19回 1㻞 5 㔠

㻠䡚6 講義室6㻭1㻞 9 ⅆ

10 㻞㻠 㔠 1䡚㻟

10 㔠 1䡚㻟

10 17 㔠 1䡚㻟

9回 講義室6㻭

1䡚㻟 講義室6㻭

講義室6㻭

7回 10 㻞1 ⅆ 㻠䡚6 ⾑ᾮ疾患

ᮍ定
㻵㻵

（東大阪医療㻯） 講義室6㻭 㻞1回 1㻞 1㻞 㔠

㻠䡚6 講義室6㻭1㻞 16 ⅆ

6回

8回

臨床実習室㻠㻮1 9

臨床実習室㻠㻮

㻞㻟 ⅆ

11回 11 7 㔠 1䡚㻟

10回 10 㻟1
夏目長門

（愛知学院大）
㻵㻵

山田
㻵㻵

10 㻞8 ⅆ 㻠䡚6 Ⰻᛶ⭘⒆と⭘⒆㢮ఝ疾患

講義室6㻭 㻞6回

ᮍ定

㔠 1䡚㻟 講義室6㻭

採⾑・㟼⬦㊰☜ಖ 実習
ᮍ定

㻵㻵

ⅆ 㻠䡚6

小テスト䐠

ᡭὙいと䜺䜴ンテ䜽䝙ッ䜽
実習

ᮍ定
㻵

㻞5回 1 6
≉ู講義（ᅜ際㈉⊩）

㔠 1䡚㻟 ษ㛤と⦭合 実習
ᮍ定

㻵㻵

臨床実習室㻠㻮

1㻟回 11 1㻠 㔠 1䡚㻟

ᮍ定
㻵㻵

講義室6㻭 㻞7回 1 1㻟

1䡚㻟

ⅆ 㻠䡚6 ᢤ歯実習
ᮍ定

㻵

臨床実習室㻠㻮1 16 㔠

1㻞回 11 11 ⅆ 㻠䡚6

1

1㻠回 11 18 ⅆ 㻠䡚6 ᝏᛶ⭘⒆䐟

講義室6㻭 㻞8回
（口腔外科学఍⥲఍）
小テスト䐟

ᮍ定

≉ู講義（口၁口⵹⿣）
㻟0

㻠䡚6 予備᪥

15回 11 㻞1 㔠 1䡚㻟

ᮍ定
㻵

講義室6㻭 㻞9回 1 㻞7 ⅆ

㔠 1䡚㻟 予備᪥
三島克章
（山口大）

㻵㻵
講義室6㻭 㻟0回
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 木・1～3 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25034319 

科目ナンバリング・コード DNGD33151983 

歯科放射線学及び同実習/ （Head and Neck Radiology） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6A 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角美佐/misa@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 階口腔診断・情報科学分野医局/095-819-7709（内 7709）/9：00～17：00 まで随時 

担当教員(オム 角 美佐、片山 郁夫、高木 幸則、榮田 智、江川 亜希子 

ニバス科目等)  

授業の概要 

適切な歯科医療を提供するための歯科放射線学に関する知識を身につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

個別行動目標 SBOs： 

1. 放射線の種類、性質、測定法と単位を説明できる 

2. 放射線の人体への影響の特徴を説明できる 

3. 放射線防護の基準と方法を説明できる 

4. X 線画像の形成原理を説明できる。 

5. X 線装置の原理を説明できる。 

6. 口内法 X 線撮影の種類と適応およびパノラマ X 線撮影の適応を説明でき

る。 

7. 口内法 X 線画像とパノラマ X 線画像の読影ができる。 

8. 頭部 X 線撮影の種類及び適応を説明できる。 

9. 造影検査法、超音波検査法、CT、歯科用コンビーム CT, 

ＭＲＩ，および核医学検査法の原理と基本的特徴を説明できる。 

10. 口腔乾燥の原因、診察、検査、診断および治療方針を説明できる。 

11. 口内法デンタル X 線検査の必要性を患者に説明できる。 

12. 振動と波動現象の特徴及び光と音の基本的性質を説明できる。 

13. 医療機器に応用される電磁現象を説明できる。 

解する 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

適切な歯科医療を提供するための歯科放射線学に関する知識を身につける。  

 

E-1-2)① 

E-1-2)② 

E-1-2)③ 

E-1-2)④ 

E-1-2)⑤ 

E-1-2)⑥ 

 

E-1-2)⑦ 

E-1-2)⑧ 

E-1-2)⑨ 

 

E-2-4)-(11)⑤ 

F-2-2)⑤ 

C-1-2)② 

C-1-2)③ 

14. 口腔・顎顔面領域の疾患の特徴と病因及び診断・治療の基本的概念を理 E-2-4)-(1)〜（11） 

 

対応するディプロマポリシー 

DP1： 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

DP2： 歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

DP4： 歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

主にスライドを用いた講義を行い、小テスト、学生による発表を取り入れ理解を深める。教材は当日配布するか、事前に LACS

にアップロードする場合もある。LACS の教材は事前にダウンロードしておくこと。 

授業内容 

1 回目 オリエンテーション、放射線物理学（1） 

2 回目 放射線物理学（2） 

3 回目 放射線生物学, 放射線防護 

4 回目 X 線撮影法 

5 回目 CT, 歯科用コーンビーム CT の原理と特徴 

6 回目 MRI の原理と特徴（1） 

7 回目 MRI の原理と特徴（2） 

8 回目 MR, CT 画像解剖 / MRI 診断 

9 回目 顎骨の画像診断（1）  

10 回目 顎骨の画像診断（2） / 顎関節の画像診断 

11 回目 超音波検査法の原理と特徴 / 自己免疫疾患 

12 回目 唾液腺の画像診断 / リンパ節の画像診断 

13 回目 核医学検査法の原理と特徴 

14 回目 放射線治療 

15 回目 胸部 X 線画像 / 全身疾患 
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キーワード 放射線、X 線、CT、MRI、超音波、核医学、PET/CＴ、放射線治療 

教科書・教材・参考書 歯科放射線学 第 7 版 （医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 出席、小テスト、授業への取り組み、定期試験により成績を評価する。合計点が 60 点以上を合格とす

る。 

受講要件(履修条件) 出席が 3/4 に達しない場合、成績評価の対象とならない。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 教材として配付された資料がある場合は確実に予習・復習して授業に臨むこと。 

による授業科目 
実務経験のある教員 ・角 美佐／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／歯科放射線に必要な基礎および臨

床に関する講義と実習指導を行う 
・片山 郁夫／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／歯科放射線に必要な基礎および

臨床に関する講義と実習指導を行う 
・高木 幸則／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／歯科放射線に必要な基礎および

臨床に関する講義と実習指導を行う 
・榮田 智／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／歯科放射線に必要な基礎および臨

床に関する講義と実習指導を行う 
・江川 亜希子／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／歯科放射線に必要な基礎およ

び臨床に関する講義を行う 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

江川 講義室6A

15回 1 22 木 1～3 胸部X線画像  /  全身疾患 角䚷 講義室6A

14回 1 15 木 1～3 放射線治療

角䚷 講義室6A

13回 1 8 木 1～3 核医学検査法の原理と特徴 榮田 講義室6A

12回 12 18 木 1～3 唾液腺の画像診断  /  リンパ節の画像診断

榮田/角 講義室6A

11回 12 11 木 1～3 超音波検査法の原理と特徴  /  自己免疫疾患 高木 講義室6A

10回 12 4 木 1～3 顎骨の画像診断（䠎）  /顎関節の画像診断

角䚷 講義室6A

9回 11 27 木 1～3 顎骨の画像診断（䠍） 榮田䚷 講義室6A

8回 11 20 木 1～3 MR, CT画像解剖  /  MRI診断䚷

角䚷 講義室6A

7回 11 13 木 1～3 MRIの原理と特徴（䠎） 角䚷 講義室6A

6回 11 6 木 1～3 MRIの原理と特徴（䠍）

片山 講義室6A

5回 10 30 木 1～3 CT, 歯科用コーンビームCTの原理と特徴 角䚷 講義室6A

4回 10 23 木 1～3 X線撮影法

片山 講義室6A

3回 10 16 木 1～3 放射線生物学, 放射線防護 片山 講義室6A

2回 10 9 木 1～3 放射線物理学（䠎）

日⛬表

1回 10 2 木 1～3 オリエンテーション  /  放射線物理学（1） 角/片山 講義室6A
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時   㔠・1～3 必修選択 必修 単位数 1.5 

授業コード 

授業科目/(英語名) 

25034320 

歯科㯞㓉学及び同実習 (Den㼠al Anes㼠㼔esiology) 

対象年次 䠐年次 講義形態 講義・実習 教室 講義室 6䠝 

対象学生(クラス等)             科目分類 口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ㆭᒱᣅ㑻/sanuki㼠@nagasaki-u.ac.jp/歯科㯞㓉分野研究室/䠔䠍䠕䌦䠓䠓䠍䠏/ⅆ曜日 12㻦00-13㻦00, 17㻦00-18㻦00 

担当教員(オム ㆭᒱᣅ㑻、಴田┾治、達 ⪷᭶、ᑿᓮ ⏤、᭶本⩧ኴ、㠀ᖖ໅講ᖌ䠗ቃᚭஓ（佐ୡಖඹ῭病院㯞㓉科䝨イン

ニバス科目等) クリニック），山ୗ࿴⠊（高度ᩆ命ᩆᛴセンター）、関野ඖ⿱（㞟୰治療部）、㩗℩༟㑻（臨床研究センター） 

授業の概要 

 

Ᏻᚰ・Ᏻ全・ᛌ適な歯科治療を全ての患者に提供するために、䠏年次までに習ᚓした基礎医学をᩚ理して理解し、௚⫋種でඹ

᭷できる医学知識を体⣔的に応用しよ䛖とする態度およびၥ㢟解Ỵᚿྥに対する理解を深める。 

ṇ確に全身≧態をほ察・評価するための、知識、態度、ᢏ⾡を身につける。歯科治療にḞか䛫ない局ᡤ㯞㓉について༑分な

知識をも䛱、歯科治療時の全身的അ発⑕の対ฎ法、予防法を身につける。 

 

一般目標 GIO： 

の、基礎医学の㔜要性を理解し、௚⫋種でඹ᭷できるඹ㏻ゝ

語を体⣔的に応用できる能力を身につける。 

 

個別行動目標 SBOs： 

䠍䠊 身体をᵓ成する組⧊と器ᐁを説明できる。 

説明できる。 

䠎䠊 全身評価に必要な臨床検査法を説明できる。 

䠏䠊 全身評価を行䛖ための診察の基本を説明できる。 

䠐䠊 歯科医療に必要な㯞㓉⟶理法を説明できる。 

䠑䠊 ᩆᛴ⸽生法について説明できる。 

䠒䠊 ⑊③の発生機ᗎおよび㙠③法について説明できる。 

䠓䠊 局ᡤ㯞㓉の方法について説明できる。 

䠔䠊 高㱋者・㞀ᐖ者の歯科治療について説明できる。 

䠕䠊 ⢭⚄・ᚰ身医学的疾患患者の歯科治療について説明

できる。 

 

Ᏻᚰ・Ᏻ全・ᛌ適な歯科治療を全ての患者に提供するため  

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

C-3-4)-(4) 、 C-5-4)  

࿧྾・ᚠ⎔生理と病因と࿧྾㞀ᐖとᚠ⎔㞀ᐖの病態を   

 

E-1-1) 、 E-1-3)  、 E-1-4)-(1)〜（䠐） 

E-1-6)   

E-2-1) 

E-2-4)   

E-5-1)〜䠏）  

E-5-3)   

F-2-2)   

F-3-1)  、 F-3-7)  

 

対応するディプロマポリシー 

 䠠䠬䠎：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

 䠠䠬䠐：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業内容(概要) /授業内容(ẖ㐌ẖの授業内容をྵむ)  (1300 ᩥᏐ) 

概要 

全身㯞㓉、局ᡤ㯞㓉、㙠㟼法、ᚰ⫵⸽生法、⑊③治療を㏻してᏳ全で③くない歯科治療の原則とᩆᛴ時の対ฎ法を学䜆。 

授業内容 

1 回目 歯科㯞㓉学概論 

2 回目 ࿧྾・ᚠ⎔の生理 

3 回目 ௦ㅰ・⚄⤒の生理 

4 回目 ⑊③の発生機ᗎと㙠③方法について 

5 回目 㯞㓉୰および࿘⾡期⟶理に必要なモニタリングの考䛘方・方法について 

6 回目 㯞㓉⟶理に用いる装置・器ලについて 

7 回目 高度な全身⟶理：IC㼁・ᩆᛴ部での࿧྾・ᚠ⎔⟶理について 

8 回目 㯞㓉⟶理に用いる㯞㓉薬の薬理学的స用について 

9 回目 高度な࿧྾⟶理について 

10 回目 局ᡤ㯞㓉薬および局ᡤ㯞㓉法について 

11 回目 ࿘⾡期⟶理の実㝿について 

12 回目 高度な全身⟶理：ᵝ䚻な合ే疾患と࿘⾡期⟶理のポイント 

13 回目 㙠㟼法がな䛬᭷ຠか䠛྾入㙠㟼法と㟼⬦内㙠㟼法について 

14 回目 歯科治療୰に㉳こる合ే⑕について 

15 回目 歯科治療時のᚰ⫵⸽生法について 

16 回目 定期考査 

 
キーワード 全身⟶理 局ᡤ㯞㓉 全身അ発⑕の予防 
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教科書・教材・参考書 歯科㯞㓉学 （第䠓版 医歯薬出版） 

準等 

成績評価の方法・基 基礎医学の内容理解度確ㄆ小テスト䜔予習復習レポートㄢ㢟な䛹（10 点㽢4 回䠙計䠐0 点） 

定期試験（60 点）   

 

䠐㡯目の成績評価を合計して 100 点とし、60 点以上を合格とする。 

 

受講要件(履修条件) 講義への出席が 2/3 以上、かつ 2 回までの㐜้・᪩㏥を‶たすものが受講できる。 

 

法について) 

備考(事前・事ᚋ学習 事前・事ᚋ学習の内容：生理学、薬理学の復習をしておくこと。必䛪⩣㐌の講義内容について予習を

の内容、ᐙᗞ学習方 すること䠊講義では、質␲応⟅を㏻して、講義を㐍めていく䠊ẖ回の予習復習ㄢ㢟として動画ど⫈・ᩥ

⊩資料な䛹を読䜣䛰ᚋに LACS ᥖ♧ᯈでのコメントをồめます。 

 

による授業科目 

実ົ⤒験のある教員 ・ㆭᒱ ᣅ㑻䠋኱学病院における診療⤒験（全身⟶理・㯞㓉⟶理）䠋኱学病院における診療⤒験をඖ 

に全身⟶理・㯞㓉⟶理に関する講義を行䛖。 

・಴田 ┾治䠋኱学病院における診療⤒験（全身⟶理・㯞㓉⟶理）䠋኱学病院における診療⤒験をඖ 

に全身⟶理・㯞㓉⟶理に関する講義を行䛖。 

・山ୗ ࿴⠊䠋኱学病院における診療⤒験（全身⟶理・ᩆᛴ医療）䠋኱学病院における診療⤒験をඖ 

に全身⟶理・ᩆᛴ医療に関する講義を行䛖。 

・ቃ ᚭஓ䠋኱学病院䜔ᕷ୰病院における診療⤒験（䝨インクリニックな䛹の⑊③治療）䠋኱学病院・

ᕷ୰病院における診療⤒験をඖに䝨インクリニックな䛹の⑊③治療に関する講義を行䛖。 

・関野 ඖ⿱䠋኱学病院における診療⤒験（全身⟶理・㞟୰治療⟶理）䠋኱学病院における診療⤒験 

をඖに全身⟶理・㞟୰治療⟶理に関する講義を行䛖。 

・達 ⪷᭶䠋኱学病院における診療⤒験（䝨インクリニックな䛹の⑊③治療）䠋኱学病院における診療

⤒験をඖに䝨インクリニックな䛹の⑊③治療に関する講義を行䛖。 

・ᑿᓮ ⏤䠋኱学病院における診療⤒験（全身⟶理・㯞㓉⟶理）䠋኱学病院における診療⤒験をඖに 

全身⟶理・㯞㓉⟶理に関する講義を行䛖。 

・᭶本⩧ኴ䠋኱学病院をは䛨めとする診療⤒験（全身⟶理・㯞㓉⟶理）䠋診療⤒験に基䛵く全身⟶ 

理・㯞㓉⟶理に関する講義を行䛖。 

・㩗℩༟㑻䠋኱学病院をは䛨めとする診療⤒験（全身⟶理・㯞㓉⟶理）䠋診療⤒験に基䛵く全身⟶ 

理・㯞㓉⟶理に関する講義を行䛖。 

171



No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

歯科㯞㓉学概論（歯科㯞㓉学のṔྐ、学䜆ព義）

歯科㯞㓉学のがṔྐを㏻して歯科医学の୰の位置䛵けを考䛘る

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

࿧྾,ᚠ⎔の生理について

㯞㓉⟶理、全身評価に必要な࿧྾とᚠ⎔の臨床生理学を学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、D㼂Dな䛹を用いた࿧྾音、ᚰ音の体ឤ

௦ㅰ・⚄⤒の生理について

㯞㓉⟶理、全身評価に必要な௦ㅰ・⚄⤒の臨床生理学を学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

⑊③の発生機ᗎと㙠③方法について

歯科におけるᛴ性③および㞴治性⑊③の発⑕機ᗎと治療法を学䜆

（教材）歯科㯞㓉学

㯞㓉୰および࿘⾡期⟶理に必要なモニタリングの考䛘方・方法について

バイタル䝃インの評価およびモニタリング機器について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、実㝿の生体モニターの取りᢅいについて学䜆

㯞㓉⟶理に用いる装置・器ලについて

全身㯞㓉および㟼⬦㯞㓉に用いる装置・器ල等について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

高度な全身⟶理：IC㼁・ᩆᛴ部での࿧྾・ᚠ⎔⟶理について

歯科治療と領域をඹ᭷する歯科㯞㓉⟶理の特Ṧ性を学䜆（口腔ဗ頭部の解剖を学䜆）

（教材）歯科㯞㓉学

㯞㓉⟶理に用いる㯞㓉薬の薬理学的స用について

全身㯞㓉、㟼⬦㯞㓉等に౑用する㯞㓉薬の薬理స用を学䜆

（教材）歯科㯞㓉学

高度な࿧྾⟶理について

㯞㓉୰の上Ẽ㐨㛤㏻性について〜基礎から臨床まで〜

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

局ᡤ㯞㓉薬および局ᡤ㯞㓉法について

局ᡤ㯞㓉のస用機ᗎ、㯞㓉薬の薬理స用と解剖、⾑⟶཰⦰薬について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、ὀ射器な䛹を用いて実㝿の局ᡤ㯞㓉法を学䜆

࿘⾡期⟶理の実㝿について

๰യ治⒵まで考៖した全身⟶理方法について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

高度な全身⟶理：ᵝ䚻な合ే疾患と࿘⾡期⟶理のポイント

小ඣ・㞀ᐖ者・高㱋者・全身疾患を᭷する患者の࿘⾡期⟶理な䛹について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

㙠㟼法がな䛬᭷ຠか䠛྾入㙠㟼法と㟼⬦内㙠㟼法について

㙠㟼法に用いる装置、薬๣、䛭れ䛮れの㙠㟼法の฼点、Ḟ点

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

歯科治療୰に㉳こる合ే⑕について

歯科治療୰に㉳こり䛖る全身的、局ᡤ的合ే⑕について学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、プリント

歯科治療時のᚰ⫵⸽生（歯科医ᖌに必要な基本的ᩆᛴ⸽生：BLS）について

歯科治療時に㉳こる全身的അ発⑕と䛭の対ฎ法を学䜆

（教材）歯科㯞㓉学、D㼂D、マ䝛キンを用いての実習

7 18 㔠 予備日

歯科㯞㓉学䚷定期試験

講義室䠒A

2回 4 11 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻 講義室䠒A

1回 4 4 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻

講義室䠒A

4回 4 25 㔠 1～3
ቃ䚷ᚭஓ（1）

達 䚷⪷᭶（2,3）
講義室䠒A

3回 4 18 㔠 1～3 ಴田┾治

講義室䠒A

6回 5 9 㔠 1～3 ᭶本⩧ኴ 講義室䠒A

5回 5 2 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻

講義室䠒A

8回 5 23 㔠 1～3
᭶本⩧ኴ（1，2）
関野ඖ⿱（3）

講義室䠒A

7回 5 16 㔠 1～3
山ୗ࿴⠊（1）
಴田┾治（2）
᭶本⩧ኴ（3）

講義室䠒A

10回 6 6 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻 講義室䠒A

9回 5 30 㔠 1～3 㩗℩༟㑻

講義室䠒A

12回 6 20 㔠 1～3 ᑿᓮ䚷⏤ 講義室䠒A

11回 6 13 㔠 1～3 ಴田┾治

講義室䠒A

14回 7 4 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻 講義室䠒A

13回 6 27 㔠 1～3 㩗℩༟㑻

講義室䠒A

7 25 㔠 ಴田┾治

15回 7 11 㔠 1～3 ㆭᒱᣅ㑻
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 水 1～2 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25034330 

DNGD33501990 

高齢者歯科学/（Geriatric Dentistry） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6Ａ 

対象学生(クラス等)      科目分類  口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

鳥巣哲朗/ torisu@nagasaki-u.ac.jp /歯科補綴学分野研究室/095-819-7692（内 7692）/月曜 17：00～18：00 

担当教員(オムニバ

ス科目等) 

小澤寛樹（精神神経科学）、会田薫子（学外非常勤講師）、島田明子（学外非常勤講師）、玉田泰嗣（学

外非常勤講師）、村田比呂司、原田佳枝、住田吉慶、入江浩一郎、今給黎明、久松徳子、歯科医師会

（学外非常勤講師）、鳥巣哲朗、吉田和弘、岡﨑ひとみ、森智康； 実習：原田佳枝、鳥巣哲朗、吉田和

弘、岡崎ひとみ、森智康 

授業の概要 

 高齢者歯科学は、歯科医療を通して高齢者の健康増進を図ることを目的とした臨床科目である。老化という誰も避けて通れな

い生理的な生命現象を理解した上で、高齢者に対する歯科的取り組みを学習する。超高齢社会となったわが国において、高

齢者歯科への需要はますます増加することが予想される。高齢者の身体的、精神的及び心理的特徴と歯科治療上の留意点を

理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO：                                     

 高齢者の身体的、精神的及び心理的特徴と歯科治療上の留意点を身に付ける。 

 

個別行動目標 SBOs：                   

1.老化の身体的、精神的及び心理的特徴を説明できる。  

2.老化に伴う口腔諸組織の構造と機能の変化を説明できる。 

3.高齢者に多く見られる疾患を説明できる。 

4.高齢者の歯科治療時の全身管理を説明できる。   

5.高齢者に対して基本的な歯科治療を説明できる。 

6.要介護者の歯科治療を説明できる。   

7.摂食嚥下リハビリテーションを説明できる。  

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】 

E-5-1)-①⑪ 

E-5-1)-③④ 

E-5-1)-② 

E-5-1)-⑤ 

E-5-1)-⑥ 

E-5-1)-⑥⑦⑩ 

E-5-1)-⑧⑨⑩ 

対応するディプロマポリシー 

 DP2:歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

 

授業方法（学習指導法） 

 専門の異なる学内外の教員、非常勤講師によって講義は教科書の内容を中心に，パソコンと液晶プロジェクターを用いて行

い，必要に応じてプリントを配布する。実習ではステップごとにその概説があり，主要な項目は教員がデモ示説する。非常勤講

師による特別講義も計画している。 

授業内容 

1,2 回目 高齢者歯科学総論 

3,4 回目 高齢者のための社会保障制度 

5,6 回目 加齢の科学、全身および口腔における加齢変化、医学的背景、高齢者に多い全身疾患① 

7,8 回目 高齢者歯科学（認知症のいろは） 

9 回目 医学的背景、高齢者に多い全身疾患② 

10 回目 高齢者の終末期、高齢者に多い口腔疾患（歯・歯周病、欠損への対応） 

11 回目 臨床死生学 特論 

12 回目 高齢者に多い口腔疾患（軟組織、硬組織、神経疾患） 

13,14 回目 有病高齢者患者の歯科治療の注意点① 高齢者の一般歯科診療に対する考慮点 

15,16 回目 有病高齢者患者の歯科治療の注意点② 高齢者の口腔外科診療に対する考慮点 

17,18 回目 口腔機能管理・口腔衛生管理 高齢者の口腔機能評価・口腔ケア 

19,20 回目 補綴（有床義歯）診療 

21,22 回目 摂食嚥下障害 

23 回目 それぞれのステージにおける歯科の役割 

24 回目 訪問歯科診療の実際 

25 回目 診療環境、高齢者と栄養 

26 回目 訪問診療、在宅歯科診療 病診連携システム 地域包括ケア 

27,28 回目 在宅歯科医療・病診連携システム、口腔ケア・口腔機能維持 

29,30 回目 実習① 口腔機能評価・認知機能 

31,32 回目 実習② 高齢者疑似体験・介護基本・嚥下手技 

キーワード 高齢者、加齢、摂食・嚥下 

教科書・教材・参考書 教科書：老年歯科医学（医歯薬出版） 

参考書：よくわかる高齢者歯科学（永末書店） 

成績評価の方法・基準等 成績評価は定期試験により行う。また授業への貢献度も評価の対象とする。 

受講要件(履修条件) 全体を通じて総授業数の 3/4 以上の出席が求められる。 

備考 (学生へのメッセー

ジ) 

質問は遠慮なく各担当教員にすること。なお、講義の内容や順番等が変更になる可能性がある。

その場合は事前に連絡する。 
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実務経験のある教員に

よる授業科目 

・村田比呂司／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療およ

び技工作業／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・小澤寛樹／大学病院および関連病院における精神神経医学を主体とした高齢者を対象と

した臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・原田佳枝／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および

技工作業／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・鳥巣哲朗／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および

技工作業／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・吉田和弘／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療および

技工作業／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・岡﨑ひとみ／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科補綴治療およ

び技工作業／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・森 智康／大学病院および関連病院における有床義歯を主体とした歯科治療／高齢者を

対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・住田吉慶／大学病院および関連施設等における口腔外科を主体とした歯科治療／高齢者

を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・久松徳子／大学病院および関連施設等における摂食・嚥下を主体とした歯科治療および訪

問歯科診療／高齢者を対象とした臨床および訪問診療の経験を生かした実践的な情報・

知識の提供 

・入江浩一郎／大学病院および関連病院における予防歯科、周術期口腔管理を主体とした歯

科治療／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・今給黎明／大学病院および関連病院における予防歯科、周術期口腔管理を主体とした歯科

治療／高齢者を対象とした臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

高齢者歯科学総論

社会的背景

高齢者歯科学総論

社会的背景

高齢者のための社会保障制度

高齢者福祉施策、介護保険

高齢者のための社会保障制度

高齢者福祉施策、介護保険

加齢の科学

全身および口腔における加齢変化

医学的背景

高齢者に多い全身疾患①

有病高齢者患者の歯科治療の注意点①

全身的疾患との関連、高齢者の一般歯科診療に対する考慮点

有病高齢者患者の歯科治療の注意点①

全身的疾患との関連、高齢者の一般歯科診療に対する考慮点

医学的背景

高齢者に多い全身疾患②

高齢者の終末期

高齢者に多い口腔疾患①（歯・歯周病、欠損への対応）

臨床死生学 特論

高齢者に多い口腔疾患②（軟組織、硬組織、神経疾患）

高齢者歯科学

内容：認知症のいろは

高齢者歯科学

内容：認知症のいろは

有病高齢者患者の歯科治療の注意点②

高齢者の口腔外科診療に対する考慮点

有病高齢者患者の歯科治療の注意点②

高齢者の口腔外科診療に対する考慮点

口腔機能管理・口腔衛生管理

高齢者の口腔機能評価・口腔ケア

口腔機能管理・口腔衛生管理

高齢者の口腔機能評価・口腔ケア18回 11

岡崎
ひとみ

講義室6Ａ

15回 11 19 水 1 講義室6Ａ

26 水 2
岡崎

ひとみ

講義室6Ａ

17回 11 26 水 1

講義室6Ａ

11 19 水 2 住田吉慶

講義室6Ａ

講義室6Ａ

講義室6Ａ

12 水 1

12回 11 5 水 2

住田吉慶

鳥巣哲朗

小澤寛樹

小澤寛樹

14回 11 12 水 2

13回 11

16回

講義室6Ａ

11回 11 5 水
講義室6Ａ
（オンライ

ン）

10回 10

講義室6Ａ

9回 10 29 水 講義室6Ａ

吉田和弘

29 水 2 原田佳枝

1 会田薫子
（非常勤）

15

8回 10 22 水

1 原田佳枝

2

吉田和弘

日程表

1回 10 1 水 1 講義室6Ａ島田明子

2

8 水 2 講義室6Ａ今給黎明

森智康

原田佳枝

講義室6Ａ110

4回 10

15

今給黎明3回

講義室6Ａ

講義室6Ａ

水

2回 10

講義室6Ａ

島田明子1

1

水 2 講義室6Ａ

10 8 水

7回 10 22 水 1

5回 水

6回 10
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

補綴（有床義歯）診療

高齢者の有床義歯補綴の概要と実際、必要な口腔機能の評価

補綴（有床義歯）診療

高齢者の有床義歯補綴の概要と実際、必要な口腔機能の評価

摂食嚥下障害

摂食嚥下障害

それぞれのステージにおける歯科の役割

訪問歯科診療の実際

診療環境（診療所、入院下、在宅、施設）

高齢者と栄養

訪問診療

在宅歯科医療・病診連携システム・地域包括ケア

在宅歯科医療・病診連携システム

口腔ケア・口腔機能維持

在宅歯科医療・病診連携システム

口腔ケア・口腔機能維持

実習①認知機能・口腔機能評価

実習①認知機能・口腔機能評価

実習②高齢者疑似体験・介護基本・嚥下手技　

実習②高齢者疑似体験・介護基本・嚥下手技　
講義室6Ａ

臨床実習室4A
スキルスラボ

32回 1 28 水 2
２補綴
講座員

講義室6Ａ
臨床実習室4A
スキルスラボ

28回 1

31回 1 28 水 1
２補綴
講座員

14
入江

浩一郎
講義室6Ａ

30回 1 21 水 2

歯科

医師会

松谷康平

7 水 2 玉田泰嗣

講義室6Ａ

26回 1

講義室6Ａ24回 12 17 水

村田
比呂司

講義室6Ａ

講義室6Ａ

講義室6Ａ20回 12 3 水 2
村田

比呂司

久松徳子 講義室6Ａ

23回 12 17 水 1 鳥巣哲朗

22回

1 久松徳子

12

講義室6Ａ
PBL室

19回 12 3 水

２補綴
講座員

講義室6Ａ
PBL室

1
２補綴
講座員

講義室6Ａ

27回 1 14 水 1
入江

浩一郎
講義室6Ａ

29回 1 21

講義室6Ａ

25回 1 7 水 1 玉田泰嗣

10 水

水

21回 12 10 水

1

水 2

2

2
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ᖺ度 2025  学期 1・2㻽 曜日・校時  水䜎たはᮌ 1䡚2 必ಟ㑅ᢥ 必㡲 ༢఩ᩘ 1 

授業䝁ー䝗 

授業科目㻛㻔ⱥㄒ名㻕 

25034331 

科目䝘ン䝞䝸ン䜾・䝁ー䝗 㻰N㻳㻰 33511990 

障害者歯科学 （㻿㼜㼑㼏㼕㼍㼘 㻯㼍㼞㼑 㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥） 

対㇟ᖺḟ 4 ᖺḟ 講義ᙧែ 講義 教室 講義室䠒Ａ 

対㇟学生㻔䜽ラス➼㻕             科目ศ㢮 口腔生࿨科学ྛ論䊡 

ᢸᙜ教員㻔科目㈐௵者㻕 㻛 㻱 䝯ールア䝗䝺ス㻛◊✲室㻛㼀㻱L㻛オ䝣䜱スア䝽ー 

ㆭᒱᣅ㑻㻛㼟㼍㼚㼡㼗7894㻬㼓㼙㼍㼕㼘.㼏o㼙 㻛特歯㒊教員室㻛㼀㻱L㻦095㻙819㻙7717 ⅆ曜日 12：00䡚13：00 

 

䝙䝞ス科目➼㻕 
ᢸᙜ教員㻔オム ㆭᒱᣅ㑻、田ୖ┤⨾、㩗℩䛶るみ、ษ▼೺㍜、ᒣ口㤶織 

授業の概要ཬび఩⨨䛵け 

  
障害者䜢ྵめ䛶ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேに対するᨭ᥼䜢、歯科診療とい䛖ど点䛛䜙理ゎ䜢῝める䚹ే䛫䛶、௚⫋✀と連携䛧

䛶 㻽㻻L 䜢Ᏺるとい䛖歯科医師の役割に䛴い䛶考ᐹする䚹 

 

一般目ᶆ 㻳㻵㻻： 

障害者の特ᚩ、口腔疾患および口腔機能に対する歯科䛛䜙

の೺康ᨭ᥼に䛴い䛶理ゎ䛧、口の೺康䜢㏻䛨䛶 㻽㻻L 䜢Ᏺると

い䛖歯科医師の役割䜢ᯝたすための能ຊ䜢身に䛴ける䚹 

 

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿B㻻㼟： 

䠍䠊 地域医療における歯科医療の連携䜢ㄝ明䛷きる䚹 

２䠊 保健・医療・福祉・介護の制度について説明できる。 

䠏䠊 障害者の口腔・顎顔面領域の疾患について説明でき

る。 

４．高齢者・障害者の歯科治療の要点䜢ㄝ明䛷きる䚹 

できる。 

ついて説明できる。 
７．歯科治療に必要な⾜ືㄪᩚ䜢ิᣲ䛷きる䚹 
８．医療安全・感染対策について説明できる。 

 

 

 

 

 

 

䛆平ᡂ 28 ᖺ度歯学教⫱䝰䝕ル・䝁ア・䜹䝸キ䝳ラム䛇 

A-7-1) 地域医療への貢献 
B-2-2) 保健・医療・福祉・介護の制度 
E-2-4) 口腔・顎顔面領域の疾患 
E-5-1) 高齢者の歯科治療 
E-5-2) 障害者の歯科治療 

５．精神・心身医学的疾患患者の歯科治療の要点を説明 E-5-3) 精神・心身医学的疾患 
F-2-2) 全身状態の把握及び歯科治療に必要な診察と検査 

６．全身状態の把握及び歯科治療に必要な診察と検査に F-3-7) 高齢者・障害者等患者への治療  
G-1-2) 医療安全・感染対策  

対応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸シー 

䠠䠬䠍：歯科口腔医学に関する基♏的知㆑䜢身に䛴け䛶いる䚹  

䠠䠬２：歯科口腔医学に関する臨床的知㆑䜢身に䛴け䛶いる䚹  

䠠䠬䠐：歯科口腔疾患䜢全身疾患と関連௜け䛶診᩿䛷きる臨床能ຊ䜢身に䛴け䛶いる䚹 

䠠䠬䠑：歯科口腔医療の⌧ሙにおける問㢟Ⓨぢ・ゎỴ能ຊ䜢身に䛴け、䝸䝃ー䝏䝬イン䝗䜢ಟᚓ䛧䛶いる䚹 

䠠䠬䠓：患者୰ᚰの歯科口腔医療䜢ᒎ㛤するための㇏䛛なே㛫ᛶと೔理ほ䜢身に䛴け䛶いる䚹 

䠠䠬䠔：患者にಙ㢗ឤとᏳᚰឤ䜢୚䛘る䛣と䛜䛷きる高い䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ン能ຊ䜢身に䛴け䛶いる䚹 

䠠䠬䠕：多⫋✀との㛫䛷༠ㄪᛶ䜢持䛳䛶䝏ーム医療䜢実㊶䛷きる䚹 
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ᤵᴗෆᐜ㻔ᴫせ㻕㻌㻛ᤵᴗෆᐜ㻔ẖ㐌ẖ䛾ᤵᴗෆᐜ䜢ྵ 䜐㻕㻌  
㻌
䠍ࠥ䠎ᅇ┠䛿㞀ᐖ⪅ṑ⛉䛾ᇶᮏⓗ䛺ᴫᛕ䜢Ꮫ⩦䛩䜛䚹䠏ࠥ䠔䚸䠍䠏ᅇ┠䛿ྛㄽ䛸䛧䛶ᵝ䚻䛺㞀ᐖ䛻䛴䛔䛶Ꮫ⩦䛩䜛䚹㻌

䠕ࠥ䠍䠎䚸䠍䠐ᅇ┠䛿ᐇ㝿䛾㞀ᐖ⪅ṑ⛉デ⒪䛻䛴䛔䛶Ꮫ⩦䛩䜛䚹䠍䠑ᅇ┠䛻ᑠ䝔䝇䝖䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹㻌
 授業の㐍⾜䜢考慮䛧、内容䛜๓ᚋの回に⛣⾜する䛣と䛜䛒る䚹 

 

授業内容 

1 回目 ᗎ論 

2 回目 ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈と社会保障 

3 回目 ⢭神Ⓨ㐩・ᚰ理的Ⓨ㐩と⾜ືの障害、神経・㐠ື障害、ឤぬ障害、㡢ኌゝㄒ障害 

4 回目       䚺 

5 回目         䚺 

6 回目       䚺 

7 回目 ⢭神および⾜ືの障害 

8 回目 歯科治療時に㓄慮す䜉き疾患・症ೃ⩌䊡・䊢 

9 回目 ⾜ືㄪᩚ 

10 回目   䚺 

 11 回目 ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの೺康ᨭ᥼ 

 12 回目 ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科治療 

13 回目 歯科治療時に㓄慮す䜉き疾患・症ೃ⩌䊠 

14 回目 䝸ス䜽評価とᏳ全管理   

15 回目 小テス䝖 

 

 

 

 

キー䝽ー䝗 ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈、障害、⾜ືㄪᩚ、Ᏻ全管理 
教科᭩・教ᮦ・ཧ考᭩ 教科᭩： ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈䝕ンテ䜱ス䝖䝸ー 障害者歯科  

➨２∧ （日本障害者歯科学会 ⦅  医歯⸆ฟ∧） 

 

‽➼ 

ᡂ⦼評価の᪉ἲ・基 ᐃ期ヨ験によ䜚୺たる評価䜢⾜䛖䚹ヨ験問㢟はᅜᐙヨ験の㐣ཤ問䛒るいは教科᭩よ䜚ฟ㢟䛧、

ゎ⟅に䛴い䛶は、⌧在は教科᭩と␗なる஦᯶䛜䛒䛳䛶䜒教科᭩の内容䜢ṇゎとする䚹 

その䜋䛛、ス䝬ー䝖䜽䝸䝑䜹ーによるฟᖍ☜認テス䝖、᭱終日の小テス䝖、授業ែ度（オンライン授

業のሙྜは䝺䝫ー䝖）、ฟᖍ⋡䜢加࿡䛧䛶総ྜ的に評価䜢⾜䛖䚹 

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕 ᐃ期ヨ験のཷ験᮲௳と䛧䛶、ฟᖍ⋡䠓䠌䠂௨ୖのฟᖍ䛜必要となる䚹 

 

ージ㻕 

ഛ考㻔学生への䝯䝑䝉 教科᭩୰ᚰに授業䜢㐍めるため、教科᭩䜢必携する䛣と䚹歯学とな䛨みのない⏝ㄒ䛜多䛟、ண習する䜋

䛖䛜、理ゎ䛜容᫆䛷䛒る䚹基本的に講義ᙧᘧとする䚹た䛰䛧、཮᪉ྥ䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ン䜢ಁすため㉁問

は㝶時ཷけ、学生の要ᮃによ䜚テー䝬内容䜢᥀䜚下䛢る䛣と䛜䛒る䚹実地◊ಟは臨床特ู実習時にお

い䛶⾜䛖䚹 

 

 

による授業科目 

実ົ経験の䛒る教員 ・田ୖ ┤⨾䠋኱学病院における診療経験（障害者・高齢者・有病者管理）䠋኱学病院における診療 

 経験䜢ඖに障害者・高齢者・有病者管理に関する講義䜢⾜䛖䚹 

・㩗℩ 䛶るみ䠋኱学病院における診療経験（障害者・高齢者・有病者管理）䠋኱学病院における診    

 療経験䜢ඖに障害者・高齢者・有病者管理に関する講義䜢⾜䛖䚹 

・ษ▼ ೺㍜䠋኱学病院における診療経験（障害者・高齢者・有病者管理）䠋኱学病院における診療 

 経験䜢ඖに障害者・高齢者・有病者管理に関する講義䜢⾜䛖䚹 

・ᒣ口 㤶織䠋኱学病院における診療経験（障害者・高齢者・有病者管理）䠋኱学病院における診療 

 経験䜢ඖに障害者・高齢者・有病者管理に関する講義䜢⾜䛖䚹 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

総ㄝ（ᗎ論）

　歯科医療におけるス䝨シ䝱ル䝙ー䝈、㻽㻻Lと䝜ー䝬ライ䝊ーシ䝵ン、

　社会的およびᚰ理的問㢟、障害者歯科医療の理ᛕと೔理

総ㄝ（ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈と社会保障）

　障害者の医療䠈福祉の௙組み、地域における障害者歯科、

　䝏ーム医療の役割および関連⫋✀

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈ྛ論

　⢭神Ⓨ㐩・ᚰ理的Ⓨ㐩と⾜ືの障害

　　知的能ຊ障害、⮬㛢ス䝨䜽䝖ラム症、注意欠ዴ・多ື症　な䛹

　神経・㐠ື障害

　　⬻ᛶ㯞⑷、関⠇䝸䜴䝬䝏、P㼍㼞㼗㼕㼚㼟o㼚病、⬻⾑管障害、䛶䜣䛛䜣　な䛹

　ឤぬ障害、㡢ኌゝㄒ障害

　　どぬ障害、⫈ぬ障害な䛹

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈ྛ論

　⢭神および⾜ືの障害

　　⤫ྜኻㄪ症、䛖䛴病、୙Ᏻ症、ᚰ身症、認知症な䛹

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈ྛ論

　歯科治療時に㓄慮す䜉き疾患・症ೃ⩌䊡、䊢

　　症ೃ⩌、㞴病

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科医療

　⾜ືㄪᩚ

　　䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ンἲ、⾜ື療ἲ、⸆≀的⾜ືㄪᩚ、体ືのㄪᩚἲな䛹

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科医療

　ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの೺康ᨭ᥼

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科医療

　ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科治療

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈ྛ論

　歯科治療時に㓄慮す䜉き疾患・症ೃ⩌䊠

　　ඛኳᛶᚰ疾患、ឤᰁᛶᚰ内⭷⅖、ᢠ⾑ᰦ療ἲ

ス䝨シ䝱ル䝙ー䝈の䛒るேの歯科医療

　䝸ス䜽評価とᏳ全管理

小テス䝖

日程表

1回 4 10 ᮌ 1 田ୖ 講義室䠒Ａ

講義室䠒Ａ

3回 4 24 ᮌ 1 ᒣ口 講義室䠒Ａ

2回 4 10 ᮌ 2 田ୖ

講義室䠒Ａ

5回 4 30 水 1 ᒣ口 講義室䠒Ａ

4回 4 24 ᮌ 2 ᒣ口

講義室䠒Ａ

7回 5 1 ᮌ 1 㩗℩䛶 講義室䠒Ａ

6回 4 30 水 2 ᒣ口

講義室䠒Ａ

9回 5 8 ᮌ 1 ษ▼ 講義室䠒Ａ

8回 5 1 ᮌ 2 㩗℩䛶

講義室䠒Ａ

11回 5 15 ᮌ 1 ษ▼ 講義室䠒Ａ

10回 5 8 ᮌ 2 ษ▼

講義室䠒Ａ

13回 5 22 ᮌ 1 㩗℩䛶 講義室䠒Ａ

12回 5 15 ᮌ 2 ษ▼

講義室䠒Ａ

15回 5 29 ᮌ 1 ㆭᒱᣅ㑻 講義室䠒Ａ

14回 5 22 ᮌ 2 㩗℩䛶
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ᖺ度 2025 学期 1㻽 曜日・校時 水 1䡚2 必ಟ㑅ᢥ  必ಟ ༢఩ᩘ 1 

科目␒ྕ 

科目䝘ン䝞䝸ン䜾・䝁ー䝗 

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕 

25034333 

㻰N㻳㻰33531992 

⅏害口腔医学㻛（㻰㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞 㻻㼞㼍㼘 㻹㼑㼐㼕㼏㼕㼚㼑） 

対㇟ᖺḟ 4 ᖺḟ 講義ᙧែ  講義ᙧᘧ 教室  講義室 6A 

対㇟学生㻔䜽ラス➼㻕      科目ศ㢮  口腔生࿨科学ྛ論䊡 

ᢸᙜ教員㻔科目㈐௵者㻕 㻛 㻱 䝯ールア䝗䝺ス㻛◊✲室㻛㼀㻱L㻛オ䝣䜱スア䝽ー 

ゅ ᛅ㍤㻛㼟㼡㼙㼕㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛総ྜ歯科臨床教⫱学教授室㻛095㻙819㻙7750（内 7750）㻛㝶時 䈜᮶室๓に☜認の䛣と 

ス科目➼㻕 

ᢸᙜ教員㻔オム䝙䝞 ゅ ᛅ㍤䠈ᕝ下⏤⨾子（口腔保೺学）䠈ⓑ▼༓⛅（口腔管理䝉ン䝍ー・⅏害医療ᨭ᥼室）䠈୰久ᮌ康一（非常

勤講師・ᮾ໭኱学）䠈ᒣ下和⠊（非常勤講師・⅏害医療ᨭ᥼室）䠈ᒣῧ῟一（非常勤講師・஑ᕞ኱学）䠈ⱝᮡ

和⨾（非常勤講師・⅏害医療ᨭ᥼室）䠈吉田ᾈ஧（非常勤講師・原子ຊ⅏害対策ᡓ␎本㒊）䠈ኴ田⚽ே（非

常勤講師・福岡┴歯科医師会） 

 

授業の概要 

大規模災害・事故が多発している現在，歯科医師として災害現場での特殊な対応・行動を認識し，さらには災害時のチー

ム医療としての実働や，歯科医師もしくは人として行うことの出来る後方支援を理解する。 
 

授業฿㐩目ᶆ 

一般目ᶆ 㻳㻵㻻： 

⅏害時に歯科医師と䛧䛶㐺ษに⾜ືするために必要な知㆑、技能ཬびែ度

䜢ಟᚓする䚹  

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿B㻻㼟： 

䠍䠊⅏害時の医療システム䜢ㄝ明する䚹 

２䠊⅏害対策の目ᶆ䜢ㄝ明する䚹 

䠏䠊⿕⅏者のẼ持䛱にᐤ䜚ῧ䛘る䚹 

䠐䠊⅏害時の地域保೺医療体制と連携䛧た歯科の役割䜢ㄝ明する䚹 

䠑䠊⅏害時と平常時の歯科治療䝙ー䝈の㐪い䜢ㄝ明する䚹 

䠒䠊⅏害時の口腔ケアの特ᚩと᪉ἲに䛴い䛶ㄝ明する䚹 

䠓䠊⅏害時䜢᝿ᐃ䛧たシ䝭䝳䝺ーシ䝵ンにཧ加する䚹 

 

䛆平ᡂ 28 ᖺ度歯学教⫱䝰䝕ル・䝁ア・䜹䝸キ䝳ラ

ム䛇 

A㻙4㻙2㻕 患者と歯科医師の関ಀ 

A㻙5㻙1㻕 患者୰ᚰの䝏ーム医療 

A㻙7㻙1㻕 地域医療への㈉⊩ 

B㻙2㻙2㻕 保೺・医療・福祉・介護の制度 

対応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸シー 

䠠䠬䠔 患者にಙ㢗ឤとᏳᚰឤ䜢୚䛘る䛣と䛜䛷きる高い䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ン能ຊ䜢身に䛴け䛶いる䚹 

䠠䠬䠕 多⫋✀との㛫䛷༠ㄪᛶ䜢持䛳䛶䝏ーム医療䜢実㊶䛷きる䚹 

䠠䠬䠍䠌 㞳島へき地䜢は䛨めとする地域・ᅜ際社会に㈉⊩するᙉい意ᛮ䜢持䛳䛶、歯科口腔医療䜢実㊶䛷きる䚹 

 

授業᪉ἲ（学習ᣦᑟἲ） 

輪講形式。スライドおよび配付資料を用いた講義を行う。実習は䜾ルー䝥学習およびⓎ表ウ論䜢⾜䛖䚹 

 
授業内容 

 

➨ 1 回 ⅏害医療（概ㄝ） 

➨ 2 回 ᮾ日本኱㟈⅏における㛗崎኱学病院の役割 

➨ 3 回 ᛴᛶ期病院における歯科の⅏害医療への関䜟䜚 

➨ 4 回 ⅏害時のἲᚊ 

➨ 5 回 ⅏害時のᨭ᥼論 

➨ 6 回 ⅏害時のボランテ䜱ア論 

➨ 7 回 㛗崎኱学の⅏害医療へのྲྀ䜚組み 䠍 

➨ 8 回 㛗崎኱学の⅏害医療へのྲྀ䜚組み ２ 

➨ 9 回 ⅏害ᣐ点病院の歯科の役割 䠍 

➨ 10 回 ⅏害ᣐ点病院の歯科の役割 ２ 

➨ 11 回 ⅏害時の⸆๣師の役割 

➨ 12 回 原子ຊ⅏害医療 

➨ 13 回 ⅏害時における䝏ーム医療 䠍 

➨ 14 回 ⅏害時における䝏ーム医療 ２ 

➨ 15 回 実習 㻰㻵㻳（㻰㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞 㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼍㼠㼕o㼚 㻳㼍㼙㼑） ⅏害ᅗୖカ⦎ 

 

キー䝽ー䝗 ⅏害対策基本ἲ・医療ᩆ護⌜・⅏害ὴ㐵医療䝏ーム（㻰㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞 㻹㼑㼐㼕㼏㼍㼘 A㼟㼟㼕㼟㼠㼍㼚㼏㼑 㼀㼑㼍㼙䠘㻰㻹A㼀䠚）・

⅏害ᣐ点病院・䝖䝸アージ・⅏害医療䝁ー䝕䜱䝛ー䝍ー 
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教科᭩・教ᮦ・ཧ考᭩ ⅏害歯科医学（ᵳᮌᜨ一・୰久ᮌ康一 ⦅ 医歯⸆ฟ∧） 

 

➼ 

ᡂ⦼評価の᪉ἲ・基‽ 講義へのฟᖍ、講義内に⾜䜟れる小テス䝖、実習へのཧ加ែ度䜢総ྜ䛧䛶評価する䚹 

 

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕 授業にฟᖍ䛧た時ᩘ䛜授業䜢⾜䛳た時ᩘの 3 ศの 2 に㐩䛧ないሙྜ䠈ᡂ⦼評価の対㇟とな䜙ない䚹 

 

ジ㻕 

ഛ考㻔学生への䝯䝑䝉ー 歯科保೺医療体制における歯科医師の役割の理ゎ䠈⅏害関連死のな䛛䛷኱きな割ྜ䜢༨める⫵⅖䜢

᪩期䛛䜙ண㜵するための歯科医師・歯科衛生ኈのᑓ㛛ᛶの☜❧䠈平時䛛䜙の歯科医師会さ䜙には多

⫋✀連携ᙉ化䜢᥎㐍する䛣との㔜要ᛶ䜢学䜣䛷ḧ䛧い䚹 

 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・角 忠輝／大学病院における診療行為／⮬䜙の診療経験䜢ඖに䠈災害医療の実際について講義

形式の授業を行っている 

・ᕝ下⏤⨾子／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（予防歯科）を元に災

害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・白石千秋／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（災害医療支援室）を元

に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・୰久ᮌ康一／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（救急災害医学）を元

に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・山下和範／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（災害医療支援室）を元

に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・ᒣῧ῟一／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（高齢者歯科・全身管理

歯科）を元に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・若杉和美／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（災害医療支援室）を元

に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・吉田ᾈ஧／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（災害医療支援室）を元

に災害医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・ኴ田⚽ே／診療所における診療行為／⮬䜙の診療経験䜢ඖに䠈災害医療の実際について講義・

演習形式の授業を行っている 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

⅏害医療（概ㄝ）

ᮾ日本኱㟈⅏における㛗崎኱学病院の役割

ᛴᛶ期病院における歯科の⅏害医療への関䜟䜚

⅏害時のἲᚊ

⅏害時のᨭ᥼論

⅏害時のボランテ䜱ア論

㛗崎኱学の⅏害医療へのྲྀ䜚組み 䠍

㛗崎኱学の⅏害医療へのྲྀ䜚組み ２

⅏害ᣐ点病院の歯科の役割 䠍

⅏害ᣐ点病院の歯科の役割 ２

⅏害時の⸆๣師の役割

原子ຊ⅏害医療

⅏害時における䝏ーム医療 䠍

⅏害時における䝏ーム医療 ２

実習　㻰㻵㻳（㻰㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞 㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼍㼠㼕o㼚 㻳㼍㼙㼑）　⅏害ᅗୖカ⦎

ኴ田⚽ே

講義室䠒Ａ

5 21 水 1 ኴ田⚽ே

21 水 3 ኴ田⚽ே

講義室䠒Ａ14回 5 21 水 2

15回 5

講義室䠒Ａ

13回

講義室䠒Ａ

講義室䠒Ａ

11回 5 14 水 1 ⱝᮡ和⨾ 講義室䠒Ａ

講義室䠒Ａ

吉田ᾈ஧

3

9回 5 7 水 1 ᒣῧ῟一

4 16 水 2

日程表

1回 4 7 月 1 ゅ　ᛅ㍤ 講義室䠒Ａ

講義室䠒Ａ

2回 4 9 水 1

3回 4 9 水 2 ⓑ▼༓⛅

ᕝ下⏤⨾子 講義室䠒Ａ

講義室䠒Ａ

୰久ᮌ康一 講義室䠒Ａ

5回

4回 4 16 水 1

୰久ᮌ康一

講義室䠒Ａ

8回 4 17 ᮌ 2 ᒣ下和⠊

6回

12回 5 14 水 2

10回 5 7 水 2 ᒣῧ῟一

講義室䠒Ａ

୰久ᮌ康一 講義室䠒Ａ

17 ᮌ 1 ᒣ下和⠊7回 4

4 16 水
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ᖺ度 2025 学期 1㻽 曜日・校時   時㛫割䜢ཧ↷ 必ಟ㑅ᢥ 必ಟ ༢఩ᩘ 1 

科目␒ྕ 

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕 

25054617 

科目䝘ン䝞䝸ン䜾・䝁ー䝗 㻰N㻳㻰33391986 

口腔イン䝥ラン䝖学㻛（㻻㼞㼍㼘 㻵㼚㼜㼘㼍㼚㼠o㼘o㼓㼥） 

対㇟ᖺḟ 䠑ᖺḟ 講義ᙧែ 講義、実習 教室 講義室 6B䠈臨床実習室䠐B 

対㇟学生㻔䜽ラス➼㻕             科目ศ㢮 口腔生࿨科学ྛ論䊡 

ᢸᙜ教員㻔科目㈐௵者㻕 㻛 㻱 䝯ールア䝗䝺ス㻛◊✲室㻛㼀㻱L㻛オ䝣䜱スア䝽ー 

澤℩ 㝯㻛㼟㼍㼣㼍㼟㼑㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛口腔イン䝥ラン䝖学教授室㻛095㻙819㻙7685（内 7685）㻛ẖ日 8：00ࠥ8：50䠈12：10

ࠥ13：00 

ᢸᙜ教員㻔オム 澤℩ 㝯䠈ᑿ❧哲㑻䠈ྑ⸨཭╩䠈ᙇ ᬡ᪫䠈小ሐᾴ平䠈 ᒣ本ⱥᖾ䠈㼀A 

䝙䝞ス科目➼㻕 非常勤講師：ᰘ原Ύ㝯㻘༑Ἑ基ᩥ㻘⡿澤኱地㻘  

授業の概要㻛授業฿㐩目ᶆ㻛授業᪉ἲ（学習ᣦᑟἲ） 㻔500 ᩥᏐ㻕 

 概要：  

一般目ᶆ（㻳㻵㻻）は䠈䛂患者に対䛧口腔イン䝥ラン䝖治療に䛴い䛶ṇ䛧䛟ㄝ明するために䠈必要な基♏知㆑とែ度䜢習

ᚓする䛃とする䚹実際のイン䝥ラン䝖臨床手技のಟᚓには༞ᚋ教⫱䛜୙ྍ欠䛷䛒る䛜䠈イン䝥ラン䝖にゐれる᭱ึの機会

と䛧䛶䠈䝙䝳ー䝖ラル䛷䛛䛴ṇ䛧い知㆑の習ᚓ䜢฿㐩目ᶆとする䚹 

⾜ື目ᶆ（㻿B㻻䡏）平ᡂ 28 ᖺ度歯学教⫱䝰䝕ル・䝁ア・䜹䝸キ䝳ラム E -3-4)-（3）デンタルインプラント 

① デンタルインプラントの種類、特徴、目的および意義を説明できる。  

② デンタルインプラントの適応症と合併症を説明できる。 

䐡 デンタルインプラントに必要な診察と検査を説明できる。  

䐢 デンタルインプラントの治療計画，治療手順を説明できる。 

䐣 埋入方法を説明できる。 

䐤 デンタルインプラントの上部構造の印象採得と咬合採得を説明できる。 

䐥 デンタルインプラントの上部構造の製作手順と装着方法を説明できる。 

䐦 メインテナンスの重要性を説明できる。 

授業᪉ἲ：口腔イン䝥ラン䝖学は歯科臨床の㞟学的科目とい䜟れ、䠐ᖺ生䜎䛷にᒚಟする䜋と䜣䛹全䛶の科目䛜䝧ース

とな䛳䛶いる䚹授業ᙧែはྛ科ᑓ㛛医䛛䜙のオム䝙䝞スᙧᘧと䛧、講義による必要な知㆑のゎㄝに加䛘䠈外科⣔補綴⣔

の実習によ䜚イン䝥ラン䝖特有のჾල䜔その᧯సἲ䜢実習䛧䠈よ䜚ල体的な理ゎのຓけとする䚹 

対応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸シー 

䠠䠬２：歯科口腔医学に関する臨床的知㆑䜢身に䛴け䛶いる䚹 

䠠䠬䠐：歯科口腔疾患䜢全身疾患と関連௜け䛶診᩿䛷きる臨床能ຊ䜢身に䛴け䛶いる䚹 

授業内容㻔概要㻕 㻛授業内容㻔ẖ㐌ẖの授業内容䜢ྵ䜐㻕  㻔1300 ᩥᏐ㻕 

概要：䠍1 回のオム䝙䝞スᙧᘧの講義に加䛘䠈⾡๓治療ィ⏬、外科䠈補綴のイン䝥ラン䝖実習䜢⾜䛖䚹 

授業内容                             モデルコアカリキュラム該当項目 

1 回目：インプラントの種類，特徴，目的，意義、オッセオインテグレーション E-3-4)-(3)① 

2 回目：インプラントの基本構造，成功率，生存率               E-3-4)-(3)① 

3,4 回目：インプラントのための解剖学，軟組織               E-3-4)-(3)① 

5,6 回目：インプラントに必要な診断と治療学                           E-3-4)-(3)②，③，④ 

7 回目：インプラントの治療計画                      E-3-4)-(3)④ 

8 回目：インプラント治療の実際；外科手術                 E-3-4)-(3)②，⑤ 

9 回目：インプラント治療の実際；前処置                  E-3-4)-(3)②，③，④ 

10 回目：インプラント治療の実際；硬軟組織のマネジメント          E-3-4)-(3)②，⑤ 

11,12 回目：インプラント治療の実際；補綴術式                E-3-4)-(3)②，⑥，⑦ 

13 回目：インプラント治療の実際；無歯顎のインプラント補綴、顎顔面の再建  E-3-4)-(3)④，⑦，⑧ 

14 回目：インプラント周囲炎、メインテナンス                E-3-4)-(3)⑧ 

15 回目：インプラント画像検査                                          E-3-4)-(3)②，③ 

16,17 回目：シミュレーション実習                     E-3-4)-(3)②，④ 

18,19 回目： インプラント外科模型実習                   E-3-4)-(3)⑤ 

20 回目：インプラント補綴模型実習                     E-3-4)-(3)⑥，⑦ 

キー䝽ー䝗  

教教科᭩・教ᮦ・ཧ考᭩ 䕿➨䠏∧よ䛟䜟䛛る口腔イン䝥ラン䝖学（医歯⸆ฟ∧） 

‽➼ 

ᡂ⦼評価の᪉ἲ・基 ᐃ期考ᰝの䠒䠌点௨ୖ䜢ྜ᱁とする䚹 

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕 講義の２䠋䠏䠈実習は 3 回と䜒ฟᖍ䛜ヨ験のཷ験要௳䛷䛒る䚹 

ഛ考  
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による授業科目 

実務経験のある教員 ・澤瀬 隆／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の

経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・尾立 哲朗／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療

の経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・右藤 友督／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療

の経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・ᙇ ᬡ᪫／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の経

験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・小ሐ ᾴ平／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療の

経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・山本 英幸／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における冠橋補綴治療

の経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・柴原 清隆／現役歯科医師が歯科医院における実務経験／歯科医院における冠橋補

綴治療の経験を元に、口腔インプラント学に関する講義、実習を実施する。 
・十河 基文／インプラントシミュレーションソフトウェア会社社長／インプラント

治療における画像診断，シミュレーションソフトウェアによる治療計画を教示する。 
・米澤 大地／現役歯科医師が歯科医院における実務経験／一般歯科臨床における包

括的歯科医療の中でのインプラント治療について教示する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

インプラントの種類䠈特徴䠈目的䠈ព義、オッセオインテグレーション

インプラントの基本ᵓ㐀䠈成ຌ率䠈生Ꮡ率

インプラントのための解๗学䠈㌾⤌織１

インプラントのための解๗学䠈㌾⤌織２

インプラントに必要な診断と治療学（⏬ീ᳨ᰝ、䜺イドサージ䜵リー㝖く）１

インプラントに必要な診断と治療学（⏬ീ᳨ᰝ、䜺イドサージ䜵リー㝖く）２

インプラントの治療ィ⏬

インプラント治療の実際䠗前ฎ置

インプラント治療の実際䠗እ科ᡭ⾡

インプラント治療の実際䠗◳㌾⤌織のマ䝛ジメント

インプラント治療の実際䠗⿵⥛⾡式（材ᩱ学含む）１

インプラント治療の実際䠗⿵⥛⾡式２

インプラント治療の実際䠗上下↓歯㢡のインプラント⿵⥛、㢡㢦㠃の෌ᘓ

インプラント࿘ᅖ⅖、メインテナンス

インプラント⏬ീ᳨ᰝ

シミュレーション実習

シミュレーション実習

インプラントእ科ᶍᆺ実習

インプラントእ科ᶍᆺ実習

インプラント⿵⥛ᶍᆺ実習

日⛬⾲

1回 4 7 ᭶ 1 ⃝瀬 講義室6B

3回 4 7 ᭶ 3 ᑿ❧ 講義室6B

7 ᭶ 2 ⃝瀬 講義室6B

講義室6B

5回 4 7 ᭶ 5

2回 4

⃝瀬 講義室6B

4回 4 7 ᭶ 4 ᑿ❧

講義室6B

7回 4 7 ᭶ 7 ⃝瀬 講義室6B

6回 4 7 ᭶ 6 ⃝瀬

講義室6B

9回 4 14 ᭶ 4 ᰘཎ 講義室6B

8回 4 7 ᭶ 8 ⡿⃝

12回 4 14 ᭶ 7

講義室6B

11回 4 14 ᭶ 6 ⃝瀬 講義室6B

10回 4 14 ᭶ 5 ᰘཎ

講義室6B

14回 4 21 ᭶ 4

13回 4 14 ᭶ 8

2
ᑿ❧

ᰘཎ他

21 ᭶ 5

21 ᭶ 7

臨床実習室4B

15回 4

臨床実習室4B

16回 4 21 ᭶ 6

17回 4

20回 4 28 ᭶ 3 ᑿ❧他

18回 4 28 ᭶ 1
ᑿ❧

ᰘཎ他

臨床実習室4B19回 4 28 ᭶

講義室6B

講義室6B

講義室6B
臨床実習室4B

臨床実習室4B

臨床実習室4B

⃝瀬

ྑ⸨

ᑿ❧

༑Ἑ

༑Ἑ
ᑿ❧

༑Ἑ
ᑿ❧
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  時間割を参照 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054616 

DNGD33381990 

摂食嚥下リハビリテーション学/（Dysphagia Rehabilitation） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)      科目分類  口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

久松徳子/norinori@nagasaki-u.ac.jp/医療教育開発センター・総合歯科臨床教育学/095-819-7757/事前に連絡を 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 久松徳子 

授業の概要 

 摂食嚥下機能は、食物を認識し口腔に運び，咀嚼〜嚥下にて食道・胃へと食物を送り込む一連の運動であり、経口より栄養を確保

するための重要な機能である。また疾患の早期回復には良好な栄養状態の維持が必要であるため、近年では経口摂取の重要性が増

している。このため、安全で円滑な経口摂取を行うためには多職種におけるチームアプローチが必要であり、多方面から摂食嚥下機

能を理解し、障害の改善に向けた対応について学ぶ。摂食嚥下障害に関する知識や安全で円滑な経口摂取の対応方法の習得を目

指す。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖについて⌮解ࡋ，ᑐ応方法を㌟につける㸬 
個別行動目標 SBOs： 

㸯㸬ᦤ㣗ᄟୗリࣅࣁリテーションを説明する。 
㸰㸬ᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖの原ᅉ、診察、検査、診断ཬび治療方㔪を説明する。 
㸱㸬ゝㄒ㞀ᐖの原ᅉ、診察、検査、診断ཬび治療方㔪を説明する。  
㸲㸬ᰤ㣴⟶⌮ࡸ㣗ᙧែのㄪᩚを説明する。 
㸳㸬ᅾᏯ医療（ゼၥ歯科診療をྵࡴ）を説明する。 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

E-5-1)， A-5-1)， E-2-1) 

E-2-4)-(11)， E-5-1)， A-5-1)， E-2-1) 

E-2-4)-(11) 

E-5-1) 

E-5-1)， A-5-1) 

対応するディプロマポリシー 

DP3:歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

DP4:歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

DP7:患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

DP9:多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

DP10:離島へき地をはじめとする地域・国際社会に貢献する強い意思を持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

講義形式で行う。 

授業内容 

1 回〜23 回予定。 

摂食嚥下障害における、リハビリテーション医学、解剖、生理、原因、診査・診断、対応方法、口腔ケア、栄養、リスク管理、人生会

議、緩和ケア、症例検討等々を、内容に合わせた時間配分にて、上記回数内で実施する。 

講義内容によࡾ講義᫬㛫をㄪᩚするため、授業内容➼をシラࣂスにࡣグࡋていないが、ヲ⣽ࡣ授業᫬㛫ࡈとにᥦ示する。 
᪥⛬⾲に授業内容を⡆༢にグ㍕ࡋているが、実施目Ᏻのཧ⪃とࡋてグ㍕ࡋている。 

キーワード 摂食嚥下障害，リハビリテーション，経口摂取，口腔ケア、最期までくちから食べる 

教科書・教材・参考書 参考書  摂食嚥下リハビリテーション第３版 （医歯薬出版） 

       歯学生のための摂食嚥下リハビリテーション学（医歯薬出版） 

       摂食・嚥下のメカニズム第２版 （医歯薬出版） 等 

等 

成績評価の方法・基準 定期試験または課題レポートでの評価を行う。 

出席，追試験，再試験等は学部規定に従う。 

受講要件(履修条件) 学部規定に従う。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 基礎的知識や医科的な内容も含み，口腔のみならず、人生の最期までを見据えた内容である。自身や身

近な人のこれからの人生や社会構造・社会情勢等も念頭に置きながら受講すると、身近なこととして受け止

めやすく、理解が深まる内容であると思われる。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・ஂᯇ ᚨᏊ／大学病院における診療経験（ᦤ㣗ᄟୗリࣅࣁリテーション治療・補綴治療）／大学

病院における診療経験をࡶとにᦤ㣗ᄟୗリࣅࣁリテーション治療に関する講義を⾜࠺。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

摂食嚥下障害　リハビリテーション、解剖、生理

摂食嚥下障害　リハビリテーション、解剖、生理

摂食嚥下障害　リハビリテーション、解剖、生理

摂食嚥下障害　小児

摂食嚥下障害　小児

摂食嚥下障害　原因疾患

摂食嚥下障害　原因疾患

摂食嚥下障害　診査・診断

摂食嚥下障害　診査・診断

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

日程表

1回 5 7 水 7 久松 講義室6B

3回 5 8 木 5 久松 講義室6B

8 木 4 久松 講義室6B

講義室6B

5回 5 14 水 7

2回 5

久松 講義室6B

4回 5 8 木 6 久松

講義室6B

7回 5 22 木 5 久松 講義室6B

6回 5 21 水 4 久松

講義室6B

9回 5 22 木 7 久松 講義室6B

8回 5 22 木 6 久松

講義室6B

11回 5 29 木 5 久松 講義室6B

10回 5 29 木 4 久松

講義室6B

13回 6 5 木 4 久松 講義室6B

12回 5 29 木 6 久松

講義室6B

15回 6 5 木 6 久松 講義室6B

14回 6 5 木 5 久松
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　対応方法

摂食嚥下障害　リスク管理

摂食嚥下障害　リスク管理

摂食嚥下障害　訪問

摂食嚥下障害　緩和ケア

摂食嚥下障害　人生会議

摂食嚥下障害　症例検討

講義室6B

17回 6 6 金 5 久松 講義室6B

16回 6 6 金 4 久松

講義室6B

19回 6 19 木 4 久松 講義室6B

18回 6 6 金 6 久松

講義室6B

21回 7 17 木 2 久松 講義室6B

20回 7 17 木 1 久松

講義室6B

講義室6B23回 7 18 金 5 久松

22回 7 17 木 3 久松

188



 

年度 2025 学期 1Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054623 

DNGD33441990 

社会歯科学/（Social 㼐entistry） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)      科目分類  口腔生命科学各論Ⅱ 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ධỤᾈ一㑻/iriko@nagasaki-u.ac.jp/口腔保೺学教員室/095-819-7663（内 7663）/㝶時 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ධỤᾈ一㑻、஬᭶ዪ䛥き子、ᕝ下⏤⨾子 

授業の概要 

社会保障と医療経῭ཬび歯科関連の法ᚊとไ度について学習する。 

 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

社会保障と医療経῭ཬび歯科関連の法ᚊとไ度について学び理解 

する。 

 

個別行動目標 SBOs： 

1.保೺・医療施⟇をㄝ᫂できる。 

2.医療保㝤ไ度と国Ẹ医療㈝をㄝ᫂できる。 

3.社会保障ไ度（社会保㝤・社会⚟♴・බ的ᢇຓ・බ⾗⾨生）をㄝ᫂ 

 できる。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

B-2 

 

B-2-2 

B-3-2 

 

対応するディプロマポリシー 

DP２：歯科口腔科学に関する臨床的知識を身につけている 

授業方法（学習指導法） 

講義形式 

授業内容 

1 回目：社会保障 （ධỤ） 

2 回目：社会保障と医療経῭ （ධỤ） 

3 回目：⾨生行ᨻと䛭の௚の⾨生法規 （ධỤ） 

4 回目：医事⾨生法規 1 （ධỤ） 

5 回目：社会保障（බ的ᢇຓ） （஬᭶ዪ） 

6 回目：社会保障（社会⚟♴）（஬᭶ዪ） 

7 回目：医事⾨生法規 2 （ᕝ下） 

8 回目：医の倫理と歯科医ᖌのプロフ䜵ッショナリズム （ᕝ下） 

 

キーワード 社会保障、医療経῭、歯科関連の法ᚊとไ度 

教科書・教材・参考書 国Ẹ⾨生の動向（ཌ生ປാ┬䝩ーム䝨ージ） 

口腔保೺・予㜵歯科学（医歯薬出版） 

⾨生学・බ⾗⾨生学（医歯薬出版） 

等 

成績評価の方法・基準 ඹ⏝試験 㻯BT に合᱁することをもって修஢認定とする䠊 

評価は 㻯BT の得Ⅼに出席やレポートⅬをຍ࿡して行う 

受講要件(履修条件) なし 

備考(学生へのメッセー

ジ) 
 

よる授業科目 

実ົ経験のある教員に ・ධỤᾈ一㑻䠋⌧ᙺ歯科医ᖌが኱学⑓㝔における実ົ経験䠋社会保障と医療経῭ཬび歯科 

関連の法ᚊとไ度について指導する。 

・஬᭶ዪ䛥き子䠋⌧ᙺ歯科医ᖌが኱学⑓㝔における実ົ経験䠋社会保障と医療経῭ཬび歯科 

関連の法ᚊとไ度について指導する。 

・ᕝ下⏤⨾子䠋⌧ᙺ歯科医ᖌが኱学⑓㝔における実ົ経験䠋社会保障と医療経῭ཬび歯科関 

連の法ᚊとไ度について指導する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

日⛬⾲

5 14 水 1

講義室6B

2 水 5 ධỤ 講義室6B

ᕝ下 講義室6B

஬᭶ዪ

社会保障（බ的ᢇຓ）

医事⾨生法つ2

医の倫理と歯科医師のプロフ䜵ッショナリズム

7回

5回 4 16 水 4

ᕝ下 講義室6B

1回 4 2 水 4 ධỤ 講義室6B

2回 4

8回 5 14 水 2

஬᭶ዪ 講義室6B

3回 4 9 水 4 ධỤ 講義室6B

講義室6B水 5 ධỤ

6回 4 16 水 5

4回 4 9

社会保障

社会保障と医療経῭

⾨生行ᨻとその他の⾨生法つ

医事⾨生法つ１

社会保障（社会⚟♴）
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関連臨床医学（3年次生） 

 

（１）内科学総論  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・192 

  （薬学部共修） 

（２）外科学総論  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195 

  （薬学部共修） 

（３）内科学各論  内科学１・・・・・・・・・・・・・・・・・198 

  （薬学部共修） 内科学３・・・・・・・・・・・・・・・・・200 

          血液学・・・・・・・・・・・・・・・・・・202 

（４）外科学各論  外科学１・・・・・・・・・・・・・・・・・204 

          外科学２・・・・・・・・・・・・・・・・・206 

（５）隣接医学Ⅰ  皮膚科学・・・・・・・・・・・・・・・・・208 

  （薬学部共修） 眼科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・210 

          耳鼻咽喉科学・・・・・・・・・・・・・・・212 

          整形外科学・・・・・・・・・・・・・・・・214 

          形成外科学・・・・・・・・・・・・・・・・216 

（６）隣接医学Ⅱ  小児科学・・・・・・・・・・・・・・・・・218 

  （薬学部共修） 産科婦人科学・・・・・・・・・・・・・・・220 

          泌尿器科学・・・・・・・・・・・・・・・・222 

          精神神経科学・・・・・・・・・・・・・・・224 

          脳神経外科学・・・・・・・・・・・・・・・226 

（７）隣接医学Ⅲ  人類遺伝学・・・・・・・・・・・・・・・・228 



年度 20２５学期 1・2Q 曜日・校時 木・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084501 

DNGD33171992 

内科学総論/ （Internal Medicine） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム 石本 裕士、髙園 貴弘、深堀 範、道津 洋介、岩田 麻有、三馬 聡、小澤 栄介、松島 加代子、橋口 慶

  ニバス科目等) 一、福島 真典、田中 健之、柿内 聡志 

授業の概要 

 

歯科医・薬剤師として必要な内科学総論（呼吸器、消化器、腎臓分野、感染症学） 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

歯科医・薬剤師として最低限必要な内科疾患（呼吸器疾患、消化器疾患、腎臓

疾患）に関する知識を習得する。 

個別行動目標 SBOs： 

 内科学および下記の各分野の病態生理・疾患を理解し概説できる。 
１呼吸器、２消化器、３腎・泌尿器 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学

的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

プリント、スライドを使った講義が主体である。 

授業内容 

1 回目  上部消化管疾患 

2 回目  下部消化管疾患 

3 回目  呼吸器内科総論・アレルギー性疾患 

4 回目  感染症の現状、病態の基本、診断、治療方法について 

5 回目  腎不全 

6 回目  感染症の予防方法としての標準予防策、経路別予防策について 

7 回目  肺癌 

8 回目  間質性肺疾患   

9 回目  腎臓内科総論、腎臓の解剖と機能 

10 回目  呼吸器感染症  

11 回目  腎炎、ネフローゼ症候群、尿細管間質性腎炎 

12 回目  胆膵疾患 

13 回目  ウイルス性肝疾患 

14 回目  肝硬変と肝癌 

  

教科書・教材・参考書 （参考書として記載しますが、基本的には不要です） 

教科書 わかりやすい内科学（第 5 版） 井村裕夫編集 （文光堂） 

参考書 内科学書（改訂第 9版）：全 6 冊＋別巻（中山書店） 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験にて評価する。出題範囲は基本的に講義内容あるいは配布資料の範囲。 

再試は１回行う。 

受講要件(履修条件) なし 
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ージ) 

備考(学生へのメッセ  

による授業科目 
実務経験のある教員 ・石本 裕士、髙園 貴弘、深堀 範、道津 洋介／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最

低限必要な内科疾患（呼吸器疾患）について教授する。 
・小澤 栄介、三馬 聡、松島 加代子、橋口 慶一、福島 真典／長崎大学病院における診療業
務／歯科医師に最低限必要な内科疾患（消化器疾患）について教授する。 
・岩田 麻有／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な内科疾患（腎臓疾患）

について教授する。 
・田中 健之、柿内 聡志／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な内科疾患
（感染症学）について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

消化ჾ病学

ୖ㒊消化⟶疾患

消化ჾ病学

ୗ㒊消化⟶疾患

࿧྾ჾ病学

࿧྾ჾ内科⥲論・アレルギー性疾患

感染症学

感染症の⌧状、病ែの基本、診断、治療方法について

⭈⮚病学

⭈不全

感染症学

感染症の予防方法と䛧てのᶆ‽予防⟇、⤒㊰ู予防⟇について

࿧྾ჾ病学

⫵⒴

࿧྾ჾ病学

㛫質性⫵疾患

⭈⮚病学

⭈⮚内科⥲論、⭈⮚のゎ๗と機⬟

࿧྾ჾ病学

࿧྾ჾ感染症

⭈⮚病学

⭈⅖、ネ䝣䝻ー䝊症ೃ⩌、ᒀ細⟶㛫質性⭈⅖

消化ჾ病学

⫹⮅疾患

消化ჾ病学

ウイルス性⫢疾患

消化ჾ病学

⫢◳変と⫢⒴

まとめ

15回 7 17 ᮌ 䊠 教ົጤ員㛗 講義室3A

日程表

1回 4 10 ᮌ 䊠 ᯇᓥ　ຍ代子 講義室3A

講義室3A

3回 4 24 ᮌ 䊠 ῝ᇼ㻌⠊ 講義室3A

2回 4 17 ᮌ 䊠 ᶫཱྀ　៞୍

講義室3A

5回 5 8 ᮌ 䊠 ᒾ⏣㻌㯞᭷ 講義室3A

4回 5 1 ᮌ 䊠 ⏣୰㻌㻌೺அ

講義室3A

7回 5 22 ᮌ 䊠 㐨ὠ㻌ὒ௓ 講義室3A

6回 5 15 ᮌ 䊠 ᰠ内　⪽ᚿ㻌

講義室3A

9回 6 5 ᮌ 䊠 ᒾ⏣㻌㯞᭷ 講義室3A

8回 5 29 ᮌ 䊠 ▼本　⿱ኈ

講義室3A

11回 6 19 ᮌ 䊠 ᒾ⏣㻌㯞᭷ 講義室3A

10回 6 12 ᮌ 䊠 㧗ᅬ㻌㈗ᘯ

講義室3A

13回 7 3 ᮌ 䊠 ୕㤿　⪽ 講義室3A

12回 6 26 ᮌ 䊠 ᑠ⃝　ᰤ௓

講義室3A14回 7 10 ᮌ 䊠 ⚟ᓥ　真඾
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 金・1 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084502 

DNGD33181992 

外科学総論/（Surgery） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 橋本泰匡、野中 隆、富永哲郎、松本桂太郎、下山孝一郎、荒井淳一、大坪竜太、小畑智裕、山根裕介 

授業の概要 

外科学総論としての外科診断学、腫瘍学、創傷治癒、免疫学、感染学、栄養学の系統的講義を通じて、外科患者の診断、治

療に対する理解を深める。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

外科の歴史、損傷と創傷治療、炎症と感染、腫瘍、外科栄養、免疫、体液変動、老

人外科、小児外科の各分野について、基本的知識を習得し、理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1．外科学の概念を説明できる。 

また、老人外科、小児外科に関する概要を説明できる。 

 

 

 

 

【平成 28年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】 

2．外科治療の中心である手術などの侵襲に伴う病態への対応を説明できる。 E-6：医師と連携するために必要な医
3．現代外科学の主な対象である外傷・腫瘍の外科および先端にある臓器移植、 学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

PC プレゼンテーションによる講義が中心となる。また理解を深めるため、必要に応じてプリントの配布も行うこともある。 

 

授業内容 

 

1 回目  外科と栄養：(1)外科における栄養管理の意義 (2)栄養アセスメント (3)経腸栄養 (4)経静脈栄養 

       血液凝固異常と輸血：血液製剤の種類と特徴 

      外科的侵襲と生体反応：(1)免疫系の反応 (2)血液凝固系の反応 (3)術後の生体反応と回復過程 

2 回目  老人外科・小児外科の特徴：(1)小児外科の特徴 (2)新生児・未熟児の特徴 (3)術前・術後の栄養管理  

(4)老人外科の特徴 (5)手術適応 (6)周術期管理の特徴 

3 回目  腫瘍：(1)良性腫瘍と悪性腫瘍 (2)発癌メカニズム (3)悪性腫瘍の病態 (4)臨床診断と特殊検査  

(5)悪性腫瘍の治療 (6)悪性腫瘍の疫学 

4 回目  炎症と感染：(1)炎症の概念と病態生理 (2)臨床症状と所見 (3)外科的感染症の起因菌 (4)全身感染症と敗血症 

(5)外科的特殊感染症 (6)治療 

5 回目  臓器移植・人工臓器：呼吸器系の移植と人工臓器 

6 回目  外科と免疫：(1)免疫機構と調節 (2)腫瘍免疫 (3)移植免疫 (4)免疫不全と日和見感染  

７ 回目  外科の歴史と外科医の立場：(1)外科の歴史 (2)外科医と法 (3)専門医制度 (4)病歴 (5)理学的所見 
8 回目  損傷と創傷治療：(1)機械的損傷 (2)非機械的損傷 (3)創傷の治癒過程 (4)創傷治癒を左右する因子 

(5)創傷管理の実際 

9 回目  体液と変動の輸液：(1)正常体液分布 (2)侵襲と体液変動 (3)水・電解質異常 (4)酸塩基平衡障害 (5)輸液療法 

 

キーワード 外科、腫瘍学、免疫学、炎症、感染、栄養、創傷治癒 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 標準外科学（医学書院） 

必要に応じてプリントを配布することあり。 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験による評価を行う。再試は１回行う。 

出席率も考慮する。 

受講要件(履修条件) なし 
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1実務経験のある教 ・富永 哲郎（第 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す

員による授業科目 る基本的知識を教授する。 
・山根 裕介（第 2回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 
・野中 隆（第 3回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する
基本的知識を教授する。 
・下山 孝一郎（第 4回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 
・松本 桂太郎（第 5回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関
する基本的知識を教授する。 
・小畑 智裕（第 6回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 
・橋本 泰匡（第 7回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 
・荒井 淳一（第 8回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 
・大坪 竜太（第 9回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関す
る基本的知識を教授する。 

 
 
 
  

ージ) 

備考(学生へのメッセ 臨床診療において役に立つ外科的な基礎知識を習得することを目的とします。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

外科と栄養

  (1)外科における栄養管理の意義 (2)栄養アセスメント (3)経腸栄養 

  (4)経静脈栄養

血液凝固異常と輸血

  (1)血液製剤の種類と特徴 

老人外科・小児外科の特徴

  (1)小児外科の特徴 (2)新生児・未熟児の特徴 (3)術前・術後の栄養管理

  (4)老人外科の特徴 (5)手術適応 (6)周術期管理の特徴

腫瘍

  (1)良性腫瘍と悪性腫瘍　(2)発癌メカニズム　(3)悪性腫瘍の病態

　(4)臨床診断と特殊検査　(5)悪性腫瘍の治療　(6)悪性腫瘍の疫学

炎症と感染

  (1)炎症の概念と病態生理 (2)臨床症状と所見 (3)外科的感染症の起因菌

  (4)全身感染症と敗血症 (5)外科的特殊感染症 (6)治療

外科的侵襲と生体反応

  (1)免疫系の反応  (2)血液凝固系の反応 (3)術後の生体反応と回復過程

臓器移植・人工臓器

呼吸器系の移植と人工臓器

外科と免疫

  (1)免疫機構と調節　(2)腫瘍免疫　(3)移植免疫　(4)免疫不全と日和見感染

外科の歴史と外科医の立場　問診と外科的診察法

  (1)外科の歴史 (2)外科医と法 (3)専門医制度 (4)病歴 (5)理学的所見

損傷と創傷治療

  (1)機械的損傷 (2)非機械的損傷 (3)創傷の治癒過程

  (4)創傷治癒を左右する因子 (5)創傷管理の実際

体液の変動と輸液

  (1)正常体液分布 (2)侵襲と体液変動 (3)水・電解質異常 

  (4)酸塩基平衡障害 (5)輸液療法

講義室3A

9回 5 30 金 1 大坪竜太 講義室3A

8回 5 23 金 1 荒井淳一

講義室3A

7回 5 16 金 1 橋本泰匡 講義室3A

6回 5 9 金 1 小畑智裕

講義室3A

5回 5 2 金 1 松本桂太郎 講義室3A

4回 4 25 金 1 下山孝一郎

講義室3A

3回 4 18 金 1 野中隆 講義室3A

2回 4 11 金 1 山根裕介

日程表

1回 4 4 金 1 富永哲郎 講義室3A
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 日程表のとおり 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084511 

DNGD33191992 

内科学各論（内科学 1）/（Internal medicine,Spescial Lecture） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム 岩本直樹、堀江一郎、森内昭江、古賀智裕 

ニバス科目等) 辻野 彰、宮崎禎一郎 

授業の概要 

内科学の基礎知識を理解することを目標とする。特に、以下のテーマに基づいて、歯科口腔症状所見との関連にも重点をおい

て講義する。内科学について、代表的な疾患の理解や歯科口腔症状所見との関連に重点をおいて講義する。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

内科学の基礎知識を理解する。将来、実際の臨床の場で役立つような知

識・判断力を身に付けさせる。 

個別行動目標 SBOs： 

 受講生がリウマチ性疾患、神経疾患、内分泌代謝疾患の概念を理解し、その

病態を説明できるようにする。 

【平成28年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

 

 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的

知識 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義形式にて行う。プリントの配布、スライド及び液晶プロジェクターを使用して講義する。 

授業内容 

 

1 回目 リウマチ性疾患の内科的基礎知識を講義し口腔内病変を理解させる-1。 

2 回目 内分泌疾患の基礎と臨床について、バセドウ病などの内分泌疾患の内科的知識を講義して、歯科領域の注意点 

などを理解させる。 

3 回目 糖尿病の成因・治療について、糖尿病の内科的知識を講義して歯科領域の注意点などを理解させる。 

4 回目 リウマチ性疾患の内科的基礎知識を講義し口腔内病変を理解させる-2。 

5 回目 臨床神経学概説１：脳血管障害で使用される抗凝固剤、抗血小板剤の知識を深く理解させる。  

6 回目 臨床神経学概説２：歯科領域を中心に、脳神経の解剖・生理学をとうして、神経内科学の基礎知識を講義する。 
 

キーワード リウマチ性疾患、臨床神経学、糖尿病、内分泌疾患 

教科書・教材・参考書 なし 

準等 

成績評価の方法・基 定期試験時に筆記試験（講義担当者が各々試験問題を作成）を実施する。出席率、追試験、再試験

は学部規則の沿って厳格に行う。 

受講要件(履修条件) 特になし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 将来、実際の臨床の場で役立つような内科学の基礎知識が身につくことを心がけて講義します。 

による授業科目 
1実務経験のある教員 ・古賀 智裕（第 回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知識

を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・堀江 一郎（第 2回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知識
を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・森内 昭江（第 3回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知識
を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・岩本 直樹（第 4回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知識
を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・辻野 彰（第 5回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知識を
教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・宮崎 禎一郎（第 6回目）／長崎大学病院における診療業務／内科疾患に関する基礎的な知
識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

リウマチ性疾患

リウマチ性疾患-1

内分泌疾患

主な内分泌疾患の診断・治療について

糖尿病

糖尿病の成因・治療について

リウマチ性疾患

リウマチ性疾患-2

神経疾患

臨床神経学概説1：脳血管障害について

神経疾患

臨床神経学概説2：歯科領域の神経解剖　

日程表

1回 9 29 月 Ⅰ 古賀智裕 講義室3A

2回 10 6 月 Ⅰ 堀江一郎 講義室3A

講義室３A

4回 10 27 月 Ⅰ 岩本直樹 講義室3A

3回 10 20 月 Ⅰ  森内 昭江

講義室３A

6回 11 7 金 Ⅴ 宮崎禎一郎 講義室3A

5回 10 31 金 Ⅴ 辻野　彰
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 4㻽 曜日・校時㻌 月䊠、月䊤㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 （2）㻌

科目␒ྕ㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25084512㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌 㻰N㻳㻰33191992㻌

内科学各論（内科学 3）㻛（㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼘㻌㼙㼑㼐㼕㼏㼕㼚㼑,㻯㼍㼞㼐㼕o㼢㼍㼟㼏㼡㼘㼍㼞㻌㼐㼕㼟㼑㼍㼟㼑）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 3 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 3A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ṑ学㒊・薬学㒊㻌 科目分類㻌 㻌 㻌関連臨床་学㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙7613㻛9㻦00䡚17：00㻌

ニ䝞ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オム బ藤大㍜、本ᕝ哲史、Ⲩᕝಟྖ、Ἑ㔝ᾈ❶、ụ⏣⪽ྖ㻌

授業のᴫ要㻌

㻌

ṑ学㒊学生に䛒䛳て䛿、ᚠ⎔ჾ疾患を理ゎ䛧、ᚠ⎔ჾ疾患を᭷する患⪅にṑ科治療を⾜䛖と䛹のよ䛖なᙳ㡪䛜䛒るのか、ṑ科

診療に㝿䛧てὀពす䜉䛝点な䛹、ᐇ㝿のṑ科診療にᚲ要な▱識を学⩦䛧てḧ䛧い。薬学㒊に䛒䛳て䛿、ᚠ⎔ჾ疾患を理ゎ䛧、

治療薬と䛧て使䜟れる薬剤の作用機序を理ゎ䛧薬剤にᑐする理ゎを῝めてḧ䛧い。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

་ᖌ䡡薬剤ᖌと䛧て▱䛳てお䛟䜉䛝▱識、ὀព䛜ᚲ要な点、治療薬物の薬ຠにつ

いて⩦得する。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

し概説できる。㻌

䛆ᖹ成28ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻

䝳ラム䛇㻌

ᚠ⎔ჾ内科学の་療ᚑ஦⪅と䛧ての୍⯡的な▱識を⩦得する䛣と䛜➨୍の目 㻌

ᶆとなる。ᚠ⎔ჾ疾患を᭷する患⪅䜈のṑ科治療䜔ᢞ薬治療を⾜䛖㝿に、ṑ科 㻌

㻌

㻌

㻌

㻌 循環器、内科学、内科医療および加齢・老年病学の病態生理・疾患を理解 䛆㻱㻙6䛇་ᖌと連ᦠするためにᚲ要な་学的

▱識㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌 㻌

㻌 䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

基本的に䛿ᯈ᭩およ䜃䝟䝋コンにて講義する䛜、ヰ䜚ᑾ䛟せない分䛿䝥䝸ン䝖をά用する。㻌

授業内容㻌

1 回目㻌 ᘚ膜疾患・ඛኳ性ᚰ疾患：ൔᖗᘚ⊃✽・㛢㙐不全症、大ື⬦ᘚ⊃✽・㛢㙐不全症、ᚰᡣ୰㝸Ḟᦆ症、㻌

ᚰ室୰㝸Ḟᦆ症、ື⬦⟶㛤Ꮡ症、䝣䜯䝻ーᅄᚩ症、感染性ᚰ内膜⅖㻌
㻌
2 回目㻌 ⹫⾑性ᚰ疾患：⊃ᚰ症、ᚰ➽᱾ሰ㻌

㻌
3 回目㻌 ᚰ㟁ᅗ・不ᩚ⬦：ᮇእ཰⦰、㢖⬦性不ᩚ⬦、ᚎ⬦性不ᩚ⬦、ேᕤ䝨ースメーカー、㻵㻯㻰㻌

㻌
4 回目㻌 ᚰ⮚の⅖症性疾患・ᚰ➽症・ᚰ不全：ᚰ➽⅖、⫧大ᆺᚰ➽症、ᣑᙇᆺᚰ➽症、ᚰ不全㻌

㻌
5 回目㻌 㧗⾑ᅽ・大ື⬦疾患・ᮎᲈື⬦疾患：本ែ性㧗⾑ᅽ症、⫵㧗⾑ᅽ症、大ື⬦⒗、大ື⬦ゎ㞳、㛢ሰ性ື⬦◳化症㻌

䜻ーワード㻌 㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 ཧ⪃᭩㻌 病気がみえる vol.2 循環器 医療情報科学研究所 (編集) 

‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・基 ➹グヨ㦂にて⾜䛖。内容䛿講義䛧た内容䛷ᐈほ問題（஬⫥ᢥ୍また䛿」ᢥ形ᘧ）。㻌

60 点௨ୖをྜ᱁とする。෌ヨ㦂䛿 1 回⾜䛖。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 㻌

ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉 㻌

による授業科目 
実務経験のある教員 ・佐藤 大輔（第 1 回目）／長崎大学病院における診療業務／循環器疾患に関する基礎的な知

識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・本ᕝ㻌 哲史（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／循環器疾患に関する基礎的な知

識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・荒川 修司（第 3 回目）／長崎大学病院における診療業務／循環器疾患に関する基礎的な知

識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・河野 浩章（第 4 回目）／長崎大学病院における診療業務／循環器疾患に関する基礎的な知

識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
・池田 聡司（第 5 回目）／長崎大学病院における診療業務／循環器疾患に関する基礎的な知

識を教授し、歯科領域での注意点を理解させる。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

弁膜疾患・先天性心疾患：僧帽弁狭窄・閉鎖不全症、

大動脈弁狭窄・閉鎖不全症、心房中隔欠損症、

心室中隔欠損症、動脈管開存症、ファロー四徴症、感染性心内膜炎

虚血性心疾患：狭心症、心筋梗塞

心電図・不整脈：期外収縮、頻脈性不整脈、徐脈性不整脈、

人工ペースメーカー、ICD

心臓の炎症性疾患・心筋症・心不全：心筋炎、肥大型心筋症、

拡張型心筋症、心不全

高血圧・大動脈疾患・末梢動脈疾患：本態性高血圧症、肺高血圧症、

大動脈瘤、大動脈解離、閉塞性動脈硬化症

日程表

1回 11 17 月 Ⅰ 佐藤大輔 講義室3A

薬学部
講義室１C
(C棟１階）

3回 12 8 月 Ⅰ 荒川修司
薬学部

講義室１C
(C棟１階）

2回 12 1 月 Ⅴ 本川哲史

講義室3A

5回 12 22 月 Ⅴ 池田聡司 講義室3A

4回 12 15 月 Ⅰ 河野浩章
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年度 2025 学期 4Q 曜日・校時 月・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084513 

DNGD33191992 

内科学各論（血液学）/（Internal medicine, Hematology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 安東 恒史 

授業の概要 

 

1.血液の構成成分およびその機能、さらに骨髄における造血について理解する。 

2.止血機構について理解する。 

3.血液疾患の中心である、貧血、白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、出血性疾患について病態や治療を理解する。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

1.歯科医（薬剤師）にとって診療上必要と考えられる血液学について理解する。 

2.血液の構成成分とその機能について説明できる。止血機構について説明でき

る。 

3.代表的血液疾患の病態について理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

 血液内科学分野の病態生理・疾患を理解し概説できる。 
 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学

的知識 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

講義形式にて行う。プリントを配布し、スライドを用いて講義する。 

授業内容 

 

1 回目  造血のしくみ（造血幹細胞の自己複製能と各血球系への分化能） 

     血球の種類と機能、貧血性疾患 
2 回目 造血器悪性腫瘍（白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫） 

3 回目  止血の仕組み、出血性疾患 
 

キーワード 造血幹細胞、貧血、白血病、悪性リンパ腫、止血・凝固異常、化学療法、造血幹細胞移植 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 １．講義録 血液・造血器疾患学（小澤敬也ほか、メジカルビュー社） 

      ２．カラーテキスト血液病学（木崎 昌弘ほか、中外医学社） 

      ３．血液学（三輪史朗ほか、文光堂） 

講義資料を LACS に掲載する。 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験による定期試験で評価する。 

再試験は、提出されたレポートの評価による（1 回行う）。 

受講要件(履修条件)  

 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 正常血球の種類とその機能について確認しておくと、症状や病態に関する理解が深まる。 

 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・安東 恒史／長崎大学病院における診療業務／診療上必要な血液学及び血液疾患に関する基礎

的な知識を教授し、歯科領域での注意点の理解を促す。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

造血のしくみ（造血幹細胞の自己複製能と各血球系への分化能）

血球の機能、貧血性疾患

造血器悪性腫瘍（白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫）

病態・臨床的特徴・治療

止血の仕組み 

出血性疾患の病態、疾患

内科学各論　まとめ

講義室3A4回 1 26 月 Ⅰ 教務委員長

講義室3A

3回 1 19 月 Ⅰ 安東　恒史 講義室3A

2回 1 5 月 Ⅰ 安東　恒史 

日程表

1回 12 22 月 Ⅰ 安東　恒史 講義室3A
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 月・4 必修選択  必修 単位数 （1） 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25084521 

科目ナンバリング・コード DNGD33201992 

外科学各論（外科学 1）/（Surgery detailed explanations, Surgical Oncology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 北村哲生、久冨一輝、溝口聡、宮崎拓郎、山根裕介、大坪竜太 

授業の概要 

 

外科各論としての心蔵外科、血管外科、呼吸器外科、乳腺外科、小児外科について、その基本的な事項を学ぶ。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

外科学の各分野の基本事項について理解すること 

個別行動目標 SBOs： 

1．
扱う主な疾患に対する知識を説明できる。 

2．
できる。  

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

 

 

 一般・消化器外科、呼吸器外科、小児外科、乳腺外科、心臓血管外で  

 

 各疾患に対する診断方法、および外科的なアプローチの概要を説明 【E-6】医師と連携するために必要な医学的

知識 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

PC プレゼンテーションによる講義が中心となる。また理解を深めるため、必要に応じてプリントの配布も行うこともある。 

授業内容 

 

1 回目  心蔵外科：先天性心疾患・弁疾患・冠動脈疾患に対する外科治療 

2 回目  血管外科：急性および慢性閉塞性動脈疾患と静脈疾患の外科治療 

3 回目  呼吸器外科(1)：縦隔・胸壁の外科  

4 回目  呼吸器外科(2)： 肺・胸膜の外科 

5 回目  小児外科：先天性疾患ならびに救急治療を要する小児疾患の外科治療 

6 回目  呼吸器外科(3)：肺移植外科 

7 回目  乳腺外科：乳癌の診断と治療 

キーワード 食道外科、心蔵外科、血管外科、呼吸器外科、乳腺外科、小児外科 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 標準外科学（医学書院） 

必要に応じてプリントを配布することあり。 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験による評価を行う。 

再試験は１回行う。 

出席率も考慮する。 

受講要件(履修条件) 特になし 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 臨床診療において知っておくべき外科的な疾患とその治療内容を習得することを目的とします。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・北村哲生、久冨一輝（第 1・2 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科疾患に関する基礎的

な知識を教授し、その診断および治療法を理解させる。 

・溝口聡（第 3・4 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科疾患に関する基礎的な知識を教授

し、その診断および治療法を理解させる。 

・山根 裕介（第 5 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科疾患に関する基礎的な知識を教授

し、その診断および治療法を理解させる。 

・宮崎拓郎（第 6 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科疾患に関する基礎的な知識を教授

し、その診断および治療法を理解させる。 

・大坪 竜太（第 7 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科疾患に関する基礎的な知識を教

授し、その診断および治療法を理解させる。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

心臓外科

先天性心疾患・弁疾患・冠動脈疾患に対する外科治療

血管外科

急性および慢性閉塞性動脈疾患と静脈疾患の外科治療

呼吸器外科

縦隔・胸壁の外科

呼吸器外科

肺・胸膜の外科

小児外科

先天性疾患ならびに救急治療を要する小児疾患の外科治療

呼吸器外科

肺移植外科

乳腺外科

乳癌の診断と治療

日程表

1回 9 29 月 4 北村哲生 講義室3A

講義室6A

3回 10 20 月 4 下山孝一郎 講義室３A

2回 10 6 月 4 久冨一輝

講義室3A

5回 11 4 火 4 山根裕介 講義室3A

4回 10 27 月 4 下山孝一郎

講義室3A

7回 11 17 月 4 大坪竜太 講義室3A

6回 11 10 月 4 宮崎拓郎
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 4㻽㻌 曜日・校時㻌 月・4㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 （1）㻌

科目␒ྕ㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25084522㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌 㻰N㻳㻰33201992㻌

እ科学各論（እ科学 2）㻛（㻿㼡㼞㼓㼑㼞㼥㻌㼐㼑㼠㼍㼕㼘㼑㼐㻌㼑㼤㼜㼘㼍㼚㼍㼠㼕o㼚㼟,㻌㻳㼍㼟㼠㼞o㼕㼚㼠㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼘㻌㻿㼡㼞㼓㼑㼞㼥）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 3 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 3A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ṑ学㒊㻌 科目分類㻌 㻌 㻌関連臨床་学㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙7613㻛9㻦00䡚17：00㻌

ニ䝞ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オム ௒ᮧ୍Ṍ、ᮌୗ⥤⳹、ᑠᯘៅ୍ᮁ、ᮧୖಇ௓、ᒣཱྀᓧ、℈⏣㝯ᚿ、、ஂⰾ䛥䜔か㻌

授業のᴫ要㻌

እ科治療のᑐ㇟となる代表的な消化ჾ疾患について講義する。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

䛖䛘䛷ᚲ要となる୍⯡的▱識を⩦得する。臨床ṑ科་と䛧て診療⾜Ⅽを⾜䛖䛖䛘䛷ᚲ要と

なる代表的な消化ჾ系እ科的疾患について、基本的な診断法と治療法に関する理ゎと

▱識を῝める。消化ჾᝏ性⭘⒆、特に㣗㐨、⫶、大腸な䛹の⟶⭍⮚ჾ、なら䜃に⫢⮚、

⫹㐨、⮅⮚、⏥状⭢な䛹のᐇ質⮚ჾに発生する⭘⒆の病ែを理ゎ䛧、その診断・治療過

程を学䜆。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

理ゎ䛧、説明䛷䛝る。㻌

2）臨床的に㢖ᗘの㧗い疾患䛷䛒る⫹▼症、消化性₽⒆、Ⰻ性㣗㐨疾患の診断と治療に

ついて理ゎ䛧、説明䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

እ科治療のᑐ㇟となる代表的な消化ჾ疾患を学⩦䛧、臨床ṑ科་と䛧て診療⾜Ⅽを⾜䛖 㻌

㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コ

ア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻌

1）消化ჾ系ᝏ性⭘⒆、特に⫶⒴、大腸⒴、⫢⒴、⫹㐨⒴、⮅⒴の診断と治療について 䛆㻱㻙6䛇་ᖌと連ᦠするためにᚲ要

な་学的▱識㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

㻌 䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

各疾患について䝥䝸ン䝖㈨ᩱ、スライド、およ䜃⾡ᘧについて䛿䝡䝕オ䜒用いな䛜ら⥲ᣓ的な講義を⾜䛖。㻌

授業内容㻌

1 回目㻌 㻌 ⫹ᄞ・⫹㐨疾患㻌

2 回目㻌 㻌 ⮅疾患㻌

3 回目㻌 㻌 㣗㐨疾患㻌

4 回目㻌 㻌 ⫶疾患㻌

5 回目㻌 㻌 大腸・ᑠ腸疾患㻌

6 回目㻌 㻌 ⫢疾患㻌

7 回目㻌 㻌 ⏥状⭢疾患㻌

䜻ーワード㻌 ⫹▼症、⫹㐨⒴、⮅⅖、⮅⒴、㣗㐨⒴、⫶⒴、大腸⒴、⫢⒴、⫢⛣᳜、⏥状⭢㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 教科᭩㻌 な䛧㻌

ཧ⪃᭩㻌 ᶆ‽እ科学（12 ∧、་学᭩㝔）㻌 ┘ಟ：໭ᓥᨻᶞ㻌

‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・基 講義⤊஢ᚋに➹グヨ㦂を⾜いホ౯する。䠒䠌点௨ୖをྜ᱁とする。㻌

෌ヨ㦂䛿１回⾜䛖。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 特にな䛧㻌

ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉 特にな䛧㻌

㻌

による授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員 ・ᮌୗ㻌 ⥤⳹（➨ 1 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教

授䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・௒ᮧ㻌 ୍Ṍ（➨ 2 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教

授䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・ᑠᯘ㻌 ៅ୍ᮁ（➨ 3 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を

教授䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・ᮧୖ㻌ಇ௓（➨ 4回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教授

䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・ᒣཱྀ㻌 ᓧ（➨ 5 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教授

䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・℈⏣㻌 㝯ᚿ（➨ 6 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教

授䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌

・ஂⰾ㻌 䛥䜔か（➨ 7 回目）䠋㛗ᓮ大学病㝔における診療業ົ䠋እ科疾患に関する基礎的な▱識を教

授䛧、その診断およ䜃治療法を理ゎ䛥せる。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

胆嚢・胆道疾患：

胆石と胆道癌の基本的な診断法と治療法に関する理解と知識を深めるよう

講義を行う。

膵疾患：

膵炎と膵癌の基本的な診断法と治療法に関する理解と知識を深めるよう

講義を行う。

食道疾患：

食道疾患、特に食道癌の基本的な診断法と治療法に関する理解と知識を深め

るよう講義を行う。

胃疾患：

胃疾患、特に胃癌の基本的な診断法と治療法に関する理解と知識を深めるよ

う講義を行う。

大腸・小腸疾患：

大腸癌および小腸疾患の基本的な診断法と治療法に関する理解と知識を深

めるよう講義を行う。

肝疾患：

肝癌や肝移植の適応となる疾患の基本的な診断法と治療法に関する理解と

知識を深めるよう講義を行う。

甲状腺疾患：

外科治療の対象となる甲状腺疾患の基本的な診断法と治療法に関する理解と

知識を深めるよう講義を行う。

外科学各論　まとめ

日程表

1回 12 1 月 4 木下綾華 講義室6A

講義室6A

3回 12 15 月 4 小林慎一朗 講義室3A

2回 12 8 月 4 今村一歩

講義室3A

5回 1 5 月 4 山口　峻 講義室3A

4回 12 22 月 4 村上俊介

講義室3A

7回 1 26 月 4 久芳さやか 講義室3A

6回 1 19 月 4 濱田隆志

講義室3A8回 2 2 月 4 教務委員長
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 水・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084531 

DNGD33211992 

隣接医学Ⅰ（皮膚科学）/（Relational medicine Ⅰ, Dermatology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 竹中 基、鍬塚 大、小池雄太 

授業の概要 

 

歯科医師として必要な皮膚科疾患の知識の習得。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

皮膚疾患の本質を理解し、歯科医にとって重要な皮膚粘膜疾患について

の知識を深めるために正常皮膚の機能を学習する。さらに発疹記載学、日

常遭遇することの多い歯科領域に関連の深い皮膚粘膜疾患を中心に、病因、

病態生理、臨床所見、治療法を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

１）正常皮膚の構造と機能を理解する。 
２）皮膚粘膜疾患の皮疹、粘膜疹の記載方法を習得する。 
３）歯科領域と関連の深い皮膚粘膜疾患について理解する。 

 

 

 

 

【平成28年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的

知識 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドによる講義。 

授業内容 

 

1 回目  歯科金属アレルギーと皮膚疾患 

2 回目  歯科医師が知っておくべき薬物アレルギー 

3 回目  膠原病、腫瘍、水疱症と口腔症状 

 

キーワード  

教科書・教材・参考書 なし 

 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験 

再試験 有 

受講要件(履修条件)  

ージ) 

備考(学生へのメッセ  

 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・小池 雄太（第 1 回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な皮膚科疾患

について教授する。 

・竹中 基（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な皮膚科疾患に

ついて教授する。 

・鍬塚 大（第 3 回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な皮膚科疾患に

ついて教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

皮膚腫瘍

膠原病、腫瘍、水疱症と口腔症状

アレルギー

歯科医師が知っておくべき薬物アレルギー

皮膚病と口腔粘膜

歯科金属アレルギーと皮膚疾患

医学部
第３講義室

3回 10 15 水 Ⅰ 小池雄太
医学部

第３講義室

2回 10 8 水 Ⅰ 竹中　基

日程表

1回 10 1 水 Ⅰ 鍬塚　大 講義室3A
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年度 2025 学期 4Q 曜日・校時 木・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084532 

DNGD33211992 

隣接医学Ⅰ（眼科学）/（Relational medicine Ⅰ, Ophthalmology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

井上大輔、上松聖典 

授業の概要 

 

視覚に関係する器官の解剖と生理を解説し、眼科領域の代表的な疾患を紹介する。 

 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

 代表的な眼疾患について理解する。眼科救急疾患を理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

眼科学の概要を身につける。 

医療従事者として知っておくべき眼科疾患を習得する。 

【平成 28年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドによる講義。 

授業内容 

 

1 回目  眼球及び視覚伝達路の構造とその機能、前眼部疾患について修得する。 

2 回目  眼の発生、網膜疾患について修得する。 

3 回目  緑内障及びその他の代表的な眼疾患について修得する。 

 

キーワード 眼、視覚、視路 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書１．病気がみえる vol.12 眼科 医療情報科学研究所 

２． 標準眼科学 第 14 版 医学書院 

３． 現代の眼科学 第 13 版 金原出版 

成績評価の方法・基

準等 

レポート評価の６割以上をもって合格とする。出席率、追試験、再試験は学部規則に沿って厳格に行

う。 

 

受講要件(履修条件) 特になし 

 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

ぜひ興味をもって受講して頂きたいと思います。 

実務経験のある教員

による授業科目 

井上大輔／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な眼科疾患について教授す

る。 

上松聖典／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な眼科疾患について教授す

る。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

教務委員長 講義室3A4回 1 15 木 Ⅰ

隣接医学Ⅰ　まとめ

上松聖典 講義室3A

3回 1 8 木 Ⅰ

緑内障及びその他の代表的な眼疾患について修得する。

井上大輔 講義室3A

2回 12 18 木 Ⅰ

眼の発生、網膜疾患について修得する。

日程表

1回 12 11 木 Ⅰ

眼球及び視覚伝達路の構造とその機能、前眼部疾患について修得する。

上松聖典 講義室3A
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 水・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084533 

DNGD33211992 

隣接医学Ⅰ（耳鼻咽喉科学）/（Relational medicine Ⅰ, Otorhinolaryngology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

小路永聡美、髙島寿美恵、西秀昭 

授業の概要 
 
耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頚部の解剖および生理、疾患に対する理解を深め、将来の歯科医師・薬剤師になどの医療従事者

として着任した際に役に立つ基礎としての医学知識を構築することを目標とする。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頚部の解剖および生理、疾患に対する理解を深め、将来の歯

科医師・薬剤師になどの医療従事者として着任した際に役に立つ基礎としての医学知識を

構築することを目標とする。 

 

個別行動目標 SBOs： 

 1. 耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頚部の解剖についてひととおり説明することができる。 

 2. 耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頚部の生理についてひととおり説明することができる。 

 3. 耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭、頚部の疾患について学習し、適切な場で耳鼻咽喉科医に

対し適切な症例に関するコンサルテーションを行うことができる。 

 4. 耳鼻咽喉科の領域について広範囲であるということを認識することができる。 

 5. 耳鼻咽喉科の内科的側面および外科的側面について講義を通じて掴む事ができる。 

 6. 耳鼻咽喉科と歯科との連携について、講義を通じて考えることができる。 

 7. 耳鼻咽喉科と薬剤師との連携について、講義を通じて考えることが得きる。 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデ

ル・コア・カリキュラム】 

【E-6】医師と連携するために必

要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 
 
資料はプリントの配布。講義はスライド、ビデオなどを供覧し行う。 

授業内容 
 

1 回目  鼻副鼻腔の構造と疾患 

2 回目  耳の構造と聞こえの仕組み 

3 回目  頭頸部腫瘍の診断と治療 

キーワード  

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書  STEP 耳鼻咽喉科学(海馬書房)・新耳鼻咽喉科学（南山堂） 

成績評価の方法・基

準等 

授業に対する積極的な取組状況３０点、レポート７０点 

 

受講要件(履修条件) 学務に一任する。 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

 

 

実務経験のある教員

による授業科目 

・髙島 寿美恵 （第１回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な耳・鼻・咽

喉等の機能や構造について教授するとともに、代表的な疾患についてその診断と治療を教授する。 

・小路永 聡美（第２回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な耳・鼻・咽

喉等の機能や構造について教授するとともに、代表的な疾患についてその診断と治療を教授する。 

・西 秀昭（第３回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科医師に最低限必要な耳・鼻・咽喉等

の機能や構造について教授するとともに、代表的な疾患についてその診断と治療を教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

鼻、副鼻腔の構造と疾患

耳の構造と聞こえの仕組み

頭頸部腫瘍の診断と治療

日程表

1回 10 22 水 Ⅰ 高島寿美恵 講義室3A

講義室３A

3回 11 5 水 Ⅰ 西　秀昭 講義室3A

2回 10 29 水 Ⅰ 小路永聡美
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 水Ⅰ、月Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084534 

DNGD33211992 

隣接医学Ⅰ（整形外科学）/（Relational medicine Ⅰ, Orthopedics） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

松林 昌平、白石 和輝 

授業の概要 

 

主要整形外科疾患の病態の把握。骨・関節の疾患の病態の把握。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

運動器疾患の正確な診断と理解を深める。 

個別行動目標 SBOs： 

１）整形外科が扱う疾患を理解する。 

２）それぞれの疾患の治療法を理解する。 

 ３）未来の人口動態より自分たちの置かれている状況を予想する。  

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドを使用して行う。 

授業内容 

 

1 回目  下肢の主要な外傷と疾患の解説 (白石) 

2 回目  運動器疾患の総論 (松林) 

3 回目  上肢の主要な外傷と疾患の解説 (松林) 

 ＊担当教員は変更の可能性あり 

キーワード  

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書  １．標準整形外科学：医学書院  

成績評価の方法・基

準等 

筆記試験 

再試験は１回行う。 

 

受講要件(履修条件)  

 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

LACS に掲載されている資料を勉強して下さい。 

 

実務経験のある教員

による授業科目 

・白石 和輝（第１ 回目）／長崎大学病院における診療業務／整形外科疾患（下肢）の病態や診断に

ついて教授する。 

・松林 昌平（第 2・3 回目）／長崎大学病院における診療業務／整形外科疾患（総論）の病態や診断

について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

下肢の障害

下肢の主要な外傷と疾患の解説

整形外科総論

運動器疾患の総論

上肢の障害

上肢の主要な外傷と疾患の解説

講義室３A

3回 11 19 水 Ⅰ 松林 講義室３A

2回 11 12 水 Ⅰ 松林

日程表

1回 11 10 月 Ⅰ 白石 講義室3A
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年度 202５ 学期 4Q 曜日・校時 水・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084535 

DNGD33211992 

隣接医学Ⅰ（形成外科学）/（Relational medicine Ⅰ, Plastic and Reconstructive Surgery） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 樫山 和也、岩尾 敦彦 

授業の概要 

 

身体外表の異常を機能的・形態的に再建し、患者の社会復帰を促すという形成外科治療についての理解を深めさせる。第１回

目では創傷治癒と再生医療、皮膚形成術、医療材料について講義する。第２回目では形成外科概論、形態と機能との関わり組

織移植の基礎と応用について講義を行う。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

形態異常のハンディキャップとしての特殊性をよく理解し、どのようなも

のが形態異常の原因となりうるのかを理解する。また、創傷治癒と再生医

療の基礎と形成外科における臨床への応用、また、組織移植術に対する

基礎的知識の理解とその応用、医療材料の特徴と問題点などについて

深い知識の習得を目的とする。 

個別行動目標 SBOs： 

１）形成外科学の概念を理解し、各自の専門分野に繋げる。 
２）形成外科の対象疾患と治療法を理解する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

E-6 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

レジュメを LACS に掲載し、パワーポイントを用いた講義を行う。 

授業内容 

 

1 回目  創傷治癒と再生医療、皮膚形成術、医療材料 

2 回目  形成外科概論、形態と機能との関わり、組織移植の基礎と応用 

 
キーワード  

教科書・教材・参考書 標準形成外科学 第 7 版：平林慎一・鈴木茂彦・岡崎 睦 編集、医学書院  

TEXT 形成外科学 第 3 版：波利井清紀 監修、 南山堂 

 

準等 

成績評価の方法・基 出席率及びレポートによる評価を行う。60 点以上を合格とする。 

 

 

受講要件(履修条件)  

 

ージ) 

備考(学生へのメッセ  

 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・樫山 和也（第１回目）／長崎大学病院における診療業務／創傷治癒と再生医療、皮膚形成術、医

療材料について教授する。 

・岩尾 敦彦（第２回目）／長崎大学病院における診療業務／形成外科概論、形態と機能との関わり、 

組織移植の基礎と応用について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

形成外科概論、形態と機能との関わり、組織移植の基礎と応用

講義室3A2回 12 10 水 Ⅰ 岩尾

日程表

1回 12 3 水 Ⅰ

創傷治癒と再生医療、皮膚形成術、医療材料

樫山 講義室3A
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 月・Ⅳ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084541 

DNGD33221992 

隣接医学Ⅱ（小児科学）/（Relational medicine Ⅱ, Pediatrics） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 伊達木澄人（だてき すみと）、橋本邦生（はしもと くにお） 

授業の概要 

 

小児は身体が単に小さいだけでなく、様々な生理的な特徴を持っています。その小児の特殊性について理解できるようにしま

す。また、小児の救急についての基本的な知識を身につけ、状態の把握とその対処ができるようになることを目標とします。こど

もと接する機会は必ずあるのでこどもの特性は理解できるようになることを目標とします。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

小児の特殊性について理解できるようにします。また、小児の救急についての

基本的な知識を身につけ、状態の把握とその対処ができるようになることを目標

とします。こどもと接する機会は必ずあるのでこどもの特性は理解できるようになる

ことを目標とします。 

個別行動目標 SBOs： 

小児の特徴がわかり、救急処置について理解する。 

小児の成長のメカニズムと成長障害について理解できる。 

小児によく診られる感染症、染色体異常（ダウン症など）、骨系統疾患などの疾患

について理解できる。 

 

 

 

 

 

 

【平成28年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的

知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

プリントと PC プロジェクターを用いて解説を行う。 

授業内容 

 

1 回目  小児の身体的特徴、成長と発達について理解を深める。 

2 回目  子どもの救急対応について理解を深める。 

3 回目  こどもの疾患について理解を深める。とくによく診る感染症、染色体異常症、骨系統疾患について学ぶ。 

キーワード 小児の特徴、救急処置、成長、発達、ダウン症、感染症 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 標準小児科学（医学書院） 

 

準等 

成績評価の方法・基 ３回の講義について筆記試験もしくはレポートで評価する。再試験は１回のみ行う。 

出席率、追試験、は学部規則に沿って行う。 

再試験は１回のみ行う。 

受講要件(履修条件)  

 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 小児を診るうえで重要な項目であるので復習をしっかりすることが望ましい。 

 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・伊達木澄人 （第 1、３回目）／長崎大学病院における診療業務／小児の身体的特徴、成長、発達、 

小児疾患（感染症、染色体異常症、骨系統疾患）について教授する。 

・橋本邦生（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／小児の救急対応について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

こどもの特徴・成長発達

小児の身体的特徴、成長と発達について理解を深める。

こどもの救急

子どもの救急対応について理解を深める。

こどもの疾患

こどもの疾患について理解を深める。とくによく診る感染症、染色体異常症、

骨系統疾患について学ぶ。

薬学部
講義室１C

3回 10 20 月 Ⅳ 伊達木澄人 講義室３A

2回 10 6 月 Ⅳ 橋本邦生

日程表

1回 9 29 月 Ⅳ 伊達木澄人 講義室3A
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年度 202５ 学期 3Q 曜日・校時 月・Ⅳ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084542 

DNGD33221992 

隣接医学Ⅱ（産科婦人科学）/（Relational medicine Ⅱ, Obstetrics and Gynecology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 川下さやか、小松菜穂子、梶村慈、三浦生子 

授業の概要 

産科婦人科学は、生殖医学、周産期医学、婦人科腫瘍学および女性医学の 4 領域に大別される。本科目では、それぞれの領

域における｢基本的知識｣の学習に主眼をおく。 

〇婦人科腫瘍医学 

女性性器の発生に関する基本的知識を修得し、各腫瘍における疫学、組織像について最近の話題を含めて学習する。 

〇周産期医学 

妊娠・分娩のプロセスを理解し、その異常について学習する。 

〇生殖医学 

受精と着床に関する基本的知識を修得し、不妊治療を含む生殖補助医療の最新の話題も含めて学習する。 

〇女性医学 

女性のライフステージの中で起こりうる疾患を理解し、健康管理に必要な知識（予防医学）を学習する。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

知識を修得する。 

個別行動目標 SBOs： 

１）女性生殖器の解剖ならびに生理を理解する 
２）性周期、卵子の発育から妊娠の成立過程を理解する 
３）妊娠経過、正常分娩とその異常について理解する 
４）婦人科疾患、特に婦人科腫瘍について理解する 
５）女性のライフステージとヘルスケアについて理解する 

 

 

生殖医学、周産期医学、婦人科腫瘍医学、および女性医学についての基本的  

 

【平成28年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的

知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義形式で行う。スライドを中心に講義し、適宜プリントの配布等を行う。 

授業内容 

1 回目  婦人科腫瘍医学 

       女性性器の発生学とその異常（良性腫瘍、悪性腫瘍） 

2 回目  周産期医学 

       妊娠から分娩までのプロセスとその異常  

3 回目  生殖医学 

       受精、着床のプロセスとその異常 

4 回目  女性医学 

       女性のライフステージとヘルスケア 

キーワード 受精、着床、不妊症、妊娠、分娩、胎児、腫瘍、病理像、女性のヘルスケア 

教科書・教材・参考書 特に指定しない。 

準等 

成績評価の方法・基 筆記試験を実施する。 

100 点満点で 60 点未満を不合格とする。 

再試験は 1 回のみ行う。 

受講要件(履修条件) 特にない。 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 生命の誕生からその終焉までを診る学問である。生殖や妊娠には倫理的問題が関わる場合も少なくな

い。新聞などのニュースでこれらの問題について触れ、そのことについて自分なりに考えることが重要

である。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・川下さやか（第 1 回目）/長崎大学病院における診療業務/腫瘍医学に関する基本的知識を教授す

る。 

・小松菜穂子（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／周産期医学に関する基本的知識を教

授する。 

・梶村慈（第3回目）／長崎大学病院における診療業務／生殖医学に関する基本的知識を教授する。 

・三浦生子（第 4 回目）／長崎大学病院における診療業務／女性医学に関する基本的知識を教授す

る。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

婦人科腫瘍学

女性性器の発生とその異常（良性腫瘍、悪性腫瘍）

周産期医学

妊娠から分娩までのプロセスとその異常

生殖医学

受精、着床のプロセスとその異常

女性医学

女性のライフステージとヘルスケア

日程表

1回 10 27 月 Ⅳ 川下さやか 講義室3A

講義室3A

3回 11 10 月 Ⅳ 梶村慈 講義室3A

2回 11 4 火 Ⅳ 小松菜穂子

講義室3A4回 11 17 月 Ⅳ 三浦生子
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 木・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084543 

DNGD33221992 

隣接医学Ⅱ（泌尿器科学）/（Relational medicine Ⅱ, Urology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

大庭康司郎、荒木杏平、中村裕一郎 

授業の概要及び位置づけ 

 

腎・尿路系疾患の病態、診断および治療を理解し、泌尿器科学の概要を把握する。まず、1 回目は総論として腎・泌尿器の解

剖と機能および症候と検査法について講義する。２回目は一般的な泌尿器科疾患として、頻度の高いものを講義する。３回目

は泌尿器科で特に主要な疾患である泌尿器腫瘍の診断と治療について講義する。これらを通じて、泌尿器科診療の概要と実

際を学び、最終的に泌尿器科学の重要性を理解し、説明できるようになることをめざす。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

腎・尿路系疾患の病態、診断および治療を理解し、泌尿器科学の概要

を把握する。 

個別行動目標 SBOs： 

1.腎・泌尿器の構造と機能を理解し、異常所見を識別できる。 

2.腎・泌尿器系疾患の主要症候を理解し、鑑別疾患を挙げることができる。 

3.腎・泌尿器系の検査法を理解し、診断へ応用できる。 

4.主要疾患の治療法を概説できる。 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドとプリントを使った講義。 

授業内容 

1 回目 腫瘍以外の主な泌尿器科疾患（尿路感染症、尿路結石、排尿機能障害など） 

         ・増加傾向にあるこれらの疾患の予防も含めたマネージメントについて説明できるようになる。 

2 回目 泌尿器腫瘍の診断および治療 

      ・特に重要である腎癌、尿路上皮癌、前立腺癌については治療までのフローが説明できるようになる。 

3 回目 泌尿器科学総論（腎・尿路・男性生殖器の解剖と機能、おもな症候と検査法） 

         ・泌尿器科領域で扱う臓器の構造と機能を説明できるようになる。 

 

キーワード 泌尿器科学、泌尿器科腫瘍、腎・尿路 

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 １．講義録 泌尿器科学（メジカルビュー社） 

      ２．標準泌尿器科学（医学書院） 

成績評価の方法・基

準等 

レポートによる評価を行う。60 点以上を合格とする。 

評価で不可の場合は再度のレポート提出または口頭試問とする。 

受講要件(履修条件)  

備考(学生へのメッセ

ージ) 

できるだけ歯学や薬学の領域でも役に立つ講義内容にします。 

 

実務経験のある教員

による授業科目 

・荒木 杏平（第 1 回目／長崎大学病院における診療業務／泌尿器疾患の病態、診断及び治療につ

いて教授する。 

・大庭 康司郎（第 2 回目／長崎大学病院における診療業務／泌尿器疾患の病態、診断及び治療に

ついて教授する。 

・中村 裕一郎（第 3 回目）／長崎大学病院における診療業務／泌尿器疾患の病態、診断及び治療

について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

腫瘍以外の主な泌尿器科疾患（尿路感染症、尿路結石、排尿機能障害など）

・増加傾向にあるこれらの疾患の予防も含めたマネージメントについて説明

　できるようになる。

泌尿器腫瘍の診断および治療

・特に重要である腎癌、尿路上皮癌、前立腺癌については治療までのフロー

　が説明できるようになる

泌尿器科学総論（腎・尿路・男性生殖器の解剖と機能、おもな症候と検査法）

・泌尿器科領域で扱う臓器の構造と機能を説明できるようになる

日程表

1回 11 20 木 Ⅰ 荒木杏平 講義室3A

講義室3A

3回 12 4 木 Ⅰ 中村裕一郎 講義室3A

2回 11 27 木 Ⅰ 大庭康司郎
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年度 2025 学期 4Q 曜日・校時 水Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084544 

DNGD33221992 

隣接医学Ⅱ（精神神経科学）/（Relational medicine Ⅱ, Neuropsychiatry） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 小澤寛樹・今村明 

授業の概要 

 

プライマリケアでも重要で歯科領域において認められやすい精神と行動の障害に関する症候、病態生理、成因とそれに対応

する治療とケアについて学ぶ。（不安、うつ、統合失調症、認知症、小児・思春期における精神障害など） 

 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

歯科領域にとって必要な精神科疾患の概要を紹介し、疾患及び罹患した

患者への理解を深める。 

個別行動目標 SBOs： 

する。 

2）プライマリケアにおける精神医学的症状の把握に必要な情報を知り、精

神障害への理解を深め、偏見・差別の軽減に努める。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】 

 

 

 

1）精神現象の複雑さを知り、患者との十分な心のふれあいの大事さを理解  
【E-6】医師と連携するために必要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドや VTR などを利用しながら講義を行うが、受講学生の授業への積極的参加を期待して討論を行う。 

授業内容 

 

１回目 「プライマリケアで見られる精神障害と精神医学的症状」 

     メンタルヘルス概論、ストレス・不安・抑うつなどの症候に関する概説 
統合失調症、うつ病、身体表現性障害などプライマリケアで認められる精神障害の症候、診断と治療 

        

２回目 「子どもにみられる精神障害」 

     小児・思春期における精神障害を中心に、症候や診断、治療について解説する 
 

キーワード  

教科書・教材・参考書 教科書 なし 

参考書 １．ICD-10「精神・行動の障害」マニュアル（中根充文、岡崎祐士著、医学書院、1994） 

      ２．標準精神医学（野村総一郎、樋口輝彦著、医学書院） 

準等 

成績評価の方法・基 出席とレポートにより評価する。 

再試験：無 

受講要件(履修条件)  

 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 具体的な症例を挙げながら、精神科と歯科、薬科がどのように結びついてくるのか考察を深めていきま

す。 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・小澤 寛樹／長崎大学病院における診療実績／歯科領域に必要な精神科疾患の概要を教授する。 

・今村 明／長崎大学病院における診療実績／歯科領域に必要な精神科疾患の概要を教授する 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

今村　明 講義室3A2回 1 7 水 Ⅰ

　「子どもにみられる精神障害」
小児・思春期における精神障害を中心に症候や診断、治療について解説する

日程表

1回 12 17 水 Ⅰ

「プライマリケアで見られる精神障害と精神医学的症状」
メンタルヘルス概論、ストレス・不安・抑うつなどの症候に関する概説
統合失調症、うつ病、身体表現性障害などプライマリケアで認められる精神障
害の症候、診断と治療

小澤寛樹 講義室3A

隣接医学Ⅱ　まとめ

教務委員長 講義室3A3回 1 14 水 Ⅰ

225



 

年度 2025 学期 4Q 曜日・校時 水・Ⅴ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084545 

DNGD33221992 

隣接医学Ⅱ（脳神経外科学）/（Relational medicine Ⅱ, Neurosurgery） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ニバス科目等) 

担当教員(オム 吉田光一、氏福健太 

授業の概要 

 

歯科診療に関連が深いと考えられる脳神経外科疾患に関して概説し、歯科、口腔外科領域に隣接する頭頸部の外傷、脳卒

中、腫瘍、疼痛性疾患の病態、診断、治療法を学び、鑑別診断ができる能力を養う。 

授業到達目標 

一般目標GIO： 

頭部外傷、脳卒中などの脳神経外科的救急疾患についての基本的

知識を得る。 

個別行動目標 SBOs： 

1)頭頸部の腫瘍につき理解する。 

2)三叉神経痛に対する脳外科治療について理解する。 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

【E-6】医師と連携するために必要な医学的知識 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

主として PC プレゼンテーションにて行う。 

授業内容 

 

1 回目  頭部外傷、脳卒中など脳神経救急疾患について概説する。 

2 回目  三叉神経痛に対する脳外科治療について概説する。 

 

キーワード  

教科書・教材・参考書 なし 

 

 

準等 

成績評価の方法・基 出席率、レポート等により行う。 

 

 

受講要件(履修条件)  

 

ージ) 

備考(学生へのメッセ 急患等の対応のため、講義担当者が変更になることがある。 

 

による授業科目 

実務経験のある教員 ・吉田 光一（第 1 回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科領域に関連が深いと考えられる脳

神経外科疾患について病態、診断、治療法を教授する。 

・氏福 健太（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／歯科領域に関連が深いと考えられる脳

神経外科疾患について病態、診断、治療法を教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

頭部外傷

頭部外傷、脳卒中など脳神経外科救急疾患について概要する。

三叉神経痛

三叉神経痛に対する脳神経外科治療について概説する。 講義室3A2回 12 3 水 Ⅴ 氏福健太

日程表

1回 11 26 水 Ⅴ 吉田光一 講義室3A
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 3㻽㻌 曜日・校時㻌 㻌 時㛫๭をཧ↷㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 0.5㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25084551㻌

㻰N㻳㻰33231992㻌

㞄᥋་学䊢（ே類遺伝学）㻛（㻾㼑㼘㼍㼠㼕o㼚㼍㼘㻌㼙㼑㼐㼕㼏㼕㼚㼑㻌䊢,㻌㻴㼡㼙㼍㼚㻌㻳㼑㼚㼑㼠㼕㼏㼟）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 3 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 3A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ṑ学㒊㻌 科目分類㻌 㻌 㻌関連臨床་学㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙7613㻛9㻦00䡚17：00㻌

ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オムニ䝞 ྜྷᾆ㻌Ꮥ୍㑻㻌

授業のᴫ要㻌

㻌

ṑ科་ᖌおよ䜃生物系◊✲⪅にᚲ要な遺伝学の基本的▱識とᴫᛕのಟ得をめ䛦す。㻌

㻌 （分子）遺伝学䛿䠈メン䝕ルによ䜚ᑟධ䛥れたᢳ㇟的なᴫᛕと䛧ての遺伝因子（メン䝕ルのい䛖要⣲）䛜ᑟධ䛥れ䠈そのල体的物質

的基┙䛷䛒る分子のṇ体（㻰NA な䛹）䛜ุ明する䛣とによ䜚⇿発的に発展䛧た。遺伝学䛿䠈䝀䝜ム᝟ሗの㐪い䜔変化（ከᵝ性、変

異、進化）䠈遺伝᝟ሗの伝䛘方（伝㐩、形ᘧ）䠈遺伝᝟ሗのാ䛝方（⌧㇟）な䛹をᢅ䛖。䛣れら䛿生࿨⌧㇟の基本䛷䛒るため䠈遺伝学

の⣲㣴を㌟につける䛣と䛿生物学䜔その応用と䛧ての་学䜔ṑ学を学䜆ために䛿ᚲ㡲䛷䛒る。また䠈䝀䝜ム᝟ሗ䛿་療に฼用䛥れ

る時代䛜฿᮶䛧てお䜚䠈་ᖌ・ṑ科་ᖌにᚲ㡲の▱識とな䛳ている。䝀䝜ム䠈㻰NA䠈遺伝子の構造から遺伝の仕組み䠈遺伝形ᘧ䠈

遺伝子変異と疾患䠈ከ因子疾患の特ᚩおよ䜃䝀䝜ム་学について学䜆。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

㻌 ṑ科་ᖌおよ䜃生物系◊✲⪅にᚲ要な遺伝学の基本的▱識とᴫᛕのಟ得をめ䛦す。㻌

㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

1.遺伝子のᴫᛕ䜔䝀䝜ムのᴫᛕについて説明䛷䛝る。㻌

2.遺伝学䛜䛹のよ䛖な学問䛷䛒るのかについて説明䛷䛝る。㻌

3.遺伝学的疾患分類について説明䛷䛝る。㻌

4.遺伝子の構造と遺伝子発⌧䝅ス䝔ムについて説明䛷䛝る。㻌

5.遺伝の原理について説明䛷䛝る。㻌

6.遺伝子変異䜔ከᆺについてのᴫ␎䜔それらを説明䛷䛝る。㻌

7.ከ因子疾患についてᴫ␎を説明䛷䛝る。㻌

8.䝭䝖コンド䝸ア遺伝䜔䜶䝢ジ䜵ネ䝔䜱クスについて説明䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕

ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻌

䛆㻯㻙2㻙2䛇遺伝子と遺伝㻌

䛆㻯㻙5㻙1䛇病因論とඛኳ異ᖖ㻌

㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

㻌 㻌 䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

教科᭩䛿ᣦᐃせ䛪䠈授業ィ⏬にἢ䛳た説明䜔䝥䝸ン䝖、スライド䛷授業を進める。㻌

授業内容㻌

1 回目㻌 分子遺伝学の基礎䠈メン䝕ル遺伝の基礎㻌

2 回目㻌 メン䝕ル遺伝病㻌

3 回目㻌 染Ⰽ体異ᖖ䠈䝭䝖コンド䝸ア病䠈䜶䝢ジ䜵ネ䝔䜱䝑クスとその異ᖖ㻌

4 回目㻌 遺伝性疾患の分子病理 1㻌

5 回目㻌 遺伝性疾患の分子病理 2㻌

6 回目㻌 㞟ᅋ遺伝学の基礎㻌

7 回目㻌 ከ因子疾患㻌

8 回目㻌 まとめ㻌

㻌

䜻ーワード㻌 䝀䝜ム䠈䝭䝖コンド䝸ア䠈遺伝形ᘧ䠈遺伝子変異䠈ከ因子疾患䠈ከᵝ性㻌 㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 教科᭩のᣦᐃ䛿ない。ణ䛧䠈ཧ⪃᭩と䛧て௨ୗを᥎⸀する。㻌

遺伝་学（⨺ᅵ♫䠈Ώ㑔㻌῟㻌 㻔ⴭ㻕）䠈遺伝་学䜈のᣍᚅ㻌 㻔ᨵゞ➨䠒∧䠈༡Ụᇽ㻕㻌

等㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽ ➹グヨ㦂䛷ホ౯する。点ᩘ䛜 60 点௨ୖをྜ᱁とする。෌ヨ（1 回）䛒䜚。なお。本ヨ䛷 30㻑௨ୗの得点

䛿䠈෌ヨᑐ↷と䛧ない。㻌

8 回の講義の䛖䛱䠈3 回Ḟᖍすれ䜀自ື的にኻ᱁とする。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 㻌

ジ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ー 基本的▱識䛿ᚲ要䛰䛜䠈その⫼ᬒに䛒る論理を理ゎ䛧て䜋䛧い。授業䛷説明䛧た内容䛿䠈その㒔ᗘ᚟

⩦䛧てお䛟䛣と。㧗校生物ᮍᒚಟ⪅䛿䠈ヱ当分㔝を自⩦䛧てお䛟䛣と。用ㄒをぬ䛘る䛣と䛰け䛷䛿䠈ヨ㦂

にྜ᱁する䛣と䛿㞴䛧いと⪃䛘られる。᭱䜒ຠ⋡的なຮᙉ法䛿䠈授業をよ䛟⪺いてお䛟䛣と䛷䛒る。㻌

授業の進⾜ලྜに応䛨て䛿䠈授業内容䛜変᭦䛥れる䛣と䜒䛒る䛜䠈その㒔ᗘᣦ示する。㻌
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よる授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員に ྜྷᾆ㻌 Ꮥ୍㑻䠋病㝔䛷の診療⤒㦂䠋診療⤒㦂をάか䛧䠈遺伝学に関する講義をᐇ᪋する。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

分子遺伝学の基礎，メンデル遺伝の基礎

メンデル遺伝病

染色体異常，ミトコンドリア病，エピジェネティックスとその異常

遺伝性疾患の分子病理１

遺伝性疾患の分子病理２

集団遺伝学の基礎

多因子疾患

隣接医学Ⅲ　まとめ
講義室3A8回 11 18 火 6 吉浦

講義室3A

7回 11 13 木 1 吉浦 講義室3A

6回 11 5 水 3 吉浦

講義室6B

5回 10 30 木 1 吉浦 講義室3B

4回 10 23 木 1 吉浦

講義室6B

3回 10 16 木 1 吉浦 講義室3A

2回 10 9 木 1 吉浦

日程表

1回 10 2 木 1 吉浦 講義室3A
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統合科目（4年次生、5年次生） 

 

（１）臨床解剖学            （4年）・・・・・・・・・・・232 

（２）スポーツ歯学           （4年）・・・・・・・・・・・235 

（３）総合歯科学Ⅰ           （4年）・・・・・・・・・・・237 

（４）総合歯科学Ⅱ           （5年）・・・・・・・・・・・239 

（５）臨床歯科器材・薬剤学       （5年）・・・・・・・・・・・241 

（６）臨床薬理学            （5年）・・・・・・・・・・・244 

（７）デジタルデンティストリー     （5年）・・・・・・・・・・・246 

（８）齲蝕・歯周病学          （5年）・・・・・・・・・・・248 

（９）接着歯学             （5年）・・・・・・・・・・・251 

（10）顎口腔機能・解析学        （5年）・・・・・・・・・・・254 

（11）成育歯学             （5年）・・・・・・・・・・・257 

（12）口腔腫瘍学             （5年）・・・・・・・・・・・260 

（13）唾液腺疾患と障害         （5年）・・・・・・・・・・・263 

（14）周術期口腔機能管理学       （5年）・・・・・・・・・・・266 

（15）生活習慣病と口腔         （5年）・・・・・・・・・・・269 

（16）睡眠障害と疾患          （5年）・・・・・・・・・・・271 

（17）離島歯科医学           （5年）・・・・・・・・・・・274 

（18）医療面接             （5年）・・・・・・・・・・・277 

（19）医療倫理・プロフェッショナリズム論（5年）・・・・・・・・・・・280 

（19）急性期医療            （5年）・・・・・・・・・・・283 

（21）在宅介護医療           （5年）・・・・・・・・・・・285 

（22）統合医療学            （5年）・・・・・・・・・・・287 

 



ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 3・4㻽㻌 曜日・校時㻌 火 1䡚3㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 （19）㻌

科目␒ྕ㻌 25054601㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌 㻰N㻳㻰33241901㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌 臨床ゎ๗学㻛（A㼜㼜㼘㼕㼑㼐㻌A㼚㼍㼠o㼙㼥）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 4 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義・ᐇ⩦形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 ṑ学㒊ゎ๗ᐇ⩦室・་学㒊ゎ๗ᐇ⩦室・講義室 6A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌⤫ྜ科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ᑠᒣ⏣ᖖ୍㻌 㻛o㼥㼍㼙㼍㼐㼍㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻌㻛㢡㢦㠃ゎ๗学分㔝䝉䝭䝘ー室㻛095㻙819㻙7627㻛火、㔠㻌 16：30䡚18：00㻌

担当教員㻔オム ᒣ⏣᭸ᘯ㻌 㼠㻙㼥㼍㼙㼍㼐㼍㻬、᳃⏣ᖾ子 㼙o㼞㼕㼥㼡㻬、㫽ᕢ哲ᮁ㻌 㼠o㼞㼕㼟㼡㻬、ஂᯇᚨ子㻌 㼚o㼞㼕㼚o㼞㼕㻬、㻌

ニ䝞ス科目等㻕㻌 ゅ⨾బ 㼙㼕㼟㼍㻬、಴⏣┾治㻌 㼗㼡㼞㼍㻬、ᑠᒣ⏣ᖖ୍㻌 o㼥㼍㼙㼍㼐㼍㻬㻌

授業のᴫ要ཬ䜃఩⨨䛵け㻌

臨床にᚲ要なᒁᡤゎ๗学的▱識について、御遺体を用いて形ែ・構造およ䜃機⬟を理ゎ䛧、臨床ᡭᢏをゎ๗学的に理論化

䛧てᢕᥱする䛣とによ䜚、臨床の⌧ሙにおける種䚻の問題に㐺ษにᑐ応䛷䛝る⬟ຊを⫱成する䛣とを目的とする。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

臨床ᡭᢏをゎ๗学的に理論化䛧てᢕᥱするため、各系⤫ゎ๗学の▱

識を⤫ྜする䛣とによ䛳て、臨床にᚲ要なᒁᡤゎ๗学的▱識を３ḟඖ的

に理ゎする。㻌

㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

㻔1㻕 㢌⵹㦵のほᐹཬ䜃ィ 䛜䛷䛝る。㻌

㻌
㻌

㻔2㻕 ⚄⤒ブ䝻䝑クのᡭᢏについてゎ๗学的▱識を䜒とに説明䛷䛝る。㻌

㻌
㻌

学的▱識を䜒とに説明䛷䛝る。㻌
㻌

に説明䛷䛝る。㻌

㻌
㻌

㻔5㻕 㢡関⠇疾患について、ゎ๗学的▱識を䜒とに説明䛷䛝る。㻌

㻌
㻌

㻔6㻕 ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖについて、ゎ๗学的▱識を䜒とに説明䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラ

ム䛇㻌

㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐟,㻌㻱㻙2㻙1㻕㻙䐠・䐡・䐣・䐤,㻌 㻌

㻱㻙2㻙2㻕㻙䐟・䐢㻌
㻌
㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔3㻕㻙䐡,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔5㻕㻙䐟䡚䐢,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔6㻕㻙

䐟・䐡,㻌㻱㻙2㻙1㻕㻙䐠䡚䐣,㻌㻱㻙2㻙2㻕㻙䐧㻌
㻌

㻔3㻕 Ẽ㐨☜ಖ、Ẽ⟶内ᤄ⟶、およ䜃ᚰ⮚䝬䝑サージのᡭᢏについてゎ๗ 㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔4㻕㻙䐠,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔8㻕㻙䐟,㻌㻱㻙2㻙1㻕㻙䐟・䐢,㻌

㻱㻙2㻙2㻕㻙䐟䡚䐡・䐥㻌
㻌

㻔4㻕 㢕㒊㒌Ύ、ၚ液⭢ษ除、㢡ษ除のᡭᢏについてゎ๗学的▱識を䜒と 㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔2㻕㻙䐟,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔3㻕㻙䐡,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔4㻕㻙䐠,㻌

㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔5㻕㻙䐟䡚䐢,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔6㻕㻙䐟・䐡,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙

㻔7㻕㻙䐟㻌
㻌
㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔3㻕㻙䐡,㻌㻱㻙2㻙1㻕㻙䐠・䐡・䐤㻌

㻌
㻌
㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔3㻕㻙䐡,㻌㻯㻙3㻙4㻕㻙㻔7㻕㻙䐟,㻌㻱㻙2㻙1㻕㻙䐟・䐡䡚

䐣・䐩・䐪,㻌㻱㻙2㻙2㻕㻙䐟䡚䐡・䐦㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

㻰㻼1：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する基礎▱識を㌟につけている。㻌

㻰㻼7：患⪅୰ᚰのṑ科ཱྀ⭍་学を展㛤するための㇏かなே㛫性と೔理ほを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

オムニ䝞ス方ᘧ䛷講義、ᐇ⩦を⾜䛖。ᐇ⩦䛿学生䠒䡚䠓ேに御遺体１体を用いる。また䝟䝋コン䜔 㼕㻻㻿 ア䝥䝸等を用いたᐇ⩦䜒

ྠᵝに⾜䛖。教室作成の෉子を㓄௜する。㐺ᐅ、䝥䝸ン䝖、スライド等を使用する。遺体ᐇ⩦の㝿䛿、ᖗ子、䝬スク、ⓑ⾰、ᡭ⿄、ᑓ

用のୖᒚ䛝をᚲ要とする。㻌

授業内容㻌

1㻙3 回目㻌 臨床ゎ๗学の目的とព義なら䜃にス䜿ジ䝳ール⤂௓㻌

4 回目㻌 全㌟⟶理：ᚠ⎔ჾの☜ಖ、Ẽ㐨☜ಖの講義㻌

5 回目㻌 ၚ液⭢等のษ除：ၚ液⭢のษ除の㐺応と方法の講義㻌

6 回目㻌 㢡の成㛗：㢡の成㛗と㢡ษ䜚⾡の㐺応の講義㻌

7 回目㻌 㢕㒊㒌Ύの講義㻌

8 回目㻌 㢡関⠇の㐠ື：㢡関⠇、㢡㦵、➽の形ែ、構造、機⬟の講義ཬ䜃ᐇ⩦㻌

9 回目㻌 ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖの理ゎにᚲ要なゎ๗学的構造ཬ䜃機⬟の講義㻌

10 回目㻌 㢌㢕㒊㡿ᇦの⏬ീゎ๗㻌

11㻙12 回目㻌 ⚄⤒ブ䝻䝑ク：୕ཫ⚄⤒、㢦㠃⚄⤒等の⚄⤒ブ䝻䝑クの遺体ᐇ⩦㻌

13㻙15 回目㻌 ၚ液⭢（㢡ୗ⭢・⪥ୗ⭢）のษ除の遺体ᐇ⩦㻌

16㻙18 回目㻌 㢕㒊㒌Ύの遺体ᐇ⩦㻌

19㻙21 回目㻌 ഃ㢌ୗ❐・㢡関⠇࿘㎶の遺体ᐇ⩦㻌

22㻙24 回目㻌 ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖの理ゎにᚲ要なゎ๗学的構造の遺体ᐇ⩦㻌

25㻙30 回目㻌 臨床ゎ๗学的に㢌⵹㦵をほる㻔1㻕䡚㻔䠎㻕㻌

㻌
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䜻ーワード㻌 䝬ルチンの㦵ィ 、⚄⤒ブ䝻䝑ク、⾡ᘧ、⥭ᛴ時の⸽生⾡、㢡関⠇㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 教科᭩等：ṑ科学生のための臨床ゎ๗学䝜ー䝖（教室作成⦅）、担当教員による㓄௜㈨ᩱ㻌

ཧ⪃᭩：ཱྀ⭍ゎ๗学全䠑ᕳ（ୖᲄ㞥ᙪ）等㻌

等㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽ ㄢ題レ䝫ー䝖のホ౯にຍ䛘て、㦵学ᐇ⩦䜔遺体ᐇ⩦䜈のྲྀ䜚組みと理ゎᗘについて⥲ྜ的にホ౯

を⾜い、成⦼䛜１䠌䠌点‶点୰䠒䠌点௨ୖの⪅をྜ᱁とする。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 講義・ᐇ⩦に䛿ẖ回出ᖍ䛧、䝜ー䝖䜔グ㘓をྲྀる䛣と。䠎ᖺḟのゎ๗学䛷ಟ得䛧た▱識について᚟⩦

䛧て、遺体ᐇ⩦にᮃ䜐䛣と。質問䛿講義ᐇ⩦୰に㝶時ཷけ௜ける䛜オ䝣䜱スアワー䛷䜒ཷけ௜ける。

㠃ㄯの㝿䛿䛒らか䛨めメール䛷時㛫ㄪᩚを⾜䛖䛣と。㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ージ㻕㻌 教科᭩、ཧ⪃᭩な䛹䛷඘分に予⩦を⾜䛳てお䛟䛣と。㻌

よる授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員に ・ᒣ⏣᭸ᘯ䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義を⾜䛖。㻌

・᳃⏣ᖾ子䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義を⾜䛖。㻌

・㫽ᕢ㻌 哲ᮁ䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋ṑ科་㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義䡡ᐇ⩦

ᣦᑟを⾜䛖。㻌

・ஂᯇ㻌 ᚨ子䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義を⾜䛖。㻌

・ゅ㻌 ⨾బ䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義を⾜䛖。㻌

・಴⏣┾治䠋ṑ科་ᖌと䛧て大学病㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋ṑ科་㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基に講義䡡ᐇ⩦ᣦ

ᑟを⾜䛖。㻌

・ᑠᒣ⏣㻌 ᖖ୍䠋ṑ科་ᖌと䛧てṑ科་㝔䛷のᐇົ⤒㦂䠋ṑ科་㝔䛷のᐇົ⤒㦂を基にᐇ⩦ᣦᑟ

を⾜䛖。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

臨床ゎ๗学の目的とព義なら䜃にス䜿ジ䝳ール⤂௓

全㌟⟶理

ᚠ⎔ჾの☜ಖ、Ẽ㐨☜ಖの講義

ၚ液⭢等のษ除

ၚ液⭢（㢡ୗ⭢・⪥ୗ⭢）のษ除の㐺応と方法の講義

㢡の成㛗

㢡の成㛗と㢡ษ䜚⾡の㐺応の講義

㢕㒊㒌Ύの講義

㢡関⠇の㐠ື

㢡関⠇、㢡㦵、➽の形ែ、構造、機⬟の講義

ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖ

ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖの理ゎにᚲ要なゎ๗学的構造ཬ䜃機⬟の講義

㢌㢕㒊㡿ᇦの⏬ീゎ๗

⚄⤒ブ䝻䝑ク

ၚ液⭢（㢡ୗ⭢・⪥ୗ⭢）のษ除の遺体ᐇ⩦

㢕㒊㒌Ύの遺体ᐇ⩦

ഃ㢌ୗ❐・㢡関⠇࿘㎶の遺体ᐇ⩦

（㢡ື⬦のᯞ、ୗ㢡⚄⤒のᯞ、⯉㦵ୖ➽⩌）

ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖの理ゎにᚲ要なゎ๗学的構造の遺体ᐇ⩦

　（⯉・ဗ㢌・ႃ㢌の๗ᰝ）

臨床ゎ๗学的に㢌⵹㦵をほる㻔1㻕

臨床ゎ๗学的に㢌⵹㦵をほる㻔2㻕

日程表

9 30 火 1䡚3 ᑠᒣ⏣ᖖ୍ 講義室䠒A

火

1

3

ᒣ⏣㻌᭸ᘯ 講義室䠒A

2 ᒣ⏣㻌᭸ᘯ 講義室䠒A

ᒣ⏣᭸ᘯ 講義室䠒A

2 㫽ᕢ哲ᮁ 講義室䠒A

ஂᯇᚨ子 講義室䠒A

3

7䡚9回 10 14

ᒣ⏣㻌᭸ᘯ
ᑠᒣ⏣ᖖ୍

ゎ๗ᐇ⩦室（་）

ゅ⨾బ 講義室䠒A

2䡚3
಴⏣┾治
ᑠᒣ⏣ᖖ୍

ゎ๗ᐇ⩦室（་）୕ཫ⚄⤒等の⚄⤒ブ䝻䝑クの遺体ᐇ⩦

10䡚12回 10 21 火

1

ᒣ⏣㻌᭸ᘯ
ᑠᒣ⏣ᖖ୍

ゎ๗ᐇ⩦室（་）

13䡚15回 10 28 火 1䡚3

16䡚18回 11 11 火 1䡚3

ゎ๗ᐇ⩦室（་）19䡚21回 11 18 火 1䡚3
㫽ᕢ哲ᮁ
ᑠᒣ⏣ᖖ୍

ゎ๗ᐇ⩦室（་）

25䡚27回 12 2 火 1䡚3 ᑠᒣ⏣ᖖ୍ ゎ๗ᐇ⩦室（ṑ）ୗ㢡㦵を含䜐㢌⵹㦵を臨床的ព義を⪃៖䛧な䛜らゎ๗学的に☜認する

22䡚24回 11 25 火 1䡚3 ᑠᒣ⏣ᖖ୍

ゎ๗ᐇ⩦室（ṑ）ୗ㢡㦵を含䜐㢌⵹㦵を臨床的ព義を⪃៖䛧な䛜らゎ๗学的に☜認する28䡚30回 12 9 火 1䡚3 ᑠᒣ⏣ᖖ୍

᳃⏣ᖾ子 講義室䠒A

1䡚3回

4䡚6回 10 火7

1
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年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 月・３ 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054626 

DNGD33551990 

スポーツ歯学/（Sports Dentistry）

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6A 

対象学生(クラス等) 歯学部 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

鎌田幸治 / kamada@nagasaki-u.ac.jp /口腔管理センター /095-819-7679（内 7679）/月、火曜日 16:30-17:30 

ス科目等)

担当教員(オムニバ 鎌田幸治、原 昌士 

授業の概要 

歯と口腔の健康管理、顎口腔領域におけるスポーツ障害の予防、安全対策に対する知識を身につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科医学領域からスポーツ支援のあり方を理解するために、歯と口腔の健康

管理、顎口腔領域におけるスポーツ障害の予防、安全対策の知識を身につ

ける。 

個別行動目標 SBOs： 

スポーツのためのデンタルチェックを説明できる。

スポーツ傷害およびその安全対策を説明できる。

マウスガードの目的と効果を説明できる。

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

B1-② 

E-2-4)-(2)-①

D1-1-③

対応するディプロマポリシー 

DP2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

スライドを用いた講義

授業内容 

1 回目 スポーツ歯科医学とスポーツ医・科学の概要 

2 回目 顎顔面領域のスポーツ傷害 

3 回目 スポーツでの安全対策 

4 回目 マウスガード 

5 回目 スポーツのためのデンタルチェック、咬合と全身の関わり 

キーワード スポーツ歯学

教科書・教材・参考書 要説 スポーツ歯科医学第２版（医学情報社） 

成績評価の方法・基準

等 
筆記試験またはレポートで評価する。

受講要件(履修条件) 学部規定に従う。 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

実務経験のある教員に

よる授業科目

鎌田幸治／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における補綴治療の経験を元

に、スポーツ歯学に関する講義を実施する。

原 昌士／長崎大学病院における診療実務経験／大学病院における口腔外科の経験を元

に、スポーツ歯学に関する講義を実施する。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

スポーツ歯科医学とスポーツ医・科学の概要

顎顔面領域のスポーツ傷害

スポーツでの安全対策

マウスガード

スポーツのためのデンタルチェック、咬合と全身の関わり

原

鎌田 講義室６Ａ5回 11 10 月 3

4回 10 27 月 3 鎌田

20 月 3

講義室６Ａ

鎌田 講義室６Ａ3回 10

日程表

1回 9 29 月 3 鎌田 講義室６Ａ

2回 10 6 月 3 講義室６Ａ
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 月・3 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054633 

DNGD33801992 

⥲合歯科学䊠/（Integrati㼢e dentistry䊠） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6A 

対象学生(クラス等) 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ゅ ᛅ㍤/sumi@nagasaki-u.ac.jp/⥲合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/㝶時 䈜᮶室๓に☜ㄆの䛣と 

ス科目等)

担当教員(オムニバ Ọ田康ᾈ䠈⟃Ἴ㝯幸䠈ᑠᒣ田ᖖ一䠈ᯇୗ♸ᶞ䠈୰ᮧ ΅䠈ఀ⸨බ成䠈∦℩┤ᶞ䠈内⸨┿理Ꮚ䠈Ώ㑔㑳

ဢ 

授業の概要 

基♏⣔講義䛜一㏻り⤊஢䛧䠈臨床⣔講義䜒䜋䜌⤊஢䛧た時Ⅼで䠈 

1） 䛣䜜䜎での᚟習と䜎とめを歯学教育コアカリキュラム䜔歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準と関㐃䛵けてᩚ理する䠊

2） 臨床ᐇ習にྥけての知識のᩚ理を行う

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

臨床ᐇ習に必要䛺基♏⣔ཬび臨床⣔知識をᩚ理する䠊 

個別行動目標 SBOs： 

歯学教育コアカリキュラムを理解する 

㻯BT の௙⤌䜏について理解する 

歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準を理解する 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

AࠥE 領域全ての⠊ᅖ 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬䠍 歯科口腔医学に関する基♏的知識を身につけている。 

䠠䠬２ 歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義㻘 グループ学習 

授業内容 

1 回目： 㧗学年次ඹ修授業（医歯⸆ಖ） 

2 回目： 㧗学年次ඹ修授業（医歯⸆ಖ） 

3 回目： 基♏⣔歯科学講義（⸆理） 

4 回目： 基♏⣔歯科学講義（解๗） 

5 回目： 基♏⣔歯科学講義（⤌⧊） 

6 回目： 基♏⣔歯科学講義（生理） 

7 回目： 基♏⣔歯科学講義（生໬） 

8 回目： 基♏⣔歯科学講義（⑓理） 

9 回目： 基♏⣔歯科学講義（⣽⳦） 

10 回目： 基♏⣔歯科学講義（理ᕤ） 

キーワード ከ⫋✀㐃ᦠ䠈歯学教育モデル・コア・カリキュラム䠈ඹ用ヨ㦂䠈歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準 

教科書・教材・参考書 

等 

成績評価の方法・基準 ㄢ㢟のᥦฟ䠈授業୰のᑠ䝔ス䝖䠈ฟᖍ≧ἣ䛺䛹を⥲合的に評価する 

受講要件(履修条件) 

備考(学生へのメッセー

ジ) 
ヲ⣽䛿䠈授業㛤ጞ時に説明の予定。講義㡰䛜ධ䜜᭰わる䛣と䛜あるためὀពする䛣と。 

よる授業科目 

ᐇົ⤒㦂のある教員に Ọ田康ᾈ䠋኱学⑓㝔において⌧ᙺ医ᖌと䛧て医⒪行Ⅽを行う䠋኱学⑓㝔に໅ົ䛧つつᆅ域ໟᣓ

䜿ア教育センター㛗と䛧てከ⫋✀༠ാを教授䛧ている。
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

高学年次共修授業（医歯薬保）

高学年次共修授業（医歯薬保）

基礎系歯科学講義（薬理）

基礎系歯科学講義（解剖）

基礎系歯科学講義（組織）

基礎系歯科学講義（生理）

基礎系歯科学講義（生化）

基礎系歯科学講義（病理）

基礎系歯科学講義（細菌）

基礎系歯科学講義（理工） 講義室6A10回 2 2 月 3 渡邊

実習室５B

9回 1 28 水 3 内藤 講義室6A

8回 1 19 月 3 片瀬

講義室6A

7回 1 5 月 3 伊藤 講義室6A

6回 12 22 月 3 中村

講義室6A

5回 12 15 月 3 森石 講義室6A

4回 12 8 月 3 小山田

講義室３A
他

3回 12 1 月 3 筑波 講義室6A

2回 10 27 月 Ⅴ 永田

日程表

1回 10 20 月 Ⅴ 永田
講義室３A

他

※ 病理組織像を用いた演習の実施
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時㛫๭を参↷ 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054634 

DNGD33811992 

⥲合歯科学䊡/（Integrati㼢e dentistry2） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等) 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教ົጤ員㛗/gaku㼋den@m㼘.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学ົಀ/095-819-7613/9:00䡚17：00 

ス科目等)

担当教員(オムニバ ゅ ᛅ㍤䠈┾方ಙ明䠈ྜྷᮧ⠜฼䠈㫽ᕢဴᮁ䠈ᒣ田᭸ᘯ䠈ධỤᾈ一㑻䠈ᑠ∾༤ஓ௚ 

授業の概要 

基♏䠈臨床講義䛜一㏻り⤊஢䛧た時Ⅼで䠈 

1） 䛣䜜䜎での᚟習と䜎とめを歯学教育コアカリキュラム䜔歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準と関㐃䛵けてᩚ理する䠊

2） 臨床ᐇ習にྥけての知識のᩚ理を行う

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

臨床ᐇ習に必要䛺知識をᩚ理する䠊 

個別行動目標 SBOs： 

歯学教育モデル・コア・カリキュラムを理解する 

歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準を理解する 

㻯BT の௙⤌䜏について理解する 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

AࠥE 領域全ての⠊ᅖ 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬䠍 歯科口腔医学に関する基♏的知識を身につけている。 

䠠䠬２ 歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義㻘 グループ学習 

授業内容 

1 回目： 概要説明䠈歯学教育コアカリキュラム䠈ᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準について 

2 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 1 

3 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 2 

4 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 3 

5 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 4 

6 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 5 

7 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 6 

8 回目： ⥲合ၥ㢟₇習 7 

キーワード 歯学教育モデル・コア・カリキュラム䠈ඹ用ヨ㦂䠈歯科医ᖌᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基準 

教科書・教材・参考書 

等 

成績評価の方法・基準 ඹ用ヨ㦂 㻯BT に合᱁する䛣とを䜒䛳て修஢ㄆ定とする䠊 

評価䛿 㻯BT のᚓⅬにฟᖍ䜔レポー䝖Ⅼをຍ࿡䛧て行う 

受講要件(履修条件) 

備考（学生への䢎䡫䡺䡬

䡸䢚）
ヲ⣽䛿䠈授業㛤ጞ時に説明の予定 

よる授業科目 

ᐇົ⤒㦂のある教員に ・角 忠輝/長崎大学病院における歯科臨床/大学病院における診療行為（総合歯科）を元に

臨床実習必要な知識について講義形式の授業を行っている

・眞方信明/大学病院における診療行為（特殊歯科総合治療）を元に臨床実習必要な知識に

ついて講義形式の授業を行っている

・吉村篤利/大学病院における診療行為（歯周治療）を元に臨床実習必要な知識について講

義形式の授業を行っている

・鳥巣哲朗/大学病院における診療行為（歯科補綴）を元に臨床実習必要な知識について講

義形式の授業を行っている

・山田朋弘/大学病院における診療行為（顎顔面口腔外科）を元に臨床実習必要な知識につ

いて講義形式の授業を行っている

・入江浩一郎/大学病院における診療行為（口腔保健）を元に臨床実習必要な知識について

講義形式の授業を行っている

・小牧博也/大学病院における診療行為（歯科矯正）を元に臨床実習必要な知識について講

義形式の授業を行っている
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ᴫせㄝ᫂䠈歯学教⫱䝁䜰䜹䝸䜻䝳䝷䝮䠈ᅜᐙヨ㦂ฟ㢟基‽䛻䛴い䛶

⥲ྜၥ㢟演習1

⥲ྜၥ㢟演習2

⥲ྜၥ㢟演習3

⥲ྜၥ㢟演習4

⥲ྜၥ㢟演習5

⥲ྜၥ㢟演習6

⥲ྜၥ㢟演習7

16 㔠 6

日程表

1回 4 2 Ỉ 6 ゅ 講義室6B

16 㔠 5 ┾᪉ಙ᫂ 講義室6B

ᮍᐃ 講義室6B

2回 5

㫽ᕢဴᮁ 講義室6B

4回 5 21 Ỉ 2

3回 5

23 㔠 6

ྜྷ村⠜฼ 講義室6B

5回 5 23 㔠 5

山田᭸ᘯ 講義室6B

ධỤᾈ୍㑻 講義室6B

6回 5

講義室6B8回 5 30 㔠 6 小∾༤ஓ

7回 5 30 㔠 5
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ジ) 

備考(学生へのメッセー 今まで，まとまった形では聞くことのできなかった話を，オムニバス形式で専門家によって分りやすく

講義するので，先ずは出席することを心がけて欲しい．数年前に聞いて忘れかけているかもしれない

細菌学，薬理学，歯科理工学などの知識も頭の中で再構築され，目前に迫った臨床実習に必ず役

に立つはずである．なお講義の順番等が変更になる可能性がある。その場合は事前に連絡する。 

年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054602 

DNGD33251985 

臨床歯科器材・薬剤学/（Clinical Dental Apparatus & Pharmacy） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

村田比呂司 /hmurata@nagasaki-u.ac.jp/歯科補綴学分野教授室/095-819-7690（内 7690）/火曜 17：00～18：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 阿部薫明，右藤友督，江越貴文，大森景介，尾崎幸生, 川下由美子，黒木唯文，五月女さき子，平 曜

輔，田上直美，原 昌士，柳口嘉治郎，渡邊郁哉，村田比呂司 

授業の概要 

歯科臨床において歯科器材と薬剤の占める比重は大きく，市場には新製品や改良品が輩出している。多種多様な製品の中から

個々の症例に有用なものを選択するためには，正確な知識の蓄積と冷静な判断力が必要となる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科治療に必要な歯科器材と薬剤について，その選択法や最適な使用方法を理解し、臨床実習直前において最新の知識と今後

の変化・発展に対して柔軟に対応できる判断力を身に付ける。 

個別行動目標 SBOs：    【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1. 感染予防を説明できる A-6-1)-⑥、 A-6-3)-③ 

2. 歯内療法材料を説明できる D-2-⑥ 

3. 修復・補綴用材料を説明できる  D-2-①② 

4. 歯周治療用材料を説明できる D-1-①③、 E-3-3)-(3)-② 

5. 歯科用レーザーを説明できる D-1-①③ 

6. 在宅歯科診療用ポータブルユニット、器材を説明できる D-1-①③ 

7. 医薬品医療機器等関連法制を説明できる B-2-1)－④  

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ４：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を継続できる。 

授業方法（学習指導法） 

パソコンと液晶プロジェクターを用いて行い、必要に応じてプリントを配布する。 

授業内容 

1 回目 修復・補綴用 （1）印象材の特徴，印象採得法 

2 回目 歯周治療用 （1）局所的治療薬，全身的治療薬 

3 回目 歯内療法用 覆髄剤，根管消毒薬，根管長測定器 

4 回目 修復・補綴用 （2）合着用セメント，仮着材 

5 回目 修復・補綴用 （3）硬質レジン，床用レジン 

6 回目 修復・補綴用 （4）インプラント治療のための各種器材・材料（手術用器具，印象パーツ，使用される金属など含む） 

7 回目 歯周・歯内・修復・補綴 歯科用レーザー 

8 回目 修復・補綴用 （6）咬合・適合診査材，リライン材 

9 回目 修復・補綴用 （7）義歯安定剤、義歯洗浄剤 

10 回目 修復・補綴用 （5）エアータービン，研磨材 

11 回目 歯周治療用 （2）プラークコントロール・オーラルケアの指導法、使用器具について 

12 回目 医薬品医療機器等関連法制 

13 回目 在宅歯科診療用ポータブルユニット、器材 
14 回目 歯周治療用 （3）外科処置用器材，処理後のパック 

15 回目 感染予防用 （1）術者の感染予防，手術野の消毒 

16 回目 感染予防用 （2）診療室での感染対策 

キーワード 歯科器材 歯科薬剤 臨床術式 

教科書・教材・参考書 特に指定しない。 

等 

成績評価の方法・基準 成績評価は定期試験により行う。また授業への貢献度も評価の対象とする。 

受講要件(履修条件) 全体を通して総授業時間の 2/3 以上の出席が求められる。 
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よる授業科目 
実務経験のある教員に ・右藤友督／大学病院および関連病院におけるインプラント補綴を主体とした歯科治療および技工

作業／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・江越 貴文／大学病院および関連病院における有床義歯補綴を主体とした歯科治療および技工

作業／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・大森景介／大学病院および関連病院における口腔外科を主体とした治療／臨床の経験を生かし

た実践的な情報・知識の提供 

・尾崎 幸生／大学病院および関連病院における歯内歯周治療を主体とした歯科治療／臨床の経

験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・川下由美子／大学病院および関連病院における予防歯科、周術期口腔管理を主体とした歯科治

療／臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・黒木唯文／大学病院および関連病院における有床義歯補綴を主体とした歯科治療および技工作

業／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・五月女さき子／大学病院および関連病院における予防歯科、周術期口腔管理を主体とした歯科

治療／臨床の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・田上 直美／大学病院および関連病院における歯冠補綴を主体とした歯科治療および技工作業

／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・平 曜輔／大学病院および関連病院における歯冠補綴を主体とした歯科治療および技工作業／

臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・原 昌士／大学病院および関連病院における口腔外科を主体とした治療／臨床の経験を生かした

実践的な情報・知識の提供 

・柳口 嘉治郎／大学病院および関連病院における保存修復を主体とした歯科治療／臨床および

技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・渡邊 郁哉／大学病院および関連病院における有床義歯補綴を主体とした歯科治療および技工

作業／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 

・村田 比呂司／大学病院および関連病院における有床義歯補綴を主体とした歯科治療および技

工作業／臨床および技工の経験を生かした実践的な情報・知識の提供 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

修復・補綴用　（1）印象材の特徴，印象採得法：鋳造修復物を製作するために

は各種印象材の特性を理解した上での精度の良い印象採得法が必須である。

印象方法により注意すべき点が異なるので熟知すること。

歯周治療用　（1）局所的治療薬，全身的治療薬：局所的治療薬はポケット内細

菌叢の変化を目的とするのか、あるいは消炎を目的とするのか、その目的に応

じた薬剤を選択する。

歯内療法用　覆髄剤，根管消毒薬，根管長測定器：根管充填剤は術前、術中

の臨床症状、根管の形態・状態に応じて適切に選択/適応する必要がある。

アレルギーや薬剤過敏症の患者も増加傾向にあるので注意。

修復・補綴用　（2）合着用セメント，仮着材：歯髄保護のためには辺縁封鎖性の

優れた接着性レジンが望ましいが，操作性は従来型セメントとはやや異なる。仮

着材はカルボン酸系のものが扱い易い。

修復・補綴用　（3）硬質レジン，床用レジン：硬質レジンの種類は多く、それぞれ

の特色を知って使うことが大切である。床用レジンにも常温重合型など多種類が

あり、目的に応じて使い分ける。

修復・補綴用　（4）インプラント治療では多くの器材や材料を使用する。インプラ

ント体自体も材料となるため，インプラントに利用される金属の特徴，埋入のため

の器材，印象のために利用する部品（材料）と実際の印象法について解説する。

歯周・歯内・修復・補綴　歯科用レーザー:歯科用レーザーの用途は多種類あ

り、主に歯周治療や歯内治療、保存修復、外科治療、補綴技工に使用される

レーザーの種類やレーザー機器の原理・使用法を理解することは重要である。

修復・補綴用　（6）咬合・適合診査材，リライン材:補綴物装着時の咬合や適合

チェックの診査材は正しい選択が必要である。リライン材、ティッシュコンディシ

ョナーは各材料の特徴を把握することが重要である。

修復・補綴用　（7）義歯安定剤、義歯洗浄剤：義歯安定剤、義歯洗浄剤につい

ての患者への適切な指導が重要である。

修復・補綴用　（5）エアータービン，研磨材：歯科臨床においては，窩洞形成や

支台歯形成，修復物の作製工程などで切削や研磨の機会が多い。エアタービ

ンの構造，切削・研磨の理論，各種の切削材や研磨材の特徴について話す。

歯周治療用　（2）プラークコントロール・オーラルケアの指導法、使用器具につい

て

医薬品医療機器等関連法制：口腔保健と歯科医療における「医薬品，医療機

器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する法律」，「麻薬及び向精神

薬取締法」などを概説する。

在宅歯科診療用ポータブルユニット、器材：要介護高齢者に潜在する歯科治療

ニーズは高く、臨床現場では軽量でコンパクトなパッケージの開発が求められ

る。最新の往診用機器・器材を解説する。

歯周治療用　（3）外科処置用器材，処理後のパック：外科用器材には正確に目

的を達成できるものを選ぶ。使い易く消毒に耐えることも必要である。パックは

成分や貼用方法、除去時期を知って使う。

感染予防用　（1）術者の感染予防，手術野の消毒：術者の予防として感染源

と感染経路に配慮する。手術野の消毒には組織刺激性、殺菌力、効果の持

続性を目安に薬剤を選ぶ。

感染予防用　（2）診療室での感染対策：滅菌器と消毒薬、防護用具が感染対

策として使用される。それらの対象物、対象菌、特性、用法、安全性などを概

説する。

講義室6B

尾崎幸生

講義室6B16回 6 25 水 8 原　昌士

講義室6B

15回 6 25 水 7 大森景介

14回 6 24 火 6

講義室6B黒木唯文

講義室6B12回 6 24 火 4
五月女
さき子

13回 6 24 火 5

講義室6B

11回 6 23 月 3 講義室6B

10回 6 16 月 3 阿部薫明

川下
由美子

講義室6B

9回 6 16 月 2
村田

比呂司
講義室6B

8回 6 16 月 1
村田

比呂司

講義室6B

7回 6 9 月 3 渡邊郁哉 講義室6B

6回 6 9 月 2 右藤友督

講義室6B

5回 6 9 月 1 田上直美 講義室6B

4回 6 3 火 1 平　曜輔

日程表

1回 6 2 月 1 江越貴文 講義室6B

3回 6 2 月 3
柳口

嘉治郎
講義室6B

2回 6 2 月 2 尾崎幸生 講義室6B
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年度 2025 学期 1Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25054610 

科目ナンバリング・コード DNGD33331982 

臨床薬理学/（Clinical Pharmacology） 

対象年次 5 年次 講義形態  ＰＢＬ・講義形式 教室  PBL 室・講義室 6Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

坂井詠子/eiko-s@nagasaki-u.ac.jp/A 棟 5 階歯科薬理学研修室/095-819-7654（内 7654）/17：00～18：00 

バス科目等) 

担当教員(オムニ PBL：坂井詠子, 藤山理恵, 他 

講義：倉田眞治 

授業の概要 

PBL 形式により、臨床で用いる薬剤に関する題材の中で，問題点を見出し，その解決策を見つける方法を身につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

によって起こり得る問題を、他者との良好なコミュニケーションをと

りながら、学生が自ら解決策を見つけ出す能力を身につける。 

個別行動目標 SBOs： 

1.課題シナリオから重要な項目を抽出できる。 

2.理論的に分析し、仮説の設定・検証ができる。 

3.学習項目に応じた情報収集ができる。 

4.調べてきた内容をわかりやすく発表できる。 

5.他者の考えを尊重し理解できる。 

6.薬物の作用機序・相互作用を説明できる。 

7.薬物の副作用と有害作用を説明できる。 

明できる。 

9.救急処置を説明できる。 

 

 

臨床で用いる薬剤を題材にとりあげ、副作用や他の薬剤との併用  

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

A-2-1) 

A-2-1) 

A-2-2) 

A-2-2) 

A-2-1) 

C-6-2), C-6-3) 

C-6-4), E-1-4) 

8.医科疾患合併患者および妊産婦の歯科医療時の注意点を説 E-6) 

 

E-1-6) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ５：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

ＤＰ６：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を継続

できる。 

ＤＰ８：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

約 8 名のグループに分かれ PBL 方式をとる。シナリオを読み，それに対して討論を行いながら問題点を指摘し，仮説

を設定する。その仮説に対して検証を行う。最後に救急処置についての講義がある。 

授業内容 

1, 2 回目 (4/11 金) グループセッション：グループごとに課題シナリオから重要な項目を抽出し，仮説を設定する。 

仮説を検証するための学習項目を設定する。 （担当者 坂井詠子、藤山理恵、他） 

3, 4 回目 (4/11 金)  講義：生理学・薬理学領域の解説 （担当者 藤山理恵、坂井詠子） 
5,6,7 回目 (4/11 金) 自主学習：各自学習項目について調べる。 
8,9 回目 (4/18 金) グループディスカッション：調べてきた学習項目について発表し仮説を検証する。 

ディスカッション中に出された曖昧なアイデアを認識し，それを解明する。 

（担当者 坂井詠子、藤山理恵、他） 

10 回目 (4/18 金) まとめ及び自己・他者評価。（担当者 坂井詠子、藤山理恵、他） 

11 回目 (4/18 金) 講義：救急時の対処法及び薬物の使用法 (担当者 倉田眞治)  

キーワード 薬物，バイタルサイン，救急治療薬，PBL 

教科書・教材・参考書 今まで用いてきた教科書（現代歯科薬理学）およびノート 

等 

成績評価の方法・基準 ファシリテーターによる学生の評価（50％）と定期テスト（50％）により判定する。定期テストは国

家試験形式で薬理学全般から出題し、合計 100 点のうち 60 点以上を合格とする。 

受講要件(履修条件)  

ジ) 

備考(学生へのメッセー 進行方法等しっかりと頭に入れて臨み，積極的に発言すること。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に 倉田眞治／大学病院における実務経験／麻酔科の歯科医師としての経験に基づき、救急の

現場でどのような処置を行うかを講義する。藤山理恵/大学病院での味覚外来における診療経

験／味覚外来での臨床経験を生かした実践的な情報提供を行う。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

11 金 3

日⛬表

1回 4 11 金 1
グループセッション：

それを検証するための学習項目を設定する。

坂井
グループごとに課題シナリオから重要な項目を抽出し、仮説を設定する。また、 藤山

他
PBL室

生理学・薬理学領域の解説
藤山
坂井

講義室６B

5回 4 11 金 5
自主学習：
課題に対する学習項目について各自調べる。

坂井
藤山
他

PBL室

生理学・薬理学領域の解説
藤山
坂井

講義室６B

3回 4

自主学習：
課題に対する学習項目について各自調べる。

坂井
藤山
他

PBL室

7回 4 11 金 7
自主学習：
課題に対する学習項目について各自調べる。

坂井
藤山
他

PBL室

6回 4 11 金 6

グループディスカッション：

ディスカッション中に出された曖昧なアイデアを認識し、それを解明する。

坂井
調べてきた学習項目について発表を行い、๓回❧てた仮説を検証する。また、 藤山

他
PBL室

10回 4 18 金 6
まとめおよび評価：
まとめおよび自己・他者の評価

坂井
藤山
他

PBL室

9回 4 18 金 5

11回 4 18 金 7
⥭急時の対処法：
⥭急時に必要な処置、および薬物に関する知識を講義する。

倉田 講義室６B

2回 4 11 金 2
グループセッション：

それを検証するための学習項目を設定する。

坂井
グループごとに課題シナリオから重要な項目を抽出し、仮説を設定する。また、 藤山

他
PBL室

4回 4 11 金 4

グループディスカッション：

ディスカッション中に出された曖昧なアイデアを認識し、それを解明する。

坂井
調べてきた学習項目について発表を行い、๓回❧てた仮説を検証する。また、 藤山

他
PBL室8回 4 18 金 4
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年度 2025 学期 1Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054625 

DNGD33541985 

デジタルデンティストリー/（Digital Dentistry） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

村田比呂司/hmurata@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 階歯科補綴学分野教授室/095-819-7690（内 7690）/金曜 17：00～18：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 村田比呂司、角 美佐、右藤友督、尾立哲郎、金澤 学（非常勤講師） 

授業の概要 

近年、急速にコンピューター等を応用したデジタルデンティストリーが進歩し、臨床に応用されつつある。今後ますます歯科医療の

臨床に応用されると予測される。本講義ではデジタルデンティストリーの基礎と応用について解説する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO ： 

デジタルデンティストリーの基礎と臨床応用について理解する。 

  

個別行動目標 SBOs ： 

1. デジタルデンティストリーの概要を説明できる。 

2. 画像診断における AI の応用を説明できる。 

3. 補綴修復治療のデジタルデンティストリーを説明できる。 

4. インプラント治療のデジタルデンティストリーを説明できる。 

5. 有床義歯補綴治療のデジタルデンティストリーを説明できる。 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

 

D-1①③ 

E-1-2) 

E-3-4)-(1)② 

E-3-4)-(3)③④ 

E-3-4)-(2)⑪⑫ 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

ＤＰ6：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を継続できる。 

授業方法（学習指導法） 

 パソコンと液晶プロジェクターを用いて行い、必要に応じてプリントを配布する。 

授業内容 

 

１回目  （特別講義）有床義歯補綴のデジタル化  

2 回目 デジタルデンティストリーの概要 

3 回目 画像診断における AI 応用 

4 回目 インプラント治療のデジタルデンティストリー 

5 回目 補綴修復治療のデジタルデンティストリー 

キーワード デジタルデンティストリー 

教科書・教材・参考書 特に指定しない。 

等 

成績評価の方法・基準 成績評価は定期試験またはレポートにより行う。また授業への貢献度も評価の対象とする。 

受講要件(履修条件) 全体を通して総授業時間の 2/3 以上の出席が求められる。 

 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 今まで，まとまった形では聞くことのできなかった話を，オムニバス形式で専門家によって分りやすく講

義する。講義の順番等が変更になる可能性がある。その場合は事前に連絡する。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・角 美佐／長崎大学病院での画像診断実務経験に基づき、画像診断における AI の応用につい

て解説する。 

・右藤友督／長崎大学病院での補綴修復治療実務経験に基づき、補綴修復治療におけるデジタ

ルデンティストリーについて解説する。 

・尾立哲郎／長崎大学病院でのインプラント治療実務経験に基づき、インプラント治療におけ

るデジタルデンティストリーについて解説する。 

・金澤 学／東京医科歯科大学病院での有床義歯補綴実務経験に基づき、有床義歯補綴治療に

おけるデジタルデンティストリーについて解説する。 

・村田比呂司／長崎大学病院での補綴治療実務経験に基づき、デジタルデンティストリーの概

要について解説する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ᑿ❧ဴ㑻 講義室６Ｂ

5回 5 13 ⅆ 3  ⿵⥛修᚟治療のデジタルデンティストリー ྑ藤཭╩ 講義室６Ｂ

4回 5 13 ⅆ 2 インプラント治療のデジタルデンティストリー

ゅ䚷⨾బ 講義室６Ｂ

2回 5 12 ᭶
ᮧ田ẚ࿅

ྖ
講義室６Ｂ

3回 5 13 ⅆ

1 ⥲論䚷デジタルデンティストリーの概要について解説する。

1 ⏬ീ診᩿におけるAI応用

日⛬表

1回 4 8 ⅆ 金⃝䚷学 講義室６Ｂ1 （≉別講義）有床義歯⿵⥛のデジタル化
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 1・2㻽㻌 曜日・校時㻌 時㛫๭をཧ↷㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 （19）㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25054603㻌

㻰N㻳㻰33261989㻌

㱘⼃・ṑ࿘病学㻛（㼏㼍㼞㼕o㼘o㼓㼥,㻌㼜㼑㼞㼕o㼐o㼚㼠o㼘o㼓㼥）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 5 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義・₇⩦形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 6㻮㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌⤫ྜ科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

㻌 ᰡཱྀ჆治㑻㻛㼥㼍㼚㼍㼓㼕㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻌㻛ṑ࿘ṑ内治療学分㔝෸教授・講ᖌ室㻛095㻙819㻙7682（内 7682）㻛㻌 㻌

ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オムニ䝞 ྜྷᮧ⠜฼、藤⏣ඃ子、ᑿᓮᖾ生、ᰡཱྀ჆治㑻㻌 ௚ᩘ名㻌

授業のᴫ要㻌

㻌

ṑཬ䜃ṑ࿘組⧊の೺ᗣを生ᾭに䜟た䛳て⥔ᣢ・ቑ進する䛣とによ䛳て患⪅ᵝのクオ䝸䝔䜱・オブ・ライ䝣㻔㻽㻻㻸㻕のྥୖに㈉⊩䛷䛝る

ṑ科་ᖌになるために、䠐ᖺḟま䛷に学ん䛰ಶ䚻の▱識を基┙に䛧て、䛣れらを㱘⼃・ṑ࿘病学と䛧て෌構⠏䛧、ಶ䚻の症౛にᑐ

䛧細か䛟分ᯒ䛧てい䛟䛣と䛷問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを῝める䛣とを目ᶆに䛧ている。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

方㔪をたてる⬟ຊを㌟に௜ける。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

1.ṑ㧊・᰿ᑤ性ṑ࿘疾患の病因と病ែを説明䛷䛝る。㻌

䛷䛝る㻌

3.ṑ࿘疾患の病因と病ែを説明䛷䛝る。㻌

4.ṑ࿘疾患の診断と治療方㔪を説明䛷䛝る。㻌

5.ཱྀ⭍細菌、ṑᇈཬ䜃ṑ▼について説明䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

㻌

ṑ㧊・᰿ᑤ性ṑ࿘⅖ཬ䜃ṑ࿘疾患の病因と病ែを理ゎ䛧、診断と治療 㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻱㻙3㻙2㻕,㻲㻙2㻙2㻕㻌

2.ṑ内療法用ᮦᩱの種類、用㏵、成分・組成、特性、᧯作方法を説明 㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔2㻕㻌

㻌

㻰㻙2㻌

㻱㻙3㻙2㻕,㻲㻙2㻙2㻕㻌

㻱㻙3㻙3㻕㻙㻔3㻕㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬䠎：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する臨床的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬３：ṑ科ཱྀ⭍་療を⾜䛘る基本的臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌 㻌

䠠䠬䠑：ṑ科ཱྀ⭍་療の⌧ሙにおける問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを㌟につけ、䝸サーチ䝬インドをಟ得䛧ている。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

㻌

㻔1㻕講義形ᘧ（4 回目）㻌

㻔2㻕グルー䝥ウ㆟（１䡚3、5䡚15回目）ᑠグルー䝥䛤とに症౛䛜提示䛥れる。学生䛿症౛分ᯒ・治療ィ⏬の❧᱌を⾜い、グルー䝥㛫

䛷ウ㆟ᚋ、全体発表を⾜䛖。㻌

授業内容㻌

㻌

1 回目：ṑ࿘治療学１（グルー䝥ウ㆟）㻌

2 回目：ṑ࿘治療学䠎（グルー䝥ウ㆟）㻌

3 回目：ṑ࿘治療学３（グルー䝥ウ㆟）㻌

4 回目：ṑ࿘治療学䠐（グルー䝥ウ㆟）㻌

5 回目：ṑ࿘治療学䠑（グルー䝥ウ㆟）㻌 㻌

6 回目：ṑ࿘治療学䠒（グルー䝥ウ㆟）㻌 㻌

7 回目：ᑠඣの㱘⼃（講義）㻌

8 回目：㱘⼃学１（グルー䝥ウ㆟）㻌

9 回目：ṑ࿘治療学䠓（グルー䝥ウ㆟）㻌 㻌

10 回目：㱘⼃学䠎（グルー䝥ウ㆟）㻌

11 回目：㱘⼃学３（グルー䝥ウ㆟）㻌

12 回目：㱘⼃学䠐（グルー䝥ウ㆟）㻌 㻌

13 回目：㱘⼃学䠑（グルー䝥ウ㆟）㻌

14 回目：㱘⼃学䠒（グルー䝥ウ㆟）㻌 㻌

15 回目：㱘⼃学䠓（グルー䝥ウ㆟）㻌

16 回目：⥲ᣓ㻌

䜻ーワード㻌 ṑ内治療学、ṑ࿘治療学㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 ಖᏑಟ᚟学、ṑ内治療学、ṑ࿘治療学、ᑠඣṑ科学の教科᭩・ཧ⪃᭩を用いる。㻌
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成⦼ホ౯の方法・基‽等㻌 ほᐹグ㘓とレ䝫ー䝖の⥲ྜ点䛷ุᐃ䛥れる。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 㻌

ジ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ー （１）䠐ᖺḟま䛷に学⩦䛧た▱識を基┙とする基礎䠉臨床⦪断ᆺの科目䛷䛒る。ᚑ䛳て、␲問䜔不明な

点を感䛨たሙྜ䛿、ヱ当科目の᚟⩦䛜ᚲ要となる。㻌

（䠎）問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを῝める䛣と䛜䛽らいなの䛷、学生に䛿主体的、✚ᴟ的ጼໃ䛷ྲྀ䜚組䜐䛣と

䛜ồめられる。㻌

㒔ྜによ䜚講義の内容ཬ䜃㡰␒等䛜変᭦になるሙྜ䛿஦๓に連⤡する。㻌

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・吉村 篤利／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 

に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 
・岩下 未咲／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 
に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 

・坂本英次郎／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 
に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 

・尾崎 幸生／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 
に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 

・松裏 貴史／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 
に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 

・栁口嘉治郎／歯科保存治療室での勤務経験／保存治療室で主に担当する齲蝕・歯周病の症例 
に対する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 

・藤田 優子／小児歯科治療室での勤務経験／小児歯科治療室で主に担当する齲蝕の症例に対 
する分析及び治療計画の立案の仕方の指導を行う。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ṑ࿘治療学ᴫ論ཬ䜃ᐇ⩦䜺イ䝎ンス

䜻ーワード：ṑ࿘病、ṑ࿘治療、治療ィ⏬

ṑ࿘疾患の症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

䜻ーワード：ṑ࿘検ᰝ、ညྜ診ᰝ、䜶䝑クス⥺検ᰝ、ṑ࿘እ科、メイン䝔䝘ンス

ṑ࿘疾患の症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

ṑ࿘疾患の症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

治療ィ⏬の発表とウ論

治療ィ⏬の発表とウ論、レ䝫ー䝖作成

ᑠඣにおける㱘⼃細菌の感染と㱘⼃発生

䜻ーワード：ẕ子感染、䝭䝳ー䝍ンスレンサ球菌、䝥ラーク䝞イオ䝣䜱ルム

㱘⼃学ᴫ論ཬ䜃ᐇ⩦䜺イ䝎ンス

䜻ーワード：ಖᏑಟ᚟学、ṑ内治療学、治療ィ⏬

メイン䝔䝘ンス治療

䜻ーワード：ṑ࿘検ᰝ、ညྜ診ᰝ、䜶䝑クス⥺検ᰝ

症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

症౛分ᯒと治療ィ⏬の❧᱌

治療ィ⏬の発表とウ論

治療ィ⏬の発表とウ論

レ䝫ー䝖作成

㱘⼃・ṑ࿘病学について⥲ᣓする

講義室6㻮16回 7 1 火 8 ᮍᐃ

15回 7 1 火 7 㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

12回 7 1 火 4

14回 7 1 火 6

㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

13回 7 1 火 5

㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

11回 6 10 火 5 㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

ᑿᓮ 講義室6㻮

8回 5 19 月 2

10回 6 10 火 4

ᰡཱྀ 講義室6㻮

9回 5 19 月 3

㻌ᰡཱྀ 講義室6㻮

7回 5 19 月 1 藤⏣ 講義室6㻮

ᑿᓮ 講義室6㻮

4回 4 22 火 8

6回 5 13 火 8

ᑿᓮ 講義室6㻮

5回 5 13 火 7

ᑿᓮ 講義室6㻮

日程表

1回 4 8 火 6 ᑿᓮ 講義室6㻮

3回 4 22 火 7 ᑿᓮ 講義室6㻮

2回 4 8 火 7 ᑿᓮ 講義室6㻮
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054604 

DNGD33271986 

接着歯学/（Adhesive Dentistry） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・演習形式 教室  講義室 6Ｂ・臨床実習室 4Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

平 曜輔/yohsuke@nagasaki-u.ac.jp/歯学部本館 C 棟オープンラボ 2/095-819-7677（内 7677）/17：00～18：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 阿部薫明，右藤友督，江越貴文，尾立哲郎，添野光洋，平 曜輔，吉田圭一 （50 音順） 

授業の概要 

 

種々の歯冠修復用材料と歯質間の接着や被着材間の接着，生体材料表面への細胞の接着など，歯科領域におけ

る接着現象に焦点を当てる。接着の基本的メカニズムを学習した後，小児歯科学，保存学，補綴学の各領域における

接着の具体的事例や各種のテクニックを学ぶとともに，実習によって，接着歯学に基づく修復法の基本的な知識と技能

を修得する。 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

包括的な歯科医療を実施できる歯科医師になるため，接着歯

学に基づく修復法の基本的な知識と技能，細胞の歯科材料に

おける接着を修得する。 

個別行動目標 SBOs： 

生物学的性質とその評価法を説明する。（知識・想起） 

分・組成，特性，操作方法を説明する。（知識・想起） 

及び留意点説明する。（知識・想起） 

4. 接着治療の各基本的操作を実施できる。（技能） 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1.成形修復，歯冠修復，接着・合着用材料の物理的，化学的， D-1, E-3-3)-(1), E-3-4)-(1) 

 

2. 成形修復，歯冠修復，接着・合着用材料の種類，用途，成 D-2, E-3-3)-(1), E-3-4)-(1) 

 

3. 乳歯と幼若永久歯の歯冠修復の目的，種類，適応症，手順 E-3-1), E-4-2), F-3-4) 

 

F-3-4) 

対応するディプロマポリシー 

 DP2:歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

 DP3:歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

1.講義はスライド，液晶プロジェクターなどを用いて行う。 

2.実習は接着ブリッジの設計，形成と接着操作を模型上で行う。 

授業内容 

 

1 回目：歯科材料における接着（1） 

2 回目：歯科材料表面への細胞の接着 

3 回目：包括的歯科診療における接着 

4 回目：小児歯科領域を含む接着 

5 回目：保存修復領域における接着 

6 回目：接着ブリッジ実習関連講義 

7 回目：歯科材料における接着（2）  

8 回目：補綴領域における接着（1） 

9 回目：補綴領域における接着（2） 

10 回目：接着ブリッジ実習（1） 

11 回目：接着ブリッジ実習（2） 

12 回目：接着ブリッジ実習（3） 
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キーワード 接着，機械的嵌合力，プライマー，ボンディング材，エナメル質，象牙質，接着ブリッジ 

教科書・教材・参考書 1. 楳本貢三ほか編集：スタンダード歯科理工学，学建書院 

2. 日本接着歯学会編：接着歯学第 2 版，医歯薬出版，2015 年 

３. 吉田圭一：補綴臨床別冊 文献と歯科材料学に基づいた補綴装置と歯面の正しい前処 

理＆接着，医歯薬出版，2022 年 

※教材として授業中にプリントを配付することがある。 

等 

成績評価の方法・基準 筆記試験（80%），実習（20%）の総合評価とする。 

それぞれの評価点の中には授業中の課題に対する積極的な取り組み状況も含まれてい

る。 

受講要件(履修条件) 特になし 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 接着歯学が基礎系および臨床系の諸科学に立脚した学問分野であることを認識し，講義と

実習を通じて上記の到達目標が達成できるよう，自覚と積極的な勉学を期待する。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・右藤友督／長崎大学病院での診療／診療に必要な知識や臨床術式に関する教育を行

っている。 

・江越貴文／長崎大学病院での診療／診療に必要な知識や臨床術式に関する教育を行

っている。 

・尾立哲郎／長崎大学病院での診療／診療に必要な知識や臨床術式に関する教育を行

っている。 

・添野 光洋／長崎大学病院および歯科医院での診療／診療に必要な知識や臨床術式

に関する教育を行っている。 

・平 曜輔／長崎大学病院での診療／診療に必要な知識や臨床術式に関する教育を行っ

ている。 

・吉田 圭一／歯科医院での診療および大学病院における実務経験／診療に必要な知識

や臨床術式に関する教育を行っている。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

歯科材料における接着（1）

被着材の表面処理法，プライマー，レジンセメントなどをゎ説する。

歯科材料表面への細胞の接着

生体材料の表面状態と細胞接着との関ಀについてゎ説する。

包括的歯科診療における接着

㛤業医での歯科診療における接着のᙺ割についてゎ説する。

小児歯科領域を含めた接着

レジンの接着性およびシーラントについてゎ説する。

保存修復領域における接着

接着ブリッジ実習関連講義

接着ブリッジによる補綴のṔྐ，特ᚩなどを実習に関連づけてゎ説する。

歯科材料における接着（2）

被着材の表面処理法，プライマー，レジンセメントなどをゎ説する。

補綴領域における接着（1）

補綴領域における接着性材料（㔠ᒓ，セラ䝭ックスおよびコンポジットレジンの

接着，接着性レジンセメントなど）をゎ説する。

補綴領域における接着（2）

補綴領域における接着をάかした臨床術式を⤂௓する。

接着ブリッジ実習（1）

接着操作の実習を行う。

接着ブリッジ実習（2）
上㢡前歯部の接着ブリッジの設計，形成の実習を行う。

接着ブリッジ実習（3）

上㢡⮻歯部の接着ブリッジの設計，形成の実習を行う。

臨床実習室4B

臨床実習室4B12回 4 28 ᭶ 6 教員5名

教員5名

講義室6B

講義室6B

吉田

臨床実習室4B

22 ⅆ 6 吉田

28 ᭶ 5

᭶ 4

11回 4

教員5名10回 4 28

9回 4

8回 4 22 ⅆ 5

6回 4 15 ⅆ 3 平

講義室6B

平

7回 4 22 ⅆ 4 吉田

2 歯質に対する接着性材料と接着術式のኚ㑄および接着機ᵓをゎ説する。

3 添野 講義室6B

講義室6B

講義室6B

5回 4 15 ⅆ

4回 4 14 ᭶

3回 4 14 ᭶

日⛬表

1回 4 8 ⅆ 2 吉田 講義室6B

2回 4 8 ⅆ 3 阿部 講義室6B

講義室6B2 添野
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （20） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054605 

DNGD33281985 

㢡口腔機能・ゎᯒ学/（Functiona㼘 Ana㼘ysis o㼒 Sto㼙atognathic Syste㼙） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 6Ｂ・臨床実習室 4Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

㫽ᕢ哲ᮁ/torisu@nagasaki-u.ac.jp/歯科補綴学分野教員室/095-819-7693（内 7693）/16：00～17：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ཎ田ెᯞ䚸㫽ᕢ哲ᮁ䚸吉田࿴ᘯ䚸ᒸ崎䜂とみ䚸᳃ᬛᗣ䚸௚䠐名 

授業の概要および位置づけ 

㢡口腔機能を生࿨・生体現象としてᤊえ基礎科目と臨床科目との関連を考៖しつつ総合的に学習を㐍める。㢡口腔系の正ᖖ機

能を理ゎし，そのᵓ成要⣲であるည合の診ᰝ・診断・治療に関する知識を習得することを目指す。はじめに㢡口腔系のᵓ㐀および

機能に関する講義を行い䚸基礎・臨床科目で学習した知識を෌☜認する。次に┦஫実習でୗ㢡㐠動やည合の診ᰝとည合ჾ上で

の෌現を体験しグループウㄽを行う。᭱後にည合と㢡機能㞀ᐖの関連性についてゎ説する。 

授業到達目標 

療する能力を習得することを目指す。 

 

個別行動目標 SBOs： 

１.顎関節の構造と機能を説明できる。（知識；想起） 

２.下顎の随意運動と反射を説明できる。（知識；想起） 

３,咀嚼の意義と制御機構を説明できる。（知識；想起） 

４.歯列と咬合を説明できる。（知識；想起） 

５.咬合異常による障害と咀嚼障害の原因、診察、検査、診断及び治療方針を説

明できる。（知識；想起） 

６.平均値咬合器及び調節性咬合器の種類と特徴を説明できる。（知識；想起） 

８.平均値・調節性咬合器の基本的操作方法、フェイスボウトランスファー、チ

ェックバイト法を説明でき、基本操作を実施できる。（知識；技能） 

９.口腔内状態および顎口腔機能に関する患者情報を収集、分析でき、必要な診

察、検査を説明できる。（知識；技能） 

10.口腔機能・口腔内状態の診察及び検査結果を正確に診療録に記載できる。（知

識；技能） 

11.咬合採得と平均値咬合器装着の各基本的操作を実施できる。（知識；技能） 

12.口腔機能、咀嚼機能検査の必要性を患者に説明し、基本的な操作を実施でき

る。（知識；技能） 

 

 

一般目標 GIO：㢡口腔領域のᵓ㐀および機能を理ゎし䚸㢡口腔機能の診ᰝ・診断・治  

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

E-2-1) 

E-2-1) 

E-2-1) 

E-2-2) 

E-1-1), E-2-4)-(11) 

 

E-3-4)-(1) 

７.歯の欠損した歯列での下顎位・下顎運動の記録法を説明できる。（知識；想起）  E-3-4)-(2) 

D-1, E-1-1), E-3-4)-(2), 

 

F-1-1), F-2-2), F-3-4), G-1-1),  

 

F-2-2)  

 

F-3-4) 

F-2-2), F-3-4) 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ１: 歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

 ＤＰ２:歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

 ＤＰ３:歯科口腔医療を行える基本的臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 講義と実習を組み合䜟䛫て行う。講義では㢡口腔機能とည合との関連䚸ည合理ㄽや㢡機能㞀ᐖに関する考え方のኚ㑄等につ

いてゎ説する。実習では䚸㢡機能およびည合の診ᰝ䚸䝂シックアー䝏ᥥ記䚸ည合ჾのㄪ⠇を体験し䚸グループウ㆟を通して知識の

ᐃ着をはかる。 

授業内容 

 䠍・䠎・３回目       L䠍：かむということ／かむとは動作学的に／࿪ᄮ系のᵓ成／㢡㐠動のㄪ⠇／ୗ㢡の基本位と性質 

             ／ୗ㢡基本㐠動／ୗ㢡㝈⏺㐠動／ୗ㢡機能㐠動／歯の接ゐ／㢡㐠動᳨ᰝ法 

 䠐・䠑・䠒回目       P䠍：ည合診ᰝ／ୗ㢡㐠動時の㢡関⠇および㢡➽のാき／༳象᥇得／▼⭯ὀධ／模型ㄪᩚ 

 䠓・䠔・䠕回目       P䠎：フェイスボートランスフ䜯ー／（ည合᥇得）／ည合ჾ付着／䝏ェックバイト記㘓／㢛㊰計  

 10・11・12・13 回目 P３：䝂シックアー䝏ᥥ記装置の〇作／䝂シックアー䝏とタッ䝢ングポイントの記㘓 

 14・15・16 回目    P䠐：症例ᥦ♧／グループディスカッシ䝵ン（実習㡯目に関する᳨ウ）／各⌜プレ䝊ンテーシ䝵ン 

 17・18 回目       P䠑：グループディスカッシ䝵ン（ည合᥇得方法）／各⌜プレ䝊ンテーシ䝵ン 

19・20・21 回目    L䠎：㢡機能㞀ᐖの病態／ည合との関䜟り／ྂ඾的ည合ㄽ 

             ／ナ䝋ロジーと中ᚰ位／生理学的ည合ㄽ／まとめ 

（L：講義 P：実習） 
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キーワード ည合，㢡位ㄪ⠇，䝂シックアー䝏，ㄪ⠇性ည合ჾ，㢡機能㞀ᐖ 

教科書・教材・参考書 教科書： ↓歯㢡補綴治療学（ᕷᕝ哲㞝䜙編 医歯薬） 

      歯学生の䝟ーシ䝱ルデン䝏䝱ー（㉥ᕝᏳ正䜙編 医歯薬）， 

      基礎歯科生理学（ᒾ田ᖾ一䜙編 医歯薬） 

参考書： ᪂編 㢡関⠇症 第３版 （日本㢡関⠇学会編集 永ᮎ書ᗑ） 

等 

成績評価の方法・基準 ᐃ期試験時の筆記試験（70 点），実習に対する取り組み方（10 点），㝶時出題レポート（20 点） 

受講要件(履修条件) 総授業時間の 2/3 ௨上の出ᖍがồめ䜙れる。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー これまでに基礎・臨床科目で系統的に教授䛥れてきた内容を関連づけて復習し，ည合・㢡機能への 

理ゎを῝めること䚸ᑗ᮶の臨床における補綴／ည合治療の指標となることを期待する。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・ཎ田ెᯞ／大学病院における診療経験／治療の経験か䜙得䜙れた実㊶的な᝟ሗ・知識のᥦ౪ 

・㫽ᕢ 哲ᮁ／㢡口腔機能㞀ᐖ患者の診断・治療および㢡口腔機能に関する研究／治療および研究

の経験か䜙得䜙れた実㊶的な᝟ሗ・知識のᥦ౪ 

・吉田 ࿴ᘯ／大学病院における診療経験／治療の経験か䜙得䜙れた実㊶的な᝟ሗ・知識のᥦ౪ 

・ᒸ崎䜂とみ／大学病院における診療経験／治療の経験か䜙得䜙れた実㊶的な᝟ሗ・知識のᥦ౪ 

・᳃ ᬛᗣ／大学病院における診療経験／治療の経験か䜙得䜙れた実㊶的な᝟ሗ・知識のᥦ౪ 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

講義1：㢡口腔系の機能とᵓ成

䚷かむということ／かむとは動作学的に／࿪ᄮ系のᵓ成／㢡㐠動のㄪ⠇／

䚷

講義1：㢡口腔系の機能とᵓ成

ୗ㢡の基本位と性質／䚷ୗ㢡基本㐠動／ୗ㢡㝈⏺㐠動

講義1：㢡口腔系の機能とᵓ成

ୗ㢡機能㐠動／歯の接ゐ／㢡㐠動᳨ᰝ法

実習䠍：㢡機能およびည合接ゐ状態䚸㢡➽／㢡関⠇の診ᰝ,

実習䠎：༳象᥇得（上ୗ㢡）／▼⭯ὀධ／模型ㄪᩚ

実習䠍：㢡機能およびည合接ゐ状態䚸㢡➽／㢡関⠇の診ᰝ,

実習䠎：༳象᥇得（上ୗ㢡）／▼⭯ὀධ／模型ㄪᩚ

実習䠍：㢡機能およびည合接ゐ状態䚸㢡➽／㢡関⠇の診ᰝ,

実習䠎：༳象᥇得（上ୗ㢡）／▼⭯ὀධ／模型ㄪᩚ

実習３：フェイスボートランスフ䜯ー／ည合᥇得／ည合ჾ付着

実習䠐：䝏ェックバイト／㢛㊰計 ／ည合ჾㄪ⠇

実習䠐：䝏ェックバイト／㢛㊰計 ／ည合ჾㄪ⠇

実習䠑：䝂シックアー䝏ᥥ記装置〇作

実習䠑：䝂シックアー䝏ᥥ記装置〇作

実習䠒：䝂シックアー䝏とタッ䝢ングポイントのᥥ記

実習䠒：䝂シックアー䝏とタッ䝢ングポイントのᥥ記（つづき）

実習7-1 グループディスカッシ䝵ン（実習㡯目）

䚷実習㡯目に関する᳨ウ

䚷ည合᥇得を行う症例のᥦ♧

実習7-1 グループディスカッシ䝵ン（実習㡯目）

䚷実習㡯目に関する᳨ウ

実習7-1：各⌜Ⓨ表

䚷実習㡯目に関する᳨ウ⤖ᯝ

実習7-2：グループディスカッシ䝵ン

䚷ᥦ♧症例のည合᥇得方法を᳨ウ

実習7-2：各⌜Ⓨ表

䚷ည合᥇得方法の᳨ウ⤖ᯝ

講義2：ည合理ㄽのኚ㑄／㢡口腔機能㞀ᐖ患者への対応／総括

䚷実習のまとめ／㢡㐠動とည合ჾ

講義2：ည合理ㄽのኚ㑄／㢡口腔機能㞀ᐖ患者への対応／総括

䚷㢡機能㞀ᐖの病態／ည合との関䜟り方

講義2：ည合理ㄽのኚ㑄／㢡口腔機能㞀ᐖ患者への対応／総括

䚷ナ䝋ロジーと中ᚰ位／生理学的ည合ㄽ

2 Ỉ 2 㫽ᕢ 講義室6B

日⛬表

1回 4 2 Ỉ 1 㫽ᕢ 講義室6B

3回 4 2 Ỉ 3 㫽ᕢ 講義室6B

2回 4

教員8名 臨床実習室4B

4回 4 9 Ỉ 1 教員8名 臨床実習室4B

5回 4 9 Ỉ 2

7回 4 16 Ỉ 1

1

教員8名 臨床実習室4B

8回 4 16 Ỉ 2 教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B

11回 4 23 Ỉ 2 教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B

14回 4 30 Ỉ 2

30 Ỉ 1

1 㫽ᕢ

教員8名 臨床実習室4B

13回 4

教員8名 臨床実習室4B

臨床実習室4B

5 7 Ỉ 2

講義室6B

教員8名

5 28 Ỉ

21回 5 28 Ỉ 3 㫽ᕢ 講義室6B

19回

17回

20回 5 28 Ỉ 2 㫽ᕢ 講義室6B

6回 4 9 Ỉ 3

9回 4 16 Ỉ 3

12回 4 23 Ỉ 3

10回 4 23 Ỉ

15回 4 30 Ỉ 3

18回 5 7 Ỉ 3

16回 5 7 Ỉ 1

教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B

教員8名 臨床実習室4B
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年度 2025 学期 1・2䠭 曜日・校時 時間割を参照 必修選択 必修 単位数 （19） 

科目番号 

授業科目名/(英語名) 

25054609 

科目ナンバリング・コード DNGD33321988 

成育歯学/（Pe㼐iatric an㼐 Ortho㼐ontic Dentistry） 

対象年次 5 年次 講義形態 P㻮L・講義 教室 P㻮L 室，講義室 6㻮 

対象学生(クラス等)             科目分類   統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

吉田教᫂/nori@nagasaki-u.ac.jp/歯科▹正学/819-7669，ᑠඣ歯科学/819-7672，口腔ಖ೺学/819-7663， 

୙ᅾ時をの䛮き 17：00 以㝆 

担当教員(オム 講義担当䇷吉田教᫂，日㧗 ⪷，川下⏤⨾Ꮚ，ᩧᐑ康ᐶ（㠀常໅講ᖌ） 

ニバス科目等) P㻮L 担当䇷森田幸Ꮚ㻘 ᑠ∾༤ஓ 

授業の概要ཬび位置づけ 

４年次までに᪤に学習した口腔ಖ೺学，歯科▹正学，ᑠඣ歯科学な䛹の基礎知識を学生⮬ら総合的に再構⠏し，成育歯学と

してこ䛹䜒のライフ䝃イクルに応じた口腔ಖ೺⟶理，咬合⟶理ができるように検査，診断，治療，メインテナンスについて総合的

理解を深める。 

授業到達目標 

(1) ⮬らၥ題をⓎぢし，そのၥ題解Ỵのため✚ᴟ的に行動し⤖ᯝを説᫂できる。 

(2) ライフ䝃イクルに応じた口腔ಖ೺⟶理，咬合⟶理の㔜要性が理解できる。 

(3) 正常なⓎ生，成㛗Ⓨ育およびຍ㱋による形態的・機能的≉ᚩが説᫂できる。 

(4) 成㛗Ⓨ育の␗常や୙正咬合の✀類，原ᅉおよびண㜵法がิᣲできる。 

(5) 成㛗Ⓨ育の␗常や୙正咬合の治療の必要性，㐺ษな治療㛤ጞ時期，ண後を説᫂できる。 

(6) 成㛗Ⓨ育の␗常や୙正咬合の検査，診断，治療計⏬，治療法が 説᫂できる。 

(7) ▹正治療による医原性障害とそのฎ置とண㜵を説᫂できる。 

(8) ၁顎口⵹⿣，ඛኳ␗常，顎変形症に対する診断，⟶理，治療のὶれが説᫂できる。 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を㌟につけている。 

䠠䠬２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を㌟につけている。 

䠠䠬４：歯科口腔⑌患を඲㌟⑌患と関連付けて診断できる臨床能力を㌟につけている。 

䠠䠬５：歯科口腔医療の現ሙにおけるၥ題Ⓨぢ・解Ỵ能力を㌟につけ、リ䝃ーチマインドを修得している。 

䠠䠬６：ከᵝ໬する歯科口腔医療のニー䝈に༶応し、ඛ➃的医療を実践するために、生ᾭにரり⮬ᕫ୺導型学習を⥅⥆できる。 

授業方法（学習指導法） 

P㻮L チュートリアル形式(21 回)と講義形式（7 回）合計 28 回実᪋。 

授業内容 

（概要）21 回はシナリオを౑䛳ての䠬Ｂ䠨形式の授業を行い，7 回は講義形式の授業を行う。 

講義は䛂成育歯科䛃の䠬Ｂ䠨型授業を通して，学生⮬らが顎㢦㠃口腔領域におけるこ䛹䜒の成㛗Ⓨ育に関する知識を統合さ

せ，ライフスタイルに応じた口腔ಖ೺⟶理，咬合⟶理について学習したことを䝧ースに，よりᑓ㛛性の㧗い知識を提供することを

目的とする。 

（内容） 

1 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース１ 

2 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース１ 

3 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース１ 

4 回目 䜿ース１⮬学⮬習 

5 回目 䜿ース１⮬学⮬習 

6 回目 䜿ース１⮬学⮬習 

7 回目 䜿ース１⮬学⮬習 

8 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース１セッション 

9 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース１セッション 

10 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース 2  

11 回目 䜿ース 2 ⮬学⮬習 

12 回目 䜿ース 2 ⮬学⮬習 

13 回目 䜿ース 2 ⮬学⮬習 

14 回目 䜿ース 2 ⮬学⮬習 

15 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース 2 セッション 

16 回目 P㻮L チュートリアル䜿ース 2 セッション 

17 回目 䜿ース１，2 学習後の⮬ᕫ・相互評価 

18 回目 プレゼンテーション㈨ᩱ作成⮬学⮬習 

19 回目 プレゼンテーション（グループ䛤とに） 

20 回目 プレゼンテーション（グループ䛤とに） 
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21 回目 プレゼンテーション（グループ䛤とに） 

22 回目 講義 1   䛂ඛ➃▹正歯科治療䛃                㔠ᑿ ᫭    

23 回目 講義 2   䛂う⼃ண㜵⟶理䛃                                         川下⏤⨾Ꮚ 

24 回目 講義 3   䛂ライフ䝃イクルに応じた口腔ಖ೺⟶理・咬合⟶理䛃         日㧗 ⪷ 

25 回目 講義 4   䛂口腔・顎㢦㠃のⓎ育を障害するඛኳ␗常 1䛃            日㧗 ⪷ 

26 回目 講義 5   䛂口腔・顎㢦㠃のⓎ育を障害するඛኳ␗常 2䛃            日㧗 ⪷ 

27 回目 講義 6   䛂୙正咬合の成り❧䛱䛃                          吉田 教᫂  

28 回目 講義 7   䛂⮬୺学習 （レポート作成）䛃                      吉田 教᫂ 

キーワード ライフ䝃イクル，Ⓨ生，成㛗Ⓨ育，う⼃，歯㧊⅖，୙正咬合，原ᅉ，ண㜵，診断，治療 

教科書・教材・参考書 口腔ಖ೺学，歯科▹正学，ᑠඣ歯科学でᥖ㍕している䜒の 

成績評価の方法・基準等 䠬Ｂ䠨形式授業は出席，態度，討議内容，⮬学⮬習の⤖ᯝのⓎ⾲な䛹を各担当のファシリテータが

総合的に評価。定期考査は，レポート提出とする。点数の㓄点は，時間数に応じて䠬Ｂ䠨評価と提

出レポートとで総合評価し 60 点以上を合᱁とする。 

受講要件(履修条件) 出席⋡は学㒊つ๎にᚑ䛳て評価する。3/4 以上の出席で受験㈨᱁を得る。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー ライフ䝃イクルを考慮した口腔ಖ೺学，歯科▹正学，ᑠඣ歯科学についての⮬ᕫ学習は必㡲。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・吉田 教明／現役歯科医師の大学病院における実務経験／成育歯学臨床（特に矯正歯科）

に必要な基本的知識，技術を指導する。 
・日高 聖／現役歯科医師の大学病院における実務経験／成育歯学臨床（特に小児歯科）に

必要な基本的知識，技術を指導する。 
・川下⏤⨾Ꮚ／現役歯科医師の大学病院における実務経験／成育歯学臨床（特に予防歯科）

に必要な基本的知識，技術を指導する。 
・金尾 晃（㠀常໅講ᖌ）／現役歯科医師の歯科医院における実務経験／成育歯学臨床（特に

矯正歯科）に必要な基本的知識，技術を指導する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

P㻮Lチュートリアル䜿ース１

䚷

P㻮Lチュートリアル䜿ース１

P㻮Lチュートリアル䜿ース１

䜿ース１⮬学⮬習

䜿ース１⮬学⮬習

䜿ース１⮬学⮬習

䜿ース１⮬学⮬習

P㻮Lチュートリアル䜿ース１セッション

P㻮Lチュートリアル䜿ース１セッション

P㻮Lチュートリアル䜿ース2

䜿ース2⮬学⮬習

䜿ース2⮬学⮬習

䜿ース2⮬学⮬習

䜿ース2⮬学⮬習

P㻮Lチュートリアル䜿ース2セッション

P㻮Lチュートリアル䜿ース2セッション

䜿ース１，2学習後の⮬ᕫ・相互評価

プレゼンテーション㈨ᩱ作成⮬学⮬習

プレゼンテーション（グループ䛤とに）

プレゼンテーション（グループ䛤とに）

プレゼンテーション（グループ䛤とに）

講義1䚷リソースセッション
䛂ඛ進▹正歯科治療䛃

講義2䚷リソースセッション
䛂う⼃ண㜵⟶理䛃

講義2䚷リソースセッション
䛂ライフ䝃イクルに応じた口腔ಖ೺⟶理・咬合⟶理䛃

講義3䚷リソースセッション
䛂口腔・顎㢦㠃のⓎ育を障害するඛኳ␗常1䛃

講義4䚷リソースセッション
䛂口腔・顎㢦㠃のⓎ育を障害するඛኳ␗常2䛃

講義5䚷リソースセッション
䛂୙正咬合の成り❧䛱䛃

講義7䚷リソースセッション
⮬୺学習（レポート作成）

P㻮L室

教員6名 P㻮L室

P㻮L室

P㻮L室

講義室6㻮

26回 6 30 ᭶ 3 日㧗 講義室6㻮

25回 6 30 ᭶ 2 日㧗

15回 4 25 㔠 1 教員6名

16回 4 25 㔠 2 教員6名

P㻮L室

教員6名 P㻮L室

P㻮L室

12回 4 17 ᮌ 5 教員6名 P㻮L室

P㻮L室

8回 4 17 ᮌ 1 教員6名

17 ᮌ 2 教員6名

教員6名

㔠 2 教員6名4

4 㔠 6 教員6名

日⛬⾲

1回 4 4 㔠 1

4 㔠 5

4回 4 4 㔠 4 P㻮L室

2回 4

3回 4 4 㔠 3 教員6名 P㻮L室

教員6名 P㻮L室

5回 P㻮L室

7回 4 4 㔠 7

教員6名

6回 4

4

P㻮L室

教員6名 P㻮L室

9回 4

教員6名 P㻮L室

11回 4 17 ᮌ 4 教員6名

10回 4 17 ᮌ 3

17 ᮌ 7 教員6名

P㻮L室

13回 4 17 ᮌ 6

P㻮L室14回 4

教員6名 講義室6㻮

21回 4 25 㔠 7 教員6名 講義室6㻮

25 㔠 6 教員6名 講義室6㻮

17回 4 25 㔠 3 教員6名

19回 4 25 㔠 5

川下

20回 4

18回 4 25 㔠 4

講義室6㻮

22回 5 8 ᮌ 7 㔠ᑿ

24回 6 30 ᭶ 1 日㧗

講義室6㻮

23回 6 23 ᭶ 2

講義室6㻮

講義室6㻮28回 7 14 ᭶ 5 吉田

27回 7 14 ᭶ 4 吉田 講義室6㻮
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054606 

DNGD33291987 

口腔⭘⒆学/（Oral Oncology） 

対象年次 5 年次 講義形態  䠬Ｂ䠨・講義形式 教室  P㻮L 室・講義室 6Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

川㷂஬㑻/gka㼣a@nagasaki-u.ac.jp/病院 8 㝵口腔顎㢦㠃እ科学分野医ᒁ/095-819-7698（内 7698）/随時 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 川﨑஬㑻、大森ᬒ௓ 

授業の概要 

口腔顎㢦㠃㒊領域にⓎ生する⭘⒆の概要を理解し㻘 診断・治療の進め方を理解する。 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

 ⭘⒆の診断と治療について理解し、その内容を説᫂できる。 

ಶู行動目標 S㻮Os： 

1.⭘⒆の✀類と≉ᚩを説᫂できる。 

2.⭘⒆の診断と治療法を説᫂できる。 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】 

 

 

 

E-2-4) 

E-2-4) 

 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を㌟につけている。 

䠠䠬４：歯科口腔⑌患を඲㌟⑌患と関連付けて診断できる臨床能力を㌟につけている。 

䠠䠬５㻦歯科口腔医療の現ሙにおけるၥ題Ⓨぢ・解Ỵ能力を㌟につけ、リ䝃ーチマインドを修得している。  

            

授業方法（学習指導法） 

 

P㻮L および講義を行う。P㻮L では㻘 口腔顎㢦㠃㒊領域にⓎ生する⭘⒆の症例に関して㻘 臨床ീをよりල体的に供ぴし㻘 コ䝭ュニ䜿

ーションおよびプレゼンテーション能力を㧗めるようにする。講義では㻘口腔⭘⒆学における最新の知ぢཬび P㻮L で得られた知識

の確認が行えるようにする。 

授業内容 

 

1 回目 P㻮L 症例 part1 シナリオの提示㻘 ஦実のᢳ出および௬説のタ定（担当：各ファシリテータ） 

2 回目 P㻮L 症例 part1 ௬説に基づいた学習ㄢ題のタ定および分担（担当：各ファシリテータ） 

3 回目 P㻮L 症例 part1 学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

4 回目 P㻮L 症例 part1 学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

5 回目 P㻮L 症例 part1 学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

6 回目 P㻮L 症例 part1 セッション（担当：各ファシリテータ） 

7 回目 プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

8 回目 プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

9 回目 P㻮L 症例 part2 シナリオの提示㻘 ஦実のᢳ出㻘 ௬説㻘 学習ㄢ題のタ定および分担（担当：各ファシリテータ） 

10 回目 P㻮L 症例 part2 ௬説に基づいた学習ㄢ題のタ定および分担（担当：各ファシリテータ）  

11 回目 P㻮L 症例 part2 学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

12 回目 P㻮L 症例 part2 学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ）  

13 回目  P㻮L 症例 part2 セッション、P㻮L ⮬ᕫ評価および相互評価（担当：各ファシリテータ） 

14 回目 プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

15 回目 プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）（担当：各ファシリテータ） 

16 回目 プレゼンテーション 

17 回目 プレゼンテーション 

18 回目 プレゼンテーション 

19 回目 ண備 

20 回目 ண備 

キーワード 口腔⒴㻘 歯原性⭘⒆㻘 㠀歯原性⭘⒆㻘 㠀歯原性ᝏ性⭘⒆㻘 

教科書・教材・参考書 ≉に指定せ䛪 

等 

成績評価の方法・基準 P㻮L での討議およびⓎ⾲を評価 60䠂㻘 テスト（ᐈほ試験）40䠂 
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受講要件(履修条件) つ定の通り 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 口腔⭘⒆の診断・治療は大変㔜要な分野です。༑分な学習をされることを期待します。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・川㷂 ஬㑻／㛗崎大学病院にて臨床業務にᚑ஦／実㝿の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 

・大森 ᬒ௓／㛗崎大学病院にて臨床業務にᚑ஦／実㝿の臨床に基づいた症例の診断および治療

について教授する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

P㻮L症例part1䚷

シナリオの提示㻘 ஦実のᢳ出および௬説のタ定

P㻮L症例part1䚷

௬説に基づいた学習ㄢ題のタ定および分担

P㻮L症例part1䚷

学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part1䚷

学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part1䚷

学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part1䚷

セッション

P㻮L症例part1䚷

プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part2䚷

プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part2䚷

シナリオの提示㻘 ஦実のᢳ出および௬説のタ定

P㻮L症例part2䚷

௬説に基づいた学習ㄢ題のタ定および分担

P㻮L症例part2䚷

学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part2䚷

学習ㄢ題についてのレポート作成（⮬学⮬習）

P㻮L症例part2䚷

セッション

プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）

プレゼンテーション㈨ᩱ作成（⮬学⮬習）

プレゼンテーション

プレゼンテーション

プレゼンテーション

ண備

ண備

講義室6㻮20回 4 24 ᮌ 5

講義室6㻮

19回 4 24 ᮌ 4 講義室6㻮

18回 4 23 Ỉ 6 川崎/大森

講義室6㻮

17回 4 23 Ỉ 5 川崎/大森 講義室6㻮

16回 4 23 Ỉ 4 川崎/大森

P㻮L室

15回 4 10 ᮌ 7 各ファシリテーター P㻮L室

14回 4 10 ᮌ 6 各ファシリテーター

P㻮L室

13回 4 10 ᮌ 5 各ファシリテータ P㻮L室

12回 4 10 ᮌ 4 各ファシリテータ

P㻮L室

11回 4 10 ᮌ 3 各ファシリテータ P㻮L室

10回 4 10 ᮌ 2 各ファシリテータ

P㻮L室

9回 4 10 ᮌ 1 各ファシリテータ P㻮L室

8回 4 3 ᮌ 8 各ファシリテータ

P㻮L室

7回 4 3 ᮌ 7 各ファシリテータ P㻮L室

6回 4 3 ᮌ 6 各ファシリテータ

P㻮L室

5回 4 3 ᮌ 5 各ファシリテータ P㻮L室

4回 4 3 ᮌ 4 各ファシリテータ

1 各ファシリテータ P㻮L室

3回 4 3 ᮌ 3 各ファシリテータ P㻮L室

2回 4 3 ᮌ 2 各ファシリテータ P㻮L室

1回 4 3 ᮌ
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054635 

DNGD33441987 

ၚᾮ⭢⑌患と障害/（Sali㼢ary Glan㼐 Diseases an㼐 Disor㼐ers） 

対象年次 5 年次 講義形態  䠬Ｂ䠨・講義形式 教室  P㻮L 室・講義室 6Ｂ 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

஭㝯ྖ/ i-takashi@nagasaki-u.ac.jp /ඛ進口腔医療㛤Ⓨ学/095-819-7706（内 7706）/᭶曜 14：00～15：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ఫ田吉៞、஭㝯ྖ、⟃Ἴ㝯幸、∦℩┤ᶞ、ᑠᒣ田常一、㧗ᮌ幸๎、ᒣ田᭸弘、ᱵ田㞞Ꮥ 

授業の概要ཬび位置づけ 

ၚᾮ⭢⑌患と障害の基本知識を理解し、習得する。ၚᾮ⭢⑌患の診断・治療の進め方を考え、臨床におけるุ断力を習得する。

P㻮L 方式を導入し、症例を基に必要な検査・診断・治療法を学生⮬ら提示し、それを解Ỵするពḧ・態度を㣴い、知識・⮬୺性を

㌟につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

理解する。ၚᾮ⭢⑌患の概ᛕ、Ⓨ症機ᗎཬび病理的≉ᚩを理解し、ຍえて薬理学的・解๗学的知

識に基づいた治療方㔪の提示ができる。 

ಶู行動目標 S㻮Os： 

1䠊ၚᾮ⭢の構造、機能ཬび分Ἢ調整機ᗎを説᫂できる。 

2䠊ၚ石症の≉ᚩ、症≧、診断法ཬび治療法を説᫂できる。 

3䠊ၚᾮ⭢⅖の✀類、≉ᚩ、症≧、診断法ཬび治療法を説᫂できる。 

4䠊ၚᾮ⭢⭘⒆の✀類、≉ᚩ、症≧、診断法ཬび治療法を説᫂できる。  

5䠊Sj㾁gren 症ೃ⩌の≉ᚩ、症≧、診断法ཬび治療法を説᫂できる。 

 

 

ၚᾮ⭢⑌患と障害における症≧・病態を理解する。ၚᾮ⭢における⮬ᕫච␿⑌患、⭘⒆、⅖症を  

 

【平成 28 年度歯学教育モ

デル・コア・カリキュラム】 

E-2-2) 

E-2-4) 

E-2-4) 

E-2-4) 

E-2-4) 

6䠊口腔・顎㢦㠃領域に症≧を現すアレル䜼ー性⑌患、⭺原病、ච␿␗常の症≧を説᫂できる。 E-2-4) 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬４：歯科口腔⑌患を඲㌟⑌患と関連付けて診断できる臨床能力を㌟につけている。 

䠠䠬５：歯科口腔医療の現ሙにおけるၥ題Ⓨぢ・解Ỵ能力を㌟につけ、リ䝃ーチマインドを修得している。 

授業方法（学習指導法） 

P㻮䠨形式を採⏝し、ేせて講義形式で行う。シナリオに基づきグループ䛤とに学生⮬らがၥ題をⓎぢし、解㔘、解Ỵする⮬学・⮬

習を基本とした学習形態を整える。学生が⮬学⮬習で得た知識を⮬ら確認できるように、講義において解説を行う。 

授業内容 

1 回目 シナリオ提示、シナリオᢕᥱ、班内での各ேのᙺ割分担 

2 回目 ၥ題点ᢳ出、調査項目Ỵ定 

3 回目 各⮬調査、⮬習 

4 回目 各⮬調査、⮬習 

5 回目 グループ䛤とに討論、まとめ、レポート提出 

6 回目 グループ䛤とに討論、まとめ、レポート提出 

7 回目 ၚᾮ⭢⑌患の診断 

8 回目 ၚᾮ⭢⑌患（ᄞ⬊・⅖症・ၚ石） 

9 回目 口腔஝⇱症（ᨵၿ薬）の薬理 

10 回目 ၚᾮ⭢⭘⒆の病理 

11 回目 ၚᾮ⭢と࿘ᅖ組⧊の解๗ 

12 回目 シェーグレン症ೃ⩌ 

13 回目 ၚᾮ⭢⑌患（Ⰻ性⭘⒆） 

14 回目 ၚᾮ⭢⑌患（ᝏ性⭘⒆） 

15 回目 IgG4 関連⑌患 

キーワード ၚᾮ⭢⑌患 

教科書・教材・参考書 口腔እ科学 ⓑ◁වග 他 医歯薬出版/標準口腔እ科学 ℩ᡞⓣ一 他 医学書院/ 

歯科における薬の౑い方 デンタル䝎イ䝲モンド♫ 

等 

成績評価の方法・基準 Ⓨ⾲、討論態度 50㻑  試験 50㻑 

到達目標の理解度の評価 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席、授業中の態度、✚ᴟ性 

ジ) 

備考(学生へのメッセー これまでの講義でᇵ䛳た知識のア䜴トプットをすることで知識の䝤ラッシュアップをᅗります。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・井 隆司／長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務／再生医療研究・

口腔外科学についての講義 
・住田 吉慶／名古屋大学・長崎大学の病院口腔外科における診療経験、歯科医学研究の実務 
／唾液腺疾患の診断についての講義 
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・片瀬 直樹／長崎大学の病院における病理診断業務の経験、歯科医学研究の実務／唾液腺腫

瘍の病理についての講義 
・高木 幸則／長崎大学の病院歯科放射線科・口腔乾燥外来における診察の経験、歯科医学研

究の実務／シェーグレン症候群についての講義 
・山田 朋弘／九州大学・長崎大学の病院口腔外科における診察の経験、歯科医学研究の実務

／唾液腺腫瘍についての講義 
・梅田 雅孝／長崎大学の病院リウマチ・膠原病内科における診察の経験、医学研究の実務／

IgG4 関連疾患についての講義 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

シナリオ提示、シナリオᢕᥱ、班内での各ேのᙺ割分担

ၥ題ᢳ出、調査項目Ỵ定

各⮬調査、⮬習

各⮬調査、⮬習

まとめ、レポート提出

まとめ、レポート提出

ၚᾮ⭢⑌患の診断

ၚᾮ⭢⑌患（ᄞ⬊・⅖症・ၚ石）

口腔஝⇱症（ᨵၿ薬）の薬理

ၚᾮ⭢⭘⒆の病理

IgG4関連⑌患

シェーグレン症ೃ⩌

ၚᾮ⭢⑌患（Ⰻ性⭘⒆）

ၚᾮ⭢⑌患（ᝏ性⭘⒆）

ၚᾮ⭢と࿘ᅖ組⧊の解๗

講義室6㻮

講義室6㻮15回 5 27 ⅆ 3 ᑠᒣ田

14回 5 27 ⅆ 2 ᒣ田

講義室6㻮

13回 5 27 ⅆ 1 ᒣ田 講義室6㻮

12回 5 26 ᭶ 3 㧗ᮌ

講義室6㻮

11回 5 26 ᭶ 2 ᱵ田 講義室6㻮

10回 5 26 ᭶ 1 ∦℩

講義室6㻮

9回 5 20 ⅆ 3 ⟃Ἴ 講義室6㻮

8回 5 20 ⅆ 2 ஭

P㻮L室

7回 5 20 ⅆ 1 ఫ田 講義室6㻮

6回 4 8 ⅆ 5 ஭

P㻮L室

5回 4 8 ⅆ 4 ஭ P㻮L室

4回 4 1 ⅆ 4 ஭

1 ஭ P㻮L室

3回 4 1 ⅆ 3 ஭ P㻮L室

2回 4 1 ⅆ 2 ஭ P㻮L室

日⛬⾲

1回 4 1 ⅆ
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時  時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054627 

DNGD33561987 

࿘⾡期口腔機能⟶理学/3URIHVVLRQDO PDQDJHPHQW RI RUDO IXQFWLRQ LQ SHULRSHUDWLYH 

SHULRG） 

対象年次 5 年次 講義形態  䠬Ｂ䠨形式 講義形式 教室  P㻮L 室、講義室 6㻮 

対象学生(クラス等)     5 年生 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

㬼㣫 Ꮥ/ ukai@nagasaki-u.ac.jp /口腔⟶理センター/095-819-7707（内 7707）/᭶曜 13：00～14：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 㬼㣫 Ꮥ、㯮ᮌ၏ᩥ、吉ᯇᫀᏊ、中ᑿ⣖Ꮚ 

授業の概要 

࿘⾡期口腔機能⟶理に関しての講義を行う。 

学生が症例を基に患者の病態を理解し、治療法を考えグループでၥ題を提㉳し、それを解Ỵするពḧ・態度を㣴い、知識・⮬

୺性を㌟につける。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

࿘⾡期口腔⟶理において必要な治療を選択できる知識を㌟に付ける。 

ಶู行動目標 S㻮Os： 

1.診ᐹ、検査および診断に必要な஦項をิᣲできる。 

2.歯科治療と඲㌟⑌患との関連を理解し説᫂できる。 

3.各✀臨床検査の基準್を知り、㔜要な␗常್のព࿡を説᫂できる。 

4.各情報から患者の病態を理解し、治療法を計⏬できる力を㌟に付ける。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

 

 

E-1-1)㻘 E-1-2)㻘 E-1-3) 

E-1-3)㻘 E-5-1) 

E-1-3)㻘 E-6 

A-3 

対応するディプロマポリシー 

䠠䠬４：歯科口腔⑌患を඲㌟⑌患と関連付けて診断し、治療計⏬を❧᱌できる臨床能力を㌟につけている。 

䠠䠬５：歯科口腔医療の現ሙにおけるၥ題Ⓨぢ・解Ỵ能力を㌟につけ、リ䝃ーチマインドを修得している。 

授業方法（学習指導法） 

 

୺に講義形式で行い、一㒊 P㻮䠨形式を採⏝する。P㻮L では症例に基づきグループ䛤とに学生⮬らがၥ題をⓎぢ、解㔘、解Ỵ

する学習形態で実᪋する。 

授業内容 

 

� ᅇ目㸸࿘⾡ᮇ口腔ᶵ⬟⟶理ࡣ࡜ 

� ᅇ目㸸医科歯科連ᦠ 

� ᅇ目㸸心⮚ᡭ⾡患者の口腔⟶理 

   � 回目㸸ࢇࡀᡭ⾡患⪅の口腔⟶理 

� 回目㸸ᖿ⣽⬊、⮚器⛣᳜患者の口腔⟶理 

� 回目㸸ㄗᄟ性⫵⅖ 

� 回目㸸 診口腔⟶理 

� 回目㸸໬学療法・ᨺᑕ⥺治療患者の口腔⟶理 

� 回目㸸㦵྾཰ᢚ薬౑⏝患者の口腔⟶理 

�� 回目㸸歯࿘組⧊⟶理 

�� 回目㸸義歯・咬合⟶理 

�� 回目㸸⦆和䜿ア 

�� 回目㸸症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論 

�� 回目㸸症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論 

�� 回目㸸症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論 

 

キーワード ࿘⾡期口腔機能⟶理 
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教科書・教材・参考書 ≉になし 

等 

成績評価の方法・基準 ・出席 30㻑、Ⓨ⾲・討論態度 30㻑、レポート（理解度で評価する）40㻑 

受講要件(履修条件) 2/3 以上の出席、授業への取り組み≧ἣ、各グループでの討論での✚ᴟ性な䛹を㔜どします。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー これからの歯科医療において㔜要な分野となりますのでし䛳かりと理解して䛟䛰さい。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に ・㬼㣫 Ꮥ、㯮ᮌ၏ᩥ、吉ᯇᫀᏊ、中ᑿ⣖Ꮚ／㛗崎大学病院口腔⟶理センター診療にᚑ஦／診療

経験を基に歯科診療に必要な知識について教授する。 
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No. ᭶ 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

࿘⾡期口腔機能⟶理とは

医科歯科連ᦠ

心⮚ᡭ⾡患者の口腔⟶理

が䜣ᡭ⾡患者の口腔⟶理

ᖿ⣽⬊、⮚器⛣᳜患者の口腔⟶理

ㄗᄟ性⫵⅖

 診口腔⟶理

໬学療法・ᨺᑕ⥺治療患者の口腔⟶理

㦵྾཰ᢚ薬౑⏝患者の口腔⟶理

歯࿘組⧊⟶理

義歯・咬合⟶理

⦆和䜿ア

症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論

症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論

症例提示、計⏬❧᱌、Ⓨ⾲、討論

P㻮L室

15回 6 25 Ỉ 6
㬼㣫・㯮
ᮌ・吉ᯇ

講義室6㻮

14回 6 25 Ỉ 5
㬼㣫・㯮
ᮌ・吉ᯇ

講義室6㻮

13回 6 25 Ỉ 4
㬼㣫・㯮 講義室6㻮㻘
ᮌ・吉ᯇ P㻮L室

12回 6 4 Ỉ 6 㯮ᮌ

講義室6㻮

11回 6 4 Ỉ 5 㯮ᮌ 講義室6㻮

10回 5 21 Ỉ 1 㬼㣫

講義室6㻮

9回 4 30 Ỉ 6 㬼㣫 講義室6㻮

8回 4 30 Ỉ 5 㬼㣫

講義室6㻮

7回 4 30 Ỉ 4 中ᑿ 講義室6㻮

6回 4 24 ᮌ 3 㬼㣫

講義室6㻮

5回 4 24 ᮌ 2 㯮ᮌ 講義室6㻮

4回 4 24 ᮌ 1 㯮ᮌ

3回 4 22 ⅆ 3 吉ᯇ 講義室6㻮

2回 4 22 ⅆ 2

1回 4 22 ⅆ 1 㬼㣫 講義室6㻮

㬼㣫 講義室6㻮
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054628 

DNGD 33571992 

生活習慣病と口腔/（Life-Style Related Disease and Oral Environment） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・e-learning 形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

近藤 好夫/yosioji@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学/095-819-7757（内 7757）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 近藤 好夫，西村英紀（非常勤講師 九州大学） 

授業の概要 

 生活習慣病等への対策・ヘルスプロモーションにおける「口腔・全身健康学」の広い知識を持ち、かつチーム医療の重要性を理

解し実践するマインドを涵養する。歯学と医学そして行政との融合を理解する。 

 なおこの講義は、文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革-死

生学や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の構築-」の一環として行われる。 

 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

い知識を持ち、かつチーム医療の重要性を理解し実践するマインドを涵養する。 

  

個別行動目標 SBOs： 

1.食生活、栄養、口腔疾患と全身の健康について説明できる。 

2.健康増進に寄与する歯科医学について説明できる。 

 

 

 

生活習慣病等への対策・ヘルスプロモーションにおける「口腔・全身健康学」の広  

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

E-3-3)-(3)-①, 

F-3-2)-⑤ 

対応するディプロマポリシー 

DP2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

講義及び e-learning を用いた講義による。 

授業内容 

1 回目： 講義シリーズ１（e-learning 1） 認知症と生活習慣病 

2 回目： 講義シリーズ１（e-learning 2） 運動器リハビリテーション概説 

3 回目： 講義シリーズ１（e-learning 3） 口腔の健康が出産へ及ぼす影響－歯周病と早産・低体重児出産の関連－ 

4 回目： 講義シリーズ１（e-learning 4） 生活習慣病に対する栄養学的アプローチ 

5 回目： 講義シリーズ１（e-learning 5） 睡眠時無呼吸症候群の概要と歯科的アプローチ 

6 回目： 健康増進のための歯科医学、糖尿病や全身疾患との関連 1（仮題） 

7 回目： 健康増進のための歯科医学、糖尿病や全身疾患との関連 2（仮題） 

8 回目： 健康増進のための歯科医学、糖尿病や全身疾患との関連 3（仮題） 

 

キーワード  

教科書・教材・参考書 指定無し 

等 

成績評価の方法・基準 講義受講および e-learning 受講後に実施される確認テストおよび受講後のレポートにより評価する。 

受講要件(履修条件) 予定されるすべての e-learning の確認テストに合格し、同 e-learning のレポートが提出されていること。

対面講義を欠席した場合は e-learning を追加する。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 対面講義と e-learning が混在するため注意すること。かなり現場に近い講義シリーズになるが、自らが

歯科医師としてどのように関わるかを想像しながら聴講していただきたい。対面講義においては講師に

対し礼を失しないよう振る舞うこと。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・近藤 好夫／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に生活習慣病

と口腔に関する基礎を教授する。 
・西村 英紀／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に生活習慣病

と口腔に関する健康科学について教授する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

講義シリー䝈䠍（e-learning 1）

認知症と生ά習័病

講義シリー䝈䠍（e-learning 2）

㐠動ჾリ䝝䝡リ䝔ーシ䝵ン概説

講義シリー䝈䠍（e-learning 3）

口腔の೺ᗣが出⏘へ及䜌すᙳ㡪䠉歯周病と᪩⏘・పయ㔜ඣ出⏘の関連䠉

講義シリー䝈䠍（e-learning 4）

生ά習័病に対するᰤ養学的アプローチ

講義シリー䝈䠍（e-learning 5）

╧╀時↓࿧྾症候群の概要と歯科的アプローチ

೺ᗣቑ進のための歯科医学、⢾ᒀ病䜔全身疾患との関連1（௬題）

೺ᗣቑ進のための歯科医学、⢾ᒀ病䜔全身疾患との関連2（௬題）

೺ᗣቑ進のための歯科医学、⢾ᒀ病䜔全身疾患との関連3（௬題） 講義室6B8回 5 9 㔠 6 すᮧ英⣖

講義室6B

4 23 Ỉ 7

7回 5 9 㔠 5 すᮧ英⣖

講義室6B

講義室6B

講義室6B

4回 講義室6B

⠏山 ᑦ司 講義室6B2回 4 9 Ỉ 7

3回 4 16 Ỉ 7 㛗㇂ᕝ ᲈ

6回 5 9 㔠 4

5回 4 30 Ỉ 7 Ỉ口䚷一

すᮧ英⣖

㛗㇂ᕝ ♸Ꮚ

日⛬表

1回 4 2 Ỉ 7 ⳻ᕝ ᮃ 講義室6B
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 㻌 学ᮇ㻌 1・2㻽㻌 曜日・校時㻌 㻌 時㛫๭をཧ↷㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 （19）㻌

授業コード㻌

授業科目㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25054618㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌 㻰N㻳㻰33401987㻌

╧╀㞀ᐖと疾患㻛（㻿㼘㼑㼑㼜㻌㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐㻌㼎㼞㼑㼍㼠㼔㼕㼚㼓㻌㻰㼕㼟o㼞㼐㼑㼞）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 䠑ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 講義㻌 教室㻌 講義室 6㻮㻌 㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 ⤫ྜ科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

୰ᮧ㻌΅：㼣㼍㼠㼍㼞㼡㼋㼚㼍㼗㼍㼙㼡㼞㼍㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻌㻛A Ჷ 4 㝵 25 ྕ室㻛095㻙819㻙7636（内 7636）㻛16：00䡚18：00㻌

担当教員㻔オム

ニ䝞ス科目等㻕㻌
୰ᮧ΅、ᰗ本᝷ᕷ㻔ᗈᓥ大学㻕䠈内ᮧ┤ᑦ（ஂ␃⡿大学）䠈㐲藤ᣅ㑻（៞᠕義ሿ大学）㻌

ຍ藤㝯史（大㜰大学）䠈Ụᓮ࿴ஂ（ஂ␃⡿大学）䠈Ụᕝ哲治,㻌◁ᕝ⋞ᚿ㑻（理化学◊✲ᡤ）㻌

授業のᴫ要㻌

╧╀㞀ᐖ䛜ᘬ䛝㉳䛣す䠈䛥ま䛦まなṑ科的な疾患の病ែを理ゎ䛧䠈ṑ科的な治療法を用いるሙྜの䠈臨床的なὀព

点を学⩦する。そのために䠈╧╀に関する生理学的な機⬟を理ゎする。また䠈㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症ೃ⩌のṑ科的

な治療方法のᐇ㝿を䠈ຮᙉする。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻛㻌 㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

・╧╀㞀ᐖ䛜関連するṑ科的疾患の病ែと治療方法を理ゎする。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

・╧╀時↓࿧྾の原因、診ᐹ、検ᰝ、診断ཬ䜃治療方㔪をᴫ説䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成28ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻

䝳ラム䛇㻌

㻱㻙2㻙4㻕㻙㻔11㻕㻌 㻌 㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬１：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する基礎的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠎：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する臨床的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠐：ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

講義䛷䛿スライドを୰ᚰに、䝥䝸ン䝖の㓄௜とᯈ᭩を使用する。また、㻼㻮㻸 形ᘧ䛷病ែの理ゎを῝め╧╀㞀ᐖの病ែ生理機

構を学䜆。 
授業内容㻌

講義㻌

1 回目：㻌 㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症ೃ⩌の治療法㻌 （་科的な治療方法について）㻌 㻌 担当㻌 内ᮧ㻌

2 回目：㻌 ╧╀学ᴫ論（自然╧╀の生理学的なᙺ๭と╧╀㞀ᐖの病ែ生理について）㻌 㻌 担当㻌 㐲藤㻌

3 回目：㻌 㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症ೃ⩌の治療法㻌 （ṑ科的な治療方法について）㻌 㻌 担当㻌 Ụᓮ㻌

4 回目：㻌 ╧╀時ブラ䜻䝅ズムの病ែ㻌 （╧╀時ブラ䜻䝅ズムの病ែ生理について）㻌 㻌 担当㻌 ຍ藤㻌

5 回目：㻌 ཱྀ⭍生理学から生ᾭṑ科学䜈䇾㼀㼕㼙㼕㼚㼓㻌㼕㼟㻌㻱㼢㼑㼞㼥㼠㼔㼕㼚㼓䇿㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 担当㻌 ୰ᮧ΅㻌

6 回目：㻌 アス䝸ー䝖からみたス䝫ー䝒ṑ学㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 担当㻌 Ụᕝ㻌

7 回目：㻌 ╧╀㞀ᐖと疾患問題₇⩦䐟㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 担当㻌 ୰ᮧ΅㻌

8 回目：㻌 㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾の㛗ᓮ大学䛷のṑ科的治療の診断・治療ୖのὀព点を学䜆㻌 担当㻌 ᰗ本㻌

9 回目：㻌 ╧╀㞀ᐖと疾患問題₇⩦䐠㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 担当㻌 ୰ᮧ΅㻌

10 回目：㻌 ேᕤ෤╀の臨床応用にྥけて㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 担当㻌 ◁ᕝ㻌

䜻ーワード㻌 㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症ೃ⩌䠈ブラ䜻䝅ズム、サーカ䝕䜱アン䝸ズム㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 １䠊୍⯡་のための╧╀臨床䜺イドブ䝑ク㻌 ⳻ᕝὈኵ㻌 ┘ಟ㻌 ་学᭩㝔㻌

䠎䠊ᅗゎ㞧学㻌 ╧╀の䛧䛟み㻌 㫽ᒃ㙠ኵ㻌 ┘ಟ㻌 䝘䝒メ♫㻌

３䠊╧╀のメカニズム㻌 ஭ୖᫀḟ㑻㻌 ⦅㻌 ᮅ಴᭩ᗑ㻌

䠐䠊䝠䝖䛿な䛬╀るのか㻌 ஭ୖᫀḟ㑻㻌 ⦅㻌 ⟃ᦶ᭩ᡣ㻌

䠑.㻌 ༴㝤ない䜃䛝䛜生ά⩦័病をᣍ䛟䟿㻌 㕥ᮌಇ௓䠈ᑠ学㤋ᩥᗜ㻌

䠒.㻌ពእと䛣䜟い╧╀時↓࿧྾症ೃ⩌㻌 成஭ᾈྖ㻌 講ㄯ♫㻌

䠓.㻌 㻌 N㻴㻷 ス䝨䝅䝱ル㻌 病の㉳※㻌 䠪䠤䠧出∧㻌

‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・基 出ᖍ⋡䠈授業୰のែᗘ・✚ᴟ的ྲྀ䜚組みを重ど。講義レ䝫ー䝖によ䜚成⦼ホ౯を⾜䛖。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 ᪤に学⩦䛧た基礎科目の▱識を基┙と䛧た臨床科目とい䛖ほ点からᤊ䛘るᚲ要䛜䛒る。ᚑ䛳て䠈

␲問を感䛨たሙྜ䛿䠈㝶時・㐺ᐅ基礎科目の᚟⩦䛜ᚲ要となる。㻌

ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉 㻌

㻌

による授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員 ・内ᮧ㻌 ┤ᑦ䠋ṑ科་㝔における診療⤒㦂（⢭⚄་学）㻌䠋大学病㝔における診療⤒㦂をඖに⢭⚄་

学に関する講義を⾜䛖。㻌

・ຍ藤㻌 㝯史䠋大㜰大学་学㒊㝃属病㝔における診療⤒㦂（╧╀㞀ᐖ治療）㻌 䠋診療⤒㦂をඖに╧

╀㞀ᐖ治療に関する講義を⾜䛖。㻌

・Ụᓮ㻌 ࿴ஂ䠋⌧ᙺṑ科་ᖌ䛜ṑ科་㝔におけるᐇົ⤒㦂（╧╀㞀ᐖ治療）㻌 䠋自㝔䛷の診療⤒㦂

をඖに╧╀㞀ᐖ治療に関する講義を⾜䛖。㻌
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・୰ᮧ㻌 ΅㻌䠋大学病㝔における診療⤒㦂（╧╀㞀ᐖ治療）䠋診療⤒㦂をඖに╧╀㞀ᐖ治療に関する

講義を⾜䛖。㻌

・ᰗ本㻌 ᝷ᕷ䠋ᗈᓥ大学病㝔における診療⤒㦂（ཱྀ⭍እ科学・࿘⾡ᮇ⟶理）䠋大学病㝔における診療

⤒㦂をඖにཱྀ⭍እ科学・࿘⾡ᮇ⟶理に関する講義を⾜䛖。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症候群の医科的治療法

㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症候群の医科的な治療法について

╧╀学概論

自↛╧╀の生理学的な役割（サーカディアンリ䝈ム）と╧╀障害の病態

生理について

㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症候群の歯科的治療法

㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症候群の歯科的な治療法について

╧╀時ブラキシ䝈ムの病態生理

サーカディアンリ䝈ムと╧╀調⠇機構の᭱᪂知見

䇾Ti㼙ing is Everything䇿

╧╀学PBL䐟

╧╀障害と関連疾患に関する病態を問題₇習形式で学習する

╧╀学PBL䐠

╧╀障害と関連疾患に関する病態を問題₇習形式で学習する

人ᕤ෤╀の臨床応用にྥけて

～能動的ప௦ㅰをయ ⟶理療法に応用できる䛛䠛～ 講義室䠒B10回 7 16 Ỉ 2～3

ᰗ本᝷ᕷ 講義室䠒B

9回 7 16 Ỉ 1～2 中ᮧ΅ 講義室䠒B

砂ᕝ⋞ᚿ㑻

講義室䠒B

7回 7 15 ⅆ 1～2 中ᮧ΅ 講義室䠒B

Ụᕝဴ治6回 7 14 月 2～3 アスリート䛛ら䜏たスポー䝒歯学

講義室䠒B

5回 7 14 月 1～2 中ᮧ΅ 講義室䠒B

4回 7 8 ⅆ ５～䠒 加⸨隆ྐ

講義室䠒B

2回 7 7 月 2～3

8回 7 15 ⅆ 2～3 䛂኱学病院における㛢ሰᆺ╧╀時↓࿧྾症候群治療のᐇ㝿䛃

日⛬表

1回 7 7 月 1～2 内ᮧ直ᑦ 講義室䠒B

㐲⸨ᣅ㑻 講義室䠒B

3回 7 8 ⅆ ４～５ Ụᓮ࿴ஂ
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年度 2025 学期 2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054621 

DNGD33431990 

㞳ᓥ歯科医学/（Dentistry in re㼙ote island） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ᕝୗ⏤⨾Ꮚ/yu㼙iko-t@nagasaki-u.ac.jp/口腔ಖ೺学医ᒁ/095-819-7663（内 7663）/木曜 17：00～ 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 㠀常໅講ᖌ：小∾᠇明（こまき歯科医院）、す山 Ẏ（㮵ඣᓥ኱学）、㔝中ᩥ㝧（医学㒊）、田中 ᗣ཭、山

ᅬ ኱㍤（㛗ᓮ኱学病院）、ከ田ᾈ᫭（歯学㒊） 

授業の概要 

㞳ᓥ歯科ಖ೺医療ᐇ習について、その意義䜔目的を学䜆。ᚋ期䛛らጞまるᐇ習で䛿௓ㆤ䜔行ᨻの௙஦をᐇ㝿にయ験し、歯

科医院ᐇ習で䛿ゼ問歯科䜔小㞳ᓥ診療ᡤ䜋䛛、㞳ᓥならで䛿の診療のᵝᏊ、ồめられる歯科の䛒り方を知ることができる。 

㛗ᓮ┴䛿日本一㞳ᓥがከい┴で䛒る。㞳ᓥにおける歯科医療、ಖ೺、⚟♴について学修する。 

また、㞳ᓥ医療で䜒㔜要なከ⫋種連ᦠについて䜒学修する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

ከ⫋種連ᦠの概念を理解する。 

る。 

個別行動目標 SBOs： 

䠍．ᆅ域社఍（へきᆅ・㞳ᓥをྵ䜐）における歯科医療の現状を概説できる。 

䠎．ᆅ域ໟᣓ䜿アシス䝔ムの概念、およびከ⫋種連ᦠのᅾり方を理解する。 

䠏．䛛䛛りつけ歯科医等の役割を理解する。 

５．医療チーム䜔各構成員（歯科医ᖌ、医ᖌ、薬๣ᖌ、┳ㆤᖌ、歯科⾨生ኈ、歯科

ᢏᕤኈ、その他の医療⫋）の役割分担と連ᦠ・責任యไを説明できる。 

䠒．ಖ೺・医療・⚟♴・௓ㆤにおけるከ⫋種連ᦠと歯科医ᖌの役割を説明できる。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

（㞳ᓥ）ᆅ域における医療、ಖ೺、⚟♴のᐇ㝿を㏻して、ᆅ域ໟᣓ䜿アシス䝔ム䜔 㻭䇲䠓 

 

患者中ᚰのチーム医療の㔜要性を理解し、他の医療ᚑ஦者との連ᦠを身に付け 㻭-5 

 

 

㻭-䠓䇲1) 

㻭-7-1) 

㻭-7-1) 

４．ᆅ域におけるᅾᏯ医療、ᩆᛴ医療及び㞳ᓥ・へきᆅ医療のయไを説明できる。 㻭-7-1) 

対応するディプロマポリシー 

 

DP䠕：ከ⫋種との間で༠調性をᣢってチーム医療をᐇ㊶できる。 

DP䠍䠌：㞳ᓥへきᆅを䛿䛨めとするᆅ域・ᅜ㝿社఍に㈉⊩するᙉい意ᚿをᣢって、歯科口腔医療をᐇ㊶できる。 

 

授業方法（学習指導法） 

講義形式 

 

授業内容 

1 回目：㞳ᓥにおける歯科医療について （小∾） 

2 回目：ከ⫋種連ᦠ䐟理学療法ኈとして （田中） 

3 回目：ከ⫋種連ᦠ②స業療法ኈとして （高ᶫ）  

4 回目：㞳ᓥᐇ習について（ከ田）  

5 回目：㮵ඣᓥ኱学のᐇ᪋してきた㞳ᓥ歯科ᕠ回診療について （す山） 

6 回目：஬ᓥ調査について （ᕝୗ）  

7 回目：㞳ᓥの定義、特徴および㞳ᓥ医療について （㔝中） 

キーワード 㞳ᓥ、ᆅ域医療、ಖ೺、⚟♴ 

教科書・教材・参考書 㞳ᓥ・へきᆅ医療学講ᗙ、㞳ᓥ医療研究ᡤ䝩ーム䝨ージ㻘 

http㻦//ritouken.co㼙 

 

等 

成績評価の方法・基準 レポート：ㄢ題をラックスにてお知らせする。 

レポート䛿、レポートとして必要なことが説明䛥れている䛛評価䛥れ、60 点以上を合᱁とする。 

受講要件(履修条件) なし 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 㞳ᓥᐇ習開ጞ๓に学ົಀ䛛ら ID/P㼃 を受けྲྀりログインしてᐇ習開ጞ๓アン䜿ートに応えること。 

㠀常໅講ᖌによる特別講義䛿♩⠇を䜟きまえること。また出席を㔜どする。 

䈜外㒊䛛らの講ᖌがከいため、日⛬のኚ᭦時に䛿、ラックスならびに学ົಀを㏻䛨て஦๓にお知ら

せします。 
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よる授業科目 

ᐇົ⤒験の䛒る教員に ・小∾ ᠇明䠋現役歯科医ᖌが歯科医院におけるᐇົ⤒験䠋ᓥᕋᆅ域における歯科医院のྲྀり

組䜏について説明する。 

・す山 Ẏ䠋現役歯科医ᖌが኱学病院におけるᐇົ⤒験䠋ᓥᕋᆅ域における歯科医療の意義、

ྲྀり組䜏について説明する。 

・㔝中 ᩥ㝧䠋現役医ᖌが኱学病院と஬ᓥ中ኸ病院におけるᐇົ⤒験䠋ᓥᕋᆅ域における医療

ಖ೺⚟♴の意義、ྲྀり組䜏について説明する。 

・田中 ᗣ཭䠋現役理学療法ኈが኱学病院におけるᐇົ⤒験䠋理学療法ኈとከ⫋種連ᦠの意

義、ྲྀり組䜏方を説明する。 

・山ᅬ ኱㍤䠋現役స業療法ኈが኱学病院におけるᐇົ⤒験䠋స業療法ኈとከ⫋種連ᦠの意

義、ྲྀり組䜏方を説明する。 

・ከ田 ᾈ᫭䠋現役歯科医ᖌが኱学病院におけるᐇົ⤒験䠋ᓥᕋᆅ域における歯科医療の意

義、ྲྀり組䜏について説明する。 

・ᕝୗ ⏤⨾Ꮚ䠋現役歯科医ᖌが኱学病院と住Ẹ೺診におけるᐇົ⤒験䠋ᓥᕋᆅ域における歯

科医療の意義、ྲྀり組䜏について説明する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

㞳ᓥにおける歯科医療について

㞳ᓥ歯科ಖ೺医療ᐇ習について

ከ⫋種連ᦠ䐟（理学療法ኈとして）

ከ⫋種連ᦠ䐠（స業療法ኈとして）

㮵ඣᓥ኱学のᐇ᪋してきた㞳ᓥ歯科ᕠ回診療について

஬ᓥ調査の⤂௓

㞳ᓥの定義、特徴および㞳ᓥ医療について

㞳ᓥ歯科医学日⛬表

2回 6 26 木 4 ከ田 講義室6B

講義室6B

4回 6 26 木 6 山ᅬ 講義室6B

3回 6 26 木 5 田中

講義室6B

5回 7 3 木 4

7 3 木 5 ᕝୗ

講義室6B

1回 6 20 㔠 8 小∾ 講義室6B

7回 7 3 木 6 㔝中

す山 講義室6B

6回
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年度 2025 学期 2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054613 

DNGD33361991 

医療面᥋/（㻹edical Intervie㼣） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・ᐇ習形式 教室  各㒊ᒇ・講義室 6B 

対象学生(クラス等)      科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ゅ ᛅ㍤/su㼙i@nagasaki-u.ac.jp/⥲合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/㝶時 䈜᮶室๓に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ゅ ᛅ㍤䠈ಛ木ᚿᮁ（㠀常໅講ᖌ ඖᮾி医科歯科኱学）䠈᭹ᕳ㇏（㠀常໅講ᖌ ᗈᓥ኱学）䠈㏆⸨ዲኵ䠈

ከ田ᾈ᫭䠈㔝中ឡᜨ（㠀常໅講ᖌ ඖ 㻶I㻯㻭 ジュニアᑓ㛛員）䠈木ᮧὈ⏨（臨床教授）䠈㬼㣫孝䠈㙊田幸治䠈

山ୗ฼ె䠈㔝上朋幸䠈ᮡ本ᾈ司䠈ᵽ口㈡ዉᏊ䠈他༠力教員 

授業の概要 

 歯科疾患をᢪえる患者を全身的・全人的にᤊえる態度および問題解決ᚿྥに対する理解を῝める。また䠈ಙ㢗関ಀを確❧する

ためのコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンの㔜要性を理解し䠈その能力を身に付ける。これらを㏻して䠈歯科医ᖌとしての人᱁をᾰ養することの㔜

要性を理解しなけれ䜀ならない。 

 

授業到達目標 

ンに関する知識䠈態度䠈ᢏ⾡を身に付ける。 

個別行動目標 SBOs ： 

する。（知識䠗᝿㉳） 
 
  2. 歯科医ᖌとしてのプロフェッシ䝵ナリ䝈ムを説明する。（知識䠗᝿㉳） 

 
 
  3. 患者の社఍的・ᚰ理的⫼ᬒを考៖する。（態度・習័） 
 
  4. 患者のᶒ฼に㓄៖する。（態度・習័） 
 

に㓄៖する。（態度・習័） 
 
  6. ṇ確䛛つ必要༑分な医療面᥋を行う。（ᢏ能） 

 

 

一般目標 GIO ：患者との良ዲな人間関ಀの構⠏するために必要なコ䝭ュニ䜿ーシ䝵 【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

 

  1. コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンの意義䠈目的とᢏ法（ゝ語的・準ゝ語的・㠀ゝ語的）を説明 㻭-1-1)䐡䐣㻘 㻭-1-2)㻘 㻭-1-3)㻘 㻭-3䐟䐢䐣

䐤㻘 㻭-4-1)㻘 㻭-4-2) 
 
㻭-1-1)䐡䐣㻘 㻭-1-2)㻘 㻭-1-3)㻘 㻭-5-1)䐟

䐠䐡䐢䐣䐤㻘 㻭-6-1)㻘 㻭-6-2)㻘 㻭-6-3) 
 
㻭-1-2)㻘 㻭-3䐟䐢䐣䐤㻘 㻭-4-2) 
 
㻭-1-2)㻘 㻭-3䐟䐢䐣䐤㻘 㻭-4-2) 
 

  5. ಖ೺䠈医療に関するᅜ㝿的ㄢ題について理解し䠈コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンをとる㝿 㻭-4-2)㻘 㻭-7-2) 

 
 
㻭-1-1) 䐡䐣㻘 㻭-1-2)㻘 㻭-1-3)㻘 㻭-3䐟䐢

䐣䐤㻘 㻭-4-1)㻘 㻭-4-2)㻘 㻭-5-1) 䐟䐠䐡䐢

䐣䐤 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ䠓：患者中ᚰの歯科口腔医療をᒎ開するための㇏䛛な人間性と೔理ほを身につけている。 

ＤＰ䠔：患者にಙ㢗ឤとᏳᚰឤを୚えることができる高いコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ン能力を身につけている。 

ＤＰ䠕：ከ⫋種との間で༠調性をᣢってチーム医療をᐇ㊶できる。 

授業方法（学習指導法） 

 プリントとスライドを用いた講義䠈SGD 形式の学習䠈ᶍᨃ患者に対する医療面᥋ᐇ習および䝡デオ学習。 

 䛿䛨めに䠈医療面᥋に関する基♏知識とコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンの基本的ᢏ法を講義により学習する。次いで䠈小グループᐇ習とᶍᨃ

患者を用いたロールプレイᐇ習を行い䠈形成的評価を⧞㏉し受けることによって医療面᥋についての基本的態度䠈ᢏ能および知

識を修得する。䛥らに䠈医療にᦠ䜟る者としての人᱁のᾰ養にᮃましいጼໃと態度を考える。 

 

授業内容 

 

 1 回目： 医療面᥋の目的と⥲論  

 2 回目： 医療コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンをとるためのᢏ法 1 

 3 回目： 医療コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンをとるためのᢏ法 2 

 4 回目： 医療コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンをとるためのᢏ法 3 

 5 回目： 対人場面をスムー䝈にするㄢ題解決ロールプレイング 1 

 6 回目： 対人場面をスムー䝈にするㄢ題解決ロールプレイング 2  

 7 回目： 対人場面をスムー䝈にするㄢ題解決ロールプレイング 3  

 8 回目： 医療行動科学₇習 （䝡デオ学習䠗診療開ጞ・診療中・診療ᚋ） 

 9 回目： SGD （医療面᥋ᐇ習評価シートస成）䠈PLS （プロダクト発表） 

10 回目： SGD （医療面᥋ᐇ習評価シートస成）䠈PLS （プロダクト発表） 

11 回目： ロールプレイᐇ習 1 （面᥋䠋評価トライアル） 

12 回目： ロールプレイᐇ習 2 （面᥋䠋評価トライアル） 

13 回目： SP シ䝭ュレーシ䝵ンᐇ習 1 （ึ診時医療面᥋） 

14 回目： グローバルコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ン 1 277
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15 回目： グローバルコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ン 2 

16 回目： ロールプレイᐇ習 3 （面᥋䠋評価トライアル） 

17 回目： SP シ䝭ュレーシ䝵ンᐇ習 2 （ึ診時医療面᥋） 

18 回目： SP シ䝭ュレーシ䝵ンᐇ習 3 （ึ診時医療面᥋） 

 

キーワード コ䝭ュニ䜿ーシ䝵ン䠈ᩗ語䠈プロフェッシ䝵ナリ䝈ム䠈医療行動科学 

教科書・教材・参考書 参考書：医療面᥋ᢏ法とコ䝭ュニ䜿ーシ䝵ンのとり方䠈⚟ᓥ統⦅䠈メジカル䝡ュー社 

      よ䛟䜟䛛る医療面᥋とᶍᨃ患者䠈㕥木ᐩ㞝・㜿㒊ᜨᏊ⦅䠈名ྂᒇ኱学出版఍ 

 

等 

成績評価の方法・基準 医療行動科学䛿➹グ試験また䛿レポートで評価する。医療面᥋ᐇ習䛿䠈学生の┦஫評価䠈ᶍ

ᨃ患者の評価およびフ䜯シリ䝔ーターのほᐹグ㘓によって評価する。これらの平ᆒ点 60 点以上

を合᱁とする。 

 

受講要件(履修条件) 授業に出席した時数が授業を行った時数の 3 分の 2 に達しない場合䠈成績評価の対象とならない。 
また䠈ᐇ習䛿必䛪出席しなけれ䜀ならない。 
 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 他人のゝⴥ䛛ら䠈必要な᝟ሗをᘬき出すことを学びます。人にᚰを開いて䜒らえるよう䠈ゝⴥ㐵い䛰け

でな䛟䠈表᝟䠈身䛰しな䜏にいたるまで䠈自分を☻いて䛟䛰䛥い。 

 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・角 忠輝／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコミ

ュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・俣木 志朗／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・服巻 豊／総合病院における臨床心理士業務／総合病院における臨床心理士としての経験を

元に患者とのコミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・多田 浩晃／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・野中 愛恵／元国際協力事業団医療協力部第一課ジュニア専門員／JICA における経験を元

に，国際医療支援活動について講義形式の授業を行っている 
・木村 泰男／長崎大学病院における歯科診療行為 ／大学病院における診療行為を元に患者

とのコミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・鵜飼 孝／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコミ

ュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・鎌田 幸治／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・山下 利佳／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・野上 朋幸／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・杉本 浩司／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者とのコ

ミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
・樋口 賀奈子／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に患者との

コミュニケーションに必要な基本的技法などを教授する。 
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N㼛. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

医療面接の目的と総論

医療コミュニケーションをとるための技法 䠍

医療コミュニケーションをとるための技法 䠎

医療コミュニケーションをとるための技法 䠏

医療行動科学演習䚷（ビデオ学習；診療開始・診療中・診療後）

小グループ実習䚷医療面接実習評価シート作成

プロダクト（医療面接実習評価シート）発表䡡ウ㆟

小グループ実習䚷医療面接実習評価シート作成

プロダクト（医療面接実習評価シート）発表䡡ウ㆟

ロールプレイ実習䠍（面接／評価トライアル）

ロールプレイ実習䠎（面接／評価トライアル）

SPシミュレーション実習䠍（初診時医療面接）

グローバルコミュニケーション 䠍

グローバルコミュニケーション 䠎

ロールプレイ実習䠏（面接／評価トライアル）

SPシミュレーション実習䠎（初診時医療面接）

SPシミュレーション実習䠏（初診時医療面接）

講義室䠒䠞

6教室

講義室䠒䠞

6 19 木 6
近藤好夫
/多田浩晃

6 20 㔠 4
近藤好夫
/多田浩晃

6教室

4 㔠 6

4

17回 7 4 㔠 5 教員6

教員6

講義室䠒䠞

8回

7 2 Ỉ 4 野中愛恵

講義室䠒䠞

4 㔠

14回

6 27 㔠 5 教員6

教員616回 7 6教室

6教室18回 7

6教室

12回

6 27 㔠 6

6教室

15回 7 2 Ỉ 5 野中愛恵

教員6

講義室䠒䠞

6回 6 18 Ỉ 5 服巻䚷豊
対人場面をスムーズにする課題解決ロールプレイング䠎
䠉自ᕫ理解と他者理解のど点を育䜐䠉

対人場面をスムーズにする課題解決ロールプレイング䠏
䠉自ᕫ理解と他者理解のど点を育䜐䠉

13回

11回 6 27 㔠 4 教員6

9回

6 20 㔠 5
近藤好夫
/多田浩晃

10回

俣木志朗 講義室䠒䠞

5回 6 18 Ỉ 4
対人場面をスムーズにする課題解決ロールプレイング䠍
䠉自ᕫ理解と他者理解のど点を育䜐䠉

服巻䚷豊 講義室䠒䠞

4回 6 17 ⅆ 6

講義室䠒䠞

7回 6 18 Ỉ 6 服巻䚷豊 講義室䠒䠞

3回 6 17 ⅆ 5 俣木志朗 講義室䠒䠞

2回 6 17 ⅆ 4 俣木志朗

日⛬表

1回 6 4 Ỉ 4 角䚷忠輝 講義室䠒䠞

講義室䠒䠞
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054629 

DNGD 33581990 

医療倫理・プロフェッショナリズム論/（Medical Et㼔ics and Pr㼛㼒essi㼛nalism） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・e-learning 形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 忠輝/sumi@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 角 忠輝䚸㛗㇂ ⏤⣖子（非常勤講師） 

授業の概要 

 患者は歯科医師と言う職業に対する信頼を᭷することで䚸全く知らない歯科医師に自らの診療をチしている。プロフェッショナリズ

ムとは社会の信頼を得るための保ドを生み出すものとしてᐃ義される。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

るための態度䚸倫理観を᭷して行動できる。そのために䚸歯科医師としての自ᕫを

評価し生ᾭにわたって向上をᅗることができる。 

  

個別行動目標 SBOs： 

1. 倫理的問題をᢕᥱし䚸倫理的ཎ๎に基䛵いて行動できる。 

2. 法的責任・つ⠊を㑂Ᏺする。 

3. 他者のᑛཝをᑛ重し䚸利他的䚸ඹ感的䚸ㄔ実䚸正┤に対応できる。 

の立場をᑛ重する。 

5. 常に自ᕫを評価・⟶理し䚸自分の知識䚸技能䚸行動に責任を持つことができる。 

6. 医科歯科㐃携および多職種㐃携を実践できる。 

7. 自らのキ䝱リアをデ䝄インし䚸自ᕫ୺導ᆺ学修により常に自ᕫの向上をᅗること

ができる。 

8. 歯科医師としてのプロフェッショナリズムを説明でき，患者の権利に配慮できる。 

 

 

患者とその関係者䚸医療チームのメンバーをᑛ重し䚸責任を持って医療を実践す  

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキ

ュラム】 

A-1,  

A-4-2)-⑥, 䐥, 

 4. 患者とその関係者の心理・社会的要ᅉと␗ᩥ໬䚸社会的背景に関心をᡶい䚸そ A-5-1)-⑤, 䐥, 

 A-9 

対応するディプロマポリシー 

DP7：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

DP8：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。  

授業方法（学習指導法） 

さま䛦まな方向性の஦౛をᥦ♧し䚸グループディスカッションを行い䚸発表により全యウ論を行う。 

授業内容 

 1 回目：プロフェッショナリズム概論 

 2 回目：プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ 1 SGD 

 3 回目：プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ 1 発表 

 4 回目：プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ 2 SGD 

 5 回目：プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ 2 発表 

6 回目：多職種で考えるプロフェッショナリズム論（௬題） 

 7 回目：多職種で考えるプロフェッショナリズム論（௬題）  

8 回目：医療倫理・プロフェッショナリズム論 まとめ 

 

キーワード 医療倫理，プロフェッショナリズム 

教科書・教材・参考書 教科書：≉に指ᐃしない 

参考書：医師のための䝟フ䜷ーマンス学ධ門 日⤒ BP 社 

      ヰを⪺かない医師 ᛮいが言えない患者 㞟英社 

等 

成績評価の方法・基準 医療倫理・プロフェッショナリズム論は➨ 8 回目の授業中に筆記試験で評価する。プロフェッショナリズ

ム演習は，学生の相互評価および観察記録によって評価する。これらの平均点 60 点以上を合格とす

る。 

受講要件(履修条件) 授業に出席した時数が授業を行った時数の 3 分の 2 に達しない場合，成績評価の対象とならない。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 信頼を得るとは䛹う言うことか䚸について⤯えず自問自⟅し自らを磨いて䜋しい。 
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よる授業科目 
実務経験のある教員に ・角 忠輝／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に医療倫理・プロ

フェッショナリズムを教授する。 
・長㇂ ⏤⣖子／大学病院における歯科診療ࠊಖ೺⾨⏕業務／大学病院における診療行為を元

に医療倫理・プロフェッショナリズムを教授する。 
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N㼛. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

プロフェッショナリズム概論

プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ1 SGD

プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ1 発表

プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ2 SGD

プロフェッショナリズム演習 ஦౛᳨ウ2 発表

多職種で考えるプロフェッショナリズム論（௬題）

多職種で考えるプロフェッショナリズム論（௬題）

医療倫理・プロフェッショナリズム論 まとめ 講義室䠒䠞

7 15 ⅆ 5

8回 7 17 木 5 角䚷忠輝

講義室䠒䠞

7回

7 15 ⅆ 4 㛗㇂⏤⣖子

㛗㇂⏤⣖子 講義室䠒䠞

6回

講義室䠒䠞

5回 6 26 木 7 角䚷忠輝 講義室䠒䠞

4回 5 21 Ỉ 3 角䚷忠輝

講義室䠒䠞

3回 5 2 㔠 6 角䚷忠輝 講義室䠒䠞

2回 5 2 㔠 5 角䚷忠輝

日⛬表

1回 5 2 㔠 4 角䚷忠輝 講義室䠒䠞
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054630 

DNGD 33591992 

急性期医療/（Medical Care for an Acute Phase） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義・e-learning 形式 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

近藤 好夫/yosioji@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学/095-819-7757（内 7757）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 近藤 好夫 

授業の概要 

 周術期口腔機能管理、がん口腔支持療法など、急性期医療における「口腔・全身健康学」の知識を持ち、かつチーム医療の重

要性を理解し実践するマインドを涵養する。医学、看護学、栄養学との融合を図る。 

 なおこの講義は、文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学 

教育改革-死生学や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の構築-」の一環として行われる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

全身健康学」の知識を持ち、かつチーム医療の重要性を理解し実践するマ

インドを涵養する。 

  

個別行動目標 SBOs： 

1.全身状態を観察する目を養い、適切な全身管理法を学ぶ。 

2.歯科治療時の全身的偶発症の対処法、予防法を学ぶ。 

 

 

 

周術期口腔機能管理、がん口腔支持療法など、急性期医療における「口腔・  

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

E-1-4)-(4)-③, 

 E-1-5)-⑩, 

 E-1-6)-①, E-6 

対応するディプロマポリシー 

DP2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。  

DP4：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

DP7：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

DP8：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。  

DP9：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

主に e-learning を用いた講義による。 

授業内容 

 

1 回目：講義シリーズ２（e-learning 1）歯学生・歯科医療者が知っておくべき臨床腫瘍学総論 

2 回目：講義シリーズ２（e-learning 2）頭頸部癌に対する放射線治療の実際と顎口腔領域の合併症について 

3 回目：講義シリーズ２（e-learning 3）がん化学療法の実際と口腔内合併症への対策 

4 回目：講義シリーズ２（e-learning 4）歯学生が知っておくべき集中治療の知識 

5 回目：講義シリーズ２（e-learning 5）歯学生・歯科医師が知っておくべき周術期管理学の歴史と潮流 

6 回目：講義シリーズ２（e-learning 6）歯学生・歯科医療者が知っておくべき周術期口腔管理・がん口腔支持療法の実際－総論－ 

7 回目：講義シリーズ２（e-learning 7）歯学生・歯科医療者が知っておくべき周術期看護 

8 回目：講義シリーズ２（e-learning 8）周術期の栄養管理について 

 
キーワード 全身管理 局所麻酔 全身偶発症の予防 

教科書・教材・参考書 指定無し 

等 

成績評価の方法・基準 講義受講後に実施される確認テストおよび受講後のレポートにより評価する。 

受講要件(履修条件) 予定されるすべての講義の確認テストに合格し、すべての講義のレポートが提出されていること 

ジ) 

備考(学生へのメッセー かなり現場に近い講義シリーズになるが、自らが歯科医師としてどのように関わるかを想像しながら聴

講していただきたい。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・近藤 好夫／大学病院における歯科診療行為／大学病院における診療行為を元に急性期医療

に関する基礎を教授する。 
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N㼛. ᭶ 日 曜日 校時 授業㡯目・授業内容 教員名 教室

講義シリーズ䠎（e-learning 1）

䛂歯学生・歯科医療者が知っておく䜉き臨床⭘⒆学総論䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 2）

䛂㢌㢕部⒴に対するᨺᑕ⥺治療の実際と㢡口腔㡿ᇦの合ే⑕について䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 3）

䛂が䜣໬学療法の実際と口腔内合ే⑕への対⟇䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 4）

䛂歯学生が知っておく䜉き㞟中治療の知識䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 5）

䛂歯学生・歯科医師が知っておく䜉き࿘術期⟶理学のṔྐと₻ὶ䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 6）

講義シリーズ䠎（e-learning 7）

䛂歯学生・歯科医療者が知っておく䜉き࿘術期┳ㆤ 䛃

講義シリーズ䠎（e-learning 8）

䛂࿘術期のᰤ養⟶理について䛃 講義室6B8回 7 11 㔠 7 㛗㇂ᕝ䚷♸子

講義室6B

7回 7 4 㔠 7 ㊊⩚䚷孝子 講義室6B

6回 6 27 㔠 7 䛂歯学生・歯科医療者が知っておく䜉き࿘術期口腔⟶理・が䜣口腔ᨭ持療法の実際䠉総論䠉䛃 ᭮ᡃ䚷㈼ᙪ

講義室6B

5回 6 20 㔠 7 ᳃ᯇ䚷༤ྐ 講義室6B

4回 6 13 㔠 7 小ᯘ䚷ồ

講義室6B

3回 5 30 㔠 7 ⓒ合ⲡ䚷健ᆂ志 講義室6B

2回 5 23 㔠 7 ᯇ㷂䚷⚽信

日⛬表

1回 5 16 㔠 7 田➃䚷㞞ᘯ 講義室6B
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 時間割を参照 必修選択  必修 単位数 （19） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25054631 

DNGD 33601992 

ᅾᏯ௓護医療/（㻴o㼙e Medical Care） 

対象年次 5 年次 講義形態  講義 教室  講義室 6B 

対象学生(クラス等)     歯学部 科目分類  統合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ஂᯇᚨᏊ/norinori@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学/095-819-7757（内 7757）/随時 ※来室前に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ஂᯇᚨᏊ 

授業の概要 

 歯科医師の多くは開業医の医療提౪体制で地域医療を担っているが、生άの自❧度がẚ㍑的ಖたれた患者を診ることが多く、

患者の⤊ᮎ期・死䜒ྵめ、人の一生をぢᤣえる歯科医療のᅾり方を考える⤒㦂がᑡない。患者の⤊ᮎ期・死䜒ྵめ、人の一生をぢ

ᤣえた健康長寿社会の実現のために歯科医療がどう䛒るべきかを考え、㈉⊩する歯科医師のマインドを㔊成する。 

 なおこの講義は、文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革-死

生学や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の構築-」の一環として行われる。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

回᚟期、៏性期医療およびᅾᏯ医療における「口腔・全身健康学」のᗈい知識を持ち、かつチーム医療およびᅾᏯ・ゼၥ歯科診

療の重要性を理解し実践する。 

  

個別行動目標 SBOs：                        【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

・患者中心のチーム医療の意義を説明できる。      A-5-1) 

・地域医療・地域保健のあり方を説明できる。      A-7-1) 

・保健・医療・福祉・介護について説明できる。     B-2-2) 

・在宅医療について説明できる。            E-5-1), 㻲-3-7) 

・介護医療について説明できる。            E-5-1), 㻲-3-7) 

・ACP・緩和ケアについて説明できる。         A-5-1)-䐥 

対応するディプロマポリシー 

DP2：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。  

DP4：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

DP7：患者中心の歯科口腔医療を展開するための豊かな人間性と倫理観を身につけている。 

DP8：患者に信頼感と安心感を与えることができる高いコミュニケーション能力を身につけている。  

DP9：多職種との間で協調性を持ってチーム医療を実践できる。 

DP10：㞳ᓥへき地をは䛨めとする地域・ᅜ際社会に㈉⊩するᙉいពᛮを持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

講義 

授業内容 

8 回予定。 

ᅾᏯ医療・௓護医療における、地域医療、௚職種との関わり、チーム医療、ಖ健・医療・⚟♴・௓護の連携、現状、人生の᭱期等に

ついて講義を行う。 

講義内容のヲ⣽は、㒔度提♧する。 

キーワード 回᚟期医療、៏性期医療およびᅾᏯ医療 

教科書・教材・参考書 指定無し 

等 

成績評価の方法・基準 課題レポートでの評価を行う。 

出ᖍ䠈㏣ヨ㦂䠈෌ヨ㦂等は学部つ定にᚑう。 

受講要件(履修条件) 学部つ定にᚑう。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー かなり現場に近い講義シリーズになるが、自らが歯科医師としてどのように関わるかを想像しながら聴

講していただきたい。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・久松 徳子／大学病院における診療経験（摂食嚥下リハビリテーション治療・補綴治療）／

大学病院における診療経験をもとに摂食嚥下リハビリテーション治療に関する講義を行う。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

日程表

1回 5 23 金 4 総論 久松 講義室6B

久松 講義室6B

3回 7 2 水 6 治療技術 久松 講義室6B

2回 5 30 金 4 臨床課題

久松 講義室6B

5回 7 10 木 6 緩和ケア・ACP 久松 講義室6B

4回 7 9 水 6 医学的管理

久松 講義室6B

7回 7 18 金 4 BCP 久松 講義室6B

6回 7 16 水 5 小児

久松 講義室6B8回 7 18 金 6 連携
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ᖺᗘ 2025 学期 1・2㻽 曜日・校時 時㛫๭䜢ཧ↷ ᚲಟ㑅ᢥ  ᚲಟ ༢఩ᩘ （1㻥） 

科目␒ྕ 

科目䝘䞁䝞リ䞁䜾・䝁ー䝗 

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕 

25054622 

㻰N㻳㻰33341㻥㻥0 

⤫合医療学㻛（ 㻵n㼠egra㼠i㼢e 㻹e㼐i㼏ine ） 

対㇟ᖺḟ 5 ᖺḟ 講義ᙧែ  䠬䠞䠨・講義ᙧᘧ 教室  㻼B㻸 室・講義室 6䠞 

対㇟学生㻔䜽䝷䝇➼㻕      科目ศ㢮  ⤫合科目 

ᢸᙜ教員㻔科目㈐௵者㻕 㻛 㻱 䝯ー䝹䜰䝗䝺䝇㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛䜸䝣䜱䝇䜰䝽ー 

ゅ ᛅ㍤㻛㼟㼡㼙i㻬naga㼟a㼗i-㼡.a㼏.㼖㼜㻛総合歯科臨床教⫱学教授室㻛0㻥5-81㻥-7750（内 7750）㻛㝶時 䈜᮶室๓に☜ㄆの䛣と 

䝇科目➼㻕 

ᢸᙜ教員㻔䜸䝮䝙䝞 ௒ᮧ ᫂（㠀ᖖ໅講師）䠈࿴Ẽ⿱அ（㠀ᖖ໅講師）䠈ᆏ஭ャ子䠈㐩 ⪷月䠈松ᑿ᭸博（㠀ᖖ໅講師）䠈୕谷

࿴⏨（㠀ᖖ໅講師）䠈⸨ᒣ理ᜨ䠈松ᓥຍ௦子（㠀ᖖ໅講師）䠈ᖖ田ὒᖹ（㠀ᖖ໅講師）䠈川口 ဴ（㠀ᖖ໅

講師）䠈ゅ ᛅ㍤ 

 

授業のᴫせ 

⤫合医療䛿医療シ䝇䝔䝮の୍つ䛷䛒䜚䠈௦᭰医療とྠ୍䛷䛿䛺い䚹す䛺䜟䛱䠈㏆௦すὒ医学䜢๓ᥦと䛧て䠈䛣䜜に௦᭰医療

䜔ఏ⤫医学➼䜢⤌䜏合䜟䛫て䠈᭦に 㻽㻻㻸（㻽㼡ali㼠㼥 o㼒 㻸i㼒e䠖生άの㉁）䜢ྥୖ䛥䛫る医療䛷䛒る䚹ᮏ講義の中䛷䛿䛭のすべて䜢

ಟᚓする䛣と䛿ᅔ㞴䛷䛒るが䠈䜎䛪䠈歯科ᚰ㌟症について䠈య⣔ⓗに学䜌䛖とするែᗘお䜘䜃ၥ㢟ゎỴ志ྥに対する理ゎ䜢῝

䜑る䚹䛥䜙にᮾὒ医学のᇶ♏理論䛛䜙臨床ᛂ⏝䜎䛷ᖜᗈく学⩦する䛣と䛷ᚓ䜙䜜䛯知識䛿歯科領域において௒ᚋⓎᒎᛶが期

ᚅ䛷きるศ㔝䛷䛒る䚹 

 

授業฿㐩目ᶆ 

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻䠖 

のⓎ生ᶵᗎ䜢理ゎ䛧䠈口腔顎㢦㠃③のデ᩿・治療法について௚⫋✀

䛷ඹ᭷䛷きるඹ㏻ゝㄒ䜢య⣔ⓗにᛂ⏝䛷きる⬟ຊ䜢㌟につ䛡る䚹䜎

䛯䠈医科歯科㐃ᦠにお䛡るᮾὒ医学のᙺ๭䜢理ゎ䛧䠈歯科臨床にお

䛡る㔜せᛶ䜢ㄆ識する䚹 

 

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿B㻻㼟䠖 

1. ㌟య䜢ᵓᡂする⤌⧊とჾᐁ䠈⚄⤒⣔についてㄝ᫂䛷きる䚹 

についてㄝ᫂䛷きる䚹 

3. 歯科医療にᚲせ䛺㯞㓉と඲㌟管理についてㄝ᫂䛷きる䚹 

法についてㄝ᫂䛷きる䚹 

5.ᮾὒ医学ⓗデ᩿法䜢ㄝ᫂䛷きる䚹 

6.ᮾὒ医学のᡭᢏ・ᡭ法䜢ㄝ᫂䛷きる䚹 

7.₎᪉ฎ᪉について医科と対デ䛷きる䚹 

8.歯科臨床にお䛡る₎᪉ฎ᪉䜢理ゎ䛷きる䚹 

㻥.⯉デ䜢⾜䛖䛣とが䛷きる䚹 

 

 

 

Ᏻᚰ・Ᏻ඲・ᛌ㐺䛺歯科治療䜢඲てのᝈ者にᥦ౪する䛯䜑の䠈⑊③  

 

 

 

 

 

䛆ᖹᡂ 28 ᖺᗘ歯学教⫱䝰䝕䝹・䝁䜰・䜹リ䜻䝳䝷䝮䛇 

㻯-3-4㻕-㻔5㻕⚄⤒⣔䠈㻯-3-4㻕-㻔6㻕ឤぬჾ⣔とឤぬ 

2. 口腔㢦㠃③䠈歯科ᚰ㌟症のデ᩿にᚲせ䛺デᐹのᇶᮏデᐹ᪉法 㻱-1-1㻕デᐹのᇶᮏ 

㻱-2-4㻕口腔・顎㢦㠃領域の⑌ᝈ 

㻱-5-3㻕⢭⚄・ᚰ㌟医学ⓗ⑌ᝈ 

4. 口腔・顎㢦㠃領域のᖖែと⑌ᝈについてㄝ᫂䛷き䠈デ᩿・治療  

 

㻯-6 生యと⸆≀ 

㻯-6-1㻕 ⸆≀と医⸆ရ 

㻯-6-2㻕 ⸆理స⏝ 

㻯-6-3㻕 ⸆≀の㐺⏝とయ内ືែ 

㻯-6-4㻕 ⸆≀の๪స⏝と᭷ᐖస⏝ 

対ᛂする䝕䜱䝥䝻䝬䝫リシー 

䠠䠬䠍䠖歯科口腔医学に㛵するᇶ♏ⓗ知識䜢㌟につ䛡ている䚹 

䠠䠬２䠖歯科口腔医学に㛵する臨床ⓗ知識䜢㌟につ䛡ている䚹 

䠠䠬䠐䠖歯科口腔⑌ᝈ䜢඲㌟⑌ᝈと㛵㐃௜䛡てデ᩿䛷きる臨床⬟ຊ䜢㌟につ䛡ている䚹 

䠠䠬䠑䠖歯科口腔医療の⌧ሙにお䛡るၥ㢟Ⓨぢ・ゎỴ⬟ຊ䜢㌟につ䛡䠈リ䝃ー䝏䝬䜲䞁䝗䜢ಟᚓ䛧ている䚹 

 

授業᪉法（学⩦ᣦᑟ法） 

㻼B㻸䠈講義ཬ䜃⮬ᕫ学⩦にຍ䛘実⩦䜢併⏝䛧て学⩦する䚹 

授業内容 

1 回目䠖 ᚰ㌟歯科 

2 回目䠖 歯科デ療䛷ᚲせ䛺ᚰ㌟医学 1 

3 回目䠖 歯科デ療䛷ᚲせ䛺ᚰ㌟医学 2 

4 回目䠖 歯科₎᪉ฎ᪉ 

5 回目㻦 Ἢᒀჾ科領域と₎᪉ 

6 回目㻦 口腔㢦㠃領域の៏ᛶの③䜏に対するぢ᪉と対ᛂ 

7 回目䠖 ⯉デのすべて 1 

8 回目䠖 ⯉デのすべて 2 

㻥 回目䠖 ࿡ぬへの䜰䝥䝻ー䝏 

10 回目䠖 ୍⯡እ᮶䠈ᾘ化ჾ内科እ᮶䛷の౑⏝の実際 
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11 回目䠖 ₎᪉᭱๓線 

12 回目䠖 ⢭⚄科臨床と₎᪉ 

13 回目䠖 䜎と䜑 

 
䜻ー䝽ー䝗 歯科ᚰ㌟症䠈ᚰ㌟医学䠈⢭⚄医学䠈ᮾὒ医学䠈₎᪉䠈医科歯科㐃ᦠ 

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩ 1㻕 䝕䞁䝍䝹䝇䝍䝑䝣の䛯䜑の歯科ᚰ㌟症䜺䜲䝗䝤䝑䜽䠊࿴Ẽ⿱அ䠈⃅谷ᬛ᫂䠈目ຍ田䜎䜚䠊医歯⸆

ฟ∧䠈ᮾி䠈2015䠊 

2㻕 䝃䜲䝁・䝕䞁䝔䜱䝇䝖リー 歯科医の䛯䜑のᚰ㌟医学・⢭⚄医学 ➨஧∧䠊࿴Ẽ⿱அ䠊◁᭩ᡣ㻘ᮾ

ி䠈2015. 

3㻕 口・䛒䛤・㢦の③䜏と㐪࿴ឤの対ฎ法-ཎᅉが䛿っき䜚䛧䛺い䜿ー䝇䛷ᅔっ䛯䜙䠊࿴Ẽ⿱அ䠈⋢⨨

຾ྖ䠈ᐑᒸ➼䠊䝠䝵ー䝻䞁䠈ᮾி䠈2013. 

4㻕 ᪂・顎㛵⠇症䛿䛣䜟く䛺い䠊ᮌ㔝Ꮝྖ䠈ᮡᓮṇ志䠈࿴Ẽ⿱அ䠊◁᭩ᡣ䠈ᮾி䠈2011. 

5㻕 歯科₎᪉医学䠊歯科₎᪉医学教⫱༠㆟఍┘ಟ䠈Ọᮎ᭩ᗑ 

6㻕 ⥆௒日䛛䜙䛒䛺䛯䜒口腔₎᪉医䠊⋤ᐆ⚰・⋤㱟୕⦅䠈医歯⸆ฟ∧ 

7㻕 ධ㛛歯科ᮾὒ医学（➨ 2 ∧）䠊日ᮏ歯科ᮾὒ医学఍⦅ 

8㻕 ⯉デ論䠷ᨵゞቑ⿵∧䠹᪂・臨床中医学⯉デ⠍䠊㝞 ຬⴭ䠈ⰼ஘♫ 

 

➼ 

ᡂ⦼ホ౯の᪉法・ᇶ‽ ฟᖍ⋡䠈授業中のែᗘ䜢㔜ど（40㻑）䛧䠈➨ 13 回の授業中に実᪋する小䝔䝇䝖（60㻑）にてホ

౯する䠊 

 
ཷ講せ௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕 授業にฟᖍ䛧䛯時ᩘが授業䜢⾜っ䛯時ᩘの 3 ศの 2 に㐩䛧䛺いሙ合䠈ᡂ⦼ホ౯の対㇟と䛺䜙䛺

い䚹 

 

ഛ⪃㻔学生への䝯䝑䝉ー

䝆㻕 

2012 ᖺ 3 月䠈長ᓮ኱学⑓㝔に䠈「䜸ー䝷䝹䝨䜲䞁・リ䜶䝌䞁እ᮶」が㛤タ䛥䜜て௨᮶䠈歯科ᚰ㌟症

と口腔㢦㠃③のホ౯と管理䛿䠈歯科と医科との⥭ᐦ䛺医療㐃ᦠ（リ䜶䝌䞁デ療䜢ྵ䜐）のୗ䛷⾜䜟

䜜ている䠊୍㐃の講義䜢㏻䛧て䠈口腔㢦㠃③に䛛䛛る歯科ᚰ㌟症に対する理ゎ䜢῝䜑てḧ䛧い䠊䜎

䛯䠈୍㐃の₎᪉に㛵䜟る講義に䛿䠈実際の臨床につ䛺がる䝠䞁䝖がከくྵ䜎䜜ている䚹臨床ᐙに対

䛧て♩䜢ኻ䛧䛺い䜘䛖に䚹 

講義日程が」㞧䛺の䛷ὀពする䛣と䚹 

 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・今村 明／大学病院における診療経験／大学病院における診療経験（精神医学）を元に精

神医学に関する講義を行っている 

・和気 裕之／歯科診療所における実務経験／診療経験を基に歯科診療に必要な心身医学に

ついて教授している 

・松尾 朋博／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（泌尿器科）を元に

漢方医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・達 聖月䠋኱学⑓㝔にお䛡る歯科デ療⾜Ⅽ䠋⮬䜙のデ療⤒㦂䜢ඖに䠈⤫合医療のᴫᛕについ

て講義ᙧᘧの授業䜢⾜っている 

・三谷 和男／診療所における診療行為／自らの診療経験を元に，舌診の有用性について講

義形式の授業を行っている 

・藤山 理恵／大学病院における歯科診療行為／自らの診療経験を元に，味覚に関する基礎

および臨床について講義・実習形式の授業を行っている 

・松島 加代子／大学病院における診療行為／大学病院における診療行為（消化器内科）を

元に漢方医療の実際について講義形式の授業を行っている 

・常田 洋平／研究職／製薬会社での研究職の経験を活かし，漢方薬理の最新情報について

講義形式の授業を行っている 

・川口 哲／診療所における診療行為／自らの診療経験を元に，精神科領域における漢方医

療の実際について講義形式の授業を行っている 

・ゅ ᛅ㍤䠋኱学⑓㝔にお䛡る歯科デ療⾜Ⅽ䠋⮬䜙のデ療⤒㦂䜢ඖに䠈⤫合医療のᴫᛕについ

て講義お䜘䜃䜰䜽䝔䜱䝤䝷ー䝙䞁䜾ᙧᘧの授業䜢⾜っている 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

ᚰ㌟歯科

歯科デ療䛷ᚲせ䛺ᚰ㌟医学

歯科デ療䛷ᚲせ䛺ᚰ㌟医学

歯科₎᪉ฎ᪉

Ἢᒀჾ科領域と₎᪉

口腔㢦㠃領域の៏ᛶの③䜏に対するぢ᪉と対ᛂ

⯉デのすべて䠍

⯉デのすべて２

࿡ぬへの䜰䝥䝻ー䝏

୍⯡እ᮶䠈ᾘ化ჾ内科እ᮶䛷の౑⏝の実際

₎᪉᭱๓線

⢭⚄科臨床と₎᪉

⤫合医療学　䜎と䜑

日程表

6 13 金 4

講義室6B

࿴Ẽ⿱அ 講義室6B

7 17 ᮌ 6

4

川口　ဴ 講義室6B

2回

6 13 金 5 ࿴Ẽ⿱அ 講義室6B

講義室䠒B

3回

5回 7 㻥 Ỉ 4

13回 7 18 金 3

ᆏ஭ャ子

Ỉ

講義室䠒B

1回 5 14 Ỉ 3 ௒ᮧ　᫂

4回 6 1㻥 ᮌ 5

㻥 Ỉ 5 講義室䠒B㐩　⪷月

松ᑿ᭸博 講義室䠒B

7

7 17

6回

ᮌ

7 16 Ỉ

11回

10回

㻥回 7 16

12回

6

7回 7 10 Ỉ 4 ୕谷࿴⏨

8回 7 10 Ỉ 5

4 ⸨ᒣ理ᜨ

講義室䠒B

講義室䠒B

୕谷࿴⏨

松ᓥຍ௦子 講義室䠒B

講義室䠒Bᖖ田ὒᖹ

講義室䠒B

ゅ　ᛅ㍤
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特別科目（6年次生） 

 

（１）歯科医療管理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・291 

（２）基礎歯学輪講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・293 

（３）高次口腔医療学   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・295 



 

年度 2025 学期 3Q 曜日・校時 不定期・7-8 必修選択  必修 単位数 （1） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25074071 

DNGD44011990 

歯科医療管理学/（Social Dentistry） 

対象年次 6 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3B 

対象学生(クラス等)      科目分類  特別科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

入江浩一郎/iriko@nagasaki-u.ac.jp/口腔保健学分野教授室/095-819-7663（内 7663）/随時 

担当教員(オムニバ

ス科目等) 

入江浩一郎 

非常勤講師：平田瑛介、馬郡正昌、重政昭彦、田本 遼（長崎県）、福田英輝（国立保健医療科学院） 

授業の概要 

歯科医療や歯科保健を社会的な側面から考察する。そのため必要な医療関連法規や制度とその実際の適用について、また

政策としての健康づくりや予防医学の基礎について解説する。制度や法律の変化に対応するため、6 年時に行う必要がある。

歯科医療や歯科保健を社会的な側面から捉え理解する。そのため関連法規や制度とその実際の適用について学ぶ。歯科医

師国家試験対策としても大いに役立ててもらいたい。 

 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科医療や歯科保健を社会的な側面から捉え理解する。また関連法規 

や制度とその実際の適用について身につける。 

 

個別行動目標 SBOs： 

1.歯科医療、歯科保健に関連した法律や制度について説明できる。 

2.地域医療、地域保健を説明できる。 

3.歯科医療に関連した職種と職種間のコミュニケーションについて説明 

できる。 

4.医療安全について説明できる。 

5.社会保障制度、および社会福祉制度について説明できる。 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリ

キュラム】 

B-2-1), B-2-2) 

A-7-1), B-3-2) 

A-7-1) 

 

A-6-2) 

B-2-2) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ１０：離島へき地をはじめとする地域・国際社会に貢献する強い意思を持って、歯科口腔医療を実践できる。 

授業方法（学習指導法） 

 

スライドを用いた授業形式。併せて資料を補足するが教科書も必携。理解度の確認のため定期考査を実施する。 

授業内容 

 

1 回目：医療法と歯科医師法、医療安全 

2 回目：医療機関のネットワークと情報、衛生学全般 

3 回目：歯科口腔保健に関する動向と課題 

4 回目：歯科口腔保健に関する動向と課題 

5 回目：歯科関連の法律、制度、地域医療等 

キーワード 医療、地域、社会、法律、制度 

教科書・教材・参考書 教科書 

口腔保健・予防歯科学（医歯薬出版） 

国民衛生の動向（厚生労働省ホームページ） 

成績評価の方法・基準

等 
筆記試験を行うが、講義によってはレポートを課することがある。 

受講要件(履修条件) 非常勤講師による特別講義が多いので、礼節をわきまえること。また出席を重視する。 

 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

試験は国家試験に類似した形式で実施する。 

*【講師・日程に変更の可能性があるため注意すること】 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

日程表

1回 10 2 木 7-8

医療法と医師・歯科医師の責務について法令や規則をも
とに理解する。
医療安全について法令や規則をもとに学ぶ。
*【講師・日程に変更の可能性があるため注意】

長崎県福祉保健部医療政策課
平田瑛介
馬郡　正昌

講義室3B

入江 講義室6B

3回 10 22 水 5-6
歯科口腔保健の推進に関する基本的事項の達成状況を
通して、わが国の歯科口腔保健に関する動向と課題を確

認する。

国立保健医療科学院
福田　英輝

講義室3B

2回 10 9 木 7-8

医療機関のネットワークと情報、地域医療計画、地域医
療・福祉の現状と地域医療連携の実際について、また診
療ガイドラインについて学ぶ。また周術期口腔機能管理
について学ぶ

国立保健医療科学院
福田　英輝

講義室3B

5回 10 23 木 7-8

地域医療等について学ぶ。歯科医師の倫理、医療・保
健・福祉の現状と関連法規、特に歯科医療、歯科保健に
関連した法律や制度について学ぶ。
*【講師・日程に変更の可能性があるため注意】

長崎県国保・健康増進課
重政　昭彦

長崎県福祉保健部医療政策課
田本　遼

講義室6B

4回 10 22 水 7-8
歯科口腔保健の推進に関する基本的事項の達成状況を
通して、わが国の歯科口腔保健に関する動向と課題を確
認する。
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 不定期・7 必修選択  必修 単位数 （1） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25074702 

DNGD44021990 

基礎歯学㍯講/（Basic Dental Science） 

対象年次 6 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)      科目分類  特別科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

⟃Ἴ 㝯ᖾ/tsuta@nagasaki-u.ac.jp/A Ჷ 5 㝵 501 号室/095-819-7652（内 7652）/17：00䡚18：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 㜿㒊⸅明 sa㼎e㼋㼐en@, ఀ⸨බ成 itok@, ∦℩┤ᶞ katase@, 内⸨┿理子 㼙naito@, ᳃▼Ṋྐ 

㼙oriis㼔i@,୰ᮧ΅ 㼣ataru㼋naka㼙ura@, ᒣୗ⿱⨾ 㼔iya㼙as㼔ita@, ᑠᒣ田常一 oya㼙a㼐a@, 㛛⬥知子 

to㼙okok@ 

授業の概要 

᭱⤊学年での歯科の基礎を෌履修することにより䠈歯学全般の知識をᩚ理・確認する。国家試験のຮ強をጞめるにあたり、

基本的な方向௜けのᡭຓけをする授業と位⨨づけら䜜る。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

᭱⤊学年で歯科医学の基礎㡿域の知識をᩚ理し、 

⮫ᗋとの関連性について理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

2.基礎と⮫ᗋとの関連性について説明できる。 

3.国家試験対策としてά用できる。 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

1.歯学基礎㡿域の知識を確認しまとめることができる。 㻯-1, 㻯-2, 㻯-3, 㻯-4, 㻯-5, 㻯-6, D-1, D-2, E-2, E-3-1), E-3-2) 

㻯-1, 㻯-2, 㻯-3, 㻯-4, 㻯-5, 㻯-6, D-1, D-2, E-2, E-3-1), E-3-2) 

㻯-1, 㻯-2, 㻯-3, 㻯-4, 㻯-5, 㻯-6, D-1, D-2, E-2, E-3-1), E-3-2) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ1：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

ྛ基礎分野から１名の担当教員による講義形式で行わ䜜、概要または国家試験の㐣ཤၥ等を講義形式で解説する。 
 
授業内容 

1 回目（口腔⑓ཎᚤ生≀学） 

ᚤ生≀学、口腔ᚤ生≀学の知識をᩚ理する。国家試験の᪤出題ၥ題を解⟅し、解説する。 

2 回目（口腔⑓理学） 

㐣ཤの国家試験ၥ題を解⟅し、⑓理学・口腔⑓理学ཬび⮫ᗋၥ題にྵま䜜る⑓理⤌⧊学的デ᩿をໟᣓ的に解説する。 

3 回目（⣽⬊生≀学）  

⤌⧊学・口腔⤌⧊学・Ⓨ生学を᚟習する。国家試験の㐣ཤၥを解⟅し、要Ⅼをᩚ理する。 

4 回目（歯科法医学） 

法医学・歯科法医学の知識を㐣ཤの国家試験ၥ題を解きながら要Ⅼをᩚ理する。 

5 回目（分子⭘⒆生≀学） 

生化学・分子生≀学・⣽⬊生≀学関連分野の基礎知識をᩚ理する。国家試験の㐣ཤၥを解⟅し、解説する。 

6 回目（歯科薬理学） 

薬理学、歯科薬理学の基礎知識をᩚ理する。国家試験に準じたၥ題を解⟅し、その解説およびそのၥ題に௜随する 

ၥ題Ⅼを講義する。 

7 回目（ຍ㱋口腔生理学） 

生理学・口腔生理学の要Ⅼを解説する。国家試験の㐣ཤၥを解⟅し、解説する。 

8 回目（㢡㢦面解๗学） 

解๗学・口腔解๗学の基礎的知識をᩚ理する。㐣ཤの国家試験ၥ題の出題ഴ向と対策について解説する。 

9 回目（フロン䝔ィア口腔科学） 

口腔生化学の知識をᩚ理する。㐣ཤの国試ၥ題を解きながら要Ⅼを理解する。 

10 回目（生య材料学） 

歯科理ᕤ学に関する知識をᩚ理する。㐣ཤの国家試験ၥ題や国試に準じたၥ題を解きながら、歯科理ᕤ学の要Ⅼを 

෌確認する。 

キーワード 解๗学、⤌⧊学、Ⓨ生学、生理学、生化学、ᚤ生≀学、⑓理学、薬理学、法歯学、歯科理ᕤ学 

教科書・教材・参考書 参考書：௒まで౑用してきた教科書、参考書、プリント、䝜ート 

等 

成績評価の方法・基準 䠑月ୗ᪪に試験を行い、䠒０Ⅼ௨ୖでྜ᱁とする。 

受講要件(履修条件)  

ジ) 

備考(஦๓・஦ᚋ学習の 必䛪受講๓に講義科目の知識についての予習をすること。また知識の定╔のⅭに受講ᚋに㓄ᕸさ

内容、学生へのメッセー 䜜た資料を用い、内容の᚟習を行うこと。㉁ၥ等は講義⤊஢┤ᚋがᮃましいが、ᚋ日でも可能なの

で┤᥋担当教員の研究室をゼ䛽ること。 

よる授業科目 

実ົ⤒験のある教員に ヱ当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（ཱྀ⭍病原微生物学）

（ཱྀ⭍病理学）

（細胞生物学）

（ṑ科法་学）

（分子⭘⒆生物学）

（ṑ科薬理学）

（ຍ㱋ཱྀ⭍生理学）

（㢡㢦㠃ゎ๗学）

（䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学）

（生体ᮦᩱ学）

ཱྀ⭍生化学の▱識をᩚ理する。過ཤのᅜヨ問題をゎ䛝な䛜ら要点を理ゎす
る。

10回 5 12 月 7 講義室3A

生理学・ཱྀ⭍生理学の要点をゎ説する。ᅜᐙヨ㦂の過ཤ問をゎ⟅䛧、ゎ説す
る。

㜿㒊⸅明ṑ科理ᕤ学に関する▱識をᩚ理する。過ཤのᅜᐙヨ㦂問題䜔ᅜヨに‽䛨た
問題をゎ䛝な䛜ら䠈ṑ科理ᕤ学の要点を෌☜認する。

講義室3Aゎ๗学・ཱྀ⭍ゎ๗学の基礎的▱識をᩚ理する。過ཤのᅜᐙヨ㦂問題の出題
ഴྥとᑐ⟇についてゎ説する。

9回 5 9 㔠 7 㛛⬥▱子 講義室3A

8回 4 28 月 7 ᑠᒣ⏣ᖖ୍

講義室3A薬理学、ṑ科薬理学の基礎▱識をᩚ理する。ᅜᐙヨ㦂に‽䛨た問題をゎ⟅
䛧、そのゎ説およ䜃その問題に௜㝶する問題点を講義する。

7回 4 25 㔠 7 講義室3A

6回 4 21 月 7 ⟃Ἴ㝯ᖾ

୰ᮧ　΅

講義室3A法་学・ṑ科法་学の▱識を過ཤのᅜᐙヨ㦂問題をゎ䛝な䛜ら要点をᩚ理す
る。

5回 4 18 㔠 7 ఀ藤බ成 講義室3A生化学・分子生物学・細胞生物学関連分㔝の基礎▱識をᩚ理する。ᅜᐙヨ㦂
の過ཤ問をゎ⟅䛧、ゎ説する。

4回 4 14 月 7 ᒣୗ⿱⨾

講義室3A過ཤのᅜᐙヨ㦂問題をゎ⟅䛧、病理学・ཱྀ⭍病理学ཬ䜃臨床問題に含まれる
病理組⧊学的診断をໟᣓ的にゎ説する。

3回 4 11 㔠 7 ᳃▼Ṋ史 講義室3A組⧊学・ཱྀ⭍組⧊学・発生学を᚟⩦する。ᅜᐙヨ㦂の過ཤ問をゎ⟅䛧な䛜ら
要点をᩚ理する。

2回 4 7 月 7
∦℩┤ᶞ

日程表

1回 4 4 㔠 7 講義室3A微生物学、ཱྀ⭍微生物学の▱識をᩚ理する。ᅜᐙヨ㦂の᪤出題問題をゎ⟅
䛧、ゎ説する。

内藤真理子
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 時間๭を参↷ 必修選択  必修 単位数 1.5 

科目番号 

科目ナンバリンク䢚・コード 

授業科目名/(英語名) 

25119901 

DNGD44041990 

㧗次口腔医療学/（A㼐㼢ance㼐 Oral 㻹e㼐icine） 

対象年次 6 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3B 

対象学生(クラス等) 科目分類  特別科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

ゅ ᛅ輝/su㼙i@nagasaki-u.ac.jp/⥲ྜ歯科⮫ᗋ教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/随時 䈜᮶室๓に確認のこと 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ ゅ ᛅ輝䠈㏆⸨ዲኵ䠈多田ᾈ᫭䠈⸨ᒣ理ᜨ䠈ஂᯇᚨ子䠈௚༠ຊ教員 

授業の概要 

 今まで身につけた知識を整理・統合し，歯科医師に必要な全般的知識を確固たるものとするため，チーム基盤型学習

（Team-Based Learning，TBL）の形式により統合学習を行う。また，基礎系および臨床系各講座が重要項目につい

て解説する。  
 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

び態度を修ᚓする。 

 

個別行動目標 SBOs： 

１䠊基礎および⮫ᗋの多分野にわたる歯科医学の⤫ྜ的知識を基┙とし

て䠈⑕౛ၥ題等の課題を解Ỵできる。 

䠎䠊グループに୚えら䜜た課題をຠᯝ的かつຠ⋡的に解Ỵするために䠈༑

分に準備して授業に⮫䜏䠈௚のメンバーと༠ㄪして課題にྲྀり⤌䜐ことが

できる。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム】 

歯科医師法➨䠕条に基づいて䠈⮫ᗋୖ必要な歯科医学ཬび口くう衛生に  

関して䠈歯科医師としてල᭷す䜉き知識ཬびᢏ能について䠈その知識およ （す䜉てのコアカリ㡿域を䜅まえたୖで本講義は

㐍めら䜜る。） 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ䠎：歯科口腔医学に関する⮫ᗋ的知識を身につけている。 

ＤＰ䠏：歯科口腔医療を行える基本的⮫ᗋ能ຊを身につけている。 

ＤＰ䠐：歯科口腔⑌ᝈを全身⑌ᝈと関連௜けてデ᩿できる⮫ᗋ能ຊを身につけている。 

ＤＰ䠑：歯科口腔医療の⌧ሙにおけるၥ題Ⓨぢ・解Ỵ能ຊを身につけ䠈リ䝃ー䝏マインドを修ᚓしている。 

ＤＰ䠒：多ᵝ化する歯科口腔医療のニー䝈に༶応し䠈ඛ➃的医療を実践するために䠈生ᾭにரり⮬ᕫ୺導ᆺ学習を 

⥅⥆できる。 

 

授業方法（学習指導法） 

TBL 形式による┦஫ウㄽおよび講義・₇習形式による⤫ྜ学習 

授業内容 

（日程については➨䊠期㛤ጞ๓にᥦ♧する。理解㐍度によって内容が変更さ䜜ることがあるので指♧には注意すること） 

➨䊠期（11 月ୖ᪪予定） 

㧗次口腔医療学 1ࠥ8：Ta㼤ono㼙y䊠᝿㉳レ䝧ルの課題にྲྀり⤌䜏䠈基本的知識の定╔をᅗる。 

 

➨䊡期 

㧗次口腔医療学 9ࠥ16：Ta㼤ono㼙y䊡解㔘レ䝧ルの課題にྲྀり⤌䜏䠈持てる知識の」ྜにດめる。 

 

➨䊢期 

㧗次口腔医療学 17ࠥ24：Ta㼤ono㼙y䊢ၥ題解Ỵレ䝧ルの課題にྲྀり⤌䜏䠈知識の応用䠈⤫ྜをᅗる。 

 

キーワード 歯科医師法䠈歯科医師国家試験 

教科書・教材・参考書 特に指定しない 

等 

成績評価の方法・基準 授業への出席およびグループస業へのྲྀり⤌䜏を⥲ྜ的に評価する。 

受講要件(履修条件) ⮫ᗋ実習⤊஢者 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 6 年間の⥲まとめとなる講義であり䠈஫いを㧗めྜうために✚ᴟ的なྲྀり⤌䜏およびウ㆟を期ᚅす

る。医療ேを目指す学習者として┦応しい態度で学ぶことができる者に㝈る。（正当な理⏤なくḞ席

したり䠈௚の学生の受講のጉ䛢になる等の行動をする者は䠈評価の対象としないこともある。）  

よる授業科目 

実ົ⤒験のある教員に ᮍ定。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

26 Ỉ 2

講義室3㻮

ᮍᐃ 講義室3㻮

㧗ḟཱྀ⭍་療学7 ᮍᐃ 講義室3㻮

6回 11 19 Ỉ 1

ᮍᐃ 講義室3㻮8回 11 21 㔠

講義室3㻮

講義室3㻮Ỉ 2

1

講義室3㻮11 14 㔠 2

㧗ḟཱྀ⭍་療学6

Ỉ 1

7回 11 19 Ỉ 2

㧗ḟཱྀ⭍་療学10 ᮍᐃ11 26 講義室3㻮

ᮍᐃ 講義室3㻮

5回

4回 11 14 㔠 1

㧗ḟཱྀ⭍་療学5 ᮍᐃ

12 12 㔠 1

㧗ḟཱྀ⭍་療学16 ᮍᐃ12 10 Ỉ 1

12 10

10回

11回 11

講義室3㻮

講義室３㻮

ᮍᐃ 講義室３㻮

16回

12 3 Ỉ 1

講義室3㻮

13回

18 月

19回 㧗ḟཱྀ⭍་療学19

2

㧗ḟཱྀ⭍་療学8

㧗ḟཱྀ⭍་療学11

ᮍᐃ

17回

㧗ḟཱྀ⭍་療学14 ᮍᐃ

15回 12

9回 11 21 㔠 2 㧗ḟཱྀ⭍་療学9

ᮍᐃ

11 12 Ỉ

㧗ḟཱྀ⭍་療学4

㧗ḟཱྀ⭍་療学17 ᮍᐃ

講義室3㻮

3回 㧗ḟཱྀ⭍་療学3 ᮍᐃ 講義室3㻮

2回 11 12 Ỉ 1 ᮍᐃ㧗ḟཱྀ⭍་療学2

日程表

1回 11 10 月 1 㧗ḟཱྀ⭍་療学1 ᮍᐃ 講義室3㻮

20回 12 12 㔠 2 㧗ḟཱྀ⭍་療学20 ᮍᐃ 講義室3㻮

21回 12 15 月 1 㧗ḟཱྀ⭍་療学21 ᮍᐃ 講義室3㻮

22回 12 17 Ỉ 1 㧗ḟཱྀ⭍་療学22 ᮍᐃ 講義室3㻮

24回 12 17 Ỉ 3 㧗ḟཱྀ⭍་療学24 ᮍᐃ 講義室3㻮

23回 12 17 Ỉ 2 㧗ḟཱྀ⭍་療学23 ᮍᐃ 講義室3㻮

ᮍᐃ 講義室3㻮

18回 12 10 Ỉ 3 㧗ḟཱྀ⭍་療学18 ᮍᐃ 講義室3㻮

講義室3㻮

12回 12 1 月 1

㧗ḟཱྀ⭍་療学15

14回 12 3 Ỉ 2

㧗ḟཱྀ⭍་療学12 ᮍᐃ

㧗ḟཱྀ⭍་療学13 ᮍᐃ
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専門教養科目 

 

（１）長崎大学歯学部グローカルインターンシップ・プログラム（2年）・・・・・298 

（２）実践臨床歯科英会話                 （4年）・・・・・302 



ᖺᗘ㻌 2025 学ᮇ㻌 3㻛4㻽㻌 曜日・校時㻌 㻌

月曜・火曜・Ỉ曜 1䡚3㻌 㻌

ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ 6㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25094902㻌

㻰N㻳㻰11161098㻌

㛗ᓮ大学ṑ学㒊グ䝻ーカルイン䝍ーン䝅䝑䝥・䝥䝻グラム㻌

䠋 N㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻌㻿㼏㼔oo㼘㻌o㼒㻌㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥㻌㻳㼘o㼏㼍㼘㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼟㼔㼕㼜㻌㻼㼞o㼓㼞㼍㼙㻌
ᑐ㇟ᖺḟ㻌 2 ᖺḟ㻌 講義㻛₇⩦形ᘧ㻌 㻌 㻌 教室㻌 㻌 講義室 6㻮㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌 㻌ᑓ㛛教㣴科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙77613㻛9㻦00䡚17：00㻌

担当教員㻔オム ᑠᒣ⏣ᖖ୍、ᯇୗ♸ᶞ、୰ᮧ΅、∦℩┤ᶞ、内藤真理子、⟃Ἴ㝯ᖾ、Ώ㑔㑳ဢ、㜿㒊⸅明、ఀ藤බ成、㛛⬥▱子、బ藤ၨ

ニ䝞ス科目等㻕㻌 子、ఫ⏣ྜྷ៞、஭㝯ྖ、஬月ዪ䛥䛝子、ධỤᾈ୍㑻、ྜྷ⏣教明、షᆏᩧ♴、⏣ୖ┤⨾、藤⏣ඃ子、ྜྷᮧ⠜฼、ᒾୗᮍဏ、

⃝℩㝯、ᮧ⏣ẚ࿅ྖ、ᖹ曜㍜、ᒣ⏣ᚿὠ㤶、ᒣ⏣᭸ᘯ、ᕝ㷂஬㑻、ゅ⨾బ、㧗ᮌᖾ๎、ㆭᒱᣅ㑻、಴⏣┾治、㏆藤ዲኵ㻌

授業のᴫ要㻌

㻌 基礎、臨床ṑ学各分㔝の◊✲室䛷⾜䜟れている᭱ඛ➃の生࿨科学◊✲άືを理ゎ䛧、ṑ科་学◊✲に関する䝸サーチ䝬インドをᾰ㣴す

る。ṑ科་学に関連するᅜ㝿的な᭱ඛ➃の་学に関連する◊✲を体㦂する䛣と䛷、3 ᖺḟよ䜚㑅ᢥ科目と䛧て㛤講䛥れる（㛗ᓮ大学ṑ学㒊の

特ᚩの୍つ䛷䛒る）ṑ学◊✲コース䜈のධ㛛⦅と䛧てྠコース（ᐃ員 20 名）䜈の䝸クルー䝖を䛿かる。ᆅ球つᶍのど㔝䛷⪃䛘、ᆅᇦど点䛷⾜ື

するグ䝻ーカル䝸ー䝎ーを⫱成する。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻㻦㻌 㻌

1㻕 ་学・་療の発展のための་学◊✲のᚲ要性を༑分に理ゎ䛧、ᢈุ的ᛮ⪃を㌟に௜㻌

けな䛜ら、学⾡・◊✲άືに関୚する基礎的な▱識、ែᗘをᴫ説する。㻌

2㻕 ᗈ䛟ṑ学を理ゎ䛷䛝るᅜ㝿ேと䛧てのど㔝をᗈ䛢、異種ᩥ化を理ゎ䛷䛝るよ䛖ᚲ要と䛥れる▱識䈄

ᢏ⬟䈄ែᗘを㌟につける。㻌

3㻕 㛗ᓮ大学䛜提ၐする䛂グ䝻ーカル：ᆅ球つᶍのど㔝䛷⪃䛘、ᆅᇦど点䛷⾜ືする（㼀㼔㼕㼚㼗㻌

㼓㼘o㼎㼍㼘㼘㼥,㻌㼍㼏㼠㻌㼘o㼏㼍㼘㼘㼥）をᐇ㊶するためのᗈいど㔝を㌟につける。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

1. ᆅ球つᶍのど㔝䛷⪃䛘、ᆅᇦど点䛷⾜ືする䛣との重要性を説明䛷䛝る。㻌

2. ṑ科་療の⥅⥆的なᨵၿのᚲ要性と科学的◊✲の重要性を説明䛷䛝る。㻌

3. ṑ科་学・་療に関連する᝟ሗをᐈほ的・ᢈุ的に⤫ྜᩚ理䛷䛝る。㻌

㻌

㻌

䛆௧࿴ 4 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コ

ア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻸㻸㻦生ᾭに䜟た䛳てඹに学䜆ጼໃ

㻔㻸㼕㼒㼑㼘o㼚㼓㻌㻸㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓㻕㻌

㻾㻱㻦科学的᥈✲㻔㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔㻕㻌

㻼㻿㻦ᑓ㛛▱識に基䛵いた問題ゎỴ

⬟ຊ㻔㻼㼞o㼎㼘㼑㼙㻌㻿o㼘㼢㼕㼚㼓㻕㻌

㻵㼀㻦᝟ሗ・科学ᢏ⾡をάかす⬟ຊ

㻔㻵㼚㼒o㼞㼙㼍㼠㼕o㼚㻌㼀㼑㼏㼔㼚o㼘o㼓㼥㻕㻌

ୖグの㈨質・⬟ຊにຍ䛘て௨ୗの

学ಟ目ᶆ䜒ཧ⪃に䛧てḧ䛧い㻌

4. ᅜ㝿ඹྠ◊✲による科学的◊✲（臨床◊✲、疫学◊✲、生࿨科学◊✲等）に✚ᴟ的にཧຍする。 㻯㻌 ♫会とṑ学㻦㻯㻙2㻌 ᥈ồとゎỴ⬟

ຊ㻌

㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

㻌 䠠䠬䠑：ṑ科ཱྀ⭍་療の⌧ሙにおける問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを㌟につけ、䝸サーチ䝬インドをಟ得䛧ている。㻌

䠠䠬䠒：ከᵝ化するṑ科ཱྀ⭍་療のニーズに༶応䛧、ඛ➃的་療をᐇ㊶するために生ᾭにர䜚自己主ᑟᆺ学⩦を⥅⥆䛷䛝る。㻌

䠠䠬䠔：患⪅にಙ㢗感とᏳᚰ感を୚䛘る䛣と䛜䛷䛝る㧗いコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン⬟ຊを㌟につけている。㻌

䠠䠬１䠌：㞳ᓥ䜈䛝ᆅを䛿䛨めとするᆅᇦ・ᅜ㝿♫会に㈉⊩するᙉいពᛮをᣢ䛳て、ṑ科ཱྀ⭍་療をᐇ㊶䛷䛝る。㻌

䠠䠬１１：ᮍ᮶の་療をษ䜚ᣅ䛟ためのඛ➃的◊✲に⯆࿡をᣢ䛱、ṑ科ཱྀ⭍་学の発展に㈉⊩䛷䛝る⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

１） ṑ学㒊の 㻼㼞㼕㼚㼏㼕㼜㼍㼘㻌㻵㼚㼢㼑㼟㼠㼕㼓㼍㼠o㼞㻌 （㻼㻵㻧主௵◊✲⪅㻛教授・෸教授）による᭱᪂◊✲▱ぢのワーク䝅䝵䝑䝥（オムニ䝞ス講義）㻌

䠎） ᾏእ（▷ᮇ）␃学⤒㦂⪅による、学ಟ認ᐃሗ࿌会㻌

３） ṑ学◊✲コースᒚಟ⪅による◊✲成ᯝሗ࿌会㻌

䠐） ⱥㄒ䛷のオンラインコースのཷ講（ู⣬ཧ↷）㻌

授業内容㻌

１） ṑ学㒊の 㻼㼞㼕㼚㼏㼕㼜㼍㼘㻌㻵㼚㼢㼑㼟㼠㼕㼓㼍㼠o㼞㻌 （㻼㻵㻧主௵◊✲⪅㻛教授・෸教授）による᭱᪂◊✲▱ぢのワーク䝅䝵䝑䝥（オムニ䝞ス講義）⫈講㻌

䠎） ᾏእ（▷ᮇ）␃学⤒㦂⪅による、学ಟ認ᐃሗ࿌会䜈のཧຍ㻌

３） ṑ学◊✲コースᒚಟ⪅による◊✲成ᯝሗ࿌会の⫈講と䝥レ䝊ンᑂᰝ㻌 㻔学生（2 ᖺ生）ᑂᰝ員によるᢞ⚊㻕㻌

䠐） ᥎ዡするオンラインコースからᕼᮃのコースをཷ講（20 時㛫௨ୖの学⩦を要する）㻌

䜻ーワード㻌 䝸サーチ䝬インド㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 各コース教員のᣦᐃする教ᮦ㻌

‽等㻌

成⦼ホ౯の方法・基 講義内容に関するレ䝫ー䝖と自⩦時㛫䛷のオンラインコースのཷ講ಟ஢ドの提出䛷ホ౯する㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 ⥲授業ᩘの 2㻛3 ௨ୖの出ᖍ䛜ᚲ要㻌

ージ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉 各教員に✚ᴟ的に質問䛧て䛟䛰䛥い。㻌

㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（教務委員長）長崎大学グローカルインターンシップ・プログラムについて 教務委員長

（歯周歯内治療学）世界的規模での歯周病学におけるトピックスと長崎・離島へき地における

地域的問題点について概説する。

（加齢口腔生理学）

（硬組織発生再生学）

骨の幹細胞は骨の成長や再生に貢献すると同時にがんの起源にもなり得る。

ユニークな幹細胞を可視化し、その運命を追跡する最先端の研究を紹介する。

（加齢口腔生理学）

（顎顔面解剖学）

歯の形態からみた形質人類学と歯の古病理学

（口腔病理学）

人体病理学と研究倫理、病理学研究の事例

診断病理学の臨床への貢献　－オーダーメイド医療とコンパニオン診断－

（口腔病原微生物学）

歯周病原細菌のゲノム解析研究について実例を用いて説明する。

さらにゲノム解析結果を応用した研究について解説を行う。

（歯科薬理学）

細胞内小器官のリソソームの機能と病態について解説する

（生体材料学）

生体材料とは？　生体材料の諸性質と利用法等について

材料科学的手法に基づいて解説する。

（生体材料学）

臨床応用を目指した新規な歯科用生体材料の設計・開発について、化学的な

アプローチやデータサイエンスの応用例について紹介する

（分子硬組織生物学）

腫瘍の発症と悪性化を支配する転写因子の機能について，最新の知見を

紹介する。

（フロンティア口腔科学）

細胞内分子輸送と免疫応答

（フロンティア口腔科学）

病原細菌のタンパク質分泌機構と運動機構の概説します。

（先進口腔医療開発学）

口腔疾患を対象とした再生医療研究について、最新の基礎研究成果や

実用化に近い取り組みなどを紹介する。

（先進口腔医療開発学）

放射線治療後やシューグレン症候群における唾液腺疾患に対する最新の治療や

これまでの基礎研究成果～実用化までを含めた取り組みを紹介する。

（口腔保健学）

口腔・腸内細菌叢と宿主との相互作用に関する研究成果について解説する。

ビッグデータを活用した新たな予防歯科のアプローチ法について解説する。

（発達育成歯科学）

小児・障害者・有病者の歯科治療における問題点とその解決法について

臨床的および臨床研究的観点から概説する。

日常生活の生理的タイミングを制御するサーカディアンリズムのメカニズムについて、加齢口腔
生理学分野で取り組むChrono-Dentistryの視点から解説する。

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

片瀬　直樹 講義室６Ｂ

9 30 火 1-3

松下　祐樹 講義室６Ｂ

火 1-3 小山田常一 講義室６Ｂ

17回 11 10 月 1-3

16回 11 5 水 1-3

田上直美 講義室６Ｂ

15回 11 4 火 1-3

入江浩一郎

14回 10 29 水 1-3

井　隆司 講義室６Ｂ

13回 10 28 火 1-3

住田　吉慶

12回 10 27 月 1-3

佐藤　啓子 講義室６Ｂ

11回 10 22 水 1-3

門脇　知子

10回 10 21 火 1-3

伊藤　公成 講義室６Ｂ

9回 10 20 月 1-3

阿部　薫明

8回 10 15 水 1-3

渡邊　郁哉 講義室６Ｂ

7回 10 14 火 1-3

筑波　隆幸

内藤真理子 講義室６Ｂ

6回 10 8 水 1-3

内田　仁司 講義室６Ｂ4回 10 6 月 1-3 口腔機能の加齢変化について、唾液腺機能の観点から唾液腺研究の動向とアメリカ留学の体
験を交えて紹介する

5回 10 7

「長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム」　日程表

1回 9 29 月 1-3 講義室６Ｂ
吉村篤利

3回 10 1 水 1-3

2回 中村　渉 講義室６Ｂ
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（歯科矯正学）

矯正歯科医療～世界の潮流と未来展望

（歯科矯正学）

矯正力による生体の応答と歯の移動のメカニズム

（口腔インプラント学）

インプラント治療の歴史や臨床の実際について解説し，当分野が進めている

荷重環境下におけるインプラント周囲の骨質研究を紹介する．

（発達育成歯科学）

口腔機能の発達と顎骨の成長について

（歯周歯内治療学）

歯周病と全身との関わりについて

予備日

（口腔インプラント学）

インプラントに関連する生体材料について

（歯科補綴学）

義歯用材料の国内外の研究動向及びISO規格の重要性について解説する。

また歯科材料関係の留学について体験談をお話する。

（歯科補綴学）

義歯ケア製品に関する解説と新製品の開発研究に関して紹介する

（保存修復学部門）

新素材を利用した低侵襲な接着性補綴および近未来の歯冠修復に関連する研究を紹介す

る。

（保存修復学部門）

歯延命に向けた象牙質コラーゲンの役割と次世代型象牙質改質技術の展開

（口腔顎顔面外科学）

１）口腔癌の臨床病理学的研究

２）環境汚染と人体の反応；カネミ油症研究を題材として

(特別講義）

「長崎スタジアムシティーにおける地域医療連携ビジョン」

（基礎）歯学研究成果報告会

（口腔診断・情報科学）

シェーグレン症候群を対象とした画像研究およびAIの応用研究について

概説する

（口腔診断・情報科学）

頭頸部腫瘍を対象としたMR機能画像解析研究およびAIの応用研究について解説する

概説する

（歯科麻酔学）

オピオイ ドの耐性形成・痛覚過敏の分子生物学的機序についての研究と

最近の知見について

（歯科麻酔学）

海外から見た我が国の歯科麻酔学の特殊性と最近の歯科麻酔学におけるトピックスに

ついて概説する

（口腔顎顔面外科学）

口腔外科分野におけるクリニカルクエスチョンとサイエンスによる解決

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

吉田　教明

佛坂斎祉

澤瀬　隆

藤田　優子

岩下未咲

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

36回

28回

33回

31回

12 22

35回 1 19 月 1-3

30回

1 26

12 22 月 4-6

火 7-8

講義室６Ｂ

伊藤拓摩

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

山田朋弘 講義室６Ｂ

讃岐　拓郎

倉田　眞治

長崎県歯科
医師会

衛生士専門
学校講堂

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

尾立哲郎

村田比呂司

原田佳枝

月 1-3

高木　幸則

講義室３A

平　曜輔

山田志津香

川﨑五郎

火 1-3

角　美佐 講義室６Ｂ

教務委員長12 23

1-3

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

34回 1 13 火 1-3

32回 1 5 月 1-3

1 6 火 1-3

26回 12 8 月 1-3

月

火 1-3

24回 12 1 月 1-3

29回

25回

27回

12 2

12 15 月 1-3

12 9

22回 11 19 水 1-3

23回 11 25 火 1-3

19回 11 12 水 1-3

21回 11 18 火 1-3

20回 11 17 月 1-3

18回 11 11 火 1-3
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（総合歯科臨床教育学）

小児の口腔機能の発達

（教務委員長）

研究コース説明会38回 2 2 月 1-3

37回 1 27 火 1-3 講義室６Ｂ

講義室６Ｂ

近藤　好夫

教務委員長
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ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌 3・4㻽㻌 曜日・校時㻌 火・7䡚8㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 2㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25094901㻌

㻰N㻳㻰11062098㻌

ᐇ㊶臨床ṑ科ⱥ会ヰ㻛（㻯㼔㼍㼕㼞㻙㼟㼕㼐㼑㻌㻰㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯o㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕o㼚）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 4 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 講義形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 講義室 6A㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 科目分類㻌 㻌ᑓ㛛教㣴科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

Ώ㑔㑳ဢ㻛㼕㼗㼡㼥㼍㼣㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛生体ᮦᩱ学分㔝教授室㻛095㻙819㻙7656（内 7656）㻛㔠曜㻌 15：00䡚17：00㻌

ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オムニ䝞 Ώ㑔㑳ဢ、䝞ラネ䝄䝝ド・ア䝸レ䝄、㻰㼍㼢㼕㼐㻌A㼠㼣oo㼐㻌 （非ᖖ໅講ᖌ）、㻌

授業のᴫ要㻌

基礎的な臨床ṑ科ⱥ会ヰの⬟ຊを㌟につける。ṑ科の各診療科䛷⾜䜟れる診断䜔治療内容について、そのᑓ㛛ṑ科的なⱥ

ㄒ表⌧を⩦得䛧、䝅䝭䝳レー䝅䝵ンに応䛨て患⪅に䜟か䜚䜔す䛟説明する。また、患⪅とのよ䜚よいコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンをᅗるための

日ᖖ会ヰを組み㎸み、会ヰを重点に⨨いたᐇ㊶的なⱥ会ヰレ䝑スンを⾜䛖。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

ṑ科ⱥㄒ用ㄒを䝬ス䝍ーする㻌

㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

説明䛷䛝るよ䛖になる。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

እᅜே患⪅にṑ科に関する診ᰝと診断、治療内容についてⱥㄒ䛷 ヱ当な䛧㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬䠎：ṑ科ཱྀ⭍་学に関する臨床的▱識を㌟につけている。㻌

䠠䠬䠔㻦患⪅にಙ㢗感とᏳᚰ感を୚䛘る䛣と䛜䛷䛝る㧗いコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

㻌

各種ṑ科診療科の䝖䝢䝑クスにྜ䜟せて、ᐇ㊶のⱥ会ヰをእᅜே講ᖌと⾜䛖。㻌

授業内容㻌

1 回目：㻌 㻻㼞㼕㼑㼚㼠㼍㼠㼕o㼚㻦㻌㻻㼢㼑㼞㼢㼕㼑㼣㻌㼠㼔㼑㻌㼏㼘㼍㼟㼟㻌㼟㼏㼔㼑㼐㼡㼘㼑,㻌㼓㼞㼍㼐㼕㼚㼓,㻌㼓o㼍㼘㼟,㻌㼍㼚㼐㻌o㼎㼖㼑㼏㼠㼕㼢㼑㼟㻌㼒o㼞㻌㼠㼔㼑㻌㼏o㼡㼞㼟㼑,㻌㼕㼚㼠㼞o㼐㼡㼏㼑㻌㼥o㼡㼞㼟㼑㼘㼒㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻵㼚㼠㼞o㼐㼡㼏㼠㼕o㼚㻌㼠o㻌㼃㼑㼎㻌㼏㼘㼍㼟㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻯A㻸㻸㻌㼟㼥㼟㼠㼑㼙㻌㻔㼏㼔㼑㼏㼗㻌㼥o㼡㼞㻌㼘o㼓㻙㼕㼚㻛㼜㼍㼟㼟㼣o㼞㼐㻕㻌

2 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌1.㻌㻲㼕㼞㼟㼠㻌㼂㼕㼟㼕㼠㻌 （ึ診）㻌

3 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌2.㻌㻱㼚㼐o㼐o㼚㼠㼕㼏㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻻㼜㼑㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥㻌㻔ಖᏑ処⨨㻕㻌

4 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌3.㻌㻼㼑㼞㼕o㼐o㼚㼠㼍㼘㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔ṑ࿘処⨨㻕㻌

5 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌4.㻌㻼㼞o㼟㼠㼔o㼐o㼚㼠㼕㼏㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㼟㻌㼁㼟㼕㼚㼓㻌㻯㼞o㼣㼚㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻮㼞㼕㼐㼓㼑㼟㻌㻔クラウン・ブ䝸䝑ジによる補⥛処⨨㻕㻌

6 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌5.㻌㻵㼙㼜㼘㼍㼚㼠㻌㼀㼔㼑㼞㼍㼜㼥㻌㻔イン䝥ラン䝖治療について㻕㻌

7 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌6.㻌㻾㼑㼙o㼢㼍㼎㼘㼑㻌㻼㼞o㼟㼠㼔o㼐o㼚㼠㼕㼏㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔ྍ᧔性義ṑによる処⨨㻕㻌

8 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌7.㻌㻼㼞㼑㼢㼑㼚㼠㼕㼢㼑㻌㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥㻌㻔ṑ科予防処⨨㻕㻌

9 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌8.㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㼒o㼞㻌㻯㼔㼕㼘㼐㼞㼑㼚㻌㻔ᑠඣ䜈の処⨨㻕㻌

10 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌9.㻌㻻㼞㼠㼔o㼐o㼚㼠㼕㼏㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔▹ṇ処⨨㻕㻌

11 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌10.㻌㻱㼟㼠㼔㼑㼠㼕㼏㻌㻰㼑㼚㼠㼕㼟㼠㼞㼥㻌㻔ᑂ⨾ṑ科㻕㻌

12 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌11.㻌㼀㼑㼙㼜o㼞o㼙㼍㼚㼐㼕㼎㼡㼘㼍㼞㻌㻶o㼕㼚㼠㻌㻰㼕㼟o㼞㼐㼑㼞㼟㻌㻔㢡関⠇症㻕㻌

13 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌12.㻌㻰㼥㼟㼜㼔㼍㼓㼕㼍㻌㻾㼑㼔㼍㼎㼕㼘㼕㼠㼍㼠㼕o㼚㻌㻔ᦤ㣗・ᄟୗ䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅䝵ン㻕㻌

14 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌13.㻌㻿㼜㼑㼏㼕㼍㼘㻌㻰㼑㼚㼠㼍㼘㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔特Ṧなṑ科処⨨㻕㻌

15 回目：㻌 㻸㼑㼟㼟o㼚㻌14.㻌㻻㼞㼍㼘㻌㻿㼡㼞㼓㼕㼏㼍㼘㻌㼀㼞㼑㼍㼠㼙㼑㼚㼠㻌㼍㼚㼐㻌㻰㼑㼚㼠㼍㼘㻌A㼚㼑㼟㼠㼔㼑㼟㼕㼍㻌㻔ཱྀ⭍እ科とṑ科㯞㓉処⨨㻕㻌

䜻ーワード㻌 歯科英単語、歯科英会話㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 チェアーサイドの臨床歯科英会話, 加藤有三監修, 医歯薬出版㻌

補助教材ハンドアウト㻌 㻌

等㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽ 筆記試験（毎回の小テスト）、英語での口頭試問、課題レポートの総合評価。定期試験時に

は、筆記試験ならびに各自、英語でのファイナルスピーチを行う。追試験（特別な理由があ

る場合のみ）と再試験を実施する。再試験の評価は本試験の結果を考慮する。㻌

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 ２㻛３以上の出席を受験資格とする。㻌

ジ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ー 歯科英語表現の基礎知識を習得する㻛日常英会話と組み合させて、外国人患者に英語で歯科

診療について説明できるようになる。㻌

㻌

よる授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員に 該当しない。㻌
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

Introduction to Web class and CALL system (check your log-in/password)

  Lesson 12. Dysphagia Rehabilitation (摂食・嚥下リハビリテーション)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

15回 1 27 火 7～8
　Lesson 14. Oral Surgical Treatment and Dental Anesthesia (口腔外科と
歯科麻酔処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

14回 1 13 火 7～8 　Lesson 13. Special Dental Treatment (特殊な歯科処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

13回 1 6 火 7～8
David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

12回 12 23 火 2～3
　Lesson 11. Temporomandibular Joint Disorders (顎関節症)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

11回 12 16 火 7～8 　Lesson 10. Esthetic Dentistry (審美歯科)
David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

10回 12 9 火 7～8 　Lesson 9. Orthodontic Treatment (矯正処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

9回 12 2 火 7～8 　Lesson 8. Treatment for an Infant (小児への処置)
David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

8回 11 25 火 7～8 　Lesson 7. Preventive Dentistry (歯科予防処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

7回 11 18 火 7～8 　Lesson 6. Removable Prosthodontic Treatment (可撤性義歯による処置)
David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

6回 11 11 火 7～8 　Lesson 5. Implant Therapy (インプラント治療について)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

5回 10 28 火 7～8
　Lesson 4. Prosthodontic Treatments Using Crowns and Bridges (クラウン・
ブリッジによる補綴処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

4回 10 21 火 7～8 　Lesson 3. Periodontal Treatment (歯周処置)

David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

3回 10 14 火 7～8 　Lesson 2. Endodontics and Operative Dentistry (保存処置)
David Atwood
, Valanezhad

講義室6A

2回 10 7 火 7～8 　Lesson 1. First Visit　（初診）

日程表

1回 9 30 火 7～8
  Orientation: Overview the class schedule, grading, goals, and objectives
for the course, introduce yourself David Atwood

, Valanezhad
講義室6A
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臨床実習（5年次生，6年次生） 

 

臨床実習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・305 

 

 



ᖺᗘ㻌 2025㻌 学ᮇ㻌ᖺᗘ㊬䜚㻌 曜日・校時㻌 月䡚㔠・１䡚䠓㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 ᚲಟ㻌 ༢఩ᩘ㻌 43㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25044801㻌

㻰N㻳㻰44031991㻌

臨床ᐇ⩦㻛（㼁㼚㼐㼑㼞㼓㼞㼍㼐㼡㼍㼠㼑㻌㼏㼘㼕㼚㼕㼏㼍㼘㻌㼠㼞㼍㼕㼚㼕㼚㼓㻌o㼒㻌㼐㼑㼚㼠㼍㼘㻌㼜㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼑）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 5・6 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 ᐇ⩦形ᘧ（୍㒊講義形ᘧ）㻌 教室㻌 㻌 㛗ᓮ大学病㝔௚㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 ➨ 5 学ᖺ๓ᮇࠥ➨ 6 学ᖺ๓ᮇ㻌 科目分類㻌 㻌臨床ᐇ⩦㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ゅ㻌 ᛅ㍤㻛㼟㼡㼙㼕㻬㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛⥲ྜṑ科臨床教⫱学教授室㻛095㻙819㻙7750（内 7750）㻛㝶時㻌 䈜᮶室๓に☜認の䛣と㻌

ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オムニ䝞 ゅ㻌 ᛅ㍤（臨床ᐇ⩦室室㛗）䠈㏆藤ዲኵ（臨床ᐇ⩦室副室㛗）䠈ከ⏣ᾈ᫭（⥲ྜṑ科臨床教⫱学）䠈ஂᯇ

ᚨ子（་療教⫱㛤発䝉ン䝍ー）䠈ᕝୗ⏤⨾子（ཱྀ⭍ಖ೺学）䠈షᆏᩧ♴（ṑ科▹ṇ学）䠈日㧗㻌 ⪷（ᑠඣṑ

科学）䠈Ụ㉺㈗ᩥ（ಖᏑಟ᚟学㒊㛛）䠈ᯇ⿬㈗史（ṑ࿘ṑ内治療学）䠈ᙇ㻌 ᬡ᪫（ཱྀ⭍イン䝥ラン䝖学）䠈ྜྷ

⏣࿴ᘯ（ṑ科補⥛学）䠈ᕝ㷂஬㑻（ཱྀ⭍㢡㢦㠃እ科学）䠈బ䚻ᮌ⨾✠（ཱྀ⭍診断᝟ሗ科学）䠈ᑿᓮ㻌 ⏤

（ṑ科㯞㓉学）䠈ᒣཱྀ㤶⧊（特Ṧṑ科⥲ྜ治療㒊）䠈ᒣୗ⿱⨾（ṑ科法་学）䠈ྜྷᯇᫀ子（ཱྀ⭍⟶理䝉ン

䝍ー）䠈ᮌᮧὈ⏨（臨床教授）㻌 㻌

授業のᴫ要㻌

㻌 㻌 臨床ᐇ⩦䛿㝃属病㝔䠈その௚の་療⌧ሙにおいて䠈ᐇ㝿に患⪅と᥋䛧な䛜ら䠈ᣦᑟ་のᣦᑟ・┘╩のୗにᐇ᪋す䜉䛝内容

䛷䛒䜚䠈Ⓩ㝔๓の臨床㛤ጞ๓ᐇ⩦およ䜃ᐇ㝿に患⪅の診療を⾜䛖診療ཧຍᆺ臨床ᐇ⩦䛷構成䛥れる。臨床ᐇ⩦において䛿䠈

⥲ྜ的な診療⬟ຊの基本と䛧ての▱識䠈ᢏ⬟ཬ䜃ែᗘをಟ得するために䠈ಶ䚻について⊂❧䛧て⾜䛖の䛷䛿な䛟臨床ᐇ⩦全

体を㏻䛧て体系的に⾜䜟なけれ䜀ならない。また法௧を㑂Ᏺ䛧䠈♫会制ᗘ䜔ṑ科་療関連法つにἢ䛳た診療を⾜䛖䛣とを学

䜆。㻌

㻌 臨床㛤ጞ๓ᐇ⩦䛷䛿䠈ṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム㻌 に示䛥れる㻌 㻲㻌䝅䝭䝳レ䠉䝅䝵ンᐇ⩦（ᶍᆺᐇ⩦・┦஫₇⩦（ᐇ

⩦））に基䛵䛝䠈診療⾜Ⅽ全⯡にᑐ䛧ての‽ഛ教⫱を⾜䛖。㻌

㻌 診療ཧຍᆺ臨床ᐇ⩦において䛿䠈ṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム㻌 に示䛥れる 㻳㻌臨床ᐇ⩦に基䛵䛝䠈基本的な診ᐹ䜔

ᢏ⬟をಟ得䛧䠈ṑ科་学・་療の進Ṍとᨵၿに㈨するために䠈臨床を㏻䛧て◊✲ពḧと基礎的⣲㣴を㌟に௜け䠈༞業ᚋにṑ

科་ᖌと䛧ての㈨質・⬟ຊをᾰ㣴する䛣とを目ᶆとする。その㐩成のために䛿䠈䛷䛝る䛰け自㦂を⾜䛖䛣と䛜ᚲ要䛷䛒䜚䠈ู表

㻔305䡚306 㡫㻕に䛒る䛂臨床ᐇ⩦の内容と分類䛃にグ㍕䛧たᐇ⩦内容をཧ↷䛧ᐇ⩦を⾜䛖。㻌

㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

㻌 ཱྀ⭍の೺ᗣを㏻䛨てேの࿨と生άをᏲるṑ科་ᖌと䛧ての⫋㈐䜈の自ぬを㧗めるとと

䜒に䠈患⪅およ䜃そのᐙ᪘とⰋዲなே㛫関ಀを構⠏する⬟ຊ䠈患⪅の全ே的理ゎに基

をゎỴする⬟ຊをᇵ䛖。㻌

㻌

各診療科等の୍⯡目ᶆ（㻳㻵㻻）㻌

１）Ⰻዲな患⪅䠉ṑ科་ᖌ関ಀを⠏䛟とと䜒に䠈患⪅の᝟ሗを⫈ྲྀ䛧௬診断を䛧て㐺ษな

診療科䜈ᘬ䛝⥅䛠ための▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌

䠎）ᆅᇦṑ科ಖ೺άືをᐇ㊶するためにᚲ要な基本的▱識・ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得す

る。㻌

３）▹ṇᶍᆺ分ᯒにᚲ要な基本的なᢏ⬟をಟ得する。▹ṇ診断と治療ホ౯にᚲ要な▱

識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌

䠐）ᑠඣṑ科臨床にᚲ要な▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌

䠑）コン䝫ジ䝑䝖レジンಟ᚟についての▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌

䠒）᰿⟶治療についての▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌

る。㻌

をಟ得する。またᦤ㣗ᄟୗ㞀ᐖ䜒含め䠈ཱྀから㣗䜉る䛣とをṑ科་ᖌと䛧て理ゎする。㻌

全㌟⟶理䜒含めた治療方㔪をỴᐃする⬟ຊを㌟につける。㻌

11）各種疾患の診断にᚲ要な⏬ീ検ᰝを㑅ᢥ䛧䠈⏬ീ診断の方法をಟ得するとと䜒に䠈

ᨺᑕ⥺防ㆤのᐇ㊶のための基本的▱識䠈ᢏ⬟をಟ得する。㻌

12）患⪅の全㌟状ែをᢕᥱするព義を学䜃䠈全㌟状ែに㓄៖䛧た䠈Ᏻ全なṑ科診療の

基本を理ゎする。㻌

てேの生άの質（㻽㻻㻸）をᏲる䛃とい䛖ṑ科་ᖌのᙺ๭を理ゎする。㻌

する。㻌

㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コ

ア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㻌

䛵䛟基本的ṑ科診療をᐇ㊶する⬟ຊ䠈そ䛧て自ら問題を発ぢ䛧て自己学⩦によ䛳てそれ 㻲㻌䝅䝭䝳レ䠉䝅䝵ンᐇ⩦（ᶍᆺᐇ

⩦・┦஫₇⩦（ᐇ⩦））㻌

㻲㻙1㻌診療の基本㻌

㻲㻙1㻙1㻕㻌ཱྀ⭍内の診ᐹ・グ㘓㻌

㻲㻙1㻙2㻕㻌་療Ᏻ全・感染ᑐ⟇㻌

㻲㻙2㻌基本的診ᐹ法㻌

㻲㻙2㻙1㻕㻌་療㠃᥋㻌

㻲㻙2㻙2㻕㻌全㌟状ែのᢕᥱཬ䜃ṑ科

治療にᚲ要な診ᐹと検ᰝ㻌

㻲㻙3㻌基本的臨床ᢏ⬟㻌

㻲㻙3㻙1㻕㻌ඹ㏻஦項㻌

㻲㻙3㻙2㻕㻌ṑ科ಖ೺ᣦᑟ㻌

㻲㻙3㻙3㻕㻌ṑとṑ࿘組⧊の疾患の治

䠓）ṑ࿘疾患治療のために䠈ṑ࿘基本治療についての▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得す 療㻌

㻲㻙3㻙4㻕㻌ṑ質とṑのḞᦆの治療㻌

䠔）クラウンブ䝸䝑ジによる補⥛ṑ科治療についての▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘをಟ得する。㻌 㻲㻙3㻙5㻕㻌ᑠᡭ⾡・ཱྀ⭍粘膜疾患の

䠕）患⪅を୰ᚰと䛧たṑ科་療のᐇ㊶にᚲ要な᭷床義ṑ治療の▱識䠈ᢏ⬟およ䜃ែᗘ 治療㻌

㻲㻙3㻙6㻕㻌▹ṇṑ科・ᑠඣṑ科治療㻌

10）㢡㢦㠃ཱྀ⭍㡿ᇦに発生する疾患を理ゎ䛧䠈診断をᑟ䛟ᛮ⪃ຊおよ䜃ุ断ຊを㣴い䠈 㻲㻙3㻙7㻕㻌㧗㱋⪅・㞀ᐖ⪅等患⪅䜈

の治療㻌

㻳㻌臨床ᐇ⩦㻌

㻳㻙1㻌診療の基本㻌

㻳㻙1㻙1㻕㻌臨床診断・治療ィ⏬㻌

㻳㻙1㻙2㻕㻌་療Ᏻ全・感染ᑐ⟇㻌

13）㞀ᐖ⪅およ䜃᭷病⪅の診療にཧຍする䛣とによ䜚䠈䛣れらの患⪅にᑐするཱྀ⭍⟶理 㻳㻙2㻌基本的診ᐹ法㻌

を体得䛧䠈䝜ー䝬ライ䝊ー䝅䝵ンのᴫᛕ䠈ཱྀ⭍⟶理の重要性を理ゎ䛧䠈䛂ཱྀの೺ᗣを㏻䛧 㻳㻙3㻌基本的臨床ᢏ⬟㻌

㻳㻙4㻌チ䠉ム་療・ᆅᇦ་療㻌

14）⅏ᐖ䠈஦ᨾ䠈≢⨥等の㌟ඖ不明Ṛ体におけるಶே識ู（㌟ඖ☜認）の重要性を理ゎ 㻳㻙5㻌患⪅୰ᚰの་療㻌
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授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

臨床㛤ጞ๓ᐇ⩦（㻻㻿㻯㻱 にྜ᱁䛧ているሙྜ䛿その୍㒊を免除する䛣と䛜䛒る）㻌

病㝔ṑ科እ᮶およ䜃ධ㝔病Ჷにおける臨床ᐇᆅ全⯡㻌

㞳ᓥṑ科་療・⚟♴・ಖ೺ᐇ⩦㻌

ṑ科೺診等ᆅᇦ་療ᐇ⩦㻌

臨床ṑ学䝉䝭䝘ー㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬３㻌 ṑ科ཱྀ⭍་療を⾜䛘る基本的臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

䠠䠬䠐㻌 ṑ科ཱྀ⭍疾患を全㌟疾患と関連௜けて診断䛷䛝る臨床⬟ຊを㌟につけている。㻌

䠠䠬䠑㻌 ṑ科ཱྀ⭍་療の⌧ሙにおける問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを㌟につけ䠈䝸サーチ䝬インドをಟ得䛧ている。㻌

䠠䠬䠒㻌 ከᵝ化するṑ科ཱྀ⭍་療のニーズに༶応䛧䠈ඛ➃的་療をᐇ㊶するために䠈生ᾭにர䜚自己主ᑟᆺ学⩦を⥅⥆

䛷䛝る。㻌

䠠䠬䠓㻌 患⪅୰ᚰのṑ科ཱྀ⭍་療を展㛤するための㇏かなே㛫性と೔理ほを㌟につけている。㻌

䠠䠬䠔㻌 患⪅にಙ㢗感とᏳᚰ感を୚䛘る䛣と䛜䛷䛝る㧗いコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン⬟ຊを㌟につけている。㻌

䠠䠬䠕㻌 ከ⫋種との㛫䛷༠ㄪ性をᣢ䛳てチーム་療をᐇ㊶䛷䛝る。㻌

授業内容㻌

䛂臨床㛤ጞ๓ᐇ⩦のᡭᘬ䛝䛃䛂臨床ᐇ⩦のᡭᘬ䛝䛃ཧ↷㻌

䜻ーワード 診療ཧຍᆺ臨床ᐇ⩦䠈ṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム㻌

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 特にᣦᐃ䛧ない㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽等㻌 １䠊出ᖍ（ᐇ⩦䛷䛒るため各分㔝ᐇ⩦全日程の 4 分の 3 ௨ୖ䛜ᚲ要）㻌

䠎䠊各分㔝䛜タᐃする฿㐩目ᶆをす䜉て㐩成する䛣と㻌

３䠊ṑ学系診療ཧຍᆺ臨床ᐇ⩦ᚋᐈほ的臨床⬟ຊヨ㦂（㻼o㼟㼠㻙㻯㻯㻌㻼㼄）にྜ᱁する䛣と㻌

䠐䠊臨床▱識理ゎᗘヨ㦂にྜ᱁する䛣と㻌

௨ୖの点について⥲ᣓ的ホ౯を⾜い䠈臨床教⫱ጤ員会のᢎ認をཷけྜྰをุᐃする。㻌

診療ཧຍᆺ臨床ᐇ⩦ཷ講

要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌
➨ 5 学ᖺ๓ᮇま䛷の全科目およ䜃ඹ用ヨ㦂（㻯㻮㼀,㻌㻻㻿㻯㻱）にྜ᱁する䛣と。㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ージ㻕㻌 䛆臨床ᐇ⩦のᡭᘬ䛝㻌 序ゝよ䜚ᢤ⢋・ᨵ変䛇㻌

㻌 ṑ学教⫱における༞๓の臨床教⫱䛿、ṑ科་ᖌと䛧ての⪃䛘方、▱識、ᢏ⾡をಟ得するため

の᭱䜒重要なᐇ⩦䛷䛒る。䛣れま䛷ㅖྩ䛜⤒㦂䛧て䛝た教⫱䛿学生と教員のඹྠ作業䛷䛒䛳

た。䛧か䛧、臨床ᐇ⩦䛿䛣の୰に患⪅とい䛖病ん䛰➨୕⪅䛜௓ᅾする全䛟᪂䛧い授業形ែ䛷䛒

る。ㅖྩ䛿ま䛪䛣の䛣とをᚰ䛧て䜋䛧い。ຍ䛘て臨床ᐇ⩦䛿ㅖྩのຮ学ពḧのዴఱによ䛳て得る

䜒のの質と㔞に大ᕪ䛜つ䛟とい䛖༴䛖䛥䜒ᣢ䛱ྜ䜟せている。ㅖྩの✚ᴟ的な学⩦をᮇᚅ䛧た

い。㻌

㻌 本学㒊における臨床ᐇ⩦の特ᚩ䛿、ಶ䚻の臨床ᐇ⩦生に患⪅を担当䛥せ、ᐇ㝿に診療⾜Ⅽ

を⾜䜟せる䛣と䛷䛒る。䛣れ䛿、自分䛷主体的に⾜䛖䛣と䛜生䛝た成ᯝを獲得䛧䜔す䛟、ពḧ䜒Ἓ

いて䛟るとい䛖教⫱理ᛕに基䛵䛟䜒の䛷䛒る。䛧か䛧、⌧時点䛷䛿ṑ科་ᖌと䛧ての㈨᱁のないㅖ

ྩ䛜⾜䛖の䛷䛒るから、インス䝖ラク䝍䠉の┘╩ୗ䛷䛧かチ䛥れないとい䛖制⣙䛜䛒るの䛿当然䛷

䛒る。ぢᏲるインス䝖ラク䝍䠉のᚰປ䜒ᐹ䛧てḧ䛧い。་療を学䜆⪅と䛧て、また、ḟ回䜒᮶㝔䛧て

䜒ら䛖ために䜒、患⪅䛥んのಙ㢗をኻ䜟ないດຊをᚰ䛜けるᚲ要䛜䛒る。㻌

㻌 ௧࿴３ᖺ䠑月䠎䠔日ṑ科་ᖌ法䛜୍㒊ᨵṇ䛥れ、臨床ᐇ⩦にᑐする♫会の⪃䛘方䛜大䛝䛟変㠉

䛥れる䛣ととな䛳た。௨ୗに᮲ᩥの୍㒊をᢤ⢋する。㻌
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ṑ科་ᖌ法➨ 17 ᮲㻌

ṑ科་ᖌ䛷なけれ䜀ṑ科་業をな䛧て䛿ならない。㻌

ṑ科་ᖌ法➨ 17 ᮲の䠎㻌

大学においてṑ学をᑓᨷする学生䛷䛒䛳て、当ヱ学生䛜臨床ᐇ⩦を㛤ጞする๓にಟ得す䜉䛝

▱識およ䜃ᢏ⬟をල᭷䛧ているか䛹䛖かをホ౯するために大学䛜ඹ用するヨ㦂と䛧てཌ生ປാ

┬௧䛷ᐃめる䜒のにྜ᱁䛧た䜒の䛿、๓᮲のつᐃにかか䜟ら䛪、当ヱ大学䛜⾜䛖臨床ᐇ⩦にお

いて、ṑ科་ᖌのᣦᑟ┘╩のୗに、ṑ科་ᖌと䛧てල᭷す䜉䛝▱識およ䜃ᢏ⬟のಟ得のため

にṑ科་業（ᨻ௧䛷ᐃめる䜒のを除䛟。ḟ᮲においてྠ䛨。）をする䛣と䛜䛷䛝る。なお、ୖグ䛿

௧࿴ 6 ᖺ 4 月 1 日よ䜚᪋⾜䛥れる。㻌

㻌 ♫会䛿䜒䛿䜔ㅖྩを学生䛷䛿↓䛟ṑ科་ᖌと䛧て఩⨨௜け、▱識、ᢏ⬟のಟ得にᮇᚅをᐤせ

ているとゝ䛖䛣と䛷䛒る。⿬㏉せ䜀、♫会䛿ㅖྩに䝥䝻䝣䜵䝑䝅䝵䝘ルと䛧てのែᗘ、⾜ືをồめ

ている䛣とに௚ならない。㻌

臨床ᐇ⩦䛿主と䛧て病㝔本㤋䠒㝵のṑ科系診療㒊㛛内臨床ᐇ⩦室を䝩䠉ムグランドと䛧て⾜䜟

れる䛜、䛣れ䛰け䛷䛿症౛䛜㝈ᐃ䛥れる。そ䛣䛷、ᑡேᩘのグル䠉䝥༢఩䛷各科䜈出かける特

ูᐇ⩦䜒組まれている。㻌

㻌 䛥らに、䛣れらの臨床ᐇ⩦䛜病㝔内における日ᖖ業ົの୍⎔と䛧て⾜䜟れている䛣とに䜒␃ព

す䜉䛝䛷䛒る。カル䝔を出䛧た䜚ᩱ㔠をཷけྲྀ䛳た䜚する஦ົ⫋員䜔、ჾᮦのᩚഛ、発ὀをする

ṑ科⾨生ኈ、┳ㆤᖌな䛹全⫋員のᨭ᥼をཷけて成䜚❧䛳ている䛣とをᛀれて䛿ならない。㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員による

授業科目㻌
ู෉䛂臨床ᐇ⩦のᡭᘬ䛝䛃にグ㍕の担当教員全員䠋㛗ᓮ大学病㝔䛷のṑ科臨床⤒㦂䠋診療

ᐇົ⤒㦂をάか䛧䠈診療⬟ຊと䛧ての基本的▱識䠈ᢏ⬟䠈ែᗘをಟ得するためのᣦᑟを⾜䛖。㻌
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Ⅰ．指導者のもと実践する
（自験を求めるもの）

Ⅱ．指導者のもとでの実践が望まれる
（自験不可の場合は

シミュレーション等で補完する）

臨床診断・
治療計画

診断と治療計画の立案（咬合が安定している） 診断と治療計画の立案（咬合を安定させる処置が必
要）

病態写真
・模型

口腔・顔面の写真撮影、研究用模型の製作

診療録・
処方箋

診療録の作成、処方箋の作成、技工指示書の作成

医療面接
医療面接（成人） 医療面接（高齢者）

バイタルサイン
血圧・脈拍・呼吸・体温の測定

頭頸部・
口腔の診察

頭頸部・口腔の視診・触診・打診・聴診

画像検査
口内法エックス線撮影 パノラマエックス線撮影

温度診、電気診、透照診 う蝕リスク検査

根管長測定 根管内細菌培養検査

歯周組織検査（歯の動揺度検査、歯周ポケット検査、
プラーク指数測定、歯石指数測定、出血指数測定）

咬合検査 咀嚼能率検査

手洗い（衛生的・手術時）、滅菌手袋の装着、ガウン
の装着
局所麻酔（表面麻酔・浸潤麻酔） 局所麻酔（伝達麻酔）

中間技工物の製作（咬合床、トレー　他）

ポートフォリオの作成 症例報告資料の作成と実施

口腔外科系
永久歯の単純抜歯 小膿瘍切開、縫合、抜糸

象牙質知覚過敏処置
コンポジットレジン修復（単純窩洞）、メインテナンス、 コンポジットレジン修復（複雑窩洞）、補修修復、メタル

インレー修復（複雑窩洞）、グラスアイオノマーセメント
修復

根歯）
ラバーダム防湿、感染根管治療（根管充填を含む：単 覆髄法（直接・間接）、暫間的間接覆髄法、歯髄鎮痛

消炎療法、抜髄法、感染根管治療（根管充填を含む：
複根歯）

グ・ルートプレーニング）、メインテナンス
歯周基本治療（プラークコントロール指導、スケーリン 歯周基本治療（咬合調整）、暫間固定（簡単なもの）

ス

クラウンによる補綴治療（支台歯形成、 但し支台築造 支台築造（メタルポストコア、レジンポストコア、ファイ
を除く）、プロビジョナルレストレーション、メインテナン バーポストコア）

平行関係に問題のないブリッジの支台歯形成と補綴
治療

の簡単な修理・調整、メインテナンス
可撤性義歯による簡単な欠損補綴治療、可撤性義歯 可撤性補綴装置による欠損補綴治療、補綴装置破損

の修理・調整、メインテナンス

口腔清掃 フッ化物塗布、予防填塞

セルフケアに対する動機づけ、口腔衛生指導 食事指導、食育指導、高齢者に対する栄養指導、生
活習慣に関する指導、禁煙指導・支援

小児・
矯正系

診療の基本、予防・指導系に同じ 模型分析・頭部エックス線規格写真分析、診断、治療
計画の立案

高齢者・障害者

4　チーム医療・地域
医療

地域包括ケアシステムの体験 社会福祉施設等での歯科保健指導
地域歯科保健活動

臨床実習の内容と分類

Gの項目

１　診療の
基本

2　基本的
診察法

臨床検査

※自験の定義：指導歯科医の管理・監督の下で、学習者が実際に歯科医行為を経験する実習

（「歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議第1次報告を踏まえた第3回フォローアップ調査まとめ（平成28年3月31日）」より抜粋）

共通

保存系

補綴・
リハビリ系

予防・
指導系

3　基本的
臨床技能
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Ⅲ．指導者の介助をする
Ⅳ．指導者のもとで見学・
体験することが望ましい

宛て等）の作成
診療情報提供書（医科診療所・病院・病院歯科・施設 手術記録・麻酔記録の作成

医療面接（小児・障害者等） 医療面接（救急処置の必要な場合）

救急処置の治療

歯科用CBCT
口外法エックス線撮影、頭部エックス線規格撮影、 CT、MRI、超音波検査、造影検査

塗抹検査 採血、血液検査、免疫学的検査、生化学検査、一般
細菌検査、心電図検査、呼吸機能検査、心理学的検
査、止血機能検査、末梢神経機能検査

根管内視鏡検査、実体顕微鏡による検査

口臭検査

唾液分泌能検査、顎口腔機能検査、舌圧検査 金属アレルギー検査

嚥下機能検査

細胞診検査、病理組織学的検査

精神鎮静法と周術期管理 全身麻酔法と全身管理
入院患者管理

切除術　他）
永久歯の複雑抜歯、小手術（埋伏歯の抜歯、歯根端 全身麻酔下での口腔外科手術

トべニア修復、生活歯の漂白処置
セラミックインレー修復、レジンインレー修復、ラミネー レーザーによるう蝕除去

の処置、断髄法、アペキシフィケーション、ヘミセクショ
ン

外傷歯の処置、失活歯の漂白処置、歯内-歯周病変 外科的歯内療法（歯根端切除等）、歯の再植と移植

掻爬術　他）
暫間固定（複雑なもの）、歯周外科手術（歯周ポケット 永久固定、歯周外科手術（フラップ手術　他）

困難なクラウンブリッジの支台歯形成と補綴治療 可撤性支台装置による複雑な欠損補綴治療、デンタ
ルインプラント、顎関節症治療、CAD/CAM法

補綴装置破損の修理・調整、摂食嚥下リハビリテー
ション

困難な可撤性補綴装置による欠損補綴治療、複雑な 顎顔面欠損補綴治療

フッ化物洗口法の実施指導等

学校歯科健康診断等での保健指導、小児等に対する
歯科保健指導

装置の作成
乳歯のう蝕治療、乳歯の単純抜歯、断髄法、簡単な 行動変容法、咬合誘導、保隙処置、包括的矯正治療

障害者の歯科治療
口腔衛生指導
移乗

薬物的行動調整下での歯科治療
在宅医療
医療連携

在宅医療（口腔清掃を含む） 地域包括ケアシステムを踏まえた病診・病病連携、多
職種連携によるチーム医療
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研究科目（3年次生、4年次生、5年次生、6年次生） 

         ※歯学研究コース履修者対象 
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基礎歯学研究           （3・4年）・・・・・・・・・・313 

臨床歯学研究概論         （4年）・・・・・・・・・・・ 316 

歯学研究             （5・6年）・・・・・・・・・・319 



 

年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 金・4～6 or 6～8 必修選択  選択 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25104901 

DNDR33441993 

基礎歯学研究概論/（The Outline of Basic Dentistry） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 別途掲示 

対象学生(クラス等)     歯学研究コース 科目分類  研究科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-77613/9:00～17：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 小山田常一、松下祐樹、中村渉、片瀬直樹、内藤真理子、筑波隆幸、渡邊郁哉、伊藤公成、門脇知

子、 

授業の概要 

 

各研究室における研究内容の紹介と配属後の実習内容について紹介し、今後の研究活動の動機づけとする。 

基礎歯学研究における配属先研究室を選択する。 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

本大学院の基礎歯学分野の研究内容について理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

本大学院の基礎歯学分野の研究内容を説明できる。 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

 

 

 

A-8-1) 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ５：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

 ＤＰ６：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を 

継続できる。 

 ＤＰ１１：未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

 

授業方法（学習指導法） 

 

各基礎系分野担当教員のオムニバス形式で講義を行う。 

授業内容 

1 回目 歯学研究コース概要、研究倫理に関する講義（吉村教務委員長） 

2 回目 顎顔面解剖学：歯科人類学の基礎と応用  

3 回目 硬組織発生再生学：骨の幹細胞の運命追跡：骨の成長、再生、発がんに関わるユニークな幹細胞の研究について 

4 回目 口腔病理学：病理学と病理診断について 

5 回目 口腔病原微生物学：歯周病細菌の病原因子（プロテアーゼなど）について 

6 回目 歯科薬理学：エンドソーム・リソソームの機能と病態および歯科への応用について 

7 回目 生体材料学：歯科用生体材料の物性（機械的性質や物理的性質、化学的性質）について 

8 回目 分子腫瘍生物学：遺伝子改変マウスを用いた腫瘍発症メカニズムの解析について 

9 回目 フロンティア口腔科学：免疫応答と口腔疾患について 

10 回目 加齢口腔生理学：体内時計の神経生理メカニズムに関する研究について 

キーワード  

教科書・教材・参考書 なし 

等 

成績評価の方法・基準 レポートにより評価する。 

レポートは、各回の授業終了後１週間以内に学務係に提出するものとする。 

また、授業への貢献度も評価の対象とする。 

受講要件(履修条件) 全体を通じて総授業数の 2/3 以上の出席が求められる。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 各担当教員に遠慮なく質問してください。 

よる授業科目 

実務経験のある教員に  
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（ṑ学◊✲コースᴫ要・◊✲೔理について）

（㢡㢦㠃ゎ๗学）

（◳組⧊発生෌生学）

（ཱྀ⭍病理学）

（ཱྀ⭍病原微生物学）

（生体ᮦᩱ学）

（分子⭘⒆生物学）

（䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学）

（ຍ㱋ཱྀ⭍生理学）

（ṑ科薬理学）

⟃Ἴ䝸䝋䝋ームの機⬟とその疾患について、䛣れま䛷の薬理学分㔝の◊✲内容の⤂
௓、およ䜃௒ᚋのᐇ⩦内容について⤂௓䛧ます。

9回 6 20 㔠 4䡚6 ୰ᮧサーカ䝕䜱アン䝸ズムを制御する⚄⤒回㊰に関する◊✲を⤂௓䛧、௒ᚋのᐇ㦂
◊✲内容について説明䛧ます。

10回 6 27 㔠 4䡚6

㛛⬥感染症䜔アレルギー疾患な䛹免疫䛜関䜟る疾患について当分㔝の◊✲成ᯝ
を⤂௓䛧、௒ᚋのᐇ⩦内容について説明䛧ます。

7回 5 30 㔠 6䡚8 ఀ藤分子⭘⒆学に関する᭱᪂の▱ぢを⤂௓䛧、௒ᚋのᐇ⩦内容について説明䛧ま
す。

8回 6 6 㔠 6䡚8

Ώ㑔ṑ科用生体ᮦᩱの各種物性と臨床㐺応について、䛣れま䛷の生体ᮦᩱ学分㔝
の◊✲内容の⤂௓、およ䜃௒ᚋのᐇ㦂◊✲について⤂௓䛧ます。

5回 5 2 㔠 4䡚6 内藤ṑ࿘病細菌の病原性に関する䛣れま䛷の当教室の◊✲内容を⤂௓䛧、コース
ワーク䛷の௒ᚋのᐇ㦂◊✲内容について⤂௓䛧ます。

6回 5 23 㔠 6䡚8

ṑ科ே類学の基礎と応用、およ䜃その成ᯝの୍㒊について⤂௓するとྠ時
に、௒ᚋのᐇ⩦内容について⤂௓する。

∦℩ཱྀ⭍疾患の組⧊学的診断と基礎◊✲、ཬ䜃ཱྀ⭍病理学䛷のコースのᴫ要を説
明䛧ます。

3回 4 18 㔠 4䡚6 ᯇୗ㦵の成㛗䜔෌生、発䛜んに関䜟る䝴ニークな㦵のᖿ細胞について、᭱᪂の◊
✲内容を⤂௓䛧、௒ᚋのᐇ⩦内容について説明䛧ます。

4回 4 25 㔠 4䡚6

講義室䠒㻮

別途掲示

日程表

1回 4 3 ᮌ 3
ྜྷᮧ

教ົጤ員㛗
ṑ学◊✲コースᒚಟに関する説明と質␲応⟅を⾜い、◊✲೔理に関する講義
を⾜います。

2回 4 11 㔠 4䡚6 ᑠᒣ⏣
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ᖺᗘ㻌 2025 学ᮇ㻌㏻ᖺ㻌 曜日・校時㻌 㻌

3 ᖺḟ㻛㔠・6䡚8㻌 、㻌 4 ᖺḟ㻛月・7䡚8㻌

ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 㑅ᢥ㻌 ༢఩ᩘ㻌 5㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25104902㻌

㻰N㻰㻾33451993㻌

基礎ṑ学◊✲㻛（㻮㼍㼟㼕㼏㻌㻰㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼏㼔）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 3 ᖺḟ、4 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 ᐇ㦂形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 各基礎系◊✲室㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕 ṑ学◊✲コース㻌 科目分類㻌 㻌◊✲科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙7613㻛9㻦00䡚17：00㻌

ス科目等㻕

担当教員㻔オムニ䝞 ᑠᒣ⏣ᖖ୍、ᯇୗ♸ᶞ、୰ᮧ΅、∦℩┤ᶞ、内藤真理子、⟃Ἴ㝯ᖾ、Ώ㑔㑳ဢ、ఀ藤බ成、㛛⬥▱

子、బ藤ၨ子、ᑠ㔝ᑎ㈗ᜨ、ఫ⏣ྜྷ៞㻌

授業のᴫ要㻌

㓄属ඛの基礎系◊✲室䛷◊✲を⾜䛖。✚ᴟ的にά用䛧て䠈ṑ学の᭱ඛ➃の◊✲άືにཧຍする機会とする䛣と。㻌

ᣦᑟの୍㈏䛷䠈ᾏእ大学◊✲᪋タにおける䝣䜱ールドワーク䜔講義の⫈講をᐇ᪋する䛣と䛜䛒る。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

㓄属ඛの基礎系◊✲室䛷ṑ学◊✲άືを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る。㻌

䛆ᖹ成 28 ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラ

㓄属ඛの基礎ṑ学分㔝の◊✲内容について理ゎ䛧、◊✲にཧຍする。㻌 ム䛇

A㻙8㻙1㻕

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬䠑：ṑ科ཱྀ⭍་療の⌧ሙにおける問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを㌟につけ、䝸サーチ䝬インドをಟ得䛧ている。㻌

䠠䠬䠒：ከᵝ化するṑ科ཱྀ⭍་療のニーズに༶応䛧、ඛ➃的་療をᐇ㊶するために、生ᾭにர䜚自己主ᑟᆺ学⩦を㻌

⥅⥆䛷䛝る。㻌

䠠䠬１１：ᮍ᮶の་療をษ䜚ᣅ䛟ためのඛ➃的◊✲に⯆࿡をᣢ䛱、ṑ科ཱྀ⭍་学の発展に㈉⊩䛷䛝る⬟ຊを㌟につけている。㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

各基礎系分㔝担当教員のᣦᑟの䜒と、ᐇ㦂等を⾜䛖。㻌

授業内容㻌

䕿 ３ᖺḟと䠐ᖺḟ䛷ᐇ᪋日䛜௨ୗのとお䜚異なるの䛷␃ពする䛣と。

３ᖺḟ：๓ᚋᮇの㔠曜日 6䡚8 校時（基礎ṑ学◊✲ᴫ論ཷ講ᚋに㛤ጞ）

䠐ᖺḟ：๓ᚋᮇの月曜日 7䡚8 校時

䈜ᐇ㦂な䛹内容によ䛳て䛿回ᩘ䜔時㛫ᩘ䛜変᭦になるሙྜ䜒䛒る。

䕿 各コース内容に関䛧て䛿ḟ項の授業内容をཧ↷の䛣と。学生とのヰ䛧ྜい䛷ከᑡの変᭦䜒䛒䜚䛘る。

（コース）

1.㢡㢦㠃ゎ๗学◊✲：形質ே類学におけるṑの形ែ学的ア䝥䝻ーチについて学⩦する。

2..◳組⧊発生෌生学：発生ᕤ学・ᖿ細胞生物学・分子生物学的ᡭ法を用い、㦵の発生、෌生、䛜んに関する◊✲を⾜䛖。

3.ຍ㱋ཱྀ⭍生理学◊✲：体内時ィの⚄⤒回㊰と生理機⬟に関するᐇ㦂◊✲。

4.ཱྀ⭍病理学◊✲：病理ᶆ本の作〇ᐇ⩦、臨床症౛の病理組⧊学的検ウ、疾患の分子生物学的ゎᯒを⾜䛖。

5.ཱྀ⭍病原微生物学◊✲：細菌を用いた遺伝生化学的ᐇ㦂◊✲な䛹を⾜䛖予ᐃ

6.ṑ科薬理学◊✲：ᐇ㦂ື物、細胞ᇵ㣴、遺伝子ᕤ学ᐇ㦂、生化学ᐇ㦂な䛹を⾜䛖予ᐃ

7.生体ᮦᩱ学◊✲：ṑ科用生体ᮦᩱの各種物性ホ౯ヨ㦂を⾜䛖予ᐃ

8.分子⭘⒆生物学◊✲：遺伝子ᨵ変䝬ウスを用いて、分子⭘⒆学に関する基礎的なゎᯒを⾜䛖。

9.䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学◊✲：細胞生物学・分子生物学的ᡭ法、遺伝子ᨵ変ື物を用いて、免疫・⅖症に

関する◊✲を⾜䛖予ᐃ。

10.◳組⧊疾患◊✲：ཱྀ⭍組⧊の෌生་療について、細胞ᇵ㣴䜔⛣᳜ᐇ㦂な䛹を㏻䛧てᖿ細胞を用いた

ア䝥䝻ーチについて学⩦する。（㻾䠐ᖺᗘよ䜚ඛ進ཱྀ⭍་療㛤発学となるため᪂つཷධ予ᐃな䛧）

䜻ーワード

教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 各コース教員の指定する教材㻌

等㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽ 主に発表内容，レポート等。詳しくは各コース担当教員に尋ねること。㻌
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・学校推薦型選抜者以外で歯学研究コースの履修を希望する者は、㻞年次後期の所定の期

日までに学部長に履修希望届を提出し、許可を受けなければならない。

・履修希望届の提出があった者に対して教務委員会が選抜のうえ学部長に推薦し、学部長

が許可する。

・基礎歯学研究概論を受講後に希望する研究室を学務係に申告すること。研究室によって

は人数制限が掛かる場合も有ります。

・全体を通じて総授業数の 3㻛4以上の出席が求められる。

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ー

ジ㻕㻌

よる授業科目㻌

ᐇົ⤒㦂の䛒る教員に 片瀬直樹／長崎大学病院での病理診断実務経験／病理診断科・病理部での検体処理の見学。同施設の症

例を用いた標本作製と組織診断の体験。組織試料を用いた研究を行う。
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No. コース 授業内容 日程 担当⪅

ᑠᒣ⏣

ᯇୗ

᳃▼

୰ᮧ

∦℩

Ọ㔝

内藤

⟃Ἴ

ᆏ஭

ᒣཱྀ

Ώ㑔

㜿㒊

䝞ラネ䝄䝝ド

ఀ藤

大㇂

ୖ㔝

㛛⬥

బ藤

ᑠ㔝ᑎ

䈜䠐ᖺḟについて、10㻛20（月）ཬ䜃10㻛27（月）䛿䛂⥲ྜṑ科学䊠䛃をཷ講する䛣と。

8 分子⭘⒆生物学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、遺伝子ᨵ変䝬ウスを用いて、分子⭘⒆学に関
する基礎的なゎᯒを⾜䛖。
ᐃ員䛿2名の予ᐃ

9 䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、ᇵ㣴細胞䜔遺伝子ᨵ変ື物を用いて細胞生
物学的・分子生物学的ᐇ㦂を学䜆。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

微生物、特に細菌を用いた遺伝生化学的ᐇ㦂◊✲を教員のᣦ
ᑟの䜒とに⾜䛖。
ᐃ員䛿１䡚䠎名の予ᐃ

6 ṑ科薬理学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、ື物のྲྀ䜚ᢅい方、ᇵ㣴細胞法、遺伝子ᕤ学
ᐇ㦂、生化学的ᐇ㦂について学䜆。
ᐃ員䛿䠎䡚３名の予ᐃ

7 生体ᮦᩱ学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、各種物性ヨ㦂機ჾのྲྀ䜚ᢅい方、物性ヨ㦂
方法について学䜆。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

コース表

1 㢡㢦㠃ゎ๗学◊✲
形質ே類学におけるே㦵㈨ᩱ䜔生体㈨ᩱからの䝕ー䝍᥇ྲྀ、ゎ
ᯒ、⤖ᯝのゎ㔘な䛹について学⩦する。
ᐃ員䛿１名の予ᐃ

３ᖺḟ㻛㔠6䡚8
䠐ᖺḟ㻛月7䡚8

2 ◳組⧊発生෌生学◊✲

㦵のᖿ細胞に╔目䛧、遺伝子ᨵ変䝬ウス、ᖿ細胞ᇵ㣴系、分子
生物学的ゎᯒ法を用いて、㦵᱁の形成、෌生機構䜔䛜んの発生
メカニズムのྠᐃに関する◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿１ࠥ䠎名の予ᐃ

3 ຍ㱋ཱྀ⭍生理学◊✲
体内時ィの⚄⤒回㊰に関するᐇ㦂◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿2名の予ᐃ

4 ཱྀ⭍病理学◊✲

分子細胞学的な◊✲に䜒、臨床䛷の病理組⧊診断に䜒不ྍḞな
形ែ学的◊✲ᡭ法を学䜆。䝟ラ䝣䜱ンᶆ本の作〇、ᶆ本のほᐹ、
細胞生物学的ᐇ㦂を⾜䛖。
ᐃ員䛿1名の予ᐃ

5 ཱྀ⭍病原微生物学◊✲
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年度 2025 学期 3・4Q 曜日・校時 ᮌ・8 必修選択  選択 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25104903 

DNDR44041993 

⮫ᗋ歯学研究概論/（The Outline of 㻯linical Dentistry） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室６䠝 

対象学生(クラス等)     歯学研究コース 科目分類  研究科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

ス科目等) 

担当教員(オムニバ 吉田教明、藤田ඃ子、吉村⠜฼、⃝瀬 隆、村田ẚ࿅ྖ、平 曜㍜、山田᭸ᘯ、ఫ田吉៞、ゅ ⨾బ、

಴田┾἞、ධỤ ᾈ一㑻 

授業の概要 

 

本大学院の⮫ᗋ歯学分野の研究内容について理解する。 

⮫ᗋ歯学研究における配属先研究室を選択する。 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

本大学院の⮫ᗋ歯学分野の研究内容について理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

本大学院の⮫ᗋ歯学分野の研究内容を説明できる。 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

A-8-1) 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ５：歯科口腔医療の現場における問題発見・解決能力を身につけ、リサーチマインドを修得している。 

ＤＰ６：多様化する歯科口腔医療のニーズに即応し、先端的医療を実践するために、生涯に亘り自己主導型学習を 

継続できる。 

ＤＰ１１：未来の医療を切り拓くための先端的研究に興味を持ち、歯科口腔医学の発展に貢献できる能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

各⮫ᗋ系分野担当教員によるオムニバス講義を行い、各研究室における研究内容の紹介と配属後の実習内容について紹介

する。 

授業内容 

 

1 回目 口腔ಖ೺学：口腔と඲身との関㐃性を見い䛰し、実験で機ᗎを解明していく඲体のὶ䜜について 

2 回目 小ඣ歯科学：小ඣ歯科における᭱᪂の研究䝖䝢ックスについて 

3 回目 歯周歯内἞療学：歯周病および᰿ᑤ性歯周⅖の発症に関わる様䚻な因子について概説する 

4 回目 口腔インプラン䝖学：インプラン䝖に関わる生物学的研究䠈材料学的研究について概説する 

5 回目 ಖᏑ修᚟学部門：ప౵く性歯ෙ修᚟に関わる研究バイオインス䝟イアードサイエンスについて概説する 

6 回目 歯科⿵⥛学：義歯用材料の㛤発、口腔機能に関する研究 

7 回目 口腔顎顔面እ科学：口腔እ科疾患のクリニカルクエスチ䝵ンと䛭の᳨ド法について概説する 

8 回目 先㐍口腔医療㛤発学：口腔疾患に対する再生医療の䝖ランスレーシ䝵ナル研究について概説する 

9 回目 口腔診断・᝟ሗ科学： 㻹R 機能⏬ീを用いた㢌㢕部病変の解析法および診断法について概説する 

10 回目 歯科㯞㓉学：㯞㓉の周⾡期に、࿧྾とᚠ⎔生理の生体内ㄪ⠇機能が◚⥢すると、どのような病態が㉳䛣る䛛について 

11 回目 歯科▹ṇ学：歯の⛣動の生物学的・生体力学的メカニズムや顎口腔系の機能と形態について 

 

キーワード  

教科書・教材・参考書 なし 

等 

成績評価の方法・基準 レポートにより評価する。 

レポートは、各回の授業終了後１週間以内に学務係に提出するものとする。 

また、授業への貢献度も評価の対象とする。 

受講要件(履修条件) 全体を通じて総授業数の 2/3 以上の出席が求められる。 

ジ) 

備考(学生へのメッセー 各担当教員に遠慮なく質問してください。 
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よる授業科目 
実務経験のある教員に ・入江 浩一郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を元にした臨床歯学分野

の研究内容を講義する。 
・藤田 優子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／診療経験を元にした臨床歯学分

野の研究内容を講義する。 
・吉村 篤利／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を元にした臨床歯学分野の

研究内容を講義する。 
・澤瀬 隆／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を元にした臨床歯学分野の研

究内容を講義する。 
・村田 比呂司／長崎大学病院における歯科補綴診療業務を継続中／診療経験を元にした

臨床歯学分野の研究内容を講義する。 
・平 曜輔／長崎大学病院ならびに兼業先診療所における実務経験／診療経験を元にした

臨床歯学分野の研究内容を講義する。 
・山田 朋弘／長崎大学病院における診療業務／診療経験を元にした臨床歯学分野の研究

内容を講義する。 
・住田 吉慶／長崎大学病院における診療業務／診療経験を元にした臨床歯学分野の研究

内容を講義する。 
・角 美佐／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／診療経験を元にした臨床歯学

分野の研究内容を講義する。 
・倉田 眞治／大学病院における診療経験／診療経験を元にした臨床歯学分野の研究内容

を講義する。 
・吉田 教明／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を元にした臨床歯学分野の

研究内容を講義する。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（ཱྀ⭍ಖ೺学）

㻔ṑ࿘ṑ内治療学）

（ᑠඣṑ科学）

（ཱྀ⭍イン䝥ラン䝖学）

（ṑ科補⥛学㻙ಖᏑಟ᚟学㒊㛛）

（ṑ科補⥛学）

（ཱྀ⭍㢡㢦㠃እ科学）

（ඛ進ཱྀ⭍་療㛤発学）

（ཱྀ⭍診断・᝟ሗ科学）

（ṑ科㯞㓉学）

（ṑ科▹ṇ学）

1回 10 2 ᮌ 8 ධỤ 講義室6䠝ཱྀ⭍と全㌟との関連性について、䛣れま䛷䛹のよ䛖にゎ明䛥れて䛝たか、その◊
✲ᡭ法について、また当教室の◊✲内容についてᴫ説する。

2回 10 9 ᮌ 8 講義室6䠝ṑ࿘病およ䜃᰿ᑤ性ṑ࿘⅖の発症に関䜟るᵝ䚻な因子についてᴫ説するとと
䜒に、䛹のよ䛖なᐇ㦂を⾜䛳て発症のメカニズムを明らかにするのか説明する。

ྜྷᮧ

藤⏣ 講義室6㻮当ᑠඣṑ科学分㔝䛷⾜䜟れている◊✲の᭱᪂の䝖䝢䝑クス（基礎的◊✲䠈ங
ṑ䠈疾患䠈㞀ᐖに関する臨床◊✲）について説明する䠊

4回 10 23 ᮌ 8 ⃝℩ 講義室6䠝

3回 10 16 ᮌ 8

イン䝥ラン䝖に関䜟る生物学的◊✲䠈ᮦᩱ学的◊✲についてᴫ説䛧䠈௒ᚋのᐇ
⩦内容について説明する。

ᖹ 講義室6䠝ప౵く性ṑෙಟ᚟に関䜟る◊✲䝞イオインス䝟イアードサイ䜶ンスについてᴫ
説する。

6回 11 6 ᮌ 8 ᮧ⏣ 講義室6䠝当教室䛜⾜䛳ている義ṑ用ᮦᩱの㛤発、ཱྀ⭍機⬟に関する◊✲について⤂௓
䛧、ᐇ⩦内容を説明䛧ます。

5回 10 30 ᮌ 8

ᒣ⏣ 講義室6䠝ཱྀ⭍⒴䜔㢡㦵ቯṚ、㢡変形症な䛹ཱྀ⭍እ科疾患の診断・治療に関するク䝸ニ
カルク䜶スチ䝵ンと、それに関する◊✲についてᴫ説する。

8回 11 20 ᮌ 8 ఫ⏣ 講義室6䠝᪂つ治療㛤発にᚲ要な臨床ヨ㦂䠋་ᖌ主ᑟ治㦂について、当分㔝䛷ᐇ᪋䛧
ている෌生་療の䝖ランスレー䝅䝵䝘ル◊✲からᴫ説する。

7回 11 13 ᮌ 8

ゅ 講義室6䠝㻹㻾機⬟⏬ീを用いた㢌㢕㒊病変のゎᯒ法およ䜃診断法についてᴫ説する。

10回 12 4 ᮌ 8 ಴⏣ 講義室6䠝

9回 11 27 ᮌ 8

ྜྷ⏣ 講義室6䠝ṑ科▹ṇ学㻦▹ṇຊによ䜚、䛹のよ䛖に䛧てṑ䛜⛣ືするのか䠛そのメカニズム
に関する生物学的・生体ຊ学的ア䝥䝻ーチ、㢡ཱྀ⭍における機⬟と形ែの関
連について当教室の◊✲を⤂௓䛧、௒ᚋのᐇ㦂内容について説明䛧ます。

㯞㓉の࿘⾡ᮇに、࿧྾とᚠ⎔生理の生体内ㄪ⠇機⬟䛜◚⥢すると、䛹のよ䛖な
病ែ䛜㉳䛣るかについて説明䛧ます。

11回 12 11 ᮌ 8
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ᖺᗘ㻌 2024㻌

㻌 学ᮇ㻌㏻ᖺ㻌 6 ᖺḟ㻛（๓）Ỉ・7㻌

曜日・校時㻌 5 ᖺḟ㻛（๓）火・8㻌 （ᚋ）Ỉ・7㻌 ᚲಟ㑅ᢥ㻌 㻌 㑅ᢥ㻌 ༢఩ᩘ㻌 3㻌

科目␒ྕ㻌

科目䝘ン䝞䝸ング・コード㻌

授業科目名㻛㻔ⱥㄒ名㻕㻌

25104904㻌

㻰N㻰㻾44051993㻌

ṑ学◊✲㻛（㻰㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔）㻌

ᑐ㇟ᖺḟ㻌 5 ᖺḟ、6 ᖺḟ㻌 講義形ែ㻌 㻌 ᐇ㦂形ᘧ㻌 教室㻌 㻌 各基礎系、臨床系◊✲室㻌

ᑐ㇟学生㻔クラス等㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ṑ学◊✲コース㻌 科目分類㻌 㻌◊✲科目㻌

担当教員㻔科目㈐௵⪅㻕㻌㻛㻌㻱 メールアドレス㻛◊✲室㻛㼀㻱㻸㻛オ䝣䜱スアワー㻌

ṑ学㒊教ົጤ員㛗㻛㼓㼍㼗㼡㼋㼐㼑㼚㻬㼙㼘.㼚㼍㼓㼍㼟㼍㼗㼕㻙㼡.㼍㼏.㼖㼜㻛ṑ学㒊学ົಀ㻛095㻙819㻙7613㻛9㻦00䡚17：00㻌

ス科目等㻕㻌

担当教員㻔オムニ䝞 ᑠᒣ⏣ᖖ୍、ᯇୗ♸ᶞ、୰ᮧ΅、∦℩┤ᶞ、内藤真理子、⟃Ἴ㝯ᖾ、Ώ㑔㑳ဢ、ఀ藤බ成、㛛⬥▱子㻌

ఫ⏣ྜྷ៞、ྜྷ⏣教明、藤⏣ඃ子、ྜྷᮧ⠜฼、⃝℩㻌 㝯、ᮧ⏣ẚ࿅ྖ、ᒣ⏣᭸ᘯ、ㆭᒱᣅ㑻、಴⏣┾治、

ᖹ㻌 曜㍜、ᒣ⏣ᚿὠ㤶、ゅ㻌 ⨾బ㻌 ௚㻌

授業のᴫ要㻌

㻌

本大学㝔の基礎、臨床ṑ学分㔝の◊✲室䛷◊✲を⾜い、ṑ学の᭱ඛ➃の◊✲άືにཧຍする機会とする。㻌

授業฿㐩目ᶆ㻌

୍⯡目ᶆ 㻳㻵㻻：㻌

㓄属ඛの基礎・臨床ṑ学分㔝の◊✲内容について理ゎ䛧、◊✲にཧ

ຍする。㻌

ಶู⾜ື目ᶆ 㻿㻮㻻㼟：㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䛆ᖹ成 28ᖺᗘṑ学教⫱䝰䝕ル・コア・カ䝸䜻䝳ラム䛇㻌

㓄属ඛの基礎系・臨床系◊✲室䛷ṑ学◊✲άືを⾜䛖䛣と䛜䛷䛝る。㻌 A㻙8㻙1㻕㻌

ᑐ応する䝕䜱䝥䝻䝬䝫䝸䝅ー㻌

䠠䠬䠑：ṑ科ཱྀ⭍་療の⌧ሙにおける問題発ぢ・ゎỴ⬟ຊを㌟につけ、䝸サーチ䝬インドをಟ得䛧ている。㻌

䠠䠬䠒：ከᵝ化するṑ科ཱྀ⭍་療のニーズに༶応䛧、ඛ➃的་療をᐇ㊶するために、生ᾭにர䜚自己主ᑟᆺ学⩦を㻌

⥅⥆䛷䛝る。㻌

䠠䠬１１：ᮍ᮶の་療をษ䜚ᣅ䛟ためのඛ➃的◊✲に⯆࿡をᣢ䛱、ṑ科ཱྀ⭍་学の発展に㈉⊩䛷䛝る⬟ຊを㌟につけている。㻌

㻌

授業方法（学⩦ᣦᑟ法）㻌

㻌

各基礎、臨床系分㔝担当教員のᣦᑟの䜒と、ᐇ㦂等を⾜䛖。㻌

授業内容㻌

䕿㻌 5 ᖺḟ：๓ᮇ火曜日 8 校時、ᚋᮇのỈ曜日 7 校時（60 分㽢30 回）㻌

6 ᖺḟ：๓ᮇのỈ曜日 7 校時（60 分㽢15 回）予ᐃ㻌 䈜ᐇ㦂な䛹内容によ䛳て䛿回ᩘ䜔時㛫ᩘ䛜変᭦になるሙྜ䜒䛒る。㻌

䕿㻌各コース内容に関䛧て䛿ḟ㡫の授業内容をཧ↷の䛣と。学生とのヰ䛧ྜい䛷ከᑡの変᭦䜒䛒䜚䛘る。㻌

㻌

（基礎系コース）㻌

1.㢡㢦㠃ゎ๗学：㢡㢦㠃㡿ᇦ形質のᑠ進化について、ゎ๗体䜔ே㦵㈨ᩱを䜒とにゎᯒを⾜䛖。㻌

2.◳組⧊発生෌生学：発生ᕤ学・ᖿ細胞生物学・分子生物学的ᡭ法を用い、㦵・㌾㦵生物学に関する◊✲を⾜䛖。㻌

3.ຍ㱋ཱྀ⭍生理学：体内時ィの⚄⤒回㊰と生理機⬟に関するᐇ㦂◊✲。㻌

4.ཱྀ⭍病理学：病理ᶆ本の作〇ᐇ⩦、臨床症౛の病理組⧊学的検ウ、疾患の分子生物学的ゎᯒを⾜䛖。㻌

5.ཱྀ⭍病原微生物学：細菌を用いた遺伝生化学的ᐇ㦂◊✲な䛹を⾜䛖予ᐃ。㻌

6.ṑ科薬理学：ᐇ㦂ື物、細胞ᇵ㣴、遺伝子ᕤ学ᐇ㦂、生化学ᐇ㦂な䛹を⾜䛖予ᐃ。㻌

7.生体ᮦᩱ学：ṑ科用生体ᮦᩱの各種物性ホ౯ヨ㦂を⾜䛖予ᐃ。㻌

8.分子⭘⒆生物学：遺伝子ᨵ変䝬ウスを用いて、分子⭘⒆学に関するゎᯒを⾜䛖予ᐃ。㻌

9.䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学：培養細胞や遺伝子改変動物を用いて細胞生物学的・分子生物学的実験を学ぶ。㻌

㻌

（臨床系コース）㻌

10.ṑ科▹ṇ学：▹ṇຊによるṑの⛣ືに関する基礎、臨床◊✲を⾜䛖。㻌

11.ᑠඣṑ科学：ᑠඣのཱྀ⭍機⬟に関する◊✲を⾜䛖。㻌 㻌

12.ṑ࿘ṑ内治療学：ṑ࿘病およ䜃᰿ᑤ性ṑ࿘⅖の発症に関䜟るᵝ䚻な䝸スク因子のホ౯法について学⩦する。㻌

13.ཱྀ⭍イン䝥ラン䝖学：生体ᮦᩱのぶ࿴性ホ౯なら䜃にṑෙಟ᚟ᮦᩱの耐ஂ性ヨ㦂について学⩦する。㻌

14.ṑ科補⥛学：補⥛用ᮦᩱの㛤発、ཱྀ⭍機⬟に関する◊✲㻌

15.ඛ進ཱྀ⭍་療㛤発学：ཱྀ⭍㡿ᇦの෌生་療に関する䝖ランスレー䝅䝵䝘ル◊✲を学䜆。㻌

16.ཱྀ⭍診断・᝟ሗ科学：㻌㢌㢕㒊⭘⒆をᑐ㇟に、㻹㻾 機⬟⏬ീを用いた臨床◊✲を⾜䛖。㻌

17.ṑ科㯞㓉学：ື物䛷の基礎◊✲、ே䛷の臨床◊✲のᡭ法を学䜆。㻌

18.ṑ科補⥛学（ಖᏑಟ᚟学㒊㛛）：ṑ∳◳組⧊疾患の治療䜔ṑෙಟ᚟ᮦᩱに関する◊✲について学䜆。㻌

19.ཱྀ⭍㢡㢦㠃እ科学：ཱྀ⭍⒴䜔薬剤関連㢡㦵ቯṚの臨床病理学的◊✲、ཬ䜃㢡変形症な䛹の変形性疾患にᑐする臨床◊㻌

✲についてᴫ説する。㻌

㻌
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教科᭩・教ᮦ・ཧ⪃᭩㻌 各コース教員の指定する教材 

等㻌

成⦼ホ౯の方法・基‽ 主に発表内容，レポート等。詳しくは各コース担当教員に尋ねること。 

ཷ講要௳㻔ᒚಟ᮲௳㻕㻌 希望する研究室を学務係に申告すること。研究室によっては人数制限がかかる場合もある。 
全体を通じて総授業数の 3/4 以上の出席が求められる。 

ジ㻕㻌

ഛ⪃㻔学生䜈のメ䝑䝉ー 指導教員とよくディスカッションするように。 

よる授業科目 
実務経験のある教員に ・吉田 教明／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床的研究の指導を行う。 
・藤田 優子／長崎大学病院小児歯科での歯科臨床経験／診療経験を活かし、各分野におけ

る臨床的研究の指導を行う。 
・吉村 篤利／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床的研究の指導を行う。 
・平 曜輔／長崎大学病院ならびに兼業先診療所における実務経験／診療経験を活かし、各

分野における臨床的研究の指導を行う。 
・澤瀬 隆／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨床

的研究の指導を行う。 
・村田 比呂司／長崎大学病院における歯科補綴診療業務を継続中／診療経験を活かし、各

分野における臨床的研究の指導を行う。 
・山田 朋弘／長崎大学病院における診療業務／診療経験を活かし、各分野における臨床的

研究の指導を行う。 
・住田 吉慶／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床的研究の指導を行う。 
・角 美佐／長崎大学病院における画像診断業務を継続中／診療経験を活かし、各分野にお

ける臨床的研究の指導を行う。 
・讃岐 拓郎／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床的研究の指導を行う。 
・倉田 眞治／長崎大学病院における診療実務経験／診療経験を活かし、各分野における臨

床的研究の指導を行う。 
・山田 志津香／長崎大学病院ならびに兼業先診療所における実務経験／診療経験を活か

し、各分野における臨床的研究の指導を行う。 
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（基礎系コース）
No. コース 授業内容 日程 担当⪅

ᑠᒣ⏣

ᯇୗ

᳃▼

୰ᮧ

∦℩

Ọ㔝

内藤

⟃Ἴ

ᆏ஭

ᒣཱྀ

Ώ㑔

㜿㒊

䢆䢚䢓䢄䡷䢚䢆䢀䢚

ఀ藤

大㇂

㛛⬥

బ藤

8 分子⭘⒆生物学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、遺伝子ᨵ変䝬ウスを用いて、分子⭘⒆学に関
するゎᯒを⾜䛖予ᐃ。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

9 䝣䝻ン䝔䜱アཱྀ⭍科学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、ᇵ㣴細胞䜔遺伝子ᨵ変ື物を用いて細胞
生物学的・分子生物学的ᐇ㦂を学䜆
ᐃ員䛿2名の予ᐃ

微生物、特に細菌を用いた遺伝生化学的ᐇ㦂◊✲を教員のᣦ
ᑟの䜒とに⾜䛖。
ᐃ員䛿１䡚䠎名の予ᐃ

6 ṑ科薬理学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、ື物のྲྀ䜚ᢅい方、ᇵ㣴細胞法、遺伝子ᕤ学
ᐇ㦂、生化学的ᐇ㦂について学䜆。
ᐃ員䛿䠎䡚３名の予ᐃ

7 生体ᮦᩱ学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、各種物性ヨ㦂機ჾのྲྀ䜚ᢅい方、物性ヨ㦂
方法について学䜆。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

コース表

1 㢡㢦㠃ゎ๗学◊✲
㢡㢦㠃㡿ᇦの形質のᑠ進化について、ゎ๗体㈨ᩱ䜔ே㦵㈨ᩱ
からの䝕ー䝍᥇ྲྀ、ゎᯒ、⤖ᯝのゎ㔘を⾜䛖。
ᐃ員䛿１名の予ᐃ

5ᖺḟ㻛๓ᮇ：火8
ᚋᮇ：Ỉ7
6ᖺḟ㻛Ỉ7

2 ◳組⧊発生෌生学

㦵のᖿ細胞に╔目䛧、遺伝子ᨵ変䝬ウス、ᖿ細胞ᇵ㣴系、分子
生物学的ゎᯒ法を用いて、㦵᱁の形成、෌生機構䜔䛜んの発生
メカニズムのྠᐃに関する◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿１ࠥ䠎名の予ᐃ

3 ຍ㱋ཱྀ⭍生理学◊✲
体内時ィの⚄⤒回㊰に関するᐇ㦂◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

4 ཱྀ⭍病理学◊✲

分子細胞学的な◊✲に䜒、臨床䛷の病理組⧊診断に䜒不ྍḞな
形ែ学的◊✲ᡭ法を学䜆。䝟ラ䝣䜱ンᶆ本の作〇、ᶆ本のほᐹ、
細胞生物学的ᐇ㦂を⾜䛖。
ᐃ員䛿䠎名の予ᐃ

5 ཱྀ⭍病原微生物学◊✲
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（臨床系コース）
No. コース 授業内容 日程 担当⪅

ྜྷ⏣
షᆏ
ᐩỌ
℈୰

藤⏣

ྜྷᮧ

ᒾୗ

ᰗཱྀ

ᆏ本

⃝℩

ྑ藤

ᮧ⏣

原⏣

㫽ᕢ

ఫ⏣

஭

ゅ

㧗ᮌ

ㆭᒱ

಴⏣

ᖹ

ᒣ⏣

௓⏣

Ụ㉺

コース表

10 ṑ科▹ṇ学◊✲
教員のᣦᑟの䜒と、▹ṇຊによるṑの⛣ື䜔ṑ᰿྾཰のメカニ
ズムに関する基礎、臨床◊✲のᡭ法を学䜆。
ᐃ員䛿䠎䡚３名の予ᐃ

5ᖺḟ㻛๓ᮇ：火8
ᚋᮇ：Ỉ7
6ᖺḟ㻛Ỉ7

11 ᑠඣṑ科学◊✲
遺伝生化学的ᐇ㦂◊✲、䛒るい䛿ᑠඣ・㞀ᐖ⪅をᑐ㇟と䛧た臨
床◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿１䡚䠎名の予ᐃ

12 ṑ࿘ṑ内治療学◊✲
ṑ࿘病およ䜃᰿ᑤ性ṑ࿘⅖の発症に関䜟るᵝ䚻な因子につい
て、䛹のよ䛖な方法䛷それ䛮れの䝸スクをホ౯するのか学⩦する。
ᐃ員䛿䠎ࠥ３名程ᗘの予ᐃ

生体ᮦᩱのぶ࿴性ホ౯なら䜃にṑෙಟ᚟ᮦᩱの耐ஂ性ヨ㦂に
13 ཱྀ⭍イン䝥ラン䝖学◊✲ ついて学⩦する。

ᐃ員䛿１䡚䠎名の予ᐃ

14 ṑ科補⥛学◊✲

当教室䛜⾜䛳ている補⥛用ᮦᩱの㛤発、ཱྀ⭍機⬟に関する◊
✲についてᴫ説䛧ます。䛣れらの୰からᣦᑟ教ᐁと䝔ー䝬をỴ
め、ᐇ㦂を⾜います。
ᐃ員䛿䠎䡚３名程ᗘの予ᐃ

15 ඛ進ཱྀ⭍་療㛤発学◊✲

㢡㦵䜔粘膜、ၚ液⭢疾患に関する෌生་療の䝖ランスレー䝅䝵䝘
ル◊✲にཧຍ䛧、་ᖌ主ᑟ治㦂を含めた臨床ヨ㦂の展㛤方法
を学䜆。
ᐃ員䛿1䡚2名の予ᐃ

16 ཱྀ⭍診断・᝟ሗ科学◊✲
㢌㢕㒊⭘⒆をᑐ㇟に、㻹㻾機⬟⏬ീを用いた臨床◊✲を⾜䛖。
ᐃ員䛿1䡚2名の予ᐃ

17 ṑ科㯞㓉学◊✲

教員のᣦᑟの䜒と、ᐇ㦂ື物を用いた基礎◊✲の方法、ே䛷の
臨床◊✲の方法、ᐇ㦂䛷得られた࿧྾・ᚠ⎔系の ᐃ್のホ౯
について学䜆。
ᐃ員䛿䠎䡚３名の予ᐃ

教員のᣦᑟの䜒と、ṑ∳◳組⧊疾患の治療䜔ṑෙಟ᚟ᮦᩱに
18 ಟ᚟学◊✲（ṑ科補⥛学） 関する◊✲について学䜆。

ᐃ員䛿１名の予ᐃ

ཱྀ⭍⒴に関する基礎的䠈臨床的◊✲
19 ཱྀ⭍㢡㢦㠃እ科学◊✲ 㢡変形症等に関する臨床的◊✲

ᐃ員䛿3名程ᗘの予ᐃ
ᒣ⏣
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